き 


、 


f  ノ  STis ぶ 


ン ダ、 ― ラ の 佛 像 

ラホ— ノレ 博物 舘所 藏 
フーシェ— 氏 

ンダー ラ希臘 佛敎美 術』 よ 


U ョ 

霞 1 


义 

一 

一 ！/ 


0 


< 一 

义 

ェ 

f 锏 

0 

i 


a 


19 


"二き 

： 〉|  - 


ベ ナ レフ、 に て 
轉 法 輪 


クシ ナー 
入 滅 


に て 


利 天 に て 母 
に 說 法の 後 
ン 力 ッ サ に 

降 


舍衞 城に て 
祌變を 現 す 


吠舍離 附近の 
林に て 猿の 供 

養 を受く 


王舍城 に て 
狂 象 護 寳 の 
馴 致 


ノレ ム ビ ュ に て  佛 陀 伽耶 にて 

降 誕  降魔 成 道 


刃 I  一口 サ 下 


す 一 〜ヤー ト發 fffi 


T  ：) 


ー弋 乂'々 

'M  A 


j-  ；)  x  m  i: 


« ぉ辦 


T  ：) 魷谵^ 

■t  m  ^ 變 麴 


舍 王 

ffl 

舍 お 

O 寳猿 

m 

y 

m  m 

> 

^ 養 

：) ¥  « 

m  m 

T 

ゝ 

囊 m 

獯 m 

H  FT 。弋 T 

天篇 * 

n お、 

了  6 や 

© 翁 n 


m  ^  \  — 弋 a -  弋 


な 輪 法 輪 


4 入 涅槃 


塔の 西 門 


^  U 人ト 


m  ii 龢' ど 


3t  [ 


^  一^  乂  ^  X\ 【 


乂 一  や あぶ， s 
門 西 ® 襟 


— •  ' 一〜  ^^^^^^^^H 


い  — - 

狗，^  Wf"? 


百 

に 

ち 

百 

四 

九 

下 

四 

五 

卞 

け 

白 

十 

五 

四 

五 

七 

十 

頁 

百 

十 

頁 

五 

ま 

五 

五 

よ 

ノ  * 

頁 
X 

で 

頁 

し 

—し 
/ ヽ 

を 

四 

れ 

白 

nn 

に 

の 

頁 

九 

百 

準 

漢 

ど 

十 

九 

す、 

文 

し 

五 

に 

頁 

當 

之 

ら 

を 

順 

迄 

し 

四 

の 

む 

百 

奇 

o 

五 

下 

數 

以 

十 

げ 

頁 

下 

七 

〇 

は 

四 

頁 

卽 

四 

拙な きこの 著 を 

退、 gjjj     Naniss  ara 僧 正 
に 捧 く' 


自 序 


本書 は 眞宗大 谷 大學豫 科の 敎科書 ど して' 編纂 された も 
ので. 本科に 入って. 佛敎 々學の 根本的 硏究を なす 基礎 學ど 

して. 先 づ 『阿 含經 典』 そ の ものに 親しむ 事 を 目的 ど した もの 
である。 この 目的に 副 ふた め に. 私 は先づ 本書 を佛' 法 '僧の 
三 編に 分ち, 第一 編に 於て は， 佛 傅に 關す る 史料の' 阿 含經及 
び 律 典 中に 散說 せられた る もの を 集 め' 第 二 編に 於て は' 释 
尊の 說 法の 代表的 ど 思 はれる もの を 集錄レ 第三 編に 於て 
は 戒律の 撮要^ して 波 羅提木 叉 を 出 し 三 編 相俟って' 佛敎 
の 敎生. 釋 尊の 人格 ど その 敎ビ 'この 人格者の 下に • その 敎を 
受けて. 佛 弟子 達が 敎 國 の 規約 さいふ 具體的 生活の 中 に 昧 

識體 達し 行く 姿 を 示さう どした。 第一 編 第二 褊の 下に は 
簡單に 編者の 見た 佛陀 ど' 佛陀の 說き給 ふた 敎の梗 槪を付 
け 加 へ. 後 世の 大乘敎 學の發 達に 至る 徑路を 微か 乍ら 示し 
たつ もりで ある。 第三 編 僧伽の 下で は' これまで 比丘の 戒 

律 生活 に關 する 記述が 公刊 されて ゐ ないか ら '前 二 編 ど 比 
較 して は 多少 委しく 通俗的 に 書い て 見た。 これに 依って 
敎 主ど敎 法^ 敎圑の 生活 ど が 不完全ながら ー卷の 中に 顯 
はされ てゐ るつ も りで ある。 

旣に 本書の 目的 が '讀 者 力 > '『阿 含經 典』 そ の ものに 親しまれ 
る やうに^ 云 ふので あるか ら 編者の 苦心 は 阿含經 の拔粹 
方法に 費やさ れ' 又漢譯 の 阿合經 典の 讀書カ を 養 ふた め に 
漢譯の 『阿 含經』 を まに して' その 不明の 點を 明か にす る爲 


2 

に 巴 利 原典の 譯を對 照 した。 この 對 照に 原典の 英譯の あ 
る もの は 成るべく 英譯を 出す やうに したが. これ は 西洋に 
紹介せ られた 佛敎の 一端 を 示さ ん爲 であ る。 

この 對照 に 就 い て. 第一 編の 下に は. 漢譯 ビ英 譯ビが び つ 
たり^ 對照さ れ得 な かった こ ど は 甚 だ 遺憾で あ る が '讀者 
の 寬恕を 請う て. その 對譯 の發 見され なんた' 場合 は その 前 
後の 二三 頁 を 採 されん こ^ を 願 ふ。 對 照す る關係 上經文 
中の 反複 して ある 點 は. 抄錄 抄譯 した が' 文意に 至って は斷 
じて 傷つけ ない つも り である. 校正して ゐ ながら' 編纂の 上 
に も. 各 編の 下に 附 けた 編者の 意見の 中に も 缺點ゃ 言 ひ 足 
ら な んだ點 を 見出 して. 佛 祖に對 し又讀 者に 對 レ惭 愧に堪 

えな い 次第で あ る が. 然 し 今迄 小乘 經典ビ して 餘 b に 見返 
られ なかった 最 も 古い. さ うして 最 も 尊い. 釋 尊の 言行 錄が 
拔粹 では あ る が. 今迄 よ り は廣く 多くの 人々 に讀 まれる や 
う になった いふ 事 は 編者の 大き な 喜 び で ある。 編者 は 
讀者が この 書よ り 進んで 漢譯 四阿 含. 巴 利 原典 五 阿 含に 行 
いて. もつ ビ 突き 込んで 生きた 大聖 释 尊の 奕々 たる 光に 接 
せられん こ^ を 念す る ものである。 本書の 成る に 及んで 
本書の 出版 を 勸め又 御 助力 下さった 藤 岡了淳 兄. 戒律の 事 
について 少な か らぬ 助言 を 頂い' た 西 本 M 山 兄 及び' 本書の 

編纂に 力 を 借され た譽 田慶瑛 兄に 厚く 御禮を 申し 又 丁子 
屋 書店 主人 西 村 君 が. 本 書の 出版 を 犠牲的に 引き受けて 茲 
に 公刊 を 見る に 至った について 深く 謝意 を 表した い。 
大正 十 年 四月  赤 沼智善 
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阿 含の 佛敎 

序 說 

印度 ァ" リ ャ （Arya) 民族 は、 中央 亞細亞 の 原 住 地 を 出で、、 パ 
ンデ ヤー ブ （Panjab) に 移 h、 梨 倶吠陀 （さ g  Veda) に殘 された る 彼の 
多 祌敎的 天然 崇拜の 宗敎を 有せし が、 漸次 時代の 推移 ど 共に、 所謂 
吠陀 時代の 末期に は、 その 天然 崇拜 の宗敎 も、 自然に 高められ 且つ 
深められて、 その 崇拜 の對 象な り し 天然 を 超越す る 普遍的 實在を 求 
む る の 傾向 顯 はれ、 雜駁 なる 多 祌を統 一する 一 神格に 對 する 憧憬 ど 
思索 起 りぬ-こ の 傾向 はや か' て梵書 ほ hmapa) 時代 ど なりて、 高 
潮せられ たる 宇宙の 本體 原理 梵 (Bmhman) の 思想^ な b  、 優 婆尼沙 
土  （Upa ゆ ad) 時代 どなりて、 更に この 思索の 傾向 を 個人の 上に 及ぼ 
し、 個人の 中心 人格なる 我 (Atman) を 認め、 この 宇宙の 本體ビ 個人 
の 中心 人格 どの 關係を 考察して、 我 は梵也 （Aham  Brahma  asmi 
Vrhad  aranyakopanisad, 1， 4， 10) て ふ梵我 一如 ( Brahma  iltma  ai- 
kyam の 思想 を 生み、 後來 この 境地 を 身 を 以て 體現 する-聖者の 出現 
を 待ちぬ。 

今少しく 委しく この 思想の 徑路 を迪り 見ん c 吠陀 時代に ありて は 
人智 猶進 ます'、 多少 雄偉なる もの 又は 怪奇なる もの を 見て は、 皆靈 
ありさな し、 日月 星晨の 天體、 電 雷雲 風の 空中の 現象、 山川 樹木 水 

火の 地 物 悉く 之 を 神^ して、 崇拜 し、 此に對 して 攘災招 福 を 祈れ！ )。 
この 物活論 (animism) は 何れの 國 にあ りても、 その 宗敎 思想 力 初期 
に存 する ものな るが、 印度に 於て は、 佛敎 興起 時代に あ！） て も猶存 
績し、 當 時の 民間 信仰の 一部 を 形作れ!)。 

然 らば この 多 祌敎が 如何に して 一 祌敎的 色彩 を帶 ぶる に 至 り しか 
ど 云 ふに、 二種の 理由 あ！)。 一に は E 衆の 信仰 上の 要求に 依る。 卽 
ち 宗敎の 信仰が その 性質 ど して 雜 多なる 祌々 の 中よ り 特に 一 祌を抽 
き 出し、 此に 向って 熟 心なる 祈 禱を捧 ぐる ものなる が 故に、 一 神の 


祌格は 自然に 擴大せ られ て、 他 諸 祌の祌 格 を 包容す る に 至る が 故 也、 

一に は 民 * 思想の 統率者 婆羅門 （B ほ hmaPa) 中の 哲學的 思索の 偏向 
ある 人々 が 多 神敎の 多元的な るに 滿 足せす' して 更に その 中心 本體を 
求めた るが 故な り c 此の 二 個の 理山 により、 吠陀 時代の 末期に 至つ 
て、 漸次に 普遍の 實 在に 對 する 思想 顯れ 來れ り。 然れ ざ も 此の 思想 
は、 只 此の 時代に 髡髴^ して 姿 を 示せり ビ云 ふまでに て、 未た' 一般 
民衆の 心靈を 支配す る權 威な かり しこ^ は 云 ふまで もな し 民衆 は 
依然 ビ して 從來の 成立 宗敎の 信者な り。 又 彼等の 指導者た る 婆羅門 
I- ありて も 其の 大多數 は 思想 信仰の 動搖に 依で て 起る 自己の 地位の 
不利 を盍ぶ 者に 非す、。 されば 自然 舊慣を 墨守し、 その 宗敎を 固定 化 
せん ビ 欲す。 此れ 蓋 し 婆羅門が 眷て 自然現象 等の 偉大に 感 じ そ の 示 
敎的情 熟よ り讃 詠せ し 利 倶吠陀 (冬 g  Veda) の歌頌 が祈禱 祭祀の 時の 

諷 詠の 便利の 爲 めに 別に 沙 摩吠陀 (SamaVeda) ど して 編 寡され、 ^ 
に 祭文の 聚集^ して 耶 柔吠陀 (Yajur  Veda) ど して 編纂され し 所以に 
して ^羅門 は こ の 三 吠 陀を以 つて 祌々 の 祭祀 を 行 はしめ 民衆の 具 
體 的宗敎 生活^な せり。 而し てこの 宗敎 生活に 於て 祌に 仕へ、 三^ 
陀を誦 し 祭祀 を 司 ざ る は獨 り 婆羅門の 善 く す る 所 なれば 櫂 力 は 次第 
广 婆雜 門に 集り Panjab よ り恆 伽の 流に 沿 ふて、 東方 俱流 （Kuru) の 
地に 移住せ し 時代に は 益々 權威高 く 婆羅門 族 は 遂に 社會の 最上 位 を 
占む る に 至れり。 

此の 結果 ビ して 所謂 梵書 時代に 至りて は、 婆羅門 は潑测 たる 生氣 
を 失 ひて 益々 保守的に 傾き、 その 努力 は 吠陀の 文句 刃 总義を 說き祭 
祀の 法式 を說き 吠陀の 敎權を 確立し、 祭祀の 萬 能 を 叫び、 敎理を 煩 
瑣 にし、 儀式 を 秘密に し、 自己の 地位 を 堅めて、 婆羅門 至上 王義を 
建設し、 ^ て 民衆の 宗敎 たり しもの を 全然 その 掌〒 に獨 占す るに 至 
れ！)  c これ 長き 印度の 哲學宗 敎史に 於て 最 も 不振の 甚 し き 時代な り 
^す。 只 此の 時代の 所產^ して 後代に 貢獻 せし は吠陀 末期の 普遍 實 
在 を 求む る 傾向 を 受けて 發 生せ し梵 (B ほ hman) の 思想な り どす c 梵 
は 元利 倶吠陀 （Rg  Veda) の祈禱 主 （Brahmanaspati  or  Brhaspati) よ り 

起れ る 思想に て 人 熟 心に 祈れば、 祌を 動し 得る どい ふ 事よ り 祈禱に 


偉大 を 認め ff » 生 を 普遍 實 在の 大 原理 どせ しもの なる が、 梵書 時代 
に 至り 祈 禱は祌 よ り も f 韋大 にして 祌をも 動かし 得る どい ふ 信仰 生じ 

たるより、 遂に 祈 禱を 普遍の 原理 ど な し、 祌話 時代の Brahmanaspati 
の Pati  (主） を 取り 去 り梵 （Brahman) ビ 呼び 祈禱 —— 聖智 —— 原理の 
意味の 徑 路を迪 り て 、 宇宙に 普遍す る實在 原理 ビ なせる な り o 

斯 くの 如く、 梵書 時代に 於て は 婆羅門 は 吠陀の 天啓、 祭祀の 萬 能、 
自 族の 至上 を 主張し、 煩瑣な る 訓詁 ご « 密の 儀式^ に そ の 力 を盡す 
のみに て、 後世に 貢獻 せし 點ょ り 云 は V 、只梵 の 思想の みなり き。 茲 
に 於て 人心 弛緩して 又 生々 の氣を 見す 'o 民心 倦怠の 極茲 にー轉 して、 

第一に 創作的 哲學を 生む 傾向 を 生じ、 

第二に 戯論を 離れた る眞 面目なる 宗敎的 解脫を 求む る の 風 を 生 じ 
第三に は懷 疑的虛 まま 義の 流行、 
を 見る に 至 り ぬ c 

1. 優 婆 尼沙土  （Upani^ul. 奥義 書） は そ の哲學 的の 方面に 於て 梵 
書の 沈滯を 破らん どせ しもの なる が、 その 運動が 生ビ して 婆羅門に 
依らす' して 剎帝利 種の 人々 に 依って 創始せられ たる は 注意すべき こ 
ど、 す。 耆那 (Jaina) 敎祖 Vardhamami 及び 释尊 も 同じく 剎帝利 種に 

出で、 印度に 於け る 二 大宗 敎的 運動 を 開始せられ たる も 亦 婆羅門の 
宗敎獨 占 ど それに 依て 起れ る 沈滯を 破らん^ する 自由 解放 を 求む る 
運動な り しなり。 

優 波 尼 沙土は その 正統派た る 地位よ り して Veda 敎權 主義 を 固持 
せし も、 そ の 哲學的 思索の 高潮 し來 る ゃ往々 に して 吠 陀の祌 聖を犯 
し 自由の 精祌 を發揮 し 婆羅門の 尊貴に 對 して も 、「こ の敎 義は汝 以前 
甞て 婆羅門 族に 知られ ざり き c これに 依って 全世界の 統治 權は 遂に 
刹 帝 利 族に あり き」 ど 叫ぶ に 至れり。 而 して 一般に 祭祀 宗敎の 做す 
無 き を S  、茲に 沈潜して 心 靈の眞 に 憩 ふべ き 所 を 尋ね、 吠陀 時代の 原 
人 (Pun^a) の 思想 を 承け て 吾人 生活 體の內 部に 靈 妙な る 我 （Atrrnn) 

を發见 し梵 書か' 說く 所の 梵 ビーな り ど し、 煩惱ど 迷妄に 掩 はれた る 
眞性 自我 を開顯 する 所に 萬 人の 安住 所 あ り どせ り。 この 眞性 自我 を 
見出 して 閲顯 する 智を 我智 （Atma  -  vidya) 梵智 （Briihma-vidya) ど 云 


ひ、 こ の 境 を 叙事詩の 薄 伽梵歌 (Bhagavatgi ね） には梵 涅槃 (Brahmanir- 
vSna) ど 云 ふ 0而 して 消極的 言辭を 以て 顯 はせば 解 脫 (Vimok き a) な り 。 
解脫^ は 迷妄の 差別 界ょ り 離脫 する の義に して し Tpam>!d 生義に 
依れば、 不自然の 差別に 執す るが 故に 茲に 生死 あり 輪廻 あり 苦惱ぁ 

り、 若し 內に向 ひて 尊厳なる 自我、 一切 宇宙 を 包括す る 自我、 不可 
得 （agrhya) に して 不杇 （asiiya) 、 無 着 （asanga) 無 縛 (asita) 惱 まさる 

ゝこビ なく  （na  vyathate) 滅せ らる、 こどな き （na  risyata) 自我 を 
發 見し、 宇宙の 本體 原理た る梵 ど一 なる を 知れば、 茲に 死なく 生な 

く して 常住の 天地に 入る を 得る なち。 法 性 常住の 平地に 生死の 波瀾 

を 生せ しむる もの は 無明の 風な！）。 心中に 愛欲 （Kam" —度 生じて、 
諸法實 相の 鏡に 苦 惱の廑 垢 積る。 今 愛着 を斷じ 無明 を 破し、 梵我ー 
如 （B は hma  atma  aikyam) の眞智 を開顯 すれば 差別 は その 儘に して 

平等、 現象の 中に 實在 現前して 生死 その 儘に 不滅なる 梵 涅槃 を證す 
る な り し 是れ優 婆 尼沙土 哲學の 宗敎的 意義な り 。然しな が ら優 婆尼沙 
土に は 本體を 眞^ し 現象 を 迷妄 ビ する 考 方な かり しビ云 ふに は あら 
す、。 後の 吠檀陀 （Vedan ね） の 一派が 現象界 を 否定して 差別 迷妄 論の 
無 宇宙 觀を 生す、 るに 至り し 種子 は 優 婆尼沙 土に あ b し 也 c これ 其の 
哲學的 究明の 結果 ど 見 るべき なり、 然 し 優 婆 尼沙土 は犟に 冷 かな る 
智慧 を 弄ばん どす る ものに 非す、 其 目的 は 自己 靈 性の 證悟解 脫の宗 
敎 にあ！ )。 而 して 實驗的 宗敎 情味の 上よ b 生滅に 處 して 而も 愛着 を 
離れ 流 轉の諸 法の 上に 生々 の 實現を 見、 生死 卽 涅槃、 現 實の肉 身 を 
以 つて 常樂の 涅槃に 住する 本體 現象 相卽論 こそ、 Upani き ad の 聖者 達 
が 理想^せ し 所な り どす、 この 可能 はやが て釋 尊の 證 悟に 依て 證明 
せられた るな り。 

2. 梵 書の 沈滯ょ り 生じた る 三の 風潮の 中、 第二の 眞 面目に 三界 
の 苦惱ょ り解脫 せん さする 修行者 を 生せ し 風に 就いて いへば、 紀元 
前 六 世紀の 頃よ り して 出家^な！） て 終世 を 離 欲 解脫の 修行に 委 ぬる 
人々 を 生せ！)。 この 內に も 二種 あ り 、 一は 必 しも 苦行 を修 せす、、 施 
物に 衣食し、 或は 單獨に 又は 圑體 にて 四方に 遊行し 道 を 聞き、 又 他 
に 道 を 傅へ 自由なる 求道者なる ビ 共に 熱心なる 社 會の敎 育 者 ごな 
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！) 、 正統派の 婆羅門が 占 星、 夢 兆の 祭式の 相談 相手た b しが 如 く  、 

道 德宗敎 哲學の こビに 就いて 、民衆の 相談 相手 ど な b  、社會 の 尊信 

す る所ビ な b ぬ。 Rhys  Davids 氏の 云 ふが 如 く 歐 洲文藝 復興 期の 前 
に 中部 歐洲を 遊歷せ し學 者が 來 るべき 變 動の 前兆で あ h 又 新時代 を 
建設す るに 力 あ？） しが 如く、 この 印度の 遊行 者の 遍歷 も當 時の 社會 
狀態を 語る ものにして 又佛敎 興起の 先驅 をな せり。 他の 一は 苦行者 
に して、 Veda 以來 讃稱せ られし 苦行 (Tapas) を 極端に 修 し、 犬戒牛 

戒 蝙幅戒 等の 甚 し き 苦行に 依って 快樂を 返け 肉體を 蹂躪 し、 眞我を 
肉體 の繼縳 よ り 放たん どせ！ ) 。 耆耶敎 （Jainism) の Vardham^m は 後 
^の苫 行者に 屬し、 佛陀は 前者の 遊行 者 (PaHbMja) に羼 す。 この 遊 
行者の 數は 頗る 多 かり しもの、 如く、 佛敎經 典に は數 多の 遊行 者が 
各々 數 百の 弟子 を 率 ひて 林野の 生活 を なせる を 記せり。 （M.N.77, 
78，  79，  D.  9)。 釋 尊が 六 年 苦行し 給 ひ し 優 留毘羅 (Uruvela) 林の 如 
き も 亦 是れ等 遊' f 于 者の 集 り 住する 所な り しなり。 

3. 第三に 顯 はれた る は 懐疑 的 虚無主義に して 其 出現の 年代 は 今 
明白に 定 むる 由な き も、 大體 Upai^ad 時代 ビ兌 得べ く  、 佛陀ょ り 
以前なる は、 此 Lokaya ほ （順 世 派） の 語が 巴 利 長 阿含經 （Digha  M- 
kaya) 等に 顯 はる、 に 依って 知るべし。 この 派 は無祌 ：喩 （Williams' 
Die.  > を 生 張す る 唯物論 （Petersburg  Die.) にして 恐く 當 時の 科學 思想 
を 代表す る ものにして 詭辨を 事^ し 現世の 享樂を 主義 ビす。 佛^ 經 
典に 記載 せらる、 六師 外道 中の 阿 耆多翅 含 欽婆羅 （Aji ね kesa  kam- 
bara) は' 「人 は 四大ょ り 成り 死 すれば 四 大に歸 るの み」 ビ云 ひ、 
(D. 1) 末 伽 梨 醒舍利 （Makkhaligosala) は 運命論者 にして 人の 道德的 
努力 を 否定し （D. 1) 富 蘭 耶迦葉 (PGrapa  kassapa) は 一切 無害 無 功徳 
ど 叫ぶ が 如き 皆 懐疑派の 系統に 屬 する ものな り。 

以上の 三 風潮 は梵書 時代の 沈滯を 破りて、 佛敎 興起 時代にまで 流 
れし三 大潮 流 也。 され ざ猶 この 外に 看過すべからざる もの あ 》)、 卽 
ち當 時の 民間 信仰な！） どす、 此の 民間 信仰 は Veda の 物活論 を繼承 
する^ f 共に 他 種族の 影響 を も 受け 混沌 を 極む。 一方に は 梵天、 帝釋、 
吉祥天、 四 王 天 崇拜の 如き、 有 祌論的 信仰 あり。 この 中 帝释は 吠陀 


c 

の 因陀羅 （Indm) 祌の變 化に して、 梵天 は 普遍の 原理た り し 梵を祌 
格 化 し て 梵天 （BnUrn^n) 《なした る ものな り。 梵天 上 生の 思想 は佛 
陀 常時 最 も 盛な り し 思想 也。 Veda の Agni の 信仰 も變 化し 來り、 拜 
火 は 梵天に 生れん^ する もの 、修行 ご な り ぬ、 その他 吠陀の 下級 祌、 
他 種族の 祌々 も民問 に 信仰せられ、 樹に 森に 山に 川に 皆祌靈 あ り 、 
龍神 (N お a) 夜叉 (Yaksa) 羅刹 （Rak き a) 畢佘茶 （Pi^ca) 等の 怪靈ぁ り て 

人々 の 献供を 要求せ り c 又 方角よ り來る 禍惡を 除かん^ 欲して、 常 
に 六方 を禮 する もの あり。 甚 しき は只朿 方に 驀進 すれば 死す る 所に 
於て 生 天す ど 信す、 る もの あり。 沐浴して 罪業の 消滅 を 信す-る もの あ 
り。 阿闥 婆吠陀 （Atharva  Veda) 繼 承の; ft 術 は 盛に 行 はれ、 奇怪なる 

呪 法、 ト徵術 観掌術 夢 判斷等 一般に 行 はれたり。 

以上 は佛敎 興起 以前の 宗敎 思索の 徑路 及び 狀態 なり。 吾人 はこれ 
よりして、 佛陀 出現の 時代 的 要求た る 四 理由 を數 ふる を 得べ し。 

一、  吠陀の 敎權衰 へて 婆羅門の 祭祀 生義が 人心 を 満足せ しめざる 

こど o 

二、  優 婆尼沙 土の 心 靈的解 脫の宗 敎も只 理論の みに て、 後 來是を 
實證 して 衆人に 範を垂 るべき 人の 實現を 待ち しこ ど。 

三、  印度 民族が 紀元前 六 七 世紀に は 南方 Dekkan を 越えて 錫 蘭に 

及び 其 民族的 膨脹 ビ 文化の 開展に 依り、 他 種族 どの 接觸 及び 之が 包 
容 多大 ど な b  、從て 一般に 信仰の 動 搖を來 し 民間の 信仰 繁多 ど な り 、 
人心 此が 統一 を 要求せ しこ さ。 

四、  甞て 四姓の 中前 三 姓 は宗敎 に關與 する こ ど を 得しが 第 四の 首 
陀羅は 宗敎の 圏外に 排斥せ られ しも、 そ の 數を夥 し く 增 加す る に 及 
び 一種の 勢力^ な り 自然に その 種 姓の 宗敎を 要求せ しこ ビ。 又 前 三 
姓に あり て 祭祀 は そ の 司祭 者^ して 婆羅門 を耍 し 費用 多端に して 貧 
困なる 毘舍 等の 善く 支辨 する 所に 非す'、 從 つて それら も 自己の 宗敎 
を 要求せ しこ ど。 


佛陀は 如上の 雰圍氣 の 中に 如上の 要求に 應 じて 世界の 民衆に 對し 
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て 絶大の 使命 を帶 びて 誕生せ!)  o 

今 進んで 印度 沸 敎史の 第一 期を講 する に當 b 簡單 に當 時の 政治 方 
面に 一瞥 を與 ふる も 無 要に 非るべし。 

Mahabharata に 記載す る kura 地方の 戰爭を 若し 紀元前 十 世紀 若 
しく は 九 世紀の 出 來事ど すれば、 紀元前 八 七 世紀 頃に は旣に その 內 
亂終 り て Atya 民族 は 東方 遠 く  Viddm，  Magadha 地方に ま で 移住 し、 

その 部族 は數 多に 分れて 各 々貴族的 共和政治 を 行 ひし ものな らん。 
やがて 紀元前 七 六 此 紀 ^なれば 自然の 中に 貴族的 共和 政體に 一種の 
革命 起 b て 漸次 專制 的な る 主 權者を 戴 く 王國^ なり 行き、 佛陀 出現 
當 時に は 四 大王 國 ^ 十數の 小王國 ^ 五六の 殘存せ る 共和 國 あるに 至 
れり 。而 して こ の 十數の 小王國 ど殘存 せる 共和 國^ は その 隣 强の大 
王國に 漸次に 併吞 せらる 、運命 を 有する ものにして、 大王 國も亦 次 
第に 接近し 來 つて 爭亂 興り、 遂に 全 印度 を 統一す る 大王 國を 現出せ 
んど する 趨勢な り しなり、 かの 轉輪塞 王 （Cakkavatti) の 思想 は こ の 
趨勢 を 神話 的に 表現せ しもの な り c 

佛敎經 典 (A.  I.  P  213. 同 本 中 阿2 02) に は 佛陀當 時の 印度 を 十六 

大國ビ 分類せ るが、 この 分類 は佛陀 時代よ りも少 く^ も 半世紀 若し 

く は 一世紀 以前の 現狀な b しな らん ど 思 はる。 

國 名 (種族 名） 都 市  王 
1. Anp-a  Camp も 

2'     MaSadha R ゆ gaha  \Ajatasattu 


3.  Kasi  Baranasi 

4.  Kosar.i  SavatthI,  Ayodhya,  Saketa 


/PasenadI 
\Vidudabha 

r      v  ..j|Videha  Mithilft 

' •        刀 \  Licchavi  Vesali 


'  ' \Malla  KusinAra 

7 .  Ceti  ( Pa  cinavamsadaya ) 

8.  Vamsa  (or  Vatsa)   Kosambi  Udena 

9.  Kuru   (Kammasa  amma は その 一み にて 佛 


陀甞て 止 住し 給 ふ） 

10.  Fancaia  (Kampilla,  kanauj; 

11.  Maccha  (Matsya) 

12-  Surasena  Madhura  Avantiputta 

13.  AssakA  Potali 

14.  Avanti  '.Ujjeni  Pajjota 

15.  Gandhara  Takkasila  Pukkusati 

ュ t>.   Kamboja  Dvanaka 

この 中 四箇の 大王 國ぁ り 、 I^osala,  Magadh«a,  Avanti,  Vams;l に し 
て、 Kftsi 王 國は旣 に Kosara 王に 合併せられ、 Panclla も 定めし Ko- 
sala の 配下な り しなるべし。 AngA 國は Magadha の たり。 Surasena 
及 Assail は Avanti の 配下に あ り 、Ceti は Vamsa の颃な り しならん。 
Kuru.  Maccha の 國狀は 明かなら ざれ ざ も、 當時 重要なる 地位 を 占 
めす、、 Gandhara は 婆羅門 敎學の 中心地 なれ ざ も Kambc^ ど 共に 當 
時の 政治の 中心 舞臺を 離る 、こど 遠し。 Vajji  c£  Mai ほ^ は獨 立の 共 
和國に して 先に 示せ し 如 く  、  Vjji は Mith お を 首府 ビ す る 所の Videha 
人ビ Vesali を 首都 ど す る Licchvi 人^ あ り c  Malla は I^va を 首都^ 
する もの^  Kusinara を 首都 どす る もの どの 二種 族に 分る。 

されば 當 時の 政治 舞 臺は上 出の 四 大王 國の 勢力の 競爭に して、 そ 

の 間に 介在す る 群小 王國 及び 共和 國は 漸次に 之 等の 大王 國に 合併せ 
られ しな！)。 半 獨立を 維持せ し Sakya 族 は釋尊 入滅の 二 年 前 その 隣 
强 にして 且つ 親屬 たり し 喬薩羅 (Kos ま) 王毘 瑠璃 （VidQdabha) に殲 
滅 せられ、 跋耆 (Vajji) 族 も 亦 釋尊滅 後 遠から す' して、 その 親屬 なる 
摩揭陀 (Magadha) の 阿闍世 王に 滅ぼされた り。 而 して 此の 四 大王 國 
の關係 如何 ど 云 ふに、 摩揭 陀の頻 婆娑羅 （Bimbi お ra) の 一 i 已喬 薩羅 
皇后 （ osala- devi) は、 喬薩羅 の 波斯匿 （P^enad り の 妹た り 0  Vamsa 
の Udena 王の々 已 VAsula—dat お は Avanti 王 Pajjota の 娘に して 斯 くの 
如 く 結婚 政策に 依って その 間の 平和 を 得來り しが、 時々 其の 間に も 
戰鬪行 はれ、 喬薩羅 は摩揭 陀ど戰 ひ、 Avanti は Vamsa ビ 干戈 を 交 
へぬ。 摩 揭陀國 王 Ajatasattu は Avanti の 王 Pajjota の 勢力 を 恐れて 
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一時 その 邊境を 堅め しめし こど あり。 之れ 等の 戰爭の 結果 は 今日 之 

を 知る に 由な き も、 漸次に Magadha 國王 勢力 を得來 つて、 阿闍世 王 
の晚 年に は 大體に 於て、 印度 統一の 端緒 を 開きた るが 如く、 紀元前 
四 世紀に 至 り て 遂に 摩揭陀 王統 は 全 印度の 統治 權を 得、 阿育 （Asoka) 
王 は 傳來し 來れる 轉輪聖 王の 理想 を實 現せ し 人^ なれり。 この 外に 
Sumsumara の Bhagga 人、 Allakappa の Buli 人、 Kesa putta の Ka- 
Mma 人、 Ramagama の Koliya ゾ、、 Anupiya の Moriya 人 等 あ b  、 
經典中 少分づ 、記載 ある も 皆 勢力な き 小 部屬に して 云 ふに 足らす'。 

又 交通 は 遠 く 海邊に ま で 及んで Orissa，  Kalinga 地方 及び Supplra- 
ka，  Bharukaccha 地方よ b 商賈の 往來ぁ りたれ ざ も、 記事 少 く して 
その 國狀を 知る に 由な し。 

之 を 要するに、 佛陀 出現 當時 はァ- リ ァ 民族の 恆伽 下流の 殖民 も 
旣に歲 月 を經、 他方 Dekkan を 越えて 遠く  Ceylon に 移住した る 者 あ 
1)、 その 文化 は 遠く 南 印度に 及びし も、 文化的 中心 は恆 河の 沿岸に 
して 夫 等の 諸國の 政體も 漸次に- 貴族的 合議 政體ょ り 專制的 王政に 移 
り 他日 全 印度 を統一 すべき一 大王 國の 出現 を豫 想せ しむる もの あ り 

しな i)。 
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本論 第一 編 佛 陀 


第一章 太子の 出家 

釋尊成 道 後 その 出家 以前 を 追懐して 宣 はく0 

我 は甞て 極めて 優柔なる 身なり き、 泉 池 美しき 父の 家に 逝 尸 

(I^si) の 衣 をのみ 撰びて 纒ひ、 冷 熱 等 を 避く るた めに 白き 傘 蓋 
は 常に 我が 頭上に かざされ、 住む に 三時 殿 あり。 雨 時の 四 ヶ月 
は舞姬 達に 圍繞 せられて 雨 時 殿 を 下ら ざり き。 され ざ 我 老を見 
て 老の來 るべき を 知りて 靑 春の 誇 を 捨て、 病 者 を 見て やがて 病 
むべき を 知て 健康の 誇 を 捨て、 死者 を 見て 死の 襲 ふべき を 知1 > 

生存の 誇 を 捨てぬ。 ビ 

(A  III.  38  Sukhumala. 同 本、 中、 117 柔輭經 （昃 六' 三 九)） 

小な り ど雖も 印度の 一 侯 國の儲 君 ど 生れた る 悉達多 （Siddhartha) 
は、 幼よ ！) 何 ビ なく 沈鬱の 少年な り しが、 その 青春の 時期に 及ぶ や 
歡 樂境裡 にあり て、 人生の 轉變に 深く 心 を惱ま し、 年 二十 九、 一子 
羅餱羅 （Rahurn) の 誕生 を 聞く に 及び 遂に 意 を 決して 棄恩入 無爲の 
沙門 ^なりぬ。 耆 那敎祖 Vardhamana の 出家 もこ の 前後な るべ く、 
佛 弟子 舍利弗 Sariputta， 目 連 Moggallana ，大迦 葉 MaMkassapa の 出 
家 も 程遠 か ら ぬ 時な り 。殊に Benares の 富豪の 子耶舍 Yasa ，及び Kum 
の 富豪の 子 賴吒^ 羅 （Rattha^ila) 等の 出家が 皆 時を續 いて 起 り 、 そ 
の 動機が その 享受 し 得る 歡樂を 厭 ふての こど な る を 見れば 當 時ー収 
に 有識の 靑 年間 に 人生 に對 する 深き 懷疑ど 煩悶 ありし を 推察 し 得 る 
な! ) 。 蓋 し旣成 宗敎が そ の 力 を 失 ひ 民心が 其 適歸す る 所 を 知らざる 
時代に あり て は 當然の 事 也。 然れざ も Siddhartha の 出 豕は年 二十 7L 
の 時 なれば、 漫然 ど 風潮に 動かされ たるが 如き 輕 薄なる ものに 非 ど 
る は 云 ふまで もな し c 人生 生活に も旣に 深き 綏驗を 加へ、 その 心靈 
的 實驗の 深 ま れば深 ま る 程淺薄 な る 樂 欲の 苦痛 に 堪えす 、o 假令 厂 何樂 

な!) ビも 欲情 ビ 不善に 汚された る もの はい さぎよ しどせ す'」 （M.  75 
Magandiyas, 同 本、 中 15S 鬚 閑 提經昃 六、 九 〇) o か く 熟考の 結果 止む 
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に 止まれす' して 斷行 したる 也。 

太子 十九 歲納妃 後 その 出家まで 十 年間 如何な る 生活 をな し 給 ひ し 
や 之 を 知る に 由な し。 元よ り經 典の 記載す るが 如く  、 父淨飯 王の 庇 
護の 下に 舞姬ビ 昔樂 どの 間に 優 遊し 給 ひ しのみ に 非ざる べし。 侯國 
の 儲 君 ど して その 侯國の 現在 及び 將來 にも 注意 を 怠ら ざ b し は 想像 

し 得る 所な！ )。 され ざ 如何に 英邁なる にせよ、 大勢 は 一人の 能く 左 
右し 得る 所に 非す、 當 時の 釋 種の 國 （東西 十六 里、 南北 二十 里 面積 
三百 二十 方里） は 序論に も 云 ひしが 如く、 その 隣 境 懾薩羅 の 配下に 

ありて、 辛う じて 獨 立の 體面を 維持す ビ雖 も、 何時 その 兇惡の 手の 
下らん や も 計 り 難ければ 迦維羅 城 まの 位置 は 有 爲の靑 年の 志望 を滿 

足せし むる ものに 非す '。 之れ 亦悉達 多の 精神が 自然に 內面 的に 向 ひ 

たる 一因たら す、 ビ せす。 太子 出家して 王舍 城に 來り給 ひし 時、 頻婆 
娑羅王 その 出家 を 停めん どて 摩 揭陀王 國を献 せんど 申し出で しこ^ 

經 典の 註释 （Dhp.  A  I.  p. .  85,  Sn  A.  p.  383  ff  etc) に 記せる が 如き、 

又 成 道 後に 至って、 時に 如何にせば 害 被害、 殺 被 殺な しに 世 を 統治 
し 得る やど 靜盧 し 給 ひ しが 如 き （S.  IV.  2. 10，  Dhp.  A.  IV. p  •  31 .) 

幾分 この 政治 上の 問題に 觸る 、を 見る 也。 何れに もせよ 太子 は 其の 

一子 羅餱羅 （Rahuh) の 誕生 を 聞きて 愛着の 强さ 子に 如く もの はな 
し、 未だ その 成長せ ざる 中に 之を斷 たん ビ、 その 夜大 放棄 （MaM 

Nikkhanta) を 決行し 給へ り。 絶大の 使命 を帶 ベる 人の 出家 をば 天人 

は 之を歡 呼し、 惡魔は 之 を 悲しみて 旣に その 出家の 途上に 於て 是を 
拒まん どせ り。 太子 は Ramagama を 過ぎて 末 利耶族 （Moriya) の 阿 
奴 摩 川 （Anoma) の 河畔に て 鬚 髮を剃 除し、 遠 く 王舍城 （RSjagalia) に 
向 ひ 給へ り o こ の 道 は 最大 二 强國の 首都 舍衞城 ど 王 舍城を 連絡す る 
二 大道の 一也。 太子 は この 途中 Anomii 河 附近 にて 苦行者 跋伽婆 
(Ehargava  P.  Bhaggava) の 幽棲 を訪 ひ、 その 苦行. の 實際を 見て 解脫 
の 道に 非す' ど な し、 去って 吠舍離 （Vesali) を 過ぎ 王舍 城に 至 り 阿羅 
羅迦藍 （Al^akMama) 鬱陀迦 羅摩子 （Uddaka  Ramapu は a) の 二 仙を尋 

ね 給へ り。 され ざ その 說く ど ころ は 鹂定の 恍惚 撐に 入る ど 云 ふ祌秘 
主義 なれば 共に 太子 を 満足せ しむる 能 はす。 太子 は 再び 遊行の 旅に 
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上り 給 ひぬ、 斯く の 如く 太子 は その 求道の 途 を王舍 城に ど り 給 ひし 

は 蓋し 敎權的 婆羅門 敎學の 中心 は 北方 Takkasila にあり、 王 舍城は 
新興の 王國ど して、 印度に 於け る權 力の 中心 所在地に して 同時に 自 
由 派 敎學の 中心地 たれば なり 0 
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第二 章 成 道の 自覺 

太子 は王舍 城に 入 り て 頻 婆娑羅 王に 食 し その 王國の 提供 を 斥け 

て、 今 は 自ら 安穏に 達する 無上 殊勝の 道 を 求めて、 南方 伽耶 （Gaya) 
に 向 ひ 給へ り。 かく て鬱 留毘羅 （Uruvdil)  ^いふ 將軍 附屬の 村に 到 
着し、 その 森の 繁 みの 中に 「白砂の 汀 ある 美しき 小川 Nenmjana の 
畔に 心地好き 一地 點を 見出して 此の 處こ そ 我が 精進の 場所な れ^ そ 
の 座 を 定め 給 ひぬ。 

太子 は先づ その 修道の 第一歩^ して 甞て跋 伽 婆 等の 苫 行者の 許に 
て 見聞せ し 苦行 を 實修し 給 ひぬ。 この 苦行の 相 は 載せて M. 12 
Mahasihanada  S. 大獅々 吼經及 M.  36  Mahasaccaka  S. 大薩茶 迦經に 

あり。 實に それ は 

曰に 燒 かれ  寒さに 凍え 

恐れの 森に  只 一人 

衣な く  火 もなくて 

目的に 奪 ひ 立ちて 牟尼は 坐せ！） 
の 生活な！） き、 され ざこの 六 年の 苦行 は 太子の 胸中に 何等の 平和 を 
齎らさす、、 太子 は 遂に その 効な きを 知って 甞て父 王の 許に あり し 時、 
經驗 せし 閻浮樹 下の 靜盧 （jh ね a) を 思 ひ 出し、 改めて この 新しき 遨 
を迪り 給 ひぬ、 六 年の 苦行 は 全く 書 餅に 歸し、 その 友な り し 五 人の 
比丘 は 太子 を 墮落者 ど して 放棄し 去る。 太子 は 今や 絕體絕 命の 境に 
あり。 危機 は一 日の 中に 頂點に 達せり。 明暗の 鬪爭は 朝よ り 夕に 達 
せり。 金剛 座 上の 太子 は實に 血塗れの 決死 者 也。 され ざ 其の 夕の 墓 
の 下る ど 共に 鬪爭茲 に 果て、 勝利 は 遂に 來！） ぬ。 平安 は 水の 如く そ 
の 心中に 流れて 一切の 事象 は 物の 鏡に 映す、 るが 如 く 明に その 海 印 三 
昧に 映れり。 而 して 沙門 は佛陀 どな！） ぬ。 「生 は盡 きぬ。 梵行は 成就 
せり。 成すべき 事 は 成し 了れ！ )。 この 生の 外に 他の 生な し」 ^の自 

覺者ど な り ぬ。 この 自覺 者の 境地 は 至妙に して 云 ひ顯は し 難 けれど 

も、 暫く 煩惱 の滅盡 せる 側よ ！) 顯 はして 涅槃 ど 云 ひ、 外界の 繼縳ょ 
！) 離脫 せる 方面よ り して 解脫^ 云 ひ、 印度 本來の 主智的 傾向 を 承け 
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之 を主觀 的に 顯 はして 覺 （Bodhi) ビ云 ふ。 而し てこの 境地 は 释尊以 
後 無數の 人々 の 理想 境ビ な り 、 救濟の 源泉^ な b しど 共に 佛敎 敎學 
の 研究の 主題 目ビ なれり。 

巳に 成すべき 事 をな し 終れる 人の 成すべき 事 は 化 他の 大 行な り。 
佛陀は 成 道 後 七七日 涅槃の 樂を * ひて 後、 こ の 化 他の 說 法に 就て 考 
慮し 給 ひ しが この 所證の 法の 餘り に幽 妙に して 人々 の 了' 解し 難き を 
あやぶみ 少し く踟躊 し、 梵天の 勸 請に 依って 愈々 大法 宣傳の 覺悟を 
定め 給 ひぬ。 宣は く 

耳 ある 人の 聞いて 信 を 開く 樣 

この 不死の 門 は 彼等に 開かれたり。 ど 

茲に 於て 佛陀 は當時 印度の 宗敎的 聖地なる Baramsi に 向 ひ、 その 
途中 Ajivaka  Upaka に 遇 ひ、 「卿の 容姿 靜 寂な り 、顔色 淸淨 にして 光 
あ り 、 卿の 師は 誰ぞ や」^ 聞かれ、 無師 にして «M 吾り、 正覺を 得、 
涅槃に 達せる を 宣言し、 世界の 迷閬を 破らん 爲 めに、 不死の 太鼓 
(Amata-Dundubhi) を 叩かん 爲に Benares に 行 く 途中な る を 吿げ更 
に 道 を 進めて Isipa ね na な る 鹿野苑 （Migadaya) に 於て、 甞て 友な b 

し 五 比丘に 初めて その 所 證の法 を 宣傳し 給 ひぬ、 その 說法は 今傳へ 
て 巴 梨 律 大會都 （Vinaya，  Mahavagga  I.  6.  H.) 等に 存 する 轉 法輪經 
(Dhammacakkapavattana  S.) これな！ )。 五 比丘 は 先 づ佛陀 の 威嚴に 

寺了 たれて 、 更に その 簡明な る 中道の 敎を聞 き て茲 に續 いて 開悟 し師 
ど 同じき 阿羅漢 果に 達しぬ。 茲に 於て 天下 六 阿羅漢 あり。 更に 分つ 
て 曰へば、 佛 あり 法 あり 五 人の 僧伽 あり。 神聖なる 三寳 茲に備 は！） 

ぬ o 

佛陀の 自內證 の 如何なる も のなる か を闡明 せん は 容易の 事に 非 
す、。 吾人 は 之 を 第二 章 法の 下に 讓 りて、 今次に 佛陀の 語の 如何なる 
意義に して 他に 如何なる 影響 を與 へたる か を 見ん どす。 
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第三 章 佛陀の 意義 

これより 佛陀の 敎法は 非常の 勢 を 以て 擴が り 數年を 出で ざ る に 印 

度 宗敎界 の一 大勢 力 ど な b ぬ。 耶舍 (Yasa) 及 その 友人 五十 四 人の 歸 
佛を 初め ビ して 成 道 第二 年に は 旣に當 時 摩 揭陀に 於て 盛名 あり し 三 
迦葉 兄弟の その 徒 千 人 を 伴な うて 歸投 する あり、 舍利 弗、 目 連 も そ 
の 二百 五十人の 大衆 を卒 へて。 佛敎の 傘下に 集ま り、 王舍 城に 於て、 
「沙門 喬答摩 は 子 をな くす る ものな ！)」 どの 非難 起れ る 程 どなりぬ、 

こ の 新 宗敎は 如何に して か く 速に 擴 まる に 至 り しか、 思 ふに これが 
外因に 二 あ り。 

一は 當 時の 思想の 自由な り。 
ニは當 時の 良好なる 經濟狀 態な！ >。 
釋尊當 時の 思想界の 大勢 は旣に 序論に 於て 述べし 如く なる が、 その 
混亂 せる 狀態 にあり て 彼等 は 遺慽な く 思想 及び その 發 表の 自由 を 有 
せ り o 古代 婆羅門 敎は 宗門 的 組織 を 有せ ざ る が 故に 敎權 否定の 新 思 
想に 對 して、 之を壓 迫す る 機關を 有せす、、 又 その 婆羅門の 多く も甞 
て 自 族の 有せ し宗敎 に 嫌た らす、 して、 新し き 命 を 求む る 眞摯な る 求 
道 者な ！） しを以 つて 毫も 當 時の 自由 思想に 對 して 抑 壓 せんど したる 
形勢な し。 加 ふるに 當 時の 王者、 富豪 は 競 ふて 自由 思想家 を 擁護し、 
彼等の 休息し 宿泊し 談論す る 集會所 を處々 に 建設し、 就いて 其の 敎 
ふる ビ ころ を 聞く を樂 みたる 程 なれば、 獨り釋 尊の みな らす、 總て當 
時の 遊行 者 は、 各地 を遍歷 して、 自由に 大膽に その 所信 を 吐露す る 
事 を 得た るな り。 されば 一般の 民衆に ありても ♦ その 公然 許された 

る 信敎の 自由に 依 り て この 絶世の 大 導師に 恰 も渴 きた る 者の 水に 就 

く が 如く に歸投 せる 也。 又當 時の 經濟狀 態の 順調な b し 事 も 佛敎の 
傳 播に與 つて 力 あ！ )。 その 人民の 大多數 は 土地 を 有する 自作農 民に 

して、 租稅ど して は 僅に 所得の 十分の一 を拂 ふに 過ぎす'、 從 つて 數 
多き 遊行 者に、 その 衣食住 を 給す るが 如き 優に その 能力 中に あ I) た 

るな！)。 されば 何人も 眞摯 なる 求道者 は 家 を 捨て 、比丘^な り、 專 
心に その 道 を迪る こど を 得た るな り。 
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^て內 因に 至りて は その 數多 かるべし ど雖 も、 その 最初に して 最 
後なる もの は、 その 道を體 現せし 偉大に して 崇高なる 人格に あり 〇 
その 所說の 中道 は 理論的 結論に 非す' して、 經驗 上の 總和 也。 その 四 

mm も 論理に 侬 つて 考察せ られし に 非す、 して 實踐 上の 直観な り 。 そ 
の 八聖道 も 只 空論に 侬 つて 編み出さ れ たる 德 目に 非す' して、 その 完 
全なる 人格の 分析 也。 さ れば 佛敎の 感化 は そ の魏々 た る 佛陀 の光顏 
に 接して、 透徹せ る 法 昔 を 聞く に 始終す。 而 して その 「我れ に 求れ」 

(Ehi) の 語 は、 基督の 「我れ に從 へ」 (follow  me) の 如く、 その 全人格 
の發 動^ して 接 觸し來 る 程の 人 を 悉く 攝取 せす' んば 置かざる 也。 さ 
れば 多くの 佛 弟子の 歸佛の 次第 を 見る に、 先づ 第一に 佛陀の 名聲を 
聞 き て 行いて 其の 人 を 見ん ビす るに 初り、 第二に そ の 色 身の 立而 化に 
打 たれ、 第三に 懇切なる 說法を 聞く に 終る を 常^す。 今少しく 經典 

に 就いて こ の實 際の 模樣 を驗 せん。 

給孤獨 長者 （AnStha-pi^ika 本名 Sudatta 須達） が 要用 あ り て舍 

城より 王舍 城に 至り 友人の 家に 宿りて、 その 主人の 「佛 陀」 ビ云 ひし 
を 聞きて、 五 種の 喜 を 生じ 夜中に も拘ら す、、 佛陀を 尋ねて 歸佛 せし 
は 有名な る 傳說な り 。 婆羅門 世羅 (Sela) は その 師 Keniya の 「佛 陀」 ビ 
云 ひしに 驚きて、 「師は 佛陀ビ 云 ひしゃ」 ビ 三度 反復して 問 ひ、 遂に 
佛 弟子 ビ なり、 多くの 苦行者 は 「佛 陀」 ど 曰 ふ 語 を 聞きて、 Buddho， 
Buddho ビ 天に 向って 合掌し。 reshawar 附近の 王者たり し MaMkap- 

pina は 商人の 來 b て 、 中 天竺の 消息 を 傅へ る 中に、 佛陀 につ ひて 云 
々する を 聞き 歡び 極って 語る 能 はす、、 王位 を 捨て、 遠く 佛を 尋ね 
て歸佛 したる 等 そ の 例 頗る 多し。 鎏典獨 り布敎 する のみに 非す、、 
佛陀の 語 そのものが 巳に 大布敎 をな せし を 知るべし0 かく て 佛陀の 
名聲は 旭日の 昇る が 如き 勢に て 四方に 輝き渡れり。 曰く   「沙門 筒^ 
摩は釋 種に して、 釋 種よ り 出家し、 如來、 應供、 正 等覺、 明 行 足、 
善 逝、 世間 解、 無 丄師、 調 御 丈夫、 佛、 世 尊 也、 彼 は 天、 魔、 梵天、 
沙門、 準羅門 その他の 人々 を 含む 一切の 世界 を、 自ら 知り 自 ら證り 
て敎 化す。 彼 は 初め も 善く 中 も 善く、 終 も 善き 文義 具足の 法 を說 き、 
完全 淸 淨の梵 行を說 く」 ど、 この 名聲は 遠く 南 印度 GocMvari 河畔 
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に も 及び たれ ば、 聖者 levari は そ の 子弟 Ajita，  Tissa,  Mogharaja^ 
を して、 佛を 尋ね しめ 又 上 說の如 く    Peshawar の 北に も その 名聲轟 
きて 摩訶 劫賓那 （Mahakappim) を歸佛 せしめ、 Suppparaka の 富樓那 
(； ^unpa) も 世 尊の 弟子 ど な り 、 後歸 ©5 して 傳道 したれば、 今の Bom- 
bay 附近 ー帶の 地に も傳 はれり。 かくて 人々 はこの 佛陀の 語 ど その 
名 ffi を 聞きて 目の 當り 佛を拜 せんど て 其 止宿の 精 舍に集 ひ來れ り o 
古 來佛敎 に は、 「色 身の 說法」 なる 語 あり。 偉大なる 人格者 は その 
言 口 を 聞かざる に先づ その 對機 を歸 服せ しむる 威容 を 具す。 吾人 は 
佛陀に 於いて 殊に この 著しき 實例を 見るな り。 異學 Upaka か' 佛陀 
の 色 身の 美し さを讃 えて、 佛の 誰なる や を 問 ひし こ ど は 上に 說き し 
が、 Upaka は 後 遂に 佛 弟子 どなれり。 婆羅門 Vacchagotta は 佛陀の 
颜 色の 淸淨 なろ を讃 嘆して 優 婆 塞 kUp お aka) どなれり。 S.  I.  5 に は 
一天 使が 佛陀 及び その 弟子の 曰に 只 一食す るの みに て、 顔色の 淸淨 
悅豫 なる 理由 を 尋ねた る を 記せり。 波 斯匿王 亦 甞て同 樣の問 を 世 尊 
に 致せり。 比丘 Vakkali が 常に 佛陀の 色 身 を愛樂 して 之 を 兌ん 事 を 
願 ひ し は 諸經に 記す る どころ なり。 婆羅門 MSgandiya は 釋尊を 見て 
こ れぞ 我が 娘に 最も 相應 しき 婿な り ど 佛陀に 結 娘 を 申 し 込みて 敎化 
せられ。 懾薩羅 王の 國師の 子 （PurohitaP ま a)  Jenta は甞て その 種 性 
^富 ビ權勢 ご 美貌^ に 懾!） しか' 佛陀が 比丘の 僧伽に 園繞 せられて 太 
陽の 如く 輝き 給 ふ を 見て 慢心 を 去りて 佛 弟子 ビ なり。 (Thera.  G. 
423-8)  M.  91. 同 本 中 阿 161 梵摩經 には鬱 多羅 （Uttara) がその 師 
Brahmayu に 佛陀の 威儀に 就い てな せし 委し き 讃美 的 報告 を 記載せ 
り o 之 を 要す る に 佛の色 身は內 心の 證悟 外に 顯 はれて 一種 云 ふ 可 か 
ら ざる 威厳 ど 溫容ど 魅/; ど を 具へ しもの なるべし。 されば 佛 弟子 は 
或は 獅子に 喩 へて 佛 陀を讃 へ、 或は 大象 に喩 へて Himalaya の 山に 
住む 輝き 勝れし 大 象な り ど 歌へ！)。 

佛陀の 音聲に 就て は、 余の 知れる 範圍 にて は、 Digha  N. の Soha- 
danda  S. に 美しき 音聲、 美しき 修辭、 溫 和なる 語勢 を 有し 給 ふ 等の 
記載 あるの みなれ ざ も、 旣に 四 無所畏 具足の' f: 陀 な れば 如何 なる 說 
法の 會 座に ありても、 そ の 所 說に權 威 あ り 聞 く 者 を して 悅 服せ しめ 
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すん ば 置か ざり しこ ど は 想像す るに 餘 あり C 況んゃ 佛陀は 天成の 大 
說法 者に して、 或は 短刀 直 入に 敵の 短所 を發き 又は 諄々 ビ して 長廣 
舌 を 振 ひ、 その 說 話の 構想 巧みに して 措辭の 微妙なる は 原典の 示す 
所 也。 されば 聞く 人 は 「恰も 倒れた るお 起し 蔽 はれた るを顯 はし、 迷 
へる 者に 道 を 示し 眼 ある 者が 形 色 を 見得る 樣に 暗の 中に 光 を 齎らす 
が 如く、 喬答摩 は 種々 の 法 を 說き給 ふ」 ビ讃 嘆し 「世 尊の 語 は 大娑羅 

樹の葉 皮枝樹 肉の 落ちて 樹心 のみ 殘 るが 如し」 （M.  72) ど悅 服せ り。 
然 らば この 「佛 陀」 ビは 何ぞゃ c その 意義 如何。 乞 ふ 少しく 之を說 
かん： 抑 も 佛陀の 語 は 他より 釋尊を 呼びし 尊稱に 非す して、 自ら 自 
分 を 呼び 給 ひし 自信の 語な り。 初轉法 輪の 會 座に 於て 五 比丘の 友よ 
ビ 呼ぶ ビ 叱 して、 我れ は 如來、 應供、 正 等 覺者也 ど 曰 ひ、 Dopa 婆 
羅 門の 問 に對 して 我れ は 天に 非す、 夜叉に も 非す、 健 達 婆: (Gandarbha) 
に も 非す'、 又 人間に も 非す、 佛陀 也。 其 故 は 漏盡な る が 故に ど宣ひ し 
が 如き 是也。 こ の 佛陀の 語 は Budh 知る ど いふ 語根 （root) よ り 出來 
し 名詞に て覺 者ど譯 すべき ものなる が、 又目覺 める の義も あり。 佘 
は 佛陀の 語の 本義 は、 眠りた る 者 （Supito) 醉 ふたる 者 （Matto) の 反 

對覺 めた る （或は 醒めた る） もの 所謂 覺醒者 也 ど 信す'、 されば 世の 人 
々 の皆醉 ひつぶ れゐ る に獨 り 覺め （醒め） たる もの ど いふ 稱呼は 世間 
に 一種の 驚愕^ 感激 ど 敬慕^ を與 へたるな！)。 この 佛陀の 語 は覺者 
ど 云 ふ 普汎的 意義よ り して 過 古に 逆上！） て 古來の 聖者 卽ち 過去 七佛 
二十 四 佛を顯 はす 語 どな ！） 、 或は 其の 意義 を擴 大して 三種の 佛 1 
佛陀： Buddha     2 獨覺 Pacceka  Buddha    3 聲聞佛 Savaka  Buddha に 

用 ひ られ 自覺、 覺他、 覺行 窮滿、 の義ぁ り ^ な さ る 、 に至 り しど雖 
も、、 生身の 佛 （Dharamapaka  Buddha) の義に 於て は只釋 尊の み を 指 
す 也。 

二の 佛陀は 四 無 所畏を 具し 又 十 力 あ！) 十八 不 共の 德 あり。 知る ベ 
きを 知り、 見るべき を 見、 有 眼 者、 有 智者、 法 有 者、 梵有 者、 言說 
者、 示敎 者、 義 利に 導き、 不死 を 興へ 給 ふ 法の 主、 如 來に在 ま し、 
義を知 b 法 を 知 り 、 程度 を 知 り 、 對機を 知悉 し 給 ふ 五知 具足 者 也。 
又 一切の 愛欲 を淨 化して その 行 業、 自然に 道德の 法則に 契 ひ （戒 ）、 
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心意の 修養 完成して 任 運 自爾に 深き 內觀に 入り （定 ）、 內觀の 力に 依 

つて 一切 事象の 眞相を 透 a す る 人 (智) 也。 こ の 人 は 如實に 到達す ベ 

き處に 到達せ し 人 (Tathaga ね tta) な る 故 如來 （Tathagata)  ^呼ばれ、 
衆の 供養に 應す、 る 資格 ある 故應供 (arahan) ど 呼ばれ、 一切 を 明暸に 
證 悟せ し 人 故 正等覺 (Sammasamtmddha)  <£ 呼ばれ、 智慧 (Vijja)  ^行 
爲 （Carana) ど 完全に 調和し 具足せ る 人 故 明 行 足 （Vijjacarana  Sam- 
panna)  ^ 呼ばれ、 幸福の 人 故 Sugata (漢譯 善 逝） ビ 呼ばれ、 世間の 一 
切 を 知 了し 給 ふ 故 lit 間 解 （Lokavidu)  ^呼ばれ、 人中に 於いて 上な 
き 人 故、 無上 士  (anuttara) ど 呼ばれ、 人 を 巧みに 調 順す る 御者な る 
故 調 御 丈夫 （Pui'isadammas^atthi) ど 呼ばれ、 人 天の 師な るが 故に 天 
人師 （Sattha  devamanussanam) で 呼ばれ、 覺め たる 人 故佛陀 （Buddha) 
ど 呼ばれ、 世に 敬 重 せらるべき 人 故 世 尊 (BhagavA) ど稱 せらる。 こ 
れを如 來の十 號ど曰 ふ。 又 勝利者な るが 故に 勝者 （Jha) ど 呼ばれ、 
十 力 （Dasabala) ど 呼ばれ、 諸 天の 祌々 よ り も 勝れし 人 ゆ ゑ 天 中天 
(Devatideva) ど 呼ばる、 に 至れり。 猶 こ の外に 佛陀の 異稱^ して 
Maha^utpatti  (翻譯 名義 大集） に は 八十 一名 を 擧げ、 Abhidhanapp- 
adipika  (名 燈） に は 三十 二 名 を擧 ぐ。 

されば 要するに 佛陀の 意義 は 世 皆 愛欲 （"ma) の 酒に 醉ひ、 無明 
の 夢に 眠る に、 獨り その 夢よ り覺め （醒め） たる もの、 同情心よ b し 
て 他の 人々 を も 無明の 眠！） よ り覺ま しむる が 佛陀の 語の 義な ち。 佛 
成 道 後 第一 年 その 得た る 六十 人の 弟子 を傳 道に 遣 はさん^ し て 餞の 
語に 宣は く  、 

「比丘 等よ 余 は 人 天の 繼 縛よ り解脫 せり、 汝等も 亦 人 天の 繼縳ょ り 

脫れ たり c 比丘 等よ、 行け、 多くの 人々 の 利益の ため 幸福の ため 世 

間に 對 する 同情よ り 人 天の 幸福 利益の ために 行いて 遊行せ よ、 二人 
r -て 一つの 道 を 行く なかれ、 比丘 等よ 初 善 中 善後 善の 文義具 成の 法 
を說 き 完全 淸淨 の梵行 を宣 傅せ よ 。 世に は 心眼の 塵 垢に 多 く 包まれ 
ね 者 も あり。 然し 若し 法を說 かざれば 彼等 は 解脫を 得ざる べし。 彼 
等 は 此の 敎を 了解す へ' し」 云々 ビ。 佛陀が 濟度者 ど して 有し 給 ふか 

の鴦屈 摩羅 （Angulin^a) や 提婆達 多 （Devadatta) 護轡 （Dhanapiila) を 
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目る-ゾ疆喉雜の如しビ云ふ博大の同情^愛憐ビが茲に中心ビな1 

^iiS: ヒ佛陀 の 赴き 給 ふ 處には 河水の 海に 入る が 如 

I に 人々 來り 集まれり。 
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第 四 章 開 顯 ビ 相 承 

無 師獨悟 は 古 來佛陀 の 特性の 一也。 師 無く して 證 悟れり ど は佛陀 
が 其の 初轉法 輪の 途上 異學 優波迦 に對 して 宣言し 給 ひし どころ な 

bc されば 巴 利 雜阿含 (S.  XXII.  7) には佛 陀を稱 して、 「如 來應供 
等 正 覺者は 成ら ざり し 道の 成就 者、 知られ ざり し 道の 啓示 者、 說か 
れ ざり し 道の 說示 者、 道 を 知り、 道に 明に、 道に 巧みなる 人な！ )。 
されば 比丘 等よ、 今 弟子 等 はこの 道 を 後よ り 踏み、 此の 道に 隨 順し 
て 住す。 これ はこれ 差別 也」 。ど 云へ り。 意 は 佛陀は 道の 啓示 者に し 
て 弟子 は その 道の 奉戴 者な りビ云 ふこ どなり c. この 道ビは 我等の 心 
靈を 束縛して 苦惱 を 成せし むる 樂欲 を淨 化し、 差別 に 執着して 諸 法 
平等の 實相を 覆 ふ 無明 を 破!) 現世に 於て 涅槃に 人る 道な り。 卽ち八 
正道 之れ 也。 一般人の 如く 樂 欲の ー邊に 着せす' 苦行者の 如く 自 苦の 
極端に 走らす、、 ニ邊を 離れた る 中道 也。 哲理 的智 見の 上よ り 曰へば 
有 邊無邊 を 離れた る 中道な り。 卽ち 一切 有 爲法は 因 緣所生 也 ど 知つ 
て 諸 法の 生滅に 驚かす'、 又 因果 を 撥 無す る 道德的 自棄に 陷ら す、、 我 
見 我執の 妄情 を拂ふ 中道 を 踏みて 涅槃 を 實證せ し は佛陀 也。 佛陀は 
自 らの 經驗ょ b 一切衆生 を して 同じき 中道 を 踏みて 涅槃 を 實證せ し 

めん どす。 これ その 證 悟より 自然に 發 動す る大 慈悲心 也。 

世 尊甞て Udumbarika 園に 獅々 吼 して 宣は く  、「世 尊は自 ら證 りて 
證 悟の 爲 めに 法を說 き、 自ら 調 順して 調 順の 爲 めに 道を說 き、 自ら 
寂靜に 入りて 寂靜 のために 法を說 き、 自 ら 彼岸に 渡りて 他 を して 彼 
岸に 渡 ら しめんが た め に 法 を說 き、 自ら 涅槃に 入り て 又 涅槃に 入れ 
しめんが ために 法を說 く」 ど而 して 續 いて 宣 はく  「求れ 智者よ 欺か ざ 
る 者よ、 正直なる 者よ、 我は敎 示し。 法を說 く、 敎 示した るが 如く 
隨順 する 者 は、 良家の 子が 家 を 捨て 、沙門 ビ なれる その 目的の 無上 
の梵 行の 終極 を 現世に 實 現して 住すべし」 ど。 世 尊 は その 大 慈悲心 
よ り 法 を 說き給 ふや 無上の 權威を 以て 敎へ給 ふ。 初轉法 輪の 會 座に 
於て 「友」 ど 呼びかけ し 五 比丘 を 叱して 如來也 佛陀也 ど宣ひ し は 吾等 
の 知る 處也。 
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拘薩羅 の 波 斯匿王 甞て世 尊に 尋ねて 曰 く  。 「世 尊 は 無上 正 等 覺者也 
ど 主張 し 給 ふや」 ど 、 佛宣は く  「我れ は 無上 正等覺 者な る が 故に 無上 
正 等覺者 也ビ生 張す」 ど。 王の 曰 はく  「され ざ 世 尊、 世に は 世 尊よ り 
年老 ひたる 沙門 あり。 喩 へば 六師の 如き 是 なり。 多くの 弟子 を 有し 
人々 に 尊敬せ らる。 而 も 無上 正 等 覺者也 ど 曰 はす'」。 世 尊宣は く  「世 

に 年若く 小な b ビ雖も 蔑る 可から ざる もの 四 あ！ )。 王子 ど 蛇 ど 火 ど 
比丘な り」 ど 以て 佛陀 の權威 ある 自信 を昆る 可き な！)。 

師な く して 悟れる 佛陀は その 說 法の 態度に 於て 斯く の 如く 權威ぁ 
bc 佛陀は 正覺を 悟りて 正覺を 得たり^ 宣ふ 故に 無畏 なり。 漏盡を 
得て 漏盡を 得た b ど宣ふ 故に 無畏 な！?。 これ は 障碍の 法な b ど實驗 
して 障碍の 法ビ宣 ふが 故に 無畏 なり。 この 道 は 苦惱の 滅盡に 達す ど 
實驗 して 苦 惱滅盡 の 道を宣 ふが 故に 無畏 な！)。 これ を 如來の 四無畏 
ど 云 ふ。 されば 佛陀の 櫂 威 は 自信の 背景 を 有する 權威 也。 眞に 自信 
ある 人 は 他面 常に 謙 敬の 德を失 はす'。 されば 偉大なる 權威を 以て 說 
法し 給 ふ佛陀 は傳統 相承の 先輩 を 尊敬し、 法 を 尊敬し、 僧伽に 對し 
て も 謙 敬に 之 を 尊重し 給 ふ。 卽ち 佛陀は 自身 三 寳に歸 依し 恭敬す る 
人 也。 茲に法 ビは佛 陀の敎 法に して 同時に 過現未 三世に 渡りて 常住 
なる 理法 也。 佛陀は その 開顯 者に 過ぎす'。 佛陀宣 はく  「生 あるが 故 

に 生死 あり  此の 界は 如來 世に出 づる も 出で ざる も 常住 也。 法 

性 常住、 法 性 堅固 ？ 緣起 性の も の 也 ？ 如 來は是 れを悟 ！) 通曉 して 開 
示し、 說 示し、 宣說 し、 建立し、 披露し、 明白に して 見せし むる 許 
りなり」^。 されば 佛陀 はこの 法に 無限の 尊敬 を拂 ひ、 「獅子、 兎 を 
打つ にも、 その 全力 を 用 ふるが 如く  、 我 は 四 衆に 說 法し 乃至、 獵師 
に說 法す るに も 注意して 之 をな す。 これ 法 を 尊敬す るが 故な り」 ど 
宣 へ！ )。 今 若し この 理法 か 三世に 亙りて 常住なる もの ど すれば、 過 
古に あ りて もこの 理法 を 悟り 給 ひ し 人 あ り し喾 也。 これ を 佛陀は 「こ 
の遨は 大聖 人の 行き し 道 也」、 ど 云 ひ 自己 以前の 此 法の 開顯 者を認 
め茲に その 自己の 敎 法の 傳燈 相承 を 立て 給 ひぬ 。故に 佛陀 は宣は く  、 
「喩 へば 人 あ り て 森に 入 り 古人の 踏み し 跡を迪 b て 古城 を 兌 、之 を修 
補して 新 城を營 むが 如 く 我 も 亦 過 古 諸 佛の跡 を 踏みて 證 悟せ り」 ど 
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云 ひ、 舍利弗 目 連が 歸佛 して 佛兩人 を 上首ビ し 給 ふや 喜ばざる 比丘 
あるに 對 して、 過 古諸佛 逋 誡の 偈を說 きて： れ諸佛 の敎也 ど 云 ひ、 
又王舍 城の 人々 の 非難に 對 して も 過 古の 諸佛 がな し 給 ひ しが 如 く 正 

義 を宣傳 する もの 也ビ答 ひ、 佛成道 第二 年迦 維羅衞 城に 歸!) 家よ ！） 
家に 乞食した るに、 父 王 之 を 咎めて 「我が 種族 を耻 かし めん どす る 
力り ど 問 ふに 對し 「これ は 我 か' 種族の 習慣 也」 ビ 答へ、 その 種族の 祖先 
は 過去の 諸佛也 ど 宣ひ しが 如 き 皆 こ の傳統 相承の 恭敬 心の 發露 也。 
此れ 親鸞 聖人が 只 如 來の御 代官 を 申しつ る 許 り 也^ 宜ふ どー對 にし 
て、 宗敎の 妙趣の 存 する 所 也。 過 古七佛 或は 二十 四佛の 思想が 佛在 
世に 確立せ しゃ 否や は 今 之 を 論せ ざる も、 相承の 思想 は その 宗敎の 
敎祖に 必然的に 存在す る ものにして、 その 眞 面目なる 謙 敬の 態度よ 
り 生れ、 宗敎 の永續 する 所以 も 又 茲に秘 み 居る こ ビ を 忘る 可 か ら す、。 
然 らば その 過去の 諸佛ど は誰ぞ や。 思 ふに 釋尊も その 生に 於て 一' 
印度人 なれば、 1 吠陀の 敎權を 否定し、 2. 苦行の 功德を 否定し、 3. 
祭祀の 無効 を 叫び、 4. 我の 敎理 を破壤 し、 5. 四姓の 平等 を 唱へ铪 ひ 
し は 一見 印度の 宗敎の 破壊の 如き も、 これ 只 その 不合理なる 弊 を 破 
り 給 ひ しのみ に して 蓋し 眞意は 古代 信仰の 文字 以上の 眞 精神の 正確 
なる 開闡 者に して、 印度の 宗敎的 生命 を 復興し 新しき 力 を 與へ給 ひ 
し 也。 されば 過 古の 正 等 覺者ど は 元よ り これぞ^ 婆羅門 敎の古 仙人 
を 指す に 非 ざれ 共、 又必 す、 し も 夫 等の 古 S 以外 を 曰 ふに も 非るべし 0 
佛 陀が當 時の 婆羅門 を 誠め 給 ふ 中には、 古の 婆羅門 を 賞揚し 給 ふ 語 
少し どせ す、。 而 して 釋尊 はこの 古鎏 人の 意 を 世に 實 現せん ど して 顯 
はれ 給 ひ しもの ならん。 換言すれば 佛陀は 婆羅門 敎 以外に 佛敎ビ 曰 
ふ 特別の 宗敎を 開かん どの 意志に 非す、 して、 正當 なる 故 聖者の 道 を 
布かん^ なし 給 ひ し 也。 こ れ 親鸞 聖人が 故 聖人の 敎 を 信じて その ま 
、これ を 人に も 傅へ 聞かしめ んビ いふ 態度^ 同じき もの あ！) c 四姓 
平等の 宗敎 的社會 改革の 如き も、 只 古聖の 道に 歸！) 給 ひしに 外なら 

す 'C 

さ れ ざ茲 に 誤解す ベ か ら ざる は、 佛敎が 全然 印度 どい ふ K 族 的の 
檻に 囚 はれた b ど 曰 ふに は 非す 只 後人の 考 ふるが 如 く 全然 E 族 的 色 
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彩な き 無籍の 宗敎に 非る を 曰 ふの み。 釋尊は 上古 印度の 最も 純粹な 
る 精神 を發 揮せ し 人に して、 印度 は 釋尊を 得て、 その 有する 純粹な 
る 印度 精神 を 表現す る を 得た る 也。 され ざ 最も 純なる もの は 古今に 

通!) 束 西に 亙りて 誤 ある ものに 非す'。 不純なる 民族的 要素 を 含ま ざ 
る佛 敎は斯 く て 遠 く 異國 に傳は り 、 他の 印 皮の 諸 宗敎ビ 異な り て 世 
界的 大宗 敎^ なれるな り。 

佛陀は 又 僧伽に 對 しても 非常なる 尊敬 を 拂ひ給 ふ。 佛陀 は宣は く  、 
「我れ は 如來が 僧伽 を 率 ゆ る ビ は 思 はす'、 僧伽 も 亦 如來に 依賴す る ど 
は 思 はや」 ビ 、 將に 之れ 親鸞 聖人の 「弟子 一人 も 持た す 、ユ^ 宣んに 等 
しき 同朋 主義 也。 同朋 生 義は眞 の « 等の 敬愛よ り 起る。 佛陀は 一切 
衆生の 悉有佛 性 を 認め、 その 個性の 尊貴 を 認め、 且つ 僧伽の 敎法宣 
傳の 師匠に して その 傳持 者なる を 尊び 給 ふ 也。 されば こそ、 人の 衣 を 
'佛 に献 せん ビ する を 特に 僧伽に 献せ、 しめ、 常に 僧伽の 供養 は 佛陀を 
供養す る よ ！） も大 利益 あ り ^敎へ 給 ひ しなれ。 
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第五 章 佛陀の 日常生活 及び 

その 行 化範圍 

釋 尊の 敎は中 逍の敎 也 c 現世の 快樂を 求む る 心 を 退く るビ 共に、 

只 徒らに 肉體を 蹂躪して S 道 あ り どなす に 非す'。 されば 衣食住 はこ 

の 法の 器 を 支持す る爲 めの 用な り c 食 は 以て 我が 命 を 支持 すれば 足 

れり。 衣 は 一は 禮義 のた め、 一は 寒暑 蚊 虻 を 防ぐ が爲 め、 住 は 雨露 
風 熟 を 防 んが爲 めな り。 されば 比丘 具足 戒を受 く る 時、 比丘の 四 
依なる 敎を受 く る を 常 どす。 四 依 ど は、 1' 食 は 乞 行に 依りて 得た る 

食に 依!)、  2. 衣 は 襤褸に 依!)、  3. 住は樹 下に 依り、 4. 藥は 腐尿藥 
(Pitimuttam) に 依る 事 也。 これ を 比丘の 基礎 生活の 基本 ごな す。 さ 

れざ 元より 招待せ ら れた る 家に 行 きて 美食 を受 け 或は 將來せ られた 
る 食 を 受け 供養の 錦 衣 を 着け、 壯麗の 精舍に 住む こど も 妨げざる 也 0 
耍は 比丘 生活の 基本 を 四 依に S きて 一分の 享 樂的氣 分の 生す る を も 
許さ、、、 る 也。 されば 佛 弟子 は 招待 を 受けて 他の 家に 至る 時、 月の 如 

く 他家に 入 り 白鳥の 池に 入 りて 汚れ ざ る が 如 き を 要す （Dhp.  A.  II. 
P.  169.  S.  XVI.  3；  4.) 佛陀は その 眛覺の 盛な らん どす る 時 は、 一 
人 子の 肉 を 食べる が 如 く 思へ^ 敎へ 給へ り。 

斯 く  一方に 享樂氣 分 を 返 く る ど 共に 他面に は 功利的 苦行 を 「水な 
きに 浴み する が 如し」 ^排斥し、 かの 苦行者の 輩が 食に ついて 二十 
二三 種の 苦行、 衣服に ついて 十三 種の 苦行、 姿態 （威儀） について 五 
種の 苦行 を なすこ さ を 破 し 給 ふ o 又提婆 達 多が 比丘 は 生涯 1. 森に 住 
むこ ど、2. 乞 行 して 招待 を 受け ざる こど、3. 糞 掃 衣 （Papskul^i を纒 
ふこ ど、 4. 樹下 生活 を なすこ ど、 氐 魚肉 を 食 はざる こ^の 五の 制度 
を 設けん ど 乞 ふや 之 を 生活 上の 束縛 ビ なさん：：^ の 弊 を 見て 返け 給 
ひた b。 されば 當 時の 苦行者の 一派よ b して は 「宛然 在家の 生活に 
等し^ 批評され、 禿 頭 沙門 美食 を 貪 ぼる」 ^曰 はれ、 佛陀が 供養の 
肉 を も 食べ 給 ふ 故 Amgandha  (肉 臭） あ り ど 3 はれ、 Miigadiya 遊行 
者は釋 尊の 草^ を 床^ せらる、 を 見て 赘澤漢 (Bahunaka) 也^ 呼べ 

！ )o 律 本に は 释尊敎 lffl の 安樂なる を 見て 衣食の 爲 めに 敎圑に 入れる 
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もの ある を 傅 ふ。 され ざ 之 等の 批評 は當 時の 極端なる 苦行者の 云 ふ 
ど こ ろなる を 忘る べ^ら す。 佛陀は その 生活 を 簡易に し 修道に 便な 

らしめ んが爲 めに、 一日 一 坐 食 Ekjisanabhattam  (略して 一食) の 制 を 
立て 給 ふ。 一日 一 坐 食 ど は 早朝に 一 椀の 粥 を吞み 午に 食 を 取！）、 午 
を 過ぎて 更に 堅 軟の食 を 取らざる の 謂 也 。かく して 佛陀は その 伽 
^ 共に 三 衣 を纒 ひ一 日 に 一食 し 献納せ ら れ し 伽藍 （佛陀 の 居室 を特 
に香屋 （Gandhakuti) ど 曰 ふ） に 住 し 給へ り 。 

又 佛陀は 序論に も 曰へ るが 如 く 當 時の 遊行 者の 一人 なれば 長 く  一 
處に滯 在せ す、 雨期の 三 ヶ月 を 除く 外 は處々 に 遊歷し 給へ り。 この 遍 
歷は、 一は 布敎 のた め、 一は 當時 遊行 者の 生活に 從 ひした め 又當時 
の 經濟狀 態 よ り 餘義な くせられ し點も あ！） て 上 說の如 く 當 時の 經濟 
狀態は 良好な h ど は 云 ひ、 數 百の 弟子 を 伴 ふて 長 く 一所に 滯 在せ ら 
れては その 住民の 負擔 重きに 過く' るに 由るな り。 現に 佛陀が 三 ヶ月 
の 安居 を 過ぎて 猶 その 冬 ど 夏 ど を王舍 城に 過し 給 ひし 時 「沙門 释氏 
の 徒 は 子 を 持つ が 故に 諸方 暗み 諸方 彼等に 顯 はれす」 どの 非難 起り、 
Dakkhinagiri に 移り 給 ひし 事 あり。 故に 佛陀の 一年 は その 雨期 三ケ 
月 を ー處に 過し 他の 九 ヶ月 は 一 處に一 週日 以上 停らざる 樣 四方に 遊 
歷し給 ひしな り。 

今 佛陀の 一日が 如何に して 過され し 力 3 を 見る に滯 在の 時 ど 遍歷の 
時 どの 相違 は あれ ざ も、 大體に 於て 日出 前に 起床し、 若し 滯 在の 時 
なれば 乞 行の 時 (午前 十 時よ り 十一 時 頃 迄） の 來る迄 室に あって 靜坐 
し、 或は 弟子 を 引見し、 遊行の 時 なれば、 この間に 四 里 乃至 五 里の 
道を步 き 、 乞 行の 時 來て衣 を 整へ 鉢 を 手に し、 村 又は 町に 入って 家 
毎に 乞 行 し、 招待 を 受けら る 、時 は 其の 家に 行いて 食事 終りて 後 謝 
鱧の 說法 をな し、 乞 行の 時 は精舍 又は その 滯 在の 森に 歸 つて 食事し 
終って 弟子 等に 說法 せらる、 日の 盛り に は 森の 中 又は 樹の 下に 行い 
て 禪定に 入 ！) 又は 休息 を 取 b  、 時 過ぎて 遍歷の 時 なれば 更 ら に 旅 を 
績け、 滯 在の 時 なれば 寺 庭に 弟子 を 集めて 訓誨 し、 或は 集 食 窒に集 

て 法を談 す' る 比丘 等の 處に 行いて その 談論の 中に 入り、 或は 村邑 
の 人々 の 尋ね 來 るに 對 して 法 を 說き給 ふ。 異敎 徒の 尋ね 來 つて 道 を 
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論議す る も 此の 時に して、 又 時 ど して 佛陀の 方よ り 尋ね 行かる 、事 
も あり。 夕暮 人々 の 散す-る を 待って 沐浴し、 中^ 更く る まで 弟子 等 
ど 談合^" れ更ら に 少しく 運動 を 取り、 中 夜に 正 念 正 心に 寢に 就き 
給 ふ 也。 

A.  VI.  43  (中 阿 118 昃六、 三 九） に 曰 く  、 

『或る時 世 尊、 舍衞 城の 給 孤 獨精舍 に 住し 給 ひき、 時に 世 尊は晨 朝、 
衣 を 著け 鉢 を 取り、 乞 行の ため 舍衞 城に 入り 、 乞 行 し 終って、 食後 
鉢を收 め、 長老 阿難に 告げ 給 は く  、「阿難 陀ょ、 束 園 鹿 母樓閣 （Pubb^ 
rama  Migaramatu  Pasada) に 行き 日中 を 過さん」 ど 阿難 は 世 尊の 御 

語の 儘に ビ 答へ ぬ。 かくて 世 尊 は 阿難 ど 共に 東 園 鹿 母 樓閤に 行き、 . 
夕 暮に臟 定ょ り 出で 、 阿難 陀に 告げ 給 は く  、  「阿難 陀ょ、 東 房の 川 
(Pubbakotthaka  (nadi) ) に 行きて 浴み せん」 ど、 世 尊 は 四肢 を 洗 ひ 
終って、 身體を 乾かさん 爲 めに 一 衣 を 著して 在 ま しぬ o』 これ 佛陀の 
一日 を 叙す る數 多き 例の 中の 一也。 この 例 は 午後 蟬定ょ り 立ちて 後 
の 說法を 曰 はす' ど雖 も、 普通 多く の 來訪者 或は 集會 所の 比丘に 對す 
る 說法は 贜定ょ り 立ちて 後 入洛の 前なる を 常 どす 

又 僧伽に は 特定の 日、 一月の 中に 四日 あ り。 八日 ど 十五 日^ 二十 
三日^ 三十 曰に 當る。 これ を 布 薩の曰 （Uposatha) ど 曰 ふ c この 日に 
は 比丘 は 相 集って 互に 罪の 汚れな きを 語り、 他の 罪 あ り ど 認めた る 
もの あれば 之 を 告げ 知らせん こど を 乞 ふ。 而 して 僧伽の 法律 書の 撮 
要た る 波 羅提木 叉 （Patimokklm) を 誦す。 （最 も 波 羅提木 叉 を 誦す る 
は 月に ニ囘ど す） 在俗の 信者 優 婆 塞 優 婆 夷 は こ の 曰 特に 八 戒を守 り 、 
精舍に 行いて 法 を 聞く を常ビ す。 而 して その 十五 日 は 満月の 夜に し 
て淸光 滴る が 如 き廣 場に 於て 師弟 互に 問答 し 法を談 1) 合 ふ 也。 
佛 弟子の 中の 一詩 人 婆耆娑 （Vangisa) 力 >' 

今夜 十五夜 に 心身 淸淨の ために どて、 

五 百の 比丘 集まれ b。 

總て繼 縛を斷 ち、 

罪 垢な く 再び 生 を 受けぬ 聖者 也。 

(佛 はかの) 大臣 等に 圍繞 せられて、 
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大海 を 限り ビ する En 地 を 
巡行す るかの 轉輪聖 王に 似たり。 

ど 歌 ひたる は 佛陀が 自恣の 曰 (Parivara) に 朿園精 舍鹿子 母 講堂の 前 

庭に 満月の 光 を 浴びて 舍利弗 等 五 百の 比丘 ど 共に 互に 犯罪の 有無 を 
問 ひた、' し 給へ る を 見て 感激して 歌へ る 也。 又 世 尊 五 百の 比丘 さ 七 
百の 在家の 信者 ビ數 多の 諸 天 ど 共に 膽波 （Cam ゆ） の Gaggarft 池畔に 

住し 給 ふ を 見て 同 詩人 は 
雲な き 空の 月の 如 く 
曇な き 曰の 輝く が 如 く 
アン ギ ラサよ、 大牟 尼よ、 汝は、 
榮光を 以て 全世界 を 照し 給 ふ c 

^歌へ b o 王侯 貴人の 行いて 釋尊 を訪ふ も 亦 多 く 夕暮 又は 初夜に し 
て頻 婆娑羅 王波斯 匿 王 は 屡々 精 舍に世 尊 を訪ひ 奉れ り 。 波 斯匿王 は 
或る時 世 尊に 申して 曰 く  、  「世 尊、 我々 王者に て も 談話 中に 臣 等の 
爲 めに 口 を 挾まれ 遮らる 、事 あり。 然るに 佛陀の 僭 伽 は 寂然 ビ して 
—語 を發す る もの もな く 又 咳 を なす もの もな く 法 を謹聽 す」 ど。 

Kattika 月 （印度 曆第 八月 十月の 半よ り 十一月の 半に 當る） の 満月の 
夜 （白水 蓮の 夜 Komudi ど 云 ふ） 阿闍世 王 は餘り に 月の 美しき に 誘 は 
れて世 尊を耆 婆の 菴婆 林に 訪 ふ。 世 尊 は 千 二百 五十人の 比丘に 圍繞 
せられて 月夜 阿 屋に安 坐し 給 ふ c 寂然^^ して 一語 を發 する ものな し。 
阿闍 111： は その 菴婆林 近く に 至りて 餘り に靜 寂なる に 打 たれて 恐怖し 
て 毛 髮を竪 立せ しめし ど 曰 ふ。 佛敎 敎圑の 訓練 は 槪ね斯 く の 如き も 
のな り し 也。 

佛陀 平生の 生活 は斯く の 如き ものなる が、 佛陀は 時 ど して 疫病 流 
行の 地に 入り て 人民の 恐怖 を 除き、 自 ら 進んで 兇賊の 住處に 行いて 
敎 化し、 夜叉 を 返 治して 人民 を 安んじ、 交 戰國の 間に 立ちて 之 を 仲 
裁し、 國政 をぁづ かる 大臣の 尋ねに 應 じて。 他 國の國 狀を說 いて 戰 
爭を 未發に 防ぎ、 又 時々 公會堂 （SantMgara) 等の 落慶 式に 臨みて 法 
話 をな し 給へ り。 されば 佛陀の 感化 は 至る所 頗る 深く 印象し、 人々 
は 佛陀の 安居 を 終りて 去り 給 ふ を 悲しみ、 遠く よ り 歸り給 ふ を 聞い 
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て歡 喜せ り 0 

され ざ 佛陀の 最も 意 を 用 ゐ給ひ し は 僧伽の 事に して 佛陀の 全心 は 

比丘、 比丘尼が 互に 和ぎ て その 道を修 する に 注がれたり c 佛陀 はこ 

の數 多き 弟子 達の 個性 を硏 ベて それぞれ 適當 なる 公案 を 與へ給 ふ。 

法 句經註 等に は舍利 弗が 甞て 金工た b し 一 比丘に 不淨觀 を 授け し も 

幾度 も 成功せ す' 佛陀に 之れ を 語!） しに 佛陀は 金 逮を化 作して 之 を e 
思せ しめ 阿羅漢 果を 得しめ 給 ひたる を 記せり。 又自 ら 病室 を訪 ふて 
病める 比丘 を 看護し 敎を 垂れ 給 ふ。 比丘の 遠く よ り來る もの あれば 
慇 s に 之を迎 へて そ の 衣食住の 支給 宜 しき や を 尋ね そ の 所得 を 聞 き 
給 ふ。 もし 佛陀に 一の 惱 みあり しど すれば それ は その 僧伽に 對 する 

惱 みな I) しなり。 懾賞彌 （Kosambi) の 比丘の 和平 を缺 きて 相 諍 ひ、 

佛陀の 敎をも 奉せ す' 爭ふを 見て 怏々^ して 樂 ます'、 阿難 を も 伴 はす 
去って 只 一人 お rileyya の 幽林の 生活 をな し 給 ひ し 事 あ り き 0 又迦維 

羅衞 城に て 比丘 等爭ひ し 時 去って 獨 り 林 中に 日中 を 過 し 給 ひ しが 若 
し 我れ 比丘 衆 を 見す' んば恰 も 犢の 母 牛 を 離れ 種子の 水 を 離れた ら ん 
が 如かるべし ど 僧伽に 歸り給 ひ 僧伽 は 我に 依って 堅固な りど宣 ひし 
事 あり。 されば 比丘 等 も 此の 佛陀の 一子 地 （Ekaputta  bhtim りの 愛に 

打 たれて 無限の 信 敬 を 捧げ 奉れるな り。 

又 佛陀が 法 を 尊敬 して 住 し 給 ひ し 事 は 上 第 四 章に 曰 ひ し 如 く な る 
が、 佛陀は その 一日 の 生活の 中に 常に «! 定に入 り て 無 爲の樂 を 得 給 
ひ し 外 時々 自己の 法 敎を反 誦して 樂 しみ 給 ひたる 事 明白な！)。 佛陀 
が獨り 自室に て 十二 因 緣の法 敎を反 誦し 給 ひたる 事、 又 佛陀の 病中 
大周那 Mahil  Cunda が 七 菩提 分 法を說 いて 佛陀の 病 平癒せ し 事 等 
經 典に 見 ゆ。 又 So?a  kutikanna が Avanti の 邊國ょ り 佛を訪 ひ 奉り 
一夜 を 佛の香 室に 過す を 許され 命に 依て 暗誦せ し 經文を 誦して 佛之 
を 喜び 給 ひし 事 あり。 蓮 如上 人の 病中 御文 を讀 ましめ て 我の 作り し 

もの 乍ら 殊勝な b ビ曰 はれし^ 似通 ふ を覺ゅ c 

されば 佛陀 は一 沙門^ して 乞食 生活 を 送り 給 ひたれ ざ も、 その 樂 

しみ や 頻^ 娑羅 王に 勝り、 厳冬 茅屋に あり て 安眠して Hattlmka 長 
者 (手長 者） を 成せし め、 眞に 涅槃 第一 樂を 享受 し 給 ひ し 也。 


so 


か く て 佛陀は その 成 道の 曉ょ り滿 四十 五 年間 人 天の 大 導師^ して 

法 を說き 最後に Kusin^a にて 須跋陀 Subaddha を濟 度し、 正 法久住 

の 責任 を 僧伽に 委ねて 涅槃に 入り 給 ひぬ。 佛陀の 行 化し 給 ひし 範圍 
は朿は Angii の Campa 市 を 限 り、 ；) 匕 は Kapilavatthu,  Savatthi. 西 は 
Kuru の Kammasadamma に 及び!^ 方 は Gay も Kosambi, を 結び付く 
る 線 を 超へ 給 は ざり しもの、 如し。 漢譯雜 阿 30.  30- に は佛陀 が修 
摩、 分陀羅 を經て 迦繞伽 KaKnga に 至 り 給 ひ しが 如 く 記載 すれ ざ も 、 
同 本 S.  VI.  6 に は 之 を缺き 確實ビ する に 足らす、。 巴 利 法 句經註 (Dhp 
A  IT  1112.) に は 佛陀が Candabh おい 河 迨摩訶 劫 賓那を 出 迎ひ給 ひた 
b ビ言 B 載 し、 Dipavamsa' (島 史） JVIahavaTp  sa (大史 ） には釋 尊が Ceylon 
に 三度 來り 給へ！） ど 記せる ご、 此の 事 は 元よ り 信 を 措く に 足らす ，0 
佛陀 及び 佛 弟子の 住せ し 主なる 精 舍林窟 等 は 左の 如 し。 

1.  頻 婆娑羅 王の 献せ し 竹林 Veluvana  Kalandakanivapa. 

2.  須達 多の 献せ、 し 祇園 精舍 Jetavana  Anathapindikarama. 

3.  舍衞 城の 東 Visald の献せ し 朿園鹿 母樓閣 Pubb^ama  Migara- 
matu  Pasada. 

4.  吠 舍離大 林 (Mahavana) の重閣 講堂 Kutagarasalii. 

5.  Citta 家主の 敎圑に 寄附せ し Kosala  Macchikasantia の Amba- 
taKilrama. 

6.  娼婦 AmbapMi の献せ し吠舍 離の Ambapalivana. 

7.  Dakkhinagiri の EkanMa 村に 近き 大寺 Mahavihara  (Sn.  A. p 
136) 

8.  Ghosita 長者の 献納せ し Kosambi に 近き Ghositirama. 

9.  Videha  CO  Gokulanika  vihara  (Sn.  A.  p  4.0) 

10.  Piitaliputta の Kukkutarama. 

11- Nalanda の Pavalikambavanarama. 

12.  Jetavana に 近き Mallikarama. 

13.  Kapilavatthu の Nigrodharama. 

14.  Sakka の Sama 村の Pokkharaniyavihara. 

15.  Saketa の Kalakarama. 
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16.  Isipat:ana の大寺 (Mahavihara) 

17.  Ajakarani 河畔の Lonagirivihiira. 

18.  Siliivati 邑 附近の Sudassanavihara  (善觀 精舍） 

19.  竹林 精 舍に近 き Moranivapa の paribbajakanima. 

20.  Magadha の Tapodarilma  (溫泉 園） 

21.  舍衞 城の RiljakarSma  (王 寺） 

等 これ 等に 佛陀 及び 佛 弟子 は 時々 住せし 也。 尤も 中には IVlallil^ 園 
の 如き Moraniviipa  paribbajakamma の 如き 必すし も 佛敎々 圑の 所有 
に 非す' して、 總 ての 遊行 者に 屬せ しも あ！)。 この Wi 佛陀は 林間 山中 
窟內制 底 等に 居住し 給へ り c 

1.  Kosala  Ujuilfla 邑の Kappakattha 鹿野苑 

2.  王舍城 に 近き Maddakucchi の 鹿野苑 

3.  Benares の Khemiya 菴獎秫 

4.  Kosambi の Siipsapa 樹休 

5.  王舍 城の Sirpsapa 樹沐 
d'    Kosaia の Sitpsapa 樹林 

7.  Koliya の Kundadhana 林 

8.  し eti の Pacinavamsadaya- 

9.  Madhura の Ku ひ da 林  , 

10.  Kosala の Jccharangala 村の 林 

11.  Anga  0  Jatiya 

12.  Saketa の Kantald 林 » 

13.  同 上 の Anjana 林 

14.  Vcsali の Ugga 畏 者 所有の Naga 秫 
15*  Vesali の Gosingasala  ^ 

16.  Kosa'a の Palasa 林 

17.  Kembila 邑の Nicdu 林 

18.  Kosambi の PiLrilevva 林 

19- 王舍城 に 近き 靈鷲山 GijjhaHi ほ. 
20.  Pipphaliguha  % 
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21. Sattapa— guha 七葉窟 

22.  Indakakuta. 

23.  Indasalaguha. 

24.  Tsigiri  lliffilj の lOUasila の Sukarakhata ミ词 

25.  Alavi の Aggalava 塔 

26.  王舍城 附近の！^ sAnaka 制^ 

27.  Vesali 附近の Pahuput ね （多 子 塔） を 始め 六 塔 
等是れ なり c 

猶釋尊 在 生 中 その 名聲 轟き 感化の 及びし 地域 は 第三 章に 旣に說 け 
る 力 、* 如く、 南方 は Godhavari 河畔、 海濱の Supp お aka ，西北 方 は 
Peshawar 地方 朿方は Kalinga に 亘り殆 んざ全 印 反に 普ね かり し 也。 
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第 六 章 佛 身に 對 する 考察 

釋 尊の 宗敎は 云 ふまで もな く  、智見 を 明かに して 諸 法の 實ネ n を 見、 
誤れる 迷 執 を 打破して 自身 開悟す る 宗敎な り。 故に 先づ 修道 を 肝要 
どす c 修道に 三 あり、 戒定 慧是れ なり。 戒を 守りて 身心 を淸淨 にし、 
淸淨 なる 身心に て 禪定に 入り。 精神の 集中に 依りて 智見を 開いて 諸 
法の 實相 を體 得する 也。 然れど も その 修道の 原動力、 戒定慧 三學の 
基礎 どなる もの は 如 來に對 する の 信な！） ビす。 信 は 實に佛 道 修行者 
の 踏み出す 第一 步 なり。 佛陀の 偉大なる 人格、 透徹せ る智 見、 博大 
な る 慈愛 は 人々 を驅 つて 無限の 信愛 を 捧げ しむ。 而 して こ の 信愛が 
佛 弟子 を して 佛陀の 踏み 給 ひ し 道 を 同じ く 踏ま しむる 動力 ど なれる 
な り。 されば 經には 比丘 は 先 づ信を 生じ、 世 尊 は 如 來應供 等 正覺明 

行 足 善 逝、 世 問 解、 無上 士、 調 御 丈夫、 天人 師、 佛、 世 尊な b ど 信 
じて向上の道を踏ひ^云ひ、 如來を 憶念 し 信 樂し歡 喜し、 心 垢 を 除 
く もの は 梵布薩 に 住し 梵ど 共に 住し、 梵に 依って 信 樂し歡 喜す る 也。 
ど 示し、 比丘 婆耆舍 は、 先に は 我れ 詩作に 醉 ひて 町よ り 町 を さ迷 ひ 
しが 完き 佛陀を 见 て、 信 我れ に 生じぬ ビ その 修道の 踏み出 しに 就い 
て 述べ、 卑疑 (Pingiya) 婆羅門 は 「婆羅門よ、 我れ 寸時 ビ雖ざ も彼大 
智 大賢 喬答摩 を 離れす 'c 現世に 時を距 てす、 利益 あり、 又涡愛 を滅し 
禍を 離れし むる 法を說 き、 何處に も 無比なる (喬答 摩 を 離れす'）、 我 
れ彼を 心^ 眼 ど を 以て 見、 夜 も 怠らす' 鱧 拜 しつ、 夜 を 過す。 

信 ど悅ど 心 ど 念 ど は 我 をして 喬答 摩の 敎に歸 せし む」 ビ その 熟 情 を 
示し、 中 阿、 求解經 (M  47.  Vimansaka  S.) に は その 信仰が 根祗ぁ り 
て 確實に 他に 依って 動かされざる 可き を 示せり。 又 比丘 Merajina は 
その 師に對 する 信が やがて その 自己の 踏み 行 く 途に對 す る 信な る を 
示して、 「我れ 師の說 き 給へ る 法 を 聞き しょり、 一切 智者、 他に 破ら 
る、 こどな き 人に 疑惑 を 生せ ざ り き。 隊商の 生、 大雄 者、 最上 無上 
の 御者の 道 及び 行跡に 疑惑 を 起さ V 、りき」 ど 歌へ り。 

かくの 如く 佛 弟子 は 佛陀及 その 敎 法に 對 して 信 敬 を 致せり。 波斯 
王の 臣 Isidatta は こ の 信に 依て 佛陀の 在 ま す 方面に 足 を 向けて 寢 
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す'、 末 利 夫人 は佛陀 の宣ふ こ ど は 何事 も 我れ に ビ b て 眞實な り ど 斷 

言せ り。 而 して 佛陀は この 信を讃 嘆して、 「かく 我が 善說し 開顯せ 
る 法に 於て 只 我 を 信じ 愛する もの は、 菩提に 進み 又は 天界に 生る ベ 

し」 ど宣 へり。 

この 信 は 一方 諸 比丘の 道行の 基本的 動力な b しビ 共に、 他方 優 婆 
塞 優 婆 夷 在家 信者の 救濟的 宗敎^ なれ り o 而 して 宗敎 史的に 見れば、 
かの 幼稚な る 天然 崇拜 の宗敎 が沈滯 して 祭式 宗敎ど なり、 ー轉 して 
觀念的 哲學ど なれる 印度の 宗敎界 に、 初めて 人格に 對 する 信仰 を 中 
心 要素^ す る 一宗 敎圑體 を 形成す る に 至れる 也。 

か く の 如 く して 佛 弟子の 佛陀 に對す る 信仰 はやが て 隱微の 間に、 
佛陀に 超人 格 的 資格 を與 ふるの 素因 ど なれり。 蓋し 信仰 は その S 象 
の 表面よ り 裏面へ^ 進み、 益々 これ を 深め 行く もの なれば なり。 元 
よ り 面の 當！) 佛陀を その 人間 ど しての 形に て 見 奉る 故に、 未だ その 
信仰の 內要 を開展 して 生じ 來る 形而上 的 理論 を 構成せ ゃビ雖 も、 佛 
滅後 逝け る 師を追 思 して 漸次に 組み立て られし 形 似 上 的佛身 論は旣 
に 萠芽 を その 佛 徒の 信仰の 上に 有せし なり。 何ビ なれば この 信仰 は、 
佛陀在 生 中旣に 一定の 方面に 向て 開 展し佛 身え 單 なる 肉 身に 非す、 し 
て 法 ど 或る 關係を 有する もの 也 どの 思想 を 生じ たれば な り。 

茲に云 ふ 法^ は敎 法に して 佛陀が 一切衆生 を 愛憐して 開 顯し給 ひ 
し敎法 也。 「法 は 世 尊 を 根 ど し 世 尊 を 導 者 ど し、 世 尊 を 依處^ す」 ど 
いふ は 世 尊の 敎法 のまな る を 示し、 こ の 敎法は 佛陀が 宇宙 萬 法の 根 
底 をな せる 原理 を 自ら 悟りて 說き給 ひ しもの なれば、 法 ど は 同時に 
その 宇宙の 原理 を 指す。 原理 ど敎 法^ は 佛陀ど 云 ふ 一人 格 を 介して 
同一 なれば、 人 ど 法 ど は 一如に して、 佛陀は 肉 身 所 成なる ど 同時に、 
法 を體ビ する 人格者な り ^ いふ を 得べ し。 故に 巴 利 長 阿 第二 七經九 
に 曰く、  「法身 梵身 法有梵 有^い ふ はこれ 如來 の名稱 なり」。 ど 。世 
奪 は 又甞て 跋迦梨 比丘が 餘 り 佛の 肉 身 を 愛樂す るに 對 して、 肉 身 を 
見る もの は 正しく 我 を 見る ものに 非す、 法 を 見る もの 我 を 見る ど宣 
ひ、 ：； の 思想 は 佛傳に 入?） て、 世 尊が 忉利 天よ り 僧 怯舍に 下降の 時、 
蓮華 色 比丘尼が 最 先に 世 尊を迎 ひたる に對 し、 須 菩提 (Subhmi) は獨 
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り靈鷲 山に 在りて 空定に 入り、 諸 法 無我の 理を 觀じゐ たるに、 佛陀 
は 我れ を 梟 初に 見た る 者 は 逮華色 比丘尼に 非ら やして 須 菩提な り ^ 

宣 へ!）、 ど 傅 へられ、 又 「智 眼に 依り 世 尊の 法身 を 見る」^ いふ 語 を 
生す、 るに 至れり。 元よ り この 原始的 意義 は佛陀 の佛陀 たる は、 肉 身 
に 非す' して そ の主觀 にあれば、 そ の 所 說の敎 法 を 通 じて その 主觀に 
觸る、 ものが 佛陀を 見る どの 義 なれ ざ も、 後 來佛敎 形 似 上 學の發 達 
ど 共に、 法卽ち 原理が 佛陀 なり ビ云ふ 法身 觀を 生す' るに 至れ! )。 

茲に又 この 法身の 觀念を 他面よ り 增長發 達せ しめ し 一思 想 あ！)。 
そ はー乘 道の 思想な り。 抑 も佛陀 の敎は 獨！) 釋尊 のみ 悟りて 說き給 
ひし ものに 非す、 して、 三世の 諸 佛同證 一味なる ビ 共に、 師弟 同一 菩 
提を步 み、 同一 涅槃に 到る 平等 解 脫の法 也。 故に 婆蹉種 (Vaccha- 
gotta) 婆羅門 は佛に 白して 曰く。 

喬答 摩よ、 も しこの 法 を喬答 摩の みが 成就して 比丘が 成就し 得 や 

ば  喬答摩 ど 比丘が 成就 し 得て 、 比丘尼が 成就 し 得すば、 

 白衣の 在家 淨 行の 優 婆 塞が 成就し 得すば、  白衣の 在 

家樂 欲の ものが 成就 し 得す、 ば  白衣の 在家 淨 行の 優 婆 夷が 成 

就 し 得 やば 白衣の 在家 樂欲の ものが 成就 し 得す、 ば、 そのた 
めに この 梵行は 不完全な！)。 然れ f もこの 法 を 喬答摩 も 比丘 も 比 
丘 尼 も 白衣の 在家 淨 行の 優 婆 塞 優 婆 夷 も 、 白衣の 在家 樂 欲の 優 婆 
塞 優 婆 夷 も 成就 し 得る が 故に こ の 梵行は 完全 也。 
喬答摩 よ 、 恰 も 恆伽 河が 海に 傾 き 海 に 向 ひ 海に 注ぎ 海に 入りて 停 
るが 如く 喬答 摩の 食 衆 は 在家 も 出家 ビ 共に 涅槃に 傾き 涅槃に 向 
ひ、 涅槃に 注ぎ 涅槃に 入りて 停る 0 
ど。 この 平等 解脫の 理想 は、 社會 的に 顯 はれて 四姓 平等 論 ど な り 、 
宗敎 的に は 一 乘眞實 の理を 生す、 る に 至れり。 故に 「四 念 住 はー乘 道、 
三世の 人々 皆 この ー乘 道に 依って 暴 流 を 渡る」 ビ云 ひ。 「邊 城に 出入 
する 者 か 皆 一門よ りする か' 如く、 三世に 亙りて この 世 よ り 出 離す る 
者 は 皆 五 蓋を盡 し、 心 垢 を 無 く し 四 念 住を修 し七覺 支を修 して 出づ」 
ど 云 ひ、 「比丘 等よ、 この 道 は 衆生の 淸淨 のた めの一 乘道 也」。 ど 云 

ひ、 又 これ を 指 して 梵乘 法乘ビ 呼べ り o こ れ 後世の 大乘 佛敎に 入 1) 、 


唯 有— 乘法 無二 亦 無三ビ ー乘眞 實を談 じ 一切衆生 悉有佛 性 ど 一切 成 

佛を談 す' る源ビ なれ! )。 かく の 如く 佛陀の 踏みて 悟り 給 ひし 道 は 三 
世 諸佛の 同じく 踏み 在家 出家 共に 踏みて 悟る 道な り。 されば 一切 諸 
佛 及び 衆生の 證 悟の 背景 に は、 これ を裏づ け た る 普遍的 眞理ぁ る 箸 
なり。 こ の眞理 = 如 を 指 して 法 性 （Dhamma ほ） 常住に して 如來 世に 
出づる も 出で ざる も不變 常住 也 ご 云 ひ、 茲に眞 如の 観念に 到達し、 
やがて 眞如 を體^ する 佛身 卽 ち 法身 觀 を 生す' る 準備 どなれり。 

之れ を 要するに、 释尊在 生 中、 根本 敎圑 にあり て は 第一に 佛陀の 
偉大なる 人格が 人々 をして 歸依信 順の 念 を 生せ' しめ、 この 信仰が 漸 
次 深ま り 行き 佛陀 に對 して、 一種の 超人的 観念 を 構成す るに 至り、 
第二に 佛陀の 體顯し 開 顯し給 ひし 敎 法の 觀 念よ り 佛陀の 肉 身よ り 精 
祌を 重す、 る 傾向が 法身 論の 端緒 を 開き、 第三に 三世 諸佛 師弟 同證— 
眛 のー乘 法の 思想が そ の證 悟の 背景た る 普遍的 理卽 ち 眞如を 見る に 
及び 法身 論に 到達せ んビ する 勢 を 示したり。 されば 吾人 は佛 弟子が 
佛陀の 在世中 旣に囱 身の 佛陀 以外に 隱微の 間に 人 を 通じて 法 を 見、 
その 法 ど 人 どの 一如 を 見たり どい ふ も、 大過な きを 信す'。 

佛 弟子 は 佛陀 在世中、 上說の 如き 考察に 進み ゐ たり しが、 佛陀倶 
尸那羅 にて 涅槃の 雲に 入 b 給 ふや、 悲痛に 沈みし 佛 弟子 は、 如来の 
死後 存在の 問題に 留意す るに 至れり。 抑 も證 悟の 人卽 ち如來 死後の 
存在 問題 は 世間の 常 無常 宇宙の 邊無邊 等の 問題 ビ 共に、 佛陀 在世 當 
時よ り 一般に 智識 階級に 論議せられ たり しが、 修道に 急なる 佛 徒の 
與 りて 論す' べき こ ど に 非 ざれば、 佛陀は 之れ を稚見 愚見な ち ビ して 

排し、 假令他 婆羅門の 此の 問題 を 提げて 論じ 求る 者 ある も捨 s 記ビ 
して 取り上げ 給 は ざり き。 佛 弟子 も 亦 面の 當り 佛陀の 溫容に 接し、 
金口の 說法を 聞いて は 修道に 急 なれば、 佛陀の 訓誨に 從ひ斯 く の 如 
き 哲學的 思索に 入る を 要せ ざり き。 彼等 は ひたす ら 諸行無常の 理を 
思考し、 苦 本を脫 したる 佛が苒 び 後 有 を 受け 給 はざる を 思 ひ、 又自 
ら も 苦 本 を 絕ち後 有を惹 かざる の 幸 を 喜び 居たり。 我が 梵行は 成就 
せ り。 生は盡 きぬ。 後 有 を 招く こビ 無し ど 歌 ひ、 「菴 婆果の 幹が 切ら 
る れば そ の 幹の 菴婆果 は 離れ 落つ る が 如 く  、 如 來の身 は 生の 源を斷 
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ち て存 す。 そ の 身の あらん 限り は 人 天 は 之れ を 見れ ざ も 生命 限 ち 盡 
きて 身が 破 るれば 人 天 は 之 を 見る こ ビ能 はす'」 ど敎 へられて その後 
有 を 招かす、、 人 天 も 見ざる 境地^ は 如何なる もの か を 積極的に 考察 
せ や して 満足せ り。 偶々 そ の同學 者の 死に 合 ふて そ の 人の 證 悟の 問 
題 を 佛陀に 尋ね し 比丘 あれ ざも猶 その 大師の 生存 中 なれば、 き 者の 
死が 果して 何 を 意味す るか は 緊急の 問題に 非す、。 從 つて その 無餘涅 
槃に 就いては 如上の 消極的 說示 にて 満足せ し 也。 然れど も 吾人 は そ 
の 消極的 說示 中に 「身が 破 るれば 人 天 も 見る こ ど 能 はす'」 -云 ひ、 「如 
來は 大海の 如く 甚深 にして 不可 量 不可 測な り。 如來は 生存す ど 云 ふ 
も 適せす、、 せす、 ど 云 ふ ど 亦 適せす'」 ど 云 ふ を 見、 それが 後世 俱舍論 

等に 顯 はれた る 灰 身滅智 的の 絶無に 非る を 知る な！)。 佛陀 在世の 比 
丘 等に ビ ！） て は、 死 は 必然に にして 避くべからざる もの、 且つ 梵行 

成就の 聖者の? e は その 涅槃の 完成に して 生死 輪廻 を 超越す る 境界に 
到る こ^ なれば 却って 慶賀すべき こ どなり。 されば 彼等 は 生 を 願 は 
す 死 を 希 はす、、 靜 かに 時の 至る を 待て り。 
然れざ も茲 に佛陀 か' 弟子 等に 對し、 自 ら を燈 明^な し 法 を 歸依所 
ど な して 修道す ベ き を懇諭 して 涅槃 し 給 ふや、 比丘 等 は 世 尊の 餘 り 
速に 世 を 去り 給 ひ し を悲 しみ、 慈顏を 再び 見 奉る ベ か ら ざる を 思 ふ 
ど 共に、 如來 死後 存在の 問題、 換言すれば 無餘 s 槃の 意義 を 考察す 
る に 至れ ち 0 經典中 最古の 一 ど 信せ' らる、 巴 利大般 涅槃 經に 依れば、 
佛陀は 若 し 欲すれば 一 劫の 間 若 く ば その 殘餘の 劫 を 生存 し 得る^ あ 
り。 これ 一方に は 如來の 超人的 人格なる を 示す ど 共に、 他方 如來不 
滅の 思想 を顯は し、 漢譯 遊行 經に は佛滅 後大迦 葉遲れ て來れ るに、 

佛陀棺 中よ り 金色の 足 を 出して 示し 給へ！） ビ あ り 0( 同 本 Pan'nibbLina 
Sutta に はな し） これ 又如來 不滅の 思想 を 示す ものに して、 佛に 三十 
二相 あ！) 八十 隨形好 あり 八 相 成 道し 給 ふ 等 佛陀を 神話 的に 莊飾 する 
始めにして、 後に 應 化身の 思想 生やる に 至って、 大乘 涅槃 經 （盆 五 

22  b) に 我 身 畢覧不 從嫔欲 和合 而得生 也  如是 大小便 利 出入 息 

等隨順 世 間 如是 示 ビ云ふ に 至れ 1) 。 然 し無餘 K 涅槃の 哲理 的 考察に 
就い て は 未だ 充分の 發達を 示 さ す、 只 如 來が有 量 無量の 壽量 を內心 
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の 喜び を以 つて 平靜に 捨て 給へ り、 ^云 ひ、 寂滅 眞樂の 境に 入り 給 
へり ど いふ 位に て、 未だ 無餘^ 涅槃の 境界 を 積極的に 說 かす、。 され 

ミ '是 等の 文 は そ の 涅槃が 斷見 外道の 徒が 考ふ る が 如き s 無に 非す'。 
さ h どて 天界の 生の 如き 疎雜の ものに 非ざる を 示す ど 見る を 可^す 
ベ し。 然 り 彼等の 觀 察せ し «餘 涅槃 は假令 その 表現が 消極的な り ど 
は 云へ、 そ は 全 く の 消滅に 非す、 して 、 彼岸に 於け る 永遠の 圧 命を顯 

けす 故に 陀驃 廊羅子 （Dabba  Mallaputta) の 入 をます' る 詩に、 
熱 打せられ し 堅鐡ど 、 
燃 ゆる 火ビ 、 
次第に 消えて は、 
そ の 行 衞の知 られ ざる が 如 く  、 
かく 正解 脫の 人、 
愛の 束縛の 暴 流 を 亙り 、 
不動の 安樂に 達せ し 人の、 
行衞は 知られざる 也。 
ど あ！）、 諸行無常の 偈には それら 生滅の 無く なれる こそ 樂 なり （叔 
滅 爲樂） ^云 ふ。 茲に その 涅槃 を 指して 不動の 安樂^ 云 ひ、 この 具 
樂の 境に 入！) たる 人 をば 惡魔も 諸 天 も 見る こ^ 能 はす' ビ云ふ は、 明 
確に 涅槃 界の 相狀を 示さ 、'れ ど も、 それが 空 無に 非ざる こ^は 明白 
な り ど す 。涅槃に 關 して は 後に 第二 編 法の 下にて 說 くこ^ あらん も、 
こ の 境界 を 表現す る に 就いて は 初期 佛敎は ク パ ュシャ ド が そ の梵讽 
—如 境 を顯は し、 梵 涅槃 を顯 はすに 消極的な るが 如 く 消極的 表現 法 
^取れ b  o  Sve ね sva ね ra  Upanisad  (6. 1. 4) に、 そこに は 日 もな く" 

もな 〈星 もな し、 天に 電光な く 地に 火光な く 只 彼れ は獨 り 輝け り ど 
ある は そ の梵 涅槃の 境に して 、 巴 利 雑 阿 2'  3'  6' (雜 槐 14' 辰 四 め） 
に、 生る、 こビ なく 老 ゆる こどな く、 死す る： どなく、 消 ゆるこ^ 
な く  、 生れ 還る こ ビ なき 處、 斯 くの 如き 世界の 終邊 には步 行して 到 
り 得す'、 知る こ^ を 得す、 兄る こ ど を 得す' 達す る こど を 得 キビ 讽はズ 
ふ。 ど ある は 聖者の みが 達しうる 涅槃 境に して、 その 表現に 於て 揆 

を 一にす る を 見るべし。 只 r この 世よ り 他界に 入りて 怨みな し」 等^ 
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世の常の 苦樂を 超越した る 眞樂の 境なる を 示し、 前に 出せる 文の 如 
く'、 如來は 生存す ビ いふ も 適せす、、 せす、 ビ云ふ も 亦 適せす'^ 有無 を 
離れた る 幽玄 不可思議の 實 在な る を 示す のみ、 之 を 要す る に 佛滅後 
間 もな き 間 は、 世 尊 を 追懐して その 生前よ り 抱 持せ る 如 來觀を 幾分 

發展 せしめ、 その 大師の 死後 ® 何 處 にか 不滅な れ^い ふ 欲求よ ！) 漸 
次に 法身 常住の 思想の 萠芽 を 有 し 初めた るな り 。 

斯 くの 如く 佛陀 入滅 後の 佛 弟子 は 徐々 ど して 思想 的に 佛 身に 對す 
る 考察 を 進め 來！） しか'、 他方 彼等 は 具體的 崇拜の 中に その 悲痛なる 
追懐の 情 を 慰めん^ せり。 而 して 大體に 於いて、 その 思想 的 佛身考 
察 は 比丘の なせし 所に して、 具 « 的 崇拜は 在家の 信者の なせし 所 ど 
云 ふ を 得べ し。 元よ り これ 一 應の區 別にて 二者 互に 相 交錯す る こど 
は 云 ふまで も な し、 今茲に その 具體的 崇拜を 分類して 見ん に、 

―、 遺物の 崇拜 

a.  經 文崇拜 

b.  遺骨 崇拜 

e. 遺愛 物崇拜 

二、  遺跡 崇拜 

三、  未來 佛に對 する 憧憬：） 

1. 遺物の 崇拜^ は、 所謂 駄都 (Dhatu) 卽ち 遺品の 蔡拜に して、 
之れ に 三種 あ り 、 卽ち說 示駄都 （Uddesika  dhiitu) 、 舍利駄 都 （Sarira 
dhatu) 及び 受用 物駄都 （raribhoga  dbitu) 也。 

a. 說示 駄都ビ は お taka 及 Bodliivairisa に は 無形に して 精神的な 
る もの （Avatthaka  manamattaka)  ^あり、 余 は 佛陀の 遺法從 つて 經 
典 そのもの を 指す もの 也 ど 信す' c 佛陀は 涅槃に 際して 比丘 等に 「阿 
難よ 、 汝 等の 中 或る 者 は 師の語 は 過ぎ去り 我等の 師な しど 思 ふな ら 
ん。 され ざ 阿難 陀ょ、 か く 思 ふこ ヒ' なかれ 。汝 等の 爲 めに 我が 說き し 
法ビ律 どは汝 等の 師 なり」 ど訓誨 し、 又 「法 を燈明 ご し、 法に 依る ベ 

し」 ^敎へ 給へ！)。 又 四大敎 法を說 きて その 法 ど 律 どの 傳承 につい 
て 注意 を與へ 給へ ！)  o さ れば佛 滅後佛 徒が 敎法を 尊信 し 依所ビ せ し 
こビ はいふ 迄 もな く、 滅 後久 しか ら す' して 阿難 は 雨 行 大臣に 今や 佛 
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弟子 は 人に 依 ら すして 法に 依 り 、 法 を 誦す る こど を 語れ り 。 而 して 

この 法 は 佛滅の 年 經典ビ して 編輯せられ たれば 法 を 尊信す るこ^ は 
經典を 尊信す る こごに て 敬虔なる 佛 徒に ビ りて は 經典は 佛陀が 遺 弟 
に殘 されし 最も 貴重なる 遺産な り。 この 考は 自然 經典 讀誦 そのもの 

に 功 德を認 むる に 至れ！)。 佘は 今日 南方 佛敎 徒が ビリ ト （Paritta) ど 
稱し、 攘災 のために 經典を 誦する 風が 頗る 古代よ り 行 はれた る もの 
なる を 信す'。 後世 支那 日本の 佛敎に 及びて 寫經 供養 及經塚 等の 事 あ 
る は 同じく こ の 說示駄 都の 遺風な り ^ す。 

b. 舍利駄 都卽ち 遺骨の 崇拜は 頗る 多く その 中 最も 重要なる は、 
佛身 火葬の 後 八 分して 各々 之 を 奉祀した る もの 之れ 也。 史實の 示す 
處に 依れば 佛滅後 二百 年 阿育 王 は こ の 遺骨 を 再び 集め 、 全 印度に 八 
萬 四千 塔 を 建立せ り ど いふ。 迦尼色 迦王も 亦 遺骨 塔 を 建立せ! )。 現 
今 名古屋 市に 奉安せ る 佛骨は 八 分 奉安の 中釋迦 族が 起 塔 奉祀せ る も 
のに して 近年 藍毘尼 園の 近く にて 發 掘せられ しもの 也。 迦尼 色迦王 
奉安の 佛骨 も 亦 近年 發 掘せ られ たり。 こ の 外 傳說に 依れば Utkala 
(今の Orissa) の 帝 利富沙 跋利迦 （Tapussa，  Bhallika) の 二 商人 は 

佛成道 後 間もなく 佛に歸 しその 毛髮を 得て 歸國し 奉安せ りビ云 ひ、 
大 須摩那 （Maha  Sumana) 天子 は 佛陀ょ り 一握の 毛髮を 得て 之 を 錫 

蘭佛足 山頂に 安置す ビ云 ひ、 法顯、 * 羿の傳 ふる 處に 依れば、 羯饒 
夷 (Kanauj) 阿踰闍 (Ayodhya) 僑賞彌 （Kosambi) 摩偷羅 （Mathula) 梵 
衍那 （mmian) 縳喝 （Balkh) に 近き 納縛 毘訶羅 （Navavihara) 迦比試 
(Kap お a) 等皆佛 身の 一部 を 奉安せ り どい ふ。 中に も 最も 今日 有名な 
る は 錫 蘭 Kandy の佛牙 寺に 奉安す る 佛齒な り どす。 支那 日本に 於け 
る舍利 奉安に 就いては 今 茲に言 を 費す 要な かるべし。 

c 受用駄 都卽ち 遺愛 物の 崇拜は 又 頗る 盛に して 涅槃 經に 佛滅前 
佛の 衣が 金色に 輝け り ど ある はこ の 遺物 崇拜を 示し、 大迦葉 は佛の 
遺囑を 受けて 彌勒佛 に その 衣 を 附屬 すべ く 今に 鷄足山 (Kukkutepada) 
にあ！） ど 信せられ。 法 顯玄羿 は 佛衣佛 鉢佛栻 等が 那竭 羅、 布 路河城 
(Peshawar) 等に 崇拜せ られし を 語る、 後世 遺 鉢の 傅 持 は 法 燈の傳 持 
を 示す 語^ なれり。 
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2.  遺跡 崇拜は 佛陀が 入滅 前 阿難の 問に 對 して 佛を 思慕す る もの 
は 佛生處 ^ 佛 成道處 ど 轉 法輪處 ^ 入滅 處の 四處を 巡拜す ベ き を敎へ 
給 ひた る に 初 ま b  、 後世 佛陀 を圖 書す る に當 つて こ の 四處を 佛陀四 
大事 件の 場所^ して 佛傳を 代表す るに 至り、 今日 に 至 る まで 南方 佛 
敎徒 はこの 四 所巡拜 をな しつ、 あ？)。 菩提樹 はも ビ伽耶 の 成 道 地の 
聖樹ビ して 崇拜せ られ しが 後に は獨 立に 崇拜の 對象ど な り、 今日に 
あ りて は 伽耶の 菩提樹 ど 錫 蘭 Amn^dhapuni の 菩提樹^ 最も 有名な 
bo 又 錫 蘭佛足 山の 佛 足跡 は 佛の 錫蘭傳 道の 時 殘し給 ひ し 跡な り ど 
し 今日 尙巡 鱧の 信者 その 數を 知らす。 

3.  か く 一方に 純理 的に 佛 身の 考案 を 進む るビ 共に 他方に は 遺物 
遺跡の^ 拜 起!） しが、 滅 後の 遺 弟は猶 此れに 依って 満足せ や、 又 稍 
ど も すれば 不振に 陷 らん^す る 佛敎の 前途に 對し、 その 正 法の 久住 
を 欲する の 餘!） 、佛陀 の 出現 を 未 求に 要望す るに 至れ!)。 而 して 一 
度 入 涅槃せ し 佛陀は こ の 世に 絕對に 出る こビ なき は佛 敎本來 の敎理 
なれば、 この 要望 は 自然 未 來他佛 出現の 希望 どなり 彌勒 出現 說を生 
むに 至れり。 彌勒 菩薩の こど は 巴 利 D.  26 に 人 壽八萬 歳の 時 Benares 
の 鷄頭城 (Ketumati 城） に 出現す ど あ り 、 佛の 自說か 若しく は佛 時代 
の 思想の 如 く 思 は る、 節な き に 非れ ざ も 、 滅後 佛陀追 思の 情よ り 自 
然に 生れし もの ど 見る を 妥當^ すべし 不幸に して 吾人 は 殆んざ 巴 利 
原典に 彌勒 佛に關 する 記事 を 有せざる が 故に 何れな り ビ 確定す る 程 
度に 達せす、。 

之 を 要す る に、 佛徒 は佛陀 在世中よ b 旣に 佛陀の 背景 ど なる 過 境 
的 實在を 認め 初めつ、 あ b しが 滅後 この 追 思の 情よ ！) 次第に この 實 
在の 認識 を 強め 深む る ど 共に一 方に 於て は 遺物 遺跡 等の 具體 的崇拜 
に 追慕の 情 を 慰め 、 未 來佛の 出現の 希望 に 佛法久 住の 信 を 置 きたる 
もの^ 曰 ふ を 得べ し。 
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活 生の 前 家出 


が 聞 C 是、 一 時^、 遊 P 衞 國； 在；； 勝 林^ 孤獨 園； 爾時 世 奪、 吿 1 比丘； 自我 昔日 出家 學道爲 

從優遊 從容閑 樂極柔 輭來、 我 在- 1 父 王 悅，， 頭 檀家 一時， 爲^ 造-作 種々 宮殿 ハ春殿 夏 殿 及以冬 

殿爲， 一 我 好 遊戯 1 故。 

復 造， 一種 々若于 華 池；^ 蓮 華 池. 紅蓮 華 池、 赤 蓮 華 池. 白蓮 華 池. 於& 池 中- 殖ー 一種 々水 華 脊 a 

華 紅蓮 華 赤 蓮華 白蓮 華、 常 水 常 華、 使-人 守 護 (不& 一  切ハ爲 "我 好 遊 戯- 故。 

於-其 池 岸 一 殖， 一種々 陸 I 修摩那 華 婆 師華瞻 蔔華修 徤提華 縻頭徤 提華阿 提牟多 華波羅 

頭華爲 - 我 好 遊戯 故 1。 

而 使 „ー四 人 沐， 1 浴 於馭、 沐^ 我-巳、 赤 栴檀香 用 塗-我 身 一香 塗レ身 巳、 著-新 繒衣； 上下 內外 表裏 皆 

新、 晝 夜 常 以-辙 蓋, 覆， 我 、莫^ 1 一太 子 夜 爲 レ露 所レ沾 晝 爲、 所^。 

如， 一 常 他家- 蠭鑛麥 飯 豆羹薑 茱爲- 第 一 食； 如， 是我 父悅頭 檀家 最下。 使 人 粳粮餚 饌爲- 第 一 

食 一 復次若 有-野 田 禽獸； 最美 禽く獸 提帝邏 S 吒、 劫 賓闍邏 、奚米 何 犁泥奢 施羅米 如是 野 田 

禽獸 最美禽 獸、 常 爲レ我 設 - 如 是 之 食" 

我 憶、 昔 時、 父 悅頭 檀家 於 一 一 夏 四 月； 昇-正 殿 上； 無レ 有-男 子-唯 有-一女 妓-而 自娛樂 、初 不⑩ 下 一 我 ぎ 

出 至 ーー園 觀 一之 時、 一ー 一十 名騎 揀， 一 選 上乘 一き 薄 前後 侍從導 引。 況 復 其 餘。 我 ^是 如 意 足ー此 最 a 

輭。  ) 

あ 復憶昔 時 、看-田 作 人 止， 一息 田 上； 往 ，1詣" 閻 浮樹 下-結 跏趺坐 離^ 離-悪 不善 之 法 一有 费有觀 
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( 1 )  『中 阿 含經』 第二 十九 柔輭經 （昃六 39) 同 本 Anguttara  Nikaya 
III.  38  Sukhumala. 

(2)  六 成就 1 信 成就 (如是） 2 聞 成就 (我 聞） 3 時 成就 (一時） 
4 生成 就 (佛） 5 處 成就 (舍衞 國勝林 給孤獨 園） 6 衆 成就 (諸 比丘） 

(3)  佛 Buddha 佛陀、 覺者。 
( 4  ) 舍衞國 Savatthi. 

( 5  ) 勝 林 Jetavana. 

(6) 給 孤獨園 Anathapi^ikassSmma. 給 孤獨 長者 建立の 精舍 
( 7  ) 悅頭檀 王 Suddhodana. 淨飯王 

(8  ) 靑 蓮華 Uppala. 紅蓮 華 （黄） Paduma. 赤邋華 Kumuda. 
白蓮 蓥 Pupdarlka. 

(9)  須摩那 華 SumarH 婆師華 Vassik^  (雨 時 華ど譯 す） 膽荀華 
Campaka. 修據提 華 Sugandhika. 摩 頭 徤提華 Madhugandhika. 
阿 提牟多 華 Atimuttaka. 波羅頭 （賴？ ） 華 Patala. 

(10)  提帝邏 g、 吒 Dhatarattha 鵞の 一種 劫 賓閣羅 Kapifijala 雉 
何， 泥 ？  Kari が 乳牛 奢施羅 ？  Saddma 豹 

(11)  閻浮樹 Jambu. 


離 生喜樂 得-初 禪 成 就 遊 一 我 作 11是 念 ( 不多聞 愚痴 凡夫 自 有-病 法 1 不 ^離11 於 病 他 人 病. 情 0 

薄 賤 不 レ愛 不き 不 1 觀&。 我 復 作- 是 念； 我 自 有， 一 病 法, 不， 離， 1 於 病； 若 我 見， 一 他 病 一 而 惽惡薄 踐不， 

愛 不， 喜 者 我 不， 宜， 然" 我 亦 有-一 是 法 1 故、 如 觀レ已 因芣 病 一 起-一貢 高 一 者 卽便 自滅。 我復 作 1; 是 念 1 不 

多 聞 愚痴 凡夫 自 有 n 老 法 1 不， 一 離 於 老 1 見- 1 他 人 老 - 愴 惡薄賤 不レ愛 不レ喜 不 11 觀  >已 。我 復 作 i-是 念ハ 

我 自 有- 老 法, 不， 離， 1 於 老； 若 我 見 -1 他 老 一 而 愴 惡薄賤 不， 愛 不， 喜 者、 我 不， 宜レ然 • 我 亦 有 - 是 法-故。 如 

是 觀， 巳 若， 因 - 少 壯 1 起， 1 貢 高 1 者 卽便自 滅。 (我 復 作 - 是 ，念 ；不 多 聞 愚痴 凡 夫、 自 有-死 法 - 不難ー 一 於 死； 

見， 1 他 人 死 - 憎 惡薄賤 不& 不 J 吾 不 - 自 觀 。我 復 作 ,1 是 念 1 我 自 有 - 一死 法 1 不レ離 n 於 死； 若 我 昆 -I 他 死 1 

而惽 惡薄賤 不， 愛 不 J 吾 者 我 不， 宜， 然、 我 亦 有 - 是 法 一 故。 如 是 觀 レ已 若 因レ壽 起 - 貢 高-者 卽便 自滅)。 

不多聞 愚痴 凡夫 爲 ：i 不 病 1 貢 高 豪 貴 放 逸 • 因^ 生. 痴 不， 行 - 梵 行ー不 多 聞 愚痴 凡夫 爲-少 壯 1 買 

高 豪 貴 放 逸 因^ 生レ痴 不, 行 11 梵 行？ 不 多 聞 愚痴 凡夫 爲. 壽 貢 高 豪 貴 放逸 因レ欲 生レ痴 不レ行 - 梵 

行？ 於 ，是 世 尊 卽說， 頌曰 

病 法老法 乃 死 C 法 如， 法自有 凡夫 見惡 若 我惽惡 不 i 度 11此 法- 

我 不&, 然 亦 有 1 法 1 彼 如 ，是 行 知， 1 法 離 生- 無病 少壯 爲， 壽貢高 

斷， 一 諸 貢 高 1 見，, 無欲 安 一 彼 如， 是覺 無， 怖 - 於 欲 1 得， 無 ％レ 想 行- 淨梵 行- 

佛說 如^ 彼 諸 比丘 聞 Is 所 說 1 歡 喜 奉 行。 
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( 1 ) 三懾 Tay0— ma(M 1 無病 買 高 —— 健康の 懾 

2 少壯貢 高 一 青春の 懾 
3 壽貢 高 一 生存の 懾 


道 求 家出 


の 我 聞 如 i 是、 一 時 佛 遊-一 舍 衞 國； 在-於" 東 園 鹿 子 母堂 1 爾 時世 尊 M 於 a 時 -從^ ^起 堂 J 來下 

吿-尊 者 阿 難 1 我 今 共 k 至，； 阿 夷羅婆 提 河 一 浴。^ 者 阿難 白 曰 唯然。 尊者 阿難 勢 持 戸 > 鑰-遍 P 

諸屋- 而彷徉 見 ，ー諸 比丘 一 便 作 "是 1 賢 可 3 共 詣-梵 志羅摩 家； 諸 比丘 聞 已便共 往.」 詣 梵志 I 

摩 家? 

世 尊 將 ，奪 者 阿 雞； 往， 一 至 阿 夷 羅婆提 河-諮 衣 岸 ぶ 便 入 永 S 巳 還 出 拭 fe 著お。 

爾時 尊者 阿難 立-一世 尊 後 1 執 レ扇扇 レ佛。 於 レ是 尊者 阿難 叉 手 向 レ佛 白 曰、 世 尊 梵士羅 摩 家^お 

整頓 甚 可-愛 樂ー唯 願 世 尊 以& 悲 一 故 往-至 梵志羅 摩 家 一世 尊 爲-尊 者 阿難 默然而 受。 於 レ是 世 

尊將 * 者 阿難 一往， 至 梵士羅 摩 家 一 爾時梵 士羅摩 家 衆多 比丘 集坐說 法。 佛 住-門外-待 ft 比 

丘說法 訖竟？ 衆多 比丘 尋說 法訖 默然而 住。 世 尊 知 巳欽敲 お^ 比丘 聞卯往 開お。 

世 尊 便 人- 梵 士羅摩 家-於 & 丘 * 前-敷^ 而坐問 曰、 諸 比丘 向 說树 等^-何 事-故 集 坐 在 あ 

時 諸 比丘 答 曰、 世 尊 向 者 說法以 "此 法事-集 坐 在お。 世尊歡 曰、 善哉 善哉 比丘 集坐當 お-二 

事  1ー 曰 說法ニ 曰默然 「所以 者 何。 我亦爲 レ汝說 法。 諦聽諦 聽善思 あ 之 一時 諸 比丘 白 曰。 唯然 

當 ，1受レ 敎 聽？  力 

佛言 有， 二種 求； 一 曰聖 求、 二 曰非聖 求。 云 何 非 聖求有 二 實病法 求： 一 病 法： 實老法 死 法愁ぎ 

慼法 (求- 老法死 法 愁薆慼 法：) 實穢汗 法 求- 穢汗法 プ云何 實病法 求-病 法 一 云 何 病 法 耶。」 兒子兄 

弟是 S 法 也。 象 馬 牛 羊 奴婢 錢財 珍寳 米穀、 是 病害 法、 衆生 於 レ中觸 染貧著 懾慠受 入、 不-見 
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(1) 『中 阿 含經』 第五 十六 羅摩經 （厌七 '73) 间本 Majjhima  Nikaya 
No.   26.  Ariya  Pariyesana  Sutta  (聖 求經） 兩 仙人 訪問 修行の 事 は 
Majjhima  Nikaya  85 】k)d1iil く unrira  Sutta  (菩提 王子 經） に も 出づ。 

( 2  ) 朿園鹿 子 母堂 Pubbamma  Migaramatapasada. 舍衞 城外に あ り 

鹿 子 母毘舍 怯の 建立せ しもの。 
(3) 阿 夷 羅婆提 河 Aciravatt. 舍衞 城の 北側 を 流る 、河。 今 Naukhan 

ど！^ は-る c 
( 4  ) 梵志羅 摩 Rammaka  brahmana 

印度 四姓 1 婆羅門 B ほ hma9a  (僧） 2 剎帝利 Khattiya  (武士） 
3 毘舍 Vessa  (農 商） 4 首陀羅 Sudda  (賤 業者） 
i  5  )     Sannipatitanam  vo   BhikKhave  dvavam  karaniyam  dhammi  va 

katha,  ariyo  va  tumhlbhavo 比丘 等よ、 汝 等の 相 集まれる 時爲 すべ 

き 二つの 事 あり。 法の 話ど聖 なる 沈默 なり。 
(6) 巴 利 は 生 法 老法病 法 死 法 悲法穢 法 を 出せり。 


•iS 


^患； 不， 見-出 要- 而取 用， 之 。云 何 老法死 法 愁憂慼 法 穢汗法 耶兒子 兄弟 是穢汗 法 象 馬 牛 

羊 奴婢 錢財 珍寳 米穀 是穢法 害 法。 * 生 於ネ染 觸貪著 懾慠受 入木 莧-炎 患 一 不莧" 出 要 一而 

取 用， 之。 彼 人 欲， 求-無 病 無 上 安穩涅 盤； 得 11 無 病 無 上 安穩涅 搫者 終 無 -1是 處？ 是 謂-非 0  f 

云 何聖求 耶、 有 „, 一  作 & 念； 我 自實病 法 無 ，辜，求- 病 法； 我 自實老 法 死 法 愁憂慼 法穢汗 法、 I 

辜， 求-一 穢汗法 一 我 今 寧 可， 求-無病 無上 安 穩涅饕 求 k 老 無死 無愁憂 慼無穢 汗 無上 安 穩湼 

槃： 耶。 我 時 年少 童子 淸淨 靑髮 盛年、 年 二十 九、 爾時極 多-^ 戯ー莊 飾 遊 行、 我 於- 爾 時 一 父 A 啼 

哭諸親 不レ樂 、我 P 除 鬚 髮，^ ；袈 裟衣， 至 心 捨， 家 無 家 學 道. 護 1 一身 命 淸 淨 ま-口 意 命 淸 淨ー我 成 I 

就此戒 身- 已欲， 求， 1 無病 無上 安穩 涅槃 無老 無死 無 憂愁 慼無穢 汗 無上 安穩 涅槃 一 故 便き 

阿羅々 伽羅 摩 1 問 曰、 阿羅々 我 欲 ^>」汝 法-行 * 梵 行^ %レ爾 不。 阿 羅 々 答 曰、 賢 者 我 無- 不 可ハ 

汝欲， 行 便 行。 我復問 曰、 阿羅々 云何汝 此法自 知自覺 自作 證耶、 阿羅々 答レ我 曰、？ 度-  - 切 

識 處； 得-無 所有 處 成就 遊 ー我復 作 & 念； 不 fe 阿羅々 獨 有 11 ^信お 亦 有茈 信 (不 阿 《 々獨 

I 精 進， 我 亦 有， ー此 精 進； 不„但 阿羅々 獨 有- 此 慧： 我 亦 有- 1 此 慧ー阿 羅 々 於- 此 法 1 自知 自覺自 

作證我 欲 fells 法 一 故 便 獨-住 遠 離 塔- 安 靖 處ハ心 無-放 逸- 修 行 精 勤。 我 獨-住 遠 離 空 安靖 處-心 

無 放逸 修行 精勤 已 、不^ 得 =證 彼 法 ー證11 彼 法 1 巳、 復 往 -詣 阿羅々 伽羅 摩 所； 問 曰、 阿羅々 此法 

自 知自覺 自作 證、 謂 度， 二 切 無量 識處； 得， 一 無 所有 處 成就 遊 一耶。 彼 答レ我 曰、 賢者 我 是法自 知 

自覺 自作 證、 謂 度 n 無 量 識 處 1 得-無 所有 處 成就 遊？ 彼復 語レ我 曰、 賢 者 是 爲 T 如-我 作 證-汝 亦 然、 
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(1)  袈裟 衣 Kasaya 比丘の 衣服。 其 色 黄色な るよ！) 名け しも の 也。 

(2)  三業 1 身 業2  口 業 3 意 業 
(3  ) 阿羅々 伽羅 摩 A ほ ra      ほ ma  ' 

(4)  初禪 惡 不善の 法を捨 離し、 疎き 覺ど觀 の 心 作用 を 有し、 遠 離 
よ ！) 生す、 る樂に 浸た る定 

ニ釅 前の 疎き 覺觀の 作用 止み 心境 透徹し 集中し、^ より 生す' る 喜 

樂に 浸る 定 

三禪 前の 喜 を 離れ 捨 念に 住し 正 心 正 念に 身に 悅樂 溢る 、定 

四禪 其樂 も 離れ 苦 も 離れ 以前の 喜 憂一 切 を 離れ 苦樂 共に 無 き 淸淨 

なる 捨 念に 住する 定 
空 無邊處 
識 無邊^ 
無 所有 處 
非 想 非々 想處 

(5)  巴 利に は 信 Saddha 勸 Viriya 念 Sati 定 Samadhi 慧 Paima の 
五 根 を 出せ！ )。 
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如， i 汝此 法作證 i 我亦然 M 者汝 來共領 ii 此 C 是爲 I- 阿羅々 伽羅 摩師 處我與 同等 一 最上 恭敬 

最上 供養 最上 歡 喜。 我 復 作 _1 念； 此 法 不， 趣， 智、 不， 趣， 覺 不， 趣； 一 涅 襲 我 今 寧 可 fell 此 法 ^ 求& 

病 無上 安穩 涅槃 一 求， 無老 無死 無 愁薆慼 無穢汗 無上 安穩 涅槃： 我卽捨 -此法 1往& 鬱陀羅 

々摩 子 所-問 曰、 鬱 陀羅我 欲 T 於 - 汝 法 中 1 學 〔爲 ％^爾 不。 鬱陀羅 々摩 子 萝我 曰、 賢 者 我 無- 不 可 一 

汝欲， 學 便學』 我復問 曰、 鬱陀羅 汝羅摩 子、 自 知自覺 自作- 證 何等 法 一耶。 彼 答 レ我 曰、 賢者 度 = 一 

切 無 所有 處； 得 - 非 有 想 非 無想 處 成就 遊 一 賢者 我 父 羅摩自 知自覺 自作 S 謂 一お 法-也。 我 不- 

久, 證 I- 彼 法？ 復 往.」 鬱 陀羅々 摩 子 所 1 問 曰. 鬱陀羅 汝父羅 摩 是法自 知自覺 自作 S 謂 

切 無 所有 處； 得 ，非 有 想 非 無想 處 成就 遊， 耶。 彼 答， 我 曰。 如 11 我 父 羅摩此 法作證 1 汝亦 然。 如 "汝 

此法作 證， 我 父 亦 然。 賢 者 汝來共 領 一一 此 衆 一  我 復 作 1 念 K 法 不 不 il 不 き 澄 

槃ー我 今 寧 可， 捨-此 法- 更求， 無病 無老 無死 無 愁憂慼 無穢汗 無上 安穩 涅饕卽 往 _1 象 頂 山 南 

戀鞞羅 梵士村 一名 曰， ー斯 那； 於-彼 中 一地、 至 可-愛 樂； 山林 鬱茂尼 連 禪河淸 流 盈， 岸。 若 族 姓 子 欲 Z 

有， 學 者 可 - 於， 中 學 1 我 亦 當レ學 、我 今 寧 可 ，於 & 中 - 學 〔卽 便 持 章 往 -詣 覺 樹-到 已、 布卞 敷-尼 師 檀- 

結跏跌 坐、 不， 至， 得-漏 盡 1 要 不 fe, 坐 。救 求-一 無 病 無上 安穩涅 藥； 便 得-無 病 無上 安穩涅 ^^無 

老 無死 無 愁憂慼 無穢汗 無上 安穩； 得- 1 無老 無死 無 愁憂慼 無穢汗 無上 安穏 も-一知 ま見定 

« 品 法； 生 已盡、 梵行己 立 所作 巳 辨， 不 -I 更 i 知 - 如 眞 - 我 初 覺 - 無 上正盡 覺 一已。 
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( 1 )  鬱陀羅 々摩 子 Uddaka  Ramapulta 

(2)  「比丘 等よ 我 は 生 法に して 生 法の 禍を 知!）、 不生 無上の 安穩 涅槃 
を 求めて 不生 無上の 安穩 涅槃 を 得た り。 我 は 老病 死 悲穢の 法に して 
不老 不病 不死 無 悲無穢 の安穩 涅槃 を 求めて、 不老 不病 不死 無 悲無穢 
の安穩 涅槃 を 得た り に 我が 心 は解脫 し、 こ れは 我が 最後の 生に して、 
再び 生 有 を受く る 事な し」 ^の 不動の 智見 我れ に 生せ り」 o 
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行 苦 年 六 


②爾 | 菩 薩、 如 是觀察 專正思 惟、 坐 訖 合 b 以 相 拄、 舌 築 i 顎- 一 念 攝芯， 如 是 繫ぁ 劃一 伏 J 

意 ー以， 奮 舌 顎ー攝 心 繫念修 習 之 時 腋下 汗^。 更 復 重 發-勇 猛 精 進お 無" 所 著 一 不^ 不 S 住 一 寂 

.靜 心- 一 定不， 動 如是 最上 苦-身 意 口-悉皆 不動。 

是時復 作， 一 如是 念 言； 我 今 可 x-ー 不勸三 眛ー爾 時 菩薩 從 b 喘息 及 以鼻氣 悉皆 除滅。 ロ鼻滅 

已卽時 便 從爾 耳 孔 中-出- 大 風 《; 其 風 聲氣猶 如 蘇 在-犬 甕 裏- 榣" 攪 於 酪- 出， 大 昔 聲 (如 是 

如 是、 菩 薩 閉， 一 其 口 鼻 之 氣-不 fe お 時、 於 -兩 耳 孔 -出氳 氣 聲ー亦 復 如甚 。菩 薩 復 念、 我 今 巳 發" 精 

進 之 心， 無， 處-染 著； 捨 n 於 懈 怠 一 乃 至 如^ 最 上 苦行 最勝難 行。 重 復 思惟 我 可 入-一 不 勸三 歩 

爾時 菩薩 旣 寂- 定身及 口 意-巳 還 止-口 鼻 及 耳 喘息 二 切 皆杜。 旣ロ鼻 耳 悉寂定 巳、 內風壯 

大 不^お 故、 氣 街-於 頂， 譬 如， 勇健 最大 力 人 取-好 利 斧； 打 *棒 他 腦？ 如 是 如 是。 菩 薩 逸 其 口 鼻 

及 耳 ー閉， 氣不， 出 內風壯 故、 打腦之 聲亦復 如是。 菩薩 復念我 今已發 一精 進 之 心 一 無 染著 ー捨ュ 

^懈怠 - 乃至 如是 最上 苦行 最勝 苦行 思-惟 是 一己 卽便更 入 =不き 三き 

爾時 菩薩 從， 一口 鼻 耳 及 頂 一 喘息 一 切 皆停不 X ぷ其出 一 乃至 遮 止不レ 得お 故 內風强 盛 在- 兩肋 

間， 廻 轉皲 勸譬如 兒或屠 兒子善 解レ 殺^ 而 彼 屠 (兒奪 或 執-利 劍^ 捉^ 刀 ま W き き 或 

復破レ 肋 如是 如是 菩薩 乃至 內風强 故 兩肋間 轉穿破 之 聲亦復 如， 是。 思-惟 是-巳 乃至 更發 - 

精進 之 心, 最 勝 苦 行。 

K 今 還 入- 不 動 11 1 昧-爾 時 菩薩 從，： 口 鼻 耳 IP 氣 不， 出 內風强 故 旁 身 熱 惱 1 如蕞 大ニ壯 力 
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(1)  『佛本 行 集經』 ^二十 四。 二十 五。 （辰 八、 15  foil.) 

(2)  巴 利 『中 阿 含經』 第 八十 五、 菩提 童子 經 (こ 曰く  o「 王子よ、 力、 くて 私 は： の樣 (こ考 へす ：。 
齒ミ齒 な嚼み 合せ 上顎に 舌^ 引き付け、 心な 抑へ 押し付け 押し 伏せ やう S0 王子よ 私 はか 
く 齒ミ齒 ^嚼み 合せ 上顎に 舌^ 引き付け 心な 抑へ 付け 押しつけ 押し 伏せた が 兩脇 (こ 汗が 流 
れた o 例へ は' 力の 强ぃ 人が 弱い 人の 頭 か 屠^ 摑んで 抑い 付け 押 し 付け 柙 し 伏せ た （場合の） 
樣 【こ 齒ミ齒 も嚼み 合せ 上顎に 舌^ 引 き 付け 心な 抑へ 付け 押 し 付け 押 し 伏せて 兩脇 I こ 汗が 流 
れナ ：ゥ 然も 王子よ 私の 精進 〔の 心） は逡 がす、 私の 正 念 は亂れ す、 確か リ して 居た。 私の 莫體 
は 元 氣に滿 ち、 その 最上の 苦惱 によ リ 最上の 壓抑^ 意識して 勇み立って ねた。 

王子よ 又 私 は:： の樣 (：考 へす ：。 無 1、 定^ 隊め 樣ミ。 王子よ それで 私 は 口 さ 鼻から 出入す 
る 呼吸 4* 止めす: が、 呼吸 はロミ 鼻から 出る こさが 出來 ない ので、 耳から 出る 風の 音が 悽ま 
じい ものであった o 喩へは '鋇 冶の 鞴の 口から 悽 まじい 音な 立て 、出る 音の 樣 であつ す ：。 然 
も 王子よ 私の 精 近 （の 心 ）11 逡 かす、 私の 正 念 は 亂れす 確か リ してね お。 私の 身體は 元氣に 
滿ち、 その 最上の 苦惱に 依り 最上の 壓抑^ 意 譏して 勇み立って ねた。 

王子よ 又 私 (ェ この 樣 (二 考 へた。 私 は （猶） 無 息定な 修め やう ミ。 王子よ それで 私 は ロミ鼻 
ミ耳 から 出 人す る 呼吸^ 止めた が、 呼吸 は ロミ鼻 S 耳 さから 出る 事が 出来ない ので 烈しい 
風氯が 頭の 項邊^ 衝 いす :o  丁度 力の 强ぃ 人が 銳ぃ 刀の 尖で 頭の 項迻^ 衝き 攪す樣 であつ す :o 
然も 王子よ、 私の 精進 （の 心： Ml 逡 かす 私の 正 念 は 亂れす 確かり してね た。 私の 貞體 は元氣 
に滿 ち。 その 最上の 苦惱 (こ 依リ、 最上の 壓抑^ 意 譏して II み 立って 居た o 

王子よ 义私 はこの 樣 (ニ考 へた。 私 は （猶〕 無 1、 定^ 修め やう ミ。 王子よ それで 私 は ロミ鼻 
ミ 耳から 出 人す る 呼吸ん 止 めた が 呼吸 は 口 ミ鼻ミ 耳から 出る：： さが 出來 ない の で烈 し レ 、頭 
痛^ 起 した o 丁度 丈夫な 陶器の 破片で 頭 (こ 鉢卷^ しす: 樣 であつ ォ :o 然 も 王子よ 私の 精進 （の 
心） I ズ逡 かす' 私の 正 念 は亂れ す-確かり してね た。 私の 身 體は元 氣に滿 ちその 最上の 苦惱に 
よ リ 最上の 壓抑^ 意 譏して 勇み立って ねた。 

王子よ 又 私 は この 樣に考 へす ：。 私 は （猶) 無 息 定^ 修め やう ミ0 王子よ、 それで 私 はロミ 
鼻 ざ: If から 出 人す る 呼吸^ 止めた が、 呼吸 は 口 ミ鼻ミ 耳から 出る 事が 出來 ない ので、 烈し 
く  ^な 切 り 刺した o  丁度 巧みな 屠 牛 者 又 は 屠 牛 者の 弟^が 銳 利な 牛 割 き庖 刀で 腹^ 切 リ 割 
く 様であった。 然も 王子よ、 私の 精進 （の 心） は逡 かす、 私の 正 念 は亂れ す、 確かり してね 
1lo 私の 身體 lt^£ 氣 (： 滿ち 。その 最上の 苦惱 (： 依リ 最上の 壓抑^ 意覷 して 勇み立って 居プ ：。 

王子よ 又 私 は： の樣 (こ考 へす :o 私 は （猶） 無 1、 定^ 修め やう So 王子よ それで 私 は ロミ鼻 
ミ 耳から 出入す る 呼吸^ 止めす: が 呼吸 は ロミ鼻 ^ 耳から 出る 事が 出来ない ので 烈しい 熱^ 
お 體に 生じす :0  丁度 力の 搔ぃ 二人の 男が 一人の 弱い 男の 


Li 


士取， 二 弱 人, 各 執，, 一 臂： 將， 其 向， 一 彼 大 火 聚 上， 或 燔 或 炙， 如 是 如 是，菩 薩 以， 1 內 氣 不，， 出 故 身 受- 

熱 惱 1 亦 復 如， 是。 思 n 惟 是 一 已、 乃 S 發 ，1 精 進 之 心； 一 切 無^ f 已 捨 1 ー懶 怠 1 得 n 於 正 念 1 心 不 - 散 亂； 一 

切 寂 靜、 身 口 及 意 並 得-正 受 1 如是 勝 妙 最上 苦行。 

爾時 上界 有 3 諸 天來見 n 於 菩薩 如是 苦行 1 各 相 謂 曰、 今此悉 達大智 太子 已取 - 命 終 丽彼衆 

中 復更別 有 n 其 余 天子 一共 相 謂 曰、 此之悉 達 太子、 現今 其 命 未， 終 初 欲 レ取藎 、或 復更有 11 諸 天 

子 一 曰、 此之悉 達 大聖 太子 現 亦不， 死後 亦 不， 終。 何 以故、 此之 太子 是 阿羅漢。 凡 羅漢 者 有 - 如 

是 行； 不， 須 fei, 之。 爾 時 菩薩 在 n 彼 蘭 若 1 所 用心 處 作 11 苦 行 1 時、 卽 得 fell 於 最 大 苦 行 S 時 菩薩 坐 

所、 四 面 周 市 所有 隣 比、 聚 落 諸人 皆來 見 11 於 菩 薩 如是 苦 行； 作 - 如レ是 言： 此 沙門 旣 行 - 大 苦 行； 

是 故 立， 名 言 ，1 大 沙門 一大 沙門 名 起 ，1 於 彼 一 唱。 以 n 是 義-故 有 - 此 名 稱？ 

爾時 菩薩 復更 如， 是 思 惟。 世 間 或 有 n 沙 門 1 或 婆 羅 門、 制 n 限 食 1 故 而 建 - 立 行 一谷 守  >1淸 淨ー彼 等 或 

復 唯 食-於 麥； 或 食, 煮 麥, 或 食 n 麥 滑； 或 以， 麥 作， 一 種 々 諸 食-面 以 活 命。 如， 是 更復或 食 n 烏 麻-或 食 a 

粳 米； 或 食 11 小 豆-或 食 一 一大 豆； 乃 至 或 食 11 純 大豆 飯 1 或 大豆 汁或大 豆 屑， 或 以 一 一大 豆 1 作き 々 食-持 

用 活 命。 或 有- 沙 門 及婆羅 門； 斷， 1 1 切 食 1 建 n 立 淨 行 一 我 今 亦 可 T 斷， 1 一 切 食 1 而 行 * 苦 行： 菩 薩 如 レ是 

內 心 思 惟。 爾 時 彼處忽 有， 1 諸 天 隱， 身 不 V 現、 來 ，1 菩 薩 所 1 白 言 大聖 仁者 願 莫 T 如， 是 思-惟 此 念 1 欲 A 

得，， 1 全 斷 - 1 切 食 1 所 以 者 何， 仁 今 若 欲， 斷 n 一  切 食， 而 行， 苦 行^、 我 等 諸 天各將 1 二 切 天 味卞 來 

入^ 仁者 毛孔 之 中 1 而令 t 者 得 荐-活 命； 又復 仁者 不， 損. 眷 身？ 爾 時 菩 薩 聞 - 此 語 一 巳 如 思 


55 


(1) 腕な 捕へ て 燃 ゆる 炭^ (： 炙り 熱する 檬 であつ た。 然も 王子よ、 私の 精進 (の 心） は逡ま 

す'、 正 念 は 亂れす 確かり して 居た。 私の; i 體は元 氯に滿 ち、 その 最上の 苦惱 に依リ 最上の 
壓抑^ 意 譏し 飞 勇んで ねす :0 

時に 諸 天の 中には 私な 見て、 沙門 喬答摩 は 死んで 仕舞った さ 思った 者 もあった O 又 或 者 

は 沙門 喬答摩 は 死んで 仕舞 11： ぜぬが 艫て 死ぬ であらう さ 思った。 又 或 者 は 沙門 喬答摩 は 死 

んで 仕舞った ので もない o 又 死にむ しない。 沙門 喬答摩 は 阿羅漢で ある o 阿羅漢の 生活 ミ 
いふ もの は： う 云 ふ ものである ミ 考 へて ね 1:。 

王子よ 又 私 はこの 檬： 考 へた。 今度 は 全然 斷 食^し やう ミ o 王子よ 其 時 諸 天 は 私に 近付 
き 「斷 食し 袷 ふ 勿れ o 若し さ うなされ は' 我々 は 天漿み 持ち 来って 卿の 毛孔から 注さ' 入れて 
卿の 生命な 支へ ます」 ミ曰 つす ：。 其の 時 私 は 思 ふに は、 「私 は總 ての 苦行な なさ う ミ （心に） 

約した。 然るに 若し 諸 天が 天 漿^ 持ち 来って 乇孔 から 注さ' 入れて 私の 生命^ 支へ るなら は' 
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効 無 行 苦 


惟。 我 今 旣 P1 一 切 A 曰、 我 全 不レ瞰 一一 一切 諸 食 一而 今 諸天自 隱 一一 其 身 1將ー1天 味 1 來、 入 - 我 毛 孔ー令 n 我 

活命？ 此則是 我 最大 妄 語 誑-惑 一 切 一如 レ是 念 已、 告-彼 天- 曰、 汝等諸 天 雖 ％1ー此 心- 是 事 不レ然 。爾 

時 菩薩 斷， 一 彼 諸 天 如是 意- 已曰別 止 釜 二 粒 烏 麻： 或 一 粳米 小豆 大豆 綠豆 赤豆大 麥小麥 

如， 是曰々 各 別 一 粒。  身 體羸瘦 喘息 甚弱如 X 九十 衰朽 老公 1 全 無 -I 氣カ 1 手 脚不レ 

隨 如是 如是. 菩薩 支 節 連 骸亦然 。菩薩 如， 斯 減， 一 少食 飮 1 精勤 苦行、 身體 皮膚 皆 悉皺鈹 。譬如 V 

苦 瓠 未 n 好 成 熟； 割 1 ま 其 藉 1 置 1ー 於 曰 中-被， 炙 萎 黄 其 色 似^ 肌枯皮 皺片々 自離 如 fe 頭 骨： 菩 

薩旣以 11 少進食 故 1 故 其 兩眼晴 深遠 陷入、 猶 3 井底 水 望-見 星宿？  時 彼 聚落 所有 羊 子牛 

子馬 子 行 11 於 彼 秫 1 見 11 於 菩 薩 如是 苦 行 1 見 已， 各 生 -I 大 歡 喜 1 發 11 希 有 心： 恒 常 承 - 事 供 = 養 菩 薩ー 

****** 

5 菩薩 復 作-如 是 思 惟 - 念 言、 若 有， 一 沙 門 及婆羅 門 - 過 去 世 時 求 -I 自 利 1 故 受 ，1 於 大 苦？ 或 心 不- 

喜 或復身 心 悉 皆 不％  、如^ 所 x 受 彼 諸 沙門 及 婆羅門 不， 過 - 此 苦？ 如 ，我 今 求 11 利 益 1 故 今 受- 

於 此身及 心 不喜等 苦 一若 復來世 有-諸 沙門 及 婆羅門 一 爲， 一 自利 一 故 所， 受身 心 一 切 苦 時不， 過 - 

於 此 一如， 我 今 求， 1 利 季故 身 心 受， 苦。 唯 未 fen 得 上人 之 法？ 未， 得 _1 知 見 1 未， 證，1 增 益？ 更 復 何道而 

取 ,1 菩 i 薩更又 如是 思 惟、 我 念 昔 在 -I 父 王 宫 內； &作 田 1 時、 値 1ー 一 凉冷 閻浮樹 蔭： 我 見， 彼 已 

坐, 1 彼 蔭 下； 捨離 n 一  切 諸欲染 心； 厭 n 薄 1 切 不善 之 法； 起 - 分別心 1 樂 11 於寂定 一而 生 n 喜樂； 證 ii 得 初 

i 今 S 念 一一 彼 禪 定 1 此 路 應き菩 提之道 1  爾時 菩薩 作 n 是 i 之 樂者唯 遠き 
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(1)  佛本 行集經 (辰 八 け8) 

(2)  それ は 私の 妄語になる」 そ こで 私 は 諸 天の 請な. 斥けて、 「其の 必要がない」 さ 曰った。 
王子よ か く て 私 は ： の樣 (こ考 へす :o 「私 はほんの 少 しづ 、 豆の 汁か扁 豆の 汁 か山黎 豆の 汁 

力、 豌豆の 汁か^— ロづ、 食べ 漾」 ミ。 王子よ、 私 は その 樣 (こ 實 行して^ 體は 非常 (こ 瘦ぜて 
來ォ ：。 私の 手足 は そ の爲に 丁度 切って 捨て られて 枯れす: 葦の 樣 (こ 瘦ぜ 私の 臀は そ の爲 (こ駱 
駄の 足の 樣に細 リ 、 私の 背骨 は そ のために 編んだ 繩の樣 に 見ね、 肋骨 は そ の爲に 丁度 こ は 
れ腐 ちた 古家の 垂木の 樣に突 担して ねす :o 又 瞳 は そのために 眼の 中に 深 く^ち 凹んで、 丁 
度 深い 井戸の 中 (こ 宿った 星の 樣に見 わす :o 又 頭の 皮膚 は 丁度 未熟の 苦 瓠が風 熱に 晒されて 

腐ち 萎れた 樣 (こ 腐ち 皺ぐ でね た。 王子よ 私 は 腹の 皮^ 摩すら う ミ して、 背骨^ 摑み、 背骨 

あ 摩すら ぅミ して、 腹の 皮^ 摑む： ミが 出來た 0 それ 程に、 その 苦行の 爲 (： 腹の 皮ミ 背骨 

がーつ (： ひつ 付いて ねた。 王子よ 又 私 は 大小便^ しゃ'） ^ してよ ろめいて 其 場:： 倒れ 身體 

^清々 しく させ 樣 S 思って 水な つけれ は' 极の 腐った 毛が 貞體 から 離れ 落ちた 0 王子よ 私^ 

見て 或 者 は 沙門 喬答 摩は黑 いさ 云 ひ 或 者 11 沙門 喬答摩 は薄黑 いさ 云 ひ 或 者 は 沙門 喬答 摩の 
膚 は薄靑 いさ 曰つ す :o 王子よ それ迄 淸淨 であつ ナ: 私の 皮膚の 色 は 仝く その 爲 (こ 亡せ て 仕舞 

つたので めった o 

王子よ 斯くて 私 はこの 樣に考 へす :o  「過去の 如何なる 沙門 婆羅門が 烈しい 厳しい 銳どぃ 苦 
受^ 受けた さしても、 これ は 最上で ある o これより 上の 苦受 はない 。又 未来の 如何なる 沙 
婆羅門が 烈しい 嚴 しい 銳ビぃ 苦受な 受ける （こしても これ は 最上で ある O これより 上の 苦 
受 はない o 又^ 今の 如何なる 沙門 婆羅門が 烈 しい 厳しい 銳 さい 苦受な 受けて ねる （こして 
も、 これ は 最上で める これよ リ 上の 苦受は ない o 然も 私 はこの 酷烈な 苦行 (こ 依って 猶 超人 

の 法、 充分に 聖 なろ 智見 (： 達しない 。或は 別に 菩提に 達する 道が あるので はない か」 さ。 

王子よ 其の 時 私 はこの 樣に 思った 0  「私 は 父の 釋迦 王が 耕 田の 時に 凉 しい 閻浮澍 下に 坐し 

て 欲 不善の 法^ 離れ 遠 離よ り 生す' ろ樂^ 味 はふ 初禪に 住して 居た 事^ 覺^ てね ろ。 或 (ま此 
か '菩提に 達する 道で なから う かミ。 力、 くて 私 は 正 念に 思惟して 此が 菩提に 達すろ 道で ある 

ふ 見 f5?4» 生じた 0 王子よ 又 私 はこの 樣に考 へた 0 私 は欲ミ 不善 S な 離れた 安樂^ 恐る 

べきで あらう 力 'o 否、 欲さ 不善 ミの 混じて ない 安樂 は 恐るべきで はない 0 
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欲 及 不善 法； 我 今 豈 可， 不， 知-彼 樂； 我 今 乃 可 fe- 彼 樂ー故 爲 欲 k= 就 一 切 知 見ー菩 薩更復 如 墓 

ひ 思 惟. 我 欲 ，成，1 就 知 見 樂 1 者 應棒， 生， 樂 但 我羸瘦 無 ％ -氣 力 1 可お-身 痩 無 力-故 能 得 *彼 樂^ 

今 可， 爲レ身 求レカ 故而食 食，  # 時 軍將斯 那耶那 婆羅門 家 有-於 二 女 二 名 難 陀- 

3 一 一  名き 羅 1( 隋言)  將 -1 於 家常 所有 之 食 及油酥 等 Mil 於 菩 薩 苦行 之 處 1 到 已 頂- 

F 於 菩 薩 足- 將， 1 所， 賫 食 1 奉-上 菩 薩 1  是 時 有-二 牧羊 之 子 (異於 菩 薩 以" 苦 行 一 故 身 大 

® 損； 彼 羊 子 見， 害 薩 如是 大 精勤 苦； 向- 1 於 菩 薩 1 心 生- 歡 喜ー卽 便 長 跪 白- 菩 薩 (大聖 尊者 我 4 

意欲， 承， 事 尊者 1 供養 尊重 (未 * 尊者 納受 乎不。 菩薩 報 言 若 知 fe 汝欲^ ^作 如是 果辨。 時 彼 

羊子卽 爲-菩 薩 1 塗-一摩 身 體 1 將-羊 乳 汁 1 奉 i 菩 薩ー以 用 爲 k 。又 爲-菩 薩ー 折-尼 拘陀 大樹 之 枝 

な 也 上 一作 一一 於 蔭 魂 時 彼 所， 折 尼拘陀 枝、 因 一一 以 菩薩 威祌 カー 故 卽 從， 地 生、 更 著 一一 松 柯葉花 子； 皆 

悉 具 足。 時 人 見， 之 喚-彼 樹； 爲-羊 チ所， 種 尼拘陀 樹ー爾 時 菩薩 食義 食 一時 彼 五 仙人 共 相 謂 言、 

悉達 太子 今 巳 失 n 禪 復其本 性 一 何 況 不-失 於 持 戒- 也。 此 今 成 -是 懈怠 之 人 ー不レ 得-寂 定-心 き 慎 

I 等 如， 是 平 量 訖 巳 、於- 菩 薩 邊-生 n 疲 倦 心 誹謗 之 心^-離 菩 薩寵 別 他行 漸 至-向 於波羅 

擦國, 入, 鹿 野 園 1 而 修 1 一 禪定ー 

！！ー  於 是時 一 而彼善 生 村 主 之 女 從-- 初 始 見- 菩 薩 一巳 來 至-於 彼 日- 爲 "菩 薩 一作お i 熟食 並 及 器 

皿 一  爾時 菩薩 六 年旣滿 至 一 一春 二月 十六 曰 一時. 內心自 作-如 是 思 惟一 我 今 不ま將 ま 

是食 一食 已而證 ，阿耨 多羅 三藐三 菩提： 我 今更 從-何 誰邊^ "美 好 之 食 ft 能與教  
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(1) それに こんなに ひどく 瘦ぜ衰 へた 具體 では その 安樂に 達する 事 は^ 易で ない。 私ば 寧 
ろ赏質 ある 飯の 粥^ 食べ 樣さ。 カぺて 王子よ 私 は その 實質 もる 飯の 粥^ 食べた。 處が 其の 
時 迄 沙門 喬答 攣, ゲ法^ 體 得すれば それ^ 我々 （こ說 さ 示す であらう ミ 思って 私 (こ隨 侍して ね 
ブ: 五 人の 比丘 は 「沙門 喬答摩 It 赘澤漢 である o 赘澤^ する 爲 (： 精進^ 拾て 離れた」 ミ 曰って 
私な 捨て 、去って 仕舞った o 

( 2  ) 佛本行 集經第 二十 五 (辰 A  • 19) 

(3 ノ  At  that  time,  in  the  solitude  ot  Uruvela,  tnere  lived  in  a  village 
a  rich  man,  named  Sena.  He  had  a  daughter  named  SujaUi  having1 
attaind  the  years  of  puberty,  she  repaired  to  a  place  where  there  was 
a  Banyan  tree,  and  made  the  following  prayer  to  the  divine  guardian 
of  the  place  ：  ―  "  If  I  marry  a  husband  that  will  prove  a  suitable 
match,  and  the  first  fruit  of  our  union  be  a  male  child, 1 will  spend 
annuary  in  arms  deeds  100,  000  pieces 〇f  silver,  and  make  offering  at 
this  spot."  Her  prayer  was  heard,  and  its  twofold  object  granted. 
When  Bodhisattva  had  ended  the  six  years  of  his  fasting  and  mortifi- 
cation, on  the  full  moon  day  of  the  month  Vesakha,  Sujata  was 
preparing  to  make  her  grateful  offering  to  the  deva  of  the  Place. 
She  had  been  keeping  one  thousand  cows  in  a  place  abounding  with 
sweet  vines  ；  the  milk  of  those  thounsand  was  given  to  five  hundred 

cows  ；  and  that  sixteen  cows  fed  eight  others  with  their  milk. 

So  these  eight  cows  gave  a  milk,  rich,  sweet  and  flavoured  beyond 
all  description.On  the  day  of  the  full  moon  of  Ve-akha,  Sujata  rose 

at  an  early  hour  to  make  ready  her  offering.   She  took  the 

milk  and  poured  it  into  a large  caldron,  set  on  the  fire  which  she  had 
herself  kindled.  The  milk  began  to  boil ； bub  Dies  formed  on  the  surface 
of  the  liquid,  turned  on  the  right  and  sunk  in,  not  a  single  drop 
being  spilt  out  ；  no  smoke  arose  from  the  fireplace.  Four  kings 
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彼 善 生 村 主 之 女集& 一  千 狞 牛 一而， 乳 取 轉更將 飲-五 百獰 牛- 更別 曰き 此五百 牛 翻お 

乳將 飲-於 二百 五十 猙牛 1 曰攀あ 二百 五十 稃牛之 乳 M 更 飲-百 二十 五牛 g 曰 P 此ー 

百 二十 五^牛 乳；飮ーー 六 十 牛 一 後日 面 六 十 牛 i 一一 一十 牛 一 後 曰 I 三十 牛 乳ー飮ー 一十 五 ± 

後日 攀， ー此 十五 牛乳 P 於 一 分 淨好凝 米； 煮 i 乳 糜冗時 現 i 々相 ー或復 出-於 滿 花瓶 相ハ或 

見-功 德可水 淵 相； 或 時 現， 一 於 萬 字 之 相； 或 現-一功 德千輻 輪 S 或復現 T 出 乳 靡 向上 涌 沸 上 至- 

半 多羅 樹- 須臾 還 下： 或 現-乳 靡 向上、 高 一 多羅 樹訖巳 還 下 一 或 現-山 高 一 丈夫 狀 M 入-彼 器 一 

無， 有ニ谛 離-於 彼 器 一而 落 處：  菩薩 至 尼 連 河岸 於 彼 水中 旣操洛 巳，  

坐^ 女 奉献 之筌 提； 取-彼 善 生 村 主 之 女 所 乳 糜- 如^ 飽 食、 悉 皆 淨 盡 。以& 鉢 器, 鄭 S 

中 一 從， 坐 而起、 安 庠漸向 n 菩提樹 一 

W 爾時 菩薩 降-伏 魔 怨； 減-其 毒 剌 1 建-立 法 幢ー初 離-欲 惡-有 覺有觀 離 生喜樂 入-初 興內 靜- 一  心" 

滅-覺 觀ー定 生 喜 樂 入 一一 第 一 一 禪 i  ■ 人 I 於 捨 一有 念 有 想 身 I 入 一一 第 コ  一 i 憂 喜 一 ま 

苦 樂 一念 淸 淨 入-第 四 g 爾 時 菩薩 住-於 正 定 (其 心 淸 白、 光 明 無 レ染、 離隐 煩 ^柔 輭 調和 無^" 

搖動 初夜 分-得， 智^ 明 攝-持 一 心 1 獲 - 天眼 航 菩薩 卽以- 天 P 觀き 一 切 衆生 死 レ此生 レ彼 好 

色 惡色勝 劣 貴賤 隨^ 而 往皆悉 了知。 是諸 衆生 緣 ，身 語意 造-諸 惡 業- P 誇 聖人 一 邪見 業お 

身 壤命終 便 生 * 惡趣^ 薩復觀 見 諸 衆生 緣 T 身 語意 造 fe 善業-正 見 業 &身壤 命 終 便 生-天 
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( 1 )  of  Devas  m  atched  about  while  the  caldron  was  boiling  ；  the  great 
Brahma  kept  open  an  umbrella  over  it  ；  a  Sakka  brought  feul  and 
fed  the  fire.  Other  Devas,  hy  their  Supernatural  power,  infused  honey 
into  the  milk,  and  communicated  thereto  a  flavour,  such  as  the  like 
is  not  to  be  found  in  the  abode  of  men.  On  this  occasion  alone,  and 
on  the  day  Bodhisattva  entered  the  state  of  Nibbana,  the  Devas  infused 

honey  into  his  food.  She  mistook  Bodhisattva  for  a  Deva 

and  offered  the  boiled  milk  with  a  golden  cup  The  legend  of 

Gautama  by  Bigandet.  vol. 1 p.p.  73-80.    Jataka  ！.  p.  68. 

(2)  方^ 大荘駭 ^第 九 (^四 "G) 

(3)  巴 利 中 阿舍第 八十 五菩投 王子 經、 （前^ 和譯馕 さ） 王子よ 私 は實質 ある 食事^して 欲/お 
離れ 不善 法な 離れ 覺ミ觀 さの 心の 作用 存し遠 離から 生す' る 喜樂^ 味 はふ 初禪に 入リ、 次に 
覺ミ觀 さ々 靜め 心が 透徹し 集中 し 覺も觀 もな く 定から 喜樂の 生す る ニ禪に 入リ鑌 いて 前の 
喜^  i 離れ 捡念 (こ 住し 正 心 正 念 I こ 賢聖の 所謂 捨； 2:1 こ 住す る 者 か 得る ミ いふ 樂 ^覺ゅ る 第三 
禪に 入り、 引き 績 いて 樂^ も 苦^も 前の 喜ミ 憂^も 總て 無く した 不苦不 樂捨念 正 心 淸淨の 
第四禪 (こ 入つ す、 力 *  くて 寂靜 にな リ淸淨 (こな リ 透明に なリ 欲^ 離れ 汚れな 去リ從 順にて 何 
時で も 役 (こ 立ち 堅固 (二て 何物 (こも 煩 はさる ゝ ；： ミ なさ 心^ 以て 過去 生の 事な 憶 ひ 初めた o 

さ う して 種々 の 前生 喩へ は' 一生 二 生  百 生 千生 多數 の成壤 劫の 生^ 何の 生に 於て は斯 

く 々々の 名で ぁリ、 斯く 々 々の 氏族 斯く 々々の 種 姓で ぁリ、 斯く 々々の 職業で 斯く 々々の 
苦樂^ 經驗 し斯く 々々の 壽 命であった 事 其の 處 から 死んで、 何の 處に 生れ 斯く 々々の 名で 
もリ 乃至 斯く 々々の 壽 命であった ： ミ^ 委 しく 細かい 處 まで 想 ひ 起し ォ ：。 王子よ 斯く て 私 
は 其の 夜の 初 分に 第一 明も體 得し 無明 は去リ 明^ 生じ 闇 は 破れて 光が 顥 はれす :0 熱心に 不 
徺に 精進 (： そ の 事 (： 止 住 した からで あ る。 
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偈道成 


ひ 上？ 於， 1 中 夜分 1 攝 11 持 一 心； 證-得 憶念 過去 宿命？ 無量 百 千 那由他 拘胝數 生、 乃至 成 劫 壤劫皆 

悉 意知。 一 々 住處、 若 名 若 姓、 若 色相 若 飲食、 若 苦 樂若受 生、 若 死沒、 所有 色相 住處 事業， 若 

自若 他 皆悉了 知。 菩 薩 作， ー是 念 言； 一切衆生 住， 1 於 生 老病 死 險惡趣 中 1 不 ，能， ー覺 悟一 云 何 ダ彼 

了、 生 老病 死 苦蘊邊 際： 作， 1 是 思 惟； 此 老病 死從， 何而 有、 卽時能 知、 因 レ生 故 有、 以 V？ 生 故 老 

病死 有。 如是 生者 復 因^ 有、 卽 時 能 知 因^ 故 有、 有 因 故 有、 取 因レ愛 故 有， 愛 因^ 故 有、 受 

因 故 有、 觸 因 i 一六 處 1 故 有、 六 處 因 1 一名 色 一 故 有、 名 色 因レ 識 故 有、 識 因レ行 故 有、 行 因-無 明-故 有。… 

…： …〜 復 更 思 惟、 因-何 無-故 老 死 無、 因， 一 何 滅 - 故老 死滅、 卽時能 知 無 明滅 故 卽行滅 行滅故 

卽識滅 、乃至 生滅 故卽老 死滅. 老死 減 故 卽憂悲 苦 惱滅。 復更 思惟、 此是 無明、 此是 無明 因、 

此是 無明 滅、 此 是 滅 一一 無 明 一道。 更 無 ま 余。 此 是 行、 此 是 行 因. 此 是 行 滅. 此 是 滅ぉ 道、 乃至 此是 

老死. 此是 老死. 因. 此 是老 死滅. 此. 是 滅，； 老死， 道。 此是憂 悲苦惱 如是 大苦蘊 生 乃至 滅 如是 

應， 知 此 是 苦、 此 是集此 是苦集 滅、 此 是 滅 1 苦 集 1 道、 應& 是 知蕃 薩 於-後 夜分 一 明星 出 時、 佛 世 

尊 調 御 丈夫 聖智 所 ，應， 知、 所&, 得、 所 ，應， 見 所 ，應 き 彼 一切 一念 相應 慧、 證 11 阿 耨 多羅 三藐三 

菩提 成-等 正覺 1 具 11 足 三 1 

♦  一  *  *  木  *  * 

< 生 死 無， 有， 量 往 來 無-端 緒- 求， 一 於 屋舍 1 者 數々 受-胞 胎 1 

afel 屋 1 更不， 造， 舍 梁 棧已壤 臺閻摧 折 心 巳 離レ行 中間 巳滅 
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(1) (次 (こ）： の寂靜 (こな リ淸淨 にな リ 透明に なリ 欲^ 離れ 汚れな 去リ從 順にて 何時 にても 
役に立ち 堅固 (： て 何物に も 煩 はさ る v  ：  2 なき 心に て 衆生の 生死^ 知る 事 (こつ ミ めた o 淸 
淨に して 人 眼^ 超越す る 天眼 (こて 衆生の 彼處 (こ 死して 此處 (こ 生れ 卑賤 镎貴 美醜 幸福 不幸の 
種々 の 差別 ぁリ 衆生が それ々 々の 業に 從 つてね るの な 見た o「 斯々 の 衆生 は 臭に 惡粱^ 具し 

口 (こ惡 行^ 具 し 心に 惡 行ん 具 して 聖者^ 誹謗 し 邪見 (こて 邪見 よ リ 生す' る 業^ 負 うて; i 解け 
て 死後 苦所惡 所無樂 所の 地獄に 生れ、 斯々 の 衆生 は; i 口 意 (：: 善行 も 具し 聖卷^ 誹謗せ す 正 
見な 有し 正 見から 生す' る 業に 依って 身 解けて 死後 善 趣天界 (こ 生れる」 ミ この 樣 (こ 人 眼 (こ 超 
越し た 淸淨 なる 天眼 (こて 衆生の 生死、 卑賤 尊贵 美醜 幸福 不幸 それぞれ 衆生の 業に 從 つて 差 
別 ある^ 見た。 王子よ、 私 は その 夜の 中分 (こ 第二 明 ^體 得し、 無明 は去リ 明^ 生じ 闇 は 破 

れて 光が 顯 はれす :0 熱心に 不撓'： 精進に-その 事 (： 止 住した からで わろ。 

次に： の寂靜 (： なり 何物に 煩 はさ る v  ニノな き 心^ 以て 漏の 滅盡の 智慧に っミ 

めた。 此は 苦な リミ 如實に 知リ、 此は 苦の 集な リ ミ如實 に 知 リ此は 苦の 滅なリ さ如實 (こ 知 
リ、 此は苦の滅の道也^如貨に知り、 此は 漏な リ ミ如實 (こ 知リ、 此は 漏の 集な り ミ如實 に 
知リ、 此は 漏の 滅也 ミ如實 (こ 知り、 此は 漏の 滅の遨 也 ミ如資 (こ 知った。 さう して かく 知り 
斯く 見る こさに 依って 心 は 欲 漏から 解 脫し有 漏から ほ? 脫し 無明 漏から 解脫 し、 斯く解 II： し 

て 解 脫 なした ミ云ふ 智覷が 生じた o 生は盡 きた、 梵行は 成就した。 なすべ さ 事 は 成し 終つ 
1：0 これが 最後の 生で、 此の 後 再び 生^ 受く る 事 はない さ。 王子よ 私 は その 夜の 後 分に 第 

三 明^ 體 得し、 無明 は 去り 明な 生じ 闇に 破れて 光が 顯 はれす ：。 熱心に-不撓に 精進に その 事 

に 止 住しす: からで あ； So 
( 2  ) 出 暱經第 二十 八 心意 品 (藏六 47) 

Looking  for  the  maker  of  this  tabernacle,  I  haa  to  run  through 
a  course  of  many  births,  as  long  as  ]  could  not  find  (him)  ；  painful 
was  birth  again  and  again. 

But  now,  maker  of  the  tabernacle,  thou  hast  been  seen  ；  thou  shall 
not  make  up  this  tabernacle  again.  All  thy  rafters  are  broken,  thy 
ridge-pole  is  sundered  ；  the  mind,  approaching  the  Eternal,  has 
attaind  to  the  extinction  of  all  desires.  Dhmmapada  vv. 153,  154. 
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養 供の 客賈ニ 


、爾 時世 尊 於， 一 彼 處 1 盡 11 一 切 漏-除 1ー 一 切 結 使； 卽 於 - 菩 提 樹 下-結 跏 跌 座、 七 曰 不 レ動 f 解 脫 樂ー爾 

時世 尊 過 一, 七 日 一已 從， 一 定 寧， 起、 於, 1 七 曰 中 1 未， 有， 所， 食。 時 有， 1 ニ賈客 兄弟 二人 二 名レ瓜 一 一 名 一】 優 波 

離蔣， 五 百乘車 載， 財 寳； 去, 一 菩 提 樹 1 不， 遠 而過 y 時 樹祌篤 信 11 於 佛 1 曾 與-此 一 一 賈 客 1 舊 知 識。 欲^^ 

彼 得 度 - 卽 往 n 至 賈 人 所 1 語 言。 汝 等 知不、 釋迦文 佛如來 等 正 覺、 於 - 七 曰 中 一 具 =足 諸 法 (於-七 日 

中-未， 有-一所 食； 汝 等 可ね-蜜 0i 如 來？ 令 k 等 長夜 得 ^益 安 穩此樂 ：爾時 兄弟 二人 P 樹 

祌 語-巳 歡 喜、 卽 持， 1 蜜 紗 1 往 - 詣 道 樹： 遙 見-如 來顏貌 1 殊異. 諸 根寂定 最上 調伏 如 調 象 無 ％ - 

卒 暴； 如^ 澄 靜 無 ％11 塵 穢 一見 已 發 1 ー歡 喜 i 如 來 所-前-至 佛 所 一頭 面 鱧 足 在 一一 一 面-立， 時 一 一 人 

白， 1 世 尊-言 "今 奉， 一 献 蜜 鈔 - 慈 愍 納 受。 時 世尊復 作-如 レ是 念 一 今 此 二人 奉- 献 蜜 鈔ー當 以-何 器？ 之 

復 作 & 言？ 過 去 諸佛如 來至眞 等正覺 以 1ー 何 物 1 ぎ 食。 諸 佛世尊 不-以 争 受蚤 也。 時 四天王 立 

在 n 左 右； 知， 1 佛 所 念； 往 至 - 四 方； 各 人 取 - 一  石 鉢 一 奉 - 上 世 尊？ 白 言 願 以^ 鉢 一 受 1ー 彼 賈人麪 蜜 一時 世 

尊 慈 愍故 卽 受 - 四 天 王 鉢 1 令スロ 爲 * 一 。受 - 彼 賈人耖 蜜 1 巳、 以 - 此 勸， 而 開-化 之 (卽 K 願 曰、 

所 fen 布施 1 者 必獲 - 其利義 1 若爲， 樂故施 後必得 一！ 安樂- 

汝等賈 人 今 可， 歸， 一依 佛， 歸& 法： 卽 受 _1 佛 敎- 言、 大 德 我 今 歸& 佛 -歸& 法ー是 i 婆 塞 中 最初 

受, 1 ニ歸依 1 是賈客 二人 爲音。 

(s  a 1 離 婆 那樹下 1 結 跏趺坐 思惟 不 .動 。遊 n 解 脫 三味 一 而自娛 樂  七 日後卽 詣= 文 

鳞對 文鳞水 文瞵龍 王宮； 到. 彼 巳 結跏趺 坐、 七 曰 思惟 不 fc, 遊 ュ解 脫三眛 一而 自娛樂 。爾時 七 一 


65 


(1) 四分捧 三十 一 （列 五 *3 右）  同 本 Mahrivagg:  Vinay  Text  I.  p.p.  144-152. 

At  that  time  the  Blessed  Buddha  dwelt  at  Uruvela,  on  the  bank  of  the  river  Nerafl- 
jara,  at  the  foot  of  the  Bodhi  tree,  just  after  he  had  become  Sambuddha.  And  the  Blessed 
One  sat  cross-legged  at  the  foot  of  the  Bodhi  tree  uninterrnptedly  during  seven  days,  en- 
joying the  bliss  of  emancipation. 

Then  the  Blessed  One  (at  the  end  of  these  seven  days)  during  the  first  watch  of  the 
night  fixed  his  mind  upon  the  Chain  of  Causation,  in  direct  and  in  revers  order  ：  From 
Ignorance  spring  the  Sankharas,  from  the  Sankharas  spring  Consciousness,  from  Conscious- 
ness spring  Name-and-Form,  from  Name— and- Form  sprinp-  the  Six  provinces  (of  the  six 
sences),  from  the  S ix  provinces  springs  Contact,  from  Contact  springs  Sensation,  from  Sen- 
sation springs  Thirst,  from  Thirst  springs  Attachment,  from  Attachment  springs  Existence, 
from  Existence  springs  Birth,  from  Birth  spring  old  Age  and  Death,  grief,  lamentation, 
sufferings,  dejection,  and  despair.  Such  is  the  origination  of  this  whole  mass  of  Suffering, 
Again,  by  the  destruction  of  Ignorance,  which  consists  in  the  complete  absence  of  lust, 
the  Sankharas  are  destroyed,  by  the  destruction  of  Sankharas,  Consciousness  are  destroyed, 

 by  the  destruction  of  Birth,  Old  Age  and  Death,  grief,  lamentation,  suffering, 

dejection  and  despair  are  destroyed.  Such  is  the  cessation  of  this  whole  mass  of  Suffering. 

Then  the  Blessed  One,  during  the  middle  watch  of  the  night,  and  also  durinp-  the 
third  watch  of  the  night,  fixed  his  mind  upon  the  Chain  of  Causation  in  the  same  way 
as  above. 

Then  the  Blessed  One  went  from  the  foot  of  the  Bodhi  tree  to  the  Ajapala  banyan 
tree  and  spent  seven  days  cross-legged,  at  the  tree,  then  went  to  the  Muchalinda  tree. 
And  when  he  had  reached  it  he  sat  cross-legged  at  the  foot  of  the  tree,  uninterruptedly 
during  seven  days,  enjoying  the  bliss  of  Emancipation. 

At  that  time  a  great  cloud  appeared  out  of  season,  rainy  weather,  storms  and  dark- 
ness. And  the  n"ga  (or  Serpent)  king  Muchalinda  came  out  from  his  abode,  and  seven 
times  encircled  the  body  of  the  Blessed  One  with  his  windings,  and  kept  extending  his 
large  hood  over  the  Blessed  One's  head,  thinking  to  himself  ：  May  no  coldness  (touch) 
the  Blessed  One  ！  May  no  heat  (touch)  the  Blessed  One  ！  May  no  vexation  by  gadflies 
and  gnats,  by  storms  and  sunheat  and  reptiles  (touch)  the  Blessed  One  ！ 

And  at  the  end  of  those  seven  days,  when  the  Naga  king  Muchalinda  saw  the  open, 
cloudless  sky,    he  loosened  his  windings  from  the  body  of  the  Blessed  One,    made  his 
own  appearance  disappear,  created  the  appearance  of  a  youth  and  stationed  himself  in 
front  of  the  Blessed  One. 
(2) 四 分 律 三十 一 （列 五 *G 左） . 
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す 護 庇 を佛王 籠驂文 


曰 天た 雨、 S 塞。 文 瞵 龍王 自 出-其 宮 一 以レ身 遶 "佛 頭 一 蔭- 佛 上丽 白^ 言 不レ寒 不^ 耶 。不- 爲レ風 驟 

日 PT 爲 ._1蚊 虻 1 所， 觸 嬈 お。 爾 時 七 曰 後 雨止淸 明。 還 解レ身 不.」 還 遶撫。 卽 化ュ作 一 年少 婆羅門- 

ぎ 如  來 前 一 合 掌 胡 跪 鱧& 來足？ 時世 尊 七 曰 後 從 1- 一一 一 S 卽 以 -此 ，而 讃 曰。 

離 k 歡 喜 樂 觀 き 法赤樂 世間 無 恚 樂 チ 嬈-」 於 衆 生 一 

世間 無欲 樂 越-度 於欲界 一 能 伏 我慢 心 此最 第一 樂 

爾 時文 瞵 龍王 前 白 レ佛 言。 我 所お 身 繞-如 來 頭-蔭， 如 來、、 但 恐-如 來身寒 熱風 躅曰曝 蚊 虻 

所 ，嬈. 以 ン是 故 遶 ：>  佛 身 頭 1 蔭、 上-耳。 佛 £ 王お 今 歸-依 佛 法 一 答 言 如 是。 我 今 歸-依 佛 法 g 謂 * 

畜生 中受，  一二 歸依 一 龍王 爲み首 

爾 時世 尊 遊， 1 文瞵 龍王 樹下 - 住 巳、 便 往， 1 詣阿踰 波 羅尼拘 律樹下 (到 巳 敷 "坐 具 一 結 柳跌坐 作- 

是 念 1 言、 我 今 巳 酵 s 法 (甚 深 難 難』、 永 寂 休息 微妙 最上。 智者 能 知 非 i 者 所 習 一 衆 生 異 

見 異 忍 異 欲 異 明、 侬 於 異 見， 樂ー於 « 窟ー衆 生、 以_1 樂， 一 於 機 窟ー故 於- 緣 起 法 1 甚深 難 。復 I 

深 難解 所； 滅， 1 諸 欲 一 愛 盡 涅槃 是處亦 難 莧故我 今 欲 fe 法- 餘 人 不^。 則 於& 唐勞疲 苦 耳。 爾 

時世 尊 說& 一 一  偈 一 非 一一 先 所 扉 未 11 曾 說ー 

我 成 逍極難 爲 ， 在 1ー 襍窟 1 說 貧恚 愚痴 者 不， 能 XII 此法 1 

逆流 回-生死 1 深 妙甚難 ，解 著 欲 無 - 所見 一 愚痴み 所レ覆 

爾存も 暴 作^ 思 惟一 巳、 默 然 而 不 fe, 法。 時 梵天王 遙 知-如 來 心中 之 所 念 一 巳 、念-世 間 大敗 ま 
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(1) 

And  the  Blessed  One,  perceiving  that,  on  this  occasion,  pronounced  this  solemn  utte- 
rance : Happy  is  the  solitude  of  him  who  is  full  of  joy,  who  has  learnt  the  Truth,  who 
sees  (the  Truth).  Happy  is  freedom  from  malice  in  this  world,  (self-)  restraint  to- 
words  all  beings  that  have  life.  Happy  is  freedom  from  lust  in  this  world,  getting  be- 
yond all  desires  ；  the  putting  away  of  that  pride  which  comes  from  the  thought  ；'  I  am  ！ ，， 
This  truly  is  the  highest  happiness  ！ " 

Then  the  Blessed  One,  at  the  end  of  those  seven  days,  arose  from  that  state  of  medi- 
tation, and  went  from  the  foot  of  the  Muchalinda  tree  to  the  Rajayatana  tree  ；  when  he 
had  reached  it,  he  sat  cross-legged  at  the  foot  of  the  Rajayatana  tree  uninterruptedly 
during  seven  days,  enjoying  the  bliss  of  emancipation. 

At  that  time  Tapussa  and  Bhallika,  two  merchants,  came  travelling  on  the  road  from 
Ukkala  (Orissa)  to  that  place.  Then  a  deity  who  had  been  (in  a  former  life)  a  blood 
relation  of  the  merchants  thus  spoke  to  the  merchants  ：  "  Here  m^-  noble  friends,  at 
the  foot  o£  the  Rajayatana  tree,  is  staying  the  Blessed  One,  who  has  just  become  Sam- 
buddha.  Go  and.  show  your  reverence  to  him,  by  offering  him  rice-cakes  and  lumps  o£ 
honey.  Long  will  this  be  to  you  for  a  good  and  for  a  blessing. ，， 

And  the  merchants  took  rice-cakes  and  lumps  of  honey,  and  went  to  the  place  where 
the  Blessed  One  was  ；  having  approached  him  and  respectfully  saluted  the  Blessed  One, 
they  stationed  themselves  near  him,  standing  near  him,  the  merchants  thus  addressed  the 
Blessed  One :  '  May,  O  Lord,  the  Blessed  One  accept  from  us  these  rice-cakes  and  lumps 
of  honey,  that  may  be  to  us  for  a  good  and  a  blessing  ！ 

Then  the  Blessed  One  thought  ：  '  The  Tathagatas  do  not  accept  food  with  their 
hands.  Now  with  what  shall I  accept  the  rice-cakes  and  lumps  of  honey  ？  ，  Then  the 
four  iMaharuja  gods,  understanding  by  the  power  of  their  minds  the  reflection  which  had 
arisen  in  the  mind  of  the  Blessed  One,  offered  to  the  Blessed  One,  from  the  four 
quarters  of  the  horison  four  bowls  made  of  stone,  saying  '  May,  O  Lord,  the  Blessed  One 
accept  herewith  the  rice-cakes  and  lumps  of  honey  ！ '  The  Blessed  One  did  so  and 
he  ate. 

And  Tapussa  and  Bhallika,  when  the  Buddha  had  cleanced  his  bowl  and  his  Iiands, 
bowed  down  in  reverence  at  the  Buddha's  feet  and  said  ：  4  We  take  our  refuge,  Lord, 
in  the  Buddha  and  in  the  Dhamma  ；  may  the  Buddha  receive  us  as  disciples  who,  from 
this  day  forth  while  our  life  lasts,  have  taken  their  refuge.  ，  These  were  the  first  in  the 
world  to  become  lay  disciples  of  the  Buddha  by  the  formula  which  contained  only  tlie 
dyad. 
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請 勸天梵 


、如 來今曰 P 此 妙法； 云 何默然 而 住 、分 一世 間 不，， 聞 耶、 時 梵 天 如， 1 力 士 屈 称 臂 一頃 從， 彼 而 來 到， 一 

如 來 前； 頭 面 禮 巳 在， 一 一 面^ 白 一一 世 尊 1 言， 唯 願 如來說 法， 唯 願 善逝說 法。 世間 衆生 亦 有 1 街 薄 

智慧 聰明 f 者？ 能 滅， 1 不 善 法 1 成， 一就 善 法 面 時世 尊 吿 n 梵 天 王； 如 是 如 是、 梵 王 如！ ー汝 0^s 

向 者 在-閑 靜處 1 而 生- 此 念 1 言。 我 今 巳 獲 法 一 此 法甚深 難^ 難， 解、 永 寂 休息 微妙 最 上、 賢 聖 

所， 知 非 一 一愚 者 所 習 1  我 今 欲 一一 說 法 一 余 人 不， 知、 則、 於， 我 唐 勞疲苦 耳。  是 故 梵 

天 我 默然而 不 fe, 法。 爾 時 梵天 俊 向， 佛， 言、 世 間 大敗 壤， 今如來 獲 正 法 1 云 何默然 不， 說 。令， 1 

世 間 不， 聞 耶。 願 唯 世 尊 時 演 11 正 法 一流 ，1 布 於 世 一世 間 亦 有 ，垢 薄 聰明 易& 者： 能 滅 ，1 不 善 法 1 成 ，1 就 

善 法, 爾時 梵天 說 一一 此 語 一已 復 0,0 言。 

摩 竭雜， ；垢穢 1 而 佛從， 中生 願 開 n 甘露 門 i 爲 1ー 衆生 1 說， 法 

爾 時世 尊、？ 梵 天 勸 請 一已、 卽 以， ー佛 眼 1 觀 ，1 察 世間 衆生 S 間 生 1 一世 間 一長 有 11 小 招 1 有， 一 多 垢一 利 根 鈍 

根 有， 易& 有難 ，度， 畏& 世 罪 一能 滅， 1 不 善 法 1 成 1 一就 善 法！ 猶 如 一 1 憂 鉢 池 鉢 頭 池 拘牟頭 池 分陀利 

池 憂 鉢 頭拘牟 頭分 陀利 華； 有 一一 初 出， 地 未お， 水 或 有 n 巳 出レ地 與， 水 齊； 或 有 1 一 出. 永 塵 水 不" 著。 如 

來亦復 如， 是。 以 n 佛 眼 1 觀， 一世 間 衆生； 世間 生， 1 世 間 一長 少 垢多 垢 利根 鈍根 、易， 度 難， 度 畏 ，1 後 世 罪： 

能 滅 n 不 善 法 1 戍 - 就 善 法 雨 時世 尊卽 與_ ー梵 天 1 而 說 11 此 偈ー 

梵天 我吿， 汝 今 開-甘露 門 一 諸 聞 者信受 ネ-爲 fe 故說 1 

梵天 微妙 法 牟尼 所得 法 
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(1) 四 分 律 三十 二 (列 五 *7) 以下 九十 3 瓦に 至る 總て Mahflvagga0 九十 三！ ^見よ 0 

Then  the  Blessed  One,  at  the  end  of  those  seven  days,  arose  from  that  state  of  medi- 
tation, and  went  from  the  foot  of  the  Rajlyatana  tree  to  the  Ajapala  banyan  tree.  Then 
in  the  mind  of  the  Buddha  who  was  alone,  the  following  thought  arose  ：  "  I  have  pe- 
netrated this  doctrine  which  is  profound  difficult  to  perceive  and  to  understand,  which 
brings  quietude  of  heart,  which  is  exalted,  which  is  unattainable  by  reasoning,  abstruse, 
intelligible  only  to  the  wise.  This  people,  on  the  other  hand,  is  given  to  desire  intent 
upon  desire,  delighting  in  desire.  To  this  people,  therefore,  the  law  of  causality  and  the 
chain  of  causation  will  be  a  matter  difficult  to  understand  ；  Now  if  I  proclaim  the  doc- 
trine, and  other  men  are  not  able  to  uderstand  my  preaching,  there  would  be  but  weari- 
ness and  annoyance  to  me.  And  then  the  following  stanzas,  unheard  before,  occurred  to 
the  Buddha ： 

" With  great  pains  have  I  acquired  it.  Enough  ！  why  should  I  now  proclaim  it  ？  This 
doc  orine  will  not  be  easy  to  beings  that  are  lost  in  and  hatred. 
Given  to  lust,  surrounded  with  thick  darkness,  they  will  not  see  what  is  repugnant 
to  their  mind,  abstruse,  profound,  defficult  to  perceive,  and  subtle. " 
When  the  Buddha  pondered  over  this  matter,  his  mind  became  inclined  to  remain  in 
quiet,  and  not  to  preach  the  doctrine.  Then  Brahma  Sahampati,  thought  ：    "  Alass  ！  the 
world  perishes  ！  The  world  is  destoyed  ！  if  the  mind  of  TathF;gata  inclines  itself  to  re- 
main in  quiet,   and  not  to  preach  the  doctrine.  ，，     Then  the  Brahml,  disappeared  from 
Brahmrt's  world,  and  appeared  before  the  Buddha  as  quickly  as  a  strong  men  might  stretch 
his  bent  arm  out  or  draw  back  his  out-stretched  arm. 

And  after  having  saluted  the  Buddha,  the  Brahma  said  to  him  ：  "  Lord,  may  the 
Buddha  preach  the  doctrine  ！  may  the  perfect  One  preach  the  doctrine  ！  there  are  be- 
ings whose  mental  eyes  are  darkened  by  scarecely  any  dust  ；  but  if  they  do  not  hear  the 
doctrine,  they  cannot  attain  salvation.  These  will  understand  the  doctrine.  "  He  fur- 
ther said  ：  "The  Dhamma  hitherto  manifested  in  Magadha  has  been  impure,  thought 
out  by  contaminated  men.  But  do  thou  now  open  the  door  of  the  Immortal ； Let  them 
hear  the  doctrine  discovered  by  the  spotless  One  ！  As  a  man  standing  on  a  rock,  on 
mountain's  top,  might  overlook  the  people  all  around,  thus  O  wise  One,  assending  to 
the  highest  palace  of  Truth,  look  down,  all-seeing  One,  upon  the  people  lost  in  suffer- 
ing, overcome  by  birth  and  decay,  —  thou,  who  hast  freed  thyself  from  suffering  ！  Arise 
O  hero  ；  O  victorious  One  ！  Wander  through  the  world,  O leader  of  the  pilgrim  band, 
who  thyself  art  free  from  debt.  May  the  Buddha  preach  the  doctrine,  there  will  be 
people  who  can  understand  it  ！ ，， 
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爾時梵 天、 知& 尊 5 勸 請 1 巳 Mil 世 尊 足； 右 遶三 K 而 去。 卽 沒 不， 現 


、如 人不， 上 1ー 須彌 頂1 

引， つ 導 群 盲 ー< ヌ離， 苦 

自得 n 已利 1 天人 勝 

如來 世間 無， 有& 

衆生 久來 被； 毒箭 1 

多 時 失， 路 今 化 取 

唯 願 世 尊 降 ,1 法 雨 1 

無 H 正 眞 法 一 

敎，, 衆 善 法 1 今 時 至 

應， 示 直 離， 險逕 1 

大險 引導 世尊是 

猶 如-優 曇， 花， m 

譬如， 人 得 - 伏藏財 一 


豈能 得， 見 - 世界 邊へ 

悲 き 一切 諸 衆生 1 

諸 苦盡巳 得- 淸 凉 1 

況欲黪 上 1 亦復無 

所謂 天人 等 世間 

不璧 義ー無 量 劫 

諸佛 無， 有， 一 慳惜法 1 

尊 今 亦 是祁羅 種 

開， 1 諸 衆生 淸淨眼 1 

乘 - 此 路 1巳 得 1. 甘 露 1 

又 能 方便 敎 - 發 意 一 


持 以 富， 他 不， 獨 用， 


大聖 菩提 道 巳 成、 

世 尊疾捨 樹間 1 

佛不， 增 1ー 減 諸 善根- 

三界 獨步稱 n 世 尊 一 

値 一一 遇 世 尊 ー應& 除 1 

如 =羸 痩 人 得 - 脂 艘 一 

三世 諸 ®i 樂 11 行 壇- 

能 度-無量 諸 衆生 1 

普 令, 得, 見 n 正道 途 1 

世 尊衆瞽 欲， 墮, 坑 

今時 巳 至 願 莫， 辭 

世 尊 巳 渡, 一 煩 惱 海 1 

世 * 得， 法 無盡藏 


速 登， 一法 2 曰 眼 照。 

遍世 遊行 廣濟 度。 

到-於 淸淨法 彼岸 1 


願 爲， 彼 作 一一 歸 依 處 一 

如，， 一 乾 土 地 得 1 永 澆 1 

過去 諸佛入 1ー 涅搫 

共-彼 諸 f 1無，有. 殊 

入-於 邪見 荆棘林 1 

余人 濟拔 悉不， 能 

國 多 劫 不％レ 期 

衆生 沒溺 須， 出， 之 

願爲 - 衆生 1 分別 宣。 
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When  he  had  spoken  thus,  the  Buddha  said  to  the  Brahma,  ：  "  The  following  thought 

Brahma,  has  occurred  to  me  ：    I  have  penetrated  this  doctrine,   This  doctrine 

will  not  be  easy  to  understand  When  I  pondered  over  this  matter  my  mind 

became  inclined  to  remain  in  quiet,  and  not  to  preach  the  doctrine. ，， 

And  a  second  time  a  third  time  the  Brahml  solicited  the  Buddha  to  preach 

the  doctrine. 

Then  the  Buddha  when  he  had  heard  the  Brahma's  solicitation,  looked,  full  of  com- 
passion towards  sentient  beings,  over  the  world,  with  his  all-perceiving  eye  of  a  Buddha. 
And  he  saw  beings  whose  mental  eyes  were  darkened  by  scarecely  any  dust,  and  beings 
whose  eyes  were  covered  by  much  dust,  beings  sharp  of  sense  and  blunt  of  sense,  of 
good  disposition  and  of  bad  disposition,  easy  to  instruct  and  difficult  to  instruct,  some 
of  them  seeing  the  dangers  of  future  life  and  of  sin. 

As,  in  a  pond  of  blue  lotuses,  water-  roses,  white  lotuses,  some  lotuses  born  in  the 

water,   do  not  emerge  over  the  water,  but  thrive  hidden  under  the  water  ；  

and  other  lotuses,  born  in  the  water,  grown  up  in  the  water,  stand  emerging  out  of  the 
water,  and  the  water  does  not  touch  them,  -  thus  the  Buddha,  looking  over  the  world 
with  the  eye  of  a  Buddha  saw  beings  of  different  kinds  and  addressed  the  Brahma  in  the 
following  stanzas  ：  "  Wide  opened  is  the  door  of  the  Immortal  to  all  who  have  ears  to 
hear  ； let  them  send  forth  faith  to  meet  it.  The  Dhammi  sweet  and  good  I  spake  not, 
Brahma,  despairing  of  the  weary  task,  to  men. " 

Then  the  Brahma  Sahampati  understood :    "  The  Buddha  grants  my  request  that  He 
should  preach  the  doctrine.  "    And  he  bowed  down  before  the  Buddha,  and  passed  round 
him  with  his  right  side  towards  him  ；  and  then  he  straightway  disappeared. 
ひ） 佛本 行集經 三十 三 (^八 *49) 
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迦波 優學異 


爾 時世 尊 復作， ー是念 一 我今當 n 先 與， 誰 說，， 法、 聞便卽 解。 卽 念，， 1 阿 蘭 迦蘭垢 薄利 根 聰明 有智 i 我 

今 寧 可， 一先 與 說 法 一念 巳 復更智 生。 今 阿 蘭 伽 蘭 命 終 巳 經， 一七 H  ？亦 有 - 諸 天 一 來白， 我 言 阿 蘭 伽 

蘭 命 終來七 曰、 時佛 作- 是 念 言； 何 其 苦 哉 .汝 有， 一 所 失； 此 法 極 妙、 如何 不， 聞。 若 得， 聞 者速疾 得， 

解。 爾 時世 尊 筏 作， 1 是 念； 我 今 當， 1 與 fe 說 法速疾 得" 解。 念 曰 變頭藍 子 垢 薄利 根 聰明 有， 智。 我 

今 寧 可， 一先 與 說 法 一作 1 念 一已 筏 更智生 鬱頭藍 子 昨 曰 命 終。 諸 天 亦 來白. 我 S 頭 藍 子 昨 

日 命 終。 佛 言、 何 其 苦 哉、 汝 有 n 所 法 微妙 如何 不， 聞 若 得， 聞 者 速 得， 1 解 脫？ 

爾 時世 尊復 作， 一 是 念 一 我 今 先 當 n 與， 誰 說 法 一 聞， 1 我 法 1 者 速 得 ：； 解 脫？ 此五 比丘 執事 勞 苦、 不， 避， 一 寒 

暑 1 侍衞 供養 我 今 寧 可 ，1 先 與 說 法 1 耶。 時 世尊復 作- 是 念： 五 比丘 今 於-何 處 1 居 止。 卽 以， 矢 0 淸 

淨 P 於 天 人 (眼)； 解 1 五 比 丘 於， 一波 羅榇國 仙人 鹿苑中 1 見 已、 卽 往 n 詣 彼 仙人 鹿苑 所？ 

時 見-優 陀耶梵 志 亦 在. 路 行 s  S 尊； 前 白レ佛 言、 瞿 曇、 諸 根寂靜 顔色 怡 悅、 汝 師 是 誰、 爲 1ー 從， 

誰 學； 爲， 學， 一 何 法 雨 時世 尊 以 fe 報 言、 

1 切智爲 i 1 切 欲 愛 解 自然 得， 1 解 悟 一 云 何從， 人學 

我 亦 無， 有， 師 亦復無 - 等 侶 I 世間 唯 一 佛 澹然 常安穩 

我是世 無， 着 我爲， 1 世間 最 1 諸 天 及 世人 無， 有， 1 與， 我等 一 

欲お， 一 波 羅捺- 轉， 無上 法輸， 世間 常 盲 冥 當& 露皴， 

梵志問 曰、 向 瞿 曇 き 我 P 著 最 勝 者、 願 聞 ま 義 一 佛 以 v 偈 報 言。 
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.(1) 以下 七 四 頁 五 比丘 濟度 ま で 四 分 律 第三 二 （列せ *7) 

Now  the  Buddha  thought  ：  "  To  whom  shall I  preach  the  doctrine  nrst  ？  "  Who 
will  understand  this  doctrine  easily  ？  "  And  the  Buddha  thought  ：  "  There  is  Alara 
Kalama  ；  he  is  clever,  wise,  and  learned  ； long  since  have  the  eye  of  his  mind  been 
darkened  by  scarcely  any  dust.  What  if  I  were  to  preach  the  doctrine  first  to  A 丄: Ira 
Kalama  ？  He  will  easily  understand  this  doctrine.  "  Then  an  invisible  deity  said  to 
the  Buddha  ：  Alara  had  died  seven  days  before.  And  the  Buddha  thought  ：  "  Highly 
noble  was  Alara  Kalama.  If  he  had  heard  my  doctrine,  he  would  easily  have  under- 
stood it. " 

Then  the  Buddha  thought  of  Uddaka  Ramaputta  as  the  same  way  with  Alara  Ka- 
lama, and  knew  he  has  died  seven  days  ago.  Then  the  Buddha  thought  ：  "  The  five 
bhikkhus  have  done  many  servises  to  me,  they  attented  on  me  during  the  time  of  exer- 
tions to  attain  sanctitication  by  undergoing  austerities.  And  the  Buddha  saw  by  the  power 
of  his  divine,  clear  vision,  surpassing  that  of  men,  that  the  five  bhikkhus  were  living 
at  Benares  in  the  park  Isipatana.   So  He  went  forth  to  Benares. 

Now  Upaka,  a  man  belonging  to  Ajlvaka  sect,  saw  the  Buddha  travelling  on  the 
road,  between  Gaya  and  the  Bodhi  tree  ；  and  lie  said  to  the  Bucklha  ：  "  Your  counte- 
nance, friend,  is  serene  ；  your  complexion  is  pure  and  bright.  In  whose  name,  friend, 
have  you  retired  from  the  world  ？  Who  is  your  teacher  ？  Whose  doctrine  do  you  pro- 
fess ？  ，，  The  Buddha  said  to  him,  in  the  following  stanzas  ：  "  I  have  overcome  all  foes  ； 
I  am  all-wise  ；  I  am  free  from  stains  in  every  way  ；  I  have  left  everything  ；  and  have 
obtained  emancipation  by  the  destruction  of  desire.  Having  myself  gained  knowledge, 
whom  shall I  call  my  master  ？  I  have  no  teacher  ；  no  one  equal  to  me  ；  in  the  wona 
of  men  and  gods,  no  beings  is  like  me.  I  am  the  holy  one  in  this  world,  I  am  the  high- 
est teacher,  I  alone  am  the  absolute  Sambuddha  ；  I  have  gained  coolness  by  the  extinc- 
tion of  all  passion  and  have  obtained  Nirvana.  To  found  the  Kingdom  of  Truth  I  go 
to  the  city  of  the  Kasis  ；  I  will  beat  the  drum  of  the  Immortal  in  the  darkness  of  this 
world.  "  • 

Upaka  replied :  "  You  profess  then,  friend,  to  be  the  holy,  absolute  Jina.  "  Buddha 
said  ：  "  Like  me  are  al: Jinas  who  have  reached  extinction  of  the  Asavas  ；  I  have  over- 
come all  states  of  sinfulness  ；  therefore,  Upaka,  am  I  the  Jina. 

"When  he  had  spoken  thus,  Upaka  the  Ajlvaka  replied  ：  "  It  may  be  so,  friend  ； ，， 
shook  his  head,  took  a ひ other  road,  and  went  away. 
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經法 輪轉初  度 濟丘比 五 


我 脫ニ切 結 1 得 s 盡， 1 於 諸 漏 一 我 勝 ，1諸 惡 法, 優陀 我最滕 

爾時梵 志 默然。 時世 尊捨 去往， 一仙 人鹿苑 所？ 五 比丘 遙 見-世 尊來； 各 々相誡 曰， 此觀曇 沙門 

行 11 不 着 路； 迷 荒 き番 來 一 一至 此, 汝 等 i 言 語 一 亦 1 敬お 別 施 一一 小 座-令， 座。 時 世 尊漸々 P 

五 比丘 所 1 時 五 比丘 不 n 自 覺 1 皆 起 迎鱧敬 或 有 n 爲 敷 1。 或 有，， ー爲 執，, 衣 鉢 1 者 或， 一有 取， 水 與 洗， 足 

者； 時 世 尊 作 n 是 念， 此 S 痴 ム 不， 能， 堅 b 其 志 1 共 作， 制 限 fe 復 自 壤。 何 以 故、 不， 堪， ー佛 威 祌ー 故。 我 

今 寧 可 ，1 卽 就 レ座而 坐 一 

(五 比 丘 極 輕& 來, 面 呼 ，ー 姓 名 一 佛 吿， 一 五 人； 汝 等 愚痴 立， 要、 云 何 而 不， ー牢 固； 汝 莫， 輕， 一 於 佛， 面 稱& 

名： 自 使， 長 夜 ？大 苦 報，。 我 今 已 成 &i 上 正 覺； 應，， 一共 一 心 P 受 敎 誡ー汝 若隨順 無， 違 無， 逆.. 不， 久 

當， 得 T 族 姓 出家 淨； 一修 梵 行： 現， 護 道果； 生死 巳盡梵 行已立 所作 巳 作、 解， 一 了 五 陰 1 止， 宿 泥 洹： 五 

人 復 言、 卿 先 如是 難行 苦 行、 尙 不， 得， 一 過 人 法 聖利滿 足ー况 今 失， 道 放 恣 多。 欲-過 人 之 法, 其 可, 

得 乎。 佛復吿 曰、 汝 等 莫 fen 如 來 無上 正 覺？ 佛 不， 失， 道， 亦 不， 一 多 欲？ 五 人 聞 巳 乃 捨 ー1 本 心？ 

佛復吿 曰、 世 有 一 ー1 1 邊ー不 ま 一親 近； 一 者 貪 n 著 愛 欲 I 無 1。 一 1 者 邪見 苦， 形 無 ％,1 道 迹ー猞 一一 此 一 一 

邊 一 便 得 一一 中 道 一生-眼 智 明 覺 一向， 一 於 泥 洹？ 何 謂， 一中 道 一所 謂 八 正。 正 見 正 思 正 語 正業 正 命 正方 便 

正 念 正 定 是 爲， 一中 道？ 復 有， 一四 聖 諦ー苦 聖諦苦 集 聖諦苦 滅聖諦 苦滅道 諦。 何 謂-苦 聖 諦 一所 謂 

生 苦老苦 病苦 憂悲惱 苦. 怨 0 會 苦、 愛 別離 苦 所 求 失 苦、 以， 要 言， 之 五 陰 盛 苦つ 是 謂 一，, 苦 鎏 雙 

何 謂 11 苦 集 諦； 所 謂 有 愛 及 倶生煩 惱處々 樂 著、 是 謂 n 苦 集 聖 諦？ 何 謂 き 滅 S 諦 1 所 謂 愛 斷 
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The  Buddha  came  to  Benares,  to  the  park  Isipatana,  to  the  place  viheic  ihe  five 
bhikkhus  were.  When  they  saw  him  they  concerted  with  each  other,  saying,  "  Friend, 
there  comes  the  samana  Gotama,  who  lives  in.  abundance,  and  has  turned  to  an  abundant- 
life.  Let  us  not  salute  him  ；  nor  rise  from  our  seats  when  he  aproach  ；  nor  take  his 
bowl  and  his  robe  from  his  hands.  But  let  us  put  a  seat  ；  if  he  likes,  let  him  sit  down. 
"But  when  the  Buddha  aproached  they  kept  not  their  agreement.  And  the  Buddha  sat 
down  on  the  seat  they  have  prepared  ；  and  washed  his  feet.  Now  they  addressed  the 
Buddha  by  his  name  and  with  the  appellation,    "  Friend. " 

The  Buddha  said  to  them  ：  "  Do  not  address,  O  bhikkhus,  the  Tathagata  by  his 
name  and  tht  appellation,  '  Friend.  '  The  Tathagata  is  the  holy  absolute  Sambuddha. 
Give  ear,  O  bhikkhus,  the  Immortal  has  been  won  by  me  ；  I  will  teach  you  ；  to  you  I 
preach  the  doctrine.  If  you  walk  in  the  way  I  show  you,  you  will,  ere  long,  have 
penetrated  to  the  truth,  having  yourselves  known  it  and  seen  it  face  to  face  ；  and  you 
will  live  in  the  possession  of  that  highest  eoal  of  the  holy  life,  for  the  sake  of  which 
noble  youths  fully  give  up  the  world  and  go  forth  into  the  houseless  state. " 

The  five  bhikkhus  said  to  the  Buddha  ：  "  By  those  observances,  friend  Gotama. 
by  those  austerities,  you  have  not  been  able  to  obtain  power  surpassing  that  of  men,  nor 
the  superiority  of  full  and  holy  knowledge  and  insight.  How  will  you  now,  living  in 
abundance,  having  given  up  your  exertions,  having  turned  to  an  abundant  life,  be  able 
to  obtain  power  surpassing  that  of  men,  and  the  superiority  of  full  and  holy  knowledge 
and  insight  ？ ，， 

The  Buddha  said  to  them  ：  "  The  Tathagata,  O  bhikkhus,  does  not  live  in  abun- 
dance, The  Tathagata  is  the  holy,  absolute  Sambuddha.  Give  ear,  O  bhikkhus  ； 

I  will  teach  you  A  second  time  and  a  third  time  they  said  to  the  Buddha  the 

same  thing  as  above. 

When  they  had  spoken  thus,  the  Buddha  said  to  them  ：  "  Do  you  admit,  O  bhikk- 
hus, that  I  have  never  spoken  to  you  in  this  way  before  this  day  ？  ，，  "  You  have  never 
spoken  so,  O  Lord.  "  "  The  Tathagata,  O  bhikkhus,  is  the  holy,  absolute  Sambuddha. 
Give  ear,  O  bhikkhus,  I  will  teach  you   

And   the  Buddha  was  able  to  convince  the  five  bhikkhus,  and  they  again  listened 
willingly  to  the  Buddha.  They  gave  ear,  and  fixed  their  mind  on  the  knowledge  which 
the  Euddha  imparted  to  them. 
(1) 五分 律お 五 （張 一 '卯） 

And  the  】；u(i<iha  thus  addressed  the  five  bhikkhus  ：  "  There  are  tv/o  extremes,  O 
bhikkhus,  which  he  who  has  given  up  the  world,  ought  to  avoid.    What  are  these  two 
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無 fe 滅 盡泥洹 是 謂 一一 苦 滅 聖 諦荷 謂-苦 滅 遨 0  ^所 謂 八 正道 是 謂-苦 滅道聖 読是 法 我 先 

未， 聞。 眼 生 智生明 生 覺生通 生慧生 是法應 ^我 先 未い 聞 眼 生 乃 至 慧生是 法 己 知。 我先^ 

聞 眼 生 乃至 慧生是 苦 聖諦、 是苦聖 諦應^ 是苦 聖諦己 知。 我 先 未い 聞 眼 生 乃至 慧生. 是苦 

集聖諦 。是苦 集 鎏 諦應， 斷、 是苦 集聖諦 己斷。 我 先 未い 聞 眼 生 乃 至 慧生是 苦 滅聖諦 、是 苦滅 

聖諦應 ，證 、是苦 滅聖諦 巳證。 成 先 未 眼 生 乃 至 慧生是 苦滅道 聖諦、 是苦滅 道 ® 諦 應&、 

是苦滅 道聖諦 巳證。 我 先 未， 聞 眼 生 乃至 慧生我 已如實 知。 是三轉 十二 行 法 輪 得お 一 一 無 上 

正 覺。 說， 一 是 法 1 時 地 爲六返 震 ®。 

懾陳如 遠 1ー離塵 垢； 於 1ー 諸 法 中 - 得 - 法眼 淨ー佛 問 嬌陳如 解 未， 懾陳如 解 未。 懾陳如 答 曰、 巳 解 世 

尊。 地 祌聞巳 吿 - 虚 空 神； 虐 ^ 祌 吿 1ー四 天 王 天； 四天王 天 吿 11W 利 天ハ如 展 轉 至- 梵 天 食、 佛 今 

於， 一波 羅 -轉 „無 上 法 輪 一 先 所， 未， 轉。 若 沙門 婆羅門、 若 天 若 魔、 若梵 一 切 世間 所 ^^曾き。 諸 天 

歡 喜 兩， 一種 々 花 一 皆 有 - 光 明 - 如 1 墜 お。 於 1 虛 空 中 一 作 - 天 伎 樂ー於 レ是 懾陳如 從レ坐 起 、頂- 禮 佛 足 一白 Z 

國 言、 世 尊 願 與 n 我 出 家； 受 - 具 足 蕭佛 言 善來 比丘 i 足 戒 - 於 n 我 善說法 律 1 能 盡 - 一  切 苦ー淨 一一 

修 梵 行ー懾 陳如 鬚髮自 .墮 、装 裟著 A 鉢盂 在レ 手" 是 爲酗 陳如已 得-出 家 一 受 * 具 足 f  巳 後 

名 爲 - 阿 若懾陳 如？ 佛 便 爲 - 四 人 1 說法 敎誡。 跋 提婆頗 二人 得& 眼 淨 法 得， 果。 見， 法 至レ果 己 

從， 坐 立 頂 - 鱧 佛 足 1 白， 佛 言、 世 尊 願 與 - 我 出 家 - 受ー 1 具 足 戒ー  佛 復 爲ー 一一 一 人ー說 法 敎 誡。 額 

鞞 摩， 訶納 得 - 法 眼 淨 1 見^ 得レ果 受-具 足 戒 - 亦 如 i 說ー 
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extremes  ？  A life  given  to  pleasures,  devoted  to  pleasures  and  lusts  ：  this  is  degrading^ 
sensual,  vulger,  ignoble,  and  profitless  ；  and  a life  given  to  mortifications  ：  that  is  pain- 
full, ignoble,  aud  profitless.  By  avoiding  these  two  extremes,  O  bhikkhus,  the  Tathagata 
has  g-ained  the  knowledge  of  the  Middle  Path  which  leads  to  insight,  which  leads  to. 
wisdom,  which  conduces  to  calm,  to  knowledge,  to  the  Sambodhi,  to  Nirvana. 

"Which,  O  bhikkhus,  is  this  Middle  Path  the  knowledge  of  which  the  Tathagata 
has  gained,  which  leads  to  insight,  to  wisdom,  and  conduces  to  calm,  to  knowledge,  to 
the  Sambodhi,  and  to  Nirvana  ？  It  is  the  holy  eightfold  Path,  namely,  Right  Berief, 
Right  Aspiration,  Right  Speech,  Right  Conduct,  R ight  Means  of  Livelihood,  Right  En- 
deavour, Right  Memory,  Right  Meditation.    This,  O  bhikkhus,   is  the  Middle  Path  the 

knowledge  of  which  the  Tathagata  has  gained,  which  leads  to  insight  which 

conduces  to  Nirvana. ，， 

" This  is  the  Noble  Truth  of  Suffering  ；  Birth,   decay,   illness,  

death,   presence  of  objects  we  hate,   separation  from  objects  we  love,  

not  to  obtain  what  we  desire  is  suffering.  Briefly,  tbe  fivefold  clinging  to  existence  is 
suffering.  This  is  the  Noble  Truth  of  the  cause  of  suffering  ；  Thirst,  that  leads  to  re- 
birth, accompanied  by  pleasure  and  】!':st,  finding  its  delight  here  and  there.  This  thirst 
is  threefold,  namely,  thirst  for  pleasure,  thirst  for  existence,  thirst  for  prosperity.  This 
is  the  Noble  truth  of  the  Cessation:  of  suffering  ：  it  ceases  with  the  complete  cessation 
of  this  thirst, —  a  cessation  which  consists  in  the  absence  of  every  passion, —  with  the 
abandoning  of  this  thirst,  with  the  doing  away  with  it  with  the  destruction  of  desire. 
This  is  the  Noble  Truth  of  the  Path  which  leads  to  the  cessation  of  suffering  ：  that  holy 
eightfold  Path,  that  is  to  say,  Right  Belief,   Right  Meditation. 

This  is  the  Noble  Truth  of  Suffering  ；  of  this  doctrine,  which  formerly  had  not 
been  heard  of,  have  I  obtained  insight,  knowledge,  understanding,  wisdom,  intuition. 

" This  Noble  Truth  of  Suffering  must  be  understood,   and  has  been  understood 

by  me.  This  is  the  Noble  Truth  of  the  cause  of  Suffering,  and  this  Noble  truth  of  the 

cause  of   Suffering  must  be  abandened,   and  has  been  abandoned  by  me.  This 

is  the  Noble  Truth  of  the  cessation  of  suffering,  and  this  Noble  Truth  of  the  cessation 

of  suffering  must  be  seen  face  to  face,   and  has  been  seen.    This  is   the  Noble 

truth  of  the  Path  which  leads  to  the  cessation  of  suffering,  and  this  Noble  Truth  which 
leads  to  the  cessation  of  suffering  must  be  realized,   and  has  been  realized  by  me. 
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家出 舍耶 


佛 吿， 一 五 比丘； 汝等ー 心 求- 1 正 斷 - 煩 惱ー我 先 亦 一 心 求&  00 惱ー故 得お-無 上 正 覺 如 何、 

色 爲 ，ー是 常 1 爲， 1 無 常-乎。 答 曰 無 常。 又 問 若 無 常 者 爲レ苦 爲^^ 答 曰 苦。 又 問 若 苦 爲レ我 爲-非 我 一 答 

曰^ 我。 受想 行識亦 如， 是。 問答 亦 如 i  。是故 諸 比丘 色 若 內若外 若 外 若 過去 未來 現在 皆 

應„ 一如 實 見-於 非 我； 受 想 行識亦 如， 是。 夫 爲& 弟子 -應，作& 觀 M 離 無^ 便 得 * 脫ハ 得-解 脫 智ー 

梵テ已 立 所作 巳 作。 &是法 1 時 五 比丘 一 切 漏盡、 得 - 阿羅漢 道爾時 世間 有-六 阿羅漢 一 

^ 有-長 者 子； 名 曰， 一耶 舍 一本 性 賢 善 厭 世 間 1 喜 n 樂 聞 法 一世 尊 作 一 1是 念； 彼 耶舍 長者 子、 當 - 以レ信 

出家？ 便往藝 羅水邊 1 敷 章 坐 宿。 時 彼 長者 子 五 欲目 娛巳便 得- 暫眠ニ 切 伎 直 皆 眠 臥。 長者 

子 須臾 便覺。 視己 屋舍猶 若 塚 一 觀ー裔 伎 直-皆 如-木 人 一更 相 荷 レ枕 鼻 涕目淚 口中 流&。 琴 瑟 

箏笛樂 器 縱橫。 甚大 驚 怖 生  >ー厭 難 心 (走 向-父 所住處 一見 亦 如 レ是^ 生 fe 離ー卽 便 向&、 閤 忽 自 

開， 向， 1 門 及大 城門 一 皆 自然 開。 逕 趣-婆 羅 水 邊 一高 聲 大 唱。 我 今薆厄 勢 所- 歸 趣 面 時世 尊 伸-金 

色 臂ー招 言。 量 子 來ぉ、 此 處無爲 無^ * 厄 一耶 舍 聞- 佛 語聲ニ 切薆厄 豁 然 消 除。 卽 脫-琉 璃 屐ー 

著 >、 岸 邊 - 渡， 水 詣， 佛。 遙 見& 尊姿容 殊特猶 若-金 山； 生& 喜 心 一到 巳 頭 面 鱧 足 却 坐- 一  ぎせ 

爲 說ー 一種 々 妙 I 敎 利 喜、 次 1 諦 苦集滅 I 於 - 坐 上 I 塵 i 法 眼 淨ー 

後 伎 直覺共 i 舍 1 所 在 裏 父母 パ乂母 四 向 推 求 絡繹而 国  其 父 夜 至-城 

門； 待， 開 出， 城. 見-其 屐 跡 勢 跡 追^、 旣 到-水 邊 一見 & 璃 屐 在-岸 上 一 乍 喜 乍 悲、 卽 捨 渡レ 水。 佛 遙 

見， 之 恐， ま 子 善 心 一 化 ダ有& ： 使， 一子 i 而 父 不 *昇子 父 問 レ佛 曰、 沙 門 見-我 チ不。 佛 言 且 坐、 若 
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"As  long,  O  Bhikkhus,  as  I  did  not  possess  with  perfect  purity  this  true  know- 
ledge and  insight  into  these  four  Noble  Truths,  with  its  three  modifications  and  its  twelve 
constituent  parts  ；  so  long,  O  Bhikkhus,  I  knew  that  I  had  not  yet  obtained  the  highest, 
absolute  Sambodhi  in  the  world  of  men  and  gods,  in  Mara's  and  Brahma's  world,  amone- 
all  beings,  Samanas  and  Brahmanas,  gods  and  men. 

" But  since  I  possessed  with  perfect  purity  this  true  knowledge  and  insight  into 
this  four  Noble  Truth,  with  its  three  modifications  and  twelve  constituent  parts,  then  I 
knew  that  I  had  obtained  the  highest,  universal  Sambodhi  in  the  world  of  men  and 
gods. 

" And  this  knowledge  and  insight  arose  in  my  mind :  "  The  emancipation  of  my 
mind  cannot  be  lost  ；  this  is  my  last  birth  ；  hence  I  shall  not  be  born  ！ ，， 

Thus  the  Buddha  spoke.  The  five  bhikkhus  were  delighted,  and  they  rejoiced  at 
the  words  of  the  Buddha.  And  when  tnis  exposition  was  pronounced,  the  venerable 
Kondailua  obtained  the  pure  and  spotless  Eye  of  the  Truth  ：  1  Whatsoever  is  subject 
to  the  condition  of  origination,  is  subject  also  to  the  condition  of  cessation. ， 

And  the  Buddha  pronounced  this  solemn  utterance  ：  '  Truely  Kondanna  has  pereciv- 
ed  it,  (  "  Annas i  ")  truely  Kondanna  has  perceived  it  ！  '  Hence  the  venerable  Kondan- 
na received  the  name  Annata-Kondanna. 

And  the  venerable  Annata- Kondanna,  having  understood  the  Truth   thus 

spoke  to  the  Buddha :  "  Lord,  let  me  receive  the  pabbajja  and  upasampada  ordination 
from  the  Buddha.  "  "  Come,  O  Bhikkhu,  "  said  the  Buddha,  "  well  taught  is  the  doc- 
trine;  lead  a  holy  life  for  the  sake  of  the  extinction  of  suffering.  "  Thus  this  vener- 
able person  received,  the  upasampada  ordination. 

Ana  the  Buddha  admmisterd  to  the  other  bhikkhus  exhort  ion  and  instruction  by- 
discourses  relating  to  the  Dhamma.  And  the  venerable  Vappa,  Bhaddiya,  Mahannma, 
and  Assaji  having  seen  the  Truth,  having  mastered  the  Truth  received  the  upasampada 
ordination. 

(1) 正 分 律^— 五 (張一 Wl) 

Yasa  awoke  sooner  than  usual,  and  saw  his  attendants  sleeping  ；  one  had  her  lute 
leaning  against  her  arm -pit  ；  one  had  her  tabor  leaning  her  neck  ；  one  had  her  drum 
against  her  arm-pit  ；  one  had  dishevelled  hair  ；  one  had  saliva  flowing  from  her  mouth  ； 
an' i  they  are  muttering  in  their  sleep.  One  would  think  it  was  a  cemetery  one  had  fallen 
into.  "When  he  saw  it  the  evils  of  the  life  he  led  manifested  themselves  to  him  ；  his 
mind  became  weary  of  worldly  pleasure.  And  Yasa  gave  utterance  to  this  Solemn  ex- 
clamation ； ' Alas  ！  what  distress,  what  darker  ！， 


SO 


在， 之 者 何 憂 不.見。聞11 此 語 一念 言 沙門 必 i I 前 禮 ーー佛 S 坐 一一 一 面ー佛 爲 說. 一種 々 妙 法-示 

数 利 喜。 所謂 施 論 戒論生 天 論 五 欲 過 患 出」 生 諸 漏-在家 染累 出家 不著、 說 種々 助菩 

提 法ー然 後 說醫 佛 常 所， 說 法-所 謂 苦集盡 道。 彼 卽坐上 遠 i 塵 ¥ 得-法 眼 淨- 見レ法 得^ 己。 受- 

三 自歸， 次 受， 一 五 戒 S 爲 M 優 婆 塞 於 X 中 一耶 舍父 最初 受」 一 一 歸 五 戒琉 舍 聞^ 爲^ 說& 眞 

諦 法-漏 盡 意 解 ：然 後 ^其 父子 兩 得-相 見 一 父 伊 子 言、 汝 起 還彖、 汝 母 失 k 薆 愁 殆 死。 佛 語 ま 

父 一言、 若 人 解 於 漏 * 能 還 受， 欲 不。 答 言不レ 能。 佛 言 我 爲 k 說 も。 時 耶 舍 觀 法-漏 盡、 心 fi 

解 脫ー其 ハ乂 白， 佛 言、 佛 爲， 我 說 k 而 使 & 舍 快 得 * 善 利お 耶舍從 レ坐起 白 レ佛 言、 世 尊 願 與-ー 我 

出 家 ー受， 一具 足 戒ー佛 言 善來 比丘 乃至 鉢 盂在レ 手 亦 如-上 說ー爾 時世 間 有-七 阿羅漢 蒔 耶舍父 

從レ坐 起 i 佛 f 佛 言。 惟 願 世 尊 與ー 一耶 舍 i 明 日 I 默 然 受レ 之。 更 頂 一一 鱧 足-右 繞三匝 

而 去、 還， 家 0» 々多 類飮 食ー佛 至 fe 將-耶 舍-萝 衣 持^ 往 到-某 家-就 & 而坐。 長者 夫婦 手下 

食、 食 己 行ーー澡 水ー畢、 婦 取 一一 小 牀ー於ー ー佛 前 一 坐。 佛 言 姉妹 汝 緩 法き 依 僧 一依 一一 比 丘 I  i 歸 一次 

受， 五 戒ー是 爲^ 舍母初 受」 一 ー自歸 五戒 爾 時世 尊 爲ー 一耶 舍母 擧家大 小- 說& 々 妙 法-示 敎 * 

喜 皆 遠-離 塵 攀法 眼 淨 S 得. 法。 見レ法 得レ法 己 皆 受ー 一三 自 歸 一次 I  a 

爾 時耶舍 有 一一 四 友人 二 名ーー滿 足； 一 一 名き 博； 三 1 垢； 四 名 一一 牛 i 耶 舍 1 門 瞿 曇 所 一 出 家 

« 梵、 行お 議 言 其 道 必 勝。 乃 使 ま 族 不 fefe 榮ー我 等 可^ 到 一 一大 沙 門 所ー淨 * 修 梵 行 M ソ^ 悅 

S 於 國 I 舍 所 一問 1 1 梵 行 豈 能 具 足 I 勝-乎。 答 曰 I 無 量 1 0i 
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And  Yasa,  going  forth  into  houseless  state,  through  the  gate  which  was  opened  by 
non-human-beings,  went  to  the  deer  park  Isipatana.  He,  when  heard  there  was  no  dan- 
ger and  no  distress,  became  joyfull ； and  sat  down  near  him,  the  Buddha  preached  to  him 
in  due  course  ：  that  is  to  say,  he  talked  about  the  merits  obtaind  by  arms-giving,  about 
the  duties  of  morality,  about  heaven,  the  evils,  the  vanity,  and  the.  sinfullness  of  disires, 
and  about  the  blessings  of  the  abandonment  of  desire.  When  the  Buddha  saw  that  the 
mind  of  Yasa  was  prepared,  impressive,  free  from  obstacles  to  understand  the  Truth, 
elated,  and  believing,  then  the  Buddha  preached  what  is  the  principal  doctrine  of  the  Bu- 
ddha, namely  the  four  Truths.  Just  as  a  clean  cloth  free  from  black  specks  properly 
takes  the  dye,  thus  Yasa  even  while  sitting  there,  obtained  the  pure  spotloss  Eye  of  the 
Truth. 

The  setthi,  the  father  of  Yasa,  seeking  for  Yasa,  went  himself  to  the  deer  park 
Isipatana  and  saw  on  the  ground  the  marks  of  Yasa's  gilt  slippers,  so  he  followed  them 
up.  He  went  to  the  Buddha,  but  he  could  not  see  Yasa  by  the  miraculous  power  of  the 
Buddha. 

The  setthi,  by  the  preaching  of  the  Buddha,  saw  the  Truth,  penetrated  the  Truth, 
and  said  to  the  Buddha  ；  '  Glorious,  Lord  ！.  just  as  if  one  should  set  up,  Lord,  what  had 
been  overturned,  should  reveal  what  had  been  hidden,  or  should  point  out  the  way  to  one 
who  had  lost  his  way,  or  should  Dring  a lamp  into  the  darkness,  in  order  that  those  who 
had  eyes  might  see  visiole  things,  thus  has  the  Buddha  preached  the  doctrine  in  many 
ways.  I  take  my  refuge  in  the  Buddha,  in  the  Dhamma  and  in  the  Sangha  ；  may  the 
Buddha  receive  me  from  this  day  forth  while  my  life  lasts  as  a  disciple  who  has  taken 
his  refuge  in  him. 

This  is  the  first  person  in  the  world  who  became  a lay-discipie  by  the  formula  of 
the  holy  triad. 

And  Yasa,   while  the  instruction  was  administered  to  his  father,   had  his 

mind  released  the  Asavas,  and  soon  after  the  Setthi  was  gone,  received  the  upasampada 
ordination.    At  that  time  there  were  seven  Arahats  in  the  world. 

And  in  the  forenoon  of  the  next  day,  the  Buddha  having  put  on  his  under-robes 
took  his  alms-bowl  and  his  civara  on,  went  with  Yasa,  as  his  attendant  to  the  house  of 

the  setthi.   And  by  the  preaching  of  the  Buddha,  the  mother  and  the  wife  of 

the  venerable  Yasa  obtained  the  pure,  and  spotless  Eye  of  the  Truth  ：  '  Whatever  is 
subject  to  the  condition  of  origination  is  subject  also  to  the  condition  of  cessation.  ，  And 
they  took  their  refuges  in  the  Three  Ratnas.  These  were  the  first  females  in  the  world 
who  became  lay  disciples  by  the  formula  of  the  holy  triad. 
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佛歸の 羅陀跋 十 S 勅 告の敎 布 


將 一一 四 人 一往 到 一一 佛 所-頂 11 禮 佛 足 1 却 住 11 一 面ー佛 爲 說 一一 種 々 妙 法 一 示 敎 利 喜。 皆 於 一一 坐 上き 離 塵 霧 一 

法 眼 淨, I 得 レ果。  I 足 戒 i 未， 久 0 修 不. 懈 得 一 一 阿 羅漢； 爾時 世間 有 一一 十 1 阿 

羅 漢 一耶 舍 昔 所， 一 交 遊ー復 有， 一 五 十 人？ 聞 ％ 舍 於， 翻 曇 所 一修， 行 梵 行； 共 議 出家 乃至 得 n 阿 羅 瀵 1 皆 

如， i 說ー爾 時世 間 有 - 六十 一 阿羅漢 1 

cl 世 尊 吿， 一 諸 比丘？ 汝等 各々 分， 部 遊， 一行 世 間？ 多 有 h 善 能 ？敎 誡ー 者： 吾 今 獨 往 - 優 爲界鬱 

毘羅迦 葉 所 一 而 開-化 之？ 諸 比 丘 受， 敎 分， 部 而 去。 

% 尊 き 鹿 苑 1 漸 々 遊 行鍾 羅 林 一 在 一 一樹 下 - 坐。 時 有 n 同 友 三十 人； 各 1 婦 1 於. 中 遊戯。 一人 無， 

婦。 展， 1 1 姹 女 1 假 好 1ー 衣 服 1 共 遊- 此 園^ 欲 1ー極レ情 肆 y 樂。 而 彼娃女 著" 其 好 衣 一 忽 然叛 去。 相 助追覓 至 - 

娑 羅 林？ 遙 世 尊姿容 挺特猶 若 - 金 山； 見 已 生-希 有 心； 皆 到 - 佛 所 1 頂 1ー 鱧 佛 足 1 却 坐 - 一  面 一向 レ佛 

曰、 大 沙 門 見き 1 一 女 人 1 來， 不。 佛 言 寧 欲 11 求- 爲， 欲， 求， 他。 答 曰 我 寧自求 不， 求 一 1 婦 女ー佛 言、 且 坐 

爲， 汝 說， 法。 皆 受， 敎 更鱧而 坐。 佛爲 說 1 一種 々 妙 法-示 敎利喜 乃至 苦集盡 道。 三 十 人 皆 遠-離 廑 

垢 1 得-法 眼 淨 1 見， 法 得 出 家 受， 1 具 足 戒？ 

世 尊 便 到， 11! 葉 所ー迦 葉 事 -I 一 毒 S; 著 11 別 靜 室 1 無 =敢 入 者？ 唯 除- 迦 葉？ 佛 故暮往 到 11 其 所 (求き 寄- 

止 « 室 中 1 宿： 答 曰 甚不愛 也。 中 有 11 毒 龍 一 恐：； 相 害 1 耳、 佛 言 無 レ苦寵 不レ 害レ 我。 答 言 若 不レ畏 者 隨 意 

入 宿。 佛 卽 持 章 入， 室 I 而 坐 作 1 念； 我 當， 稍 化 ，ま 身 1 使 * 形 如 i 。適 坐 須叟龍 大瞋恚 身 皆 

S 出。 佛亦 出お。 龍 擧， 身 火然。 佛亦擧 身 出， 火。 二 火 倶盛龍 室 炯然。 時 迦葉及 諸 弟子 來繞 -1 龍 
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Now  four  lay  persons,  friends  of  Yasa,  belonging  to  the  setthi  families  of  Benares, 
by  name  Vimala,  Subahu,  Punnaji,  and  Gavanpati,  heard  that  Yasa  has  cut  off  his  hair 
and  beard,  and  has  gone  forth  into  the  houseless  state,  then  they  thought  ：  '  Surely  that 
cannot  be  a  common  doctrine  and  discipline.  ，  So  they  went  to  the  Buddha,  led  by  their 
friend  Yasa  and  through  the  preaching  of  the  Buddha,  having  seen  the  Truth,  received 
the  upasampada  ordination.  And  while  they  received  exhortation  and  instruction  from 
the  Buddha  by  discourse  relating  to  the  Dhamma,  their  minds  became  free  from  attach- 
ment to  the  world,  and  were  released  from  the  Asavas.  At  that  time  there  were  eleven 
Arahats  in  the  world. 

Now  fifty  persons,  friends  of  Yasa,  became  arahats  in  the  same  way  as  above,  so  at 
this  time  there  were  sixty-one  arahats  in  the  world, 

(1)  五分 律蒗 一六 (張 二  *1) 

And  the  Buddha  said  to  the  Bhikkhus  ：  '  I  am  delivered  from  all  tetters  human  and 
divine.  You,  O  Bhikkhus,  are  also  delivered  from  all  fetters,  human  and  divine.  Go  ye 
now,  O  Bhikkhus,  and  wander,  for  the  gain  of  the  many,  for  the  welfare  of  the  many, 
out  of  compassion  for  the  wor^d,  for  the  good,  for  the  gain,  and  for  the  welfare  of  pods 
and  men.  Let  not  two  of  you  go  the  same  way.  Preach,  O  Bhikkhus,  the  doctrine  which 
is  glorious  in  the  beginning,  in  the  middle  and  in  the  end,  in  the  spirit  and  in  the 
letter  ；  proclaim  a  comsummate,  perfect,  and  pure  life  of  holiness.  There  are  beings 
whose  mental  eyes  are  covered  by  scarecely  any  dust, but  if  the  doctrine  is  not  preached 
to  them,  they  cannot  attain  salvation.  They  will  understand  the  doctrine.  And  I  will  go 
also,  O  Bhikkhus,  to  Uruvela,  to  Senanini-  gama,  in  order  to  preach  the  doctrine. ' 

(2)  五分 律 第一 五 (張一 *93) 

Now  on  the  way  to  Uruvela,  the  i3uaaha  sat  down  at  the  foot  of  a  tree.  At  that  time 
there  was  a  party  of  thirty  mends,  rich  young  men,  who  were  sporting  in  that  same 
grove  together  with  their  wives.  One  of  them  had  no  wife  ；  for  him  they  had  procured 
a  harlot.  Now  while  they  were  indulging  in  their  sports,  that  harlot  took  up  the  art- 
icles belonging  to  them  and  ran  away.  Ihen  they,  roaming  about  that  grove  in  search  of 
that  woman,  saw  the  Buddha  sitting  at  the  foot  of  a  tree,  and  said  to  the  Buddha  ： 
'Pray  Lord,  has  the  Blessed  One  seen  a  woman  passing  by  ？  '  '  What  have  yon  to  do, 
young  men,  with  the  woman ？  '  'We  were  sporting,  Lord,  in  this  grove,  and  a  harlot 
has  taken  up  the  article  belonging  to  us,  and  ran  away,  we  are  in  search  of  that  woman 
and  roam  about  this  grove.  ，  '  Now  what  think  you,  young  men  ？  which  would  be  the 
better  for  you  •，  that  you  should  go  in  search  of  a  woman,  or  that  yon  should  go  in  search 
"i  yourselves  ？  ，    '  That,   Lord,   would  be  the  better  for  us,   that  we  should  go  in  search 


度濟 の葉迦 s 


ひま 悲 慟 言、 可 大 沙門 不， 用- 1 我 語 1 爲-寵 所- 眷。 明 旦 佛 以&  S 而 出、 語 =迦 葉 一言 此鉢 毒寵衆 

人 所， 畏今 以降 矣" 迦葉心 念、 是大 沙門 雖レ 神不レ 如-我 道眞-  爾時黑 雲 大雨 七日 佛 

所 住 林 及 迦葉家 浩成ニ 水^ 葉 恐- 1 佛 爲-水 所^、 乘 來 視、 乃 見 fe 尊 在-尼 連 S 河水 上- 經 
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時世 尊 度 千 梵 志 ー授， 一具 足 戒 一已、 將 至 1 一象 頭 山中？ 象 頭 山中 有 1 一千 比 丘 僧 ー以ち 一 事- 敎 化。 一 者 

紳足敎 化 二者 憶念 敎化 三者 說法敎 化 ^神 足 敎化者 或 化」 作 I- 無 數； 或 無 數 還 爲レ 一 、內 
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cf  ourselves.  ，    •  If  so,  young  men,  sit  down,  I  will  preach  you  the  Truth. ， 

And  as  the  result  of  the  preaching,  these  thirty  persons  received  the  upasampada 
ordination. 

(1) 五分 律 第一 六 (張 二  *1) 

And  the  Buddha  went  to  the  hermitage  of  the  Jatila  Uravela-Kassapa  ；  having  pone 
there,  he  said  to  Kassapa  ：  '  If  it  is  not  disagreeable  to  you  Kassapa,  let  me  spend  one 
night  in  the  room  where  your  sacred  fire  is  kept.  ，  *  It  is  not  disagreeable  to  me,  great 
Samana,  but  there  is  a  savage  Naea  (or  serpent")  king  of  great  magical  power,  a  dread- 
fully venomous  serpent  ； let  him  do  no  harm  to  you. '  '  he  is  not  likely  to  do  any  harm 
to  me.  Pray,  Kassapa,  allow  me  a  place  in  the  room  where  your  fire  is  kept.  ，  •  Stay 
there,  Samana,  as  you  wish  it. ， 

Then  the  Buddha  entered  the  room,  and  sat  down  cross-legged,  keeping  the  body 

erect  and  surrounding  himself  with  watchfulness  of  mind.   That  night  havinp- 

elasped,  the  Buddha,  leaving  intact  the  skin,  hide,'  ligaments,  bones  and  marrow  of 
that  Naga,  and  conquering  the  Kaga's  fire  by  his  fire,  threw  him  into  his  alms-bowl,  and 
show  him  to  Kassapa,  saying  '  Here  you  see  the  Naga,  Kassapa  ；  his  fire  has  been  con- 
quered by  my  fire.  ，  Then  Kassapa  thought  ：  '  Truely  the  great  Samaria  has  possess 
high  magical  powers  and  great  faculties,  in  that  he  is  able  to  conquer  by  his  fire  the  fire 
of  that  savage  Naga  king,  who  is  possessed  of  magical  power,  that  dreadfully  venomous 
serpent.    He  is  not,  however,  holy  araha  as  I  am. ，  

After  having  seen  many  magical  powers  displayed  by  the  Buddha,  still  Kassapa 
thought  ：  ，  Truely  great  Samana  possesses  high  magical  powers,  he  is  not,  however,  holy 
like  me.  ，  Then  the  liuddha  thought  ：  '  This  foolish  man  will  still  for  a long  time  think 
in  the  same  way,  what  if  I  were  to  move  his  mind.  And  the  Buddha  said  to  Kassapa : 
'You  are  not  holy  araha,  Kassapa,  nor  you  entered  the  path  of  Arahatship,  nor  do  you 
walk  in  such  a  practice  as  will  lead  you  to  Arahatship,  or  to  entering  the  path  of  Ara- 
hatship. ， Then  Kassapa  prostrated  himself,  inclining  his  head  to  the  feet  of  the  Buddha, 
and  said  to  the  Buddha  ：    '  Lord,  let  me  receive  the  pabbajja  and  upasampada  ordination. 

His  two  brothers,  Nadi - Kassapa  and  Gaya-Kassapa,  with  their  Jatilas,  also  received 
upasampada  ordination  from  the  Buddha. 
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CO 四 分 律 第三 三 (列 五 

And  the  Buadha,  after  havmsr  dwelt  at  Uruvela  as  long  as  he  thought  fit,  went  torth 
to  Gayaslsa,  accompanied  by  a  great  numher  of  Bhikkhus,  by  one  thousand  Bhikkhus 
who  all  had  been  Jatilas  before.  There,  at  Gayaslsa,  the  Buddha  addressed  the  Bhikkhus  ： 
•  Everything,  O  Bhikkhus.  is  burning,  And  how  is  everything  burning  ？  The  eye  is  bur- 
ning ； visible  things  is  burning  ；  the  mental  impressions  based  on  the  eye  are  burning  ； 
the  contact  of  the  eye  with  visible  things  is  burning  ；  the  sensation  produced  by  the  con- 
tact with  visible  things,  be  it  pleasant,  be  it  painful,  be  it  neither  pleasant  nor  painful, 
that  also  is  burning.  With  what  fire  is  it  burning  ？  I  declare  unto  you  that  it  is  burning 
with  the  fire  of  anger,  with  the  fire  of  ignorance  ；  it  is  burning  with  the  anxieties  of 
birth,  decay,  death,  grief,  lamentation,  suffering,  dejection,  and  despaire 

' The  ear  is  burning,   the  nose  is  durning,   the  tongue  is  burning,  ••• 

the  body  is  burning,   the  mind  is  burning,  • 

*  Considering  this,  O  Bhikkhus,  a  disciple  learned  in  the  scriptures,  walking  in  the 
Noble  Path,  becomes  weary  of  the  eye,  weary  of  visible  things,  weary  b£  the  mental  im- 
pressions based  on  the  eye,  weary  of  the  contact  of  the  eye  with  visible  things,  weary  also 

of  the  sensation  produced  by  the  contact.    He  becomes  weary  of  the  ear,   of  the 

nose   of  the  tongue,   of  the  body   of  the  mind,  ♦••  •  Be- 

coming weary  of  all  that,  he  divests  himself  of  passion  ；  by  absence  of  passion  he  is  made 
free;  when  he  is  free,  he  becomes  aware  that  he  is  free  ；  and  he  realises  that  re-birth  is 
exnausted  ；  that  holiness  is  completed  ；  that  duty  is  fulfilled  ；  and  that  there  is  no  further 
return  to  this  world. ， 

Where  this  exposition  was  propounded,    the  minds  of  those  thousand  Bhikkhus  be- 
come free  from  attachment  to  the  world,  and  were  released  from  the  Asavas. 
(2) 四 分 律 第三 三 ( 列 五 *15) 

And  the  Buddha,  wandering  from  place  to  place,  came  to  Rajagaha,  and  dwelt  near 
Rajagaha,  in  the  Latthivana  pleasure  garden,  near  the  sacred  shrine  of  Supatittha.  Then 
the  Magadha  king  Seniya  Bimbisara  heard ：  'The  Samana  Gotama  Sakyaputta,  has  just 
arived  at  Rajlgaha  and  staying  in  the  Latthivana.  Of  him  the  blessed  Gotama,  such  a 
glorious  is  spread  broad  ：  "  Truely  he  is  the  blessed,  holy,  absolute  Sambuddha,  endowed 
with  knowledge  and  conduct,  the  most  happy  One,  who  understands  all  worlds,  the  high- 
est One,  who  guides  men  as  a  driver  curbs  a  bullock,  the  teather  of  gods  and  inen,  the 
blessed  Buddha.  He  makes  known  the  Truth,  which  he  has  understood  himself  and  seen 
face  to  face,  to  this  world  system  with  its  devas,  its  Maras,  its  Brahmas,  to  all  beings, 
Samanas,  Bruhmanas,  gods  and  men  ；  he  preaches  that  Dhamma  which  is  glorious  in  the 
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問。 飲食 諸 美味 於, 中 無， 1 所樂 1 天上 及 世間 今說 _1 樂何處 1 

答。 我 迹 休息 1 三界 無 11 所礙 1 不異 不可 異 不, 樂， 事 火祀 1 

爾時 迦葉從 1 坐 起、 上 n 昇 虛 I 全 還 下、 鱧 - 世 尊 足； 以争 摩- 1 捫 如 來 足 (以レ 口  i 自 稱 1ー 姓 字 一世 尊 是 
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雨 ，1世 尊 前後 中 一則 淸明上 有 1ー 雲 蓋？ 世 尊 現， ー此 變 化 一入 1 閲城？ 時 釋提梪 因 化 作二異 婆羅門； 
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beginning,  in  the  middle,  in  the  end,  in  the  spirit  and  in  the  letter  ；  he  proc lames  a  com- 
summate,  perfect,  and  pure  life.  ，，  It  is  good  to  obtain  the  sight  of  holy  men  like  that.' 
And  Bimbisara,  surrounded  by  twelve  myriads  of  Magadha  Brahmanas  and  householders, 
went  to  the  place  where  the  Buddha  was  ；  having  aproached  him  and  respectfully  saluted 
the  Buddha,  he  sat  down  near  him. 

Now  those  twelve  myriads  of  Magadha  Brahmanas  and  householders  thought  ：  '  How 
now  is  this  ？  has  the  great  Samana  placed  himself  under  the  spiritual  direction  of  Uruvela 
Kassapa,  or  has  Uruvela  Kassapa  placed  himself  under  the  spiritual  direction  of  the  great 
Samana  ？ ，  . 

And  the  Buddha  having  understood  the  reflection  which  had  arisen  in  the  minds  of 
those  myriads,  addressed  the  venerable  Uruvela  Kassapa  in  this  stanza  ：  '  What  know- 
ledge have  you  gained,  O  inhavitants  of  Uruvela,  that  has  induced  you,  who  were  renown- 
ed for  your  penances,  to  forsake  your  sacred  fire  ？  I  ask  you,  Kassapa,  this  question  ： 
How  is  it  that  your  fire  sacrifice  has  become  deserted  ？  ，  Kassapa  replied  ：  •  It  is  visible 
things  and  sounds,  and  also  tastes,  pleasures  and  woman  that  the  sacrifices  speak  of  ；  be- 
cause I  understood  that  whatever  belongs  to  existence  is  filth,  therefore  I  took  no  more 
delight  in  sacrifice  and  offerings.  ，  '  But  if  your  mind,  Kassapa,  ，  said  the  Buddha,  '  found 
there  no  more  delight,  either  in  visible  things,  or  sounds,  tastes,—  what  is  it  in  the  world 
of  men  or  gods  in  which  your  mind  now  found  delight  ？  Tell  me  that.  ，  Kassapa  replied: 
*I  have  seen  the  state  of  existence  and  the  obstacles  to  perfection  have  ceased,  which  is 
free  from  attachment  to  sensual  existence,  which  cannot  pass  over  into  another  state, 
which  cannot  be  led  to  another  state  ；  therefore  I  took  no  more  delight  in  sacrificas  and 
offerings. ， 

Then  the  venerable  Uruvela  Kassapa  rose  from  his  seat,  adjusted  his  upper  robe  so 
as  to  cover  one  shoulder,  prostrated  himself,  inclining  his  head  to  the  feet  of  the  Buddha 
and  said  ：  1  My  teacher,  Lord,  is  the  Buddha,  I  am  his  pupil ； my  teacher  is  the  Buddha, 
I  am  his  pupil. ， Then  those  twelve  myriads  of  Magadha  Brahmanas  and  householders 
understood  ：  '  Uruvela  Kassapa  has  placed  himself  under  the  spiritual  direction  of  the 
great  Samana.  ，  And  the  Buddha  preachd  to  them  the  Dhamma  in  due  cource,  and  the 
eleven  myriads,  with  Bimbisara  at  their  head,  obtained  the  pure  and  spotless  Eye  of  the 
Truth.  

And    when  the  night  had  elasped,    the  Magadha  king   Seniya   Bimbisara  ordered 
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已度， 1 四 流 際- 能說 n 不死 法 1 最勝 無礙法 我是 給仕 者 

爾時摩 揭國王 瓶沙復 作 1ー 是 念^ 若 使 尊 將 1 一 諸 弟 子-入- 羅 閱 城-先 至 h 中 著、 我 當 卽 以-此 園 

地 1 施， 之 立 = 精 舍.？ 時 羅閱城 諸 園 中 迦蘭陀 竹園最 勝。 時世 尊 知-摩 竭王 心中 所 念ー卽 將 「- 大衆- 

詣， 一竹 園-己。 王 卽 下， 象 自 疊， 象 上 褥； 作 - 四 重-敷^  P 世 尊 坐 (持-金 澡 瓶-水 授-如 來 合一 淸 淨- 白い 佛 

言， 我 今 以 一一 此 竹 園 一 施 一一 佛 及 四方 僧 一時 世 尊 以 一一 慈 愍 心 1 受 - 彼 園 -  漸 次 爲レ王 P 法、 勸 , 

發 - 歡 喜 心 1 
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excellent  food,  both  hard  and  soft  to  be  prepared,  and  had  dinner  time  announced  to  the 
Buddha  in  the  words  ：  '  It  is  time,  Lord,  the  meal  is  ready.  ，  And  in  the  forenoon  the 
Buddha  entered  the  city  of  Rajagaha  accompanied  by  a  great  number  of  Bhikkhus,  by 
one  thousand  Bhikkhus  who  all  had  been  Jatilas  before. 

At  that  time  Sakka  the  king  of  devas,  assuming  the  appearance  of  a  young  Brahmana, 
walked  in  front  of  the  Bhikkhu  fraternity  with  Buddha  at  its  head,  singing  the  following 
stanzas  ：  '  the  self-controlled  One  with  the  self-controlled,  with  the  former  Jatilas,  the 
released  One  with  the  released,  the  Buddha,  gold  coloured  like  an  ornament  of  singi  gold, 
has  entered  R;ijagaha. ， 

e  The  emancipated  One  with  tbe  emancipated,  with  former  Jatilas,  the  released  One 
with  the  released,  the  Buddha,  gold-coloured  like  an  ornament  of  singi  gold,  has  entered 
Rajagaha. ， 

' He  who  has  crossed  the  ocean  of  passion  with  them  who  have  crossed  it,  with  the 
former  Jatilas,  the  released  One  with  the  rsleased,  the  Buddha,  gold-coloured  like  an 
ornament  of  singi  gold,  has  entered  Rajagaha. ， 

' He  who  is  possessed  of  the  ten  Noble  states  and  of  the  ten  powers,  who  under- 
stands the  Pass  of  Kamma  and  possessed  the  ten  attributes  of  Arahatship,  the  Blessed 
One,  surrounded  by  ten  hundred  of  followers,  has  entered  Rajagaha. ， 

The  people  when  tlaey  saw  Sakka  the  king  of  devas,  said  ：  '  This  youth  indeed  is 
handsome  ；  this  youth  indeed  has  a lovely  appearance  ；  this  youth  indeed  is  pleasing. 
"Whose  attendant  may  this  youth  be  ？ ， 

When  they  talked  thus,  Sakka  addressed  those  people  in  this  stanza  ：  4  He  who  is 
wise,  entirely  self-controlled,  the  unrivalled  Buddha,  the  Arahat,  the  most  happy  upon 
earth :  his  attendant  am  I. ， 

Ana  Bimbisara  thought  ：  '  there  is  the  Veluvana,  my  pleasure  garden,  which  is  not 
too  far  from  the  town  and  not  near,  suitable  for  going  and  coming,  easily  accessible  for 
all  people  who  want  to  see  him,  by  day  not  too  crowded,  at  night  not  exposed  to  much 
noise  and  alarm,  clean  of  the  smell  of  people,  hidden  irom  men,  well  fitted  for  a  retired 
life.  What  if  I  were  to  make  an  offering  of  the  Veluvana  pleasure  garden  to  the  frater- 
nity of  Bhikkhus  with  the  Buddha  at  its  head  ？，  So  he  took  a  golden  vessel  with  water 
in  it,  to  be  poured  over  the  Buddha's  hand  ；  and  dedicated  the  garden  to  the  Buddha  by 
saying,  '  I  give  up  this  Veluvana,  Lord,  to  the  frafernity  of  Bhikkhus  with  the  Buddha 
at  the  head. ' 
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佛歸の 連 目 弗利會 


f 寺 世 尊 在 n 羅 閲祇竹 園 精 舍： 彼 有 = 一 邑- 名- 那 羅 陀 一有-一 故 梵 志-名 曰- 沙 然ー受 學 弟子 二百 五 

十。 門 徒 之 中 有 - 二 高 足？ 一  名-； 優 波提舍 1 二 名 1._拘 律 陀ー爾 時額粹 著， 衣 持き 入レ城 乞 食。 顏 色 和 

悅諸限 寂. 定。 衣 服齊整 視， 地 而 行。 時 優 婆提舍 出遊遙 見 lS 鞞 威儀 庠 序！ 歎 11 未 曾 有 一往 至 便 

問。 何 所， 法 像 li 衣 服 1 反， 常。 寧 有- 師 宗 1， 得レ聞 乎。 額 鞞對 曰、 瞿曇 沙門 是我大 師、 我 等 所き 從而 

受レ學 。優 婆提舍 言、 汝 等 大師 說 1ー 何 等 法 一^ 鞞 言、 我 年 幼稚 學曰初 淺。 豈 能 宣 1ー 師 廣大之 義ー 今 

f  I 略 說^ 要： 我 師 所 說、 法 從， 緣 生 亦從， 緣滅。 一 切 諸 法 空. 無き， 主。 優 婆 提舍聞 己. 心 悟 

意 解 得， 一法 眼 淨？ 便 還 11 所 住； 爲 11 拘 律 陀 1 說 1 一所 聞 法 一 拘律陀 開 亦 離 lift  ，得 -I 法 眼 淨？ 卽 問 言， 如 來 

遊 化 <?r 在， 何 住。 答 言 今 在 US 蘭陀竹 園ー拘 律 陀 言、 如 來是 我等 師、 便 可-共 住 鱧 敬 問 訊？ 優 波 

是 舍 言、 1 一 百 五十 弟子、 師 臨終 時 囑 - 吾 等 成 就臺 可 11不に吿 而 獨 去-乎。 一 一 人 卽 往 一一 弟 子 所 一語 言、 

我等 欲 4 &瞿曇 沙門 淨&梵 行： 汝等 各々 隨-意 所 樂-時 二百 五十 弟子 皆 悉樂從 。二人 便將" 

弟子 1 倶詣， 1 竹 園 一世 尊 遙見吿 - 諸 比丘 ー彼來 二人 一 名-; 優 波 提舍三 名 1ー 拘律 陀ー此 二人 者當 ，於- 

お 弟子  中, 爲， 最 上 首： 智慧 無量 神 足 第 一 。須臾 來 到， 佛 爲 漸次 說法 布施 持戒. 生 天 之論訶 n 

欲 不 淨 1 讃 1 一 歎 出 離 S 於 ー1 坐 上 1 漏 盡意解 皆 前 白レ佛 願 得 3 出 家 淨 -1 修 梵 行？ 佛 言 善來 比丘 於-我 

法 中 一修-行 梵 行 一 得 ，盡= 苦 源ー卽 名- 1 出 家 受！ 1 具 足 戒ー 

時 羅閱城 中 諸 長者 自相誡 勅 言、 汝等有 レ兒者 各自 愼護婦 有-一夫 ま 者 亦 慎 護レ之 X 「大 沙門 

從， ま 竭 國 界 1 度-諸 梵 志 1自 隨 今 來 -1 至 此 1 當 * 將-此 諸 入 一 去バ 
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(1) 五分 律 第 十六 （張 二  *3) 

At  that  time  Saniaya,  a  paribbajaka  resided  at  Rajagaha  with  a  great  retinue  of  pa'- 
ribbajakas,  two  hundred  and  fifty,  at  that  time  Sariputta  and  Moggallana  led  a  religious 
life  as  followers  of  Sanjaya  ；  these  had  given  their  word  to  each  other  ：  '  He  who  first 
attains  to  the  immortal  shall  tell  the  other  one.  ，  Now  one  day  Sariputta  saw  the  vener- 
able Assaji  who  went  through  Rajagaha  for  alms  ；  whose  walking,  turning  back,  regarding, 
looking,  drawing  his  arms  back,  and  stretching  them  out  were  decorous  ；  who  kept  eyes 
on  the  ground,  and  was  dignified  in  deportment.  Seeing  him  he  thought  ：  '  Indeed  this 
person  is  one  of  those  Bhikkhus  who  are  the  worthy  ones,  in  the  world,  or  who  have 
entered  the  path  of  Arahatship.    What  if  I  were  to  approach  this  Bhikkhu  to  ask  him 

of  his  teacher.    Then  he  went  to  Assaji  and  exchanged  greeting  with  him  ；  standing 

at  his  side  he  said  to  him  ；  '  Your  countenance,  friend,  is  serene  ；  pour  complexion  is 
pure  and  deright.  In  whose  name,  friend,  have  you  retired  from  the  world  ？  who  is  your 
teacher  ？  whose  doctrine  do  you  profess  ？ ， 

Assaji  replied  ：  *  There  is,  friend,  the  great  Samana  Sakyaputta,  in  His  name  have 
I  retired  from  the  world  ；  He  is  my  teacher  ；  and  his  doctrine  do  I  profess.  ，  Sariputta 
asked  ：  '  And  what  is  the  doctrine,  Sir,  which  your  teacher  holds,  and  preaches  to  you  ？ ， 

Assaji  replied  ：  '  I  am  only  a  young  disciple,  friend  ；  I  have  but  recently  received 
the  ordination  ；  and  I  have  newly  adopted  his  doctrine  and  discipline.    I  cannot  explain 

to  you  the  doctrine  in  detail ； but  I  will  tell  you  in  short  what  it  means.  

"Of  all  objects  which  proceed  from  a  cause,  the  Tathagata  has  explained  the  cause,  and 
He  has  explained  their  cessation  also  ；  this  is  the  doctrine  of  the  great  Samana. " 

Sfiriputta,  after  having  heard  this  text,  obtained  the  pure  and  spotless  Eye  of  the 
Truth.  And  he  said  to  himself  ：  '  If  this  alone  be  the  Dhamma,  now  you  have  reached 
up  to  the  state  where  all  sorrow  ceases,  the  state  which  has  remained  unseen  through 
many  myriads  of  Kappas  of  the  past. ， 

Then  Sariputta  went  to  Moggallana  and  told  him  that  he  met  the  venerable  Assaju 
And  iNIoggallana  too,  after  having  heard  the  text  from  Sariputta,  obtained  the  pure  and 
spotless  Eye  of  the  Truth.  And  Sariputta  and  Moggaltina  took  two  hundred  and  fifty 
paribbajakas  with  them,  and  went  to  the  Buddha,  which  was  against  the  wisn  of  Sanjaya, 
who  began  to  vomit  hot  blood  from  his  mouth. 

At  this  time  many  distinguished  young  Magadha  noble  men  led  a  religious  life  under 
the  direction  of  the  Buddha.  The  people  were  annoyed,  murmured  and  became  angry, 
•The  Samana  Gotama  causes  fathers  to  beget  no  sons  ；  causes  wives  to  become  widows  ； 
causes  families  to  become  extinct,  etc., ' 

― Mahavagga :  Vinaya  Text.  I.  p.p.  144-152. 
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家出の 羅猴羅 び 及陀難 


く 然彼釋 種 量 子難陀 當， 1 於 彼 時 1 在-一重 閣 上： 共 11 孫 陀 利； 昇， 樓 觀看 • 遊邀而 坐。 爾 時難陀 在 n 樓 閣 

上 一 遙 m, 一世 尊 將， 至， 1 其 處： 速 卽驚起 下 11 於 重 閣； 往， 1 至 佛 邊 1 頂 鼬 佛 足； 却 立- 1 一 面面 白^ 言、 善 來 

世 尊、 何 從， 遠 至、 唯 願 垂； s 入-我 堂 室 1 昇レ座 而 坐。 爾 時世 尊 入 -I 彼 堂 室 1 昇& 坐 巳 慰- 喩 難 陀 S 

* 巳訖 默然而 坐。 爾 時難陀 白， 佛 言、 世 尊 唯 願 今 者 於 ，此 受レ 供。 我 遣 fell 辨 鹬 s 飲 食？ 佛 吿 1 一難 

陀 一 我 已 食 訖、 不， 須； 儋 辨ー爾 時釋種 量子 難陀復 白， 佛 言、 今 有-蜜 漿 - 非 時 飮 不。 佛 吿難 陀 1 我 隨 ._1 

汝 意 雨 時 難陀復 白， 佛 言、 唯 然 世 尊。 於 是難陀 執- 1 持 佛 鉢 1 盛 1ー 非 時 漿ー奉 「-與 ft 尊； 於， 時 世 尊 未 n 

爲 受取 爾時 難陀卽 持- 1 彼 鉢 1 將， 與 11 侍 者 一而 彼 侍者 復 不！ ー受 取； 爾 時世 尊 從， 座 而 起、 與 11 諸 侍 從- 

相 逐而還 欲， 向 - 本 處？ 難 陀 亦 從 =重 閣 1 持 - 彼 蜜 漿； 欲， 隨， 怫 去 一 爾時释 種 女 孫陀利 見， 释難陀 執， 1 

其 滿鉢非 時 蜜 漿 1 從 11 世 尊 1 行： 其 孫陀 利梳， 頭 末 fe 便 卽高聲 喚， 1 難 陀ー言 、聖 子難陀 欲， 一 何 去 1 也。 

爾 時難陀 指， 1 彼 鉢 一 言、 欲 ^ns 鉢 一 奉， 送 如 來； 至， 彼 卽還。 卽時 孫陀利 言 聖 子速來 莫， 一久 住, 彼。 爾 

時世 尊 出 ー1 難 陀 家， 爲-難 陀 一 故 步， 一行 東 西； 在， 一 於 街 卷 1 欲 入ヌ城 內 一 切 人民 昇 彼難陀 執 n 非 時 t 水 一 

隨， 逐 於 佛，。  爾 時世 尊 至 1 一 僧 伽 藍 一 喚； 一 1 比 丘， <? 難 陀 手中 蜜漿 一難 陀 i 佛 足 1 白 

言、 世 尊 我 今 髒き 。欲 .還ー1向 i 吿 一一 離 陀一汝 莫 - 還 去 一  世 尊 正 心 正意 吿； 一難 陀ー 言、 來 汝 

比 丘、 入 ，ー 我 法 中 一行 = 梵 行 1 盡 =諸 苦 一 故。 爾 時如來 作 n 是 語 一已、 難 陀鬚髮 卽自墮 落。 

爾 時世 尊 於 n 晨 朝 時； 與 1 一大 比丘 一 千 二百 五十 人 1 倶、 詣 - 向 王 宫？ 如， 所， 1 鋪 座 1 次第 而坐。 爾時羅 

堠羅母 別 作， 二 枚歡喜 丸一 喚 一一 羅 猴 羅ー內 一一 著 手 裏 1 作 - 如 是 言？ 汝 羅猴羅 往 一一 至 比丘 僧 衆 之 內； 是 
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(i) 本 行集經 第五 十六 (m 九 ぶ) 

On  the  third  day,  when  seeking  alms  at  the  coronation- hall  where  congratulations  were 
being  offered  to  Prince  Nanda  on  his  wedding,  the  Master  handed  the  prince  his  bowl 
and  wished  him  luck.  And  he,  taking  the  bowl,  followed  the  Buddha.  At  that  time 
Janapadakalyani  was  looking  out  of  a  window,  with  her  hair  half  combed,  and  she,  hav- 
ing see ひ him  following  the  Buddha,  said  to  him  ：  "  Why,  Prince  Nanda,  is  off  with  the 
Master  ？  Come  back  soon,  dear  Lord  ！  ，，  So,  Nanda  wished  the  Master  to  take  his  bowl 
from  him,  but  as  the  Master  purposely  did  not  do  so,  he  unwillingly  went  to  the  vihara. 
The  Master  ordained  him,  though  Nanda  wished  it  not. 

― " Psalms  of  the  Brethren,  "  P.  126. 

And  in  the  forenoon  on  the  seventh  day,  the  Buddha,  having  put  on  his  under-robes, 
took  his  alms-bowl  and  with  civara  on,  went  to  the  residence  of  the  Sakka  Suddhodana, 
and  sat  down  on  a  seat  laid  out  for  him. 

Then  the  Princess,  the  mother  of  Rahula,  said  to  young  Rahula  :  "  This  is  your 
father,  Rahula,  go  and  ask  him  for  your  inheritance.  "  Then  Rahula  went  to  the  Buddha, 
stationd  himself  before  the  Buddha  and  said  ：  "  Your  shadow,  Samana,  is  a  place  of 
bliss.  ，，  The  Buddha  rose  from  his  seat  and  went  away,  and  Rahula  followed  the  Buddha 
from  behind  and  said  ： "い lve  me  your  inheritance,  Samana  ；  give  me  your  inheritance, 
Samana.  ，，  Then  the  Buddha  said  to  Sariputta  ：  "  Well,  Sariputta,  confer  the  pabbajja 
ordination  on  young  Rahula. ，， 


汝父者 施 n 歎 喜 九；  時 羅猴羅 持 一一 歡 喜 丸 一遍 觀 一二 切 諸 比 丘 一巳、 直 往 n 佛 邊 一而 白に 佛 言 

如， 是沙 £： 蔭凉 快哉、 如， 是 沙門 蔭凉 快哉。  爾 時世 尊 敎化訖 已從， 座而起 還-於 本 

處？ 爾時羅 喉羅母 遣， 裏 猴 羅 1 往 向 n 父 邊 1 乞 取， 1 父 封 一時 羅餱羅 隨佛而 行。 且 行 且 語 ，作_1 如 是 言； 

唯 願 沙門 與， 1 我 封 邑ー爾 時世 尊自 授， 1 手 指 一 與， 襄 喉羅 一時 羅餱羅 執， ー佛 指， 巳 傍， 佛 行。 爾 時世 尊 

將編 眠 羅 一至 n 於 靜 林 1 遙 喚 n 長 老舍利 弗 1 言、 汝 舍利弗 將籮 0 羅 I 令 - 其 出家？ 時舍 利弗而 白， 佛 

言、 如 一一 世 尊 敎ー承 = 佛 敎 一 巳 I  0 羅 一而 出家 也。 

淨飯王 聞， ー羅 餱羅之 出家 一巳 迷悶 躕 i 地 ま 11 於 少 時 一 還 得 鼬 悟； 從， 城 出 至， 1 尼 拘 陀 秫 一 到 一 1 於 佛 所； 

頂， 一 鱧佛足 1 却 坐， 一 一 面 一而 白， 佛言。 世 尊 往昔 在家 之 曰、 諸 解相師 婆羅門 等 巳甞授 記、 若 其 在 

家 必 當， 得 輪 0 王 S 尊 今 己 捨， 家 出 家。 我 見 n 世 尊 出 家 1 之 後、 作 1 ー是 思 惟； 欲お-王 位 1 付， 與 難 

陀； 世 尊 於， 後 復 令 = 出 家？ 彼旣 出家。 我復 思惟。  今 者 望 欲， 留 ：i 羅 餱 羅 1 擬， 付 王 位： 復 爲 _1 

世 尊 1 將， 1 出 家 1 也。 世 尊 如 是、 將 ，蘿 餱羅 1 出 後 之後豈 不， 斷 一一 我 王 種 姓 1 耳。 復 次 世 尊、 雖 n 復 如&、 兼 

戀， 子 情 穿， 1 徹 皮肉 筋骨 及髓： 是故世 尊 從-今 日 1 後、 作， 1 如 是 敎 制？ 諸 比丘 有 n 出 家 1 者 、食 諮， 1 父 母 1 
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Then  the  Sakka  Suddhodana  went  to  the  place  where  the  Buddha  was  ；  having  app- 
roached him  and  having  respectfully  saluted  the  Buddha,  has  sat  down  near  him.  Sitting 
near  】iim  he  said  to  the  Buddha  ：  "  Lord,  I  ask  one  boom  of  the  Buddha.  ，，  The  Buddha 
replied  ：  "  The  perfect  Ones,  Gotama,  are  above  granting  boons  before  they  know  what 
they  are.  "  Suddhodana  said  ：  "  Lord,  it  is  a  proper  and  unobjectionable  demand. " 
'*  Speak,  Gotama. " 

" Lord,  when  the  Blessed  One  gave  up  the  world,  it  was  a  great  pain  to  me  ；  so  it 
was  when  JNanda  did  the  same  ；  my  pain  is  excessive  when  Rahula  too  did  so.  The  love 
for  a  son,   Lord,   cuts  into  the  skin  ；    having  cut    into  the  skin,    it  cuts  into  the  hide  ； 

having  cut  into  the  hide  it  cuts  into  the  fresh,   the  ligaments,   the 

bones  ；  having  cut  into  the  bones,  it  reaches  the  marrow  and  dwells  in  the  marrow.  Pray, 
Lord,  let  their  reverences  not  confer  the  pabbajja  ordination  on  a  son  without  his  fathes's 
and  mather's  permission. " 

Then  the  Buddha  taught,  incited,  animated,  and  gladdened  the  Sakka  Suddhodana  by 
religious  discourse  ；  and  the  Sakka  Suddhodana,  having  been  gladdened  by  the  Buddha, 
rose  from  his  seat,  respectfully  saluted  the  Buddha,  and  passing  round  him  with  his  right 
side  towads  him,  went  away. 

In  consequence  of  that  and  on  this  occasion  the  Buddha,  after  having  delivered  a 
religious  discourse  thus  addressed  the  Bhikkhus  ：  "  Let,  no  son,  O  Bhikkhus,  receive 
the  pabbajja  ordination  without  his  father's  and  mother's  permission.  He  who  confers  the 
ordination  on  a  son  without  that  permission,  is  guilty  of  a  dukkata  offence. ，， 

" Mahavagga  "  :  "  Vinaya  Text.  "  I.  p.  208-210. 
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Now  at  time  the  householder  Anathapindika  was  the  husband  o£  the  sister  of  the 
Rajagaha  Setthi.  And  Anathapindika  went  Rajagaha  on  some  business  or  other.  Anatha- 
pindika, seeing  the  Rajagaha  Setthi  giving  orders  to  his  work-people  to  cook  congey  and 
rice  etc.,  thought  ：  Now  formerly  this  householder  was  wont,  when  I  arived,  to  lay  aside 
all  other  business,  and  exchange  the  greetings  of  courtesy  with  me  ；  but  now  he  appears 
excited  and  is  giving  orders  to  his  slaves  and  work-people.  How  can  it  be?  Is  he  taking 
or  giving  in  marrige,  or  has  he  set  a  great  sacrifice  on  foot,  or  has  he  invited  the 
Magadhan  Seniya  Bimbisara,  together  with  his  retinue,  for  to-morrow's  meal ？ ，， 

When  the  Setthi  was  told  by  Anathapindika  the  thoughts  that  had  passed  through 
his  mind,  he  replied  ：  "  I  am  neither  taking  nor  giving  in  marrige,  nor  have  I  invited 
the  king  to  to-morrnw's  meal.  But  a  great  sacrifice  I  have  set  on  foot,  for  the  Sangha, 
with  the  Buddha  at  its  head,  has  been  invited  for  to-morrow's  meal  at  my  house. " 

" Did  you,  O  householder,  say  '  the  Buddha  ，？"  "  Yes,  it  was  •  the  Buddha  ，  what 
I  said.  "  and  three  times  the  same  question  was  put,  and  the  same  rely  was  given. 

" Hard  is  it,  O  householder,  to  meet  even  with  the  mere  expression  in  the  world  ― 
the  news,  that  is,  of  a  Buddha.  Would  it  be  possible  for  us,  at  this  very  time,  to  go 
and  visit  that  Blessed  One  the  Arahat,  the  very  Buddha  ？  "  "  It  is  not  now,  O  house- 
holder, the  proper  time  to  pay  a  visit  to  the  Buddha  ；  but  early  on  the  morrow  you  shall 
go  and  visit  him. ，， 

Then  Anathapindika,  pondering  of  the  visit  he  was  about  to  pay,  lay  down  to  sleep 
with  his  thoughts  so  bent  upon   the  Buddha  that  thrice  in  the  night  he  arose,  thinking 
the  daylight  had  appeared.  And  Anathapindika  went  up  to  the  gate  leading  to  the  Slta - 
vana,  and  celestial  being  opened  the  gate.    And  he  emerged  from  the  city,  the  light 
disappeared  and  a  thick  darkness  arose,  and  fear  and  trembling  and  consternation  sprung 
up  within  him,    so  that  a longing  came  upon  him  to  turn  back  again  from  that  spot. 
But  Sivaka  the  Yakkha,  himself  the  while  invisible,  caused  a  sound  to  be  heard,  saying  ： 
' A  hundred  elephants,  a  hundred  steeds,  a  hundred  chariots  with  mules, 
A  hundred    thousand  virgins  with  their  jewelled  earings  on, ― 
These  are  not  worth,  O  householder,  the  sixteenth  portion  of  one  single  stride. 
Go  on,  go  on,  O  householder  ！  advance,  and  not  retreat,  shall  profit  thee. ， 
(1) 雜阿含 第二 三 (辰 三 *27^8) 
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Then  the  darkness  disappeared  before  Anuthapmdika  and  a  bright  light  arose,  and 
the  fear  and  trembling  and   consternation  that  had  spring  up  within  him  were  appeased. 

And  Anuthapindika  arrived  at  the  Sitavana  ；  and  at  that  time  the  Buddha  who  had 
arisen  at  early  dawn,  was  walking  up  and  down  meditating  in  the  open  air.  And  the 
Buddha  saw  Anathapindika  when  he  was  coming  from  afar  ；  and  the  Buddha  left  the 
place  where  he  liad  been  walking  up  and  down,  and  sat  himself  down  on  the  seat  put 
out  for  him.  And  when  he  was  so  seated,  he  addressed  Anathapindika,  and  saia :  "  Come 
hither,  Suddatta  ！ " 

Then  Anathapindika,  glad  and  happy  at  the  thought  that  the  Buddha  had  addressed 
him  by  his  name,  went  up  to  the  place  where  the  Buddha  was,  and  bowed  down  before 
him,  falling  at  his  feet,  and  said  ： 

" I  trust,  my  lord,  the  Blessed  One  has  slept  in  peace  ！ " 

" He  ever  sleeps  in  peace,  the  Arahat  who  is  free, 

" Who  is  not  touched  by  lusts,  but  calm  and  free  from  sin, 

" Has  broken  all  the  bars  to  freedom  of  the  mind,  has  quenched  the  anguish  in  his 
heart, 

" Has  fixed  peace  in  his  mind,  and  peaceful,  sleeps  in  peace. ，， 

Then  the  Buddha  discoursed  to  Anathapindika  in  due  order  ；  that  is  to  say  he  spoke 
to  him  of  giving,  of  rightuousness,  of  heaven,  of  the  danger,  the  vanity,  and  the  defile- 
ment of  lusts,  of  the  advantages  of  renunciation.  And  when  the  Buddha  saw  that  Anatha- 
pindika had  become  prepared,  softend,  unprejudiced,  and  upraised  and  believing  in  heart, 
then  he  proclaimed  that  which  is  the  doctrine  of  the  Buddhas  ；  that  is  to  say,  Suffering, 
its  Origin,  its  Cessation,  and  the  Path.  And  just  as  a  clean  cloth  from  which  all  stain 
has  been  washed  away  will  readily  take  the  dye,  just  even  so  did  Anuthapindika,  even 
while  sitting  there,  the  pure  and  spotless  Eye  of  the  Truth,  that  is  to  say,  the  knowledge 
that  whatever  has  a  becoming,  in  that  is  inherent  also  the  necessity  of  dissolution.  Thus 
did  Anathapindika  see  and  master,  understand  and  penetrate  the  Truth  ；  and  he  overcame 
uncertainty,  and  dispelled  all  doubts,  and  gained  full  knowledge,  becoming  dependent 
upon  no  one  else  for  his  knowledge  o£  the  doctrine  of  the  teacher,  and  he  addressed  the 
Buddha,  and  said  ： 

" Most  excellent,  Lord,  most  excellent  ！  Just  as  if  a  man  were  to  set  up  that  which 
is  thrown  down,  or  to  reveal  that  which  is  hidden  away,  or  were  to  point  out  the  right 
road  to  him  who  has  gone  astray,  or  were  to  bring  a light  into  the  darkness  so  that  those 
who  had  eyes  could  see  external  fonas  ― 
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just  even  so,  Lord,  has  the  Truth  been  made  known  to  me,  in  many  a  figure,  by  the 
Blessed  One.  And  I，  even  I,  betake  myself,  Lord,  to  the  Buddha  as  my  refuge,  to  the 
Dhamma,  to  the  Sangha.  May  the  Blessed  One  accept  me  as  a  disciple,  as  one  who,  from 
this  day  forth  as  long  as  life  endures,  has  taken  his  refuge  in  him.  And  may  the  Blessed 
One  consent  to  accept  at  my  hand  the  to-morrow's  meal  for  himself  and  for  his  order. 

And  when  the  Buddha  had  finished  his  meal,  and  had  cleanced  his  hands  and  his 
bowl,  Amithapindika  took  his  seat  on  his  side,  and  said  to  the  Buddha  ：  "  May  the  Bless- 
ed One  concent  to  spend  the  rainy  season  of  Was  at  SavatthT,  together  with  the  order  of 
Bhikkhus. ，， 

" The  Tathagata,  O  householder,  take  pleasure  in  solitude, " 

" I  understand,  O  Blessed  One,  I  understand,  O  Happy  One.  "  "When  he  had  come 
back  to  Savatth7,  he  bought  the  garden  of  Jeta  the  Kumlra  at  the  price  of  gold  which 
covered  the  Jetavana  with  pieces  laid  side  by  side.  And  he  built  here  dwelling-rooms, 
retiring — rooms,  and  store-rooms  over  the  gateways,  service  halls,  halls  with  fire-places  in 
them,  store-houses  outside  the  Vihrira,  closets,  cloisters  halls  for  exercise,  wells,  sheds 
for  the  well,  bath-rooms,  halls  attached  to  the  bath-rooms,  ponds,  and  open- roofed  sheds, 

一 Mahavagga  ：  Vinaya  Text  III  p.  17.9-189. 

(1) 雜阿含 四 五 （昃四 *63) 

To-day,  at  full  moon,  for  full  purity. 

Five  hundred  brethren  are  together  come. 

They  all  have  cut  their  fetters  and  their  bonds  ； 

Seers  who  are  free  from  rebirth  and  from  ill.  (1234) 

And  as  a  king  who  ruleth  all  the  world, 

Surrounded  by  his  councillors  of  state, 

Toureth  around  his  empire  everywhere, 

Driving  throughout  the  lands  that  end  in  sea,  (1235) 

So  him  who  is  our  victor  in  the  fight, 

The  peerless  Master  of  our  caravan, 

We  followers  attend  and  wait  upon, 

Who  hold  the  triple  lore,  slayers  of  Death.  (1236) 

All  we  are  sons  of  the  Exalted  One. 

No  sterile  babbler  is  among  us  found. 

I  worship  him  who  strikes  down  craving's  darts. 

I  greet  the  offspring  of  the  Sun's  great  line.  (1237) 

― Thera - gatha :  Psalms  of  the  Brethren,  P.  403. 
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年 晩の 王 匿斯波 


^ 時、 怫 遊 A 中 一 在 =1 释 家 都邑 名 -彌 婁鹱爾 時 拘薩羅 王 波斯匿 與 * 作 一共 倶 有 一一 所 爲ー 故、 出 ぎ 

邑名城 一 拘薩羅 王波斯 匿 、至-彼 園 觀； 見-諸 樹 下 寂 無^ 曰 聲ー遠 離 無 レ惡、 無％_入 民 隨 =順 燕 座 一 見 

a 憶， 一念 世 尊 一 拘薩羅 王 波 斯匿吿 曰、 長 作 今 此樹下 寂 無％ 聲-遠 離 無レ惡 無 ％x 民 隨 「鎮 燕 

坐, ぉ處 我數往 見 レ佛。 長 作 世 尊 今 在-何 處 1 我 欲-一 住 見 一長， 作 答 曰、 天 王 我 聞 世 尊 遊 海 中 few 释 

家 都邑 名- 彌婁離 S 薩羅王 波 斯匿復 問 曰、 長 作釋家 都邑 名- 賺婁 離！ 去 あ 幾許。 長 作 答 曰 

天 王 去， 此 三拘婁 舍. 拘 薩羅王 波 斯匿吿 曰、 長 作 可^ 一一 厳 駕-我 欲 fe 撫。 長 作 受， 敎 卽 勅 1ー 厳 駕- 

白 曰、 天王嚴 駕巳訖 隨 - 天 王 意ー拘 薩羅王 波 斯匿卽 昇レ乘 出 - 城 外 一往き 释家 都邑 名^ 婁 離 一 

爾時 彌婁離 門外 衆多 比丘 露地 經行。 拘薩羅 王 波 斯匿往 -詣 諸 比丘 所-問 曰、 諸 意， 世 尊 今 

在， 一 何處？ 晝行 衆多 比丘 答 曰、 大王 彼 東 向 大屋 開 レ牕閉 お 世 尊 今 在-彼 中- 晝 行，、 大王 欲 レ見便 

往 -詣 彼； 到 巳 住， 外 謦欽敲 a 、世 尊 聞 者必爲 開お。 拘薩羅 王 波 斯匿卽 便 下 章 若 有-主 刹 利 

頂 1 來 而 得， 一 人 處 1 敎 ^犬 地 有  一！ 五 儀 飾； 劍 蓋 華 鬉及珠 柄 拂嚴飾 之 屣。 彼 盡脫コ し 授-與 長 作 一長 

作 念 曰、 天 王 今 者 必 當 n 獨 入 1 我 等 應 n 共 住レ此 待 1 耳。 於 レ是 拘薩羅 王 波 斯匿眷 屬圍遶 步 柱-至 

彼柬向 大屋 到已 住， 外 謦^ 敲 X。 世 尊 聞 a 卽爲 開お、 拘薩羅 王 波 斯匿便 入-彼 屋 一前 至- 佛 

所； 稽首 禮足 再三 自稱 - 姓 名 ー我是 拘薩羅 王波斯 匿我是 拘薩羅 王波斯 匿。 世 尊 答 曰、 如是 

大王 汝是 拘薩羅 王波斯 匿汝是 拘薩羅 王波斯 匿。 拘薩羅 王 波斯匿 再三 自稱& 名- 已 稽- 

首  怫足 1 却  座 n  一  酉 
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(1) 中 阿 舍五九 (昃七 *S9 以下） ^一 阿 舍三ニ (昃ニ *58) 參照 - 

以下 一一 五 頁までの 和譯 巴 利 中 阿 舍第八 九 Dhanimacetia  Sutta. 

世 尊が、 釋迦 種族の メー  タ 少パ （Aletalupa) ミ いふ 邑 (こね 給う た 時の 事であった 。 喬薩羅 王 
波斯匿 1： [所用 ぁリ て、 ナカ * ラカ （Nagaraka) ( ；： 來て ねられた 。デ 一力 * カー ラャナ （Digha- EaV 
xayana)  /お 呼んで 曰 ふに は、 「Kru%ana よ、 馬車の 用意^ ぜ よ 0囿 園に 行いて 美しい 景色^ 眺 
め: T: ぃミ思 ふ」 さ。 「陛下よ、 かしこま リ ま した」 ミ答 へて、 馬車 ^用意し、 その 旨 ^申した 
ので、 波 靳匿王 は 美々 しい 車 (こ 乘リ、 大王の 卤簿 (こて 町な 出掛け 阅 園 (こ 入った。 

大王 は囿 園の 林 藪の 中^ 逍遙し 乍ら、 騷 がしい 音響の ない、 人い きれの ない、 遠 離獨钹 に 
相應 しい 美し さ 樹下^ 見て、 世 尊の 事な 思 ひ 出 し、 ： う いふ 靜 かな 美しい 樹 下にて 世 尊應供 
正等覺 者に 御給 事 申 し 上げたら ばミ 思うた。 それで 王はデ 一力、 カーラー ャナも 呼び掛けた。 

「カーラー ャナ よ、 私 はこう いふ 靜 かな 美しい 樹 下にて 世^^ 御給 事 * し 上げたい ミ思 ふ。 
世 尊 は 今、 何處 (こ 在ます であら う カリミ o  「大王、 世 尊 は 今 メータ； レバ ミ いふ^ 迦 種族の 邑 に 
ねられます」 「この 市から その メータ  > レパ迄 、何れ 程の 距離で もる か」 。「大王、 そんなに 遠 
く は f り ません o 三 由 旬 程で あり ますから 日^ 迄に 行く 事が 出來 ます」 o「 それで は 馬車の 用意 

^せ よ o 世 尊 (こ 御 遇に 參 ら う 」0  「陛下、 か しこまり ま した」 0 

かくて 大王 は、 美々 しさ 車に て 市^ 出掛け、 日' H 迄に メータ^ パに 着し、 精舍に 進み 車^ 

拾て ゝ徒步 にて 入った。 其 時、 多勢の 比丘が 露地^ 經 行して ねたが、 大王 は 比丘 等に 近づい 

て 世 尊に 御 遇 ひしたい が、 今何處 に-在ます かご 尋れた o    「大王よ、 ：： の 戸の 閉 ち' てね る 室 I こ 

ね 給 ふから、 音な く 近づ さ靜 かに 椽に 上り、 咳拂^ して 閂な 叩かれな ば 世 尊 は 戸^ 開き 給 ふ 
であ リま しゃう」 さ 比丘 等 は 答へ す :o 大王 は靱ミ 冠^ カー ラャナ に 渡しす: が、 カー ラャナ は 
思ふ樣 「大王 は1^ リ 行かれる. 我々 は茲に 殘られ ばな らぬ」 さ。 大王 は敎 へられた 様に 進ん て' 

室の 网^ 叩いた o 世镎 (1 戸^ 開 さ 給う す :0 大王 は 室に 人リ、 世 尊の 御足^ 頭 禮 し、 世 尊の 御 

足に 接吻し、 手に て 世 尊の 御 足な 磨り、 名 乘ん舉 げた。 「世 尊、 私 はお 薩羅の 王 波斯 匿で あ 

リ ます o 世 尊、 私 は 喬蕹羅 の 王波靳 匿で もり ます」 ミ。 
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世 尊 問 曰、 大王 見， 我 有， 1 何等 義 一而 自下， 意 稽首 鱧 足 供養 承 事耶。 拘薩羅 王 波 斯匿答 曰、 世 

尊 我 於， 佛有， 一 法靖； 因， 此故我 作， ー是 念； 如 來無所 著 正盡覺 所說法 善、 世 尊 弟子 * 善 趣向 也， 

世 尊 我 坐， 1 都 坐 1 時 見 ，1 母 共， 子 諍、 子 共， 母 諍、 父子 兄弟 姉妹 親 羼展轉 共 諍； 彼 鬪諍時 母 說 _1 子 

惡 一子 說 a 母 惡 1 父 子 兄弟 姉妹 親 屬相更 說， 惡、 況 復 他 人、 我 見 ,1 世 尊 弟子 諸 比丘 衆 1 從， 1 世 尊 i 行 n 

梵 行； 或 有 11 比 丘 1 少 多 起， 諍 捨， 戒 罷， 道 不 fen 佛 惡 1 不， 說 n 諸 法 惡 1 不， 說 ，1 衆 惡； 但 自責 數我 爲， 惡 我 

爲 11 無 德； 所 以 者 何、 以 不， 能お 1 一世 尊 1 自 盡 形 壽 修， 行 梵 行， 是 謂-一 我 於， 佛 而 有 - 法 靖； 因 ，此 故 我 

作 - 是念； 如 來無所 著 正盡覺 所說法 善、 世 尊 弟子 衆 善 趣向 也。 復次世 尊 我 見 二 沙門 梵志； 

或 九月 或 十月、 少多 學， 一行 梵 行ー捨 隨， 一本 服ー復 爲， 欲 所^ 染， 欲 著， 欲 爲， 欲 所， 縳 懾慠受 入 不， 見- 

M 患 ー不， 見 = 出 耍 一而 樂， 一 行 欲？ 世 尊 我 見 - 世 尊 弟子 諸 比丘 衆 一 自盡形 壽 修， 1 行 梵 行； 乃 至 億數我 

於 - 此 外， 不^ „1 如， 是 淸淨梵 行 如-世 尊 家 1 謂 =ー 我 於， 佛 而 有， 一法 靖 一因， 此 故 我 作 - 是 念； 如 來 無 所 

著 正 盡覺所 說法善 世 尊 弟子 衆 善 趣向 也， 復次世 尊 我 見， 二 沙門 梵 志羸瘦 憔悴 形 色 極 

惡 身 生 一一 白 皰 一人 不， 1 憙 見； 我 S 念 一 此 諸 尊 何 以臝瘦 憔悴 形 色 極惡身 生 一, 白 皰 1 人 不豔 見 1 此 

諸尊必 不， 樂 n 行 梵 行； 或 身 有， 患 或屛處 作 以， 是 故 諸 尊羸瘦 憔悴 形 色 極惡身 生， 一白 皰 1 人 

不 1 見； 我 往 問， 彼、 諸 尊 何故 羸瘦 憔悴 形 色 極惡身 ま 白 皰入 不_1 見 一 諸 尊 不， 樂， 1 行 梵 行 一耶、 

爲, 一 身 有，， 患 耶 爲， 1 屛 處 作 ^ 耶是故 諸 尊羸瘦 憔悴 形 色 極惡身 生， 1 白 皰 一人 不 1 裏 S 答曰大 

王 是白病 大王 是白 病。 世 尊 我 見， 一世 尊 弟子 諸 比丘 衆 一 樂， 行 端正 面色 悅澤 形體淨 潔無爲 
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「大王よ、 貴方 it 如何なる 理由で、 身體 (こ は：: の樣な 最上の 謙 敬^ 示し、 心洪 養^な され 
るので あり ます か」 つ 

「世 尊、 私 (こ は 世 尊 (：對 する 如法の 信 (Lit. 法の 隨遂） がぁリ ます 0 それ は、 世 尊 は 正 者、 
法 は 世 尊に 依っての 妙說、 僧伽 は 善行 （の 圑體） ミ いふ 事で あ1) ます o 世 尊 私 は この 世に 於て 
十 年 二十 年 三十 第 四十 年、 自ら 梵行^ 行し 乍ら、 後に 沐 みし 膏^ 塗り 鬚髮な 刈り込み 五 欲 (二 
取リ卷 かれて 耽リ樂 しむ 一類の 沙門 婆羅門^ 見ます。 又 私 は茲に 生涯、 生命の ある 限り、 圓 
滿淸 淨の梵 行か 行して ねる 比丘な 見ます。 世 尊 私 はこの 数圑 以外 (二、 斯 くの 如き 圆滿 淸淨の 
梵 行な 見 まぜん o 世 尊、 これ も 私が 世 尊 (：對 して 世 尊 は正覺 者、 法 は 世 尊 (： 依っての 妙說、 
僭 伽 は 善行の 團體ミ いふ 如法の^ める一 由で あり ます 

「世 尊、 又 王 11 王ミ爭 ひ、 刹 帝 利 1て 刹 帝 利ミ爭 ひ、 婆羅門 は 婆羅門 ミ爭 ひ、 家主 は 家主 ミ 
爭ひ、 母 は 子さ爭 ひ、 子 は 父ミ爭 ひ、 兄弟 姉妹 相爭 ひ、 朋友 相爭 ふてねます が、 この 敎圑 (こ 
於て は、 私 は 比丘 等が 和合して 爭な く 水 さ 乳の 如 く 爭な く 互に 慈眼^ 以て 相 見て 住するな 認 
めます。 ： の 敎圑 以外に： の 様な 和合 衆^ 見ろ こさが 出來 まぜん 。世^、 ：れも 私が 世 尊 (こ 
對 して 如法の 信 ある一 由で あり ます。 

「世^、 又 私は阖 林め ぐリ/ おして、 或る 沙門 婆羅門が 疫ぜ、 衰へ、 顔色 靑 ざめ、 血 瞥が太 
く顯 ばれ、 人^見る に 眼の す はって ない の^ 見ます o その 時 私 は 思 ひます 0 この 人々 は必す 
梵 行ん 行す ろ^ 樂 しまない ので あらう o 或ば 又、 何か惡 業^して それ^ 隱 してね るた め、 ： 

の樣 i: 瘦ぜ衰 へ、 顏色靑 ざめ 血瞀が 太く 顯 はれ、 人^見る （： 眼が す ばらない ので あらう ミ。 
それで 私 は 其 入々 の處へ 行いて、 大德等 は 何故 (こその 樣 I： 瘦ぜ衰 へ、 顏色靑 ざめ 血蒈 が顯は 
れ-, 人^見る に腽 がす は らな いので あるか さ 尋ねます さ、 大王よ 我々 は病氮 であり ます ミ答 
へます。 世 尊、 私 は茲 では 皆の 人カ愉 怏相に 樂し相 (二 諸 极悦豫 し、 優 遊し、 謙 敬に て S 上の 

行^な し 鹿の 如 さ 優し さ 心に て 住する^ 見ます o 
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無， 求 護& 妻 食 1 如， 鹿、 自 盡 形 壽 修 - 行 梵 ^我 見 巳 作- 是 念お 諸 尊 何故 樂レ行 端正 面色 悅澤 

形體淨 潔無爲 無， 求 護 - 他 妻 食-如 自盡形 壽 修-行 梵 行お 諸 尊 或 得-離 欲-或 得- 增 上 心 一 現 

法樂居 易不， 難， 得、 是故此 諸 尊樂ぉ 端正 面色 悅澤 形體淨 潔無爲 無^ 護」 他 妻 食-如 fe 自 

盡 形 壽 修， 一行 梵 行； 若 行 一一 欲 樂 一 行-端 正-者 我 應^ 行-端 正 (何 以故我 得-五 欲 功 德 一易 不難 棒、 若 

此諸尊 得-離 欲， 得- 增 上 心-於 r_ 現 法 一 樂居易 不， 難， 得、 是 故此諸 尊樂， 行 端正 面色 悅澤 形體淨 

潔 無 爲 無^ 講他 妻 食-如 fe. 自 盡 形 壽 修， 1 行 梵 行； 是 謂 於 x 佛 而 有-法 靖； 因& 故 我 作- 是 念ハ 

如 來無所 著 正 盡覺所 說法善 世 奪 弟子 衆 善 趣向 也 復次世 尊 我 見 1 二 沙門 梵志ー 聰明 智 

慧、 自 稱-, 聰 明 智 S1 博 聞 決定 諳 11 識 諸 經 1 制 - 伏 强 敵 (談 論覺 了名德 流 1 一布 一 切 世 間-無 ネー 一 聞 突ハ 

所-遊 至 1 處 壤 n 諸 見 宗 1 輙 自立 論而 作 - 是 說 1 我 等 住-至 沙門 瞿曇 所 1 問-如 是 如 是 事 (若 能 答 者 

當ま詰 彼； 若 不 P 答 亦 難詰 巳 捨， 之 而 去。 彼 聞 3 世 尊 遊-某 村 邑 一往-至 佛 所ー尙 不" 敢 問^ 世 尊 

事； 況 復 欲 ，1 難 詰- 耶、 是 謂^  I 而 有-法 靖 "、因お 故 我 作- 是 念お 來無所 著 正 盡覺所 說法善 

世 尊 弟子 衆 善 趣向 也。 復次世 尊 我 見-二 沙門 梵志 一 聰明 智慧 自稱 n 聰明 智慧： 博聞 決定 諳 „1 

識 諸 經-制 ，-伏 強敵 一 談論 覺 了名德 流 - 布 一 切 ffi 間 一 無^" 聞 知； 所& 至- « 壤 "諸 見 宗-輙 自 立 論、 

而 作，； 是 說 1 我 等 往 11 至 沙門 瞿曇 所； 問& 是 如 是 事ハ若 能 答 者 當 fefe 彼ハ若 不 fey 答 亦 難詰 巳 

捨， 之 而 去。 彼 聞 M 尊 遊-某 村 邑 1往ー1 至 佛 所 一問 & 尊 事 (世 尊 爲 き、 彼 聞 レ答 巳 便 得- 歡 喜 一 P 首 佛 

足- 繞 三市而 去、 是 謂 3 我 於 而 有-法 靖- 因お 故 我 作- 是 念 一如 來無所 著 正 盡覺所 說法善 世 
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それで 私 は：： の 探に 思 ひます、 眞に此 等の 大德等 は 世 尊の 敎に 於て 前の ものに ない 他の 卓越 
殊勝^ 見る から この 樣に 愉快 相に 樂し 相に、 諸 根 悅豫 し、 優 遊し、 謙 敬に て、 最上の 行なな 
し、 鹿の 如 さ 優し さ 心に て 住する ので ある ミ。 世 尊：: れも 私の 世 尊に 對 して 如法の 信 ある一 
由で ぁリ ます o 

「世 尊、 又 私 は灌 項^し プ: 刹 帝 利 種の 王であります o 殺しす: ぃミ 思へ は' 殺し、 生し ォ: い S 
思へば 生 かし、 放逐し れい ミ 思へ は舊す る 事 も出來 ます 。而も 私 は 會議で 坐して ねる 時、 
私の 話し 最中に 口 ^揷さ む もの^ 止む る 事が 出來ま ゼん。 私の 話が 終って からにせ ょミ 曰つ 
てし 私の 話し 最中 （こじゃ ベリ 出す ものが ぁリ ま マ o 然るに 今茲 では、 世 尊が 数百の 會衆 (： 
法^ 說 いて ねられる 時、 弟子 達の 中で 噴 嚏^ し 咳^す る ものが ぁリ まぜん。 甞て世 尊が 数百 
の會衆 【こ說 法して ね 給 ふた 時で あり ます。 或る 比丘が 咳^す るミ、 同學の 人が 膝で 突いて 尊 
者靜 かにな さ い、 音^立て ゝ はな らゎ c 私共の 師匠が 法 も 訝いて ね られ るから 2 申し ま U:c 
私 は： の 樣に思 ひました。 實に 奇特で ぁリ、 希有で ある o 劎も用 ひす 棒 も 用 ひす' して ：の會 
衆 はかく も 善く 調伏せられ てね るく。 世 尊 私 は： の 釵 圑の 外に： の樣 によ く 調伏せられ た會 
衆な 見す： ニミ がぁリ ません。 ：： れが世 尊、 私の 世 尊 (：對 して 如法の 信 ある一 由で ぁリ ます o 


110 


尊 弟子 衆 善 趣向 也。 復 次 世 尊 我昆！ 二 沙門 梵志， 聰明 智慧 自 稱： 聰 明 智慧 一 博聞 決定 諳鼬 

諸 經 | 制 = 伏 强 敵 1 談 論覺 了名德 流布 |ニ 切 世 聞 1 無， 不 n 聞 知； 所 - 遊 至- 處 «,1 諸 見 宗 1 輙 自立 論而 

作 11 是 說 1 我 等 往 11 至 沙門 瞿曇 所 1 問， 一如 是 如 是 事； 若 能 答 者 當， 難 ，1詰 彼 1 若 不， 能， 答 亦 難詰 已 捨， 

之 而 去、 彼 聞 M 尊 遊 - 某 村 邑 1 往 - 至 佛 所, 問， 一世 尊 事； 世 尊 爲, 答、 彼 聞， 答 巳 便 得- 歡 喜 一而 歸，」 佛 法 

及 比丘 衆 1 世 尊 受， 彼 i 婆 塞 1 終身 自歸 乃至 命 盡。 是 謂 „, 我 於， 佛 而 有 = 法 靖； 因， 此 故 我 作，； 是 

念； 如 來無所 著 正 盡覺所 說法善 世 尊 弟子 衆 善 趣向 也。 復次世 尊 我 見- 一  沙門 梵志； 聰明 

智慧 自稱 =聰 明 智慧 1 博聞 決定 諳 ，1 識 諸經！ 制， 一 伏强敵 1 談論 覺了 名德 流布 一 切 世間 無， 不， 一 聞 

知； 所， 1 遊 至 1 處 壤 = 諸 見 宗 1 輙 自 立 論、 而 作， ー是 說； 我 等 柱-至 沙門 瞿曇 所, 問 n 如 是 如 是 事； 若 能 答 

者 當， 難-詰 彼 1 若 不 fe, 答 亦 難詰 已 捨， 之 而 去。 彼 聞& 尊 遊，.， 某 村 邑 一往， 一至 佛 所 一問-世 尊 事； 世 尊 

爲， 答 彼 聞, 答 巳 便 得 = 歡 喜； 卽 從 ー1 世 尊 1 求 - 出 家ー學 而 受 n 具 足 1 得 n 比 丘 法； 佛 便 度， 彼 而 授， 一具 足 一 得, 一 

比丘 法； 若 彼 諸 尊 出家 學道 而受- 具足 一 得, 1 比丘 法 一巳 獨住遠 離 心無， 一 放逸 一修 行 精勤 彼獨住 

遠 離 心無 pi 放逸 1 修行 精勤 已若族 姓 子 所 爲剃ー 一 除鬚髮 1 著 ，1 袈裟 衣 1 至 信捨， 家 無 家 學道者 唯 

無 上 梵行訖 於 = 現 法 中 一 自 知 自覺 自作 =證 成就 遊； 生 已盡梵 行 巳 立 所作 已辨 不 - 更 受， 有； 知 = 

如眞 1 若 彼 諸 尊 如, 法已 乃至 得, 1 阿羅 訶； 得 = 阿羅 訶 1 巳 便 作 1 念 1 諸賢 我 本 幾 了 幾 失、 所以 者 

何、 我 本 非 - 沙 門、 稱 - 沙 門； 非 n 梵 行 1 稱， 1 梵 行； 非 - 阿 羅 訶 一 稱， 一 阿 羅 訶； 我 等今是 沙門 是梵 行是 阿羅 

訶。 是 我 謂 „ 一 我 於^ 而 有-法 靖； 因， 此 故 我 作， ー是 念； 如 來無所 著 正 盡覺所 說法善 世 尊 弟子 衆 


Ill 


「世 尊、 又 私 は：： うい ふ 事ん 見ます o 或る 賢： い 怜悧な 議論に 長 じ、 乇髮の 先^も 割く 樣 

I こ 巧みな 刹 帝 利 種の 人々 が、 智憝 ^抱き 見^ 抱いて 他の 所論^ 明快 (こ 破リ て遍歷 する。 彼等 
は 世 尊が 何々 の 村 又は 邑 (： 到着され たミ 聞いて 問題 4* 用意す ろ、 我々 は 沙門 喬答 摩の 處へ行 

いて： の 質問^し やう o 力、 く 問 はれて かく 答へ るなら は'： の樣 (： 議論な 吹き掛け やう さ 0 然 

も 彼等が 世 尊の 所へ 近づけば、 世镎は 法^ 說 いて 示し 敎へ詖 舞し、 喜 は' しめ 給 ふ 0 彼等 1 工法 

話に 依リ 示し 敎 へられ、 鼓舞し 喜ばされて 問 も 掛けす 况 して 議論 はせ ない。 必す世 尊の 弟子 

ミ なる ：ミな 告白す る 0 世 尊、 これが 私の 世 尊 (：對 すろ 如法の 信 ある 一由で めり ます <0 

「世 尊、 又同樣 【こ 婆羅門 家主 沙門の 賢： い 人々 も 世 尊 (こ 行いて 示 次な 得、 鼓舞され 喜 は' さ 
れ、 世 尊の 許可^ 得て 出家し、 隱 棲して 熱心 (こ 修行し、 程なく 家な 出て ゝ 出家 ぜ る 目的た る 
無上の 梵 行の 結果^ 現 法に 自ら 實$ 見して 住し、 この 樣に云 ふ、 我々 は 何も 少しも 失 はない、 
何故な ら我 々 は 前に は 沙門で な く  、 婆羅門で な く  、 阿羅漢で な く して 沙門で あ リ 、 婆羅門で 

あ V) 、 阿羅漢で あ る さいうて ねす: が 今 こそ 我々 は 正 し く 沙門で あ り 、 婆羅門で あ り 、 阿羅漢 

であるから So 世 尊、 これが 私の 世 尊 (こ對 する 如法の 信 ある一 由で あり ます o 


善 趣向 肚。 復次世 尊 我 自若 居， 國 無， 過 者 不， 殺、 有， 過 者 令， 殺、 然 S 座 一 我 故 不レ 得お-如 レ是 說； 

卿 等 並 住 無 X 問-卿 事； 人 問， 一 我 事 一 卿 等 不， 能， 斷 お 事； 我 能 斷， 1 此 事 1 於 n 其 中 間 1 競 論 - 餘 事 1 不梧 - 

前 論 訖； 我 數 ^世 尊大 衆 圍遶說 法； 彼 中 一人 鼾 眠 作 レ聲 、有 入 語&、 君 莫鼾 眠 作 君 不^ レ 

閡 3 世 尊說法 如-甘露 1 耶。 彼 人 聞 巳卽便 默然。 我 作 i 念 一如 來無所 著 正 盡覺衆 調 御 士現奇 

甚特 所以 者 何、 以， 1 無 刀 杖， 皆自 如法 安穩快 樂、 是 謂 於 レ佛 而 有- 1 法 靖ハ因 あ 故 我 作- 是 念ハ如 

來無所 著 正 盡覺所 說法善 世 尊 弟子 * 善 趣向 也。 復次世 尊 我 於-仙 餘及宿 舊ニ臣 ー出& 

財 一賜 亦 常 稱譽彼 命 由， 我、 然不 翻入ァ 彼 仙餘及 宿舊ニ 臣下 レ意 恭敬 尊重 供養 奉-事 於 我" 如， 

t 尊-下， 意 恭敬 尊重 供養 奉 事， 也。 是 謂 =1 我 於， 佛 而 有 n 法 靖： 因レ此 故 我 作  >是 念 一如 來 無お 著 

正 盡覺所 說法善 世 尊 弟子 衆 善 趣向 也。 復次世 尊 我 昔 出-仙 宿 一 小屋 中 一 欲 fe- 一仙 餘宿舊 

1 一 臣- 知， 彼 頭 向 n 何 處 - 眠 耶； 爲， 向， 我、 爲， 向 - 世 尊： 於レ是 仙 餘宿舊 ニ臣則 於-初 夜-結 跏跌默 然 燕 

座 至， 一中 夜 一 聞，， 一世 尊 在， 一 某 方處： 便 以 fe 向レ彼 以 向レ 我、 我 見 巳 作 >ー是 念ー此 仙餘及 宿舊ニ 臣不レ 

在-現 勝 事ー是 故 彼 不卞， 意 恭敬 尊重 供養 奉 n 事 於 我 1 如， 爲 n 世 尊 1 下， 意 恭敬 尊重 供養 奉 事よ 也 

是謂^ 於， 佛而 有， 一法 靖-因 故 我 作， 1 念； 如 來無所 著 正 盡覺所 說法善 世 尊 弟子 衆 善 趣 

向 也。 復次世 尊 我亦國 王、 世 尊 亦 法王 我 亦 刹 利 世 尊 亦 刹 利、 我 亦 拘薩羅 世 尊亦拘 薩羅、 

我 年 八十 世 尊 亦 八十、 世 尊 以-此 事-故 我堪 A 爲 ft 尊 一 盡形壽 、下， 意 恭敬 尊重 供養 奉 事 バ世 

^ 尊 我 今 多事 欲， 還 請辭。 世尊吿 曰、 大王 自知， 時 於 ，是 拘薩羅 王 波斯菌 聞- 佛所說 一善 受持 誦、 
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「世 尊,， 父：： のィ シタ "クタ （Isidatta) さ ブラ- ナ0^ひ11.は） の 二人の 大工 棟頜は 私の 錄^ 食み 
私に 依って 住し、 私に 生命^ 與 へられ、 私に 依って 名譽な 得て ねろ。 然 ろに 彼等 は、 世 尊 【こ 
對す るが 如 く 私に 對 して 尊敬^ 示さない。 世 尊き' て 私が 白 沙な運 ひ' 上げて ねる 時で あ リ ま し 
す: が、 ィ シダッ タミ ブラーナ 棟 領^ 調べて 見ます S  、彼等 二人 は 或ろ 雑沓した 家に 宿リ ま し 
ナ: が、 彼等 は夜更 まで 法話^して、 それから 世 尊の 在ます 所^ 尋れ 聞き、 世 尊の 方に 頭^ 向 
け 私の 方 ^足に して 寢ま しす ：。 それで 私 はこの 様に 考 へま しす :0 實 に 奇特で ある、 赏に 希有 
であるつ イシ タ * クタ、 ブラーナの 二人の 棟頜は 私の 祿^ 食み、 私に 依って 住し、 私に 生命^ 
與 へられ、 私 (： 依って 名譽 4>得 てね ながら 彼等 は 世 尊 (こ對 する が 如く 私に 尊敬な 拂ユな ハ3 
實に これらの 人々 は 世 尊の 敎に 前の もの さ は 違った 卓越 殊勝ん 見て ねる ので あ る さ ゝ 世 尊、 
二れ が 私の 世 尊 (ニ對 して 如法の きも る 一由で あり ま' す 0 

「 世 尊、 又 世 尊 も 刹 帝 利、 私 も 刹 帝 利で あ リ、 世 尊 も 喬薩羅 人、 私 も 喬薩羅 人で あ り 、 世 
尊 も 八十 私 も 八十であります 。世 尊、 これ (こ 依って 私 は 世 尊に 最上 恭敬^ 拂 ひ、 心の 供養 4> 
なすに 相應 しいので あり ます o 世 尊、 それで は 私 は これで 御 暇し ます、 用事 か澤山 あり ます 
から」 o 

「大王よ、 それで は 貴方の 好まれる 檬に J0 

かくて 喬薩羅 の 王 波 斯匿は 座^ 立ち、 世 尊^ 拜し、 右繞 して 去った o 
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卽 從， 坐 起 稽， 一首 佛足 一 繞 三市而 去。. 

爾時 尊者 阿難 住 n 世 尊 後 1 執 x 拂 侍， 怫、 於， 是 世 尊 廻顧吿 曰、 阿難 若 有 n 比 丘， 依 n 彌 婁 離 林 i 住 者、 

令 & 一  切 集 在， 一 講 堂； 於， 是 尊者 阿難 受 - 佛 敎 1 巳 若 諸 比丘 依 = 彌 婁 離 林 1 住 者 令，， 1 彼 一 切 集 在， 1 

講 ，還 詣 ，1 佛 所 1 白 曰。 世 尊 若 有 11 比 丘！ 依 1 一彌 婁離林 1 住 者 彼 一 切已 集 11 講 堂； 唯 願 世尊自 當， 知， 

時。 於 是， 世 尊 將 n 尊 者 阿 難 1 往； 一至 講 堂； 比 丘 衆 前 敷， 坐 而 坐、 吿 曰、 比丘 今 拘薩羅 王 波斯匿 在， 1 

我 前 一 說：， 此 法 莊 嚴 經 1 巳 稽 ，1 首 我 足 1 繞 三市而 去、 比丘 汝等 當 k 受， 一 持 此 法莊嚴 經 i 善 誦 善 習； 所 

以者 何、 比丘 此法 莊嚴經 如， 義 如， 法爲， ー梵行 本 1 趣， 智 趣， 覺趣 11 涅槃； 若 族 姓 子 至 信 捨家無 

家 學道者 亦 當 1ー 受 持 1 當 fe  a 法 莊 嚴 經？ 

****** 

如， 是我聞 一 時佛在 ま閲城 耆闍掘 山中 一 與 1ー大 比丘 衆 千 二百 五十人 一 倶。 是 時摩竭 王阿闍 

世 欲， 伐 ，跋 祗 王ー自 念 言 彼 雖, 勇 健 人 衆 强 ー以， 我 取， 彼 不， 足 x 爲レ 難、 時 阿闍世 王 命， 1 婆 羅門 大臣 

禹 舍 一而 告， 之 曰 汝 詣，， 耆 闍 崛 山 一至， 1 世 尊 所 一 持 _1 我 名 字 i 鱧 1 一世 尊 足 1問，ー 訊 世 尊； 起居 輕利 遊步强 

耶、 又 ぉー世 尊 1 跋祇 國人自 恃-勇 健 1 民 衆 豪 强 不 fen 伏 我 一 我 欲， 伐， 之 不.， 審 世 尊 何 所，： 誡 勅 1 若 有 ，1 

敎 誡 一 汝 善 憶 念 勿 ％>,遺 漏； 如 11 所 聞 說 1 如 來 所 言 終 不 n 虛 妄 一大 臣禹舍 受 一一 王 敎 一巳 卽 乘， 寳 車 1 詣 11 

耆闍崛 山 1 到 - 所 止 處卞, 車 步進至 一一 世奪處 一問 訊畢 一 面 坐 白 一 一世 尊 一 曰摩竭 王！： 閣世 P 首佛 
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世 尊 は 波靳匿 王が 立ち去ろ ミ 間むな く  、 比丘 等^ 呼び掛け 給 ふた。 「 比丘 等よ、 喬薩羅 の 
王、 波 斯匿は 法 塔^ 談 つて 去った。 比丘 等よ、 この 法 塔^ 受持ぜ よ、 比丘 等よ この 法 塔な 反 
復 して 誦し、 この 法 塔^ 傳持ぜ よ。 比丘 等よ 法 塔に は 利益 あり、 梵 行の 初めで ある 。 

 巴禾 IJ 中 阿舍第 八十/ L    Dhammacetiya  Sutta. 

ひ） 以下 一九 六 頁まで 長 阿舍ニ 〔昃九 *9 以下） 

以下一 九 七 頁まで 巴 利 長阿舍 第一 六 涅槃 經 （Parinibba ひ a  Sutta) 
Thus  have  I  heard.  The  Exalted  One  was  once  dwelling  in  Raiagaha,  on  the  hill  call- 
ed the  Vulture's  Peak.  Now  at  that  time  Ajl ね sattu,  the  son  of  the  queen-consort  of  the 
Videha  clan,  the  king  of  Magadha,  had  maae  up  his  mi  ad  to  attack  the  Vajjians  ；  and  he 
saia  to  himself,  '  I  will  strike  at  these  Vajjians,  mighty  and  powerful  though  they  be,  I 
will  root  out  these  Vajjians,  I  will  destroy  these  Vajjians,  I  will  bring  these  Vajjians  to 
utter  ruin  ！  ，  So  he  spake  to  the  Brahmin  Vassakara  Prime-minister  o£  Magadha,  and 
saia:  '  Come  now,  brahmin,  do  you  go  to  the  Exalted  One,  and  bow  down  in  adoration 
at  his  feet  on  my  behalf,  and  inquire  in  my  name  whether  he  is  free  from  illness  and 
suffering,  and  in  the  enjoyment  of  ease  and  comfort  and  vigorous  health.  Then  tell  him 
that  Ajatasattu,  son  of  Vedehi,  in  his  eagerness  to  attach  the  Vajjians  has  resolved,   "  I 

will  strike  at  these  Vajjians,  mighty  and  powerful  though  they  be,   I  will 

bring  these  Vajjians  to  utter  ruin  ！  "  And  bear  carefully  in  mind  whatever  the  Exalted 
One  may  predict,  and  repeat  it  to  me.     For  the  Buddha  speak  nothing  untrue  ！ ， 

Then  Vassakara  went  to  the  Buddha  at  Vulture's  Peak,  and  delivered  to  him  the 
message  even  as  the  king  had  commanded. 

Now  at  that  time  the  venerable  Ananda  was  standing  behind  the  Buddha  and  fan- 
ning him.  And  the  Buddha  said  to  him  ：  "  Have  you  heard,  Ananda,  that  the  Vajjians 
foregather  often  and  frequent  the  public  meetings  of  there  clan?"  "  Lord,  so  I  have 
heard;  "  "so  long,  Ananda,  "  rejoind  the  Blessed  One,  "as  the  Vajjians  foregather  thus 
often,  and  frequent  the  public  meetings  of  their  clan  ；  so  long  may  they  be  expected  riot 
to  decline,  but  to  prosper. " 
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足-敬 問慇慰 起居 輕利遊 步强耶 、又 白， 一世 尊 一 跋祇國 人自恃 健 一 民衆 豪强ド fe- 伏我ハ 我欲に 

伐レ之 不レ審 世 尊 何 所，， 誡 敕雨時 阿難 在， 1 世 尊 後 1 執， 扇 扇， 佛、 佛 吿^ 難； 汝 聞 &祇國 人 數相集 

會 講， ま 正 事 1 不。 答 曰 聞乏。 佛 吿 I- 阿 難； 若 能爾者 長幼 和 順 轉更增 盛 其 國久安 無-能 侵 捐ー阿 

難汝 聞- 跋祇國 人 君臣 和 順 上下 相 敬 一 不。 答 曰閡^  。阿難 若能爾 者、 長幼 和 順 轉更增 盛 其 

國久安 無， 一能 侵捐？ 阿難 汝 聞-ま 祇國 人奉& 曉レ忌 不レ違 i 度- 不。 答 曰 聞 ^。阿 難 若能爾 者、 長 

幼 和 順 轉更增 盛 其 國久安 無， 一能 侵捐ー 阿難 汝聞. k 祇國人 孝 1 事 父母-敬 fe 師長へ 不。 答 曰聞レ 

之； 阿難 若 能爾者 長幼 和 順 轉更增 盛 其 國久安 無-能 侵捐ー 阿難 汝聞 fe« 國人 恭-於 宗廟- 

致， 敬 鬼 祌^. 。答 曰 聞乏。 阿難 若 能爾者 長幼 和 順 轉更增 上 其 國久安 無-能 侵捐ー 阿難 汝聞， 

跋祗國 人 閨門眞 正 潔淨無 レ穢至 1ー 於戯 笑 1 言 不^^ 邪 不。 答 曰 聞^ 阿難 若能爾 者、 長幼 和 順 

轉更增 盛 其 國久安 無-能 侵捐？ 阿難 汝聞 k 祇國 人宗 1 事 沙門 1 敬-持戒 者 * 視護養 未， 甞懈 

倦， 不。 答 曰 聞， 之。 阿難 若 能爾者 長幼 和 順 轉更增 盛 其 國久安 無 一一 能侵捐 一時 大臣 禹舍 白レ佛 

言、 彼 國 人民 若 行-二 法ー猶 不， 可 ，圖 況 復 具レ 七、 國 事 多 故 今請辭 還 歸。 佛 言 可 宜 知。 是 時禹舍 

卽 從 ，座 起 遶， 佛 三 市 揖讓而 退。 

其 去 未， 久 佛 吿 n 阿 難 一 汝 勑 11羅 閲祇 左右 諸 比丘 1 盡 集 11 講 堂？ 對 曰 唯 然。 卽 詣齄 閲 就 城-集 >ー諸 比 

丘ー盡 食- 講 堂 一 白-世 尊-曰 諸 比丘 已集、 唯 聖 知， 時雨 時世 尊 卽從， 座 起 詣 11 法 講 堂 1 就& 而 坐 吿- 

0 比 丘 一 我 當„ ー爲， 汝 說„ 一七 不 返 法 一 諦 聽諦聽 善 思 - 念 之 一時 諸 比丘 白^ 言 唯然世 奪願樂 欲レ聞 • 
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" So  long,  Ananda,  as  the  Vajjians  meet  together  in  concord,  and  rise  in  concord,  and 
carry  out  their  undertakings  in  concord, —  so  long  as  they  enact  nothing  not  already  es- 
tablished, abrogate  nothing  that  has  been  enacted,  and  act  in  accordance  with  the  ancient 
instructions  of  the  Vajjians  as  established  in  former  days, 一  so  long  as  they  honour  and 
esteem  an<4  revere  and  support  the  Vajjian  elders,  and  hold  it  a  point  of  duty  to  hearken 
to  their  words, 一  so  long  as  no  woman  or  girls  belonging  to  their  clans  are  detained 
among  them  by  force  or  adbuction, ―  so  long  as  they  honour  and  esteem  and  revere  and 
support  the  Vajjian  shrines  in  town  or  country,  and  allow  not  the  proper  offerings  and 
rites  as  formerly  given  and  performed,  to  fall  into  desuetude, ―  so  long  as  the  rightful 
protection,  defence,  and  support  shall  be  fully  provided  for  the  Arahants  among  them, 
so  that  Arahants  may  enter  the  realm,  and  the  Arahants  therein  may  live  at  ease, ―  so 
long  may  the  Vajjians  be  expected  not  to  decline,  but  to  prosper, " 

Then  the  Buddha  addressed  Vassaknra  and  saia  ：  "  When  I  was  once  staying,  O 
brahmin,  at  Vesali  at  the  Saranda  Shrine,  I  taught  ilie  Vajjians  these  conditions  of  wel- 
fare ； and  so  long  as  these  conditions  shall  continue  to  exist  among  the  Vajjians,  so  long 
as  the  Vajjians  shall  be  well  instructed  in  those  conditions,  so  long  may  we  expect  them 
not  to  decline,  but  to  prosper,  ，• 

" We  may  expect  then,  ，，  answered  the  brahmin,  "  the  welfare  and  not  the  decline 
of  the  Vajjians  when  they  are  possessed  of  any  one  of  these  conditions  of  welfare,  how 
much  more  so  when  they  are  posssssed  of  all  the  seven.  So  Gotama,  the  "Vajjians  cannot 
be  overcome  by  the  king  of  Magadha  ；  that  is  not  in  battle,  without  diplomacy  or  break- 
ing up  their  alliance.  And  now,  Gotama,  we  must  go  ；  we  are  busy  and  have  much  to 
do. " 

" Whatever  you  think  most  fitting,  O  brahmin.  ，，  was  the  reply.  And  Vassakura, 
delighted  and  pleased  with  the  words  of  the  Buddha,  rose  from  his  seat  and  went  his 
way. 

Now  soon  after  he  had  gone  the  Buddha  addressed  Ananda  and  said  ：  "  Go  now, 
Ananda,  and  assemble  in  the  Service  hall  such  of  the  Brethren  as  live  in  the  neighbour- 
hood of  Rujagaha, "  

And  the  Buddha  went  to  the  Service  Hall ； and  when  he  seated,  he  addressed  the 
brethren,  and  said  ：  "  I  will  teach  you,  O  mendicants,  seven  conditions  of  the  welfare 
of  a  company.  Listen  and  attend,  and  I  will  speak. 
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法 退不七 


佛 吿，, 諸 比丘； 七 不返法 者、 一 曰數 相集會 講， 一 論 正義, 則 長幼 和 順法 不， 可， 壤、 二 曰 上下 和 同 

敬 順 無：， 違 則 長幼 和. 順法 不％,壤1 一 一 曰 奉， 法 曉， 忌 不レ違 一.， 制 度 1 則 長幼 和 順法 不， 可， 壤、 四 曰 4* 

有， 一 比 丘 一 力 能 護， 一 衆 多 諸 知 識 1 宜^, 事 之 一則 長幼 和 順法 不％,壤， 五 曰 念 鼬 心 意 1 孝 敬 爲， 首 則 

長幼 和 順法 不， 可， 壤、 六 曰 淨， 1 修 梵 行 1 不， 墮 一 欲 態 1 則 長幼 和 順法 不％」. ^七 曰 先入 後， 已 不 kll 

名利 i 則 長幼 和 順法 不， 可， 壤。 

佛 吿，； 比 丘, 復 有 一一 七 法, 令 3 法 增 長 無き 一一 捐 轮； 一 者 樂 一一 於 少 事 一 不. 好 一一 多 爲 1 則 法增長 無％ー1 捐 耗； 一 1 

者 樂 n 於 靜 默 1 不， 好： 一 多 言； 一一 一 者 少， 一 於 睡 眠 1 無 ％_1 昏 味； 四 者 不， 爲 - 群 黨 1 言 益 事； 五 者 チ以， 一 無 德 1 

而自稱 譽； 六 者 不， 與 1 人 一而 爲， 伴 黨； 七 者 樂， 1 於 山林 閣靜獨 處； 如， 是 比丘 則 法增盛 無， 有-招 

佛 吿 n 比 丘 一 復 有 - 七 法 一介 法 增 長 無 ，，ー％, ー捐 耗； 何 謂 爲， 七、 一 者 有 信、 信 n 於 如 來至眞 覺十號 具足： 

】 一 者 知， 慚、 恥， 1 於 己闕； 三者 知， 愧、 羞， 爲， 一 惡 行； 四 者 多 聞 其 所- 受 持 一 上中下 善義味 深奥 淸淨無 い 

穢梵行 具 足、 五 者 精 „勤 苦 行, 滅， 惡 修， 善 勤 習 不， 捨、 六 者 昔 所， ー學 習 一 憶 念 不， 忘， 七 者 修-習 智 慧 一 

知き 滅 法 1 趣 n 賢 ^要 盡 n 諸 苦 本 I 如， 是 七 法則 增長 無， 有， ー捐 耗？ 

佛 吿， 一 比 丘 1 復 有-七 法 一 令 一法 增 長 無 ％_ ー捐 耗； 何 謂 爲， 七、 一 者 敬， 佛、 一 一 者 敬， 法、 一 一 一 者 敬， 僧、 四 者 敬， 

戒、 五 者 敬， 定、 六 者 敬， 贿 父 母； 七 者 敬， 1 不 放 逸； 如， 是 七 法則 法增長 無， 有， ー捐 耗ー 

佛 吿 ，ー 比 丘； 後 有， 一 七 法 一 刖法增 長 無 ％ 一  ；捐 耗； 何 謂 爲， 七 法； 1 者 觀 一一 身 不淨； 二者 P 食 不 淨； 11 一 者 
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" So  long  as  the  mendicants,  as  the  brethren  forgather  oft,  and  frequent  the  formal 
meetings  of  their  Order,  (2)  so  long  as  they  meet  together  in  concord,  rise  in  concord, 
and  carry  out  in  concord  the  duties  of  the  Order,  (3)  so  long  as  the  brethren  shall  estab- 
lish nothing  that  has  not  been  already  prescrived,  and  abrogate  nothing  that  has  been 
established,  and  act  in  accordance  with  the  rules  of  the  Order  as  now  laid  down,  (4)  so 
long  as  the  brethren  honour  and  esteem  and  revere  and  support  the  elders  of  experience 
and  long  standing,  the  fathers  and  leaders  of  the  Order,  and  hold  it  a  point  of  duty  to 
hearken  to  their  words,  (5)  so  long  as  the  brethren  fall  not  under  the  influence  of  that 
craving  which,  spring  up  within  them,  would  give  rise  to  renewed  existence,  (6)  so  long 
as  the  brethren  deright  in  a life  of  solitude,  (7)  so  long  as  the  brethren  so  train  their 
minds  in  self-possession  that  good  men  among  their  fellow-disciples  shall  come  to  them, 
and  those  who  have  come  shall  dwell  at  ease,  so  long  may  the  brethen  be  expected  not 
to  decline  but  to  prosper.  

" Other  seven  conditions  of  welface, (1) so  long  as  the  brethren  shall  not  engage 
in,  or  be  fond  of,  or  be  connected  with  business,  (2)  shall  not  be  in  the  habit  of,  or  be 
fond  of,  or  be  partakers  in  idle  talk,  (3)  shall  not  be  addicted  to,  or  be  fond  of,  or  in- 
dulge in  slothfulness,  (4)  shall  not  frequent,  or  be  fond  of,  or  indulge  in  society,  (5) 
shall  neither  have  nor  fall  under  influence  of,  wrong  desires,  (6)  shall  not  become  the 
friends,  companions,  or  intimates  of  evildoers,  (7)  shall  not  come  to  a  stop  on  their  way 
to  Nirvana  in  Arahatship  because  they  have  attained  to  any  lesser  thing. 

" Other  seven  conditions  of  welfare. (1) so  long  as  the  brethren  shall  be  full  of  faith, 
(2)  modest  in  heart,  (3)  afraid  of  wrong  doing,  (4)  full  of  learning,  (5)  strong  of 
energy,  (6)  active  in  mind,  (7)  full  of  wisdom. 

" Other  seven  conditions  of  welfare' (1) so  long  as  the  brethren  shall  exercise  them- 
selves in  the  sevenfold  higher  wisdom,  that  is  to  say,  in  mental  activity,  〔2)  search  after 
truth,  (3)  energy,  (4)  joy,  (5)  peace,  (G)  earnest  contemplation,  (7)  equanimity  of  mind. 

" Other  seven  conditions  of  welfare, (1) so  long  as  the  brethren  shall  exercise  them- 
selves in  the  realization  of  the  ideas  of  the  impennanency  of  all  phenomena,  bodily  or 
mental, (2)  of  the  absence  of  any  soul, (3)  of  corruption,  (4)  of  the  danger  of  wrong 
thougts,  (5)  of  the  necessity  of  getting  rid  of  them,  〔G)  of  puriy  of  heart,  (7)  of  Nirva- 
na. 
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不， 樂， 一世 間； 四 者 常 念 11 四 想； 五 者 起 11 無 常 想： 六 者 無 常 苦 想 七 者 苦 無 我 想、 如 七 法則 法增 

長 無， 有- 1 捐 耗.； 佛 吿， 比 丘 (復 有-七 法 一 則 法增長 無レ 有- 捐 耗-何 謂 爲ぁ， 一 者 修& 覺 意^ 靜 無レ欲 

g 耍無爲 、二者 修ー  1 法 覺 意； 11 1 者 修 1 一精 進 覺 意 (四 者 伊 喜 覺 意つ 五 者 修」 椅 覺 意 (六 者 修. -定 覺 意り 

七 者 修 11 覺 意； 如 レ是 七 法則 法增長 無 ％_1 捐 耗？ 

佛 吿 一一 比 丘 1 有-六 不 返 法 i 增 長 無. 有 一一 捐 耗； 何 謂 爲. 六、 一 者 身 常 行き 不 * 衆 生： 二者 口宣 n 

仁 慈 1 不：， 演 11 惡 言； 一一 一 者 意 念 - 慈 心 1 不レ懷 1 捐； 四 者 得難 利 養 1 與 yc..? 之 平 等 無」 一、 五 者 持 fe  0 

戒- 無， 有， 1 闕漏ー 亦 無 穢 1 必 定 不レ 動、 六 者 見-賢 S 道- 以 盡-苦 際？ 如 レ是 六法 則 法增長 無レ 有- 捐 耗ー 

佛 吿ーー 比 丘ー復 有 n 六 不 退 法 It 增 長 無き 捐 耗； 一 者 念佛、 二者 念 法" - 一  者 念 僧、 四 者 念 戒、 五 

者 念 施、 六 者 念 天、 修 US 六 念 1 則 法增長 無レ 有- 捐 耗？ 

爾 時世 尊 於 1 ー羅 閲 祗！ 隨 宜住已 吿 11 阿 難-言、 汝 等 皆嚴吾 欲 fell 竹 S 對 曰 ま然。 卽 嚴 一一 衣 鉢 一 與 一一 諸 

大 衆 一 侍- 從 世 尊 一路 出， 一摩 到-竹 園 1 ま 1 堂 上 1 坐 與 1窗 比 丘- 說-戒 定 慧 一修 レ戒 酔定 得-犬 果 報 一修 レ 

定 ，幽 得 一 一大 果 報 一修， 智 心 淨 得 ，1 等 解 脫ー盡 - 於 三 漏 欲 漏 有 漏 無 W 漏 一 已 1 撒き 脫 智； 生 

死 巳盡梵 行已立 所作 巳辨 不， 受& 有 一 
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" Six  conditions  of  welfare  will I  teach  you,  (1-3)  so  long  as  the  brethren  shall 
persevere  in  kindness  of  action,  speach,  and  thought  towards  their  fellow-disciples,  both 
in  public  and  in  private,  (4)  shall  divide  without  partiality,  and  share  in  common  with 
their  upright  companions,  all  such  things  as  they  receive  in  accordance  with  the  just 
provisions  of  the  Order,  down  even  to  the  mere  contents  of  a  begging  bowl, (5)  shall 
live  among  the  saints  in  the  practice,  both  in  public  and  in  private,  of  those  virtues  which 
unbroken,  intact,  unspotted,  unblemished,  are  productive  of  freedom,  and  praised  by  the 
wise  ；  which  are  untarnished  by  the  desire  of  future  life,  or  by  the  belief  in  the  efficacy 
of  outward  acts  ；  and  which  are  conducive  to  concentration  of  heart,  (6)  shall  live  among 
the  saints,  cherishing,  both  in  public  and  in  private,  that  noble  and  saving  insight  which 
leads  to  the  complete  destruction  of  the  sorrow  of  him  who  acts  according  to  it.  

Now  when  the  Buddha  had  sojourned  at  Rajagaha  as  long  as  he  thought  fit,  he  add- 
ressed Ananda  and  said  ：  "  Come,  Ananda,  let  us  go  to  Ambalatthika.  ，，  And  the  Buddha 
proceeded  to  Ambalatthika,  there  the  Buddha  stayed  in  the  king's  house  and  held  that 
comprehensive  relieious  talk  with  the  brethren,  saying  ：  "  Such  and  such  is  upright  con- 
duct ； such  and  auch  is  earnest  contemplation  ；  such  and  such  is  intelligence.  Great  be- 
comes the  fruit,  great  the  advantage  of  earnest  contemplation,  when  it  is  set  round  with 
upright  conduct.  Great  becomes  the  fruit,  great  the  advantage  of  intellect  when  it  is  set 
round  with  earnest  contemplation.  The  mind  set  round  with  intelligedce  is  set  quite  free 
from  the  Into xcat ions,  that  is  to  say,  from  the  Intoxication  of  Sensuality,  from  the  In- 
toxication of  Becoming,  from  the  Intoxication, of  Delusion,  from  the  Intoxication  of  Igno- 
rance. ，， 

And  then  the  Buddha  proceeded,  with  a  great  company  of  the  brethren,  to  Naranda 
and  stayed  in  the  Pavarika  mango  grove. 

Now  Sariputta  came  to  the  Buddha,  took  his  seat  respectfully  at  his  side,  and  said: 
"Lord!  such  faith  have  I  in  the  Exalted  One,  that  methinks,  there  never  has  been,  nor 
will  there  be,  nor  is  there  now  any  other,  whether  wanderer  or  brahmin,  who  is  greater 
and  wiser  than  the  Exalted  One,  that  is  to  say,  as  regards  the  nigher  wisdom. ，， 

" Grand  and  bold  are  the  words  of  thy  mouth,  Sariputta,  verily,  thou  hast  burst  forth 
into  a  song  of  ecstasy  ！  of  cource  then  thou  hast  known  all  the  Exalted  Ones  in  the 
past,  in  the  present,  comprehending  their  minds  with  yours,  and  aware  what  their  con- 
duct, wisdom,  mode  of  life  are  ？ 
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城 弗 陵 巴 


爾 時世 尊 於 = 竹 園 1 隨 宜住巳 吿， 1 阿 難 1 曰、 汝 等 皆 嚴 當 ，詣，1巴 陵 弗 城 一 對曰唯 然。 卽 嚴 n 衣 鉢 一 與：； 諸 

大 衆 一 侍 n 從 世 尊； 路 由， 1 摩 竭 1 次 到， 1 巴 陵 弗 城 1 巴 陵樹下 坐。 時 諸淸 信之士 聽， 佛 與， 1 諸 大 衆 1 遠 來 

至 • 此巴陵 樹下勛 共 出， 城遙 5 一世 尊 在-巳 陵 樹下； 容貌 端正 諸 根 寂 定善調 第 一 譬群大 龍 

以-永 淸 澄 1 無， 有， 塵 S 1 十二 相 八十 種 好 P 嚴 其 身 一見 巳 歎喜漸 到 一一 佛 處 一頭 面 足 鱧 却 坐- 

00 時世 尊漸 爲說レ 法示敎 利 喜、 諸 淸 信士 聞， ー佛 說 法ー卽 白， 佛 言、 我 欲 ，歸& 佛法 ® 衆 一 唯 願 

世 尊 哀愍 聽許 爲， 1 優 婆 塞； 自 今 以 後 不 に殺 不， 盜 不 不， 欺 不 1ー 飮 酒 1 奉， 戒 不， 忘 明 欲 fek 供 唯 願 

世尊與 - 諸 大衆 1 垂愍屈 顧。 爾 時世 尊 默然 許可。 諸淸 信士 見 n 佛默然 1 卽從， 座 起 遶レ佛 三 作レ 

鱧 而 歸。 尋 爲& 來 1 起， 1 大 堂 舍 1 平 n 治 處所 一掃 漉 燒香嚴 敷 1ー 寳 座 一 供 設 旣 辨。 往 白 _1 世 尊： 所 設 巳 具、 

唯 m 知 fe: 、於， 是 世 尊 卽從， 座 起 著， 衣 持， 鉢 與 1 一大 衆 1 倶 詣 n 彼 講 堂 1 操， 手 洗& 處レ中 而 坐。 時 諸 比 

丘 S 面 一座 諸淸 信士 在， 右 面 1 座。 
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" Not  so,  O  Lord  ！  "  "  You  see  then,  Sariputta,  that  you  know  not  the  hearts  of  the 
Able  Awakened  Ones  of  the  past  and  of  the  future.  Why  therefore  are  your  words  so' 
grand  and.  bold  ？  Why  do  you  burst  forth  into  such  a  song  of  ecstasy  ？ ，， 

" O  Lord  ！  I  have  not  a  knowledge  of  the  hearts  of  the  Able  Awakened  Ones  that 
have  been,  and  are  to  come,  and  now  are.  I  only  know  the  lineage  of  the  faith.  Just, 
Lord,  as  a  king  might  have  a  border  city,  stronc  in  its  foundations,  and  only  one  gate  ；. 
and  king  mie-ht  have  a  watchman  there,  clever  and  wise,  to  stop  all  strangers  and  admit 
only  mew  well  known.  And  he,  on  patrolling  in  his  sentry  walks  over  the  approaches  all 
round  the  city,  might  not  so  observe  all  the  joints  and  crevices  in  the  ramparts  of  that 
city  as  to  know  where  even  a  cat  could  get  out.  He  might  well  be  satisfied  to  know 
that  all  living  beings  of  larger  size  that  entered  or  left  the  city,  would  have  to  do  so 
by  that  gate,  thus  only  is  it.  Lord,  that  I  know  the  Lineage  of  the  faith. 

" I  know  that  the  Able  Awakened  Ones  of  the  past  putting  away  all  hankering  after 
the  world,  ill-will,  sloth,  worry  and  perplexity -—  those  five  fmdrances —— training  their 
mind  in  the  four  Kinds  of  mental  activity  ；  thoroughly  exercisinc  themselves  in  the  seven- 
fold higher  wisdom,  received  the  full  fruition  of  Enlightenment.  And 丄 know  that  the 
Able  Awakened  Ones  of  the  time  to  come  will  do  the  same  and  I  know  that  the  Able 
Awakened  One  of  to-day  has  done  so  now. "  

Then  the  Buddha  proceeded,  with  a  great  company  of  the  brethren,  to  Fatal igama.. 
Now  the  disciples  at  Piitaligama  heard  of  his  arrival  there,  and  they  went  on  to  the  place 
where  he  was,  took  there  seat  respectfully  beside  him,  and  invited  him  to  their  vilage 
rest  house.  And  the  Buddha  signified,  by  silence,  his  consent. 

Then  the  Piltaligama  disciples  rose  from  their  seats  and  went  away  to  the  rest  house. 
On  arriving  there  they  strewed  all  the  rest  house  with  fresh  sand,  placed  seats  in  it,  set 
up  a  water-pet,  and  fixed  an  oil  lamp.  Then  they  returned  to  the  Buddha  and  told,  him 
what  they  have  done  and  said  ：    "  It  is  time  for  you  to  do  what  you  deem  most  fit. " 

And  the  liuddha  robed  himself,  took  nis  bowl  and  other  things,  went  with  the  breth- 
ren to  the  rest-house,  washed  his  feet,  entered  the  hall,  and  took  his  seat  against  the 
center  pillar,  with  his  face  towards  the  east,  and  the  brethren  took  their  seats  round  the 
Buddha,  against  the  western  wall,  and  facing  the  east.  And  the  Pfitaligiima  disciples  took. 
！ heir  seats  opposite  the  Buddha,  against  the  eastern  wall  and  facing  towards  the  west. 


124 


城 築 王 世闍阿 


爾 時世 尊 吿， 一 諸 淸 信 士 1 曰、 凡 人 犯， 戒 有-五 袞 耗 1 何 謂 爲^、 一  者 求 ^所願 不レ遂 、一 一 者 設 有-所 

得 一 日 當， 一 衰 耗 ；ー1 一 者 在, 所 至 ¥ 衆 所， 不， 敬、 四 者 醜名 惡聲 流， 1 聞 天 下； 五 者 身 壤命終 當 XII 地 獄ー 

又 吿 _1諸 淸 信士； 凡人 持， 戒 有 11 五 功 德； 何 謂 爲レ 五、 一 者 諸 有- 1 所 求 - 輙 得 如 k  、一 一  者 所有 財產增 

益 無 X 捐、 三者 所 往之處 衆人 敬愛、 四 者 好 名 善譽周 聞-天 下； 五 者 身壤命 終必生 11 天 上 一時 夜 

巳 半 吿 ，ー諸 信 士 一  宜， 各 還 歸ー諸 淸 信士 卽 承 n 佛 敎 1 遶， 佛 三 市 禮足而 還， 

爾 時世 尊 於 一一 後 夜 明 相 出時 1 至 1ー 閑 靜處 一 天眼 淸徹 見 fe 大 天 祌ー各 封き 地 一中 神 下祌亦 封. 宅 

MM 時世 尊卽 還 1ー 講 堂 1 就， 座 而 坐。 世 尊 知 レ時 故 問 n 阿 難 ？誰 造 -I 此 巴 降 弗 城？ 阿難 白 レ佛、 此 是 禹 

舍 大臣 所％」 以 防 =禦 跋 祇？ 佛 吿 1ー 阿 難； 造 一一 此 城 一 者 正 得 n 天 意 1 吾 於 n 後 夜 明 相 出 時 1 至 - 一 閑 靜 處 1 以- 

天眼 1 見 fe 大神天 1 各 封 11 宅地 1 中 下 諸 祌亦封 * 宅 挫 阿難 當， 知 諸 大神天 所^ 封地 有 入居者 

安樂 熾 盛、 中祌 所き 中 人 所 fee 下 祌所レ 封 下人 所 ，居 功德 多少 各隨 - 所 止 一 阿難 此處 賢人 所レ 

居 商 賈， 所， 集 國 法眞實 無， 有 n 欺 罔； 此 城最勝 諸方 所， 推 不， 可， 1 破 壤 1 此 城 久後若 欲， 壤 時 必 以 11 

三 事 二 者 大水、 二者 大火、 三者 中 人與， 1 外人 1 謀 乃 壤-此 城； 時 巴 陵 弗諸淸 信士 通夜 供辨時 

到 白, 佛、 食 具 巳 辨。 唯 聖 知， 時。 時 淸 信士 卽便施 設， 手 自 斟酌 食訖 行^、 別 取， 牀 敷 在- 佛 前 1 座。 
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Then  the  Buddha  addressed  the  Pataligama  disciples  and  said :  "Fiveford,  O  house- 
holders, is  the  loss  of  the  wrong-doer  through  his  want  of  rectitude. (1) The  wrong- 
doer, devoid  of  rectitude,  falls  into  great  poverty  through  sloth  ；  (2)  his  evil  repute  gets 
noised  abroad  ；  (3)  whatever  society  he  enters  ―  whether  of  nobles,  brahmins,  heads  of 
houses,  or  men  of  religious  order  一  he  enters  shyly  and  cofused  ；  (4 リ he  is  full  of 
anxiety  when  he  dies;  ,(5)  on  the  dissolution  of  the  body,  after  death,  he  is  reborn  into 
some  unhappy  state  of  suffer inp-  or  woe.  This,  O  househorders,  is  the  fivefold  loss  of  the 
evil-doer  ！ 

"Fivefold,  O  householders,  is  the  gain  o£  the  well-doer  through  his  practice  of  rec- 
titude. (1) The  well-doer,  strong  in  rectitude,  acquires  great  wealth  through  his  industry; 
(2)  good  reports  of  him  are  spread  abroad  ；  (3)  whatever  society  he  enters,  he  enters 
confidint  and  self-possessed  ；  ( 4^  he  dies  without  anxiety  ；  (5)  on  the  dissolution  of  the 
body,  after  death,  he  is  reborn  into  some  happy  state  in  heaven.  This,  O  householders, 
is  the  fivehold  gain  of  the  well-doer. ，， 

When  the  Buddha  had  thus  taught  the  lay  disciples  at  Pdtaligama,  and  incited  them 
and  roused  them,  and  gladdened  them,  far  into  the  night  with  religious  discourse,  he 
dissmissed  them,  saying ：  "The  night  is  far  spent,  O  householders.  It  is  time  for  you 
to  do  what  you  deem  most  fit.  "  "  Even  so,  Lord  ！ "  answered  the  disciples  of  Pataligama, 
and  they  rose  from  their  seats,  and  bowing  to  the  Buddha,  and  keeping  him  on  their 
right  hand  as  they  passed  him,  they  departed  thence. 

Then  the  Buddha  entered  into  his  private  chamber.   '•  And. 

the  Buddha,  with  great  and  clear  vision,  surpassing  that  of  ordinary  men,  saw  thousands 
of  fairies  haunting  Pataligama.  And  he  rose  up  very  early  in  the  morning,  and  said  to 
Ananda :    "  Who  is  it  then,  Ananda,  who  is  building  a  fortress  at  Pataligama  ？ " 

*'  Sunldha  and  Vassakara,  .Lord,  the  chief  ministers  of  Magadha,  are  building  a  fort- 
ress there  to  keep  back  the  Vajjians. ，， 

" They  act,  Ananda,  as  if  they  had  consulted  with  the  Tavatimsa  angels.  And  so  far, 
Ananda,  as  Aryan  people  resort,  as  far  as  merchants  travel,  this  will  become  the  chief 
city,  Piitali-putta,  a  centre  for  the  interchange  of  all  kinds  of  wares.  But  three  dangers 
will  hang  over  Patali-putta,  that  of  fire,  that  of  water,  and  that  of  dissension  among, 
friends. ，， 
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爾 時世 尊 卽示， 之 曰、 今汝此 處賢智 所， 居 多 持^ 者淨 = 修梵行 一善 祌歡 喜卽爲 K 願 可， 敬 知, 

敬 可， 事 知， 事 博 施 兼 愛 有 =慈 愍 心 1 諸 天 所， 稱 常 與， 善 俱 不， 1 與 會； 爾 時世 尊 爲說， 法已 卽從, 

座 起、 大衆 圍遶 侍送而 還。 大 臣禹舍 從， ー佛 後一 行、 時 作， 1 是 念； 今 沙門 瞿曇 出 1ー 此 城 門； 卽 i 門 一 

S 曇 門； 又 觀_1 如 來 所， 渡 河 處ー卽 名 處！ 爲 ，1 瞿 曇 河 雨 時世 尊 出 n 巴 陵 弗 城 一至， 1 干 水 邊 1 時 水 

岸 上人 民衆 多 中 有- 乘 ，船 渡 者 一 或 有， 乘 ^伐 或 有- 乘， 桴 而 渡^ 者 雨 時世 尊 與， 一 大 衆 1 譬 力 士 

I 臂： 頃 忽 至 1ー 彼 岸 1 世 尊 觀 ，1 此 義 1 巳卽 說， 頌 曰。 

佛 爲 11 海 船師- 法 橋 渡， 一河 津 1 大乘道 之 s 1 切 渡， 一天 人！ 亦 爲， t 解 fe 

渡， 岸 得， 一昇 仙 1 都 使，， 1 諸 弟子 縳解 得- 涅 槃 1 

爾 時世 尊 從， 1 跋 紙 一遊 行 霧 利 村 1 在 n 一  林 下 一 吿 - 諸 比 丘； 有-四 深 法； 一 曰 聖戒、 ニ曰聖 定、 三 曰 

聖 慧、 四 曰 S 解脫、 此法 微妙 難， 可，， 解 知； 我 及汝等 不 ，ー曉 了 1 故久 在， 一生 死 1 流 轉 無， 窮。 爾 時世 尊 

，此義 一已 則說， 頌曰。 

戒定慧 解 上 唯佛能 分別 離， 苦而 化， 彼 令， 斷 n 生死 習 1 
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Now  Sunidha  and  Vassakiira  went  to  the  Buddha  aud  invited  him  saying  ： 

" May  the  venerable  Gotama  do  us  the  honour  of  taking  his  meal,  together  with  the 

company  of  the  brethren,  at  our  house  to - day. "  and  the  Buddha  signified,  by  silence,  his 

concent. 

And  the  Buddha  repaired,  with  the  brethren,  to  the  dwelling-place  of  Sunidha  and 
Vassak^ira,  and  sat  down  on  the  seat  prepared  for  him.  -And  with  their  own  hands  they 
set  the  sweet  rice  and  the  cakes  before  the  brethren  with  the  Buddha  at  their  head,  and 
waited  on  them  till  they  had  enough.  And  when  the  Buddha  had  finished  eat  inn- 
his  meal,  the  ministers  brought  a law  seat,  and  sat  dowa  respactfully  at  his  side.  The 
Buddha  gave  thanks  in  these  verses  ： . 

" Wheresoever  the  prudent  man  shall  take  up  his  abode, 
Let  him  support  the  brethren  there,  good  men  of  self-control, 
And  give  the  merit  of  his  gifts  to  the  deities  who  haunt  the  spot, 
Revered,  they  will  revere  him  :  honoured,  they  honour  him  again  ； 
Are  gracious  to  him  as  a  mother  to  her  own,  her  only  son. 
And  the  man  who  has  the  grace  of  the  gods,  good  fortune  he  behold-. ，， 
And  when  he  had  thanked  the  ministers  in  these  verses  he  rose  from  his  seat  and 
departed  thence.  And  they  followed  him  as  he  went,  saying:  "  The  gate  the  Samana  Go- 
tama goes  out  by  to-day  shall  be  called  Gotama's  gate  and  the  ferry  at  which  he  crosses 
the  river  shall  be  called  Gotama's  ferry,  ，，    and  the  gate  he  went  out  at  was  called  Go- 
tama's gate. 

And  the  Buddha  went  on  to  the  river.  And  at  that  time  the  river  Ganges  was  brim- 
full  and  overflowing  ；  and  wishing  to  cross  to  the  opposite  bank  some  began  to  seek  for 
boats,  some  for  rafts  of  wood,  while  some  made  rafts  of  basket-work.  Then  the  Buddha 
as  instantaneously  as  a  strong  man  would  strech  forth  his  arm,  or  draw  it  back  again 
when  he  had  streched  it  forth,  vanished  from  this  side  of  the  river,  and  stood  on  the 
further  bank  with  the  company  of  the  brethren. 

And  the  Buddha  beheld  the  people  who  wished  to  aross  to  the  opposite  bank  look- 
ing some  of  them  for  rafts  of  the  wood,  and  some  of  them  for  rafts  of  basket— work ; 
ま brake  froth  at  that  time  into  this  sonr  ： 

" They  who  have  crossed  the  ocean  drear 

Making  a  solid  path  across  the  pools 一 

"Whilst  the  vain  world  ties  its  basket  rafts 一 

These  are  the  wise,  these  are  the  saved  indeed  !" 
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爾 時世 尊 於 ，1 拘 利 村； 隨 宜 住 已、 吿 _1 阿 難？ 俱 詣 _1 那 陀 村-阿 難 受レ敎 卽 著レ衣 持鉍 與" 大 衆ー倶 侍- 從 

世 尊； 路 由， 1 跋 祇- 到，， 那 陀 村 1 止 n 犍 椎處 ー爾時 阿難 在 S 靜處 1 默自 思惟。 此那陀 村 十二 居 土、 一 

名, 一 伽 々 興 1 一 名 一一 伽 陵 伽； 三 名 一一 婆 伽 陀； 四 名 一 * 利 輸； 五 i 樓； 六 § 那 樓； 七 名 -I 婆 頭 樓 一八 名 一一 

藪 婆 頭樓； 九 名, ー陀梨 與绻； 十 名 11 藪 達利舍 ；十 一 名！ 一耶 輸； 十二 名 1 一耶 輸多 樓ー此 諸人 等 今 者 

命 終 爲， 生-何 處！ 復 有 11 五 十 人 1 命 終、 又 復 有， 1 五 百 人 一命 終 斯 生 11 何 處； 作 11 是 念 1 已 從 1 ー靜 處 1 起 至 11 世 

尊 所 一頭 面 鱧 足 在 111 面 一 坐 白， 佛言、 世 尊 我 向 11 靜處 1 默自 思惟 此那陀 村 十二 居士 伽々 羅等 

命 終、 復 有 n 五 十 人 1 命 終、 又 有 -I 五 百 人 1 命 終、 斯 生-何 處-唯 願 解 說。 佛 吿斷 難； 伽々 羅等 十二 人 

斷 _1 五 下 分 結 1 命 終 生， 天 於^ 卽般 涅槃 不 1ー 復 還お、 五 十 人命 終 者 斷 _1 除 三 結 1 娃怒癡 薄 得 - 斯 

陀 響, 此 世き 於 苦 本； 五 百 人命 終 者 き 除 1 一 1 結 一得 n 須 陀 洹-不 ，墮_1惡 趣 一 必 定成， 道 往來七 

生 盡_1 於 苦 際？  . 
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Now  the  Buddha  proceeded,  with  a  great  company  of  the  brethren  to  Kotigama  ；  and 
there  he  stayed  in  the  village  itself.    And  at  that  place  the  Buddha  addressed  the  breth- 
ren  and  said  :  "  Tt  is  through  not  understanding  and  grasping  four  Aryan  Truth,  O  breth- 
ren, that  we  have  had  to  run  so  long,   to  wander  so  long   in  this  weary  path  of  trans- 
migration,  both  you  and  I!    what  are  these  four?    The  Aryan  truth  about  sorrow  ；  the 
Aryan  trUth  about  the  ca^e  。f  sorrow;    the  Aryan  truth  about   the  cessation  of  sorrow; 
and  the  Aryan  tr  th  about  the  path  that  leads  to  that  cessation.    But  when  these  Aryan 
truths  are  grasped  and  known  the  craving  for  future  life  is  rooted  out,   that  which  leads 
to  renewed  becoming  is  destroyed,  and  then  there  is  no  more  birth. ，， 
By  not  seeing  the  Aryan  Truths  as  they  really  are, 
Long  is  the  path  that  is  traversed  through  many  a  birth  ； 
When  these  are  grasped,  the  cause  of  rebirth  is  removed, 
The  root  of  sorrow  uprooted,  and  then  there  is  no  more  birth. ，， 
There  too,  while  staying  at  Kotigama,  the  Buddha  held  that  comprehensive  religious 
talk  with  the  brethren,  saying:    "Such  and  such  is  upright  conduct;    such  and  such  is 
earnest  contemplation  ；    such  and  such  is  intelligence.    Great  becomes  the  fruit,  great  the 
advantage  of  earnest  contemplation,    when  it  is  set   round  with  upright  conduct.  Great 
becomes  the  fruit,  great  the  advantage  of  intellect  when  it  is  set  round  with  earnest  con- 
templation. The  mind  set  round  with  intelligence  is  set  quite  free  from  the  Intoxication. 

Then  the  Buddha  proceeded  to  the  Nadikas  with  a  great  companions  of  the  brethren 
and  there  he  stayed  in  the  Brick  Hall. 

And  the  venerable  Inavda  ^ent  to  the  Iidcha  and  said  to  him:  "The  brother 
named  S^lha  has  died  at  Nadika,  Lord,  where  has  he  been  reborn,  and  what  is  his  des- 
tiny ?  The  sister  named  Nanda  has  died,  Lord,  at  Nadika.  Where  is  she  reborn,  and 
what  is  her  destiny  ？  "  And  in  the  same  term  he  inquired  Concerning  the  lay  disciple 
Suddatta'  and  the  devout  —  Sugata,  the  lay  disciples  Kakucha,  Kalinga,  Nikata,  fl 
sab!ia,  Tuttha,  Santuttha,  Bhadda,  aud  Subhadcla. 

"The  brother  named  Sulha,  Ananda,  by  the  destruction  of  the  Intoxications  has  by 
き self'  and  in  this  world,  known  and  realized  and  attained  to  Arahatship,  to  emancipa- 
tion of  heart  and  mind.  The  sister  named  Nanda  has  by  the  complate  destruction  of  the 
five  bonds  that  bind  people  to  this  lower  worlds  of  lust,  become  an  inheritor  of  the  high- 
est  heavens,  there  to  pass  entirely,  thence 


^ 阿難 夫 生 有， 死 自世之 常 此何足 、若 一 一 人死來 問， 我 者 非 a 擾鄯耶 ，阿難 答 曰、 信爾、 世 尊 

镜 

實是擾 亂。 佛 吿 ，1 阿 難 1 今 當&, 汝 說 11 法 鏡 1 使 弟 子 知 n 所 生 處 1ー 一 一 惡道盡 得 >1 須 陀 洹 1 不 Ml 一七 生 1 

必 盡， 1 苦 際 1 亦 能 爲 ，他 說-如 事； 阿難 法 鏡 者謂鎏 弟子 得  一！ 不 壤 信 1 歡 喜 信 称 如 來無所 著 等 

正 覺十號 具足； 歡 喜 伊 法 眞正 微妙 自恣 所說 0S 節 二  I 槃 邋ー智 者 所 行 M 喜 I 共 

和 同所 行賀直 無 ％11 誠 諂 1 道粱 成就 上下 和 順法 身 具 足〕 向- 1 須 陀 澄 - 得 - 須 陀 Ml 向 =斯 陀 含-得- 

0 陀 含 一向-阿 那 含 1 得 = 阿 那 含 1 向附 羅 漢 1 得 1ー 阿 羅 漢： 四 雙八輩 是 謂^ 來賢銎 之衆甚 可-一恭 敬 1 

一  . 

世 之 福 田 信- - 賢 戒淸 淨無穢 無レ 有- i 缺 漏-明 哲 所行 獲』 一 昧定： 阿難 是 爲 11 法 鏡 ！ 使 & 弟 子 知 11 

^ 生 處 一三 惡道盡 得, 1 須 陀 谊 1 不， 過 11 七 生 1 必 盡-苦 際 1 亦 能 爲 說& 事ハ 
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i.ever  to  return.  The  devout  Sudatta,  Ananda,  by  tne  complete  destruction  of  the  three 
bonds,  and  by  the  reduction  to  a  minimum  of  lust,  ill-will,  and  stupidity,  has  become  a 
Sakadfigamin,  who  on  his  first  return  to  this  world  will  make  an  end  of  sorrow.  The 
debout  Sugata,  by  tlie  complete  destruction  of  the  three  bonds,  has  become  converted,  is 
no  longer  liable  to  be  reborn  in  a  state  of  suffering,  and  is  assured  of  hereafter  attaining 
to  the  enlightenment  of  Arahatship.  The  devout  Ivakudha,  by  the  complete  destruction 
of  the  five  l)onds  that  bind  people  to  there  lower  worlds  of  lust,  has  become  an  inheritor 
of  the  highest  heavens,  there  to  pass  entirely  away,  thence  never  to  return.  The  others, 
and  more  than  fifty  devout  men  in  Nadika,  and  more  than  ninety  devout  men  in  Nad  ilea 
became  Anfigamins  and  Sakadflgam ins.  More  than  five  hundred  devout  men  of  Nndika, 
who  have  died,  became  Sotapattins. 

" Now  there  is  nothing  strange  in  this,  Ananda,  that  a  human  being  should  die  ； 
but  that  as  each  one  does  so  you  should  come  to  me,  and  inquire  about  them  in  this 
manner,  that  is  wearisome  to  me.  I  will,  therefore,  teach  you  a  way  of  truth,  called  the 
Mirror  of  Truth,  which  if  a  disciple  of  the  noble  ones  possess  he  may,  if  he  should  so 
desire,  himself  predict  of  himself:  '  Purgatory  is  destroyed  for  me,  and  rebirth  as  an 
animal  or  a  ghost,  or  in  any  place  o£  woe  is  no  more.  I  am  converted  I  am.  no  longer 
liable  to  be  reborn  in  a  state  of  suffering,  and  am  assured  of  hereafter  attaining  to  the 
enlightenment. 

" What  then,  Ananda,  is  this  Mir  row  of  Truth  i  It  is  the  consciousness  that  the  dis- 
ciple of  the  Arahats  is  in  this  world  possessed  of  faith  in  the  Buddha  • ~  believing  the 
Exalted  One  to  be  the  Arahat,  the  Fully— enlightened  One,  Wise,  Upright,  Happy,  World- 
knowing,  Supreme,  the  Eridler  of  men's  wayward  hearts,  the  Teacher  of  gods  and  men, 
the  Exalted  and  Awakened  One.  And  that  he  is  possessed  o£  faith  in  the  Truth  be- 
lieving the  Truth  to  have  been  proclaimed  by  the  Fxalted  One,  of  advantage  in  this 
world,  passing1"  not  away,  welcoming  all,  leading  to  salvation,  and  to  be  attained  to  by 
the  wise,  each  one  for  himself,  and  that  he  is  possessed  of  faith  in  the  Order  ―  believ- 
ing the  multitude  of  the  disciples  of  the  Exalted  One  who  are  walking  in  the  four  stages 
of  the  noble  eightfold  path,  the  righteous,  the  upright,  the  just,  the  law-abiding  ―  believ- 
ing this  Church,  of  the  Buddha  to  be  worthy  of  honour,  of  hospitality,  of  gifts,  and  of 
ieverence  ；  to  be  the  supreme  sowing  ground  of  merit  for  the  world  ；  to  be  possessed  of 
the  virtues  beloved  by  the  pood,  virtues  unbroken,  intact,  unspotted  unblemished,  virtues 
which  makes  men  truely  free,  virtues  which 
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爾 時世 尊、 隨宜住 巳. 卒 一一 阿 難及大 衆 一路 ま, 跋 紙聽 舍 離； 坐， 1 一 樹 下？ 有 一, 1 娃 女； 名 n 菴 婆 婆 梨 一 

聞， 佛 將 ，ま 弟 子 1來= 至 毗 舍 離 一 坐， 一 樹 下， 卽 至, 一 佛 所 一 頭 面 鱧 足 却 坐, 一 一 面一爾 時世 尊漸爲 說， 法、 

示 敎 利 喜 ま佛 所 說ー發 ,ー 歡 喜 心： 卽 白， 佛 言 攀 曰 一 始 き 依 11 一 寳； 唯 願聽許 於-正 法 中 一 爲 一一 優 婆 

夷 ー盡， ー此 形 壽ー不 ，殺 不， 盜 不一， 邪 娃 ー不， ー妄 語 一 不一 一 飮 酒？ 又 白， 佛 言 唯 願 世 尊 及 諸 弟子 明 受， 1 我 請ー卽 

於 ii 今 慕 1 止， 1 宿 園？ 爾 時世 尊默然 受， 之、 女 見， 1 佛 默然許 可ー卽 從， 座 起 頭 面 ま 足 遶， 佛 而 歸。 其 去 

未レ久 佛 吿 1ー 阿 難 1 當^ 1 ー汝 等 1 詣 +彼 園 觀： 對 曰 唯 然、 佛 卽 從， 座 起 攝 ii 持 衣 鉢 1 與 ii 眾 弟子 千 二百 五 

十 人 一 倶 詣& 園； 時 毗舍離 諸隸車 輩聞鈿 在 n 菴 婆 婆 梨園 中 1 止 住， 卽 便 嚴一ま 五色 寶車 1 或 乘， 1 

靑車靑 馬 一 衣 蓋 幢幡 官屬 皆靑 五色 車馬 皆 亦 如， 是。 時 五 百 隸車服 色盡同 欲, ま 詣佛麵 婆 

婆 梨 辭， 佛 還， 家 中 路 逢 1ー諸 隸 車 1 時 車 行奔疾 與 ，1 彼 寳 車 一共 相 鈎 撥 捐 ii 折 幢 蓋 1 而 不， 避， 道， 隸 車 

責曰汝 恃 n 何 勢 1 行 SM 街 ii 撥 我 車 1 捐 ii 折 幢 蓋？ 彼 曰 諸 貴我已 請 M  & 曰 設ン食 歸， 家 供 辨、 是 

以行 速 無お ii 相 避 一 諸 隸車卽 語， 女 曰、 且 置 1ー 汝 請 ー當， 1 先 與 „我 、我 當， 與-汝 百千兩 金^ 女 尋答曰 先 

請 巳 定 不， 得， 1 相 與蒔 諸 隸車又 語， 女 曰、 我 觅 與， 1 汝 十六 倍 百千兩 金 1 必 ， 我 先？ 女 猶 不^、 我 

請 巳 定 不， 可， 爾 也。 時 諸 隸車又 語， 女 曰、 我 今 與 1 ー爾 中分 國 財 一 可 n 先 與，， 我。 女 又 曰設使 擧國財 

齊我猶 不&、 所， 1 以 然 1 者、 佛 住-我 園-先 受 ii 我 請 1 此 事 巳 了 終 不 ii 相 與ー諸 隸車等 各 振^ 歎咜今 

由 r ー斯 女 1 闘. 我 初 福； 卽 便 前進 徑 詣 = 彼 園 觀； 爾 時世 尊遙 見 ii 五 百隸車 車馬 數萬 塡， 道 而 來 1 吿 ii 

諸 比 丘 1 汝 等 欲， 知 利 諸 天 遊： ー戯 園 觀 1 威 儀容 飾 與， 此 無冀、 汝 等比 丘 當 =1 自 攝& 具 - 諸 威 儀； 


are  praised  by  the  wise,  are  untarnished  by  the  desire  of  future  life  or  the  belief  in  th» 
efficacy  of  outward  acts,  and  are  conducive  to  concentration  of  heart. 

" This,  Ananda,  is  the  way,  the  Mirrow  of  Truth,  which  if  a  disciple  of  the  noble 
ones  possess,  he  may  if  he  should  so  desire,  himself  predict  of  himself  ：  "  Purgatory  is 
destroyed  for  me  ，， 

Then  the  Buddha  proceeded,  with  a  great  company  of  the  brethren,  to  Vesali,  and 
there  he  stayed  at  Ambapali's  grove.  Now  there  the  Buddha  addressed  the  brethren  and 
said  ： " let  a  brother  be  mindful  and  self-possessed  ；  this  is  our  instruction  to  you.  And 
how  does  a  brother  become  mindful ？  Herein,  O  Bhikkhus,  a  brother  continues  as  to  look 
upon  the  body  that  he  remains  strenuous,  self-possessed  and  mindful,  having  overcome 
both  the  hankering  and  dejection  common  in  the  world.  And  in  the  same  way  as  to  feel- 
ings, moods,  or  ideas,  he  continues  so  to  look  upon  each  that  he  remains  strenuous,  self- 
possessed,  and  mindful,  having  overcome  both  the  hankering  and  the  dejection  common 
in  the  world.  And  how  does  a  brother  become  self-possessed  ？  He  acts,  O  Bhikkhus,  in 
full  presence  of  mind  whatever  he  may  do  in  going  out  or  coming  in,  in  looking  forward 
or  looking  round,  in  bending  in  his  arm  or  in  stretching  it  forth,  in  wearing  his  robes 
or  in  carrying  his  bowl,  in  eating  or  drinking,  in  masticating  or  swallowing,  in  obeying 
the  calls  of  nature,  in  walking  or  standing  or  sitting,  in  sleeping  or  walking,  in  talking 
and  in  being  silent. 

" Thus  let  a  brother  be  mindful  and  self-possessed  ；   this  is  our  instruction  to  you. 

Now  the  courtezan  Ambapali  heard  that  the  Buddha  had  arrived  at  Vesali,  and  was 
staying  there  at  her  mango  grove.  Then  she  went  to  the  Buddha  and  she  ―  instructed, 
aroused,  incited,  and  gladdened  with  his  words  一-  said  to  him  ：  "  May  the  Exalted  One 
do  me  the  honour  of  taking  nis  meal,  together  with  the  brethren,  at  my  house  to- 
morrow ？  ，，  And  the  Buddha  gave,  by  silence,  his  consent.  Then  when  Ambapali  saw 
that  the  Buddha  had  consented,  she  rose  from  her  seat  and  departed  thence. 

Now  the  Licchavis  of  Vesfili  heard  that  the  Buddha  was  staying  at  Ambapali's  grove, 
so  ordering  a  number  of  state  carriages  to  be  made  ready,  they  each  mounted  one  of  them 
and  went  forth  with  their  train  from  Vesali.  Some  of  them  were  dark,  dark  in  colour, 
wearing  dark  clothes  and  ornaments  ：  some  of  them  were  lair,  iair  in  colour,  and  wear- 
ing light  clothes  and  ornaments  ：  some  of  them  were  red,  ruddy  i ひ colour,  and  wearing 
red  clothes  and  ornaments  :  some  of  them  were  white, 
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云 何 比丘 自 攝， 1 其 心； 於， 是 比丘 內身身 觀精勸 不 、憶 念 不 fe 捨 1 一世 貪 憂； 外 ， 身身觀 精勤 不 

懈 憶 念 不 ，忘 捨 ；；世 貪 憂； 內 外身觀 精勤 不 ，懈 捨 1 一世 貪 憂 1 受 意 法 觀亦復 如， 是。 云 何 比丘 具：； 諸 

威 儀； 於， 是 比 丘 可， 行 知， 行 可， 止 知, 止 左右 顧視 屈伸 俯仰 攝-持 衣 鉢 1 食 飮湯藥 不レ 失-一宜 則 1 善 

設 11 方 便！ 除， 1 去 蔭蓥 1 行住座臥 覺 寤語默 攝， 心 不凱 是 謂 =1 比 丘 具-諸 威 儀 雨 時 五 百隸車 往 - 至 

菴婆婆 梨園 一頭 面 鱧 足 却 座， 二 面； 如來 在， 座 光明 獨顯蔽 _1諸 大衆； 譬如 n 秋 月 1 又 如 k 天地 淸明 

淨 無， 一 塵 翳 一 日 在，. 虚 筌光 明 獨 照： 爾 時 五 百隸車 圍遶侍 坐、 佛 於 11m 中 光 明獨 明。 是時 座中 有 11 

一 梵 志， 名 曰 n 幷 饗ー卽 從 &1 起 偏 *,1 古 肩 1 右 膝 著， 地 叉 手 向 ，佛 以， 偈 讃 曰、 

摩 竭鴦伽 王 爲，. 1 快 得 n 善 利 ~ 身 被 _寳 珠鎧 1 世 尊 出 11 其 土 1 威 德 動 - 一一 一  千 - 

名 顯如ー ま 山 一 如 &華開 敷 香氣甚 微妙 1 今覩 n 佛 光明 i 如-日 之 初出- 

如， 月 遊， 一虚 室 無， 有， 諸 雲 翳， 世 尊 亦 如， 是 光照， 1 於 世間- 觀 ，1 如來 智慧- 

mk 覩， 1 錠 繚 1 施^ 以 n 明 眼！ 決 1ー 了 諸 疑 惑 1 

時 五 百隸車 聞， ー此 偈 一巳 復 吿&: 饗 一 汝 可-重 說； 爾 時 幷饗卽 於- 佛 前 1 再三 重說。 時 五 百隸車 聞 11 

重 說 偈 1已. 各 脫 「寳 衣 一 以 施- 幷 饗 1 幷 饗 卽 以 1 寳 衣 1 奉 - 上 如 來： 佛 愍レ彼 故卽爲 納受。 爾 時世 尊 吿ユ 

毘舍 離諾隸 車 1 曰、 世 有 11 五 寳 1 甚 爲 fc, 得、 何 等 爲 K 五、 一 者 如 來至眞 出 - 現 於 世 1 甚 爲 ，難レ 得 •  二 者 

如來正 法 能演說 者此人 難， 得、 m 者 如 來演， 法 能 信. 解 者 此人難 x 得、 四 者如來 ，法 能 成就 

者 * 人 難， 得、 五 者險危 救 .厄 知 n 反 復 一 者. 此 人 難， 得、 是爾 1 五 寶 爲 11難 得 一也-時 五 百隸車 聞 - 佛 示 
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pale  in  colour,  and  wearing  white  clothes  and  ornaments.  And  Ambpali  drove  against 
the  young  Licchavis,  axle  to  axle,  wheel  to  wheel,  and  yoke  to  yoke,  and  the  Licchavis 
said  to  AmbaprJi  ：    "  How  is  it,  Ambapali,  that  thou  drivest  up  against  us  thus?" 

" My  lords,  I  have  just  invited  the  Exalted  One  and  his  brethren  for  their  morrow's 
meal, " said  she.  "  Ambapali  ！  give  up  this  meal  to  us  for  a  hundred  thousand,  ，，  said 
they.  "  My  lords,  were  you  to  offer  all  Vesali  with  its  subject  territory,  I  would  not 
give  up  so  honourable  a  feast  ！ ，， 

Then  the  Licchavis  cast  up  their  hands,  exclaiming  ：  "  We  are  outdone  by  this  mango 
girl ！  we  are  out  reached  by  this  mango  girl ！  ，，    and  they  went  on  to  Ambapali's  grove. 

W  hen  tne  Buddha  saw  the  Licchavis  approaching  in  the  distance,  he  addressed  the 
brethren  and  said  ：  "  O  brethren,  let  those  of  the  brethren  who  have  never  seen  the 
Tavatinsa  gods,  gaze  upon  this  company  of  the  Licchavis,  behold  this  company  of  the 
Licchavis,  compare  this  company  of  the  Licchavis ―  for  they  are  even  as  a  company  of 
Tavatinsa  gods. 

And  after  the  instruction  given  by  the  Buddha,  they ―  instructed,  roused,  incited,  and 
graddened  with  his  words '―  invit  d  the  Buddha,  with  the  brethren  for  to-morrow's  meal. 

" O  Licchavis,  I  have  promised  to  dine  to-morrow  with  Ambapali  the  courtezan  ，，  was 
the  reply. 

Then  the  Licchavis  cast  up  their  hands,  exclaiming  ：  "We  are  outdone  by  this 
mango  girl ！  we  are  outreached  by  this  mango  girl!"  And  expressing  their  thanks  and 
approval  of  the  words  of  the  Buddha,  they  rose  from  their  seats  and  bowed  down  before 
the  Buddha,  and  keeping  him  on  their  right  hand  as  they  passed  him,  they  departed 
thence. 


(1) Like  thi.  red  lotus,  sweet-scented,  full-blown, 

At  dawn  of  day,  unspent  its  perfume's  treasure, 
Behold  him  ！  th'Angirasa  shedding  radiance, 
As  shines  the  sun  filling  all  heaven  with  glory. 

― Pingiya's  gatha,  Anguttara  N.  V. 195. 

一 The  Book  of  Kindred  Sayings  I,  p.  lo7, 
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敎 利 喜 一 已 卽 白^ 言、 唯 願 世 尊 及 諸 弟子 明 受 n 我 請ー佛 吿 車 - 卿 巳 請レ我 • 我 今 便 爲レ 得-供 0 

已菴婆 婆 梨 女 先 已請訖 。時 五 百隸車 聞- 菴婆婆 梨 女 巳 先 請 各 振 レ手而 言 我欲 レ供- 養 如 

來 1 而今 此女已 奪 ，1 我 先？ 卽 從， 座 起 頭 面禮， 佛遶 ，佛 三 市 各自 還歸。 時 菴婆婆 梨女卽 於-其 夜- 

a 々供辨 、明 曰 時 到 世 糞 卽與芊 二百 五十 比丘； 整， 衣 持， 鉢 前後 圍繞詣 「_ 彼 請 所 1 就 1 而坐。 

時 菴婆婆 梨女卽 設 i 饌, 供-養 佛 及 僧 - 食 訖 去， 鉢 幷 除， 1 机 案； 時 女 手 執-金 瓶 一行-操 水 一 畢、 前 0 

弗 言、 此 毘耶離 城 所有 園 觀最勝 今 以& 園 一貢 ：ー 上 如 來. 哀^ 我 1 故 願 垂=納 受 1 吿レ女 曰 汝可， 

以 圜 1 施 * 佛 爲， 首 及招提 僧； 所 11 以然 1 者如來 所有 園 秫房舍 衣鉢 六 物 正使 諸 魔 釋梵大 神 

力 天 無， 有， 能 堪， 受， ー此 供 一 者： 時 女 受， 敎 卽 以^ S 園 施 =佛 爲， 首 及招提 僧ー佛 爲 学 之 而 說レ偈 言。 

rfK 塔 立， 1 精舍 1 園果施 1ー 淸凉 1 橋 船以渡 入、 曠野 施！ 永 草 1 及以 1 一堂 閣 1 施 

其 福 日夜 增 戒具 淸淨者 彼必到 11 善 方 1 

時 菴婆婆 梨 女 取 1 二 小牀 1 於， 1 佛前 1 座、 佛漸 爲說法 示敎利 喜、 施 論 戒論生 天 之 論、 欲爲- 大患- 

穢惡不 淨上漏 爲レ礙 出要爲 i 。爾時 知，， 一 彼女 意 柔軟 和悅陰 蓋微薄 易， 可， 一 開化； 如 i 佛 法- 卽 

8 女 1說1._ 苦 聖諦苦 集 苦 滅苦出 要 與時 菴婆婆 梨 女 信心 淸淨譬 如- 淨 潔白 S 易-" 爲» 色 

卽 於， 一座 上 1 遠， 塵 離 為 諸 法 法眼 生卽 向レ佛 誓^^ 優 婆 夷 1 鱧レ佛 而 去。 

爾 時世 尊、 於 11 毘 舍 離 1 隨 宜 住 巳、 吿-阿 難 1 路 由  >1跋 祗 -P 竹 林叢ギ 時 彼土榖 貴 饑饉 乞 求 難レ 得。 

 佛 吿ー 一命 諸 比 丘ー此 土 饑饉 乞 求 難， 得汝 等 $ 分， 部 隨， 所 11 知 識ー詣 一き 舍離 及越蹶 
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And  at  the  end  of  the  night  Ambapali  made  ready  in  her  mansion  sweet  rice  and 
cakes,  and  announced  the  time  to  the  Buddha,  saying  ：  "  The  hour,  lord,  has  come,  and 
the  meal  is  ready  ！ ，， 

And  the  Buddha  went  with  the  brethren  to  Ambaplli's  mansion  and  seated  himself 
on  the  seat  prepared  for  him.  And.  Ambapali  the  courtezan  set  the  sweet  rice  and  cakes 
before  the  Order,  with  the  Buddha  at  their  head,  and  waited  upon  them  till  they  refused 
any  more. 

And  when  the  Buddha  had  quite  finished  his  meal,  and  had  cleansed  the  bowl  and 
his  hands,  the  courtezan  had  a low  stool  brought,  and  sat  down  at  his  side,  and  address- 
ed the  Buddha  and  said  ：  "  Lord,  I  present  this  pleasaunce  to  the  order  o£  menaicants 
of  which  the  Buddha  is  the  chief.  "  And  the  Exalted  One  accepted  the  gift  ；  and  after 
instructing,  rousing,  inciting  and  gladdening  her  with  religious  discourse,  he  rose  from 
his  seat  and  departed  thence. 


ひ) Planters  of  groves  and  fruitful  trees, 

And  they  who  build  causeway  and  dam, 

And  wells  construct  and  watering  sheds, 

And  to  the  homeless  shelter  give  ： 

Of  such  as  these  by  day  and  night, 

For  ever  doth  the  merit  grow. 

In  righteuousness  and  virtue's  might, 

Such  folk  from  earth  heaven  go. 

— Samyutta  N.  I,  5,  8. 

一 The  Book  of  Kindred  Sayings  I,  p.  46. 


Now  when  the  Buddha  had  remained  so  long  as  he  wished  at  Ambaplli's  crove,  he 
addressed  Ananda  and  said  ：    "  Come,  Ananda,  let  us  go  on  to  Beluva. " 

Then  the  Buddha  proceeded,  with  a  great  company  of  the  brethreu,  to  Beluva,  and 
there  stayed  in  the  village. 

Now  the  Buddha  there  addressed  the  brethren  and  said  ：  "  O  mendicants,  do  you 
take  up  your  abode  round  about  Veslli,  each  according  to  the  place  where  his  friends, 
acquintances,  and  intimates  may  live,  for  the  retreat  in  the  rainy  season.  I  shall  enter 
upon  the  rainy  season  here  at  Beluva. " 
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f 生 病身 


俵歸 自明 燧自 


國ー 於， 彼 安 居 可， 以 無^ 吾 獨 與 ，1 阿 難 一 於， S 安 居 .所1ー 以 然 1 者 恐 有-短 乏？ 是 時 諸 比丘 受 fe 卽 行、 

佛 與； 一 阿 難 1 獨 留。 於& 夏 安居 中 1 佛 身疾生 擧體皆 痛、 -佛 自 念 言 我 今 疾生擧 身 痛 甚而諸 弟 

子 悉皆 不， 在 若 取- 涅 搫則 非 = 我 宜 1 今 當 _,1 精 勤 自力 以 留 11 壽 命？ 爾 時世 尊 於 11 靜 室 1 出 坐- 淸 凉 處？ 

阿難 兄 巳速疾 往詣而 白， 佛 言、 今 觀 1 一尊 顔 1 疾 如き ，捐、1： 難 又 言 世 尊 有， 疾 我心 惶懼憂 結 荒 

迷 不 ，識，1 方 面, 氣 息 未^ 猶少 醒悟默 思。 如 來 未 11 滅 度 1 世 眼 未， 滅 大法 未お、 何 故 今 者 不レ 有レ敎 3 

令 於， 一 衆 弟 チ乎。 佛 吿； 一 阿 難 1 衆 僧 於， 我 有-一所 須 一耶 若 有 11 言 1 我 持 = 衆 惯ー斯 人 於レ衆 應^. 「-敎 命-如 

來 不」 F 我 持， 1 於 衆 1 我 攝 k  c 豈 當 _1 於レ衆 有 -I 敎 令-乎、 阿 難 我 所 法內外 巳訖終 不-自 稱 一所 見 

通達 吾 巳 老矣年 粗 八十 譬 如 一，, 故 車 方便 修治 得， 有 11 所 至！ 吾 身亦然 以 1 一方 便 力！ 得 ：1 少 ぎ壽 自 

力 精進 忍， 1 此 苦 痛- 不&, 1 一 切 想 一 入， 1 無 想 定 1 時 我 身 安穏 無 .有1： 惱 患： 是 故 阿難 當.， 自熾 燃 - 熾 I- 燃 

於 法 1 勿 n 他 熾 燃 1 當； ー自 0 依 1 歸 1& 於 法 1 勿 1. 他 歸 依； 云 何 自熾燃 熾 i 於 法 一 勿 11 他 熾 燃 1 當 1-1 歸 依 

歸.， 依 於 法 一 勿 ，1 他 歸 依； 阿 難 比丘 觀 11 內 身 1 精 勤 無 fe 憶 念 不レ忘 除  >i 世 貪 憂 (觀= 外 身 1觀= 內 外 身 •- 精 

勸 不 憶 念 不 除 •& 貪 憂ー受 意 法 觀亦復 如レ是 是 謂 熾 燃 熾 1ー 燃 於 法 - 勿-他 熾 燃 1 當 1 歸 

依 歸： 一依 於 法 1 勿 *他 歸 依： 佛 吿  一！ 阿 難 1 吾 滅皮後 能 有 fell 行 此， 法 - 者 則 爲-眞 我 弟子 第一 學 者ー佛 

吿 11 阿 難 一 但 至 一 ー1 婆 羅 靄 曰 唯然。 如 來卽起 S 持. 鉢 詣 一一 1 樹 下； 吿： 一 難 一 敷， 座 吾 患-背 痛 一 欲- 

於 ，此 止； 對 曰 唯 然尋卽 敷 ，座. 如 來坐巳 阿難 敷， 二 小 座 1 於， ー佛 前 1 坐。 佛 吿」 阿 難 1 諸 有 修& 神 足- 

多 修 習. 行 常 然 不き 在 11 意 所 欲 1 可， 得禾 ，死>1 1 劫有餘 1 阿難 佛四祌 足已多 修行 専念 不レ忘 在- 
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" So  it  be,  lord  ！  ，，  said  those  brethren,  in  assent,  to  the  Exalted  One.  And  they 
entered  upon  the  rainy  season  round  about  Vesali,  each  according  to  the  place  where  his 
friends,  acquitances,  and  intimates  lived  ：  whilst  the  Buddha  stayed  even  there  at  Beluva. 

Now  when  the  Buddha  had  thus  entered,  upon  the  rainy  season,  there  fell  upon  him 
a  dire  sickness,  and  sharp  pains  came  upon  him,  even  unto  death.  But  the  Buddha,  mind- 
ful and  self-possessed,  bore  them  without  complaint.  Then  this  thought  occurred  to  the 
Buddha  ：  "  It  would  not  be  ngnt  for  me  to  pass  away  without  addressing  the  disciples, 
without  taking  leave  of  the  Order.  Let  me  now,  by  a  strong  effort  of  the  will,  bend  this 
sickness  down  again,  and  keep  my  hold  on  life  till  the  allotted  time  be  come.  "  And  he 
bent  that  sickness  down  again,  and  kept  his  hold  on  life  till  the  time  he  fixed  uoon 
should  come.    And  the  sickness  abated  upon  him. 

Now  very  soon  after  the  Buddha  began  to  recover.  And  when  he  had  quite  got  rid 
af  the  sickness,  he  came  out  from  his  lodging,  and  sat  down  in  the  shadow  thereof  on 
a  seat  spread  out  there.  And  Ananda  went  to  the  Buddha,  saluted  him  and  said  to  him  ： 
"I  have  beheld,  lord,  how  the  Exalted  One  was  in  health,  and  I  have  beheld  how  the 
Exalted  One  had  to  suffer.  And  though  at  the  sight  of  the  sickness  of  the  Exalted  One 
my  body  became  weak  as  a  creeper,  and  the  horison  became  dim  to  me,  and  my  faculties 
were  no  longer  crear,  yet  notwithstanding  I  took  some  little  comfort  from  the  thought 
that  the  Exalted  One  would  not  pass  away  untill  at  least  he  had  let  instruction  as  touch- 
ing the  Order. ，， 

" What,  then,  Ananda  ？  Does  the  Order  expect  that  of  me  ？  I  have  preached  the 
truth  without  making  any  distinction  between  exoteric  and  esoteric  doctrine  ；  for  in 
respect  of  the  truths,  Ananda,  the  Tathagata  has  no  such  thing  as  the  closed  fist  of  a 
teacher,  who  keeps  some  things  back.  Surely,  Ananda,  should  there  be  any  one  who 
harbours  the  thought,  4  It  is  I  who  will  lead  the  brotherhood,  ，  or  '  The  Order  is  depen- 
dent upon  me,  ，  it  is  ne  who  should  lay  down  instruction  in  any  matter  concerning  the  Order. 
Now  the  Tathugata,  Ananda,  thinks  not  that  it  is  he  who  should  lead  the  brotherhood, 
or  that  Order  is  dependent  upon  him.  Why  then  should  he  leave  instructions  in  any 
matter  concerning  the  Order  ？  I  too,  O  Ananda,  am  now  grown  old,  and  full  of  years, 
my  journey 】s  drawing  to  its  close,  I  have  reached  my  sum  of  days,  I  am  turning  eighty 
years  of  age  ；  and  just  as  a  worn-out  cart,  Ananda  can  be  kept  going  only  with  the  help 
of  thongs,  so,  methinks,  the  body  of  the  Tathagata  can  only  be  kept  coing  by  bruxlng- 
ing  it  up. 


no 


現 再 魔 憩 


意 所 欲 1 如來 可， 止 n 一  劫 有 餘 1 爲， 世 除， 冥 多 ，所= 饒 益 一天 人 獲レ 安。 爾 時. 阿難 默 然 不， 對、 如 是苒三 

又亦默 然、 是 時 阿難 爲， 魔 所 fe 朦 々 不レ 悟、 佛 一一 一 現レ相 而 不， 知 レ請 。佛 吿. 1 阿 難 - 宜， 知， -是 時； 阿 難 承 1ー 

佛 意 旨 1卽 從， 座 起 髀佛 而 去、 去， 佛 不 ， 遠 在 -I 1 樹 下 一 靜 意 思 惟 其 間 未レ久 時 魔 波旬來 白， 佛佛 

意 無， 欲 可- 般 涅 槃 1 今 正是時 宜 1ー 速 滅 度ー佛 吿 11 波 旬 1 且止且 止我自 知 fe 如 來今者 未， 取 1ー 涅 搫 

須, 一 我 諸 比丘 集 1 又 能 自調勇 捍無怯 到, 一安 樂 處 1 逮 1 一得 巳 利 1 爲 n 人 導 師 I 演. i 布 涇 敎&」 於 句 義 一若 1ー 

異 論 1 能 以 一 一正 法 1 而 降 1ー 伏 之 1 又 以 - 祌 變ー自 身 作 證、 如 レ是 弟子 皆悉 求， 集 又 諸 比丘尼 優 婆 塞 優 

婆 夷 普 皆 如, 是 亦 復 未， 集、 今 者 要 當 T 廣， 一 於 梵 行 1 演 11 布 覺 意 1 使" 諸 天 人 普 見^ t 變っ時 魔 波旬復 

白， 佛 言、 佛 昔 於， 欝 鞞羅尼 連 鹂水邊 阿 遊 波 尼 倶律樹 下 1 初 成 1 正 覺； 我 時 至 - 世 尊 所 1勸=ー請 如 

來可 ，1 般 涅槃 1 今正是 時宜 11 速 滅度； 爾時如 來卽報 レ我言 止 止 波 旬 我自知 fe 如 來今者 未レ取 -I 

涅搫須 _11 我 諸 弟子 集 乃至 天人 昆 n 祌變化 一 乃 取 1ー 涅槃 * 今 弟子 巳 集 乃至 天人 見- 祌變化 - 今 

正 是時何 不 - 滅 § 言 止 止 波 旬佛自 知 ,時 不 1 久 住 - 也是後 三月 於 1 一本 生處 拘尸那 竭娑羅 

園雙樹 間 ー當， 取^ 度 1 時 魔 卽 念 7佛 不 ，1 虛 言 i 今 必 滅 度 k 喜 踊躍 忽然 不， 現. 魔 去 未， 久 佛 卽 於 ；ー 

遮婆羅 塔 1 定 意 一一 一 昧 捨 n 命 住 壽-當 - 此 之 時 1 地 大 震動 擧國 人民 莫 x 不 ，1 驚 怖 衣毛爲 堅ー佛 放 1 一大 

光 1 徹 照 無 fe 幽冥 之處 莫^.  JS チ明 各 得 - 相 見 1 爾 時世 尊 以 11 偈 頌 1 曰 

有無 二 行中 吾今捨 一 一有 爲 一 內專- 三昧 定 - 如,， 一 鳥 出 n 於 卵 1 

爾時 賢者 珂 難 心 驚 毛 竪疾行 詣， 佛， 頭 面 鱧 足 却 住， 1 1 面 一白， 佛 H  、依 哉 世 尊 地 動 乃 爾是河 
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It  is  only,  Ananda,  when  the  Tathagata,  by  ceasing  to  attend  to  any  outward  thing, 
becomes  plunged  by  the  cessation  of  any  separate  sensation  in  that  concentration  of  heart 

which  is  concerned  with  no  material  object    it  is  on】y  then  that  the  body  of  the 

Tathagata  is  at  ease. 

Therefore,  O  Ananda,  be  ye  lamps  unto  yourselves.  Be  ye  a  refuge  to  yourselves. 
Betake  yourselves  to  no  external  refuge.  Hold  fast  to  the  Truth  as  a lamp.  Hold  fast  as 
a  refuge  to  the  Truth.  Look  not  for  refuge  to  any  one  besides  yourselves.  And  how, 
Ananda,  is  a  brother  to  be  a lamp  unto  himself,  a  refuge  to  himself  to  no  external  re- 
fuge, holding  fast  as  a  refuge  to  the  Truth,  holding  fast  to  the  Truth  as  a lamp,  looking 
not  for  refuge  to  any  one  besides  himself  ？ 

" Herein,  O  mendicants,  a  brother  continues,  as  to  tlie  Body  so  to  look  upon  the 
body  that  he  remains  strenuous,  self — possesssed,  and  mindful,  having  overcome  both  the 
hankering  and  the  dejection  common  in  the  world.  And  in  the  same  way  as  to  feelings, 
moods,  and  ideas,  he  continues  so  to  look  upon  each  that  he  remains  strenuous,  self— pos- 
sessed, and  mindful,  having  overcome  both  the  hankering  and  the  dejection  common  ia 
the  world. 

" And  whosoever,  Ananda,  either  now  or  after  I  am  dead,  shall  be  a lamp  unto  them- 
selves, and  a  refuge  unto  themselves,  shall  betake  themselves  to  no  external  refuge,  but 
holding  fast  to  the  Truth  as  their  lamp  and  holding   fast  as  their  refuge  to  the  Truth, 

shall  look  not  for  refuge  to  any  one  besides  themselves    it  is  they,  Ananda,  among 

my  bhikkhus,  who  shall  reach  the  very  topmost  Height  ！    but  they  must  be  anxious 

to  learn. " 

Now  the  Buddha,  after  he  had  returned  from  the  round  for  alms  in  Vesali  and  he- 
had  finished  eating,  said  to  Ananda  ：  "  Take  up  the  map,  Ananda  ；  I  will  go  and  spend 
the  day  at  the  Chlp'xla  Shrine. " 

There  at  Chip  1,1a  Shrine  the  Buddha  said  to  Ananda :  "  How  delightful a  spot,  A- 
nanda,  is  Vesali  and  how  charming  the  Udena  Shrine  and  the  Gotamaka  Shrine,  and  the 
Shrine  of  the  Seven  Mangoes,  and  The  Shrine  of  Many  Sons,  and  the  Slrandada  Shrine, 
and  the  Ch"pa,la  Shrine  ！  Ananda,  whosoever  has  developed,  practised,  dwelt  on,  expand- 
ed and  ascended  to  the  very  heights  of  the  four  paths  of  Iddhi,  and  so  mastered  them 
as  to  be  able  to  use  them  as  a  vehicle,  and  as  a  basis,  he,  should  he  desire  it,  could 
remain  for  an  aeon  or  for  that  portion  of  the  aeon  which  had  yet  to  run,.  Now  the 
Tath'gata  has  thoroughly  practised  and  developed  them  and  he  could  therefore  should  he 
desire  it,  live  on  yet  for  an  aeon,  or  for  that  portion  of  the  aeon  which  has  yet  to  run.  M' 
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因 八の 震 地 


因 緣、 佛 吿； 1 阿 難 一 凡 世 地 動 有， 1 八 因 緣 1 何 等 八、 夫 地 在 1 永 上 1 水 止 n 於 風 一風 止 ：i 於 0^ 中 大風 有， 

時 自起則 大水 擾、 大水 擾則普 地 動 是爲ニ 也。 復次 阿難 有， 時 得道 比丘 比丘尼 及 大祌尊 

天 觀； 永 性 多 1觀11 地 性 少 1 欲， 知-試 力！ 則 普 地 動， 是 爲 レニ 也， 復次 阿難 若始 菩薩 從， 1 兜 率 天 一 降 一一 神 

母 胎, « 念 不凱 地 爲， 一大 動 一 是 爲， 11 一也。 復次 阿難 菩薩 始 出， 1 母 胎 1 從， 1 右 脅 1 生、 專 念 不^ 則 普 地 

m 是爲お 也。 復次 阿難 菩薩 初 成， 一 無上 正覺 1 當 - 於此時 1 地大 震動 是爲， 五 也。 復次 阿難 佛初 

成 道 轉.」 無上 法 輸魔若 天 沙門 婆羅門 諸 天 世 所，， 不， 能， 轉、 則 普 地 動 是爲， 六 也。 復次 阿難 佛 

敎將， 畢專 念不， 亂 欲， 捨 n 性 命 1 則 普 地 動 是爲， 七 也。 復次 阿難 如來於 11 無餘 涅槃 界 一般 涅槃 時 

地大 振動 是爲， 八 也。 以& 八因緣 1 今地大 動。 爾 時世 尊卽 說 ，偈 言。 

無上 二足 尊 照 大沙門 阿難 請，, 天師 - 地勸 何因緣 如 來演， 1 慈 音 1 

聲如^ 毗陵 1 我說 汝等聽 1! 地 動 之 所 由 1 地 因， 水而止 水 因， 風而住 

若虛 S 風 起 則 地爲， 1大 動 1 比丘 比丘尼 欲 fell 神 足 力 1 山海 百 草木 

大地 皆 震動 释梵諸 天 尊 意欲 ，動，ー 於 地 一 山海 諸 鬼神 大地 爲震勸 

菩薩 二足 尊 百 福相 巳 具 始入， 一 母胎 一 時 地 則爲， 一 大動, 十月 處 - 母胎, 

如 h 臥 n 茵蓐ー 初從， 1 右 脅 1 生 時 地 則大勸 佛爲 i 子 1 時 消 = 滅使緣 縛 1 

成 道 勝 無 量 地 則 爲 n 大 動 1 昇 仙 轉 3 法 輪 於 n 鹿 野苑 中- 造 力 降 ，1 伏 魔 1 

刖地 大爲勸 天魔 頻來請 勸 - 佛般 涅槃 1 佛爲捨 ，i 性 命, 地 則 爲大動 
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But  even  though  a  suggestion  so  evident  and  a  hint  so  clear  were  thus  given  Dy  iht 
Buddha,  Ananda  was  incapable  of  comprehending  them  ；  and  besought  not  the  Buddha 
saying  ：  *  Vouchsafe,  lord,  to  remain  during  the  aeon  ！  Live  on  through  the  aeon,  O 
happy  One  ！  for  the  good  and  the  happiness  of  the  great  multitudes,  out  of  pity  for 
the  world,  for  the  good  and  the  gain  and  the  weal  of  gods  and  men  ！  ，  So  far  was  his 
heart  possessed  by  the  Evil  One. 

A  second  and  third  time  did  the  Buddha  say  the  same  thing,  and  a  second  and  third 
time  was  Ananda's  heart  thus  hardened. 

Then  the  Buddha  said  to  Ananda  ：  *  You  may  leav  me,  Ananda,  while,  and  do  what- 
soever now  seems  to  thee  fit. " 1 hen,  Ananda  passiner  him  on  the  right  sat  down  at  the 
foot  of  a  certain  tree  not  far  off  thence. 

Now  not  long  after  Ananda  had  been  gone,  Mara  approached  the  Buddha  and  standing 
there,  addressed  the  Buddha    in  these  words  ：    "  Pass  away  now,  lord  ； let  the  Exalted 

One  now  die.    Now  is  the  time  for  the  Exalted  One  to  pass  away    even  according 

to  the  word  which  the  Exalted  One  spoke  when  he  said  ：  <  I  shall  not  die,  O  Mara, ， 
until  the  brethren  and  sisters  of  the  Order,  and  untill  the  lay-disciples  of  either  sex  shall 
have  become  true  hearers,  wise  and  well  trained,  ready  and  learned,  carrying  the  doctrinal 
books  in  their  memory,  masters  of  the  lesser  corollaries  that  follow  from  the  larger  doc- 
trine, correct  in  life,  walking  according  to  the  precepts   until  they,  having  thus  them- 
selves learned  the  doctrine,  shall  be  aole  to  tell  others  of  it,  preach  it,  minutely  explain 

it  and  make  it  clear    until  they,  when  others  start  vain  doctrine  easy  to  be  refuted 

by  the  truth,  shall  be  able  in  refuting  it,  to  spread  the  wonder-working  truth  abroad  ！ ， 

•  And  now,  lord,  the  brethren  and  sisters  of  the  order  and  the  lay-disciples  of  either 
sex  have  become  all  this,  are  able  to  do  all  this.   Pass  away  now  therefore,  lord  ； let  the 

Exalted  One  now  die  ！    The  time  has  come  for  the  Exalted  One  to  pass  away    even 

according  to  the  Exalted  One's  word,  "  I  shall  not  die,  until  this  pure  religion  of  mine 
shall  have  become  successful,  prosperous,  wide-spread,   and  popular  in  all  its  full  extent, 

 until,  in  a  word,  it  shall  have  been  well  proclaimed  among  men.    "  And  now,  lord, 

this  pure  religion  of  thine  has  become  all  this.  The  time  has  come  for  Exalted  One  to 
pass  away. ， 

And  when  he  had  thus  spoken,  the  Buddha  said  to  Mara  ：  '  O  Evil-One  ！  make  thy- 
self happy,  the  death  of  the  Tathagata  shall  take  place  before  long.  At  the  end  of  three 
months  frora  this  time  the  Tahfigata  will  pass  away. ，， 


人 尊大 導師 祌仙盡 11 後 有 1 難 動 而取^ 時 地 則大勸 淨眼說 11 諸緣 1 

地 動 八 事 動 有：； S 亦 有 時 地 皆 震動 

\ 佛吿， 一 阿難 一世 有， 一八 衆； 何 謂， 八 一 曰 剎利衆 二 曰 婆羅門 衆 三 曰 居士 衆 四 曰 沙門 衆、 五 曰 四 

衆 天 六 曰 忉利天 衆 七 曰 魔 衆 八 曰 梵天 衆。 我 a 憶 念 昔 有： fts 來 與 - 刹 利 衆 - 坐 起 言 語 不レ 

可， ー稱 數, 以-精 進定カ 1 在所 能 現 彼 有 1 一好 色 1 我 色 勝レ 彼、 彼 有-妙 夢 我 聲 勝 レ彼 彼 辭^ 返， 我 不 レ辭レ 

彼、 彼 所， 一能 說 1 我 亦 能說彼 所， 不， 能 我 亦 能說、 阿難 我廣爲 說レ法 示敎利 喜巳卽 於^ 沒彼 不- 

知-我  是 人 是 天； 如， 是 至，， 梵 天 *1 往 返 無 數廣爲 說， 法 而 莫 知-我 誰； 阿 難 白レ佛 言 甚奇世 尊 未 

曾 有 也。 乃 能 成-就 如 1。 佛言 如， 是 微妙 希有 之 法 阿難 甚奇 甚特 未曾有 也、 唯 有 - 如來 1 能 成- 

此法 一又 吿財 難-如 來能知 - 受起 住滅、 想起 住滅、 觀 起住滅 (此乃 如來甚 奇甚特 未曾有 法、 汝 

當-受 持 面 時世 尊 吿， 一 阿 難； 俱 詣％ 塔 4n 一  樹 中-敷 レ座 而 坐， 佛 吿附 難 一 香 塔 左右 現 諸 比丘 普 

敕 令 レ多講 堂 一 阿 難 受， 敎 宣 令 普 集、 阿 難 白， 佛 大衆 巳 集 唯 ® 知， 時、 爾 時世 尊卽 詣 1ー 講 堂 1 就レ座 

而坐吿 i 比丘； 汝 等當， 知我以 ，1 此法 1 自身 作證、 成 - 最 正覺； 謂 四 念 處四意 斷四祌 足 四禪五 

根 五 カ七覺 意賢聖 八道. 汝等宜 4 田 於 一一 此法中 一 和 同 敬 順 勿 k 生 fes 同 一 師受 一一 同 一 ガ f 於 一一 

我 法 中， 宜 ，舊 受學共 相 熾 然共相 娛樂； 比丘 當レ知 我 於 =此 法 1 自身 作證 布-現 於 彼 一 謂 貫經紙 

夜 經受記 經偈經 法句經 相應經 本緣經 天本經 未曾有 經證喩 經大敎 經汝等 赏赛受 持 

^ 稱量 分別 隨， 事 修行； 所以 者 何 如 來不， 久是後 三月 當-般 泥洹？ 諸 比丘 聞氍 語-巳 皆 悉锷然 
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Thus  the  Buddha  while  at  the  Shrine  of  Chapala  deliverately  and  consciously  reject- 
ed the  rest  of  his  natural  term  of  life.  And  on  his  so  rejecting  it  there  arose  a  mighty 
earthquake,  awful  and  terrible,  and  the  thunders  of  heaven  burst  forth.  And  when  the 
Buddha  beheld  this,  he  broke  out  at  that  time  into  this  hymn  of  exultation  : 

' His  sum  of  life  the  sage  renounced, 

The  cause  of  life  immeasurable  or  small ； 

With  inward  joy  and  calm,  he  broke, 

Like  coat  of  mail,  his  life's  own  cause. ， 
Now  the  following  thought  occured  to  Ananda  ：    *  Wonderful  indeed  and  marvellous 
is  it   that  this  miehty  earthquake  should  arise  ！    What  my  be  the  proximate,  what  the 
remote  cause  of  the  appearance  of  this  earthquake  ？  ，，    So  he  came  up  to  the  Buddha  and 
asked  him  to  explain  why  this  mighty  earthquake  arose. 

" Eight  are  the  proximate,  eight  the  remote  causes,  Ananda,  for  the  apprearance  of 
a  mighty  earthquake.  fl、 This  great  earth  is  established  on  water,  the  water  on  wind, 
and  the  wind  rests  upon  the  space.  And  when  the  mighty  winds  blow,  the  waters  are 
shaken,  and  by  the  moving  of  the  waters  tne  earth  is  shaken.  (2)  A  recluse  or  a  brahmin 
of  great  power,  and  who  has  the  feelings  of  his  heart  well  under  his  control ； ora  pod  or 
fairy  of  great  might  and  power,  一  when  such  a  one  by  intence  meditation  on  the  idea 
of  the  minutest  portion  of  earth  and  on  the  idea  of  the  widest  expanse  of  water  has 
succeeded  in  realizing  the  comparative  value  of  things  he  can  make  this  earth  move  and 
tremble  and  be  shaken  violently.  Q3)  When  a  Bodhisatta  consciously  and  deliberately  leaves 
his  form  in  the  heaven  of  delight,  and  descends  into  this  mother's  womb.  (4)\Vhen 
a  Bodhisatta  quits  his  mother's  momb.  (5)  When  a  Tathagata  arrives  at  the  supreme 
and  perfect  enlightenment.  When  a  Tathagata  founds  the  sublime  kingdom  of  right 

euousness.  (7)  When  a  Tathagata  consciously  and  deliberately  rejects  the  remainder  of 
his  life.  (8)  When  a  Tathagata  passes  entirely  away  in  that  uttei  passing  away  in 
which  nothing  whatever  is  left  behind,  this  earth  quakes  and  trembles  and  is  shake ひ 
violently. 


Now  of  eight  kinds,  Ananda,  are  these  assemblies.  Which  are  the  eight  ？  Assemblies 
of  nobles,  Brahmins,  householders,  and  wanderers,  and  of  the  angel  hosts  of  the  Guardian 
Kni^s,  of  the  Great  Thirty-Three,  of  the  Milras  and  of  the  Brahmas. 

Now  I  call  to  mind,  Ananda,  how  when 1 used  to  enter  into  an  assembly  of  many 
hundred  nobles,  before  I  had  seated  myself  there  or  talked 
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a 絕迷荒 自投； i 於 地 i 擧^ 大呼 曰、 一 何 鴃哉佛 取 一一 滅度 二 何 痛 哉 世間 眼滅、 我等 於， 此已爲 -1 

長 衰； 或 有 n 比 丘ー悲 泣^ 踊 宛轉眺 不レ 能- 自 勝 一 猶 如-斬 蛇 宛轉廻 遑 1 莫 V？ 所 レ奉。 佛 告^ 比丘 一 曰 

汝且止 勿， 懐， 憂 悲 1 天地人 物 無き 不ぉ 欲 有 爲 不 il 變 易-者 無 ％_是 處； 我 亦先說 恩 愛 無レ常 

合 會 有， 離 身 非-巳 有 1 命 不 11 久 存？ 爾 時世 尊 以 _1 偶 頌-曰 

我 今 自在 到， 一安 隱處 1 和 n 合 大衆 1 爲說 11 此義 1 吾 年老 矣 

餘命 無， 幾 所作 巳辨 今當 1捨レ壽 念 無 - 放逸 1 比丘 戒具 

自攝 -定意 1 守 ，1護 其 心 1 若 於 n 我 法 1 無-放逸 - 者 能滅 - 苦 本 1 

盡-生 老 死 1 

又 吿， 一 比 丘 一 吾 今 所， 1 以 誡 k 者 何、 天魔 波 旬向來 請レ 我、 佛 意 無^ 可- 般 0 盤-今 正 是 時 f 速 滅 

度 一お 言 止 止 波 旬佛自 知, 時、 須 諸 比丘 集 乃至 諸 天 普 見 n 祌 變 一波 旬 復 言、 佛 昔 於 ー1 欝 鞞 羅 

尼 連 i 可 水 邊阿遊 波 尼 倶律樹 下 一 初 成，, 佛 道 一 我 時 白， 佛. 佛 意 無， 欲 可- 般 涅 綮今 正 是 時 宜_1 

速 滅度； 爾時 如來卽 報， 我 言、 止 止 波 旬 我 自知レ 時 如來今 者未レ 取-滅度- 須 3 我 諸 弟子 集 乃至 

天 人 an 祌 變化 1 乃 取， 一 滅度； 今 者如來 弟子 巳 集 乃至 天人 見-神 變 化^ 正 是 時 宜 可- 滅 度 1 

言 止 止 波 旬佛自 知， 時 不， 久 住 1 也是後 三月 當 一 一般 涅携 時魔卽 念、 佛 不一 一 虛 言 (今 必滅 度歡 喜 

踊躍 忽然 不レ現 魔 去不， 久卽 於 1 一 遮 波 羅 塔 1 定 意 三昧 捨- 一命 住 壽 (當& 之 時 - 地 大震 動天 人 驚 

怖 衣 毛 爲竪、 佛 放 1 一大 光 一徹 1 一照 無 窮 iS 冥之處 莫^ i 尹 明 各 得 き 我 時頌 曰。 


147 


to  them  or  started  a  conversation  with  them,  I  used  to  become  in  colour  like  unto 
their  colour,  and  in  voice  like  unto  their  voice.  Then  with  religious  discourse  I  used  to 
instruct  and  incite,  and  quicken  them,  and  fill  them  with  gladness.  But  they  knew  me 
not  when 1 spoke,  and  would  say  ：     "  Who  may  this  be  who  thus  speaks  ？  a  man  or  a 

god?"  Then  having  instructed  and  gladdened  them  with  religious  discourse,  I  would 

vanish  away.    But  they  knew  me  not  even  when   I  vanished  away,    and  would  say  ：  

" Who  may  this  be  who  has  thus  vanished  away  ？  a  man  or  a  god  ？ " 

*  This  was  the  same  with  the  other  seven  kinds,  they  did  not  know  me  either  in 
speaking  or  in  vanishing  away.    Now  these,  Ananda,  are  the  eight  assemblies. ， 


'On  one  occassion,  Ananda,  I  was  resting  under  the  goatherd's  Nigrodha  tree  on  the 
bank  of  the  NeranjarS  immediately  after  having  reached  the  great  enlightenment.  Then 
Mara  came  to  me  and  standing  besides  me,  he  addressed  me  in  the  words  ：  '  Pass  rway 
now,  lord  ！  Let  the  Exalted  One  now  die  ！  Now  is  the  time  for  the  Exalted  One  to  pass 
away  ！ ，， 

' And,  Ananda,  I  said  to  Mara :  "  I  shall  not  pass  away,  O  Evil  One  ！  until  not  only 
the  brethren  and  sisters  of  the  Order,  but  the  lay-disciples  of  either  sex  shall  have  be- 
come true  hearers  and  shall  be  able  to  preach  if,  until  they/  when  others  start  vain 

doctrine  easy  to  be  refuted  by  the  truth,  shall  be  able  in  refuting  it  to  spread  the  wonder 
working  truth  abroad  ！  I  shall  not  die  until  this  pure  religion  of  mine  shall  have  be- 
come successfull  prosperous  wide - spread,  and  popular  in  all  its  full  extent,  in  a  word, 
until  it  shall  have  well  proclaimed  among  men  ，， 

' And  now  a^ain  to-day,  Ananda,  at  Chlplla's  shrine  Mara  came  to  me  and  he  sought 
me  to  pass  away.  And  I  answered  him  and  said  ：  "  MaKe  thyself  happy,  the  passing  away 
of  the  Tath'xgata  shall  take  place  before  long.  At  the  end  of  three  months  from  this 
time  the  Tathlgata  will  pass  away  ！  "  And  now  again,  Ananda,  the  Tathlgata  has  to-day 
at  Chlplla's  Shrine  consciously  and  deliberately  rejected  the  rest  of  his  alloted  term  of 
life. '  , 

And  when  he  had  thus  spoken  Ananda  said  to  the  Buddha  ：  4  Vouclisafe,  lord,  to 
remain  during  the  aeon  ： live  on  through  the  kalpa.  O  Exalted  One  ！  for  the  good  and 
the  happiness  of  the  great  multitudes,  out  of  pity  for  the  world,  for  the  good  and  the 
gain  and  weal  of  gods  and  men  ！ ， 

' Enough  now,  Ananda,  beseech  not  the  Tathlgata  ！  ，  ；  was  the  reply.  «  The  time  for 
making  such  request  is  past. ， 


us 


首豫の 槃涅入 


有無 二 行中 吾 今 捨 1 一有 爲 1 內 專 1 眛 定 1 PM 出 11 於 卵 1 

爾時 賢者 阿難 卽從， 座 起 偏 P 右 肩 一 右 膝 著， 地 長 跪 叉 手 白： * 言 唯 願 世尊留 11 住 一 劫 1 勿 &_ 一 

滅 度 1 慈， 憨 衆 生 1 饒， 一益 天 人 雨 時世 尊默然 不， 對、 如 是 一一 一 請、 佛 吿 財 難ー汝 信 11 如 來正覺 道- 不。 對 

曰 唯然實 信、 佛言汝 若 信者 何故 三來觸 1 幾 我 一 爲汝親 從レ佛 聞從レ 佛受、 諸 有能 修 _1 四祌足 1 多 

修 習 行 常 念 不, 忘 在, 意 所 欲 1 可 _il 止 不, 死 11 一 劫 有 餘 1 佛 四 祌足巳 多 習行專 念 不 在 11 意 所 欲 1 

可，， 一止 不， 死， 一 一 劫 有 餘 1 爲， 世 除， 冥 多 ，所，1 饒 益 i 天 人 獲， 安。 爾 時 何 不 k 請 使， 不， 1 滅 度 一再 聞 尙可乃 

至 三 聞 猶不， 勸 J1 留 11 住 一 劫 一 劫有餘 ー爲， 世 除 多， 所 11 饒益 1 天人 獲 & 、今汝 方言 豈不， 愚耶、 

吾 三 現， 相汝三 默然汝 於 11 爾 時 一 何 不レ 報レ我 如 來 可レ止 一一 1 劫 一 劫 有 餘 1 S 多 I 益 S 

止 阿難 吾 巳 捨& 命 一 已來巳 吐 欲 fell 如 來 自 違％ 者 無 ％1 ー是 處 1 譬 如 =1 豪 貴 長 者 吐-食 於 地 1 寧 

當& 有， 肯 還 取 食， 不、 對 曰 不 也、 如 來亦 然巳捨 巳吐豈 當 1 ー復 自 還 食 言 1 乎， 佛 吿 11 阿 難！ 俱 詣 11 菴 

婆 羅 村 一 卽 き 衣 鉢 ー與， 1 諸 大 衆 1侍ー1從 世 尊 一路 由 一一 跋 菌 一一 菴 婆 羅 村 1 在 一一 一 山林 ー爾 時世 尊 爲 n 諸 大 

衆, 說=戒 定 慧 1 修， 戒 獲， 定 得 - 一大 枭 報 1 修レ定 獲 レ慧 得-犬 架 報 1 修レ智 心 淨 得-等 解 脫ま 一 於 三 漏 欲 漏 

有 漏 無明 漏 1 巳 得 n 解脫 1 生 1ー . 脫智 1 生死 巳 盡梵行 巳 立 所作 巳 辨不， 受， 1 後 有ー爾 時世 尊 於 1 罨 

婆 羅 村！ 隨 宜 住 巳、 佛 吿-阿 難 1 汝等皆 厳 當』 &膽 婆 村 犍茶村 婆 梨 婆 村 1 及 詣 * 負 彌城 〔對曰 唯 

然 卽 嚴， 1 衣 鉢 1 與 1窗 大 衆 1 侍 11 從 世 尊 1 路 由& 紙 1 漸至 11 他 城 1 於 1 ま 彌 城 北 1 止-尸 舍 婆 林- 佛 吿 1 比 

丘 1 當 &ハ1： 汝 等 1 說 * 四 大 敎 法 鼬 聽諦聽 善 思乏。 諸 比 丘 言 唯然世 奪願樂 欲レ 聞。 何 謂 S レ四 若 有- - 
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And  again  the  second  time  and  the  third  time,  Ananda  besought  the  Buddha  in  the 
same  words. 

« Hast  thou  faith,  Ananda,  in  the  wisdom  of  the  Tathagata?  ，  ，  Even  so,  lord!  ，  '  Now 
why,  then,  Ananda,  dost  thou  trouble  the  Tathagata  even  until  third  time  ？ ， 

' From  his  own  mouth  have  I   heard  this  saying  ：    "  Whosoever  has  practised  

could  remain  in  the  same  birth  for  an  aeon  or  for  that  portion  of  the  aeon  which  has 
yet  to  run.  "  Now  the  Tathagata  has  thoroughly  practised  and  developed  them,  and  he 
could,  therefore,  should  he  desire  it,  live  on  yet  for  an  aeon,  or  for  that  portion  of  the 
aeon  which  has  yet  to  run. ， 

' Hast  thou  faith,  Ananda  ？  ，    *  Even  so,  lord. ， 

' Then,  O  Ananda,  thine  is  the  fault,  thine  is  the  offence  in  that  when  a  sugges- 
tion so  evident  and  a  hint  so  clear  were  given  thee  by  the  Tathagata,  thou  wast  yet  in- 
capable of  comprehending  them,  and  thou  besought  not  the  Tathagata  to  live  on  for  an 
aeon.  If  thou  shouldst  then  have  besought  the  Tathagata,  the  Tathagata  might  nave 
rejected  the  appeal  even  to  the  second  time,  but  the  third  time  he  would  have  granted 
it.    Thine  therefore,  O  Ananda,  is  the  fault,  thine  is  the  offence  ！ 

"On  one  occasion,  Ananda,  I  was  dwelling  at  Rajagaha,  on  the  hill  called  the  "Vul- 
ture's peak,   and  once  in  the  Banyan  Grove   at  the  Robber's  Cliff   in 

the  Sattapanni  cave  on  the  slope  of  Mount  Vebhara   at   the  Black  Rock  on  the 

slope  of  Mount  Isigiri  in  the  Sitavana  Grove  in  the  mountain  cave  Sappasondika 

 -… in  the  Tapoda り rove   in  the  Bambu  Grove  in  the  Squirrel's  Feeding  Ground 

 in  the  Jivaka's  Mango  Grove   in  the  Dear  Forest  at  Maddakucchi  

here  at  Vesali  at  the  Udena  Shrine   at  the  Gotamaka  Shrine    at  the  Shrine 

of  the  Seven  Mangoes  … at  the  Bahuputta   shrine   at  the  Sarandada  Shrine, 

and  I  spoke  to  thee  and  said  ：    "  How  pleasant,  Ananda,  is  this  Vulture's  Peak  

this  Sarandada  Shrine.  Whosoever,  Ananda,  practised,  and  developed  the  Four  Iddhi  he, 
should  he  desire  it,  could  remain  in  the  same  birth  for  an  aeon  or  for  that  portion  of  the 
aeon  which  has  yet  to  run.  ，，  But  thou  besought  not  the  Tathagata  to  remain.  And  now 
to-day,  Ananda,  at  the  Chapala  shrine  it  was  the  same.  Thine  therefore,  O  Ananda,  is 
the  fault,  thine  is  the  offence. " 

' But  now,  Ananda,  have  I  not  formerly  declared  to  you  that  it  is  in  the  very  nature 
o£  all  things,  near  and  dear  unto  us,  that  we  must  devide  ourselves  from  them,  leave 
them,  sever  ourselves  from  them  ？ 
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法 敎大四 


比 丘 一 作， 一 如， 是言 一 諸 賢 我 於， 1 彼 村 彼 城 彼 國， 躬 從， 佛 0 躬 受 n 是 敎； 從 ，是 聞 者 不， 應レ信 亦 不&, 毀 

當， 於 1., 諸 經 1 推， 1 其 虛 實 1 依， 律 依 & 究 * 其 本 末； 若 其 所 言 非 fe 非， 法 當； IP 彼 言 1 佛 不 fex 此 汝 謬 受 

耶 所 n 以 然 1 者 我 依 - 諸 經 1 依， 律 依レ法 汝 先 所へ 言 與， 法 相 違。 賢 士 汝 莫 n 受 持 1 莫 n 爲入 說 r 笋捐 11 捨 之； 

若 其 所 i 言 依 fe 依， 律 依， 法 者 當 11 語， 彼 言； 汝 言 是 眞佛所 說、 所 11 以 然 1 者 我 依 1ー 諸 經 1 依， 律 依， 法 汝 

先 所 言 與， 法 相 應， 賢 士 汝 當 n 受 持 廣 爲入 說 1 慎 勿 11 捐 捨 1此 爲 1ー 第 一 大 敎 法 1 也。 復 次 比丘 作 1 一如 レ 

是 言 一 我 於 ，ー 彼 村 彼 城彼國 1 和合 衆 僧 多 聞 耆舊、 親 從， 其 聞 親- 受 是法是 律 是 敎 1 從ま 聞 者不， 

應 ，信 亦 不， 應， 毀 當 k 於 1ー 諸 經 1 推；, 其 虛 實 1 依， 法 依， 律 其 本 末； 若 其 所， 言 非 fe 非レ律 非レ法 者 當 

彼 言： 佛 不 fefe 汝 於-彼 衆1 謬 聽受耶 所 - 以 然 1 者 我 依 ，1 諸 經 一依. 律 依 &汝先 所 言 與レ法 相 違。 賢 

士 汝 莫 ，持 & 莫-爲 入 說 1 當； 1 慎 捨^ T 若 其 所 言 依^ 依レ法 依レ律 者， 當. IP 彼 言 1 汝 所 言 是 眞 佛 所 

說、 所 以 者 何、 我 依， 一 諸 經- 依&: 依， 法 汝先所 言 與， 法 相 應。 賢 士 汝 當 - 受 持 廣 爲入 說ー愼 勿 - 捐 捨 1 

此 i  二 大敎法 也。 復次 比丘 作， 1 如， 是 言 1 我 於 1ー 彼 村 彼 城 彼國- 衆多 比丘 持， 法 持 * 持 n 律 儀- 

者 親 從， 其 聞 親 ？是 法是律 是 敎 ー從， 其 聞 者 不 fet 信 亦 不 レ毀 f  S 經 1 推 11 其 虛 實 - 依& 依レ 

律 究， 其 本 末； 若 其 所 言 非， 經 非&: 非， 法 者 當チ 語， 彼 言 一 佛 不， 說& 汝 於 n 衆 多 比 丘 1 謬 聽受耶 所- 

以 然, 者 我 侬 ，ー諸 經 一 依， 律 依, 法、 汝 先 所 言 與， 法 相 違。 賢 士 汝 莫 n 受 持 1 莫 11爲> 人 說 1 當， 捐 1ー 捨 之； 若 其 

所 言 依 fe 依， 律 依， 法 者 當， 1 語， 彼 言； 汝 所 言 是 眞 佛 所 說、 所 = 以 然 1 者 我 依 - 諸 經 1 依レ律 依レ法 汝 先 

所 言 與， 法相 應賢 士汝 當％, 持 廣 爲入 說& 勿^ 抡 1 是 爲 1ー 第 三大敎 法！ 也 。俊 次 比丘 作 一 一 如レ是 
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How  then,  Ananda,  can  this  be  possible  whereas  anything  whatever  born,  brought 

into  being,  and  organized,  contains  within  itself  the  inherent  necessity  of  dissolution  

how  then  can  be  possible  that  such  a  being  should  not  be  dissolved  ？  No  such  condi- 
tion can  exist  ！    And  that  which  has  been  relinquished,  cast  away,  renounced,  rejected^ 

and  abandoned  by  the  Tathagata  the  remaining  sum  of  life  surrendered  by  him  

verily  with  regard  to  that  the  word  has  gone  forth  from  the  Tath'gata  saying:  " The 
passing  away  of  the  Tathagata  shall  take  place  before  long.  At  the  end  of  three  months 
from  this  time  the  Tathagata  will  die  ！  "  That  the  Tathagata  for  the  sake  of  living  should 
repent  him  again  of  that  sayin?  this  can    no  wise  be  ！ ，， 

Then  the  Buddha  proceeded,   with  Ananda,  to  the  MahTwana,  to  the  Kutiigara  Hall. 

There  the  Buddha  addressed  the  brethren  and  said  ：    "  Therefore,  O  brethren    ye  to 

whom  the  truths  I  have  perceived  have  been  made  known  by  me  having  thoroughly 

made  yourselves  masters  of  them,  practise  them,  meditate  upon  them,  and  spread  them 
abroad  ；  in  order  that  pure  religion  may  last  long  and  be  perpetuated,  in  order  that  it  may- 
continue  to  be  for  the  good  and  happiness  of  the  great  multitudes,  out  of  pity  for  the 
world,  to  the  good  and  the  gain  and  the  weal  of  gods  and  men  ！  Which  then,  O  breth- 
ren, are  the  truths  ？  They  are  these  ： 

The  four  earnest  meditations,       The  fourfold  great  struggle  against  evil. 

The  four  roads  to  saintship,       The  five  moral  powers, 

The  five  organs  of  spiritual  sense,       The  seven  kinds  of  wisdom, 

The  Aryan  eightfold  path. 

Behold  now,  O  brethren,  I  exhort  you,  saying :  *  All  component  things  must  grow 
old.  Work  out  your  salvation  with  dilligence.  The  final  extinction  of  the  Tathagata  will 
take  place  before  long.  At  the  end  of  three  months  from  this  time  the  Tathagata  will 
die!' 

' My  age  is  now  full  ripe,  my  life  draws  to  its  close : 
I leave  you,  I  depart,  relying  on  myself  alone  ！ 
Be  earnest  then,  O  brethren,  holy,  full  of  thought  ！ 
Be  steadfast  in  resolve  ！    Keep  watch  o'er  your  own  hearts  ！ 
Who  wearies  not,  but  holds  fast  to  this  truth  and  law, 
Shall  cross  this  sea  of  life,  shall  make  an  end  of  grief.' 


子の 冶 銀陀純 


言 1 我 於-; 彼 村 彼 城彼國 一！ 比丘 持， 法 持 レ律 持-律 儀 1 者 親 從^ 聞 親 受ユ是 法 是律是 敎ー 從レ其 聞 

者 不 fefe 亦 不 ，應， 毀、 當 r 於- 1 諸 經 一推 - 其 虛 實 1依レ 法 侬レ律 究 * 其 本 末 一 若 所 言 非 fe 非レ律 非レ法 者 當- 

園 f 佛 不き此 汝 於 一一 一 比 丘 所 1 謬 聽 受 耶、 所 一一 以 然 一 者 我 依： 一 諸 經 1 ^1 先 所 言 與 k 

相 違。 賢 士 汝 莫，, 受 持 1, 爲， 人 說 一 當， P 捨 之； 若 其 所 言 依， 經 依. 律 依， 法 者 當 - 語， 彼 言- 汝 所 言 是 

眞 佛所說 所 - 以 然-者 我 依 _;1諸 經 一 依 レ律 伊 法 汝先所 言 與& 相 應。 賢 士 當& 受持廣 爲レ人 說 - 慎 

勿 n 捐 捨 1 是 爲 - 第 四 大敎法 1 也爾 時世 尊 於 一一 負 彌 城ー隨 宜住已 吿 11 賢 者 阿 難^ 詣-波 婆 城 - 對 曰 

唯然卽 嚴 1ー 衣 鉢 1與= 諸 大 衆 1 侍 - 從 世 尊 1 路 由 n 末 羅 1 至.； 波 婆 城 闍頭園 中； 時 有- 1ェ 師子 一名 OS 那ハ 

聞， 佛 從 n 彼 末 羅 1 來 *此 城& 自 嚴 fe 至 11 世 尊 所 一頭 面禮足 在 11 一 面 1 坐、 時 佛 漸 爲 一 一周 那 1 說法正 化 

示敎利 喜、 周 那 聞, 一 佛 所 說 一信 心 歡 喜 則 請 11 世 尊 明曰舍 食； 時 佛默然 受 ,請 、周 那 知 - 佛 許 可 1 卽 

從， 座 起 禮， 佛 而 歸. 尋 於， 一 其 夜 1 供 ，1 設 飯 食 1 明 H 時 到 唯 聖 知， 時、 爾 時世 尊 法服 持， 鉢 大衆 園遶 

往 11 詣 其 舍 1 就 & 而坐時 周那尋 設 - 飮 食 1 供 n 佛 及 僧 - 別 煮- 栴 檀 樹 耳 1 世 所 ％ 珍 一 猶 奉 尊^ 吿- 

周 那ー 勿ね， ー此 耳 一 與 i 比 丘， 周 那 受， 敎 不-敢 輙與； 時 彼 衆 中 有， 二 長老 比丘 一 晚暮お 家 於 n 其 座 

上 1 以 n 餘 器 1 取 爾 時周那 見-衆 食 訖 1 幷 除- 1 鉢 器 1 行 1 ー澡 水 - 畢 卽 於 ：i 佛 前 1 以 問 曰。 

敢問 大聖 智 正覺 二足 尊 . 善 御上 調伏 世 有 11 幾 沙門 1 

爾 時世 尊以 fe 答 曰  • 

如 r, 汝 所 問 一 者 沙門 凡 有レ四 志 趣 各 不^ 汝 當 レ識11 別 之- 1 行-道 殊 勝- 
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And  the  Buddha  proceeded  to  Bhanda-gi\ma  and  after  that  to  Hatthi-gama,  and  then 
went  on  to  Lhoga-nagara.  There  at  Bhoga-nagara  the  Buddha  stayed  at  the  Ananda  Sh- 
rine. And  the  Buddha,  there,  addressed  the  brethren  and  said  :  4 1  will  teach  you,  O 
brethren,  these  four  Great  Authorities.  In  the  first  place,  brethren,  a  brother  may  say- 
thus  ： " From  the  mouth  of  the  Exalted  One  himself  have  I  heard,  from  his  own  mouth 
have  I  received.  This  is  the  Truth,  this  the  law,  this  the  teaching  of  the  Master.  ，，  The 
word  spoken,  brethren,  by  that  brother  should  neither  be  received  with  praise  or  treat- 
ed with  scorn,  but  every  word  and  syllable  should  be  carefully  understood  and  then  put 
beside  the  Suttas  and  compared  with  the  Vinaya.  If  when  so  compared  they  do  not 
harmonize  with  the  Suttas,  and  do  not  fit  in  with  the  rules  of  the  Order,  then  you  may 
come  to  the  conclusion  :  "  Verily,  this  is  not  the  word  of  the  Exalted  One,  and  has 
been  wrongly  grasped  by  that  brother.  ，，  But  if  they  harmonize  with  the  Suttas  and  fit 
in  with  rules  of  the  Order,  then  you  may  come  to  the  conclusion  ：  "  Verily  this  is  the 
word  of  the  Exalted  One  and  has  been  well  grasped  by  that  brother.  "  This,  you  should 
receive  as  the  first  Great  Authority. 

' Again,  brethren,  a  brother  may  say  thus  ：  "  In  such  and  such  a  dwelling  place  there 
is  a  company  of  the  brethren  with  their  elders  and  leaders.  From  the  mouth  of  the 
company  have  I  heard,  face  to  face  have  I  received.  This  is  the  truth  this  the  law,  this 
the  teaching  of  the  Master.  "    In  this  case  too,  you  should  treat  the  word  as  above. 

' Again,  brethren,  a  brother  may  say  thus  ：  "  In  such  and  such  dwelling-place,  many 
elders  of  the  Order,  deeply  read,  holding  the  faith  as  handed  down  by  tradition,  versed 
in  the  truths,  versed  in  the  regalation  of  the  Order,  versed  in  the  summaries  of  the  doc- 
trines and  law.  From  the  mouth  of  the  elders  have  I  heard,  from  their  mouth  have  I 
received.  This  is  the  truth,  this  the  law,  this  the  teaching  of  the  Master.  ，，  In  this  case 
too,  you  should  treat  the  word  as  above. 

' Again,  brethren,  a  brother  may  say  :  •'  In  such  and  such  a  dwelling-place  there  is 
there  living  a  brother,  deeply  read,  holding  the  faith  as  handed  down  by  tradition,  versed 
in  the  truths,  versed  in  the  regulations  of  the  Order,  versed  in  the  summaries  of  the  doc- 
trine and  the  law.  From  the  mouth  of  that  elder  have  I  heard,  from  his  mouth  have  I 
received,  This  is  the  truth,  this  the  Law,  this  the  teaching  of  the  Master.  "  In  this  case, 
too,  you  should  treat  the  word  spoken,  in  the  same  way  as  above.  This,  brethren,  you 
should  receive  as  the  fourth  Great  Authority.  These,  brethren,  are  the  Four  Great  Autho- 
rities. " 
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1 1 善 說 11 道 義 1 

依， 道而 生活 

說 11 此 道 殊勝 1 

善 敷. 一 演 法 句 1 

外 像 如 一一 淸 白 一 

相 似 P 外 好 一 

勿， 捨.， 1 淸 淨 信 1 

勿 fell 外 容貌 i 


三 依， 道 生活 四爲， 道 作レ穢 何 謂 ，1 道 殊勝 1 善說， 1 於 造 義- 

有 ，1 爲， 道 作 能 度-恩 愛 刺 1 入 - 涅 槃 1 無^ 超 - 越 天人 路- 

善 解 ，1 第 一 義 1 說， 道 無 11箱 穢 1 慈 仁 決 11 衆 疑 1 是 爲-善 說 道 1 

依， 道以 自生 遙望， 一 無垢 場 1 名&, 道 生活- 內懷 n 於 荮邪！ 

虚誑無 ，1 誠實 1 此爲レ 道 作， 穢 云 何 善惡俱 淨與 11 不淨 1 雜 

如 _|1 銅 爲 11 金 塗 1 俗人 遂 見レ此 謂 & 智 弟子 1 餘 者不， 盡爾 

1 人 持 n 大 衆 1 內濁 而外淸 ， 現， 閉， ー荮 邪迹 1 而實 懐-放 蕩 1 

卒見便 親 敬， 現 閉, & 邪迹 1 而實 懷， 1 放 蕩 1 

爾 時周那 取， 二 小 座； 於 n 佛前 1 坐 ，佛 漸爲說 法 示敎利 喜已、 大衆 圍遶 侍從而 還、 中路止 1ニ 樹 

下 1 吿 ，1 阿 難 一言 吾 患 一一 背 痛 1 汝 ヌ敷 對 曰 唯 然尋卽 敷レ 座. 世 尊 止 息 時 阿難 亦 敷 n 1 小 座 一 於 一一 佛 

前 一 坐. 佛 吿， 阿 難 1 向 者周那 無-一 悔 恨 意 一耶 設 有， -此 意 1 爲 ：， 由， 何 生： 阿 難 白， 佛 言 周 那 設， 供 無レ有 n 福 

利 1 所 以者 何如來 最後 於 - 此 舍 一食 便 取 n 涅 槃； 佛 吿： 一 阿 難 一 勿， 作 1ー 是 語 1 今 者 周那爲 獲 11 大 利 1 爲 T 得 r 

壽 命 1 得， 色 得， 力 得， 1 善 名 譽， 生-多 財 寳 1 死 得 - 生 天 1 所 欲 自然； 所以 者 何 佛初成 道 能 施 者 佛 

S 度 一 能 施 ，食 者 此ニ功 德正等 無 &、 汝 今 可.. 往 語 板、 周 那我親 從： * 聞、 周 那 設， 食 今 酵大 

利 1 得， 1 大 朵 報； 時 阿 難 承； ー佛 敎 旨ー卽 詣 ：i 彼 所 ー吿， 一周 那 I 曰、 我 親 從：， 佛 聞、 周那 設， 食 今 獲 - 大 利-得 - 大 

* 報； 所 n 以然 1 者佛初 得道 能 飯 食 者 及 臨 US 度 1 能 飯 食 者 此ニ功 德正等 無為。 
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Then  the  Buddha  proceeded  with  Ananda  and  a  great  compiny  of  the  brethren,  to 
Pava  and  there  at  P.iva  the  Buddha  stayed  at  the  Mango  Grove  of  Chunda  who  was  by- 
family  a  smith. 

Now  Chunda  heard  that  the  Buddha  had  come  to  Piive  and  was  staying  there  in  his 
mango  Grove.  So  he  went  to  the  place  where  the  Buddha  was,  and  after  having  receiv- 
ed the  religious  discourse,  invited  the  Buddha  to  to  morrow's  meal. 

Now  at  the  end  of  the  night,  Chunda  made  ready  in  his  dwelling  place  sweet  rice 
and  cakes,  and  a  quantity  of  truffles.  And  he  announced  the  hour  to  the  Buddha,  say- 
ing ： ' The  hour,  lord,  has  come,  and  the  meal  is  ready. ， 

When  the  Buddha  had  come  and  seated  on  the  seat  prepared  for  him,  he  addressed 
Chunda  and  said  ：  '  As  to  the  trufHes  you  have  made  ready,  serve  me  with  them,  Chunda, 
and  as  to  the  other  food,  the  sweet  rice,  and  cakes,  serve  the  brethren  with  it.  ，  '  Even 
so,  lord  ！  ，  said  Chunda,  and  the  truffles  he  served  the  Buddha  ；  whilst  the  other  food, 
the  sweet  rice  and  ctlkes,  he  served  to  the  members  of  the  Order. 

Now  the  Buddha  addressed  Chunda  and  said  ：  c  Whatever  trufHes,  Chunda,  are  left 
over  to  thee,  those  bury  in  a  hole.  I  see  no  one,  Chunda,  on  earth  nor  in  Mfira's  heaven 
and  Brahma's  heaven,  no  one  among  Samanas  and  Brahmanas,  among  gods,  and  men  by 
whom,  when  he  has  eaten  it,  that  food  can  be  properly  assimilated,  save  a  Tathagata. 

Now  when  The  Buddha  had  eaten  the  rice  prepared  by  Chunda,  there  fell  upon  him 
a  dire  sickness,  the  disease  of  dysentery,  and  sharp  pain  came  upon  him,  even  unto  death. 
But  the  Buddha,  mindful  and  self-possessed,  bore  it  without  complaint  ； 
" When  he  had  eaten  Chunda ，s  food, 

The  copper-smith's  thus  have  I  heard   ' ~ 

He  bore  with  fortitude  the  pain, 

The  sharp  pain  even  unto  death  ！ 

When  he  had  eaten,  from  the  trufHes  in  the  food 

There  fell  upon  the  teacher  sickess  dire, 

Then  after  nature  was  relieved  the  Exalted  One  announced  and  said : 
' I  now  am  going  on  to  Kusiaxra. ， 
Now  the  Buddha  went  aside  from  the  path  to  the  foot  of  a  certain  tree  ；    and  he  said 
to  Ananda :    'Told,  I  pray  you,  Ananda,  the  robe  in  four  ；    and  spread  it  out  for  me.  I 
am  weary,  Ananda,  and  must  rest  awhile  ！ ，， 

And  the  Buddha  seated  himself  on  the  seat  prepared  for  him  by  Ananda,  and  said 
to  Ananda  ：  t'  Fetch  me,  I  pray  you,  Ananda,  some  water.  I  am  thirsty,  Ananda,  and 
woufl  drink. ，， 
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周那 舍食訖 始聞 n 如 ，是 言 1 如 來患甚 篤 壽 行今將 fe 雖， ま 栴檀耳 1 

而患 猶更增 抱， 病 而涉， 路 漸向 - 拘夷城 1 

爾 時世 尊 卽從， 座 起小復 前行 詣 1 二 樹下 1 又吿 n 阿難 一 吾 背 痛甚汝 可， 敷， 座。 對曰 唯然， 尋卽 敷， 

座。 如 來止 息。 阿難 i 足, 巳 在 一, 一 面 一 坐、 時 有 一一 阿 羅羅 弟子 i 名 曰，： 福 童； 於- 拘 夷那竭 城 1 向 n 波 婆 

城； 中 路^ 佛在 一二 樹下 1 容貌 端正 諸 根 寂定得 1ー上 調 意 第 一 寂滅； 譬如 .1 大龍ー 亦 如 1 一澄 水淸淨 

無 穢； 見 巳 歡 喜 善 心 生 焉。 卽 到， ー怫 處 1 頭 面 鱧 足 在， 一一 面 一 坐 而 白， 佛 言、 世 尊 出家 人 在 「淸 淨 處 一 

S 閑居 ー甚 奇特 也、 有 - 五 百 乘 車 1 經 1 其 邊 1 而 不 1ー 聞 兒； 我師 一時 在 =拘 夷 那竭城 波 婆 城 二 

城 中間 I 道 側樹下 靜默而 坐、 時 有 11 五 百乘車 1 經 11 過其邊 1 車聲 轟々 覺 而不レ 聞、 是時有 X 來問レ 

我師； 向 群 車 過 寧見不 耶、 對 曰 不 i 見、 又 問 聞耶， 對曰 不， 聞、 又 問汝 在&耶 在 1; 餘 處 1 耶、 答 曰 在， 

此、 又問汝 醒悟耶 答曰醒 悟、 又 問汝爲 11 覺寐 1 答 曰 不レ寐 、彼 人 默然是 希有 也、 出家 人 專精乃 

爾、 車 聲轟々 覺而 不， 聞、 卽 P 我 師 1 曰 向 有，； 五 百 乘 車ー從 n 此 道 1 過、 車 聲 振動 尙 自不， 聞 豈 他 聞 

哉、 卽 爲 作， 鱧 歡 喜 而 去。 佛 吿， 1 福 貴 1 我 今 問， 汝 隨 ，1 意 所 一 答、 群 車 振 S 覺而 不， 聞 雷 動 n 天 地； 覺 而 

不 ,聞 何 者 爲, 難。 福 貴 白， 佛 言 千 萬車聲 豈 等 1ー 雷 電； 不レ聞 n 車 聲 1 未， 足， 爲 雷 動- 1 天 地 1 覺 而 不レ聞 

斯 乃 爲， 難。 佛 吿 11 福 貴 1 我 於 一一 1 時 1 遊 一一 阿 越 村 1 在 -I 1 草 盧 一時 有 - 異 雲 - 暴 起 雷電 霹靂 殺 一一 四 特牛耕 

者 兄弟 二人 I 人 * 大聚、 時 我 出-草 盧 1 彷徉經 行， 彼 大衆 中 有 二 人 1 來 i 我 所 i 頭 面 鱧 足隨， 我 

經行我 知 而故問 彼 大衆 聚何 所：， 爲 耶、 其 人 卽問佛 向 在 n 何 所 1 爲&寐 1 耶、 答 曰 在， 此時不 ，寐 
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Ananda  said  to  the  Buddha  ：  '  But  just  now,  lord,  about  five  hundred  carts  have  gone 
over.  That  water,  stirred  up  by  the  wheels,  has  become  shallow  and  flows  fouled  and  turbid. 
This  river  Kakuttha,  lord,  not  far  off,  is  clear  and  pleasant,  easy  to  get  down  into,  and 
delightful.    There  the  Exalted  One  may  both  drink  the  water  and  cool  his  limbs. ， 

Again  the  second  time  and  third  time  the  Buddha  asked  Ananda  to  fetch  some  water, 
so  Ananda,  taking  a  bowl,  went  down  to  the  streamlet.  And lo  ！  the  streamlet  which  stirr- 
ed up  by  the  wheels,  was  but  just  now  become  shallow  and  was  flowing  fouled  and  turbid, 
had  begun,  when  Ananda  came  up  to  it,  to  flow  clear  and  bright  and  free  from  all  tur- 
bidity. 

Then  Ananda  thought  :  '  How  wonderful,  how  marvellous  is  the  great  might  and 
power  of  the  Tathagata.  For  this  streamlet  which  was  flowing  fouled  and  turbid,  now  is 
flowing  clear  and  brieht.  ，  And  taking  water  in  the  bowl  he  returned  to  the  Buddha,, 
and  said  ：  '  Let  the  Exalted  one  drink  the  water.  ，  Then  the  Buddha  drank  of  the  water. 

Now  at  that  time  Pukkusa  a  young  Mallian,  a  disciple  of  Alfxra  Kfilama's  was  pass- 
ing along  the  high  road  from  Kusinara  to  Puva.  He  saw  the  Buddha  seated  at  the  foot 
of  a  tree,  and  went  up  to  the  place  where  the  Buddha  was.  He  saluted  the  Buddha,  and 
took  his  seat  respectfully  on  one  side  and  said  to  the  Buddha  ：  '  How  wonderful a  thing 
it  is,  lord  ！  and  how  marvellous,  that  those  who  have  gone  forth  out  of  the  world  should 
pass  their  time  in  a  state  of  mind  so  calm  ！  Formerly,  lord,  Alara  Kalama  was  once  walk- 
ing along  the  high  road  ；  and  leaving  the  road  he  sat  himself  down  under  a  certain  tree 
to  rest  during  the  heat  of  the  day.  Now,  lord,  five  hundred  carts  passed  by  one  after  the 
other,  each  close  to  Alara  Kalama.  And  a  certain  man  who  was  following  close  behind 
that  caravan  of  carts,  went  up  to  the  place  where  Alara  Kalama  was,  and  spake  as  follows 
to  Alara  Kalama  ：  "  But,  lord,  did  you  see  those  five  hundred  carts  go  by  ？  ，，  "  No あ 
indeed,  I  saw  them  not. ，， 

" But,  lord,  did  you  hear  the  sound  of  them.  "    "  No,  indeed  I  heard  not. " 

" But,  lord,  were  you  then  asleep  ？  ，，    "  No,  sir,  I  was  not  asleep. " 

" But,  lord,  were  you  then  conscious  ？  "    "  Even  so,  sir. "  

' Then  thought  that  man  :  "  How  wonderful a  thing  is  it,  how  marvellous  that  those  who 
have  gone  forth  out  of  the  world  should  pass  their  time  in  a  state  of  mind  so  calm." 
and  after  giving  utterance  to  his  deep  faith  in  Alrlra  Kalama,  he  departed  thence. ， 

' Now  what  you  think,  Pukkusa,  which  is  the  more  difficult  thing  either  to  do  or  to 

meet  with  ―  that  a  man,  being  conscious  and  awake,  should  neither   see  nor  hear 

the  sound  of  five  hundred  carts  passing  by,  one  after 
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也 其 人亦歡 希^^:, 定 如： * 者 1 也 電雷 霹靂 聲 聒 n 天 地 一而 獨寂 定覺而 不， 聞。 乃 白， 佛 言 向 有 I； 

異雲暴 起電 雷 霹靂 IP 四 特牛耕 者 兄弟 二人 1 彼 大衆 聚其 正爲， 此。 其 人心 悅卽得 1 一法 喜 1 鱧， 

佛 而 去。 爾 時 福 貴 被 ，1 二 黄 疊價直 百 千 1 卽 從& 起 長 跪 叉手而 白， 佛 言 今 以 n 此 疊 1 奉 - 上 世 尊 i 

願 酔 納受； 佛吿 ，1 福 貴； 汝以 ill 疊ま我 1 施， 1 阿難： 爾時福 貴 承 - 佛敎旨 二 奉 n 如來二 施 n 阿難 1 佛 

愍， 彼 故 卽爲納 受、 時 福 貴 鱧 11 佛 足 1 巳 於： 一 一 面 一 坐、 佛 漸爲說 1 法 示敎利 喜， 施 論 戒論生 天 論 欲 

爲 11 大 患 1 不 淨穢汗 上 漏 爲 ，礙 出 耍 爲， 上、 時 佛 知 貴 意 歡喜柔 燠 無 li 諸 蓋 «1 易， 可 化 〔如 11 諸 

» 常 法 一 卽 爲ー 一福 貴ー說 n 苦 S! 諦苦 集苦滅 苦出耍 諦 一時 福 貴 信心 淸淨 譬 如 潔 白 疊 易， 爲 11 受 

色； 卽 於 n 座 上 一 遠 & 離お 諸 法々 眼 生 見， 法 得， 法 決定 正 住 不ま M 道 1 成 1 一就 無 畏 1 而 白^ 言、 我 

今 歸 1& 佛 1 歸 11 依 法 1 歸 - 依 惯 1 唯 願如來 聽 ^ 於 11 正 法 中 1 爲 * 優 婆 塞^ 1 今 已後盡 壽 不， 殺 不， 盗 不, 

0 不. 欺 不飫 酒； 唯 願 世 尊 聽， 我 於 ，1 正 法 中 1 爲 * 優 婆 塞； 又 白， 佛 言 世 尊 遊 化 若 詣 n 波 婆 城 1 唯 願 

i 過： 食 聚 中； 所 n 以 然 1 者 欲 i 有 1 一家 飮食牀 臥 衣服 湯 藥 1 奉 * 獻 世 尊； 世 尊 受 巳家內 ，安、 佛 

言 汝 所き 善爾 時世 尊 爲 一一 福 貴 一 說 法 示敎利 喜、 巳 卽從， 座 起 頭 面 鱧 足 歡喜而 去、 其 去 未 .久 

阿難 尋以 n 黄疊 1 奉 - 上如來 1 如 來哀憨 卽爲学 之 被 ，1 於 身上； 爾 時世 尊顔 貌縱容 威光 熾 盛 諸 

根淸淨 面色 和悅 阿難 见已默 然自思 念、 自 - 我 得，， 侍 二十 五 年 未 =1 曾 見 1 ー佛 面 光澤 發レ明 如 I. 今、 

卽 從 起 右 膝 著， 地 叉 手 合掌 前 白, 佛 言 自= 我 得^  二十 五 年 未 =1 曾 見 11 佛 光 色 如^ 不審 何 

緣、 願 聽， 1 其 意； 佛 吿 1ー 阿 難 一有 ,1 一 一因 緣 1 如 來光色 有レ殊 一一 於 常 二者 佛初得 道 S 上 正 眞 覺 1 時、 1 1 
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the  other,  close  to  him,  or  that  a  man,  being  conscious  and  awake,   should  neither 

see  nor  hear  the  sound  thereof  when  the  falling  rain  goes  on  beating  and  splashing  and 
lightnings  are  flashing  forth,  and  the  thunderbolts  are  crashing  ？ ， 

' What  in  comparison,  lord,  can  these  five  hundred  carts  do  ？  That  certainly  more 
difficult,  both  to  do  and  to  meet  with,  that  a  man,  being  conscious  and  awake, 
should  neither  see  nor  hear  the  sound  thereof  when  the  falling  rain  goes  on  beating  and 
splashing,  and  the  thunderbolts  are  crashing. ， 

*  Now  on  one  occasion,  Pukkusa,  I  was  dwelling  at  Atuma,  and  was  at  the  Thresh- 
ing-floor. And  at  that  time,  the  falling  rain  began  to  beat  and  splash,  and  the  light- 
ning to  flash  forth,  and  the  thunderbolts  to  crash  ；  and  two  peasants,  brothers,  and  four 
oxen  were  killed.  Then,  Pukkusa,  a  great  multitude  of  people  went  forth  from  Atuma  and 
went  up  to  the  place  where  they  were  killed.  Now  at  that  time,  Pukkusa,  I  had  gone 
forth  from  the  Threshing-floor  and  was  walking  up  and  down  thinking  at  the  entrance 
to  the  Threshing-floor.  And  a  certain  man  came  up  to  me,  and  I  said  to  him.  "  Why- 
then  sir,  is  this  multitude  of  people  assembled  together  ？ " 

' " But  just  now  the  fallin<?r  rain  began  to  beat  and  splash,  and  the  lichtnings  to 
flash  forth,  and  the  thunderbolts  to  crash  ；  and  two  peasants,  brothers  and  four  oxen  were 
tilled.  Therefore  is  this  great  multitude  of  the  peopfe  gathered  top-ether.  But  where, 
lord,  were  you  ？ ，， 

' " I,  sir,  have  been  here  all  the  while. " 

•  "  But,  lord,  did  you  see  it  "    "  I,  sir,  saw  nothing. ，， 

' " But,  lord,  did  you  hear  it  ？  ，，    "  I,  sir,  heard  nothing. " 
' " Were  you,  lord,  asleep  ？  ，，    "  I,  sir,  was  iiot  asleep. ，， 
' " Were  you  then  conscious,  lord  ？  ，，    "  Even  so,  sir. ，， 

' " So  that  you,  lord,  beng  conscious  and  awake,  neither  saw,  nor  heard  the  sound 
thereof  when  the  falling  rain  went  on  beating  and  splashing  and  the  lightnings  were 
flashing  forth,  the  thunderbolts  were  crashing. 

' " That  is  so  sir.  "  ，  Then,  Pukkusa,  the  thought  occurred  to  that  man  ：  "  How 
wonderful a  thing  is  it,  and  marvellous,  that  those  who  have  gone  forth  out  of  the  world 
should  pass  their  time  in  a  state  of  mind  so  calm  ！  ，，  And  after  giving  utterance  to  this 
deep  laith  in  me,  he  departed  from  me. ， 

Then  Pukkusa  addressed  the  Buddha  in  these  word  ：  « Now  I,  lord,  as  to  the  faith 
that  I  had  in  Aliira  jvalama,  that  I  winnow  away  as  in  a  mighty  wind,  and  wash  it  away 
as  in  a  swiftly  running  stream.    Most  exellent,  lord,  are 
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者 臨， 欲 n 滅 度 1 捨 11 於 性 命 一般 涅槃 時 、阿 難 以 n 此 ニ緣 一 光 色 殊：， 常、 爾 時世 尊 卽說& 曰 

金色 衣光悅 細軟 極鮮淨 福 貴 奉 -I 世 尊 1 如， <-雪 白毫光 1 

難 白 言 向 有 一一 五 百 乘 車 一 於 1 流 1 渡， 水 濁 未， 淸 可， ー以 流， fei 不， 

. 阿難 白 言 今 拘孫河 去 不， 遠 淸 冷 可 レ飮 亦 可 11 澡 浴-時 有！！ 

盛 11 八 種 淨 水 1 奉 11 上 世 尊； 佛 愍， 彼 故尋爲 受乏 而 說^ 曰 

吾 渴 今 欲， 飮 飲 巳 詣！ 1 拘 尸 1 柔軟 和雅音 

給，.， 侍佛 左右 1 尋白 ，1 於 世 尊 1 向 有 1ー 五 百 車- P 流 渡 ：1 彼岸- 

飮恐不 ，便， 身 拘留 河不& 水 美 甚淸冷 往， 彼 可 11 収飮 1 

雪山 有， 一鬼 祌 1 奉 _1上 如來水 1 飮巳 威勢 强 衆 中 師子步 

淸 澄 無， ー獨 穢- 聖顏 如， 一雪 山- 安 祥 度， 1 拘 孫 1 

_ 與， 衆 而去中 路止息 在 11 一 樹 下 一 吿-周 那ー 曰、 汝 取- 一 僧 伽 梨 - 四 

牒 而 敷. 吾 秦背 痛-欲 11 暫 止 息； 周 那 受 レ敎 敷 S 巳訖佛 坐 1ー 其 上； 周 那鱧巳 於- 1 一 面 一 坐 而 白レ佛 言、 
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the  words  of  thy  mouth,  most  excellent  ！   And  I  betake  myself,  lord,  to  the  Exalt- 

ed One  as  my  refuge,  to  the  Truth,  aud  to  the  Brotherhood.  May  the  Ex-olted  One  ac- 
cept me  as  a  disciple,  from  this  day  forth,  as  long  as  life  endures  ！ ， 

Now  Pukkusa  ordered  a  man  to  bring  a  pair  of  robes  of  cloth  of  gold  burnished  and 
ready  to  wear,  and  presented  it  to  the  Buddha,  saying  ：  •  Lord,  this  pair  of  robes  of 
burnished  cloth  of  gold  is  ready  to  wear.  May  the  Exalted  One  show  me  favour  and  ac- 
cept it  at  my  hands  ！ ' 

' In  that  case,  Pukkusa,  robe  me  in  one,  and  Ananda  in  one  ！  And  Pukkusa  did . 
so.  

Now  not  long  after  the  Mallian  Pukkusa  had  gone,  Ananda  placed  that  pair  of 
robes  on  the  body  of  the  Buddba  ；  and  when  it.  was  so  placed  on  the  body  of  the  Bud- 
dha it  appeared,  to  have  lost  its  splendour  ！  And  Ananda  said  to  the  Buddha :  '  How 
wonderful a  thing  is  it,  lord,  and  how  marvellous,  that  the  colour  of  the  skin  of  the 
Buddha  should  be  so  clear  so  exceeding  bright  ！  This  pair  of  robes  of  burnished  cloth 
of  gold  seemed  as  if  it  had  lost  its  splendour  ！ ， 

« It  is  even  so,  Ananda.  There  are  two  occasions  on  whieh  the  colour  of  the  ski ひ 
of  a  Tathagata  becomes  clear  and  exceeding  bright.  What  are  the  two  ？  On  the  night, 
Ananda,  on  which  a  Tathlgata  attains  io  the  supreme  and  perfect  insight,  and  on  the 
night  in  which  he  passes   finally  away  in  that  utter  passing  away  which  leaves  nothing 

whatever  to  remain,  on  these  two  occasions  the  colour  of  the  skin  of  the  Tathagata 

becomes  clear  and  exceeding  bright.  And  now  this  day,  Ananda,  at  the  third  watch  of 
the  night,  in  Upa  vat  tana  of  Kusiniira,  in  the  Siila  Grobe  of  the  Mallians,  between  the  Twin 
Sala  tree,  the  utter  passing  away  of  the  Tathlgata  will  take  place.  Come.  Ananda  ！  Let 
us  go  on  to  the  river  Kakuttha.  ，  '  Even  so,  lord,  ！  ，  said  Ananda,  in  assent  to  the  Bud- 
dha. 

The  pair  of  robes  of  cloth  of  gold,  All  burnished,  Pukkusa  had  brought, 

Clad  on  with  them  the  Master  then,  ^hone  forth  in  colour  like  to  gold. 

Then  the  Buddha  with  a  great  company  of  the  brethren  went  on  to  the  river  Ka- 
kuttha ； and  he  went  down  into  the  water  and  bathed  and  drank.  And  coming  up  out  '.■ 
again  on  the  other  side,  he  went  on  to  the  Mango  Grobe.  There  he  said  the  vener.ible 
Chundaka , ' lold,  I  pray  you,  Chunaaka,  a  robe  in  .four  and  spread  it  out.  I  am  weary 
and  would  lie  down.  ，  And  the  Buddha  laid  himself  down  on  his  right  side,  with  one 
foot  resting  on  the  other  ；  and  calm  and  self - possessed  he  meditated,  intending  to  rise 
up  again  in  due  time.  And  the  venerable  Chundaka  seated  himself  in  front  of  the 
Buddha. 
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And  the  Buddha  said  to  Ananda  ：  '  Now  it  may  happen,  Ananda,  that  some  one 
should  stir  up  remorse  in  Chunda  the  smith,  by  saying  ：  "  This  is  evil  to  thee,  Chunda, 
and  loss  to  thee  in  that  when  the  Tathagata  had  eaten  his  last  meal  from  thy  provision, 
then  he  died  ！  "  And  such  remorse  in  Chunda  the  smith  should  be  checked  by  saying  ： 
"This  is  good  to  thee,  Chunda,  and  gain  to  thee,  in  that  when  the  Tathagata  had  eaten 
his  last  meal  from  thy  provisiou,  then  he  died.  From  tlie  very  mouth  of  the  Exalted 
One,  Chunda,  have  I  heard,  'these  two  offerings  of  food  are  of  equal  fruit,  and  of  much  great- 
er profit  than  any  other  and  which  are  the  two  ？    The  offering  of  food  whicn  when 

a  Tathagata  has  eaten,  he  attains  to  supreme  and  perfect  insight  ；  and  the  offering  of 
food  which,  when  a  Tathlgata  has  eaten,  he  passes  away  by  that  utter  passing  away  in 

which  nothinr  whatever  remains  behind  these  two  are  of  equal  profit  and  of  much 

greater  profit  than  any  others.  There  has  been  laid  up  by  Chunda  the  smith  a  kamma 
redounding  to  length  of  life,  redounding  to  good  birth,  to  good  fortune,  to  good  fame, 
to  the  inheritance  of  heaven  and.  of  sovereign  power.  ，  "  In  this  way,  Ananda  should  be 
checked  any  remorse  in  Chunda  the  smith. ， 


And  the  Buddha  proceeded  with  a  great  company  of  the  brethren  to  the  Sala  Grove 
of  the  Mai  las,  the  Upavattana  of  Kusinlra  on  the  further  side  of  the  river  HiranyavatI  ： 
and  there  he  said  to  Ananda  ：  '  Spread  over  for  me,  I  pray  you,  Ananda,  the  couch  with 
its  head  to  the  north,  between  the  twin  Sala  trees. 1 am  weary  and  would  lie  down. ， 
and  the  Buddha  laid  himself  down  on  his  right  side,  with  one  leg  resting  on  the  other; 
and  he  was  mindful  and  self-possessed. 

Now  at  that  time  the  twin  Sala  trees  were  all  one  mass  of  bloom  with  flowers  out 
of  season  ；  and  all  over  the  body  of  the  Tath'igata  these  dropped  and  sprinkled  and  scat- 
tered themselves,  out  of  reverence  for  the  successor  of  the  Buddhas  of  old- 
Then  the  Buddha  said  to  Ananda :  'The  twin  Sala  trees  all  one  mass  of  bloom  with 
flowers  out  of  season  ；  all  over  the  body  of  the  Tathagata  these  drop  and  sprinkle  and 
scatter  themselves,  out  of  reverence  for  the  successor  of  the  Iiuddhas  of  old.  And  heavenly 
Mandlrava  flowers,  too,  and  heavenly  sandal-wood  powder  come  falling  from  the  sky, 
and  all  over  the  body  of  the  Tath'gata  they  descend  and  sprinkle  and  scatter  themselves, 
and  heavenly  music  sound  in  the  sky,  and  heavenly  songs  come  wafted  from  the  skies, 
all  out  of  reverence  for  the  successor  of  the  Buddhas  of  old!  
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?Now  it  is  not  thus,  Ananda,  that  the  TathSgata  is  rightly  honoured,  reverenced, 
venerated,  held  sacred  or  revered.  But  the  brother  or  the  sister,  the  devout  man  or  wo- 
man, who  continually  fulfils  all  the  greater  and  the  lesser  duties,  who  is  correct  in  life, 

walking  according  to  the  precepts  it  is  he  who  rightly  honours,  and  revered  the 

Tathlgata  with  the  worthiest  homage.  Therefore,  O  Ananda,  be  ye  constant  in  the  ful- 
filment of  the  greater  and  the  lesser  duties,  and  be  ye  correct  in  life  walking  accoraing 
to  the  precepts  ；  and  thus  Ananda,  should  it  be  taught. ， 

Now  at  that  time  Upaviina  was  standing  in  front  of  the  Buddha  fanning  him.  And 
the  Buddha  was  not  pleased  with  Upavana,  said  to  him  ：  '  Stand  aside,  O  brother,  stand 
not  in  front  of  me  ！ '  And  Ananda  said  to  the  Buddha  ：  '  This  venerable  Upavana  has 
long  been  in  close  personal  attendance  and  service  on  the  Exalted  One.  And  now,  at 
the  last  moment,  the  Exalted  One  is  not  pleased  with  Upavana.  What  may  be  cause  and 
what  the  reason  that  the  Exalted  One  is  not  pleased  and  speaks  thus  with  him  ？ ， 

'In  great  numbers,  Ananda,  are  the  gods  of  the  ten  world -systems  assembled  together 
to  behold  the  Tathagata.  For  twelve  leagues,  Ananda,  around  the  Sala  Grove  of  the 
Mallas,  the  Upavattana  of  Kusinara,  there  is  no  spot  in  size  even  as  the  pricking  of  the 
point  of  the  tip  of  a  hair  which  is  not  pervaded  by  powerful  spirits.  Ana  the  spirits, 
ynanda,  are  murmuring  and  say  ：  "From  afar  have  we  come  to  behold  the  Tathagata. 
Few  and  far  between  are  the  Tathagatas,  the  Arahant  Buddhas  who  appear  in  the  world: 
and  now  to-day,  in  the  last  watch  of  the  night,  the  death  of  Tathagata  will  take  place, 
and  this  eminent  brother  stands  in  front  of  the  Tath?gata,  concealing  him,  and  in  his  last 
hour  we  prevented  from  beholding  the  Tathagata.  "    thus,  Ananda,  the  spirits  murmur. ， 

' There  are  spirits,  Ananda,  in  the  sky,  but  of  worldly  mind  who  dishevel  their  hair 
and  weep,  who  stretch  forth  their  arms  and  weep,  who  fall  prostrate  on  the  ground,  and 
roll  to  and  fro  in  anguish  at  the  thought  ；  "Too  soon  will  the  Exalted  One  die  ！  Too 
soon  will  the  Exalted  One  pass  away  ！  Full  soon  will  the  Light  of  the  world  vanish 
away  ！ ，， 

' There  are  spirits,  too,  Ananda,  on  the  earth,  and  of  worldly  mind,  who  also  

Toll  to  and  fro  in  anguish. 

•  But  the  spirits  who  are  free  from  passion  bear  it,  calm  and  self-possessed,  mindful 

of  the  saying  which  begins  ：  "  Impermanent  indeed  are  all  component  things.  How 

then  is  it  possible  wheras  anything  whatever,  when  born,  brought  into  being,  and  organ- 
ized, contains  within  itself  the  inherent  necessity  of  dissolution  should  not  be  dissolved  ？ 
no  such  condition  can  exist!' 
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空 缺 處； 此 諸 大神皆 嫌， 此 比丘 當=佛 前 一 立； 今 佛末後 垂， 當-滅 度 一 吾 等 諸 神冀， 二 奉 觐1 而 此 比 

丘 有 n 大 威德 1 光明 暎蔽 使 一， 一 我 曹 等 不， 得 i 近鳢拜 供養； 阿難 我 以， 1 是 緣ー故 命 使， 却。 阿 難 白， 佛 

此尊 比丘 本 積-何 德 一修-何 行 業 1 今 者 威德乃 如， 是乎 佛吿- 阿難, 乃 往過古 久遠 九十 一 劫 時 
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'In  tim ？ s  past,  lord,  the  brethren,  when  they  had  spent  the  rainy  seasan  in  different 
districts,  used  to  come  to  see  the  Tathlgata,  and  we  used  to  receive  those  very  reverend 
brethren  to  audience,  and  to  wait  upon  the  Exalted  One.   But,  lord,  after  the  end  of  the 
Exalted  One,    we  shall  not  be  able  to  receive  those  very  reverent  brethren  to  audience, 
and  to  wait  upon  the  Exalted  One. ， 

' There  are  these  four  place,  Ananda,  which  the  believing  clansman  should  visit  with, 
feelings  of  reverence.  What  are  the  four  ？  The  place  at  which  the  believing  man  can 
say  ：  "  Here  the  Tathagata  was  born!"  is  a  spot  to  be  visited  with  feelings  of  re- 
verence. The  place  at  which  the  believing  man  can  say  ：  "  Here  the  Tathagata  at- 
tained to  the  supreme  and  perfect  insight  ！  "  and  "  Here  was  the  kingdom  of  righteous- 
ness set  on  foot  by  the  Tathagata  ！  ，，  and  "  Here  the  Tathagata  passed  finally  away  in 
that  utter  passing  away  which  leaves  nothing  whatever  to  remain  behind  ！ "  are  t he- 
places  to  be  visited  with  feelings  of  reverence.  These  are  the  four  places,  Ananda,  which 
the  believing  clansman  should  visit  with  feelings  of  reverence.  And  there  will  come, 
Ananda,  to  such  spots,  believers,  brethren  and  sisters  of  the  order,  or  devout  men  and 
momen,  and  will  say  ：  "  Here  was  the  Tathagaga  born  ！    or  "  Here  the  Tatha- 
gata passed  away  ！  ，，  And  they,  Ananda,  who  shall  die  while  they,  with  believing  heart, 
are  journeying  on  such  pilgrimage,  shall  be  reborn  after  death,  when  the  body  shall 
dissolve,  in  the  happy  realms  of  heaven. 5 


•How  are  we  to  conduct  ourselves,  lord,  with  regard  to  womankind  ？  '  « As  not  see- 
ing them,  Ananda. ， 

' But  if  we  should  see  them,  what  are  we  to  do  ？  ，     '  No  talking,  ynanda.  ？ ， 
' But  if  they  should  speak  to  us,  lord,    what  are  we  to  do  ？ '     '  Keep  .wide  awake,. 
Ananda. ， 

' What  are  we  to  do,  lord,  with  the  remains  of  the  Tathagata  ？ ， 

' Hinder  not  yourselves,  Ananda,  by  honouring  the  remains  of  the  Tathagata.  Be  ze- 
alous, I  beseech  you,  Anandi,  in  your  own  behalf  ！  Devote  yourselves  to  your  own  good  ！ 
There  are  wise  men,  Ananda,  among  the  nobles  the  brahmins  and  the  heads  of  houses 
who  are  firm  believers  in  the  TathTxgata  ；  and  they  will  do  due  honour  to  the  remains  of 
the  Tathugata. ， 

'But  what  slio-ild  be  done,  lord,  with  the  remains  of  the  Tath" gata  ？ ' 
'As  men  treat  the  remains  of  a  king  of  kings,  so  Ananda,  should  they  treat  the  re- 
mains of   the  Tathlgata.    They  wrap   the  body  of   a  king  of  kings,   Ananda,   in  a  new 
doth.    When  that  is  done  they  wrap  it  in  carded  cotton  wool.  (Contnd.) 
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別 抉の 後最に 人羅末  見 巷 大王 S 輪轉 


世 有， 佛 名 ，1 婆 尸 1 時 此 比丘 以 11 歡 喜 心 1 手 執 11 草 炬 1 以 照 1ー 彼 塔 1 由- 此 因 緣 1 使 xr 威光 上 徹 HI 1 十 

八 天 1 諸 天祌光 所禾 fez 及。 爾 時 阿難 卽從， 座 涎 偏 袒 11 右 肩！ 長 跪 叉手而 白レ佛 言 莫 T 於 1ー 此 鄙 陋 

小 城 荒 毀 之 土 1 取， 滅度^ 所以 者何更 有 11 大 國瞻婆 大國毘 舍離國 王舍城 婆祗國 舍衞城 

迦維羅 衞國波 羅捺國 1 其 土人 民衆 多 信 n 樂佛法 1 佛 滅度 巳 必能恭 n 敬 供-養 舍利； 佛言止 止 

勿， 造，, 斯觀 1 き 謂 一一 此 土 1 以 爲. 鄙 P 所以 者 何 昔 者此國 有， 王 名 一一 大 善 見 一 此 城 時 名 一 1 拘 舍婆提 1 

大王 之 都 城。 阿難 我自 憶念 曾 於-一 是處- 六 返 作 - 轉 輪聖王 1 終 措 11 骨 於 此； 今 我 成 11 無 上 正 覺 1 復 

捨 11 性 命 1 措 11 身 於 此 1 自 今 以後 生死 永斷 無 ％1ー 方 土 1 措.； 吾 身 1 處此 最後 邊更 不， 受 x 有。 爾 時世 尊 

在；， 拘 尸 那竭城 本 所 生 處娑羅 園 中雙樹 間 1 臨， 將 1 ー滅 度 1 吿 11 阿 難 1 曰汝 入 1ー拘 尸那竭 城 1 吿 11 諸 末 

羅ー諸 賢 當， 知 如來 夜半 於； ー娑 羅 園雙樹 間 1當=般 涅 槃： 汝 等 可 fe 諮-問 所 疑 1 面 * 受 敎 誡ん<  及 11 是 

時 1 無， 從 • 後 悔：： 是 時 阿難 受 n 佛 敎 1 巳 卽 從， 座 起 ま佛 而去與 11 1 比 丘 1垂， 淚 而 行 入 11 拘 尸 城 1 見 T 五 

百 末 羅以， 1 少因緣 1 集. 在 一 處 1 時 諸末羅 見-一 阿難 來 1 卽起作 レ鱧 於 一二 面 1 立 白 1 一 阿難 1 言、 不審 尊者 

今 入 ,1* 城 1 何 甚晚暮 欲； 1 何 作 爲； 阿 難 垂：. 淚 言、 吾 爲 n 汝 等 1 欲 - 相 饒 益 1 故 來 相 吿、 卿 等 當レ知 如 來 

夜 半 當 n 般 涅 搫汝 等 可， 往 諮 ，1 問 所 疑 1 面き 敎 誡^ I 及， 1 是 時 1 無， 從 * 後 悔； 時 諸末羅 聞 1 言 1 巳 擧， 

聲悲號 宛 轉蹒， 地 絕而復 甦譬如 ，1 大樹 根拔枝 條摧折 1 同 擧レ聲 言、 佛取 - 滅度 一 何其駚 哉、 佛取 -1 

滅度 1 何 其 速 哉 群生 長 衰世 間 眼 滅。 是 時 阿難 慰 =勞 諸 末 羅 1 言、 止 止 勿 レ悲 天地 萬 物 無！ 1 生 不 ^ 

終 欲, 使， 一有 爲而常 存ー者 無 ％=是 處ー佛 不^ 乎合會 有 生 必 有 諸 末 « 谷 相 謂 言 吾 等 
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Again  they  wrap  it  in  a  new  fcloth,  and  so  on  till  they  have  wrapped  the  body  in  five 
hundred  successive  layers  of  both  kinds.  Then  they  place  the  body  in  an  oil  vessel  of 
iron,  and  cover  that  close  up  with  another  oil  vessel  of  iron.  They  then  build  a  funeral 
pyre  of  all  kinds  of  perfume,  and  burn  the  body  of  the  king  of  kings.  And  then  at  the 
four  cross  roads  they  erect  a  cairn  to  the  king  of  kings.  This,  Ananda,  is  the  way  in 
which  they  treat  the  remains  of  a  king  of  kings.  And  as  they  treat  the  remains  of  a 
king  of  kings,  so,  Ananda,  should  treat  the  remains  of  the  Tath'igata.  At  the  four  cross 
road  a  cairn  should  be  erected  to  the  Tath-^gata.    And  whosoever  shall  there  place  garlands 

or  perfumes  or  paint  or  make  salutation  there,  or  come  in  its  presence  calm  in  heart  

that  shall  long  be  to  them  for  a  profit  and  a  joy.  '  The  men,  Ananda,  worthy  of  a 
cairn,  are  four  in  number.  Which  are  the  four?  A  Tathagata,  an  Able  Awakened  One, 
is  worthy  of  a  cairn.  One  awakened  for  himself  alone,  a  true  hearer  of  the  Tathagata, 
and  a  king  of  kings  are  worthy  c.f  a  cairn.  And  on  account  of  what  circumstance,  Ananda, 
is  a  Tath'gata,   an  Able  Awakened  One,  worthy  of  a  cairn  ？    At  the  thought,  Ananda  ： 

 " This  is  the  cairn  of  that  Exalted  One,  of  that  Able  Awakened  One,  "   the  hearts 

of  many  shall  be  made  calm  and  happy  ；  and  since  they  there  had  calmed  and 
satisfied  their  hearts  they  will  be  born  after  death  in  the  happy  realms  of  heaven.  It  is 
on  account  of  this  circumstance,  Ananda,  that  a  Tathagata  is  worthy  of  a  cairn.  The 
cases  of  the  other  three  are  the  same  with  the  above.  These  four  Ananda,  are  the 
persons  worthy  o£  a  cairn. 


Now  Ananda  went  into  the  V lhara,  and  stood  leaning  against  the  lintel  of  the  door 
and   weeping  at  the  thought  ：    "  Alas  ！    I  remain  still  but  a learner,    one  who  has  yet 

to  work  out  his  own  perfection.   And  the  Master  is  about  to  pass  away  from  me  he 

who  is  so  kind  ！， 

Now  the  Buddha  called  a  certain  brother  and  said  ：  Go  now,  brother,  and  call 
Ananda  in  my  name  and  say  ：  "  Brother  Ananda,  the  Master  calls  for  thee.  "  Then 
Ananda  came  to  the  Buddha,  and  the  Buddha  said  to  Ananda  ：  '  Enough,  Ananda,  Do 
not  let  yourself  be  troubled  ；  do  not  weep  ！  Have  I  not  already  on  former  occasion  told 
you  that  it  is  in  the  very  nature  of  all  things  most  near  and  dear  unto  us  that  we  must 
divide  ourselves  from  them,     leave  them,    sever  ourselves  from  them  ？     How  then, 

Ananda,  can  this  be  possible  whereas  anything  whatever  born,    brought  into  being, 

*nd  organized,  contains  within  itself  the  inherent  necessity  of  dissolution  how,  then, 

Cfl.n  this  be  possible,    that  sucb  a  being  should  not  be  dissolved  ？ 


170 


陀跋須 子弟の 後最 


還 歸將， 諸家 族， 幷 持 n 五 百 張 白 疊 一共 詣： *5 樹 1 時 諸 末羅各 歸， 舍 巳 將， 1 諸 家 族 1 幷 持-白 疊 1 出， 拘 

尸 城 ー詣， 1 雙樹間 一至， 一 阿難 所 1 阿難 遙見默 自念言 彼 人 衆多 若 一 一 見， 佛恣 未， 周 聞 ，ー佛 先 滅度, 

我 今 寧 可 fe^ 於， 一前 夜 一同 時 見 ％ 、卽 將， 1 五 百 末 羅及其 家 族 一至 n 世 尊 所 1 頭 面 足 鱧 在 n 一  面 一 立、 阿 

難 前 白， 佛言某 甲 某 甲 諸 末 羅等及 其 家族 問 訊 世 尊 起居 增捐； 佛 報言勞 一一 汝等來 一 當 ，使，， 汝 

等壽命 延長 無病 無痛； 阿難 乃 能 將，， 諸 末 羅及其 家屬ー 使， 見 M 尊； 時 諸 末 羅頭面 鱧 £ 於 二 

面 1 坐、 爾 時世 尊爲 說， 一 無 常 一 示 敎 利 喜、 時 諸 末 羅聞法 歡喜卽 以， 一 五 百 張 疊 一 奉 ，1 世 尊 一 佛 爲 受， 

之、 諸末羅 卽從， 座 起 鱧， 佛而 去、 是時拘 尸 城內有 ，ニ 梵志 1 名 曰 n 須跋 一年 百 二十 耆蕩 多智 聞， 

沙門 瞿曇 今夜 於， 一 雙 樹 間 1? 取 k 度； 自 念 言 吾 於， 法 有 ，疑 唯 有 - 锺 曇 1 能 解 1ー 我 意 1 今 當 ii 及 レ時 自 

力 而 行 1 卽 於 一一 其 夜 1 出，； 拘 尸 城 1 詣-雙 樹 間 一至， 一 阿 難 所 一問 訊已 一面 立 白， 1 阿 難 1 曰 我 聞 観 曇 沙門 

今 夜 SB 度 一 故 來 至， 此 求 一 一 1 相 見 一 我 於レ法 有レ疑 願 見き 曇 一 一 決， 1 我 意 1 寧 有，； 閑 暇 一得 一一 相 見 一 不、 

阿難 報 言 止 止 須跋佛 身 有 k 無- 勞擾 1 也、 須跋固 請 乃至 再三 吾 聞如來 一 出世 如， 1 優 曇 鉢 

. 華 時時 乃 出： 故 來求現 欲， 決，.， 所 疑 一 寧 有 = 閑 暇 一 暫 相 見不、 阿難 答 如， 初 佛 身 有， 疾 無， ー勞 擾 一也 。時 

佛 吿， 1 阿 難 1 汝 勿-遮 止 一夢 使， 來； 一 入 此 1 欲 &fe 無， ー繞 亂 1 也 設 聞： 一 我 法 必 得， 一 開 解； 阿 難 乃 吿， ー須 跋ー汝 

欲， 觐， 佛 宜， 知 一； 是 時； 須 跋 S 入 問 訊 巳 一 面坐而 白， 佛 言， 我 於， 法 有， 疑 寧 有， 南 暇 一 一 決，； 所 滯 一 不、 

佛 言恣， 汝所問 1 須跋卽 問 云 何 權曇諸 有， 一別 衆 la 稱爲， 師 不蘭迦 葉、 末 伽 梨橋舍 利、 阿浮陀 

超舍金 披雜、 波 浮 迦旃、 薩若 毗耶梨 弗、 尼 犍子此 諸 師等各 有& 法 一 瞿曇 沙門 能盡知 耶不， 1 


No  such  condition  can  exist  ！  For  a long  time,  Ananda,  have  you  been  very  near 
to  me  by  acts,  words  ana  thoughts  of  love,  kind  and  good,  that  never  varies,  and  is 
beyond  all  measure.  You  have  done  well,  Ananda,  ，  Be  earnest  in  effort,  and  you  too 
shall  soon  be  free  from  the  Intoxications  ！ ， 


The  venerable  Ananda  said  to  the  Buddha  :  *  Let  not  the  Exalted  One  die  in  this 
little  wattle— and— daub  town,  in  this  town  in  the  midst  of  the  jungle,  in  this  branch 
township.  For,  lord,  there  are  other  great  cities,  such  as  Champa,  Rajagalia,  Savattbi, 
Siketa,  Kosamb ―，  and  Benares.  Let  the  Exalted  One  die  in  one  of  thenz.  There  ？ -here 
are  many  wealthy  nobles  and  brahmins  and  heads  of  houses,  belic\«s  in  the  Tatharata, 
who  will  pay  due  honours  to  the  remains  of  the  Tath'tgata. " 

Say  not  so,  Ananda  ！  Say  nat  so,  Ananda,  Ions-  ago,  Ananda,  there  was  a  king, 
by  name  Maha-  Sudassana,  a  king  of  kings,  a  righteous  man  who  ruled  in  righteousness, 
Lord  of  the  four  quarters  of  the  earth,  conqueror,  the  protector  of  his  people,  possessor 
of  the  seven  royal  treasures.  This  Kustnara,  Ananda,  was  the  royal  city  of  king  Mahii 
-Sudassana,  under  the  name  of  Kuslvati,  and  on  the  east  and  on  the  west  it  was  twelve 
leagues  in  length,    and  on  the  north  and  on  the  south  it  was  seven  leagues  in  breadth. 

" That  royal  city  Kus7ivat ',  Ananda,  was  mignty  and  prosperous  and  full  of  people, 
crowded  with  men,  and  provided  with  all  things  for  food.  Just,  Ananda,  as  the  royal 
city  of  the  gods,  Alakamanda  by  name,  is  mighty  prosperous,  and  full  of  people,  crowded 
with  the  gods,  and  provided  with  all  kinds  of  food,  so,  Ananda,  was  the  royal  city 
Kuslvati. 

*  Both  by  day  and  by  night,  Ananda,  the  royal  city  KusavatI  resounded  with  the 
ten  cries  ；  that  is  to  say,  the  noise  of  elephants,  and  the  noise  of  horses,  and  the  noise 
of  chariots  ；  the  sounds  of  the  drum,  of  the  tabor,  and  of  the  lute  ；  the  sounds  of  singing, 
and  the  sounds  of  the  cymbal  and  of  the  gong  ；  and  lastly ,  with  the  cry  ：  一  "  Eat, 
drink,    and  be  merry  ！ " 

4  Go  now,  Ananda,  and  enter  into  Kusinara,  and  inform  the  Mallas  of  Kusinara, 
saying  ： ―  "This  day,  O  Vasetthas,  in  the  last  watch  of  the  night,  the  final  passing 
away  of  the  Tatlnghata  will  take  place.  Be  favourable  herein,  O  Vasetthas,  be  favourable. 


盡 知, 耶、 佛 言 止 止 用 ，，此 爲吾悉 知 耳 今 當^^ 汝 說 n 深 妙 法齬 聽諦聽 善 思； 一念 之； 須 跋 き 敎、 

佛吿， 之 曰 若 諸 法 中 無 11 八聖道 1 者 則 無： i 第 一 沙門 果 第二 第三 第 四 沙門 果 1 須跋以 >1諸 法 中 

有， 1 八 聖道ー 故 便 有 1ー 第 一 沙門 果 第二 第三 第 四 沙門 果 1 須跋今 我 法 中 有 入聖道 1 有 _1 第 一 沙 

門 第二 第三 第 四 沙門 1 外道 異乘無 - 沙門 果； 爾 時世 尊爲 - 須 跋 1 而說& 曰 

我 年 二十 九 出家 求 n 善道- 須跋 我成佛 今已 五十 年 戒定 智慧 行 

獨處而 思惟 今說 1 一法 之 要 1 此外無 11 沙門 1 

佛吿， ー須跋 1 若 諸 比丘 皆 能自攝 者則此 世間 羅漢 不& T 是時 須跋白 11 阿 難 一 言 諸有從 = 沙門 瞿 

曇； 巳 行， ー梵 行, 今 行 當 行 者 爲， 得 n 大 利； 阿 難 汝 於-如 來 所 1 修 11 行 梵 行 1 亦 得-犬 利 1 我 得へ 面 P 如 來 1 

&問 所 疑 赤 得 1 一大 利 1 今 者 如來則 爲 お， 1 弟 子 莂 1 而 別， 我 巳； 卽 白， 佛 曰 我 今 寧 得， 於-如 來法中 1 

出 家 受 * 具 戒^.。 佛 吿； ー須 跋 1 若 有 ，1 異 學 梵 志 一 於 n 我 法 中 一修 i ー梵 行 一 者 當 k 四 月 觀 一 一 其 人 行 一 察 * 其 志 

£0 威 儀 1 無-漏 失 1 者 則 於 11 我 法 1 得， 受 11 具 戒 1 須 跋 當， 知 在 n 人 行 1 耳。 須 跋復白 言 外道 異學 於 

佛 法 中 1 當 fe 四 月 觀 ，1 其 人 行 1 察 * 其 志 性 iys 威 儀 一 無 1ー 漏 失 1 者 乃 得 11 具 戒 1 今 我 能 於 1 正 法 中 1 

四歲 使役 具 威 儀： 無 ％,1 漏 失 一 乃 受 ，1 具 戒？ 佛 吿 n 須 跋ー我 先 已 說 お-入 行 1 耳。 於 ，是 須跋卽 於.」 其 

夜 1 出家 受戒 淨 1 一修 梵行ー 於 1ー 現 法 中 1 自身 作證 生死 已盡梵 行 巳 立 所作 巳辨 得-如 實 知へ 史不レ 

受％  、時 夜 未， 久 卽 成， 赢 漢 1 是 爲 11 如 來 最後 弟子； 便 先 滅度 而佛 後焉、 是時 阿難 ，佛 後： 立 撫 Z 

U 牀悲 泣不， 能， 一 自勝 一 戯欷而 言、 如來 滅度 何其駛 哉、 世 尊 滅度 何 其疾哉 大法 淪晴何 其 速 哉 
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Give  no  occas'on  to  reproach  yourselves  hereafter,  saying  ： 一  '  In  our  own  village  did 
the  death  of  our  Tathagata  take  place,  and  we  took  not  the  opportunity  of  visiting  the 
Tathagata  in  his  last  hours. ， " 

' Even  so,  lord,  ，  said  Ananda,  in  assent,  to  the  Exalted  One  ；  and  he  robed 
himself  and  taking  his  bowl,  entered  into  Kusinara  attended  by  another  member  of  the 
order. 

Now  at  that  time  the  Mallas  of  Kusinara  were  assembled  in  the  Council  hall  on 
some  public  affair. 

And  Ananda  went  to  the  council  hall  of  the  Mallas  of  Kusinara  ；  and  informed 
them,  saying : —  '  This  day,  O  Vfisetthas,  in  the  last  watch  of  the  night,  the  final 
passing  away  of  the  Tathagata  will  take  place.  Ee  favour.ibli  herein,  O  Vasetthas  Be 
favourable.  Give  no  occasion  to  reproach  yourselves  hereafter  ；  "  In  our  own  village  did 
the  death  of  our  Tathagata  take  place,  and  we  took  not  the  opportunity  of  visiting  the 
Tathagata  in  his  last  hours. ，， ， 

And  when  they  had  heard  this  sayin?  of  nanda,  the  Mallas  with  their  young  men 
and  maidens  and  their  wives  were  grieved,  and  sad  and  afflicted  a*  heart.  And  some 
of  them  wept,  dishevelling  their  hair,  and  stretched  their  arms  and  wept,  fell  prostrate 
on  the  ground,  and  rolled  to  and  fro  in  anguish  at  the  thought  ：  '  Too  soon  will  the 
Exalted  One  die  ！  Too  soon  will  the  Happy  One  pass  away  ！  Full  soon  will  the  light, 
of  the  world  vanish  away  ！  ，  Then  the  Mallas  went  to  the  Sala  Grove  of  the  Mallas,  to 
the  Upavattana,    and  to  the  place  where  Ananda  was. 

Then  Ananda  thought  ：  c  If  I  allow  the  Mallas  of  Kusinura,  one  by  one,  to  pay 
their  respects  to  the  Exalted  One,  the  whole  of  them  will  not  have  been  presented  to. 
the  Exalted  One  until  this  night  brightens  into  the  dawn.  Let  me,  now,  cause  the 
Mallas  of  Kusinara  to  stand  in  groups  each  family  in.  a  group,  and  so  present  them  to 
the  Exalted  One,  saying  ：  "Lord!  a  Mallas  of  such  and  such  a  name,  with  his. 
children,  his  wives,  his  retinue,  and  his  friend,  humbly  bows  down  at  the  feet  of  the 
Exalted  One  "  ，  And  Ananda,  in  this  manner,  presented  all  the  Mallas  of  Kusinara  to 
the  Buddha  in  the  first  watch  of  the  night. 

JNow  at  that  time  a  Wanderer  named  Subhadda,  who  was  not  a  believer,  was. 
dwelling  at  Kusinara,  and  he  heard  the  news  ：  '  This  very  day,  they  say,  in  the  third 
watch  of  the  night,  will  take  place  the  final  passing  away  of  the  Samana  Gotamn.  ，  Then 
thouht  the  Wanderer  Subhadda :  *  Phis  I  have  heard  from  fellow  wanderers  old  and  well- 
stricken  in  years,  teachers  and  disciples,  when  they  said  ：  "  Sometimes  and  full  seldom 
do  Tathagatas  appear  ia  the  world,  the  Able  Awakened  Ones.  "  At  this  day,  in  the 
last  watch  of  the  night,    the  final  passing  away  of  the  Samana  Gotama  will  take  place. 


泣 想の 難 阿 


群生 長 衰世 間 眼滅、 所以 者 何 我 蒙 n 佛恩 1 得， 在- 1 學地 1 所業 未， 成而佛 滅度。 爾 時世 尊 知而故 

問、 阿難 比丘 今 爲 11 所 在； 時 諸 比丘 白 1 一如 來 1 曰 阿難 比丘 今 在 一一 佛 後 1 撫 ^ 悲 泣 不 レ能11自 勝 1 戯 欷 

而言、 如來 滅度 何 其 鴃哉世 奪 滅度 何 其疾哉 大法 輪 晴何其 速 哉 群生 長 衰世 間 眼滅、 所 

以者何 我 蒙， ー佛 恩 一得， 在，； 學 地-所 業 未 而佛滅 度。 佛 吿 1ー阿 難 1 止 止 勿， 憂 莫 11悲 泣 1 也 汝 侍， 我 以 

來身行 有 無 一 一 無 量 言 行 有& 意 行 有レ慈 無 一 一 無 量、 阿 難 汝 供 一 養 我 1 功 德其大 若 有レ 供-養 

諸 天魔 梵 沙門 婆羅門 1 無 11 及 1 汝者 1 汝但 精進 成 k 不， 久。 爾 時世 尊吿 11 諸 比丘 1 過 古 諸 佛給侍 

弟子 亦 如， 一 阿 難； 未 來諸佛 給 侍 弟子 亦 如 1! 阿 難， 然 過去 佛給侍 弟子 語然後 知、 今 我 阿難 擧レ 

目 卽知如 來須， 是 世尊須 .是 此是 阿難 未曾有 法、 汝等持 レ之轉 輪 ® 王 有 11 四 奇特 未曾有 法； 

何等 四、 聖 王 行 時 擧國人 庶皆來 奉迎 見 巳歡喜 聞， 敎亦 喜、 瞻 -I 仰 威 顔-無 1ー厭 足； 轉輪 S 王 若 

住 若 坐及與 臥時國 內民盡 來 n 王 所 i 見 主 歡 喜 聞レ敎 亦 喜 瞻 I- 仰 威 顏 1 無 ％11 足 1 是 爲 - 轉 輪 鎏 

王 四 奇特 法； 今 我 阿難 亦 有 1 弥四 奇特 之 法； 何等 四、 阿難 默然 入-比丘 衆 1* 皆歡喜 爲^ 說 

法亦歡 喜、 観，1 其 儀 容 1 聽-其 說 法 一 無， 有 11 厭 足； 復 次 阿難 默然 至-比 丘 尼 衆 中 優 婆 塞 * 中 優 婆 

夷 衆 中 1 見倶歡 喜、 若 與說法 聞亦歡 喜、 觀 ，1其 儀 容 1 聽， 1 其 說 法 1 無， 有-厭 足； 是 爲 =阿 難 四 未曾有 

奇特 之 法 雨 時 阿難 偏 露 ，1 右 肩 1 右 膝 著， 地而 白， 佛言、 世 尊 現在 四方 沙門 耆舊 多智 明解 11 經 

律 1 淸 德高 行者 來 解 一世 II 我 因 得-鱧 敬 親觐問 訊 1 佛 滅度 後 彼 不 11 復 來 1 無， 所 1 ー瞻 對 1 當 _1 如， 之 何； 

佛 吿ー 一 阿 難 一 汝 勿ビ憂 也、 諸 族 姓 子 常 有 a 四 念； 何 等 四、 一 曰 念 -I 佛 生 處一歡 喜 欲レ見 欲 念 Kfe 生 ー1 戀 
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' Now  a  certain  feeling  of  uncertainty  has  sprung  up  in  my  mind  ；  and  this  faith 
have  I  in  the  Samana  Gotama,  that  he,  methinks,  is  able  so  to  present  the  truth  that 
I  may  get  rid  of  this  feeling  of  uncertainty. ， 

Then  Subhadda  went  to 》 nanda,  and  said  to  him  ：   '  Thus  I  have  heard  from  fellow 

wanderers  and  this  faith  have  I  in  him  that  he,    methinks,    is  able  so  to  present 

the  truth  that  I  may  get  rid  of  this  feeling  of  uncertainty.  O  that,  even  I,  Ananda, 
might  be  allowed  to  see  the  Samana  Gotama  ！ ， 

But  Ananda  said  to  the  Wanderers  Subliadda  ：  4  Enough  ！  mend  Subhadda.  Trouble 
not  the  Tathagata.  The  Exalted  One  is  weary.  ，  And  again  SubhacHa  made  the  same 
request  till  the  third  time,  and  received  the  same  answer. 

Now  the  Buddha  overheard  this  conversation  of  Ananda  with  Subhadda  and  called 
Ananda  and  said  to  him  ：  c  It  is  enough,  A  nanda  ！  Do  not  keep  out  Subhadda.  Subhadda 
may  be  allowed  to  see  the  Tathagata.  Whatever  Subhadda  may  ask  of  me,  he  will  ask 
from  a  desire  for  knowledge,  and  not  to  annoy  me.  Ana  whatever  I  may  say  in  answer 
to  his  question,  that  he  will  quickly  understand.  ，  Then  Ananda  said  to  Subhadda  ： 
' Enter  in,  friend  Subhadda,  for  the  Exalted  One  gives  you  leave. ， 

Then  Subhadda  went  to  the  place  where  the  Buddha  was,  and  said  to  him  ：  '  The 
leaders  in  religious  life  who  are  heads  of  companies  of  disciples  and  students,  well 
known,  renowned,  founders  of  schools  of  doctrine,  esteemed  as  good  men  by  the 
multitude  — • ~  Purana  Ivassapa,     Makkhali  Gosali-putta,     Ajita  Kesakambala,  Pukkuda 

Kaccayana,  Sanjaya  BelatthL-putta,  and  Nigantha  Nata-putta  have  they  all,  according 

to  their  own  assertion,  thoroughly  understood  things  ？  or  have  they  not  ？  or  are  there 
some  of  them  who  nave  understood,  and  some  who  not  ？ ， 

' Enough  Subhadda  ！  Let  this  matter  rest  whether  they,  according  their  own  assertion, 
have  thoroughly  understood  things,  or  whether  they  have  not,  or  whether  some  of  them 
have  understood  and  some  have  not  ！  The  truth,  Subhadda,  will I  teach  you.  Listen 
well  to  that,  and  give  ear  attentively,  and  I  will  speak  ！  In  whatever  doctrine  and 
discipline,  Subhaada,  the  Aryan  eightfold  path  is  not  found,  neither  in  it  is  there 
found  a  man  of  true  saintliness  of  the  first,  of  the  second,  of  the  third,  of  the  fourth 
degree.  And  in  whatever  doctrine  and  discipline,  the  Aryan  eightfold  path  is  found,  in 
it  is  found  the  men  of  true  saintliness  of  the  first,  of  the  second,  of  the  third,  or  of 
the  fourth  degree.  Now  in  this  doctrine  and  discipline,  Subhadda,  is  found  the  7\  rya n 
eigntfold  path,    and  in  it  too  are  found,  Subhadda,  the  men  of  true  saintliness  of  all  the 

four  degree.  Void  are  the  systems  of  other  teachers  void  of  true  saints.  And  in  this 

one,  Subhadda,  may  the  brethren  live  the  Life  that's  Right,  so  that  the  world  not 
bereft  o£  Arahants. 
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罰 刑へ 丘 比怒闥  罎巡處 四 


慕 心 三 曰 念 一 1 佛 初 得道 處 1 歡喜 欲 X 見 憶 念 1 生 一一 戀 慕 心； 三 曰 念 11 佛 轉 法输處 1 歡喜 欲, 見 憶 

念 不 生， 1 戀 慕 心； 四 曰 念 11 佛 般泥洹 處ー歡 喜 欲覓 憶 念 不 fe 生 11 戀 慕 心； 阿 難 我. 般泥洹 後 族 

姓 男女 念， 佛生 時功德 如， 是、 佛 得道 時 神 力 如 fer 轉 法輸時 度， 人 如， 是、 臨， 一 滅 度 1 時 遺 法 如 

各 詣， 一 其 處 一遊 行 禮； 1 敬 諸 塔 寺 一已 死 皆 生， 天、 除， 一得 道 者？ 佛 吿 1ー 阿 難 1 我般 涅槃 後 諸 释種來 求， 爲， 

道 者 當， 夢 出 家 ー授， 具 足 戒ー勿 ，使， ー留 難； 諸 異學梵 志 來 求， 爲， 道 亦 聽， 一 出 家ー授 - 具 足 戒 i 勿 fen 四 月 1 

所以 者 何、 彼 有， 臭 論 一若 小 稽留則 生， 1 本 見？ 爾時 阿難 長 跪 叉 手前 白， 佛言、 闡怒 比丘 虜惺自 

用佛 滅度 後 當 _1 如， 之 何？ 佛 吿 - 阿 難 1 我 滅度 後 若 彼闡怒 不 fell 威 儀- 不， 受 11 敎 誡 1 汝 等 當 -1 共 行，， 梵 

檀 罰； 勅 - 諸 比 丘 1 不， 得， ー與 語； 亦 勿& 反 敎授從 事 S 時 阿難 復 白， 佛 言 佛 滅度 後 諸 女人 輩 未 - 

受 誨 1 者 常= 如， 之 何 S 吿 n 阿 難 _莫，ー 與 相 見； 阿難 又 白設相 見者 當 1 一如， 之 何？ 佛 言 莫 一一 與 相 語； 阿 難 

又 白 設與語 者 當， 1 如， 之 何ー佛 言 當 1 ー自 撿，， 心 阿難 汝 謂， 佛 滅度 後 無， ー複 護 一 失， 所 持， 耶 勿， 造 =斯 觀 1 

我 成佛來 所說經 戒卽是 汝護汝 所持、 阿難 自 1ー 今 曰 1 始聽 比丘 捨^ 小戒 i 下 相 呼 當驗， 1 

0 度ー斯 則 出家 敬 順 之法佛 吿， 一 諸 比丘 1 汝等若 於， 1 佛 法 衆 1 有， 疑 於 k 有， 疑 者 當 1 一 速 諮 問 1 宜 T 及， 一 

是 時 1 無， 從， 後 ，及， 1 吾 現 存 1 當 一一 爲， 汝 說？ 時 諸 比丘 默然 無 言、 佛 又 吿曰汝 等 若 於， 1 佛 法 衆！ 有， 疑 

於， 道 有 ，疑 當 ，1 速 諮 問， 宜 T 及 n 是 時 ー無， 從 * 後 悔 kll 吾 現 存 1 當 n 爲， 汝 說 一時 諸 比丘 又復 默然、 佛復吿 

曰 汝等若 自慚愧 敢不， 問 者 當&, 一知 識 1 速 來 諮 問； 宜 kfe 時-無， 從 * 後 悔： 時 諸 比丘 又 俊 默然、 

阿 難 白， 佛 言 我 信 此衆皆 有， 淨 信 1 無， 一 比 丘 疑， 1 佛 法 衆 1 疑 11 於 法 I 者 1 吿 1ー 阿 難 1 我 亦自 知今此 


*  But  twenty-nine  was  I  when 1 renounced 

The  world,   Subhadda,  seeking  after  Good. 

For  fifty  years  and  one  year  more,  Subhadda, 

Since  I  went  out,    a  pilgrim  have 1 been 

Through  the  wide  realm  of  System  and  of  Law  

Outside  of  that  no  victory  can  be  won  ！ 
' Yea,    not  of  the  first,    nor  of  the  third,    nor  of  the  fourth  degree.     Void  are  the 

systems  o£  other  teachers  void  of  true  saints.    But  in  this  one,    Sabhadda,    may  thu 

brethren  live  the  perfect  life,    that  the  world  be  not  bereft  of  Arahants. ， 

And  when  he  had  thus  spoken,    Subhadda  said  to  the  Buddha  ：     £  Most  excellent,. 

lord,    are  the  words  of  thy  mouth,    most  excellent  ！   And  I  betake  myself,  lord, 

to  the  Exalted  One  as  my  refuge,  to  the  truth  and  to  the  Order.  I  would  fain  be 
accepted  as  a  probationer  under  the  Exalted  One,    as  a  full  member  in  his  Order- ， 

' Whosoever,  Subhadda,  has  formerly  been  a  follower  of  another  doctrine,  and 
thereafter  desires  to  be  received  into  the  higher  or  lower  grade  in  this  Dhamma  and 
Vinaya,  he  remains  on  probation  for  the  space  of  four  months  ；  and  at  tlie  end  of  the 
four  months,  the  brethren,  exalted  in  spirit,  receive  him  into  the  lower  or  into  the 
higher  grade  of  the  order.  Nevertheless  in  this  case  I  acknowledge  the  difference  in 
persons  ，  And  the  Buddha  ordered  Ananda  to  receive  Subhadda  into  the  Order. 

So  Subhadda  was  received  into  the  higher  grade  of  the  Order  under  the  Exalted 
One  ；  and  he,  after  his  ordination,  remained  alone  and  separate,  earnest,  zealous,  and 
resolved.  And  ere  long  he  attained  to  that  supreme  eoal  of  the  higher  life,  and  he 
became  conscious  that  birth  was  at  an  end,  that  the  higher  life  has  been  fulfilled,  that 
all  that  should  be  done  has  beem  accomplished,  and  that  after  this  present  life  there 
would  be  no  beyond  ！  So  the  venerable  Suonadda  became  yet  another  among  the  Arahants  ！ 
and  he  was  the  last  disciple  whom  the  Exalted  One  himself  converted. 


Now  the  Euddha  addressed  Ananda  and  said :  '  It  may  be  that  in  some  of  you  the 
thought  may  be  arise  ： "丄 he  word  of  the  master  is  ended,  we  have  no  teacher  more  ！ " 
But  it  is  nor  thus,  Ananda,  that  you  should  regard  it.  The  Truths  and  Rules  of  the 
Order,  which  I  have  set  forth  and  laid  down  for  you  all,  let  them,  after  I  am  gone,  be 
the  Teacher  to  you. ， 
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誡敎の 後 最來如 


衆 中 最小 比丘 皆 見 一一 道 跡 ー不， 趣， ー惡 道； 極 七 往返 必 盡， 一 苦 際ー爾 時世 尊卽 記 ,1 莂 千 二百 弟子 所 

得 道 果 1 時 世 尊 披 1 ー鬱 多 羅 僧 1 出 11 金 色 臂 1 吿 1 窗 比 丘； 汝 等 當 fe 如來 時々 出世 如 & 曇 鉢 花 時 

1 現 一 耳き 時世 尊重 觀ー 1 此 義 一而 說レ偈 言 

右臂紫 金色 佛現如 ，1 靈瑞- 去來行 無常 現^ 無 n 放逸 1 

是故 比丘 無， 爲 ー1 放 逸 - 我 以 - 不 放 逸 一 故 自 致-正 覺 (無 量 衆 善 亦 由芣 放 逸 一得、 一切 萬 物 無-常 存- 

者 此是如 來末後 所 說滅 世 尊 卽 入 一 一 初 禪 定き初 ，称定 一起 入 一一 第 一 一 禪ー從 一一 第 一 一 禪 一起 入 一一 第 一一 一 

瓢 1 鎌 11 1 禪 一起 入 一一 第 四 禪ー從 - 四 00  i 處 定き 處 き 入 一一 識 處 定ー從 き 處 定 一起 入 一一 不 用 
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•Ananda  ！     when   I  am  gone,     address  not  one  another  in  the  way   in  which  the 

brethren  heretofore  addressed  each  other  with  the  epithet  that  is,     of  "  Avuso  " 

(Friend).  A  yunger  brother  may  be  addressed  by  an  elder  with  n;s  name,  or  his  family- 
name,  or  the  title  "  Friend.  ，，  But  an  elder  should  be  addressed  by  a  younger  brother 
as    "  Sir  "    or  as    "  Venerable  Sir. " 

: When  I  am  gone,  Ananda,  let  the  Order,  if  it  should  so  wish,  abolish  all  the 
lesser  and  minor  precepts. 

' When  I  am  gone,  Ananda,  let  the  higher  penalty  be  imposed  on  brother  Channa. ， 
•  But  what,    lord,    is  the  higher  penalty  ？  ,，    asked  Ananda. 

' Let  Channa  say  whatever  he  may  like,  Ananda,  the  brethren  should  neither  speak 
to  him,    nor  exhort  him,    nor  aamonish  mm. ， 


Then  the  Exalted  One  addressed  the  brethren,    and  said  ：   '  It  may  be,  brethren, 

that  there  may  be  doubt  or  misgiving  in  the  mind  of  some  brother  as  to  the  Buddha,  or 
the  doctrine,    or  the  path,    or  the  method.    Inquire,   bretheen,    freely.    Do  not  have  to 

reproach  yourselves  afterwards  with  the  thought  ：  "  Our  teacher  was  face  to  face 

with  us,  and  we  could  not  bring  ourselves  to  inquire  of  the  Exalted  One  when  we  were 
face  to  face  with  him. " ， 

And  when  he  had  thus  spoken  the  brethren  were  silent. 

And  again  the  second  and  the  third  time  the  Exalted  One  said  to  the  brethren,  in 
the  same  way  ：  

And  even  the  third  time  the  brethren  were  silent,  So  the  Buddha  said  thus  ：… 
•It  may  be,  brethren,  that  you  put  no  questions  out  of  reverence  for  the  teacher.  Let 
one  mend  communicate  to  another. ， 

And  when  he  had  thus  spoken,  they  were  silent. 

And  Ananda  said  to  the  Exalted  One  ：  '  How  wonderful a  thing  is  it,  lord,  and 

how  marvellous  ！  Verily,  I  believe  that  in  this  whole  assembly  of  the  brethren,  there 
is  not  one  brother  who  has  any  doubt  or  misgiving  as  to  the  Buddha,  or  the  doctrine, 
or  the  path,    or  the  method  ！ 

' It  is  out  of  the  fullness  of  faith  that  thou  hast  spoken,  Ananda  ！  But,  Ananda, 
the  Tathagata  knows  for  certain  that  in  this  whole  assembly  of  the  brethren  there  is  not 
one  brother  who  has  any  doubt  or  misgiving  as  to  the  Buddha,  or  the  doctrine,  or  the 
pat-h,  or  the  method  ！  For  even  the  most  backward,  Ananda,  of  all  there  five  hundred 
brethren  has  become  converted,  is  no  longer  liable  to  be  born  in  a  state  of  suffering, 
and  is  assured  of  hereafter  attaining  to  the  Enlightenment. 


ISO 


歌 讃の天 諸び 反 丘 比 


1 切 民萠類 皆當， 捨， 一 諸 陰 1 

有，1 無 畏祌カ 1 世 尊 應， 1 久住 1 

爾 時釋提 梪因復 作， 頌曰 

陰 行 無， 有， 常 但 爲， 1 興 衰 法 1 

爾時毗 沙門 生復 作& 曰 

福樹大 叢林 無上 福娑羅 

爾時阿 那律復 作， 頌曰 

佛以， ー無爲 1 住 不， 用， 1 出入 息 1 

爾時 梵摩那 比丘 筏 作， 頌曰 

不レ以 =懈 慢 心 1 約 さ 修 li 慧- 

爾時 阿難 比丘 復作， 頌曰 

天 人 懷 一一 恐 怖 1 衣 毛 爲， 之 堅 

爾時 金毗羅 祌復作 驗 曰 

世間 失， ー覆«1 群生 永 盲-冥 

爾時密 跡 力士 復作， 頌曰 

今 世 與 n 後 世 1 梵世諸 天人 


佛爲 &| 上 尊； 世間 無； 等偷- 如來大 雄 

而 今般 涅槃 

生者 無， 不， 死 佛滅^ 爲， 樂 ， 

受供之 良田 雙樹間 滅度 

本 由， 寂滅 一 來 靈曜於 ，是 沒 

無 著 無所染 離 愛 無上 尊 

1 切 皆 成就 正覺 取-滅度, 

不 _,1 復 ま正覺 人 雄释師 子- 

更 不&覩 1 人 雄 釋師子 一 


181 


Then  the  Buddha  said  to  the  brethren  ：  '  Behold  now,  brethren,  I  exhort  you, 
saying  ：  "  Decay  is  inherent  in.  all  component  things  ！  Work  out  your  salvation  with 
diligence  ！  "  ，  This  was  the  last  word  of  the  Tathagata  ！ 

Then  the  Buddha  entered  into  the  first  stage  of  Rapture.  And  rising  out  of  the 
first  stage  he  passed  into  the  second  and  into  the  third  and  into  the  fourth,  then  rising 
out  of  the  fourth  he  entered  into  the  state  of  mind  to  which  the  infinity  of  space  is 
alone  present.  And  passing  out  of  the  mere  consciousness  of  the  infinity  of  space  he 
entered  into  the  state  of  mind  to  which  the  infinity  of  thought  is  alone  present.  And 
passing  out  of  the  mere  consciousness  of  the  infinity  of  thought  he  entered  into  a  state 
of  mind  to  which  nothing  at  all  was  specially  present.  And  passing  out  of  the  conscious- 
ness of  no  special  object  he  fell  into  a  state  between  consciousness  and  u nconsc iousness. 
And  passing  out  of  the  state  between  consciousness  and  unconsciousness  he  fell  into  a 
state  in  which  the  consciousness  both  of  sensations  and  of  ideas  had  wholly  passed  away. 

Then  Ananda  said  to  the  venerae  Anuruddha  ：  '  O  my  lord,  O  Anurudclha,  the 
Exalted  One  is  dead, ，， 

' Nay,  brother  A  nanda,  the  Exalted  One  is  not  dead.  He  has  entered  into  that 
state  in  which  both  sensations  and  ideas  have  ceased  to  be. ， 

Then  the  Exalted  One  passing  out  of  the  state  in  which  both  sensations  and  ideas 
have  ceased  to  be,  entered  into  the  state  between  consciousness  and  unconsciousness. 
And  then  he  entered  into  the  state  of  mind  to  which  nothing  at  all  is  specially  present. 
And  after  that  lie  entered  into  the  state  of  mind  to  which  the  infinity  of  thought  is 
aione  present.  And  passing  out  of  the  mere  consciousness  of  the  infinity  of  thought  he 
entered  into  the  state  o£  mind  to  which  the  infinity  of  space  is  alone  present.  And 
passing  out  of  the  mere  consciousness  of  the  infinity  of  space  he  entered  into  the  fourth 
stage  of  Rapture,  and  into  the  third,  into  the  second  and  into  the  first.  And  again 
passing  out  of  the  first  stage  of  Rapture  he  entered  into  the  second.  And  passing  out  of 
the  second  stage  he  entered  into  the  third.  And  passing  out  of  the  third  stage  he 
entered  into  the  fourth  stage  of  Rapture.  And  passing  out  of  the  last  stage  of  Rapture 
he  immediately  expired. 


"When  the  Exalted  One  died  there  arose,  at  the  moment  of  his  passing  out  of  the 
existence,  a  mighty  earthquake,  terrible  and  awe  -  inspiring  ：  and  the  thunders  of  heaven 
burst  fouth. 

when  the  Exalted.  One  died,  Brahma  SahampatT,  at  tha  moment  of  his  passiug  away 
from  existence,    uttered  this  stanza  ：  


182 
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*  They  all,    all  beings  that  have  life,    shall  lay 

Aside  their  complex  form  that  aggregation 

Of  mental  and  material  qualities, 

That  gives  them,  or  in  heaven  or  on  earth, 
Their  fleeting  individuality  ！ 

E'en  as  the  teacher  being  such  a  one, 

Unequalled  among  all  the  men  that  are, 
Successor  of  the  prophets  of  old  time, 
Mighty  by  wisdom,  and  in  insight  clear  ― 
Has  died. ， 

When,  the  Exalted  One  died,  Sakka,  the  king  of  the  gods,  at  the  moment  of  his  passing 
away  from  existence,    uttered  this  stanza  ： 一 

' They're  transient  all,    each  being's  parts  and  powers, 

Growth  is  their  very  nature,    and  decay. 

They  are  produced,    they  are  dissolved  again  ： 

To  bring  them  all  into  subjection  that  is  bliss. ' 

When  the  Exalted  One  died,    the  venerable  Anuruddha,  uttered,  these  stanzas  ：  

' When  he  who  from  all  craving  want  was  free, 

Who  to  Nirvana's  tranquil  state  had  reached, 

When  the  great  sage  finished  his  span  01 life, 

No  gasping  struggle  vexed  that  steadfast  heart  ！ 

All  resolute,    and  with  unshaken  mind, 

He  calmly  triumphed  o'er  the  pain  of  death. 

E'en  as  a  bright  flame  dies  away,    so  was 

The  】ast  emancipation  of  his  heart. 
When  the  Exalted  One  died,    the  venerable  Ananda,    uttered  this  stanza  ：  

•  Then  was  there  terror  ！ 
Then  stood  the  hair  on  end 

"When  he  endowed  with  every  grace  

The  supreme  Buddha  died  ！ ' 

When  the  Exalted  One  died,  of  these  of  the  brethren  who  were  not  yet  free  from  the 
passions,  some  streched  out  their  arms  and  wept,  and  some  fell  headlong  on  the  ground, 
rolling  to  and  fro  in  anguish  at  the  thought  'Too  soon  has  the  Exalted  One  died  ！  To ひ 
soon  has  the  Happy  One  passed  away  ！    Too  soon  has  the  Light  gone  out  in  the  world  ！ 


む 誠 を 丘 比 諾律那 阿 
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But  those  of  the  brethren  who  were  free  from  the  passions  bore  their  grief  collected 
and  composed  at  the  thought: ―  'Impermanent  are  all  component  things  ！  How  is  it  possible 
that  they  should  not  be  dissolved  ！ ， 

Then  Anuruddha  exhorted  the  brethren,     and  said  ：    •  Enough,     my  brethren  ！ 

weep  not,  neither  lament  ！  Has  not  the  Exalted  One  formerly  declared  this  to  us,  that 
it  is  in  the  very  nature  of  all  things  near  and  dear  unto  us,  that  we  must  divide  our- 
selves from  them,    leave  them,    sever  ourselves  from  them  ？    How  then,    brethren,  can 

this  be  possible    that  whereas  anything  whatever  born,   brought  into  being,  and 

organized,    contains    within  itself  the   inherent   necessity  of   dissolution  how  then 

can  this  be  possible  that  such  a  being  should  not  be  dissolved  ？  No  such  condition  can 
■exist  ！    Even  the  spirits,    brethren,    will  reproach  us. ， 

'But  of  what  kind  of  spirits,  Sir,    is  the  venerable  Anuruddha  thinking  ？ ， 

'There  are  spirits,  brother  Ananda,  in  the  sky,  but  of  worldly  mind,  who  dishevel 
their  hair  and  weep,  and  stretch  forth  their  arms  and  weep,  fall  prostrate  on  the  ground, 
and  roll  to  and  fro  in  anguish  at  the  thought  ：  "  Too  soon  has  the  Exalted  One  died  ！  Too 
soon  has  the  Light  eone  out  in  the  world  ！  "  There  are  spirits,  too,  Ananda,  on  the 
•earth,  and  of  worldly  mind,  who  tear  their  hair  and  weep,  and  stretch  forth  their 
arms  and  weep,  fall  prostrate  on  the  ground,  and  roll  to  and  fro  in  anguish  at  the 
thought  ：  "  Too  soon  has  the  Blessed  One  died  ！  Too  soon  has  the  Happy  One  passed 
away  ！    Too  soon  has  the  Light  gone  out  in  the  world  ！  ，，    (  But  the  spirits  who  are  free 

from  passion  bear  it,  calm  and  self-possessed,   mindful  of  the  saying  which  begins  ：  

4t  Impermanent  indeed  are  all  component  things.  How  then  is  it  possible  that  such  a 
being  should  not  be  dissolved  ？ " 


Now  Anuruddha  and    nanda  spent  the  rest  of  that  night  in  religious  discourse.  Then 

Anuruddha  said  to  Ananda  ：  'Go  now,    brother  Ananda,    into  Kusinftra  and  inform 

the  Mallas  of  Kusinara,    saying  ：  "  The  Exalted  One,    O  VRsetthas,    is  dead  ；  do, 

then,    whatever  seemeth  to  you  fit  ！ " 

' Even  so,  lord  ！  ，  said  Ananda,  in  assent  to  Anuruddha.  And  having  robed  himself 
eary  in  the  morning,  he  took  his  bowl,  and  went  into  Kusinnra  with  one  of  the  brethren 
as  an  attendant. 

Now  at  that  time  the  Mallas  of  Kusinlra  were  assembled  in  the  council  hall  concer- 
ning that  very  matter. 

And  the  venerable  Ananda  went  to  the  council  hall  of  the  Mallas  of  Knsin'ra  ； 
and  he  infomed  them,  saying  ：  ― ■ »~  '  The  Blessed  One,  O  Vasetthas,  is  dead  ；  do,  then, 
•whatever  seemeth  to  you  fit  ！， 
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欲， 使 „1 有 爲 不， ー變 易, 者 無 ％„是 處 1 佛 巳先說 生者 有， 死 合 會 有， 離 一 切 恩愛 無， 一 常 存 者 蒔 諸 末 

羅各相 謂 言 宜， 各 還 歸 辨 一一 諸 香 花 及 衆 伎 樂 1 速 詣 一一 雙 樹 一 供 n 養 舍 利 1 覧 一 曰 巳 以 一一 佛 舍 利 一 置 一一 於 

牀 上 1使， 末 羅 童 子 擧， ー牀 四 角 ー擎， 一 持 幡 蓋, 燒 香 散 花 伎樂供 養， 入， 一 東 城 門 i 一 諸 里 巷 ー使& 人 民 

皆 得 r_ 供 養ー然 後 出， 一 西 城 門 一 詣ー 一高 顯 處； 而 閣， 維 之： 時 諸 末羅作 ， ー是 語-巳 各 自 還. 家 供ー辨 香華 及 

* 伎 樂ー詣 n 雙 樹 間 一 供， 一 養 舍 利覧、 一 曰 已 以衡 舍 利 1置，ー 於 牀上， 諸末羅 等衆來 擧レ牀 皆 不， 能， 勝。 

時 阿那律 語， 一 諸 末 羅； 汝 等且止 勿き 疲 勞 1 今 者 諸 天 欲， 1 來 擧, 牀、 諸 末 羅曰天 以， 一 何 意, 欲， 擧， ー此 

牀； 阿那律 曰汝等 欲お， 一香 花 伎 樂 1 供 * 養 舍 利， 寛 一 曰 巳 以， ー佛 舍 利 一 置， 1 於 牀 上 1 使， 末 羅 童 子 擧 - 

牀 四 角, 持 幡 蓋ー燒 香 散 花 伎樂供 養乂 一一 東 城 門 一遍 一一 諸 里 巷 一 使き 人民 皆 得-供 養ー然 後 出 一一 西 

城 門, 詣， 一高 顯 處 一而 闍， 一 維 之； 而 諸 天 意 欲， 留， ー舍 利 1 七日 之 中 香 花 伎 樂鱧敬 供養 然後 以， 一 佛 舍 

利 1 置 11 於 牀 上！ 伊 末 羅 童 子 幕， ー牀 四 角 一 擎ー持 幡 蓋 一 散 花 燒 香 作， 一 衆 伎 樂, 供， 養 舍 利， 入， 一 東 城 門 一遍， 一 

諸 里 巷き 國 人民 皆 得 一一 供 養ー然 後 編 北 門 一 渡 i 連 禪 河き 天 冠 寺 一而 屏維 之.、 是 上 天 意 使 一一 

牀 不, 動。 末 羅曰諾 快哉 斯 言 隨， 一 天 意； 時 諸 末 羅自相 謂 言 我 等 宜，， 一 吿 入, 城 街 里 街 里 平, 一 治 道 

路！ 掃 灑燒香 還 來 至， 此 於， 1 七 曰 之 中 一 供， 養 舍利 | 時 諸 末 羅^ 共 入， 城 街 里 街 里 平-治 逍 路 | 掃 
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And  when  they  had  heard  thi?  saying  of  the  venerable  Ananda,  the  Mallas,  with 
their  young  men  and  their  maidens  and  their  wives,  were  grieved,  and  sad,  and  afHicted 
at  heart.     And  some  of  them  wept,    dishevelling  their  hair,    and  some  stretched  forth 

their  arms  and  wept,  and  some  roled  to  and  fro  in  anguish  at  the  thought  ：  '  Too 

soon  has  the  Exalted  One  died  ！  Too  soon  has  the  Happy  One  passed  away  ！  Too  soon 
has  the  Light  gone  out  in  the  world  ！ ， 


Then  the  Mallas  of  Kusinara  gave  orders  to  their  attendants,  saying  ：  一  « Gather 
together  perfumes  and  garlands,  and  all  the  music  in  Kusinara  ！ 

And  the  Malas  01  Kusinara  took  the  perfumes  and  garlands,  and  all  the  musical 
instruments,  and  five  hundred  suits  of  apparel,  and  went  to  the  Upavattana,  to  the  Sfila 
Grove,  where  the  body  of  the  Exalted  One  lay.  There  they  passed  the  day  in  paying 
honour,  reverence,  respect,  and  homage  to  the  remains  of  the  Exalted  One  with  dancing, 
and  hym  s,  and  music,  and  with  garlands  and  perfumes  ；  and  in  making  canopies  of 
their  garments,  and  preparing  decoration  wreaths  to  hang  thereon. 

Then  the  Mallas  of  Kusinara  thought  ：  '  It  is  too  late  to  burn  the  body  of  the 
Buddha  to-day.  Let  us  now  perform  the  cremation  to-morrow. '  And  in  paying  honour, 
reverence,  respect,  and  homage  to  the  remains  of  the  Buddha,  they  passed  the  second 
day  too  and  then  the  third  day  and  the  fourth  and  fifth  and  the  six  day  also. 

Then  on  the  seven  day  the  Mallas  of  Kusinara  thought  ：  '  Let  us  carry  the  body  of 
the  Buddha  by  the  south  and  outside,  to  a  spot  on.  the  south  and  outside  of  the  city, 
paying  it  honour  and  reverence,  and  respect  and  homage  with  dance  and  song  and  music, 
with  garlands  and  perfume,  and  there,  to  the  south,  of  the  city,  let  us  perfome  the  crema- 
tion ceremony  ！ ， 

And  thereupon  eight  chieftains  among  the  Mallas  bathed  their  heads  and  clad  them- 
selves in  new  garments  with  the  intention  of  bearing  the  body  of  the  Buddha.  But, 
behold,  they  could  not  lift  it  up  ！  Then  the  Mallas  said  to  Anuruddha  ：  '  What,  lord, 
can  be  the  reason,  what  can  be  the  cause,  that  eight  chieftains  of  Mallas  are  unable  to 
lift  it  up  ?  '  *  It  is  because  you,  Vasetthas,  have  one  purpose,  and  the  spirits  have  another 
purpose. ' 

' But  what,  lord,  is  the  purpose  of  the  spirits  ？  ，  « Your  purpose,  O  Vasetthas,  is 
this  ：  Let  us  carry  the  body  of  the  Buddha,  by  the  south,  and  outside,  to  a  spot  on  the 
south,  and  outside  of  the  city,  and  there,  to  the  south  of  the  city, 】ct  us  perfome  the 
cremation  ceremony.  But  the  purpose  of  the  spirits  is  this  ：  Let  us  carry  the  body  of 
the  Buddha  by  the  north  to  the  north  of  the  city,  and  entering  the  city  by  the  north 
gate,  let  us  bring  it  through  the  midst  of  the  city  into  the  midst  thereof. 
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灑燒 香訖已 出， 城 於 一 i 樹 問 1 以 11 香 花 伎 樂-供 一 養 舍 利 1訖 、七 曰 巳 時 曰 向^ 擧 11 佛 舍 利 1 置-於 牀 

上： 末 羅 量 子 奉- 擧 四 角 1擎= 持 幡 蓋- 燒 香 散 花 作， 一 衆 伎樂； 前後 導從 安祥 而行時 忉利諸 天 以， 1 

文 陀羅花 優 鉢羅花 波頭 摩 花 拘物頭 華 分 陀利華 天 末 栴檀ー 散- 舍利上 1 充 i 街路！ 諸 天 作：. 

樂鬼祌 歌 詠、 時 諸 末 羅自相 謂 言 且 置 11 人 樂 1 請 設 - 天 樂 - 供 - 養 舍 利-於 レ是 末 羅 奉レ牀 漸 進 入-束 

城 門 1 止 =諸 街 巷 1 燒香散 花 伎樂供 養、 時 有 1 一路 夷末羅 女！ 篤！ 一信 佛 遒 1 手 擎 金 花 大 如 n 車 輪 1 供 1 養 

舍 利； 時 有 11 1 老 母 ー擧， 聲 讃曰此 諸末羅 爲， 得 1 一大 利 1 如 來末後 於， 此 滅 度 皋 1 ー國 士 民 一 快 得 11 供 養； 

時 諸末羅 設 = 供 養 1 巳 出， 一城 北 門 i 渡^ 連 0 河 一到， 一天 冠 寺 1 置 n 牀 於 地； 吿 11 阿 難 1 曰 我 等 當 11 復 以レ何 

供養； 阿難 報 曰 我 親 從レ佛 聞 親 受 1ー佛 敎： 欲 レ葬11 舍 利 - 者 當 レ如11 轉 輪 聖王葬 法； 又 問 1ー 阿 難 1 轉 輪 塞 

王 葬 法 云 何、 答 曰 聖 王 葬 法 先 以 1 一香 湯 1 洗， 1 浴 其 身 1 以 n 新 劫 貝 i 周 偏 纒， 身 五 百 張 疊次如 纒， 之、 

內 11 身 金 棺 1 灌 以， 一麻 油！ 畢 擧 11 金 棺ー置 11 於 第二 大鐵槨 中栴檀 香槨； 次 重 11 於 外 1 積-衆 名 香 1 厚 衣 11 其 

上 1 而 闍 1 一 維 之； 收 n 拾 舍 利 一 於， 一四 衢 道 1 起 1ー 立 塔 廟 一 表 刹 懸レ繒 使酗， 行人 皆 見 1 主 塔 1 思 ー1 慕 正 化 1 チぃ所 

饒 益； 阿 難 汝 欲， 夢 我 先 以 11 香 湯 一洗 浴 用 11 新 劫 貝 一周 匝 纒 A 以 - 一 五 百 張 疊 一次 如 纒レ之 內 -身 金 棺ー 

灌 以ー 一麻 油ー畢 H 棺 - 置 1ー 於 第二 大鐡 槨栴檀 香槨： 次 重 一一 於 外. 一積 - 重 0 香 - 厚 衣 I- 其 上 一而 閣 -I 維 之ハ 

收=檢 舍 利 1於，1 四 衢 道！ 起， 一 立 塔 廟ー表 剎 懸 ^ 使 fe 行人 皆 a, ー佛 塔, 思， 一 慕 如來 法王 道化 1 生 獲， 一福 

利 1 死 得， 生 天； 除， 一得 道 者； 時 諸 末 羅各相 謂 言、 我 等 還， 城 供， 辨葬 具 香 花 劫 貝棺槨 香油 及與 

白 疊； 時 諸 末羅卽 入， 城 供， 一 辨 葬 具 一巳、 還 到-天 冠 寺 淨 香 湯 一洗 一一 浴 佛 身； 以-新 劫 貝 一周 匝 纒レ身 
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And  going  out  again  by  the  the  eastern  gate,  let  us  carry  it  to  the  shrine  of  the  Mallas 
called  Makuta-bandhana,  to  the  east  of  the  city,  and  there  let  us  perform  the  cremation 
ceaemony.'  '  Even  according  to  the  purpose  of  the  spirits,  so,  lord,  let  it  be. ， 

Then  immediately  all  Kusiniira  down  even  to  the  dust  bins  and  rubbish  heaps  became 
strewn  knee-deep  with  Mandarava  floweas  from  heaven  ！  and  while  both  the  spirits  from, 
the  skies,  and  the  Mallas  of  Kusin'ira  upon  earth,  paid  honour,  and  reverence,  and  respect, 
and  homage  to  the  body  of  the  Buddha,  with  dance  and  song  and  music  with  garlands- 
and  with  perfumes,  they  carried  the  body  by  the  north  to  the  north  of  the  city  ；  and 
entering  the  city  by  the  north  gate  they  carried  it  through  the  midst  of  the  eity  into  the 
midst  thereof  ；  and  going  out  again  by  the  eastern  gate  they  c ュ rried  it  to  the  shrine  o£ 
the  Mallas  called  Makuta - bandhana  ；  and  there  to  the  east  of  the  city,  they  laid  down 
the  body  o£  the  Buddha. 

Then  the  Mallas  said  to  Ananda  ：  'What  should  be  done,  lord,  with  the  remain  of 
the  Tathagata  ？，  'As  men  treat  the  remains  of  a  king  of  kings,  so,  Vasetthas,  should 
they  treat  the  remains  of  the  Tathugata.' 

' And  how,  lord,  do  they  treat  the  remains  of  a  kine-  of  kings  ？  ，  Ananda  told  the 
Mallas  of  Kusiniira  as  he  had  been  told  by  the  Buddh ュ. Therefore  the  Mallas  gave  orders 
te  their  attendants,  saying  ：    '  Gather  together  all  the  carded  cotton  wool  of  the  Mallas  ！ ，' 

Then  the  Mallas  wrapped  the  body  of  the  Buddha  in  a  new  cloth.  And  when  that 
was  done,  they  wrapped  it  in  carded  cotton  wool.  And  when  was  done,  'they  wrapped 
it  in  a  new  cloth,  and  so  on  till  they  wrapped  the  body  of  the  Buddha  in  five  hundred 
layers  of  both  kinds.  And  then  they  placed  the  body  in  an  oil  vessel  of  iron,  and 
Covered  that  close  up  with  another  oil  vessel  of  iron,  And  then  they  built  a  funeral 
pyre  of  all  kinds  of  perfumes,  and  upon  it  they  placed,  the  body  o£  the  Buddha. 

Now  at  that  time  the  venerable  Maha  Kassapa  was  journeying  along  the  high  road 
from  Pava  to  Kusiniira  with  a  great  company  of  the  brethren,  with  about  five  hundred 
of  the  brethren.  And  Maha  Kassaya  left  the  high  road,  and  sat  himself  down  at  the 
foot  of  a  certain  tree.  Just  at  that  time  a  certain  naked  ascetic  wh)  had  picked  up  a 
Mandarava  flower  in  Kusinara  was  coming  along  the  hi^h  road  to  Pava.  Now  Ma  hi  Kas- 
sapa saw  the  naked  ascetic  coming  in  the  distance;  and  when  be  had  seen  he  said  to 
that  naked  ascetic  ：    'O  friend  ！  surely  thou  knowest  our  Master  ？ ' 

' Yea,  Friend  ！  I  know  him.  This  day  the  Samana  Gotama  has  been  dead  a  week  ！ 
rhat  is  how  I  obtained  this  Mandarava  flower.' 
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丘 比の 如不  《 聞 を 滅入に 道 葉迦大 


五 百 張 疊次如 纒， 之、 內 11 身 金 棺 1 灌 以 11 香 油！ 奉 11 擧 金 棺 1 置 11 於 第二 大鐵槨 中栴檀 木槨； 重 衣， 一 其 

外 一 以，^ 名 香 1 而 ま 其 上： 時 有， 1 末 羅 大 臣 1 名 曰， 一路 夷 一 執， 一大 炬 火 1 欲， 燃1ー佛 積 1 而 火 不， 燃、 又 有 1天 末 

羅 1 次 前 燃 11 其 積 一 火 又 不， 燃。 時 阿那律 語 11 諸 末 羅ー言 止 止 諸賢 非& 所 能 1 火 滅 不， 燃 是諸 天 意。 

末 羅又問 諸 天 何故 使 n 火 不 i  、阿 那 律 言 天 以矢 迦 葉 將 一一 五 百 弟 子 1 從 n 波 婆 國ー來 今 在， 1 半 道 一 

及， 未，, 闍 維 1 欲^, 佛 身， 天 知， 一 其 意, 故 火 不， 燃、 末 羅 又 言 願 遂， 1 此 意ー爾 時 大迦葉 將 „1 五 百 弟 子 IP 

波 婆 國 1 來. 在， 道 而 行、 遇 1ー 一 尼 乾 子 1 手 執 - 文 陀羅 花； 時大 迦葉遙 ^尼 乾 子 1 就往 問曰汝 從， 何 

來、 報 言 吾 從 一一 拘 尸 城 ー來、 迦 葉 又 言 汝 知， 1 我 師！ 否 乎、 答 曰 知、 又 問 我 師存耶 、答 曰 滅度 已來已 

經， 一七 日； 吾 從， 彼 來 得， 1 此 天 華； 迦 葉 聞， 之 悵 然 不， 悅、 時 五 百 比丘 聞 11 佛 滅度 1 皆大悲 泣宛轉 號 

呢不. 能 一 1 自勝 1把，淚 而言、 如來 滅度 何 其 駛哉世 尊 滅度 何 其疾哉 大法 倫 翳 何 其 速 哉 群生 

長 衰世 間 眼 滅、 譬 如 11 大 樹根拔 枝 條摧折 1 又 如 11 斬 蛇 宛轉迴 遑 1 莫鈿 11 所 奉 蒔 彼 衆 中 有 11 释 種 

子 1? 拔 難 陀； 止 1ー 諸 比 丘 1 言 汝 等 勿， 憂、 世 奪 滅度 我 得 11 在 1 彼 者 常 言 當 feu ダ是 不 仃是 自 

今 巳 後 隨 お 所爲？ 迦葉聞 巳悵然 不， 悅、 吿 11 諸 比 丘 1 曰 速 嚴， 1 衣 鉢 1 時 詣 11 雙 樹 1 及 i 未 1ー閣 維 1 可， 得， 見, 

佛， 時 諸 比丘 聞 ，1 大 迦 葉 語 1 巳 卽 從レ座 起 侍 11 從 迦 葉 1 詣， ー拘 尸 城 1 渡 11 尼 連 禪 河 水 1 到 11 天 冠 寺 1 至， 一 阿 

難所,？ I： 訊 巳 一 面 住 語： 一 阿難 1 言、 我等 欲 J 面觐 11 舍利 1 及, 未 11閎 維 1 寧 可， 見不、 阿難 答 言雖， 未 11 閣 

維 1 難， ー複 可，. 見 所， 1 以 然 1 者 佛身旣 洗 以 1 一香 湯 1 纒 以 = 劫 貝 1 五 百張疊 次 如 纒， 之 藏-於 金 棺 1 置 11 鐵 槨 

中栴檀 香 槨ま 衣 I, 其 外, 以 爲， 1 佛 身 難& 可, 見， 迦 葉 請 至 一 阿難 答 如 以 爲％ 身 難 11 復 0M 
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On  that  of  those  of  the  brethren  who  were  not  yet  free  from  the  passions,  some  stret- 
ched out  their  arms  and  wept,  and  some  fell  headlong  on  the  ground,  and  some  reeled 
to  and  fro  in  anguish  at  the  thought :  'Too  soon  has  the  Exalted  One  died  ！  Too  soon 
has  the  Happy  One  passed  away  ！  Too  soon  has  the  Light  gone  out  in  the  world  ！ ， 
But  those  of  the  brethren  who  were  free  from  the  passions  bore  their  grief  self - posses- 
sed and  composed  at  the  thought  ：  '  Impermanent  are  all  component  things  ！  How  is  it 
possible  that  they  should  not  be  dissolved  ？ ， 

Now  at  that  time  a  brother  Subhadda,  who  had  been  received  into  the  Order  in  his 
old  age,  was  seated  in  that  company.  He  said  to  those  brethren  ：  '  Enough,  sirs  ！  Weep 
not,  neither  lament  ！  We  are  well  rid  of  the  great  Samana.  We  used  to  be  annoyed  by 
being  told ：  "This  beseems  you,  this  beseems  you  not."  But  now  we  shall  be  able  to 
do  whatever  we  like  ；  and  what  we  do  not  like,  that  We  shall  rot  have  to  do  ! ' 

But  Maha  Kassapa  exhorted  the  brethren  ；  '  Enough,  my  brethren  ！  Weep  not,  neith- 
er lament  ！  Has  not  the  Exalted  One  formerly  declared  this,  that  it  is  in  the  very  nature 
of  all  things  near  and  dear  unto  us  that  we  must  divide  ourselves  from  them,  leave  them, 
sever  ourselves  from  them  ？  How  then,  brethren,  can  this  be  possible  that  such  a  being, 
bojn,  brought  into  being,  and  organized  and  which  ,contains  within  itself  the  inherent 
necessity  of  dissolution  should  not  be  dissolved  ？    No  such  condition  can  exist  ！ 


Now  just  at  that  time  four  chieftains  of  the  Mallas  had  bathed  their  heads  and  clad 
themselves  in  new  garments  with  intention  o£  setting  on  fire  the  funeral  pyre  o£  the  Bud- 
dha. But,  behold,  they  were  not  able  to  set  it  alight  ：  Then  the  Mallas  said  to  Anurud - 
dha  :  *  What,  lord,  can  be  the  reason,  and  what  the  cause  of  this  ？  ，  '  The  purpose  of 
the  spirits ,  Vasetthas,  is  difierent. '    '  But  what,  sir,  is  the  purpose  of  the  spirits  ？' 

( The  purpose  of  the  spirits,  O  Vasetthas,  is  this  ：  That  venerable  brother  Maha 

Kassapa  is  now  journeying  along  the  way  from  Pava  to  Kusinara  with  a  great  company 
of  the  brethren.  The  funeral  pyre  of  the  Exalted  Ond  shall  not  catch  lire  until  JNIahft 
Kassapa  shall  have  been  able  to  salute  the  feet  of  the  Exalted  One,' 

Then  Mahrt,  Kassapawent  on  to  Makuta  -bandhana  of  】（asinara，  to  the  place  where 
the  funeral  pyre  of  the  Buddha  was.  And  when  he  had  come  up  to  it  he  arranged  his 
robs  on  one  shoulder;  and  after  bowing  down  with  clasped  hands,  he  thrice  walked  rever- 
ently round  the  pyre,  and  them,  uncovering  th^  feet,  he  bowed  down  in  reverence  at  the 
feet  of  the  Buddha.  And  those  five  hundred  brethren  did  the  same  as  Kahri  Kassapa  did, 
And  when  the  homage  of  Malifi  Kassapa  and  of  those  five  hundred  brethren  was  ended 
the  funeral  pyre  caught  fire  o£  itself. 
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時 大迦葉 適 向 11 香 疆ー於 fe: 偽 身 從 n 重 槨 內-雙 ：ー 出 雨 足； 足 有 11 異 色 1迎 葉 見巳怪 問 1 一 阿 難； 佛 身 金 

色是 何故 異、 阿難 報 曰 向 者 有 1ニ 老母 1 悲哀 而前 手撫 11 佛足 1 淚墮 1ー 其 上 - 故色異 耳、 迦 葉聞已 

又 大不， 悅卽 向， 1 香 積 一 鱧， 1 佛舍利 1 時 四 部 衆 及 上 諸 天 同時 俱鱧、 於 レ是 佛足 忽然 不レ 現、 時大迦 

葉繞 三 匝 而作& 曰 

聖智不 ％,稱 無 等 之 sf- 智 我 今 稽首 鳢 無 等等 沙門 

牟尼絕 ，1 愛枝, 大仙 天人 尊 人中 第一 雄 我 今 稽首 鱧 

離， 著 而 敎， 人 無， 染 無 舉 稽 = 首 無上 尊 - 三 垢 垢巳 盡 

無二 無 11 疇 匹- 稽 1 一首 十 力 尊- 遠逝爲 n 最上 1 二足 尊 中尊 

稽， 1 首 安隱智 1 沙門 中 無上 廻， 邪 令， 入， 正 世 尊 施 1 寂滅 I 

無熱 無 n 瑕郄 1 其 心 常寂定 練， 一 除 諸 K 穢 1 稽， 1 首 無垢 尊- 

甘 露 滅 11 名 稱 1 希有 難 一 1 思 議 1 稽 I- 首 無 等 倫 1 吼聲 如 -I 師 子- 

降 越 n 四姓 1 是故 稽首 鱧 

大迦葉 有 - 大威德 1 四辨 具足、 說 11 此 偈 1 巳 時 彼 佛耪不 レ燒 自 燃， 諸末羅 等 各 相 謂 言 今 火猛熾 

焰 盛 難， 止 閣， 一 維 舍利 - 或 能涫盡 當菸 11 何 所 1 求 永 滅乏、 時 佛籟側 有 =裟 羅 樹 祌 - 篤 信-一 佛 道- 尋 以 -I 

祌 力 1 滅, 1 佛 0 火； 時 諸 末 羅復相 謂 言 此拘尸 城 左右 十二 由 旬 所有 香花盡 當 3 採 取 供 -I 佛 舍 

利, 尋 詣& 側 1 取， 1 諸 香 花 - 以 用 供養 時 波 婆 國末雜 民衆 聞 1佛 於 11 雙 樹 1 滅 度よ 皆 自 念 言 今 我 宜， 


諸佛無 等等 

最上 無 n 瑕穢 i 

苦行 無， 一等 侶 1 

樂， 一 於 空 寂 行： 

覺, 一四 諦止息 1 

P 首 湛然迹 1 

慧 眼 無 一一 限 量 一 

在， 林 無 一一 所 畏ー 
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Now  as  the  body  of  the  Buddha  burned  itself  away,  from  the  skin  and  the  integu- 
ment, and  the  fresh  and  the  nerves,  and  the  fluid  of  the  joints,  neither  soot  nor  ash  was 
seen.  Only  the  bones  remained  behind.  Just  as  one  sees  no  soot  no  ash  when  ghee  or 
oil  is  burned  ；  so  it  was.  Only  the  bones  remained  behind.  And  of  those  five  hundred 
pieces  of  raiment  the  very  innermost  and  outermost  were  both  consumed. 

Then  the  Mai  las  surrounded  the  bones  of  the  Buddha  in  their  council  hall  with  a lat- 
tice work  of  spears  and  with  a  rampart  of  bows  ；  and  there  the  seven  days  they  paid 
honour,  and  reverence,  and  respect,  and  homage  to  them  with  dance  and  song  and  music, 
and  with  garlands  and  perfumes. 

Now  the  king  of  iNIagadha,  Aj  tasattu,  the  son  of  the  queen  of  the  Videha  clan, 
heard  the  news  that  the  Buddha  had  died  at  Kusin'.ra. 

Then  the  king  of  Magadha,  Ajatasattu,  sent  a  messenger  to  the  Mallas,  saying,  

' The  Exalted  One  was  a  Kshatriya  and  so  am  I.  I  am  worthy  to  receive  a  portion  of 
the  relics  of  the  Exalted  One.  Over  the  remains  of  the  Buddha  will I  put  up  a  sacred 
cairn,  and  in  their  honour  will I  celebrate  a  feast  ！ ， 

And  the  Licchavis  of  Vesali  heard  the  same  news,    and  sent  a  messenger  to  the 

Mallas,  saying  ：   'The  Exalted  One  was  a  Kshatriya  and  so  are  we.  We  nre  worthy 

to  receive  a  portion  of  the  relics  of  the  Exalted  One.  Over  the  remains  of  the  Buddha 
will  we  put  up  a  sacred  cairn,  and  in  their  honour  will  we  celebrate  a  feast  ！ ' 

And  the  Sakiyas  of  Kapila-vatthu  heard  the  same  news,  and  sent  a  messenger  to  the 

Mallas,  saying  ：  '  The  Buddha  was  the  pride  of  our  race.    We  are  worthy  to  receive 

a  portion  of  the  relics  of  the  Exalted  One.  Over  the  remains  of  the  Exalted  One  will 
we  put  up  a  sacred  cairn,  and  in  their  honour  will  we  celebrate  a  feast  ！ ， 

And  the  Bulis  of  All ュ kappa  heard  the  same  news  and  sent  a  messenger  to  the  Mal- 
las, saying  ：  '  The  Buddha  was  a  Kshatriya  and  so  are  we.  We  are  worthy  to  receive 

a  portion  of  the  relics  of  the  Exalted  One.  Over  the  remains  of  the  Exalted  One  will 
we  put  up  a  sacred  cairn,  and  in  their  honour  will  we  celebrate  a  feast  ！ ， 

And  the  Koiiyas  of  Rr.magama  heard  the  same  news,  and  sent  a  messenger  to  the  Mallas, 
saying  ：  '  The  Exalted  One  was  a  Kshatriya  and  so  are  we.  We  are  worthy  to  re- 
ceive a  portion  of  the  relics  of  the  Exalted  One.  Over  the  remains  of  the  Exalted  One 
will  we  put  up  a  sacred  cairn,  and  in  their  honour  will  we  celebrate  a  feast'.' 
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すなを 配分の 骨 遣國八 


往 t 利 分 1 自 於 - 本 土 1 起 レ塔 供養； 時 波 婆國諸 末羅卽 下酗 中 1 嚴ー 一 四 種 兵 象 兵 馬 兵 車 兵 步 

兵, 到- 拘 尸 城 1 遣， 1 使 者； 言、 聞 11 佛 衆 祐 止 & 滅度 一 彼 亦 我師敬 慕 之 心 來 請 一骨 分 一 當 T 於-本 國 1 起レ塔 

供養， 拘尸王 答 曰 如是 如是 誠 知 一 一所 言 1 但 爲& 尊 垂 一一 降 此 土-於^ 滅度 內士民 當 1 供 養- 

遠 勞，； 諸君 1 舍利 分不， 可^、 時 遮 羅頗國 諸跋離 民衆 及羅摩 》 國拘利 民衆 留提 國婆羅 

門 衆 迦維羅 衞國釋 種 民^ 毗舍離 國離車 民衆 及 糜竭王 阿閣世 聞お 來於" 拘尸 城雙樹 

間 一而 取-減 度； 皆 國 念. 言 今 我 宜 =1 往 求 一一 舍 利 分つ 時 諸國王 阿闍世 等卽 下 一一 國 中 1 嚴 一一 四 種 兵 象 兵 

馬 兵 車 兵 步 兵 一 進 渡& 水 1 卽 勑 1 羅門香 姓- 汝 持- 1 我 名-入. -拘 尸 城-致-問 諸 末羅等 1 起居 輕利 

遊方强 耶、 吾 於-諸 賢一每 相 宗敬隣 境 義和曾 無， 一 諍 訟； 我 聞如來 於-君 國內 1 而 取 11 滅 度； 唯 無 上 

尊實我 所， 天 故 從レ遠 來 求 1ー 請 骨 分 1 欲 Mil 本 土 1 起， 塔 供 養 (設 與レ我 者 擧酗 重 寳- 與^ 共乏。 時 香 

姓 婆羅門 受， 主 S 卽 詣 11 彼 城 1 語 11 諸 末羅 1 曰摩竭 大王 致 k 問 無量 起居 輕利 遊步强 耶、 吾 於- 

諸君- 每相宗 敬 隣 境 義和曾 無 11 諍 訟： 我 聞如來 於-君 國內 fe 取 11 滅度： 唯 無上 尊 實我所 ^故 

從^ 來 求， 一 請 骨 分 1 欲 T 還 1 一本 土 1 夢 塔 供 養 〔設 與^ 者 擧 11 國 重 寳 1 與レ君 共レ 之。 時 講末羅 報 ％ 姓-曰 

如是 如是 如， 一 君 言； 但 爲 ，世 尊 垂， 1 降 此 土 1 於レ茲 滅 度：： 國 內 士民自 當」 供 養 M 勞 11 諸 君 1 舍 利分不 k 

可， 得。 諸 國王卽 集 11 群 臣 1 衆 共 立： ，議 作 象 吿 曰 

吾等 和議 遠 來拜首 遜 言 求レ分 如 不^^ 與 四 兵 在^ s 

不 fell 身命 1 義而 弗， 獲 當 -以， 力 取- 
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And  the  brahmin  of  Vethadlpa  heard  the  same  news,  and  sent  a  messenger  to  the 
Mallas  saying :  '  The  Exalted  One  was  a  Kshatriya,  and  I  am  a  brahmin.  I  am  worthy 
to  receive  a  portion  of  the  relics  of  the  Buddha.  Over  the  remains  of  the  Buddha  will 
I  put  up  a  sacred  cairn,  and  in  their  honour  will I  celebrate  a  feast  ！ ， 

And  the  Mallas  of  Pava  heard  the  news  of  the  death  o£  the  Buddha,  and  sent  a 
messenger  to  the  Mallas,  saying  ：  '  The  Exalted  One  was  a  Kshatriya  and  so  are  we. 
We  are  worthy  to  receive  a  portion  of  the  relics  of  the  Buddha.  Over  the  remains  of  the 
Buddha  will  we  put  up  a  sacred  cairn  and.  in  their  honour  will  we  celebrate  a  feast  ！ ' 

When  they  heard  these  things  the  Mallas  of  Kusinara  spoke  the  assembled  crowds, 
saying  ：  '  The  Exalted  One  died  in  our  village  domain.  We  will  not  give  away  any  part 
of  the  remains  of  the  Exalted  One  ！  ，  When  they  had  spoken,  Dona  the  brahmin  address- 
ed the  assembled  crowds,  and  said : 

' Hear,  gracious  sirs,  one  single  word  from.  me. 

Forberance  was  our  Buddha  wont  to  teach. 

Unseemly  is  it  that  over  the  division 

Of  the  remains  o£  him  who  was  the  best  of  beings 

Strife  should  arise,  and  wounds;  and  war  ！ 

Let  us  all,  sirs,  with  one  accord  unite 

In  friendly  harmony  to  make  eight  portions. 

Wide  spread  let  cairn,  spring  up  in  every  land 

That  in  the  Light  of  the  world  mankind  may  trust  ！ ， 
•Do  thou  then,  O  brahmin,    thyself  divide  the  remains  of  the  Exalted  One  equally 
into  eight  parts,  with  fair  division. ， 

'Be  it  so  sirs  ！  said  Dona  the  Brahmin,  in  assent,  to  the  assembled  brethren.  And 
he  divided  the  remains  of  the  Buddha  equally  into  eight  parts,  with  fair  division.  And 
he  said  to  them  ：  '  Kaive  me,  sirs,  this  vessel,  and  I  will  set  up  over  it  a  sacred  cairn, 
and  in  their  honour  will I  establish  a  feast.  ，  And  they  gave  the  vessel  to  Dona  the 
brahmin. 

And  the  Moriyas  of  Pippalivana  heard  the  news  that  the  Buddha  had  died  at  Kusi- 
n"ira,  and  sent  a  messenger  to  the  Mallas,  saying :  c  The  Exalted  One  was  a  Kshatriya 
and  so  are  we.  We  are  worthy  to  receive  a  portion  of  the  relics  of  the  Exalted  One. 
Over  the  remains  of  the  Exalted  One  will  we  put  up  a  sacred  cairn,  and  in  their  honour 
will  we  celebrate  a  feast  ！，  And  when  they  heard  the  answer,  saying  :  '  There  is  no 
portion  of  the  remains  of  the  Exalted  One   left  over.    The  remains  of  the  Exalted  One 


つ 分 を 骨 遺 門 羅婆姓 香 


時拘 尸國卽 集， 一群 臣ー衆 共 立， 議 以 ，偈 答 曰 

遠勞， 一 諸君 一 屈辱 拜首 如 來遺形 不 - 敢相許 1 彼 欲 ，擧，兵 

吾斯亦 有. 畢 命相抵 未， 1 之有& 

時 香 姓 婆羅門 曉 n 衆 人 1 曰 諸賢 長夜 受-佛 敎誡； 口 誦； 一法 言 一心 服 t 化 二 切 衆生 常 念 欲， 安 寧 

可 k 諍， ー佛 舍 利 1 共 相 殘 害； 如 來遺形 欲- 以 廣益 ー舍利 現在 但 當 1 一分 取 1 衆 咸 # 善 尋復議 言 誰 堪， 

分 者、 皆 言 香 姓 婆羅門 仁智 平均 可 ，使， 分 也、 時 諸 國王卽 命， 一香 姓ー汝 爲， 一 我 等 一 分 1ー 佛 舍 利 1 均 作，" 

八 分； 於， 時 香 姓 聞 一 一 諸 王 語 一已 卽 詣 一一 舍 利 藝 面 禮畢徐 前 取 一一 佛 上 牙 一別 置 一一 一 面 一 尋 遣， 一 使 者 一 齎 一一 

佛 上 牙 1 詣 ，1 阿 閣世王 所 1 語 & 者 1 言、 汝 以， 一 我 聲 1上 白， 大 王 起居 輕利遊 步强耶 、舍利 未， 至傾遲 

無 量 耶、 今 付& 者 如來上 牙, 竝 可, 供 養 以 慰-企 望； 明 星 出時 分， ー舍 利ー訖 當ー ー自 奉 送： 時 彼 使者 

受 1 一香 姓 譜 j.E 卽 詣 一一 阿 闍世王 所 一き き 姓 婆羅門 之 言； 雷 時 香 姓 以 ：i 1 瓶ー受 一一 1 石 許 1 卽 分 n 舍 ■ 

均 f 分 | 已 吿 一一 案 人 1 言 願 以 一一 此 瓶 一 衆 議 Mk 自 欲 ニー 於レ舍 §  m 養： 皆 言 智 哉 是 爲き時 卽 共 

聽 與。 時 有 1峯 鉢 村 人 1 白， 一 衆 人 一言 乞 - 地 焦 炭 一起， 塔 供 養、 皆 言 與乏。 拘 尸國人 得 1 ー舍 利 分ー卽 於 1 一^ 

土 一  起， 塔 供 養、 波 婆 國人遮 羅國羅 摩 伽國毗 留提國 迦維羅 衞國毗 舍離國 摩 竭陀 國阿闍 

世 王 等 得 1ー 舍 利 分 1 巳 各 歸 =其 國 一起， 塔 供養。 香 姓 婆羅門 持， 1 舍 利 瓶 1 歸 起 n 塔 廟； 畢 鉢 村人 持 11 地 

焦 炭 ；歸 起， 一 塔廟 1 當，, 於此時 1 如 來舍利 起， 1 於 八 塔 1 第 九 瓶 塔 第 十 炭 塔 第 十 一 生地 髮塔。 
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are  all  distributed,  ，  then  they  took  away  the  embers. 


So  the  king  of  Magadha,   Aj'itasattu  made  a  cairn  in  Rajagaha  over  the  rcttiaius  of 


the  Exalted  One,  and  celebrated  a  feast. 

And  the  Licchavis  of  Vesaii,   in  Vesaii. 

And  Sakiyas  of  Kapila-vatthu  in  Kapila-vatthu. 

And  the  Bui  is  of  Alhkappa    in  Allakappa. 

And  the  Koliyas  of  Rluriaglm ュ  in  Rlmagama. 

And  Vethadipaka  the  brahmin   in  Vethadlpa. 

And  Mallas  of  P:iv:i   in  Pcivfi. 

And  Mallas  o£  ivusinura   in  Ivusinara. 


And  Dona  the  brahmin  made  a  cairn  over  the  vessel 

And  the  Moriyas  of  Pippalivana  made  a  cairn  over  the  embers. 

Thus  were  there  eight  cairns  (Thupa)  for  the  remains,  and  one  for  the  vessel,  and 
one  for  the  embers.    This  was  how  it  ushd  to  be. 
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菊 一 編 法 
第一章 四聖 諦  \ 

佛陀 の敎は 哲學ビ して 初 ま りたる に 非す' して 宗敎ビ して 起り、 原理 

探究の 學に 非す' して 實踐 體顯を 專ービ す る敎な り 。 巴 利 中 阿 含 (M* お） 
に宣は く  、  「佛陀 の 敎には 要な きこ^ を 曰 はす'、 世界 常 無常 邊無 邊、 
如來の 死後 存在の 有無 等 は 涅槃に 入る に 要な し0 故に 之れ を說 かす'」 
^ 又 巴 利 雜阿含 （S.  L  VI.) に宣は く  、  「我れ は總 てを說 かす、、 ヌ 、一 

部を說 く。 涅槃の 爲め にならざる もの は說 かす' 、 涅槃の た め に な る も 
の、 みを說 く」 ビ。 佛 陀は必 す、 しも 優 波尼沙 土が 代表す る當 時の 原理 
探究の 哲學的 傾向 を 否定し 給 はざる も、 唯 それが 智慧の 方面に 局 分 さ 
れ、 槪 念の 取 り 扱ひビ なり 了れ る を 見、 全人格 的 に 體顯の 遠 きを 慮り、 
一切 是れ を戯論 (raPaflca  vacana) ど して 斥け 専ら 個人の 心眼の 覺め來 
て- 不動の 安住 を體顯 する 樣、 必要なる 敎を 垂れ 給へ り。 故に その 敎 
は隨機 便宜の 敎也。 その 對 機に 應じ その 機會に 臨みて 隨宜 の敎を 垂れ 
給 ふ 也。 さ れば 其の 敎には 一貫せ も 精祌ビ 一定の 規矩 あ る はぶ ふ 迄 ら 
なけれ グも- 又 甲乙の 時に 從 つて 其の 所說に 相違な き 能 はす、0 佛陀は 
眷てー 比丘が、 一 在家 信者^  「受」 に 就いて 論議せ し 時、 阿難 陀に 告げ 
給 はく、 「阿難よ、 吾が 敎法 は、 かくの 如く 機 會に應 じて 說 かれた る も 
のな b。 故に 或は 二 受ビ說 き 三 受^ 曰 ひ、 六受 乃至 百 受^ 說く」 ど。 

に 應 じて 難 か， 了 に 了解す る 樣 分別 して 

Vibhajja) 說き給 ふ。 而し てこの 分別 は、 犟 なる 理論 ビ して 

分類 广 非す' して、 * 生 をして その 頭腦を 整理し、 以て 道行に 便な i 

めん 爲め 也。 故に m 婆 婆 師卽ち 分別 說者 (Vibbaj 一 da) 佛! > 
势法 r は、 時^ して 二 受ビ說 き 六 受ビ說 く、 等の 相違な き 能 はす'、 - 
の 佛陀の 分別 的 傾向 を 受け、 時には 更らに 分別し、 時には 合會 して、 

相違 矛盾せ る 敎を會 通し、 佛陀の 敎全體 に 一貫せ る 理路 = 尋ね： 之 i 
i -魃頓 せる 形而上 學理 論の 背景 を與 へん ビ する もの を 論 部 ど ^ す： f 

； Athidhamma) は敎の 後に 起る 祌學な り 宗乘な ^ こ の^^^^ 
U 大成 を 「毘體 お いふ も 、 佛陀 か' 「我 は應 麵卽 ち分廳 者な 
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り」 ど 曰 はれし を受く る ものにして、 毘婆娑 は 三世 實有 法體恒 有の 唯 . 
物的 神學を 作り、 これに 對 して 龍 樹の中 論の 如き 皆 空論 を 生み、 無 著 
世 親の 唯心論 を 生め り。 これ 等 種々 の敎 系の 發展は 一に は雜 多なる 佛 
陀の敎 法 中に 一の 中心 原理 を摑 まん どす る 努力よ り 生れ、 二に は先驅 
の 思想の 偏 倚 を 匡 めん^す るに 依る ものなる が、 吾人 は 今佛陀 の敎法 

そのものに 就いて 硏究 し、 その 中に 後世の 敎系發 達の あるべき 種子 を 
見、 以て 佛陀 の敎の 如何なる ものなる か を髡髴 せしめん ビす。 

佛陀の 最初の 敎說 なる 初轉法 輪經に は佛陀 の敎は 中道に して この 中 
道 を 踏む に は 四 諦の理 に 明かなる べき を說 けり。 四諦ビ は 苦 集 滅道諦 
に して 佛敎々 說の 根本的 基礎 をな し、 そ の 小乘な る ビ大乘 な る ビ を P ほ 
はす'、 四諦 がその 敎義の 根基 どならざる ものな し。 この 四諦は 人生の 
實相ど 理想 ビ を 示す ものに して、 ® に 分って いへば、 

苦 諦は所 知  集諦 は所斷 

滅斷 は所證  道諦 は所修 

に して 現 實の實 相の 苦な る を 如實に 知り、 その 源 を 採りて、 苦諦 構成 
の 因た る 煩 惱を斷 じ、 滅 諦の證 すべき を 知りて、 この 境に 入るべき 道 
行を修 する を勸 むる が 四 諦の敎 旨な り どす。 卽ち ひ） もの 其 もの、 當 
體ビ、 （2) 當體の 因^、  （3) 當體の 滅^、  （4) 當體 の滅に 至る 道 ど を 
分ち 示して、 修道 上の 知識の 整頓 をな す もの どす。 かるが 故に この 四 
諦の 理法 は、 犟に苦 集 滅道ど して 用 ひらる 、のみなら す、、 總 ての 方面 
に 向 ひ、 一々 の 事物に 就いて 用 ひらる。 例へば 茲に受 法 あり ど すれば 
我れ 等 は その 受を 知!）  、  ^の 因 を 知り、 受の滅 を 欲して、 受の滅 に 至 
る 道、 卽 ち八聖 道を修 する 也 c 故に この 四諦 は、 解脫 涅槃に 達すべき 

修逍 上の 知識 整頓の 形式な b ど いふ を 得べ し。 
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第二 章 現 實の實 相、 苦諦 

佛陀の 出發點 は、 時代 苦悶 を 背景^せる 個人の 生活に 對 する 苦 惱也。 
旣成宗 敎の權 威 H へて 雜 多の 思想 紛亂 し、 統一的 勢力 ある 宗敎の 起ら 

ざる 時代に あ]) て は、 生活 を 統御す る 規範 を 失ふ爲 めに、 感受性 強き 
青年が 生活 そのもの に對 して 懐疑 ど 煩悶 に 陷 る は 當然の 事 也 0 

旣に 前章に も 述べた るが 如く  、 悉達 太子 は 宮中の 奥深く 歡樂の 酒に 
浸り 乍ら、 老者を 見て 老の來 るべき に 恐れ、 乃至 死者 を 見て 死の 襲 ふ 
べきに 傈き、 老死 を 結果 ビ して 有する 生の あま り 無意義な るに 悶え 給 
ひぬ。 後期の 佛傳に は 太子 は 父 王の 出家 を 停ま る ベ しビ いふ 勸吿 に對 

し 、 若 し 「後 有 を 有せ ざ る檨に な し 給 ら ば 出家せ ざるべし」 ど宣 へり ビ 
傳ふ。 太子 は又當 時の 一般 信仰た り し 輪廻の 思想に も 脅され、 現實の 
生の 無意 * なる ど、 その 生が 復 永劫の 輪廻の 連鎖なる を 知りて、 この 

生よ り脫 すべき 方法 を 見出さん どて 一沙 門ビな ！) 給へ るな り C 

從て釋 尊の 世相に 對す る 觀察は 深刻に して 精 徹し、 こ の 人生 全體を 
擧げて 大苦蕰 Mahadukkha  khanda) 也ど宣 へり。 されば 佛陀が 弟子 等 
に 說き給 ひ し 世相の 觀察 はも ミ佛陀 がその 求道 中に 實驗し 給 ひたる も 
のに して、 又 同時に 「同一 乘」 に 依って 解脫を 求む る佛 弟子の 修行の 出 
發點な りビ す。 

人生の 實相 は何ぞ や。 曰 く 苦、 &こ、 無常、 無我 也。 又 非常、 不淨、 
無我、 苦 也。 人生 は 苦 惱に滿 ち、 そ らごビ た わご ビ、 まこ ビ あるこ^ 
な し。 有 爲轉變 に して 常住の もの ある こどな く、 人間に は 常一 主宰の 
靈體な く  、 五蘊合 集の 體也。 而し てこの 假 和合の 體は不 淨に満 つ、 こ 
れを 一括して 見れば 人生 は 苦 也。 もビょ り 人間に 樂 なきに 非れ ざ も、 
そ は 時間の 制限 を受く る ものなる が 故に、 換言すれば 無常なる が 故に 
苦 を 引き起す 樂也。 佛 陀は大 苦, 蘊經 に、 

寒暑に 洒 され、 風 熟 蚊 虻に 苦め られ、 

飢 渴に惱 まさる 苦、 

勤め 羼 みて 而も 富 を 得る 能 はざる 苦、 

富 を 得て 水火 王 賊の難 を 恐る 、苦、 

自他 fr 肉の 苦、 
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爭鬪刀 杖の 苦、 
刑罸の 苦、 
老病 死の 苦、 

を 擧げ、 斯 くの 如き 苦が 悉く 樂欲 （Kama) を緣ビ し、 樂 欲に 依る こ^ 
を 明に し、 小 苦蘊經 に は その 樂欲 に 飽満 なき を 以て、 苦惱 ど 絕望 ど が 
その 終極なる を 敎へ給 ふ。 又 分別 鎏諦經 に は、 衆生 身に は 生 老病 死の 
四 苦 あり。 別に 憂 悲苦憂 惱の苦 あり。 求 不得苦 あり。 一括して 五取蘊 
は悉 く 苦な b ど 敎へ又 これに 怨憎會 苦 （AmaniLpasamyoga  dukkha)  ^ 
愛別離苦 （Manapavippayoga  dukkha) ビを加 ふ。 これ 現實の 世相な！ ）。 
若し 又 眼を轉 じて、 生の 依って 來る 所ビ、 その 去る 所 ど を 見れば、 苦 
の 生 は 今 世 一世に 非す、 して 曠 劫の 昔よ ！) 流轉 し、 永劫の 未來に 亘！） て 
この 苦の 生を續 けざる 可から す、。 巴 利、 雜阿含 XVL  i-io に は閻浮 
提州、 總 ての 草 を 細かく 切りて、 その 數ょ り も 無明に 蓋 はれ 渴 愛に 縛 
られし 衆生の 生の 數は 多く  、 大地 を 豆粒 程に して、 その 數ょ り も 輪廻 
の 生 は 多く。 父母 兄弟の 死に 遇 ふて 流せし 淚は、 四 大海 水よ り も 多く、 
その 一人の 呑みし 母の 乳 も、 又 四 大海 水よ b も 多し c 一 劫に 衆生の 一 
人が 重ねし 白骨が、 若し 腐敗せ す' して あらば、 毗富羅 （Vipulla) の 山 
より 高く、 斯く 衆生の 生死 は 無始 也 ど 曰へ り。 斯く の 如く 吾等 は 無始 
生死の 苦を續 けて、 今 世 また 死 魔 （Maccu) の 襲 ふ 所 どなる、 「空に あ 
りても、 海の 中に あり て も 又 山の 洞窟に 入りても、 世に 死 魔に 勝ち得 
. る 所 あるな し」 死 は 人生の 苦の 最大なる もの 也。 人 ど して 死 を 恐れ ざ 
る ものな し。 而も この 死 は 人生の 歸着點 にして 又 生の 出發點 也。 故に 
も し 醉生夢 死の 徒 は 別^ して、 苟も 人生の 實 相に 開眼し 來 らば、 何人 
ビ雖も 頭 燃を拂 ふの 急 を 以て、 解 脫の道 を 求めざる 可から す、。 世尊嘗 
て 人間の 壽 命に 就いて、 王 舍城竹 園に 說 法し 給 ひ し 時、 惡魔顯 はれて 
歌 ふらく。 

人の 壽命 長し。 

善き 人 は そを輕 しめす 'c  . 
乳に 飽 ける 赤子の 如 く 振舞へ か し、 
死の 來る こ ビ なければ な bo 
世 尊 之に 答へ て 歌 ひ 給 はく。 
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人の 壽命 短し O 

善き 人 は そを輕 しむ c 

頭 髮の燃 ゆ る か '如 く 振舞へ か し、 

死の 來ら ぬこビ なければ な り o 

^ 、 前者 はお 識の 世界に して、 後者 は 人生 開眼 者の 世界 也。 斯 くの 如 

く 人生の 實相 に騖 きを 立てた る 人の 前に は? M« の 理想 境聽 よれ 來 る ° 

こ の 人 は 其の 理想の 實 現に 向 ふ 求道の 第一 步 ビ して 、 進んで そ の 百の 

依って 來る所 を 窮めん ビ す。 
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第三 章 世相の 由来、 集諦 

人生に 開眼して、 世相の 實際を 見た る もの は、 進んで 道 を 求む。 そ 
の 人の 理想 は 涅槃の 實 現に して、 第一 着手 は 苦惱の 原因 を 求む るに あ 

])c 而 して この場合、 佛陀成 道の 徑路 は、 その 人の 指針た！）、 又 其の 
徑路に して 、 「同一 乘」 の 意義 茲に存 す。 そ の 人 は 世 尊の 見 給 ひ しが 如 
く  、 苦の 因が これ を 過 古に 取りて 曰へば 業 （Kamma) にあり。 現世に 
取りて 云へば 樂欲 にある を 知る 。卽ち 一括して 曰へば 自身の 心に あり。 
心が 一切の 責任者た る を 知る。 大苦 蘊經に 示されし が 如く  、所有 ゆる 
苦 は樂欲 （Kama) を緣^ し、 樂 欲に 依り 、 この 樂 欲に 飽満な きが 故に 
人生に 苦惱^ 絕望^ あり。 而し てこの 樂欲ビ は 吾人の 肉體 上の 五 欲 を 
指し、 可愛の 色聲香 * 觸を 對象ビ して 貪ビ なりて 發 露し、 不可 愛の 色 
罄香 * 觸を 對象ビ して は瞋ど して 現 はる。 若し 又 この 樂欲を 更に 根本 
的に 還元して 見れば 渴愛 （Tanha) 也。 卽ち 意欲 是れ 也。 この 意欲 は自 
己の 存在の 永續を 欲す る もの ビ して、 有 欲 （Bhava ね nha) ビ して 顯 はれ 
そ の 生存が 殊勝な らんこ ど を 欲して、 殊勝 有 欲 （Vibhava ね nha) ビ して 
顯 はれ、 色 等の 五 境に 對 して 樂欲 (Kama) 卽ち欲 愛 (Kamatenha} ど し 
て顯 はる。 三者 は 表現の 方面に 於て 異れざ も、 その 源 は 一にして、 生 
きんどす る 意欲 を 指 して 曰 ふ 也。 こ の 意欲 は 吾人の 存在 ビ根を 同 ふす 
る 最も 根本的なる ものにして、 その 活動が 盲目的 なれば、 その 盲目的 
の 方面よ り して 之 を 無明 どい ふ。 故に 人生の 一切の 不幸 苦惱 は、 之 を 
欲の 方面よ り 曰へば 渴愛を 根源^ し、 その 渴 愛が 盲目的に して 起る ベ 
からざる に 起る 方面よ り 曰へば、 無明 を 根源 ビすど 云 ふべ し。 更に 詳 
說 すれば、 吾人に は 生きん ビ する 盲目的なる 意欲 あ ！） て、 この 意欲よ 
b して、 計すべからざる に 計し、 執すべからざる に 執し、 種々 の煩惱 
を 生じ 人生の 苦惱を 惹起す る 也。 之 を 現在 世に 取りて 曰へば 一切 諸 法 
無我な る に 我 を 計 しぶ 我 所な き に 我 所 ど 計し、 無常なる に 常 ど 計 し、 
不淨な る に淨ど 計 し、 苦な る に樂ビ 計す。 こ の顦 倒の 妄見は 皆 生 き ん 
どす る 意欲が 盲目に して 睿智の 指導な きょ ！) 發露 する ものにして、 こ 
れに 依て 種々 の惡德 煩惱を 生じ、 その 煩惱に 依りて 苦 惱を受 く る 也。 
又 之れ を 因果 關係 よ り 見れば 不淨 無常の 人生 は、 他 作 自受に 非す して、 
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自作 自受 也。 卽ち 前生の 業の 成受 する 所に して、 その 責任 は 前生の 中 
心 生 觀が負 ふべき もの 也。 故に 今生の 苦惱は 前生の 惡 業の 結果に して 
又 今生の 意欲の 生やる 所 也。 されば 何れよ りする も、 無明 を內 容^す 
る 渴 愛が 我等の 苦惱の 根源た る を 知 る ベ し。 

今 此の 渴 愛が 如何に、 又 如何な る 煩惱ビ して 顯 はれ 來 るか を 見れば、 
先づ 最も 根本的なる もの は 貪 瞋癡の 三 也。 貪 は 可愛の 境 を 貪 求し、 瞋 

は 不可 愛の 境 を 嫌 厭す る 也。 共に 愛欲 (Kamatanha) が 境 を 異に して 顯 
はれた る もの 也。 痴は妄 味に して 境に 迷 ひ、 決斷 なき こ ど にて 智慧の 
指導な き 渴 愛の一 方面な り o こ の 貪 瞋痴は 不善 根 （Akusalamma) ビ 曰 
はれ 一切 不善の 根本な！ )o 五 逆 十惡皆 これよ 1>  起る が 故 也。 ：： の 三 毒 
は 又 種々 の對 境に 應 じて 異 れる惡 德煩惱 どなる。 卽ち 
五 蓋^な り。 
六 又は 七 隨眠ど な り 、 
十煩惱 (根本） どなり、 
五 下 分 結、 五上 分 結の 十 結 ど な り 、 
十六 心 垢 等^なる。 
これ 等 は 皆無 明 を 內容ビ する 渴愛 が、 對 象に 應 じて 顯 はる 、心理 作用 
を、 便宜に 從 つて 分類せ しものに して 互に 相 交錯す。 佛陀 のこれ を說 
き 給 ふや、 對 機の 智眼を 開き、 その 修道に 便な ら しめん どな し 給 ひし 
也。 今 これ 等の 惡德 を列擧 せん。 
I 三 毒 li visa  ： 
1 貪 Riiga 
2     K  Dosa 
3 痴 Moha 

II 五 蓋 （障） Panca  nivarana  ： 
Kamachanda 
Vyahada 
llilnamiddha 
Uddhacchakukkuccha 
5 疑 Vicikicchil 
HI 六 （七） 結 Cha  (Satta)  Sannojana 


欲恚眠 K 

貪 瞋 惽 掉 
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1 貪 R' お a 


'欲 貪 Kamaraga 


有 貪 Bhavaraga' 

Wk  Patigha  

慢 ' Mana  *  

挺 明 Avijja   '… 

見 Ditthi  **  


(七 結に 嫉 Iss も Macchariya を 加へ て 九 結 ビ云ふ ）。 
1 慢 MSna 
2 過慢 Atim'-'na 
3 慢過慢 Manatimana 
七慢 《4 我慢 Asmimana 
5 增上慢 Abhimana 
o 卑"] 、慢 Unamana 
7 邪 慢 Micchamana 
'1 有 身 ^  Sakkayaditthi 
2 邊見 Antagaha  ditthi 
五 利 使 1 3 邪見 Miccha  ditthi 

4 昆取見 Ditthi  paramasa 
o 戒禁取 見 ^Ilabbataparamasa 
IV 十 結 Dasa  sailfiojana 

/1 身昆 bakkaya  ditthi 
2 疑 Vicikiccha 
五 下 分 結 3 戒取 Siliibbataparamasa 
4 欲 貪 Knmaraga 
5    pi  Patigha 
G 色 貪 Ruparaga 
7 無色 貪 Aruparaga 
洁 1 8 慢 Miim 

9 掉擧 Uddhacca 
10 無明 Aviiia 
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V 十六 心 招 Solasa  cittassa  Upakilesa, 
1 不法 欲 Abhii  j  avisamalobha  2 


3 忿 Kodha 

5 覆 JVIakkha 

7 嫉 Issa 

9  M  Maya 

11 剛腹 (頑固） Thamblia 

13 慢 Mana 

16 放逸 Pamada 

この 外 
無惭 Ahirika 

塞  Vihimsa 
懶惰 Alasya 
散亂 Vikkhepa 
惡作 Kukkuccha 
催眠 Tandi 
僞善 Ko^^ina 


(ィ） 

隨 Vvapada 
恨 Upanaha 
自負 （惱） Pafea 
慳 Macchariya 
10    %l  Satheyya 
12 報復 心 S^ambha 
15 橋 Mada 

14 過慢 (Atimana) 


舰惟 Anottappa 
不信 Asaddha 
懈怠 Kusita 
掉擧 Uddhacca 
惽沈 Thina 
睡眠 Middha 
失念 Mutthasati 


饒舌 Lapana 

(ィ） 17  Vatthufama  s. 同 本 中 阿 第 九 三 經水淨 梵志經 に 出づ。 
等の 目 あり。 

後世 斯く の 如き 煩惱の 分類 を 整理し 分類し、 二れ を 心 所 Cetasika^ 
呼びて 一々 を實體 ある もの^せし は、 有 部宗に して その 大成 を 見た る 

は俱合 論な b ど す 0 上座 部 系の 南方 佛敎又 その 法聚 Dhamma  SanS"hani 

に、 心 所^ しての 煩 惱の名 を 列ね たり o 今對 照せ は 左の 如 し c 
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-肩       Maha  (Dullness; 


M-'^i    Ahirika  ('Impudence) 


愧 Anattappa  (Recklessness) 


掉擧 Uddhacca  (Distraction) 


、貪 Lobha  (Greed) 


掉擧 J 


無慚 if 壬 
無大 


、惡黾 Ditthi     (Error,  Opirion) 


慢       Mana  (Conceit) 


HI       Dosa  (Hate) 


無 愧'. / 
掉 擧' 
惽 沈 


、嫉 Issa  (Envy) 


'f 堅       Macchanya  (selfishness) 


,惡 作 Kukkucca  (Worry) 


惽沈 Thina  (Sloth) 


'眠 Middha  (Torpor) 


疑       Vicikiccha  (Perplexity) 


Dhamma  san^hani 


俱舍 論 
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この 表に 依て 知らる 、如く  、上座 部 系の 分類 は、 有 部 系の それの 如 
く 精密なら す'。 これ 有 部が 經 部よ り も 論 部に 重き を 置き、 宗敎ど して 

よ ！) は 哲學ミ して 發 達した るに 依り、 斯 くの 如く 分析 を 主 ど して 繁鎖 
に 流れ、 その 結果 ど して 三 不善 根の 貪瞋を 不定 地 法に 列 した る か '如 き 、 
純理 的に して 正確 なれ ざ も、 宗敎の 境地 を 遠 かる もの どなれり。 

これ を 要す る に 、 一切の 惡德煩 惱は貪 瞋痴三 毒の 變 化に して 、 貪隨 
痴は を內 容^す る 渴愛を 本^す。 茲に 於て 苦惱を 離脫 せん^す る 
行者 は、 習學ビ 蟬定ビ に 依！）、 智慧 を 硏き渴 愛の 內容 無明 を 明に せ ざ 

るべ からざる ど 共に 、 不合理な る 意欲 そのもの を滅せ ざ る 可 か ら す' c 

試に 佛 弟子に 就いて そ の修證 の實驗 を 見る に 皆 この 涡愛 を 問題^す。 

VasittM 比丘尼が、 「我れ は 諸の 憂の 源 を 知れり」 ど いふ は 渴愛を 指し、 
Mudita 比丘 は 「我れ 愛の 箭を拔 かす、 して は 食 はじ 飮ま じ 精舍を 出で じ 
脇 をつ けて 臥す る こビ もな さじ」^ 歌 ひ、 Rshula は 「諸 欲に 盲へ たる 
輩 は、 邪 網に S はれ、 愛の 蓋に 複 はれ、 放逸の 縛に 縛 せらる、 怆も筌 
の 中の 魚の 如し。 我れ はこの 欲 を 捨て、 魔の 縳を 解き 愛 を 根本よ り拔 
きて、 我れ は淸凉 寂靜^ なれり」 ^歌 ひ、 その他、 「愛の 網 を 破れり」 
ど 云 ひ 「愛盡 （Tanhakhaya) に 達せ！)」 ど 云 ひ、 Dhammapada の 成道偈 

及び 上座 偈 v.  IS4 に は、 「屋ェ よ、 汝は今 見出さる」 ど 云 ふ も 愛 を 指 
して 云 ふ 也。 又 上座 偈 v.  663 には涡 愛 を 生の 織工 (Sibbani) ど 呼べり。 
斯 くの 如く、 屋ェ 又は 生の 織工 を 見出し、 その 屋ェ 又は 生の 織工 を滅 
盡 せる 人 を 阿羅漢^ 云 ふ。 

然し 乍ら 愛 盡ビは 抑 も 何 を 意 * する か。 根本 佛敎 にあ りて は、 簡^ 
に 渴愛卽 ち 意欲 を滅 せよ ビ敎 ふれ ざ も 、 意欲 は 果して 云 ふが 如 く 滅し 
得る ものなる か。 この 問題の 解答の 如何によ りて、 大乘小 乘の別 を 王 
じ來れ りビ 見る こビ もな し 得べ し。 思 ふに 意欲 は、 個人 主體の 內存的 
力なれば 滅し 得る ものに 非す-、 又滅 すべき ものに も 非す '。 滅し 了れば 
個體の 存在 もな く  、又證 悟 そのもの も、 亦 意義な きもの どなるべし、 
释尊は ひたすら 道行に 急 なれ ど 勸め給 ひしょ り 、 あま り 深く 此の 問題 
に 觸れ紿 はす '。 佛敎圑 の 比丘、 比丘尼 又 簡犟に 、 愛の 箭を拔 き 愛の 網 

を 破り 愛盡に 達せ b  ^表現せ りビ雖 も、 その 表現 は 未た' 表現し 盡さ い 
る ものな!） し 也。 故に 释尊滅 後の 敎徒 は、 無我の 敎を 文字通りに 解す 
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る ど 共に、 渴 愛の 滅盡も 文字通り に 主張し、 その 結果 敎理ビ して は、 
灰 身 滅智の 空 無なる 涅槃 を 生み出し、 宗敎 生活^して は、 固定した る 
消極的 沒情 主義 ど な る に 至れり o 然れ共 こ れは 根本 佛敎の 表現 し 足 ら 

ざり し を、 表現す る を 要せ ざり しが 故に 表現せ ざ！) し を、 敎理^ して 
固定せ しめたる ものに して、 釋尊 及び 佛 弟子の 眞 意に 非す'。 從て 後世 
大乘敎 に 入りて 佛 身の 考察 ど 相 並んで、 無我 論 はー轉 して 佛性論 どな 
b 、 渴 愛の 絕 滅は渴 愛の 淨化ど な b  、 甞て 個體の 存在 を 希求せ し 意欲 
は、 度 衆生の 大 菩提心 ど して 復活し 求れ る 也。 

更に 吾人 は 十二 因緣に 立ち 戾 りて 今一 應渴 愛^ 無明 ビの關 係 を 調 
ベ、 進んで 根本 佛敎の 主観主義 を 見、 大乘敎 ど の 關係を 尋ねん ビす。 

十二 緣起は 吾人 眼 fl の 事象が 如何 樣に斯 く の 如 く 開展 し來れ るか を 
硏究 せる 結果 也。 

老^  (J  aramarana) 今 吾人の 眼前に あ り て 最も 强 く 吾人 を 脅かす も 
の は 老死 也。 茲に 老死 を擧 げたる は、 その 最も 强き もの を擧げ て、 病 
(Vyadhi)^ 愁 （Soka) 、 悲 （Parideva) 、 苦 （Dukkha) 、 憂 （Domanassa) 、 
惱 （Up^^sa) 等 を 含蓄せ しめし ものな！ )。 

生 （ 1ぉ） 而し てこの 老死 等の 苦惱 ある は、 云 ふ 迄 もな く 吾人の 
生 あるか' 故 也。 事物 は 瞬間 も 同一の 狀態 にあるべき ものに 非れば 生 は 
旣に 老死 を 合んで 老死の 始也。 

有 （Bhava) 今 この 生に 幾何の 種類 あるか を驗 すれば、 欲 界の生 
(欲 有）、 色 界の生 (色 有）、 無色 界の生 (無色 有） あり。 故に 今 この 生 を 
存在 ご 云 ふ 念に 入れて 有 ど いふ。 

取 （Upad^a) 然 らば、 その 存在の 因 は何ぞ や、 曰 く 取 着 也。 取 
着の 心より 作業 をな し、 作業 生存 を 生じ 來る。 

愛 （Tanha) 取 着す る は、 そのもの を 貪 求卽ち 愛する よ ！) 來る。 
今 S に 愛 ビ曰ふ は 根本の 谒 愛に 非す' して 意欲が 欲 愛 （K^natanha) ど し 
て顯 はれた る を 曰 ふ。 巴 利 中 阿 含 正 見 經には 「愛 ビは六 境に 對 する 愛 
な！)」 ど 曰へ る は その 經證 なり。 

受 （Vedana) 斯 くの 如く 對境を 貪 求す る は知覺 (受） に 依 りて、 そ 
の對 境の 如何なる ものなる か を 認知す るに 依る。 

觸 （Phassa) 知覺 は感覺 より 起る。 
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六處 （Sal^atana) 感覺は 眼 耳鼻 舌 身 意の 心理的 機能 ある に 依る 0 
名 色 （NamarGpa) そ の 心理的 機能 は 吾人の 心身 を 構成す る五蘊 

あるに 依る。 名 は受、 想、 思、 觸、 作意の 精神 作用 を 云 ふ。 色 は四大 

ど 四大を 以て 構 戌した る 色 をい ふ。 名 色は卽 ち五蘊 也。 
識 （Vhlilfum) 五蘊 は自覺 意識に 依て 統一せ られ、 自覺 意識に 統 

—せらる 、が 故に 五蘊 和合の 身 を 成す。 この 統一 作用 ある 自覺 意識 を 

識^ いふ o 

行 （Sankhara) 自覺 意識 は 中心に 我 どい ふ 意志 あるに 依る。 行ビ 
いふ は その 我 意識な り。 

無明 （Avijja) 我ビ いふ 中心 意志に は 盲目的に 生きん^ する 意欲 
ありて、 その 中軸 ビ なる。 今 その 意欲の 盲目的 方面 を顯 はして 無明^ 
いひ、 これ を染緣 起の 原初 どなす。 されば 茲に 無明 ビ いふ 中には、 そ 
の 生きん^ する 意欲^ しての 愛、 卽ち有 愛 (Bhavatanha) を 合む。 

十二 因緣に 就いては 古 令 その 說明法 多し、 或は これ を 三世 兩 重の 因 
果^ £ 解し、 又は 胎生 學的說 明 を 加 ふ。 もビ より これらの 說 明の 不可能 
なる に は 非 ざれ ざ も 吾人 は茲に 心理的 說明を 取る を 最も 妥當な ！） ビ信 
す。 而し てこの 十二 緣 起の 說 明に 於て 最も 困難 を 感ャる は、 愛^ 行^ 
無明 ビの關 f 系 也。 今茲 にて は受に 依って 起る 愛 を 欲 愛 （KAmatanha) ビ 
解釋 し 、 根本的 意欲 を 無明 に攝 したる もの^ 見て 說明 したれ ざ も 行 に 
至って は 最も 說 明の 困難 を感 す、。 抑 も 行 は Sankhara 卽ち 集成 （aggre- 
gation) の義 にして 集成した る もの 卽ち 物體を 指す。 諸行無常 （Anicca 
vata  Sankhara)  ^いふ 「行」 これ 也。 次に 身 語意の 三行^い ふ 時 は、 業 
(Karma) の 意味 を 有すれ ざ も、 倚 精確に 云へば 斯 くの 如き 善 惡の身 語 

意 業 を 作る 心狀態 卽ち 意志 を 指す もの ビ 見る を妥當 どすべし。 福 行 、 
非 福 行、 不動 行、 (Pufifiasanknara，  Apunnasankhara,  Anenjasankhara) 
ど いふ 時 も 亦 これに 同じ o 次に 五蘊卽 ち 色 受想行 識の行 は倶舍 論に 依 
れば受 想の 二心 所 を 除きた る 他の 心 所 を 指す もの どなされ たれ ざ も、 
-已 利雜阿 合 XXII.  56,57 に 依れば、 六 思 身、 卽ち 思な りビ せり 。思 ビ 
は思盧 決定に して 吾人の 中心 生觀の 動作 を 云 ふ。 然 らば この 思 を 何が 
故に 行 どい ふか どい ふに、 行 は 先に 說く が 如く  、 集成の 義 なれば 吾人 
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の 意識 活動 を 集成し 統一す る 力 ど して 意志 卽ち思 を斯く 名け し 也。 故 
に 吾人 は 今 行 を 上に 出せし 意義 を 有する もの ど 解して、 意識 活動 を 集 

成 統一す る 力た る 意志^ 解釋 せ!^ 

この 十二 緣起を 他の 形に て顯 はせ し は、 巴 利 雜阿含 XII  66. 漢譯雜 
阿 含 十二 卷九經 に して、 老死 は 依 身 (Upadhi) 卽ち有 あるに 依り、 依 身 
は渴愛 あるに 依り 、 渴愛は 可愛の 六 境に 向って 發 露す るが 故に、 今 可 
愛の 六 境 を 無常 苦 無我 病畏ど 見れば、 渴愛 止み 依 身 を受く るな く、 從 
つて 老死 等の 苦な しビ說 け! )。 對境を 無常 等 ど 見る ど は、 睿智 を 以て、 
渴 愛の 內 容を變 じ、 淨 化する 事に 外な ら す'。 

されば 斯の如 く 十二 緣起を 心理 學 的に 見 來れば 一切 現象の 根 原 は 盲 
目的なる 意志 活動 也。 この 思想 を 最も 簡犟に 現 はす は、 法 句 （Dham- 
mapada) の 第一 偈 第二 偈 也。 

諸 法 は 心に 導かれ 心に 統べられ 心に 作らる 、 
若し 汚れた る 心 を 以て 言 ひ 且つ 行 ひなば 
苦の 彼に 隨ふ こ ^車輪の 挽 く 人の 跡に 隨 ふが 如 し。 （v.  i) 
諸 法 は 心に 導かれ 心に 統べられ、 心に 作らる 、 
若 し淨 き 心に て 言 ひ 且つ 行 ひ な ば 、 
樂の 彼に 從ふ こど 影の 形 を 離れざる が 如し。 （v.  ii) 
又 巴 利雜阿 合に 曰く  、 

世間 は 心に 依て 導かれ、 心に 依って 惱 まされ 心の 頟 域に 行 く  。  （S 
IV.  i86) 

比丘 等よ この 人間 は 心の 所作 也。 (A.  X  208) 
諸 法 は 心 を本ビ し、 心に 作らる 、 一切 諸 法 は 心所變 也。 故に 心 不淨な 
れば對 境 も 不淨、 心淨 なれば 對境 も淨な ！)。 此に 於て 問題 は 外 境 を 如 
何に せんに 非す' して 心 を 轉換す るに あり。 「自淨 其 意是諸 佛敎」 ビ いふ 
もの、 蓋 し佛 敎を最 も 簡明 に顯 はす ものにして、 後世 こ の 思想 を 受け 
て、 無 着、 世 親の 多元的 唯心論^ な り 。起 信 論の 一元的 唯心論 ど な り 、 
華嚴經 の、 三界 唯一 心、 心外 無 別法 ど な!) 心淨國 土淨、 或は 一人 成佛 
草木 國土 悉皆 成佛 等の 大乘敎 の 所談を 見る に 至れる 也。 要は 人間の 苦 
惱が 心に 源 を 有し 心よ り 起る が 故に、 宗敎ビ しての 問題 はこの 心 を 如 
何すべき やに ある を 示す ものな り。 
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以上 吾人 は 人間の 苦惱 は、 無明 を 內容ビ する 渴 愛の 所作に して、 此 

の^ 愛よ り 一切の 惡德 煩惱の 生やる を 見た! )。 而 して 吾人の 修道 は そ 

の煩惱 （渴愛 を 含みて） を斷 す' るに あ る を 知れ り o 然し その 煩 惱を斷 す 

る ど は 如何な る 意味な b や。 こ の 問題 は、 佛陀の 高唱せ られし 無我 論 
及佛陀 所證の 涅槃に 關 する 考察の 如何に 依って そ の 解決 を 異に し、 佛 
滅 後の 所謂 小 乘敎徒 は 字義 通りに、 解释 して、 煩 惱を斷 じて 灰 身滅智 
の 涅槃 を 得 ど 解し、 篚樹を 始祖 ビ する 大乘敎 は渴愛 を淨化 して 涅槃 を 
得る こビ卽 ち不斷 煩惱得 涅槃 ビ 解せ?)。 吾人 は释 尊の 敎理 の當 然の歸 
結が 大乘的 解決に 入る ベ き を 暗示せ しが こ の 問題 は 次 節 に 入 ！） て 更に 
論す' る 所 あるべし。 
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第 四 章 理想 境、 滅諦 


佛敎 徒の 終極の 理想 は、 云 ふ 迄 もな く涅盤 (Nibbana) の實現 也。 こ の 
涅槃 どい ふ は煩惱 （Kilesa) の滅盡 せる 側よ り顯は し、 婆伽梵 歌の 梵涅 
槃 （Bmhrna  nirvana) に當 る。 煩惱 を滅盡 せる ものが、 外界の 繼縳ょ ！） 
離脫 する 方面よ り 之 を解脫 (Vimokkha) ど 云 ひ、 優 波 尼 沙土も 之 を 解 
脫^ 云 ふ。 又 この 境地に 入れる 人が 淸 澄の 主觀ど 透徹せ る 睿智 を 有す 
るよ り して、 これ を 菩提 （Bodhi) 卽ち覺 ど 云 ふ。 優 波尼沙 土の 梵智我 
智 （Brahma-vidya，  atma-vidya) に當 る。 されば 涅槃の 內容を 要約して 
曰へば、 煩惱 を滅盡 し 終 り 、 一切 外界の 繼 縛よ り離脫 し、 透徹せ る 春 
智の 生せ し 境地な り ど いふ を 得べ し。 然 らば この 境地 を 如何に して 實 
現すべき かビ 曰へば、 曰く  、貪 瞋痴の 三 毒を滅 する 也。 舍利弗 はー異 
學の 問に 對 して、 「涅槃 ど は 貪の 滅、 瞋 の滅、 痴の滅 なり」 ビ敎 ゆ。 E 
に 根本に 進んで 曰へば 渴 愛の 滅 也。 涡 愛の 滅 （TanhiiyavippaMnaiii) ど 

は 前節に 云 ふが 如く  、 我 他 彼此の 差別の 兒に囚 はる 、迷妄 锂に、 個別 
的に 生きん どす る 意欲 を淨 化して、 我 ど 我 所 ど を 離れて 任 運 自爾の 生 
活に 入る こど 也。 釋尊之 を 先づ體 得し 佛 弟子 亦 之 を身證 せ！ )。 この 境 
地は說 くべき の 境地に 非す' して、 身證 すべき 境地なる が 故に、 經典中 
この 涅槃に 就いて 積極的に 分明に 說 かれた る 個所な し。 巴 利 雜阿含 (S. 
XL  III  12-44) に は 涅槃の 異名 ど して、 

無爲 Asankha ね.  終邊 Anta, 


無 漏 Anasava. 
彼岸 Param. 


難 ^  ^ududdasam. 
堅固 Dhuva. 
無顯示 Anidassanam 


寂靜 Santam. 
甘美 Panitam. 
安隱 Khema. 


布;^  Acchanya. 
無禍 Anltika. 


M  。acca. 

微妙 Nipunam. 

無 老衰 Ajajjara. 

不 fi  Apalokitam. 

無停滯 Nippapanca. 

不死 Amatam. 

吉祥 Sivam. 

愛盡 lanhakhaya. 

無 有 Abbhuta. 

無 ま も、 法 Anitikadhamma. 
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無病 Avyapajja. 
淸淨 Suddhi. 
無住 星 (無欲） Analaya. 
避難所 Lena. 
歸依所 Saranam. 
を 擧げ、 Udana  7 ふ に は、 


離 貫 Virago. 

解脫 Mutti. 

島 Dipa. 

渡 し 場 Tanam. 

終極 所 Parayana. 


無 生 ^jatam. 
無爲 Akatam. 


無 有 Abhutam. 
挺 作 Asankhatam. 


の 名を擧 く、 猶錫蘭 所 傅の 巴 利 語彙 （AbhidMnapadipika) に は、 


消滅 Nibbutiyi  - 

を 加 ふ。 吾人 は これらの 異名 列 擧に依 b て、 多少 その 境地 を髡髴 する 
を 得ビ雖 も、 進んで その 內容を 知らん どせば、 佛陀成 道 後の 生活 及び 
諸 阿羅漢の 生活 を 知 ら ざる ベ か らす。 而 して 此の 佛陀及 諸 阿羅漢の 具 
體的 生活 を 知らん 事 は 頗る 難事 なれ ざ も 吾人 は 之れ を 要約して 左の 如 

く 云 ふ を 得べ しど 信す '。 

I.  » 定に 住して 心 淸淨、 

II.  生死に 住して 生死に 驚か や、 

III.  彼我の 見なく 一切衆生 を 包容す。 

I. 定は 涅槃 に 至 るべき 睿智 を 得 る 方便な る ど 共に 、 又 應果の 人の 
樂也。 佛陀は 七日 七夜 禪定に 入りて 他 を 忘れて 定 生の 樂を得 ど 語り、 

伊車那 伽羅 村 (Icchiinangala) にて、 三月 衆 を 返け て 出入 息の 禪定に 入 
b  、 阿 兜 摩 村 (Atuma) にて 大 雷雨の 中に、 « 定に 入りて 何事 も 知ら や 

ど宣 ふ。 佛陀及 諸 阿羅漢 は 所謂 「靜 かなる 心の 所有者」 に して、 行 注 坐 
臥 常に 臟定を 離れす、 心 をー點 に 集 巾し （Ekagga ね） 、 寂靜に して 五 根 
を 守る ビ雖 も. 又 特に 日中 後に 禪定に 入！) 給 ふ を 常 どす。 舍利 弗佛陀 
に *  b しに そ の 顔色 特に 悅豫 也。 佛陀 何故に 然 る やど 問 ひ 給 ふ に S 定 


4h£^  Arupam. 

不滅 Akkharam. 

完 】 人 evalam. 

舰死 Accutam. 

瑜 伽安隱 Yogakkhema. 


無邊 Anantam. 
無 輪廻 Vivattam. 
離 群 Apavagga. 
足 Padam. 

無作界 Asankhatadhatu. 
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に 入れる が: ^めに ビ答 ふ。 佛 弟子 は 偶々 病に 犯さ る 、事 ある も定カ 
に 依って その 痛苦に 堪えて 之を醫 し、 飢渴に 遇 ふ も定 力に 依て 之 を 忘 
る。 其の 定を 分類して いへば、 四禪 也。 初禪は 有尋有 伺の 靜慮 にして 
遠 離よ り 生す' る 喜樂を * ひ、 第二 禪に 進みて その 尋伺 を靜 め、 定ょ り 
生す' る 喜樂を 得、 三禪に 入りて 如上の 荒き 喜悅を 捨て 正 心 正 念に 安樂 
に 住し、 四禪に 進みて、 不苦不 樂の捨 念 淸淨に 住す。 この 境地に 至れ 
ば 心 は 何等の 外物に 囚 はる 、事な く  、 それ 自らに て 充足し、 「靜 寂淸淨 
透明に して 欲 を 離れ、 汚 を 捨て 從 順にて 何時 にても 働く 用意 あり。 何 
物に も 煩 はさる 、事な し。 彼の 身體は 淸淨ど 透明の 感に 満たされて 住 
す、 猶 全身 白淨の 衣に 包ま る 、が 如し」 猶 比丘 は 進んで 空 無 邊處、 識 

無 邊處、 無 所有 處、 非 想 非々 想 處を經 て 想 受滅定 （Saflfia  vedayita 
nirodha) に 進む。 佛陀は その 入滅に 先って、 この 九定に 出入して 後、 
涅槃に 入り 給 ひ、 舍利弗 は 定の入 住 出に 巧みに して、 瞬時 も 心 を 支配 
して 心の 支配 を 受けす どい ふ。 凡 位の 比丘 は その 修道 ど して 禪定 を修 
すれ ざ も、 果 上の 人 は果 位の 樂^ して 定に 住し 自在に 心 淸淨を 得る 也 o 
II- 生死に 住して 生死に 驚かす '。 生死 は 人生に ありて は 必然の こビ 

なり。 この 必然が 人間に ど ！） て 苦惱^ なる は その 心の この 必然に 對す 
る 態度に 依る。 吾等 は旣に 問題 は 外 境に 非す、 して、 心の 依 着に ある こ 
ど を 知れり。 「依 着 あ!） て 動亂ぁ 1)、 依 着なければ 動亂な し。 動亂な 
ければ 寂靜、 寂靜 なれば 樂な し。 樂 なければ 來 往な し。 * 往なければ 
死生な し。 死生なければ 此の世 彼の 世な し。 是れ 苦の 終邊 なり」 。この 
依 着な き 人 は 心 平 かなる 故に、 世の 實相を 諦観し、 苦 空 無常 無我の 理 
に 通じ、 從て 生死に 處 して 生死に 驚かす、、 苦難に 遇うて 苦難に 破られ 

す 任 運 自爾の 生活 をな す c 巴 利 本事經 (Iti-vuttaka.  44 に、 所謂 その 
「五 根亂 されす'、 可愛 非 愛 を 受け、 苦樂を 感じて しかも 貪瞋 痴の滅 した 

る 境」 ^いふ はこの 境に して、 巴 利 雜阿含 XII.  55. に 曰く、  「斯 くの 
如き 人 は 苦 生す' れば 生じたり ど 見、 苦滅 すれば 滅 したり ど 見て、 二れ 

に 拘泥せ す'、 之に 疑惑せ す'、 他に 依賴 せす' して 自ら 知る、 之 を 正 見の 
人 ど 曰 ふ」 ビ。 同じく 巴 利 雜阿含 XXII.  55. に 曰く、  「多 聞の 人聖 弟子 

は 聖法を 知！) 鎏 法に 通じて 色 等 五蘊を 我^ 見す'、 又 その 無常 を 知！) 斯 

くして その 驚く に 足らざる に 驚かす-、 我 あらざる に 非す' や 我 將來ぁ ら 
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ざるに 非す' やど 驚か や」 ど。 巴 利 雜阿含 XXXVI.  6. に 曰 く  、  「願 は し 
き 事に も 心 を 動かさす-、 厭 ふべき ご ど に も激 せす、 此 等に 順 はす、 又 逆 
はや、 之 を 破らす' 又滅 せす'、 汚れな く 憂な き 道 を 知りて、 自 ら 彼岸に 
至り し を 知 了す」 ^c 身體 ある 限り 寒暑 蚊 虻 飢渴病 老の苦 を 免が る、 
を 得す、 ど雖 も、 果 上の 人 は これら の 苦に 逆 はす、、 又 五 St の 樂を逐 はす'、 
從 つて 身 苦を感 す' る も 心 苦 を 解脫す る 也。 佛陀は Baggha の Nakula- 
pita が 老いて 多病なる に對 し、 身 は 病む ど も 心 は 病むな ビ敎へ 給 ひ、 
舍利弗 之 を布演 して 「五蘊 を 我々 所 ど 見れば その 變化 によ り て心惱 む、 
これ 心の 病。 五蘊を 我々 所ビ見 ざれば、 その 變 化に 遇 ふ も心惱 ます'、 
これ 心の 無病」 。ビ曰 ひし はこの 消息 を 語る もの 也。 

この 境地に 遊ぶ 比丘に は、 過 古は逐 ふべき ものに 非す'、 未 來は希 ふ 
べき ものに 非す '。 たか 現在に 滿 足して 法の 諦觀を 事 どす。 
過 古 を逐は ざれ、  未來を 待た ざれ o 


過 古 は 過ぎ去り 

た 、、、ひたすらに 

打ち勝れ す' 打ち 動かされす 'o 

今日 熱心に なすべき をな せ、 

か く て 死 魔の 大 軍の 

かく 熱心に 徺 まや 

『善き 一夜』^ 


未來は 達せ らる ゝこビ なし。 
現在の 法 を止觀 すべし。 
そ を （如實 に） 知りて 增 長せ よ。 
誰か 明日 死; す る を 知らん や。 

禍な かる 可ければ な bo 

日夜に 住する を 

善き 牟尼等 は說き 給へ り。 


か く 過 古 未來に 心を勞 せす' 現在 安住 を事ビ す る が&に 心勞な し。 先に 
引用せ るが 如 く  、一天 使釋 尊に 「森に 住する 靜 寂の 苦行者 は 只 一食 を 食 
する のみに て 如何に その 顔色の 悅豫 なるや」 ど 問 ふ。 佛陀、 「過 古に 悲 
ま す'、 未來に 焦燥せ す 只 現在の 事の みに て 身心 を 支持す る が 故に 然 り」 
ど 答へ 給 ふ。 か く 現在に 安住 して 、 彼等 は 法 を 重ん じ 、 師を 重ん じ 、 
僧伽 を 重んじ、 敬虔の 生活 をな すど雖 も、 未 來は旣 に その 問題に 非 ざ 

る 故に、 惡業も 功德も その 要な し。 法 句 (Dhammapada)  v.  412 に 曰 
く    （Dhp.  A 】I.  p.  200) 

此處に 福 業 も 罪業 も 
共に （脫れ て） 著 を 伏し 
憂な く 汚な く淸淨 なる. もの 
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この 人 を 婆羅門^い ふ C 
ビ。 宗敎の 第一義の ffi 界に は、 善惡、 禍福、 功德無 功德の 差別な し。 
寒 求れば 寒 殺し、 熟 來れば 熟 殺し、 生死に 處 して 生死に 逆 はや、 任 運 
法爾の 生活 をな す。 之を果 位の 人の 生活 ビす。 

然れ ざも此 人の 生活 は、 冷酷なる 沒 情の 生活に 非す、 して、 悲心 
十 方 を 蓋 ふ 情熱の 生活 也。 これ 吾人が 旣に、 煩 惱を滅 する ビ いふ は 字 

義通 り の 斷滅に 非す、 して 其淨 化な ！）^ 曰 ひ し 所以 也。 成 情 を 殺せ し枯 
木 寒 巖の冷 かな る 生活に 非す、 して 豊淳 なる 情熱の 淸 く 迸 出す る 生活 也。 
この 事 は 佛陀か '比丘 を 傅 道に 遣 は し 給 ふ 時、 又は 經法 を附屬 し 給 ふ 
時、 「衆生の 慈み のた め、 衆生の 安樂の ため、 世界の 愛憐の ため、 人 天 
の 幸福の 爲め」 ど宣ふ にても 知られ、 又佛 弟子が 身命 を 捨て、 佛陀に 
歸投 する もの、 その 智慧の 偉大なる を 感激す る點も あれ ざ も、 殊に 其 
師生ビ しての 慈悲 同情に 打 たれし 爲な る にても 知らる ベ し 。「如 來佛陀 
の— 切 有 til の 愛憐 (】3uddhassa  Tathagatassa  ^abbabhutanukampi ) ^ レ、 
ひ、 「彼れ 有 眼 者 は 慈悲 を 垂れて 我が 爲 めに 法を說 きぬ」^ いふ もの、 
これにして 自ら 道 を 悟り し 以上、 一切衆生 又 皆 この ー乘 道に 依りて 證 
悟し 得へ' し^の 信 知よ り、 一代 四十 五 年の 說法 あ！）、 故に その 說法は 
慈悲の 活動に して、 この 慈悲 は 「憂 を斷 ちし 人の 憂に 沈める 世間 を憐 
れむ 慈悲」 なれ ざ も、 その 憂に 沈む 人々 が 憂 を脫し 得へ' きを 信じて 卽 
ち 他の 個性 を 尊信しての 愛也。 敬 を 伴 ふ 愛也。 この 愛 はやが て 大乘に 
入りて 普賢の 德 （Samantabhachasya  guna) ビ象徵 され、 佛 心者大 慈悲 
是也ビ 曰 はる 、に 至れり。 佛陀が 病 比丘 を訪 ふて その 汚 を冼ひ 遣り 給 
ひし もこ の 慈心よ b し、 從來の 積弊 を 破 り 、 祭祀 主義 を 捨て 敎權 主義 
を 破 1)、 四姓 平等 を說 いて 一切衆生 を、 普く 宗敎に 入ら しめし も その 
情熱の 然ら しむる 所な ！> しな り 。進んで 疫病 流行の 地に 入り 給 ひし も、 
鴦屈摩 を敎化 されし も 、狂 象 Dhanapala を 馴致 されし も 皆 こ の 慈悲 也、 
佛陀は 提婆達 多、 鴦屈 摩、 DhaimpiUa を 見る こ ^羅 餱羅ビ 同じければ、 
これ を 一子 地 （Ekaput ね bhGmi) の 愛^い ふ。 斯く の 如き は獨り 佛陀の 
みに 非す' して 一切の 佛 弟子 皆 然也。 佛敎 徒が 四攝事 （Catu  sangraha) 
を修 する はこの 佛 心よ ！） し、 布施 をな し、 愛 語 を 以て 他に 接し、 他に 
對 して 利益 ある 行爲 をな し、 他^ 事 を 同じ ふす。 
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Sutta-nipata  8  Metta  Sutta (慈 經) に 曰く、 

母が その 身 危機に 臨みても、 尙 その 一人の 子 を 護る が 如く  、 總て 
の 有情に 對 して 度な き 迄に 慈悲の 情 を 養へ よ。 全世界に 向って、 
上に も 下に も 周 園に も、 相 異なれ り て ふ 反對の 情に 依って、 汚さ 
れす' 交 はらしめ ざる 慈悲の 情 を 養 はしめ よ。 行住坐臥 正 念 を 持た 
しめよ。 この 心 は 世界に 於け る 最善の 心なり。 

故に 比丘 Sopaka は 歌 ふて 曰 く  、 
母の ぃビ しき 一人子に 善き が 如く  、 
何處 にあ！） て も、 總 ての 有情に 善 かれ か し 
ど。 舍利 弗の 弟、 離 波 多 迦提羅 婆尼耶 （Revatakhadiravaniya) は 歌 ふ 
て 曰 く  c 

佛陀の 示 し 給 ひ しか' 如 く  、 次第に 積み重ね し 無量の 慈心の、 善 く 
修練せられ たる を （我れ に） 認む。 總 てのもの を友ビ し 同胞^ し、 
總 ての もの を 愛憐れ み、 

常に 瞋恚の 心なき を樂 しみ、 慈悲の 心を修 む。 
ど o 而 して 此の 愛 を擴大 して 一切衆生 二足 四 足 多 足に も 及ぼす ベ き は、 
佛 徒の 勤めに して 彼等 はこれ が爲 めに、 四 無量 心を修 す。 四 無量 心^ 

は 慈 （Metta) 悲 （Karima) 喜 （Mudita) 捨 （Upekha) の 四に して、 慈 具 

足の 心 を 以て 一方 を滿 して 住し、 二方 三方 四方 一切 世界 を、 怨みな く 
憤りな き廣大 無量の 慈 具足の 心 を 以て 滿 して 住す。 悲心を 以て 同樣に 
—切 世界 を満 して 住す。 慈悲 內 に滿れ ば外對 敵な し。 毒蛇 すら も悲心 
內に滿 つる もの を 害せす' ど いふ は、 佛 徒の 信仰に して、 又 その 經驗 也。 
斯く 慈悲 內に燃 ゆ。 茲に 於て その 心無 限に 擴 が!? 廣く大 にして、 喜悅 
心に 滿っ、 此の 喜悅を 以て 更に一 切 世界 を 満たす。 而も 此の 佛陀の 慈 
悲心は 智慧 を 母^ して 生れた る ものなる が 故に、 小さ き 彼我の 見に 囚 
はれす'、 捨 心無 取 着に して 一切 世界 を滿 す。 一言に して 言へば 佛 徒の 
理想 は 小さ き 彼我の 見を脫 し、 一切 衆生 を 包容して、 心 豊かに 道行に 
進む にあ り。 

以上の 說 く 所 を 以て、 佛陀 及び 佛 徒の 涅槃の 境地 は、 心 寂靜に して、 
動亂 せす、、 生死 苦難に 遇うて 之に 逆 はす'、 一切の 衆生 を 抱いて 苦樂を 
共に する にある を 知る ベ し。 約 して 曰へば 人間性の 完全な る發 達の 境 
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地に して、 大乘の 菩薩 精神 はこれ を 表 はせ る ものに 外なら す、。 

旣に斯 くの 如 く 見來れ ば、 吾人が 前章の 終 b に 述べる が 如 く  、 渴愛 
を 根本 どす る 煩 惱を斷 じて 入證 する 涅槃の 境地 ビ は 、 後世 貶 しめ 賤し 
めら れし 所謂 聲 聞の 自利 的 枯木 寒 巖的沒 情 的 生活に 非す、 して、 S 乎^ 
して 一切の 衆生 を 抱き、 衆生 苦惱我 苦惱、 衆生 安樂 我 安樂の 生活た り 、 
又 同時に 純 乎 ど して、 生死 海中に ありて、 煩惱の 泥に 染まぬ 淸淨の 生 
活 たる を 知る を 得べ し。 煩 惱を斷 す' る^ は、 煩 惱の淨 化 を 意 * し、 不 
斷煩惱 得 涅槃 ど は、 もビ々 々無體 の煩惱 が、 睿智の 指導 を 受けて、 愛 
のこ 、ろ ビ靈 化した る を 云 ふに 外なら す'。 

扨て 斯 くの 如き 涅槃 は、 現生に 於て 到達すべき 境地に して、 旣に釋 
尊 及び 諸 比丘に 依 り て實 現せ られた る 理想 也。 然し 乍ら 茲に斯 く の 如 
き^ 者の 死後 は 如何に^の 問題 起る。 この 死後の 問題 は 佛陀の 論議 を 

す る を 欲 し 給 は ざ り し 事な る は 旣に說 け り o 然 し 聖者の 死後が 涅槃の 
連續 なる は 云 ふ 迄 もなければ、 茲に 生前 ど 死後の 涅槃に ついて、 區別 
を 立て、 二種の 涅槃 を說く に 至れ！ )。 一は 有餘依 涅槃 (P.  Sa-upadisesa 
nibbana  ^.  Sopad  iscsa  nirvana)  二 は 無餘依 淫藥 (P.  Anupadisesa 
nibbana  S.  Nirupadisesa  nirvana) なり 〇   一^; 依 身 あ る |M|g、 他 t よ 依 

身な き 涅槃の 義也。 有餘依 涅槃の 事 は 現生に 達し 得る 主觀的 境地 な れ 
ば 比較的 知 り 易き も、 無餘依 涅槃 は 佛陀が 積極的に 說 示せられ ざ b し 
ため、 的確に その 相狀を 知り 難し。 この 說示 なき は 死後の 問題が 宗敎 
ど して は 現在の 問題に 含蓄せ られ ある 爲に して 偶々 說示 ある も、 その 
消極的な る は、 一方 優 波尼沙 土の 表現 法 を 襲用 し 他方 その 內容 が意路 
不 到の 境 なれば、 その 超絕的 方面 を顯 はして、 消極的 說示を 用 ひたる 

n  bo 先に 引用せ しが 如く  「燃 ゆる 火の 次第に 消えて、 其 行衞の 知ら 
れ ざるが 如く  、 不動の 安樂に 達せし 人の 行衞は 知られす、」 どい ひ、 「生 
老病 死な く 步行 にて 到る を 得す'、 知る こ ビ 見る こ^ 達する こ ^能 は ざ 
る 世界の 終邊」 ビ云 ひ、 

水 も 地 も 炎 も 風 も 停止せ す、、 星 も 輝かす、、 日 も 輝 さす、、 月 も 光な 
く  、 閽も なき 所、 聖者 婆羅門 は 聖智に 依って、 自ら この 境地 を 知 

b  、 色 無色 苦 樂を超 ゆ。 （UcMna  10) 
ビ云 ひ、 又、 
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地 水火 風な く  § 處な く 識 所な く 無 所有 處な く 非 想 非々 想處な く  、 
この 世に も 非す' 彼の 世に も 非 中、 日 も 月 もな く、 來ど も 往^ も 住 

ビ も消ビ も 云 ふ 可から す、。 不住 不轉無 環境 也。 （Ud^a  7i) 
ど 云 ふ o 

斯 くの 如く 強いて 說 示せん ビ すれば、 否定的 說示を 要する 境 なれ ざ 
も、 又き 落 に 非す、、 その 故 は 否定に 非す' して 否定に 依って 顯 はさる 、境 

なれば 也 c 涅槃、 その 語は實 にかくの 如き 意義 也ビ す。 故に 佛陀は 「比 
丘 等よ 、 不生不 有不爲 不作 あり。 比丘 等よ、 若し 不生不 有不爲 不作な 

ければ、 生有爲 作の 出 離 は あら ざるべし （字義 通！） に譯 すれば 知られ 
ざるべし） 不生不 有不爲 不作 あるが 故に 生有爲 作の 出 離 は 知らる」 
生 有 爲作を 離れた る 實在 境な る を 示 し 給へ り 。而 して こ の 境地が 生 客 
兩觀 分離 相 對の疎 境 に 非, ざる を 示して、 

不可 见 に して 無 邊に働 く 識、 一切の 方面に 滅 すれば、 そ こ に は 水 
も 地 も 火 も 風 も 固定せ す'、 長 も 短 も 細 も 塵 も 淨不淨 も、 色 も 名 も 
餘 りなく 滅す、 識滅 すれば 此等 は皆滅 す。 

ど 識滅を 出せり。 故に 若し この 消極的 說示を 文 宇 a り に 取りて、 その 
否定の 力 を 見 ざれば 俱舍論 等の 小乘敎 徒の 如く  、 阿羅漢^ 曰へば 枯木 
の 如き 人格 を 思 はせ、 無餘 涅槃 ど 云へ は 灰 身 滅智の 空 無な り どす る說 
明 を 取る に 至る。 而 して 佛滅 後、 佛陀の 敎說を 固定 化し、 從 つて 沈 滯 
せる 比丘 等 は 只 傳統の 文字に 囚 はれて、 その 包 合せる 意義 生命 を 見る 

事 を 得す、、 觀察は 漸次に 唯物論 的 傾向^な b  、 佛說の 形骸 を 抱いて 僧 
苑の 中に 返 化沈淪 する に 至れ り。 この 傾向に あきたら す' して、 革命の 

烽火 を擧げ 保守派 を 小乘聲 聞の 徒^ 一括して 葬り去り、 囚 はれた る 文 
字 學を脫 して 根本 佛敎の 眞意を 開闡せ る は 大乘敎 徒に して、 こ れにニ 
流 あ り 、 一は 龍樹を 中心^する 空 系に して、 甞て 涅槃 を顯 はすに 用 ひ 
られ たる 消極的 說 明の 「不」 の 一字に 依って、 主客 合融の 境地、 眞實實 
在 を開顯 し、 生死に 卽 したる 涅槃 を 見た り o 中觀論 涅槃 品 に は (暑一、 
五 四 左） 

涅槃き 世 r«i  無弯少 分^ 
世間, 涅^  亦 S| 少分^ 
涅槃 之實際       及與 世間 際 


如是 二 際 者       鳟 毫漦 差お 

ど 云へ り。 他の 一は 大乘 涅槃 經の 代表す る 有 系 大乘敎 にして、 甞て四 

顚倒ど して 排 せられた る 常 樂我淨 を 反對に 涅槃の 四相ビ して 復活せ し 

め、 涅槃の 積極的 意義 を 積極的に 顯 示せり。 大般 涅槃 經ニ五 （盈 六、 

二三 左） に 曰 く  、 

云 何 涅槃, 大 涅笔、 ^jmmmjmm&^mm^ 非大涅 乾、 以レ不 
尾佛' 1 电故、 無常 無我 惟 有樂淨 無、 廷 是 攀、、 輝 斷 煩,、 不， 名爲 
大般涅 筹 也。 若 尾 佛«、 能, 煩 f|、 是則名 爲大涅 乾 也。 以 見佛^ 
故。 #名^ 常樂 我^、  aMm&c, , 煩, 亦, 稱 爲大般 涅槃。 

ど。 世 親の 唯識 論に 於て は 「灰 身 滅智」 の 語 を 「轉識 得智」 ビ變 へ、 四智 

開顯の 積極的 涅槃 界を 示せ b 。 
斯 くの 如く 大乗に 入！） て は、 無餘依 涅槃^ は絕對 的 實在界 たる を 示 

したり ビ雖 も、 猶 その 通過し 來 りたる 小 乘敎の 涅槃の 消極的 方面 を も 

傳 へ來れ るが 故に、 涅槃 を 死の 意 * に 解して、 無住 處 涅槃 (S.  Apra- 
tisthita-nirvana.  P.  Apatij^hi ね nibbana) の 語^ 生じ、 法 華 經壽晋 品 XW 

w.  1-3,  23 に は 「かく て 涅槃に 入る を 示し、 衆生の 調 御の ために 方便 
を 語り、 而も 亦 入滅せ す、 して 常に 此の世に て 法を說 く」 ど 述べ、 大般 
涅槃 經三六 (盈 六、 七十 三 右 〉 に は 「如來 常住 無 有 變是、 常樂我 淨終モ 
畢竟; V 於涅 笔」^ あ り 、 その他 「智慧 有る 故に 生死に 住せす、 慈悲 あ る 
が 故に 涅槃に 入らす、」 等 ど 曰へ り。 これ 皆 涅槃 を 消滅 卽ち死 ど 見ての 
經說 也。 されば 涅槃の 眞義 は、 絕對的 實在界 にして、 入 涅槃 ど は その 
絕對的 實在界 に 入 り て、 思 ふが 如 く 如 來の化 をな す眞 活動の 舞 臺に入 
る 事に 外なら す'。 

尙彌 蘭陀經 （Milinda  panha) 卷 四に は 涅槃 は 比喩 說明 推理 論 證に依 
つて その 色、 相、 壽、 量、 を 知る ベから す、、 只 その 性質に 關 して は 蓮 
華の一 性質 ビ 水の 二 性質 ど 藥の三 性質 ^ 大洋の 四 性質 ビ 食物の 五 性質 
ど 虛 空の 十性賀 さ 如意 寳珠の 三 性質 ビ 亦 旃檀の 二 性質 ビ 醍醐の 泡の 三 
性質 ど 山の頂 上の 五 性 賀^ を以 つて 顯は し 得る ^せし も 今 多 く 茲に曰 
ふの 要な し。 提婆 菩薩 は その 楞伽經 中外 道小乘 涅槃 ま (暑 五、 a) に 
外道 小乘の 二十 種の 涅槃 を 出し その 誤謬なる を斷せ bo その 中 「諸の 
受陰盡 き て燈 火の 滅す る が 如 く 種壤 し 風 止む を 涅槃 ど 名 く る は 第一 小 
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乘 外道 論師 なり」 ど 云へ り。 蓋し 佛滅 後の 小乘敎 徒の 涅槃の 消極的 解 
释の 誤謬 を 指摘す る ものなる べし。 

吾人 は 以上の 所說に 依!） て、 不充分な れビ も、 龍樹 等の 空 系の 敎學 
が 根本 佛敎の 何れに 根ざし、 華嚴經 法華經 等の 大乘 敎學 が、 釋 尊の 敎 
說 の正當 なる 解释^ して 生れた る ものなる を 指摘 し 得たり^ 信す'。 
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第五 章 修道生活、 道諦 

佛敎 徒の 理想 は 涅槃の 實 現な る こど は、 前節に 述べ しが 如 し。 然れ 
ざ もこ の 涅槃 は 未だ 全 く 世に 齎らされ ざる 理想に 非す' して、 旣に師 主 
佛陀 によって 身證體 達せられ たる 理想な り。 佛陀の 生活 は 涅槃 界の生 
活 にして、 その 一 擧手ー 投足は 悉く 佛 徒の 範ビ して 則るべき 生活 也。 
佛徒は 涅槃の 實現を 望みながら、 眼前に その 涅槃の 體現 者の 生活 を 見 
る 。故に そ の 涅槃 は 遠き 將來に ほの み ゆ る 陽炎の 如き 理想に 非す、 して 
眼前 火の 如 く 燃 ゆる 現實の 具體的 生活な り。 されば 佛 徒が 涅槃の 實現 
を 望んで、 修道生活 をな す 力 は、 佛陀の 菩提 及び その 生活に 對 する 信 
に 湧き、 この 佛陀を 師主ビ 仰ぐ 信仰よ り 彼等の 生活の 一切の 規範 を 生 
じ 來れる 也 c. この 意味に 於いて、 龍樹の 所謂 「佛 法の 大海に は 信を以 

つて 能 入 どす る」 どい ふ は 至言に して、 信 は 道元 功德の 母た！)。  「信に 
依って 出家す る」 ど は佛 弟子の 修道生活の 踏み出し を最 も 明快に 顯は 
す 語 也。 佛に對 する 信 は 同時に、 佛の敎 法に 對 する 信な る は 云 ふ 迄 も 
な ければ、 佛徒は 佛陀を 信 じ 涅槃 を 望みて 佛の敎 法の 如 く 修行す。 故 
に 證果を 得る ビは 他の 語 を 以て 曰へば 佛の敎 を 成じ遂 ぐる 也。 この 故 
に 阿羅漢の 告白 は 常に 「見よ、 法の 善き 性質 を、 我れ 三 明に 達し 佛の 
敎を 成就せ り」 ビ あり。 

斯く の 如く 佛陀 に對 する 信が その 修道の 出發^ な b 、 佛 陀の敎 法が 
そ の 修道の 指導 ^なり、 佛陀の 生活が その 修道の 光明 どなる が 故に 、 
佛 徒の 感激の 方面よ り すれば、 その 證果は 悉く これ 佛陀の 賜物な り。 

故に 比丘 セー ナカ （Senaka) は 「永く 麈 垢に 汚され、 邪見の 繩に 縛られ 

たる 我れ セ 一 ナカ を、 彼の 世 尊 は あらゆる 纒縳ょ ！) 脫 せしめ 給 ひぬ」 

^喜び、 大目 徤連 は、 

我れ 八定 及び 無 想定に 入る に、^ に返墮 せん^せ しが、 その都度 世 
尊 は 我が 前に 顯 はれて 怠る 勿れ ビ厫ま し 誤!） なき を 得しめ 給へ り。 
我れ は 實に師 に 引 きづら れて 悟!） に 達せる 弟子な b。 

^感謝せ！ )。 

斯 くの 如く 信 は 修道の 第一歩に して、 又 その 修道の 力の 源泉た る こ 
ヌ 明白 なれ ざ も、 原始 佛敎の 眞義は 信に 依って 救濟 さる 、の 宗敎に 非 
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すして、 自ら を 燈明ビ し 自ら を 歸依ど して、 不 放逸に 自修 自 行す るの 
宗敎な J)  o  「自燈 明 自歸 依」 は佛陀 がその 入滅に 先って 懇ろ に 訓諭せ ら 
れし 所に して、 他に 依 憑せ すして 自らの 證果は 自ら 開くべき を 旨 どす。 
佛陀は 「我れ は 如來が 僧伽 を 率 ゆ る ど は 思 はす、、 僧伽 も 亦如來 に依賴 
する ビ は 思 はす、」 ^宣ひ 修道 得證の 全責任 は 之 を佛徒 自身に 負 はしめ 
給へ り o さ れば 比丘 Sankicca は 「他の 守 るべき もの もな く、 又 他に 守 
らる、 こビ もな き 比丘 は、 樂 慾に 思 ひなく 安樂 を受く るな り」 (上座 偈 
v.  6oo) ど 歌へ り。 これ 佛陀 に^りて は、 自己の 道 は 萬 人の 道に して 
自己の 得し もの は 萬 人の 得るべき ものな り。 自他 平等に して 一向に 階 
位の 差別 を 見 給 は ざり しに 依る、 故に 佛陀 は、 

我は內 もな く 外 もな く 法 を宣說 したり。 法に 關 して は 如來に は、 
もの を 後に 隱 すが 如き 師匠の 所謂 「閉ぢ たる 拳」 なる ものな し。 
ど宣 へり、 如來の 道に は 一向に 秘密な く して 師弟 同じく 同一の 乘に乘 
じて 證悟を 得べ ければ なり。 故に 得證ビ 否^ は 一に 佛 徒の 精勤に 修道 
す る や 否やに あり。 さ れば佛 徒の 得證は 之を攝 して 信 行の 二に 依る^ 
する を 得べき 也。 

此の 信 行の 二者 は佛敎 修道 上の 二 大要 項に して、 聖淨ニ 門の 區別 も、 
この 二者に 對 する 態度よ ！) 來る。 吾人 は 此の 點に關 して は 次章に 少し 
く 論及せ んビ する も 今 は 直に 根本 佛敎の 行が 如何なる ものな り しゃ を 
驗 せんどす。 

行 は 之 を 戒定慧 の 三に 分つ を 普通 ど し、 此の 三者 相俟って 涅槃に 趣 
向せ しむる が 故に 之 を 道 (Magga) どい ふ。 この 道 は佛陀 がその 轉法輪 

經に 示し 給 ひしが 如く、 五 欲の 快樂に 耽る 樂 欲に 偏せ す'、 又 徒らに 自 
らを 苦しむ る 苦行に 走らす'、 ニ邊を 離れた る 中道 也。 佛 徒の 智 見が 有 
無の 邊見を 離れた る 中道の 見た るが 如く、 その 行 も 亦 苦樂を 離れた る 
中道な り。 この 中道 は 實に佛 敎の眞 面目に して、 當 時の 懐疑 時代の 極 
端に 走れる 快 樂が聖 道に 遠き を 示す ビ 共に、 又 不具なる 苦行 宗敎の 無 
意味なる を 喝破して、 眞に 合理的に 靈 性の 開發を まど したる もの 也。 
後世 龍樹 の八不 中道、 唯識宗 の唯識 中道、 天台宗の 空假 中の 三 諦の如 
き 皆茲に その 源 を 有する 也。 當時 苦行 派よ ！) 佛敎の 傘 4 の 下に 來れる 比 
丘 Anganika  Bharadvaja が 「我れ 安樂に 依 てこ の 安樂 を 得ぬ」 ビ い 
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ひし は 佛陀の 中道 實行 が、 苦行 派の 苦行に 比して、 極めて 安樂なる を 
示す もの 也。 

而 して 此の 中道 は 最初の 轉法輪 經には 八 正道^ して 示され、 佛陀入 

'IM 槃の 前に は 三十 七道 品 ど して 示されたり。 宣 はく、 

比丘 等よ、 これまで 汝 等に 語れる 我 が證 得の 法 を ば汝等 は 皆 執 持 
し實 行し 默 想し 廣く弘 めざる 可から す'。 この 法^ は 三十 七道 品な 

bo 

ど。 三十 七道 品 ど は 四 念處、 四 正 勤、 四 如意 足、 五极、 五 力、 七 菩提 
分、 八 II 道 これ 也。 初轉法 輪に 於て は八聖 道の み を 出し、 その 入滅の 
夕に は 四念處 以下 二十 九 支 を 加 ふ。 この 二十 九 支 は 佛陀が 隨宜に 分 S 
しその 分類に 依って、 自 ら も實 行し、 又 他 をも實 行せ しめんた め、 說 
き 給 ひし ものにして、 實を尅 すれば 八聖 道に 收ま るべき もの 也。 然れ 
ば 道 は 約 すれば 八聖道 開けば 三 "^七道 品 ど なり。 更に 戒定慧 の 三に 攝 
し 得べき ものな！ )。 
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根: 


五 
力 


身 念 住 
受念住 
心 念 住 
法 念 住 


巳 生の 惡を斷 せん ビ 精勤す。 
未 生の 惡を 生せ ざら しめん ビ 精勤す, 
巳 生の 善 を 增 上せ しめん^ 精勤す。 
未 生の 善 を 生せ しめん^ 精勤す。 


欲 如 意 足 
精進 如意 足 
心 如葸足 
思惟 如意 足 


信 
勸 
念 
定 


信 
勤 

定 


f 念 菩提 分 
ふ擇法 菩提 分 
も 精進 菩提 分 
喜 菩提 分 
^輕 安 菩提 分 
か f 定 菩提 分 

、捨 菩提 分 


八 

正' 
道 


正 

正 
正 
正 
正 
正 
正 
ぐ 正 


見 
惟 
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ん 
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今 吾人 は一々 こ れ 等の 行 目 に 就いて 解釋す る の 餘裕を 有せす、。 戒は 
これ を 次 編 僧伽の 下に 讓り、 茲には 念 處經に 依りて、 佛弟 子等の 如何 
に 道を修 せし かの 一例 を 出さん。 

衆生 を 淸淨な ら しめ、 愁 悲を滅 し、 苦 憂を斷 じ、 鎏智 （Nyaya) を 

得せし め 涅槃 を實證 せし むる 唯一 乘は四 念 住 也。  比丘 等 

ょ茲に 比丘あって 森に 入！) 樹 下に 行き 空屋に 行いて 跣 坐し、 身體 

を 正直に し、 正 心に 心 を 凝し、 正 心に 息 を 吸 ひ 息 を 出す o 長く 息 
を 吸 ふ 時 は 長く 息 を 吸 ふこ ビを 自覺 し、 長く 息 を 出す 時 は 長く 息 
を 出す こど を自覺 し、 「我れ は 全身 を知覺 して 息 を 呼吸 

すべし ビの考 へに て 之を實 行す、  斯 くの 如く 自身に 於い 

て 身 を 観じて 住し、 他 身に 於いて 身を觀 じて 住し 身の 生 法 滅法 生 
滅の 法なる を 引き 續 きて 觀じ 「兹に 身 あ！)」 ビ自覺 し 智慧 ^自己 集 
中 どのた めに 正 心 たるべし 。茲に 世に 執着な く 自由なる を 得べ し。 

又 行住坐臥 その他 一切の 行動に 於いても 斯 くの 如く 明に 意識し 
て 之 をな し 正 心 たるべし。 

次に こ の 現 身に 就いて 種々 の不淨 の滿っ るこビ を 意識 し、 四大 
所 成の 身な る を 意識し、 死後 身體の 腐敗 し 行 く 樣を觀 じて 住する。 
かく て S に 身 あり ^自覺 し、 智慧 ビ 自己 集中の ために 正 心た るべ 

し。 茲に 世に 執着な く 自由た る を 得べ し 0( 受ど 心ビ 法^に 就ても 

明 了 に 之を觀 じて 住す る こ ど 身に 於け る が 如 し)。 
四 正 勤 は 惡法を 捨し善 法を增 上せし めん 爲 めの 努力 精進 也。 四 如意 
足 は 三 明 六 通 を 得る 爲 めの 行 業に して 一種の 修禪 也。 五 根 五 力 は 同一 

の もの を それが 證 悟の 機關ビ なる 點ょ ！) 根^ 云 ひ、 證 悟の 增 上の カビ 
なる 點 より カ^い ふ c 七 菩提 分 八 S 道 は 常の 解驛の 如し。 

この 他、 佛徒は 前節に 出せし 四 無量 心四攝 事を修 す。 この 修行 は佛 
弟子の 衆 ど 共に 苦樂を 同う し、 敢て 進んで 「不 請の 友」 ビ なる 大乘的 精 
神 ある を 示す。 « 弟子 阿羅漢 を 自利 小 行の 聲聞^ 貶す るは誣 ゆる も甚 
しビ曰 はざる ベから す、。 この 外に 

小欲 （Appicclul)  知 足 （Santuttha) 

遠 離 （Pavivitta)  精勤 (Araddhaviriya) 

住 念 （Upatthita  -  sati)  ^心 (Samahita) 
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持 智慧 （Pafifiava)  不停滞 (Nipapanca  carana) 

の 八 大人 法 （AtthamaMpurisadhammil) 等 あ！） ビ雖 も、 分類の 方法 を異 
にす るの みに て 內容の 相違 に 非す、。 

斯 くの 如く 秫々 の 行 業德目 あり ど雖 も、 之 を 要するに 比丘 は 信を以 
て その 修道の 出發點 ^ し、 その 修道の 力 ど し、 戒を以 つて 自己 を淨 め、 
從 つて 心 を 正う し、 靜盧に 入りて 眞智 を硏き 證果を 得る 也。 

扨て 又實 際に 入りて 比丘 等の 修行 を 見る に、 その 修道に 二 あり、 思 
索 ぼ atisankhani)  ^ 修習 （BMvana) 也。 思索 は 平 生理 を硏盡 して 智慧 を 

明か に し、 修習は そ の 硏盡せ し 所を實 際に 行 ふ こどな り 。而し てこの 
修習は 森に 入り 、 林に 入りて 修 する ものに して、 主ビ して 一種の 公案 
を携へ 行いて 思索 練磨す る もの ビす。 この 公案 は業處 （Kammatth^ia 
業 道、 作 爲處） ど 呼ばれ 七 項目 四十 あり。 
I 十遍獻 Dasa  Kasma  Mangala 


地大遍 一切 處 

Pathavl  Kasma 

2 

水 " 

Apo  " 

3 

火 " 

Tejo 〃 

4 

風 " 

Vayo  " 

5 

靑色 〃 

Klla 〃 

6 

黄色 〃 

Pra  " 

7 

赤色 〃 

Lohita 〃 

8 

白色 " 

Odata 〃 

9 

空無盡 " 

Akiisa 〃 

10 

11 無盡 〃 

Viiinana  " 

II 十不淨 Dasa  asubhii 
1 膨脹 想 
2 靑瘀想 
3 膿爛想 
4 壤想 
5 鳥 獸瞰想 
6 散 想 • 
7 散亂想 


Uddhumatakam 


Vipubbakam 

Vicchiddukam 

"Vikkhavitakam 

Vikkhittakam 

Hatavikkhittakam 
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8 血塗 漫想 

Lohitakam 

9 蟲瞰想 

Pulavakam 

10 骨 想 

Atthikam 

III 十 念 Dasa  anussati 

1 念佛 

丄ゾ L1UV_4 丄 し！ 《 

2 念 法 

Dhainrricinussati 

3 念 僧 

Sa,nglianussa.ii 

4 念戒 

oilanussati 

5 念捨 

Caganussati 

6 念 天 

Devatanussati 

7 念 死 

Maranasati 

8 念 身 

Kiiyagatfisati 

9 念 息 

Anapanasati 

10 念 寂 

Upasamanussati 

IV 四 無量 心 Catuaparimanacitla 

1 ■$& 

Metta 

2 悲 

Karuna 

3 晋 

Mudita 

4 捨 

Upekkha 

V 四 無色 Catu  arupp^ 

1 空 無邊處 

Akasanancayatanam 

2 識 無邊處 

Vifinanancayatanam 

3 無 處有處 

AKincannayatanam 

4 非 想 非々 想處 

Nevasanniinasannayatanam 

VI 一 想 Ekasanna 

1 食 厭 想 

Ah  are  patikkulasanna 

VII —  目に 分 Ekam  vavatthiinam 

1 四大 配分 

Catudbatuvavatthanam 

しの 外 空 業 Ifi  Sunnakammayatanam 

斯 くの 如く 大略 四十 一 業處ぁ 1) ^雖 も必 す、 しも この 全部 を修 する に 
及ばす' 各々 その 性狀ビ 能力 ビに應 じて、 佛陀 又は 先輩の 與 ふる 業 道に 
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就いて 思索 練磨し、 證悟 する 也。 朱利般 毒が 佛陀 の敎に 依！)、 白の 布 
片を携 へ拂麈 （RajohamA) 々 々 ^ 磨で て.、 白 布の 汚れ 行 く を 見て、 應 
果を 得しが 如き 好 乎の 實 例な り。 されば こそ 佛陀は 「我が 敎 示した る 
が 如 く 隨 順す る もの は 良家の 子が 家 を 捨て 、沙門 ビ なれる その 目的の 
無上の 梵 行の 終極 を 現世に 於て 七 年 乃至 七 H の 中に 自 ら實現 して 住す 
べし」^ 宣ひ、 又 この 敎法は 「この 法 は 現世に 果報 あ り 、 時を隔 つるに 
非す、、 來り 見よ ビ云ひ 得る 法に て、 涅 盤に 導く 敎、 獨り銘 々'の 知る ベ 
き 法」 ビ曰 はれ 得る 也。 

されば 涅槃に 向ふ佛 弟子の 修行 を 要約して 曰へば、 佛陀を 信じ、 法 
ど 僧伽 ビを 尊敬し、 ニ邊を 離れて 中道 を 踏み、 不 放逸に 身心 を 制御し 
て その 靈 性の 開發を 謀り、 知恩ビ 博愛 生活 を 送る もの^ 曰 ふべ し。 佛 
滅後時 を 隔て 一方 實 際の 修道 者 なきに 至!）、 行 ビ證ビ は 自己 に緣遠 き 
もの^な るに 及び、 その 證を 高峰の 花の 如く 眺 むる^ 共に、 その 行 を 
複雜に して 企圖 し 易 か ら ざる もの 、如 く し、 他方 佛陀を 特殊 的に 菩薩 
ど して 取！) 扱 ふに 及び、 過去の 佛陀の 前に 本願 (Panidhi) を 起し、 授 
|2(Vyakarana) を 得、 波羅 密行 （Pammi ほ） を修 し、 今生 初めて 八 相 成 
道 を 得 給へ り^な す 等、 歷劫迂 廻の 說を 生す' るに 至れ! )。 法相 宗の三 
祇百大 劫の 修行 を談 す、 るが 如き、 此 傾向 を 最も 極端に せし もの 也。 後 
來の實 大乘に 入りて 初 發心時 便 成 正覺^ 云 ひ、 信 滿成佛 ビ談じ 肉 身の 
成佛 をい ふ は 畢竟す る に 根本 佛敎の 眞義を 復活せ し ものに 外な ら す、。 
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第 六 章 優 婆 塞 優 婆 夷の 宗敎 

我等 は 前章に 於て 信が 佛敎の 入門に して 行 ど 相 並んで 衆生 證果の 因 
なるこ ビ を 見たり。 然れざ も 比丘の 宗敎 にあ り て は 信は佛 陀を師 主^ 
仰ぐ 出 發點に して 證果の 唯一の 因に あらす、、 得 證^ 否 ど は 一に その 行 
に關 はる。 後世の 聖道 門の 行 信の 關係又 これに 同じく 淨土 門の 行 信 交 

際ど その 趣 を 異にせ！ ?0 

然 らば 吾等の 淨土門 は その 端緒 を 何れに 發 する ものなる か、 吾等 は 
今 此の 章に 於て 暫 ら く 阿合關 係の 經 律の 上に こ の 端緒 を驗 せんざす。 

佛滅七 世紀 出世の 寵樹 菩薩 は 一大 佛敎を 判 じ て 難行道 易 行 道 ど し、 
「世間の 道に 難 あり 易 あ り 、 陸 道の 步行は 則ち 苦しく  、 水道の 乘船は 

則ち 樂 しきが 如し、 菩薩の 道 も 亦 是の如 し、 或は 勤行 精進の もの あ b  o 

或は 信 方便の 易 行 を 以て 疾く 阿惟 越 致 地に 至る もの あ！)」 ^云 ひ、 難 
行 道 は 丈夫 士 幹の 人の 行 く 所に して 易 行 道 は 檸弱怯 劣の 徒の 就 く 道な 
るこ^ を 示せ！ )0 

舍利弗 目 連の 徒 は、 その 信 佛の信 も 所謂 不壤の 信な 1) ^ 雖も 最も 著 
し く 吾人の 眼に 映す' る は そ の 修行 也。 須達 長者 や 波 斯匿王 は そ の 行 業 
ど して は 八戒を 守る のみに して、 在俗の 生活に 於て 唯一の 光^なる も 
のは佛 陀に對 する 信仰な り。 卽ち 比丘に あ り て は その 信 裏に 隱れて 行 
表に 顯 はれ、 在家の 信者に 於て は行顯 はれす' して 信 表に 顯 はる。 S 道 
門 は 信 を その 出 發點ビ すれ ざ も 得證の 如何 は その 行に 依り、 淨土 門 は 
行を談 せざる に 非れ ざ も、 得證は 信佛の 因緣に 在り ビ す。 果して 然ら 
ば 聖道門 は 龍樹の 所謂 丈夫 士 幹の 比丘の 宗敎に して、 淨土門 は 須達ゃ 
波 斯匿を 先達 どす る 檸弱怯 劣の 優 婆 塞 優 婆 夷の 宗敎ビ 云 ふ 可 か ら ざる 

か C 

この 問題 は佛敎 史上 重大なる 問題に して 輕々 に論斷 すべきに 非 ざれ 
ざ も 、吾人 は 根本 * 敎の W 究に 於て 然か く 信す、 べき 多く の 理由 を 有す ひ 

夫れ 根 機に 差別 ある こ ビ は 現實の 事態な bo 釋尊は 自ら 出家の 道 を 
取り、 斷惑 證理の 過程 を經給 ひ、 その 弟子の 多く をして 又 同じき 道 を 
取らし め 給 ひし も 、 この 出家の 道が 到底 一切の 民衆に 行き 亘 らしめ 得 
る ものに 非ざる を 知り、 茲に 在家 人の 進むべき 他の 一道 ある こど を敎 
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へ 給へ り o 在家 人の 道ビ は先づ 出家の 如 く 家 を 捨て 、欲望 斷滅の 道 を 
取る に 及ばす、、 その 戒に 於て 比丘の 二百 五 十戒の 如 く 煩 は しからす、、 
只 八戒を 布薩の 日 に 守れば 足れ り o 行に 於て も 三十 七道 分の 多 き を 行 
せす、 又必 やし も禪定 を修す る に 及ばす、、 散 心の 儘に 佛陀を 信じ、 三寳に 
歸依 し廣 く 布施す る 也 c 大名 （MaMr^ma) 佛陀に 「優 婆塞ビ は何ぞ や」 
ど 問 ふ。 佛陀は 「歸依 三 寳者是 也」 ど 答へ 給 ふ。 更に 「優^ 塞の 信 ど は 
何ぞ や」 ^問 ふ。 「如 求の 菩提 を 信す、 るこビ 也」 ビ 答へ 給 ひぬ。 

信 は 同一の 信 なれ ざ もこの 信が 比丘に 顯 はれ 在家に 顯 はる 、に從 つ 
て その 色彩 を 異にし 來る。 比丘に ど ！) て は 信佛は その 道行の 發足 なれ 
ば、 その 信 は理智 的相對 的に して、 梵行 修道の カ^ な り 、 在家の 信者 
に 取！） て は 信が 一切 なれば、 その 信 は 情 熟 的絕待 的に して 信仰の 對象 
に對 して 自然に 超人的 資格 を與 ふ。 卽ち 比丘の 信は智 がまに して 信が 
從 なる 傾 あり。 佛陀 嘗て 舍利 弗に 「汝は 四諦に 就いて 佛陀を 信す る や」 
ビ宣 ふに、 舍利弗 「四諦 に 就いては 我れ 之 を 明 了に 知る が 故に、 佛陀を 
信す、 るに 及ばす'、 知 ら す' 證 ら ざれば 信 せん、 さ れざ 我れ は 知 1) 證れ り」 
^答へ たり。 又 巴 利 增ー阿 合 vi.  55 に は 「了解 （Pativedha) は 信よ り も 
高し 尊し」 ^說 けり。 之れ 後世 倶舍 論に 於て、 信 を 大善地 法の ービ し 
その 義を 澄淨^ し、 心 を 澄淨な ら しむる 精神 作用な り ど、 信 を 比較的 
輕く 見る に 至り し 所以な！） どす。 然るに 在家 人の 信 は、 信佛 がその 生 
活の 唯一の 規範 ど なり、 生命 どなる もの 故に、 その 信 は 著しく 絕對的 
色彩 を 帶び來 る。 先に 出せ し 末 利 夫人が、 「佛陀 に 於て 眞實な る こビは 
我れ に 於て も 常に 眞實な り」 ビ言ひ し 心情 は、 親鸞 聖人の 「法然 上人に 
すかさせ まひら せて、 地獄に 墮 ちたり ざ も 後悔せ す'^ いふの 信 を 想起 
せし む。 波斯匿 王、 ブラフ マ- ュ 婆羅門 等の 佛陀 に對 する 不壤の 信が 
殆んざ 狂 熟 的に 燃え 上れる が 如き も、 在家 信者の 信の 特殊性 を 思 はし 
む。 これ 在家 人に 取りて は、 佛 陀は犟 なる 先覺 者に 非す' して、 自己 救 
濟 主たるの 意義 を 有し、 信 は先覺 者に 對す るの 信に 非す、 して、 自己 救 
濟 主に 對 する 信ビ なれば な り 。かく て その 信仰 は 救濟を 約束^す る 他 
カ敎的 意義 を 含み 來 るな！ )。 

この' 信仰の 意義の 絕對化 ど 相 並んで、 他力 敎を 生す、 るに 力 あ り し 他 
の 有力なる 思想 あ り 、 卽ち當 時の 生 天の 思想な り o 三十 三 天、 夜 摩 天、 
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兜 率 天、 化樂 天、 他 化 自在 天、 梵天 は當時 一般の 民衆が 生れん ど 願 ひ 
し 善 趣に して、 佛陀も 亦 一般 信者の 目標^ して 之 を 許し 給へ! ？。 但し、 
此 等の 諸 天は猶 三界 中に あるが 故に 無常 を 免 かれす、、 生死の 輪 園の 境 
を 越へ す'。 故に 現在に 涅槃に 入 り 了る 者に は 全 く 要な き 世界 なれ f も、 
現生に 涅槃 を體 現し 得ざる 者が、 暫ら く 天 界に生 を 受けて 順次 生の 解 

脫を 得ん どす る は 自然の 事な り。 佛陀は 犬 名 （MaMrima) に 「病床の 
人に 說法 する 時、 世の 恩愛 を斷 じ、 生 天を勸 むる を 第一 ビ し、 己 身の 
離脫を 第二^すべき を敎 へ、 進んで 梵天 界ょ り 心 を解脫 し、 自身の 滅 
に 心 を 運ぶ 人 は 優 婆 塞さ雖 も、 比丘の 得 達者^ 區 別な し」 ビ說き 給へ 
bo カゝ くの 如く、 生 天 は 佛敎の 本義に は 非 ざれ ど も、 人心の 深き に 根 
ざせ る ものなる か 故に、 釋尊當 時には 有力なる 民間 信仰 ビ して 行 はれ、 

多くの 優 婆 塞優鎏 夷の 宗敎た り し 也。 斯く して 前 出の 在家 人の 信內容 
はこの 生 天 思想 ど 相 結び、 佛陀 入滅 後、 佛陀の 法身 觀の發 達^ 共に 益 
々他力 敎的 意義 を 强め來 り 、 一方 彌勒佛 の 信仰^ 共に その 住 處兜率 
に 生 天 せんどの 信仰 起り、 他方 阿 彌陀佛 の 信仰 ビ 共に、 界 外の 極樂 
(Sukhavatl) 往生 を 念願す る に 至れ り 。 彌勒の 兜 率 上 生 ど 、 阿 彌陀佛 
の極樂 往生 ビは、 爾來 最も 勢力 ある 他力 淨土 敎ビ なりて、 支那 を經て 
日本に 傳 はるに 至れり。 

斯 くの 如く、 比丘 は 自行を 以て 解脫 し、 在家 人 は 信 佛の易 行に 依つ 
て救濟 せらる。 故に 後世 龍樹 菩薩 は 二道 判 を 以て 佛敎を 大判し、 一は 
捨家、 捨 妻子の 丈夫 士 幹の 道に して、 他 は 不能 捨家、 不能 捨 妻子の 1 寧 
弱 怯 劣の 凡夫の 道な り ^ せし なり。 

我等 は 在家 宗敎の 完成 者 を、 親鸞 聖人に 認む。 释尊 にあり て は、 比 
丘^ 在家 人^の 區劃餘 りに 明白に して、 その 宗敎に 於て も 、 道 德に於 
て も 二元的 二重 的た る を 免 かれす、、 而 して 此の 僧俗 差別の 二元的 宗敎 
二 ffi 的 道德は 遠く 流れて、 佛敎史 二 千 五 百年 間、 二つの 平行線の 如く 
相 合致せ す、 して 來り しが、 親鸞 聖人に 至りて、 比丘 も 人間 本然の 制約 
を 破らす' して、 在家の 位置に 下り 、僧俗の 別な き 宗敎が 完成せられ、 
宗敎 本來の 最も 普遍的た るべき 約束が 果 成せられ たるな り。 我等 はこ 
の 意味に 於て 親'： tffi- 人 を 佛敎 の 完成 者 ^認 むる もの なれ ざ も、 今 は 此 
點迄 論? g する 必要な き を 以て 之 を 略す。 
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最後に 吾人 は 茲に只 一言 付け 加 へん^す る もの あ 1)。 そ は、 後世の 

秘密 a 敎 も 亦 優 婆 塞 優 婆 夷の 信仰 に そ の 萠芽の 一 を 有す る こどな り。 
先き に も 云 ふが 如く  、 佛陀の 敎說は それ 自身に 於て は 秘密 晦冥の 臭な 
く  、 最も 合理的に して、 修道 者が 各々 自を燈 明 ど し、 自ら を 歸依ビ し 
その 智見 を硏 いて をの 行爲 を淸淨 にし、 現在の 禍福 は 勿論、 未來 世の 
爲の 善根 功德 も 問題 どす る もの に 非 ざ り しが、 在家の 信者に 取 りて は、 
斯 くの 如き 第一義 的の 宗敎 生活 は餘り に 高く  、 現實の 苦樂の 生活 は當 
面の 問題 ど して 差し迫れる 力 を 持てる よ り して、 彼等 は、 佛陀 及び そ 

の 敎說の 力に 依！） て炎禍 を 離れん 事 を 願へ り。 こ の 願 求の こ 、ろに、 佛 

陀を 神秘 化し、 敎 說を靈 異化し、 阿 闥婆吠 陀以來 の 攘災招 福の 明咒の 

思想^ 相 結んで、 秘密 佛敎の 端 を發す る に 至れ り o 原始 經典 中、 長 阿 

含 第二 〇經 の 大會經 （Mal^samaya  Sutta) 、同じ く 長 阿 合 第三 二 經の阿 
吒 那智經 （ A ほ natiya  Sutta) 及び 律 部の 蛇 咬說咒 （Vinaya  Culavagga  V. 
6) 、 雜阿合 (XI.  i.  3) の 幢頭明 護 （Dhajaggam  paritta) 等の 祌 明の 守 
護、 攘災招 福の 思想 はこの 秘密 佛敎の 母胎 ど も稱 すべき ものに して、 
後世 編纂され し 明 護 集 (Paritta) 中の もの ビ 共に、 當時 一般の 在家 信者 
の 信仰の 一部 を 形成し ゐ たる もの ビす。 而 して 漸次に 秘密 晦冥の 度 を 
增し、 後世 婆羅門 敎 等の 影響 を 受けて、 秘密 佛敎を 生す るに 至れるな 
ho 
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比丘尼 八敬戒  ' 

一。  百 夏の 比丘尼 も 初 受戒の 比丘 を拜 すべし。 

二。  比丘に 從 ひて 三月の 安居 をな すべし。 

三。  半月 毎に 比丘 僧伽に， 布薩の 日 ど 比丘よ ！） 
敎誨 を受く る 時を尋 ぬべ し。 

四。  夏 終 り て， 比丘 及 比丘尼 兩敎圑 の 前に て 自 
恣を なすべし。 

五。  重罪 を 犯し 摩那埵 を受く る 者 は， 之 を兩敎 
圑ょ り受 くべ し。 

六。  二 年 六 法 (不 殺 畜 生， 不 盜 錢， 不 摩 觸， 不 小 妄 語， 
不非時 食， 不飮 酒) を修 し， 然る 後兩 僧伽よ り， 授 
具足 戒の 許可 を受 く ベ し。 

七。  いかなる 事 あり ども 比丘 を 謗る 可 カゝら す'。 

八。  比丘の 敎 誨を受 くべ く， 比丘 を敎誨 すべ か 
ら す、。 


《 it を諦四 弗利舍 


一 時 佛 遊， ー舍 衞 國ー 在， 一勝 林 給孤獨 園ー爾 時世 尊 吿 1 一 諸 比 丘； 此 是正 行說 法、 謂 四 m 諦、 廣 0 廣 

觀 分別 發露開 仰 施設 顯示 趣向。 過 古 諸 如 來無所 著 等 正覺、 彼 亦 有- 此正 行說 法； 謂 四聖 

諦、 未 來諸如 來無所 著 等 正覺、 彼 亦 有 _!此 正 行說法 1 謂 四聖 諦。 我 今 現 如 來無所 著 等正覺 

亦 有 11 此正 行說法 1 謂 四聖 諦。 

舍梨子 比丘 聰慧速 慧捷慧 利慧廣 慧深慧 出要慧 明達 慧辨 才慧、 舍梨子 比丘 成-就 實慧ー 

所以 者 何 謂 我 略說， 1此 四聖 諦； 舍梨子 比丘 則 能爲， 他廣 敎廣觀 分別 發露， 仰 施設 顯現 

趣向。 舍梨子 比丘 廣=敎 廣 „1 示 此 四聖 謙 一時 食， 1 無 量 人 而 得 「， 於 觀； 舍 梨 子 比丘 能 以， 1 正 見 1 爲， 1 導 

御, 也、 目 連 比丘 能 令， 立， 一 於 最 上 眞 際 一 謂 n 究 竟 漏盡； 舍梨子 比丘 生& 梵 行 1 猶 如 n 生 母； 目 連 比 

丘 長， 養 諸 梵 行& 如，.， 養 母： 是 以諸梵 行者 癒， 奉， 1 事 供 _,1 養 恭" 敬 鱧お 拜 舍梨子 目 乾 連 比丘； 所以 

者 何、 舍梨子 目 連 比丘 爲， 諸 梵 行 者 一 求,， 義 及. 饒 益 一 求-安 隱 快 樂； 爾 時世 尊 說， 如， 是 巳 卽 從， 座 

起 入， 室 燕 坐、 於， 是 尊者 舍梨子 吿 ft 比 丘； 諸 賢 世 尊 爲 ，1 我 等 一 出 世、 謂 爲& 廣 1ー 敎 廣 =1 示 此 四聖 

諦； 云 何 爲, 四 謂 苦 聖諦苦 習 苦 滅苦滅 道 S 諦。 

諸賢 云 何 苦聖諦 謂 生 苦， 老苦、 病苦、 死 苦， 怨惽會 苦、 愛別離苦、 所 求不得 苦、 略 五 盛 陰 苦。 

賢 說 1ー生 苦 一 者此 說 ー1 何 因； 諸賢 生者 謂 彼 衆生 彼々 衆生 種類。 生 則 生 出 則 出 成 則成與 起 - 五 

陰 1 巳 得 - 命 根 1 是 名 爲， 生， 諸 賢 生 苦 者 謂 衆生 生 時 身 受, 1 苦 受 遍 受 覺 遍 覺 1 心 受 ！ー苦 受 遍 受 覺 

遍 * 身 心 受-苦 受 遍 受 覺 遍 覺； 身 熱 受， 1 遍 受 覺 遍 覺 1 心 熱 受， 一遍 受 覺 遍 覺 1 身 心 熟 受 - 遍 受 璺 
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(1) 中 阿 含 第 七 （昃五 '4レ43) 

同 本 巴 利 中 阿 含 第一 四一 經 (Vol.  III.  pp.  248-252) 

或 時世 尊 はべ ナ レスの 仙人 住所 鹿野苑 (Isipatana  Migadya) (こ 在し す :0 世 尊に 「比丘 等 
よ」 ミ 弟子 達な 呼びかけ、 比丘 等 は 「l!t 尊よ」 S 御 答 Fi] し 上げた o 世 尊 は宣 ふやう o  「比丘 等 
よ、 如 來應供 正 等覺者 はべ ナ レスの 仙人 住所 鹿野苑に-於て、 未た' 甞て 沙門 婆羅門 惡蹵 梵天 
(こ 依って 如何な る 世界に も 轉ビ られた る： S な き 無上の 法 輪^ 轉 じす :o 卽 ち 四 眞諦； ミ 示さ 
れ說 かれ 知 ら さ れ 建立 さ れ 開かれ 顯は さ れ 明か (こせられ す: ので ある。 

四眞諦 S は何ぞ や、 苦聖諦 I？ 苦 集 聖諦ミ 苦滅諦 ミ苦滅 道諦ミ でもる ゥ 比丘 等よ この 四眞 
諦が、 ペナ レスの 仙人 住所 鹿野苑 (： 於て、 如 來應供 正等覺 者に 依って 轉ぜ られ たる 無上 法 
輪で ある o 

比丘 等よ、 舍利弗 ミロ 犍 連に 事へ、 之^ 崇めよ、 彼等 は 賢者 (二して 梵 行な 行す、 る 者の 攝 

受者 でもる o 比丘 等よ、 舍利弗 は喩へ (て 母の 如く、  [3犍 連 は喩へ は' 養母の 如し o 舍利弗 は 
豫 流枭ん 育て、 目 犍連は 無上 果に 至ら しむ。 比丘 等よ、 舍利弗 は、 四眞諦 な廣く 示し 說き 
開き 顯は し 明かに する ：ミの 出来る ものである」 ミ 0 世 尊 は 斯く宣 う て 座^ 立ち、 如来の 室 
に 入り 給う す :o 

世 尊 座 ^去り 袷うて 間もなく、 舍利弗 は 衆^ 顧みて、 「比丘 等よ、 友よ」 ミ呼び 掛けた o 
比丘 等 も 亦 「友よ」 の 語^ 以て 之に 應 じお o 舍利弗 は 云 ふやう o  「友よ、 如 來應供 正 等覺者 
は、 ペナ レスの 仙人 住所 鹿 i!I 苑に 於て、 未だ 甞て 沙門 婆羅門 惡蹵 梵天に 依って、 如何なる 
世界に 於ても 轉ゼ' られ たる ： ミ なき 無上の 法 輪^ 轉じ 給うた o 卽ち四 眞諦は 示され 說 かれ 
建立され、 開かれ 顯 はされ 明か (こせられ ォ: ので ある。 

友よ、 苦 聖諦ミ は 何で ある 力、 o 生 も 苦、 老も 苦、 死 も 苦、 2' 悲 苦惱? g 望 も 苦で ある。 欲 

する も の^ 得 ざ h  i 苦で あ る 。略 して 曰へ は' 五 取蘊は 苦で も る。 

友よ、 生 ミは何 ぞジ、 それぞれの 衆生の それぞれの 衆生の 類 (二 生れ、 生れ 落ち、 顯 はれ 
n り （五) 蘊顯現 し、 (六） 處の 獲得^ 云 ふので ある 0 
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遍 覺； 身 壯熟煩 惱憂慼 受 1 一遍 受 覺 遍 覺 - 心 壯熱煩 惱憂感 受 _1 遍 受 覺 遍 覺 一 身 心壯熱 煩惱憂 

慼 受 11 遍 受 覺 遍 覺： 諸 賢 說 11 生 苦 1 者 因 あ 故 說。 

諸賢 說， 一老 苦 i 者此說 1 一 何 因； 諸賢 老者 謂， 彼 衆生 彼々 衆生 種、 類、 彼 爲， 1 老耄 1 頭 白齒落 盛壯日 

衰身曲 脚戾體 重氣上 柱， 杖而 行、 肌 縮 皮 緩 皺 如 11 麻 子 1 諸 根 毀 熟 顔色 醜 惡是名 爲レ老 、諸賢 

老苦者 謂 衆生 老時身 受 11 苦 受 覺受覺 遍 覺 1 心 受 11 苦 受 覺受覺 遍 覺 1 身 心 受 - 苦 受覺 受覺遍 

覺； 身 熱 受 1 一遍 受 覺 遍 覺 1 心 熱 受 11 遍 受 覺 遍 覺 一 身 心 熟 受 ー1 遍 受 覺 遍 覺ハ身 壯熟煩 權薆感 i 

受 覺 遍 覺； 心 壯熟煩 惱憂慼 受 11 遍 受 覺 遍 覺 1 身 心 壯熟煩 惱憂慼 受 11 遍 受 覺 遍 覺 1 諸 賢 說-老 

苦 1 者 因 あ 故說。 

諸賢 說 11 病苦 1 者此說 11 何 因； 諸賢 病 者 謂 頭痛 眼 痛 耳 痛 鼻 痛 面 痛 脣痛齒 痛 舌 痛 纏 痛 咽 痛 

風 喘 咳嗽 喝&喉 痹癲癎 * 瘿經溢 赤痰壯 熟枯槁 痔瘻 下痢、 若 有 11 如， 是此餘 種々 病 1 從 11 更 

樂 觸 1 生 不， 離， 心 立& 身 中 1 是 名 爲レ病 、諸 賢 病苦 者 謂 衆生 病 時 身 受 n 苦 受 遍 受 覺 遍 覺 1 心 受= 

苦 受 遍 受 覺 遍 覺 1 身 心 受 4 古 受 遍 受 覺 遍 ft 身 熱 受 - 遍 受 覺 遍 覺 1 心 熟 受-遍 受 覺 遍 覺 一身 心 

熱 受 1 一遍 受 覺 遍 覺； 身 壯熱煩 惱憂慼 受 I- 遍 受 覺 遍 覺 1 心 壯熱煩 惱憂慼 受 11 遍 受 覺 遍 覺 - 身 心 

壯熟煩 惱憂慼 受 11 遍 受 覺 遍 覺； 諸 賢 說， 1 病 苦 1 者 因お 故 說。 

諸賢 說 11 死 苦-者 此說 _1 何 因； 諸賢 死者 謂 彼 衆生 彼 彼 衆生 種類 命 終 無常 死 喪 散 滅壽盡 破 

壤命极 閉塞 是名爲 死、 諸賢 死 苦 者 謂 衆生 死 時身受 ，1 苦 受遍受 覺遍覺 1 心受 11 苦受 遍受覺 
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友よ、 老 さは 何ぞ や、 それぞれの 衆生の それぞれの 衆生の 類に 於て 
齒 落ち 髮 白く、 養 縮ま リ、 諸 根 老衰す る ： さで ある。 万、 て、 老レ、 老レ 腐り、 

搏^ 二死 ュ  =5 や、 それぞれの 衆生の それぞれの, 生の 類よりか くれ-ほし、 養、 m 
技、 死 喪、 五 i 分散、 支體 の拋繁 もい ふので ある。  、 職、 ^ 

み^: お 種 ^患に 遇 ひ、 或る 種の 苦 法 (： 遇 ひ、 憂 ひ 悲しみ、 內械 

哀 f し お 種の 災患 に 遇 ひ、 ^種の 苦 法に 師、 嘆 さ 悲しみ、 愁傷し 

友よ、 苦ミ は何ぞ や、 身體の 苦しみ、 身 體の樂 しからざる ： ミ、 身體 が觸れ て^ひす、 プ 
苦不樂 の經驗 である 0  、レ、 刀 ぽ 力 觸れて 生し ムる 

友よ、 惱ミは 何ぞゃ 0 心の 苦しみ、 心の 樂 しからざる ：ミ ^mnx^rf^^m 

の經驗 でもる o  ^  LV 腼れ にえし す、 る 古不樂 
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遍 擘身 心 受，； 苦 受 遍 受 覺 遍 畳； 身 熟 受， 一 遍 受 覺 遍 覺 1 心 熟 受， 1 遍 受 覺 遍 覺 | 身 心 熱 受， 1 遍 受 覺 

遍 覺； 身 壯熟 煩惱憂 慼 受， 1 遍 受 覺 遍 覺 1 心 壯熟煩 惱憂慼 受 ，1 遍 受 覺 遍 覺 1 身 心壯熱 煩惱憂 

慼 受 -1 遍 受 覺 遍 覺； 諸 S 說 1 一死 苦 一 者 因 故 說。 

諸賢 P 怨惽會 苦 1 者 此說， 1 何 因； 諸賢 怨憎會 者 謂、 衆生 實有 11 內六處 1 不愛、 眼處 耳鼻 舌 身 意 

處、 彼 同會、 一 有， 1 攝和習 一共 合爲 ，苦 如， 是外處 更樂覺 想 思 愛亦復 如レ是 諸賢 衆生 實 有-六 界- 

不愛、 地界 水火 風^ 識 界、 彼 同 會、 一 有 11 攝 和 習 1 共 合 爲レ苦 是 名 11 怨 憎 會藷 賢 怨憎會 苦 者 謂 

衆生 怨愴會 時 身 受，； 苦 受 遍 受 覺 遍 覺 1 心 受 11 苦 受 遍受覺 遍 覺 1 身 心 受 11 苦 受 遍 受 覺 遍 覺； 諸 

賢 說& 惜 會 苦 1 者 因， 此 故 說。 

諸賢 愛別離苦 者此 說.」 何 因： 諸賢 愛別離苦 者 謂、 衆生 實有， 1 內六處 1 愛、 眼處 耳鼻 舌 身 意處、 

彼異 分散 不， 得， 1 相 應 1 別 離 不， 會 不^ 不， 習 不， 一 和 合 1 爲， 苦、 如， 是 外 處更樂 覺想思 愛亦復 如 fer 

諸賢 衆生 實 有 d ハ 界 1 愛， 地 界 水火 風 空 識界、 彼異 分散 不， 得 n 相 應 1 別 離 不， 會 不， 攝 不， 習 不 11 和 

合 1 爲， 苦是 名-愛別 離； 諸賢 愛別離苦 者 謂 衆生 別離 時 身受， 1 苦 受遍受 覺遍覺 一心 受， 1 苦受遍 

受 覺遍覺 1 自心 受- 苦受 遍受覺 遍覺； 諸賢 說 ：1 愛別離苦 1 者 因 ，此 故說。 

諸 賢 說.. 一所 求 不 得 苦 一 者 此 說 1 何 因； 諸 賢 謂、 衆 生生 法 不， 離 11 生 法 1 欲， 得：^ 11 我 而不生 ー者此 實不， 

可，, 以， 欲 而得 一老 法 死 法 愁憂慼 法 不， 離， 臺 慼 法 1 欲， 得， 令 _,1 我 不 k 慼 一 者 此 亦 不， 可 n 以 k 而 得； 諸 

賢 衆生 實 生， 苦 而 不， ，樂 不， 可-愛 念 1 彼 作， 1 念, 若 我 生， 苦 而 不， 可， 樂 不％,1 愛 念, 者 欲， 得 „1 轉， 是 
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友よ、 まき 望ミ は何ぞ や、 或る 種の 災 患に 遇 ひ、 或る 種の 苦惱 に觸れ て、 心 挫け 望み^ 失 
うた 狀態 である o 

亥よ、 欲する もの ^得ざる 苦しみ さは 何ぞゃ o 身 生 法に して、 生れさ' らんこ ミ、 生の 來 
ら ざる： ビ^ 願 ふ は 欲する ものな 得ざる 苦しみで ある。 同樣 に臭老 法、 病 法、 死汪、 憂悲 
苦惯轺 望の 法に して、 老、 痫、 死、 憂悲 苦憐轺 望の あら ざ' らん： ミ、 來ら ざらん ： ミん願 

ふ は、 欲する ものな 得ざる 苦しみで ある O 

友よ、 咯 して 云へば 五 取蘊に 苦な リミは 何ぞゃ o 卽ち 色取 蔽、 受取 蘊、 想 取蕴、 行 取 
經、 讖 取蘊、 これが 唂 して 五 取蘊は 苦な リミ曰 はる 、ので ある o 
( 1 ) Amanapasamyoga  dukkha 憎み 嫌 ふ もの ミーつ （： なる 苦しみ。 

( 2  )     Manapavippayoga  dukkha 愛す る も？） ミ 別る、 苦しみ 0  Viuaya  Mahavagga  (；: 出づひ 
上 七 七 頁^ 見よ o 
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令レ 51 愛 念； S 亦 不， 可， 1 以， 欲 而得； 諸賢 衆生 實ま 樂而 可， 1 愛 念； 若 我 生， 樂 可-愛 念 1 者 欲， 得， 令 „, 是 

常 恒久 住 不變易 法 1 此亦 不， 可， 1 以^ 而得； 諸賢 衆生 實 生， 1 思 想 一 而 不， 可， 樂 不％,1 愛 念 1 彼 作 11是 

念 1 若 我 生 n 思 想！ 而 不， 可， 樂 不％,1 愛 念 1 者 欲， 1 得 pi 轉， 是 令， 可， 1 愛 念 1 此 亦 不， 可，； 以， 欲 而 得藷 賢 衆生 

實 有 n 思 想 1 而 可-愛 念 1 彼 作 n 是 念； 若 我 生 n 思 想 1 可， 1 愛 念 1 者 欲， 得 常 恒久 住 不變易 法 1 此亦 

不， 可，, 以， 欲 而 得； 諸 賢 說， 1 所 求不得 苦 一 者 因， 此 故 說、 諸 賢 說-略 五 盛 陰 苦 1 者 此 說， 一 何 因； 謂 色 盛 

陰覺想 行識盛 陰， 諸賢 說 五 盛 陰 苦 一 者 因， 此 故 說、 諸 賢 過去 時 是苦聖 諦未來 現在 時是 

苦 聖 諦、 眞 諦 不レ虛 不，， 於 如 1 亦 非， 1 顚 倒 1 眞 諦審實 合， 1 如， 是 諦； 疆 所， 有， 聖 所， 說、 ® 所， 見， S 所ケ、 

0 所， 得， ® 所， 1 等 正 覺； 是 故 說 = 苦 聖 諦？ 

諸賢 云 何 愛 習 苦 習 聖諦， 謂 衆生 實有， 1 愛 內六處 一眼 處 耳鼻 舌 身 意處、 於， 中 若 有， 愛 有 k 有レ 

染 有^ 者是名 爲， 習、 諸 賢 多聞聖 弟子 知、 我 如， 是 知& 法； 如， 是 見 如， 是 了 如， 是 視 如， 是 覺、 是 

謂 •」 愛 習 苦 習 m 諦： 如， 是 知， 之 云 何 知 耶、 若 is 子 奴婢 給 使眷屬 田地 屋宅店 肆出息 財 

物 1 爲， 1 所 作 業-有， 愛 1 1 S 者是名 爲レ 習、 彼 知お 愛 習 苦 習 聖 諦 I 如， 是 外處更 樂覺想 

思 愛亦復 如， 是。 諸賢 衆生 實有& 六界 地界 水火 風 空 識界, 於. 中 若 有， 愛 有， 膩 有， 染有， 著者 

是 名 爲， 習、 諸 賢 多聞聖 弟子 知、 我 如， 是 知 11 此 法 1 如， 是 見 如， 是 了 如レ是 視 如， 是 覺 是 謂 11 愛 習 苦 

習 聖 諦； 如， 是 知， 之 云 何 知 耶、 若 有， 愛， 1 妻 子 奴婢 給 使眷屬 田地 屋宅店 肆出息 財 物 一 ^ 所 作 

業-有. M 有 k 有， 染 有， 著 者是名 爲：^  、彼 知， 1 是 愛 習 苦 習 聖 M 
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友よ、 苦 第聖諦 さは 何ぞゃ o 喜ミ貧 さあ 伴 ひ、 其處此 處に滿 足^ 求め （そして その 結 
果 S して） 未來の 新しい 生存^ 招く ミ ： ろの 谒愛卽 ち、 欲 愛、 有 愛、 勝 有 愛、 これな 苦 集 
聖諦ミ いふので ある o 
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諸賢 云 何 愛 滅苦滅 聖諦、 謂 衆生 實有， 愛 ，1 內六處 ；眼處 耳鼻 舌 身 意處， 彼 若 解 脫不& 不， 著 

斷 捨吐盡 無， 欲 滅止 沒者是 名 n 苦 滅？ 諸 賢 多 聞 聖 弟子 知、 我 如， 是 知， 1 此 法 1 如， 是 見 如， 是 了 如， 

是 視 如， 是 覺、 是 謂-愛 滅 苦滅聖 諦； 如， 是 知， 之 云 何 知 耶、 若 有， 不&, 1 妻 子 奴婢 給 使眷屬 田地 

屋宅店 肆出息 財物 ー不， 爲， 1 所作 業； 彼 若 解 脫不， 染 不， 著斷 捨吐盡 無， 欲滅止 沒者是 名- 1 苦滅； 

彼 知 ，1 是愛滅 苦 滅聖諦 一如， 是外處 更樂覺 想 思 愛亦復 如， 是、 諸賢 衆生 實有 n 愛 六界 1 地界 水 

火風莶 識界； 彼 若 解脫不 不， 著斷 捨吐盡 無， 欲滅止 沒者是 名， 1 苦滅； 諸賢 多聞聖 弟子 知、 

我 如， 是 知-一 此 法； 如， 是 見 如， 是 視 如， 是 了 如， 是 覺 是 謂 =愛 滅苦滅 ®  H 知， 之 云 何 知 耶、 若 

有， 不 ，愛11妻 子 奴婢 給 使眷屬 田地 屋宅店 肆出息 財物 1 不レ爲 -1 所作 業； 彼 若解脫 不レ染 不 レ著斷 

捨吐盡 無， 欲 滅止沒 者是名 n 苦滅； 彼 知 11 是愛 滅苦滅 鎏諦？ 

諸賢 云 何 苦 滅道聖 諦謂正 見 正 志 正 語 正業 正 命 正方 便 正 念 正 定、 諸 賢 云 何 正 見、 謂 0 

弟 子 念 n 苦 是 苦 一時、 習 是 習 滅是滅 念 11 道 是 道 1 時、 或 觀 -1 本 所 作 1 或 學 11 念 諸 行 1 或 見 -I 諸 行 災 患 1 或 

見-涅槃 止 息 1 或 無， 著 念觀、 善心 解脫時 於， 中擇、 遍擇 決擇、 擇法視 遍視觀 察 明達 是名 - 正 見ハ 

諸賢 云 何 正 志、 謂 聖 弟子 念 ，1 苦 是 苦 1 時 習是習 滅是滅 念 ，1 道 是 道 1 時、 或 觀 n 本 所 作 1 或 學  一！ 念 諸 

行 1 或 見 n 諸 行 災 患 一 或 見， 一 涅 槃 止 息 一 或 無 著 念 觀、 善 心 解脫時 於， 中 心伺遍 伺順隨 伺、 可， 念 則 

念 可， 望 則 望 是 名-一正 志 一 諸 賢 云 何 正 語、 謂 聖 弟子 除 ，1 口 四 妙 行 1 諸 餘ロ惡 行 遠 離除斷 不レ行 

不 レ作 不， 合 不， 會 是 名， & 語； 諸 賢 云 何 正業 謂聖 弟子 除， 1 身 三 妙 行 1 諸 餘身惡 行 遠 離除斷 不) 
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友よ、 苦 滅聖諦 さは 何ぞゃ o その 渴 愛が 殘リ なく 滅び、 凝 拾、 除却され、 解脫 し、 欲の 
無くなつ たこ ミ である o 

友よ、 苦滅道 聖諦ミ は何ぞ や、 二れ は八聖 道で ある o 卽ち正 見、 正 思、 正 語、 正業、 IS 
命、 正 精進、 正 念、 正定 である。 

友よ、 正 見ミは 何ぞゃ o 苦の 智、 苦 集の 智、 苦滅 の智、 苦滅遨 Q 智^ 有する：： ミ であ 
ho 

友よ、 正 思ミは 何ぞゃ o 遠 離 思惟、 無 K 思惟、 無害 思惟が これで ある o 

友よ、 正語ミ は何ぞ や。 妄語^ 遠 離し、 離間 語な 遠 離し、 綺語^ 遠 離す る こミ である o 

友よ、 正業 ミ は何ぞ や。 殺生^ 遠 離し、 不與 取な 遠 離し、 邪淫^ 遠 離す る こさで ある 0 
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法人 大八 


行 不， 作 不， 合 不^ i 是 名 = 正 業； 諸賢 云 何 正 命謂聖 弟子 非， 1 無 理 求 1 不， 以 n 多 欲 無 厭 足 1 不， 爲 - 種 

々技術 K 說 邪命活 1 但 以， 法 求， 衣 不， 以 n 非 法 一 亦 以， 法 求 n 食 牀 座 1 不， 以， 1 非 法 1 是 名 n 正 命； 諸 賢 云 

何 正方 便、 謂聖 弟子 若 有， 1 精進 方便 一 一 向 精勤 求 有， 力 趣向 專著不 亦不 =衰 返 1 正 伏 - 其 心 1 

是 名 = 正 方便？ 諸賢 云 何 正 念、 謂 聖 弟子 若 心 順， 念 背 不， 向、 念 念 遍 念、 憶 復 憶、 心 心 不： 、心 之 

所 ，應 是 名 - 正 念 S 賢 云 何 正定謂 ® 弟子 若 心 住， 禪 住 fe 住 1ー 不 亂 不 散 1 攝 1 一止 正 定 1 是 名 11 正 定？ 

諸賢 過去 時 是苦滅 道 聖 諦、 未 來 現在 時 是苦 滅道聖 諦、 眞 諦 不， 虛 不， 離 11 於 如 一 亦 非 11 顦 倒 1 眞 

諦審實 合 11 如， 是 諦 1聖 所 ％ 、聖 所， 知、 Si 所， 見、 © 所ケ、 ま 所-等 正 覺； 是 故 說 1ー 苦 滅道聖 諦 1 於レ是 頌 

曰。 

佛明， 1 達 諸 法 1 見 11 無量 善德 1 苦 習 滅遨諦 善顯現 分別 

尊者 舍 利子 所 說如， 是。 

で 

****** 

一 時 佛遊， 一 婆奇瘦 1 在 fc 山 怖 林 鹿 野 園 中； 爾時 尊者 阿 耶律陀 在-枝 提瘦水 渚 林 中； 彼 時 尊 

者 阿 那律陀 在， 1 安 靜 處 1 燕 坐 思惟 心 作，； 是 念； 道 從， 1 無 欲 1 非 ％ 欲 得； 道 從， 1 知 足, 非， 一 無 厭 得； 道 從，, 

遠 離 1 非 n 樂 會 聚 An 住 聚 會 1 非 ，1 合 聚 會 得； 道 從 1 一精 勤 1 非 n 懈 怠 得； 道 從 1 一正 念 1 非 n 邪 念 得； 道 從-定 意 1 

非 ，1 亂 意 得； 道 從， 1 智 慧 1 非 n 愚 痴 得； 於 世 尊 以， 1 他 心 智 1 知， 1 尊 者 阿 耶律陀 心中 所， 念 所， 思 所， 行； 
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友よ、 正命ミ は 何ぞゃ o 聖 弟子が 祁命 食^ 铰 して、 正しき 生活法に 依って 生活す る こざ 
である o 

友よ、 正 精進 さは 何ぞゃ o 未だ 生ゼ' ざる 惡 不^の 法な 生ゼ' ざら しめん ミ 欲し 勉め勵 み 心 
^堅めて 居、 旣に 生じた る惡 不善の 法 も廢拾 ぜん ミ 欲し 勉め勵 み 心^ 堅めて 居、 未た '生ぜ 
ざ る 善 法^ 生ゼ' しめん S 欲し 勉め勵 み 心な 堅めて 居、 旣 (こ 生 じす： る 善 法^ 相繽 し增 長し 圓 
滿ぜ しめん S 欲し 勉め勵 み 心^ 堅めて 居る ：ミ である o 

友よ、 正 念 さは 何で あるか o 熱心に 正 心 【： 正 念に; ^^觀 じて 住し、 貪欲 ミ そ う して それ 
から 起る 惱 さな 滅ぼし、 熱心に 正 心に 正 念に 受、 心、 法^ 觀 じて 住し 貪欲 ミそ う して それ 
から 起る 惱さな 滅ぼす ：： S である 0 

友よ、 正 定ミは 何で あるか 0 欲^ 離れ、 惡 不善の 法な 離れ、 有 覺有觀 離 生 喜樂の 第一 禪 
に 入りて 住し、  第二 趣  第三 禪  第 四禪に 入って 住する :S である 0 

友よ、 如 來應供 正 等覺者 は、 ペナ レスの 仙人 住所 鹿野苑に 於て、 未だ 甞て 沙門 婆 弒門惡 
嵬 梵天 (こ 依って、 如何なる 世界に も轉 ぜられ たる 事な さ 無 ヒの法 輪^ 轉じ 給う た o 卽ち ： 

の 四 眞諦が 示 さ れ說 かれ 知 ら さ れ 建立され 顯は され 明か (： せられた ので ある 0 


( 1 ) 中 阿 舍卷一 八 (良 五 '101- 102) 

同 本、 巴 利 墦阿含 八の 部 三 〇 （Vol. IV.  p.p.  228  foil.) 

或 時世 尊跋 伽の スンス マー ラ 山の プ - 一  サ カラー 林 （こ 在 した。 其の 時 尊者 阿那律 
(Anuruddha) は チエ ーテの パーチ ナ ヮムサ 林に 住し、 午後の 禪定 に 於て この 樣 (こ考 へて ね 
す ：。 「この 法 は 少欲の 法に して 大欲の 法に 非す、 知 足の 法 (こして 不知 足の 法 (： あらす'、 遠 
離の 法に して 聚會の 法に 非す。 精進の 法 (： して 懶惰の 法に 非す 'o 住 正 念の 法に して 妄念の 
法 (： 非す '。 寂 靜の法 (こして 喧噪の 法 I こ 非す。 有 智者の 法 (こして 無智 者の 法に 非す'」 さ。 

時 (二世 尊 は 阿 邪 律の 心中の 考な 知リ、 壯士が 腕^ 伸し 屈めす る 程の 時^ 以て、 ブ アーサ 
カラー 林に^ して、 パーチ ナ ヮムサ 林の 阿那 律の 前に 顯 はれ、 設けの 座 (こついて、 阿那律 
に宣 うた o 
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世 尊 知巳卽 入 n 如 其 像 定 1 以 ，1 如 其 像 定ー猶 若， 力 士 屈， 1 伸 臂 一 頃， 如， 是 世 尊 從 n 婆 奇瘦鼉 山 怖 林 

鹿 野 園 中 1 忽 沒不， 現 住- 1 枝 提瘦水 渚 林 中尊 者 阿 那律陀 前； 是 時世 尊 便從， 定覺 嘆， 1 奪 者 阿 

那 律 陀 1曰、 善 哉 善哉 阿那律 陀謂汝 在， 一安 靜 處 1 燕 坐 思 惟 心 作 n 是 念； 道 從ー 1 無 欲 1 非 ，1 有 欲 得； 道 

從， 1 知 足 一 非 ，1 無 厭 得； 道 從 ，1 遠 離 1 非 - 樂 聚 會 1 非& 聚 會 1 非 - 合 聚 食 得； 道 從 ，1 精 勤 1 非 1ー 御 怠 得； 道 從， 1 正 

念 1 非 n 邪 念 得； 道 從，； 定 意 1 非 ，1 亂 意 得； 道 從％ 慧 1 非 i 痴得； 阿那 律陀汝 從 n 如 來 1 更 受， 1 第 八 大人 

之 念 1 受 已 便 思。 道 從， ネ 戯 ま 1 不 戯； 非， 戯 非， 藥 戯ー 非-行 戯得； 阿那律 陀若汝 成 n 就 此 大人 八 念 一 

者 汝必能 離， 欲 離 n 惡 不善 之 法 1 至， 得 n 第四臟 成就 遊； 阿 那律陀 若汝成 n 就 大人 八 念 1 而復 得" 

此四增 上 心 1 現 法 樂居易 不， 難， 得 者 如 n 王 王 臣 1 有 ，1 好 緘 簏 1 ま滿 種種 衣 1 中前 欲， 著 便 取 著， 之 

中 時 中 後 若 欲レ 著， 衣 便 取 著， 之隨意 自在。 阿那律 陀汝亦 如， 是、 得 n 糞 掃 衣！ 爲 - 第 一 服； 汝 心 無 

欲 行 あ 住 止 行； 阿那律 陀若汝 成，， 就 大人 八 念 一 而復 得， &四增 上 心； 現 法樂居 易不， 難， 得 者 

如， 主 王 臣 一 有-好 厨宰 種々 淨妙 甘美 餚饌； 阿那律 陀汝亦 如， 是. 常 行， 1 乞 食 1 爲 n 第 一 饌ー汝 心 無 

欲 行 n 此住止 行； 阿 那律陀 若汝成 „ 就 大人 八 念 1而 復得 n 此四增 上 心 1 現 法樂居 易不， 難， 得 者 

如， 主 王 臣 1 有, 好 屋舍 或樓閣 宮殿； 阿那律 陀汝亦 如， 是， 依 下 1 止 i 一  舍； 汝 心 無， 欲 行 ，1 此 

住 止 行； 阿那律 陀若汝 成， 1 就 大人 八 念 一 而復得 = 此四增 上 心； 現法樂 居易不 レ難， 得 者 如， 主 王 

臣 1 有 t 好 床 座 I 敷以 n  "氍 ffi^l 覆以 ，1 錦 綺羅 S 有 翻 體被兩 頭 安， 枕 加 凌 伽 波 S 邏波 遮悉哆 

羅那； 阿那律 陀汝亦 如， 是草座 葉座爲 n 第 一 座； 汝 心無， 欲 行 あ 住 止 行； 阿 那律陀 若汝成 1 一就 
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「善い 哉 善い 哉、 阿那 律よ。 汝は 此の 法 は 少欲の 法 (こして 大欲の 法に^ す、 知 足の 法に 

L て 不知 足の 法 (こ 非す'、 遠 離の 法に して 聚會の 法に 非す'、 村 進の 法に して 懶惰の 法に 非 
す-、 住 正 念の 法に して 妄念の 法 (こ 非す、 寂靜の 法に して 喧噪の 法に 非す-、 有 智者の 法に し 
て 無智 者の 法 【こ 非す さ 大人の 覺^ 念じて 居た 。阿那 律よ 次で、 この^ 八の 大人 覺卽 ち、 乙 

の 法は戯 論^ 樂 しまざる もの、 法に して 戯論^ 樂 しむ もの、 法に 非す-ざ 念ぜよ 0 お 那律 

よ 、汝は ： の 八 大人 覺 ^念す h 限 り 離 欲 離 不善 法、 有 覺有觀 離 生 喜 梁の 第一 禪に 人って 住す 

る^ 期待し 得る o 第二 禪 第三 禪 第四禪 に 入って 住する^ 期待し 得る。 阿那 律よ 又汝 は： の 

八 大人 覺^ 念じ、 此 等四禪 の 心耮れ たる 現 法樂 へ 困難な しに 欲する 儘に 入り う る 限リ、 

喩へ は' 主 又は 家主の 子が いろ 々 々の 色の^^ 女 服の 筘: こ一 杯に 持って 心 S ろが 如く、 足 

る^ 知って 住し、 樂 しく 撓 i す 安 かに 涅^  ： 向ム汝 こ は 糞 曆 衣ら 心 S ろ 料で わ らう。 又喩 
へ は' 家主 又は 家主の 子が、 淨 白の 一粒 撰 リの情 白 来 I こ 数多の 茱な 付けた 食事 ^以て 事足ろ 

が 如 く  、£ る ^知って 住 し、 樂 しく 撐 ます 安ら かに 涅槃に 向ふ汝 (： は 行 乞 (： 依って 得た る 國 
食 も 事足るべし o 又喩へ は' 家主 又は 家主の 子が、 善く 內外^ 塗り 堅め 風^ 防^、 戸に は 善 
く閂 して 閉ち •、 窓 は 奢く 塞^た る 層^::  ft して 心 £ るが 如く、 足る^ 知って 住し、 樂 しく 
撓ます 安らかに 涅槃に 向 ふ汝 (こ は樹 下の 座 も 心 足 る 料で ある 、又喩 へ は'、 家主 又 は 家主の 子 
に、 長い 房の ついた 毛布^ 布 さ、 白色の 毛布^ 布き、 カダリー 種の 羊の 毛に て 織った クク 
シ ヨン^ 匿き、 最上の 上敷^ 掛け、 兩端 赤色の 枕 もる 寢床 (こて 心 足る が 如く、 足る^ 知つ 
て 住し、 樂 しく 撓ます 安らかに 湼槃に 向 ふ 汝:： は 草^ 敷きつ めた 床 も 心 £ る 料で あり 、又喩 
へば、 家主 又は 家主の 子 (：、 種々 の 藥卽ち 生 蘇、 酪、 油、 蜜、 糖蜜が あるが 如く、 足る^ 
知って 住し、 樂 しく 撓 ます' 安らかに 涅槃；： 向 ふ 汝には 腐尿藥 にて 事足る であらう o 此れに 依 

つて、 阿 邪 律よ、 汝は來 るべき 安居に も、 この チ： E —  テの パーチ一 ナ タ ムサ 林に 住すろ が 
よから う」 さ O 

「世 尊よ、 かしこま リま しす:」 ミ阿那 律 は 世 尊に 御^へ 申 し 上げた O 

力 ぺて世 尊 は 壯士の 腕^ 伸し 屈めす るが 如 さ 僅かの 時: こて、 パーチ ーナ タム サ 林よ リ' H 
して プ Z —サ カラ 林に 顯 はれ、 設けの 座に 就いて、 比丘 等に 語リ 給うた 0「 比丘 等よ、 私 は 
今 八 大人 覺尽 汝孥の 爲に說 くで もらう。 善く 聽 いて 之 あ 思 念ぜよ。 比丘 等よ、 八 大入覺 さ 
は 何で あるか o 比丘 等よ、 この 法 は 少欲の 法に して 大欲の 法に 非す'、 知 足の 法 (こして 不知 

足の 法に 非す、 遠 離の 法に して 聚會の 法に 非す、 精進の 法 (： して 懶隋の 法 (こ 非す、 住 JE 念 

の 法に して 妄念の 法に 弗す、 寂靜の 法::： して 喧噪の 法 (二 非す、 有 智者の 法に して 無智 者の 

法に 非す *、 戯論^ 樂 しま ざ る 者の 法に して 戯論 ^樂 しむ 者の 法 (こ 非す ミぃ ふ- S であろ 0 
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昧 EH 


大人 八 念, 而 復 得 四 增上心 - 現 法樂居 不， 難， 得 者 如レ是 汝 若 遊 - 東 方 1 必 得 n 安 樂 1 無， 1 衆 苦 患； 

若 遊， 南方 西方 北 方 1 者 必 得 ；1 安 樂ー無 n 衆 苦 患； 阿那律 陀若汝 成 1 一就 大人 八 念 1 而 復 得 11 此 四 增 

上 心. 現 法 樂居易 不， 維， 得 者我尙 不 ，說，, 汝 諸 善 法 住 一 況 說-衰 返； 但 當 i 夜 增 k 善 法； 而 不， 衰 

返； 阿 那律陀 若汝成 11 就 大人 八 念- 而復得 - 此四增 上 心 (現 法 樂居易 不難レ 得 者汝於 ヒー 果 ー必 

得-其 一 ；或 於 ー1 現 世： 得 n 究 寛 智 i 或 俊 有レ餘 得 -I 阿 那 含 河 那 律陀汝 當レ成 1 一就 此 大人 八 念 1 亦 應レ得 n 

此四增 上 心； 現 法 樂居易 不レ 難レ得 巳， 然 後 於 一一 枝 提瘦水 渚 林 中 1 受-复 坐 1 也 

****** 

、世 尊 t 比 丘 一有 一 In  ニニ 味； 云 何 S 1、 空 1 二 眛無願 三味 無 想 三 味、 彼 云 何 名 S 11 1 昧； 所 謂 

S 者觀ニ 切 諸 法 皆 悉空虛 ；是 謂-, 名爲 11 空 三味； 彼 云 何名爲 11 無想 三昧 (所謂 無想 者 於 二 切 

諸 法 1 都 無-, 想 念 1 亦 不， 可レ見 是 謂 11 一名 爲& 想 三味； 云 何 名 i 願 一一 一 昧、 所 謂 無 願 者 於 一！ 一 切 諸 

法 一 亦 不一 一 願 求； 是 a 一名 爲ー 一 無 願 三昧； 如是 比丘 H 三 三 味 一 久 在 一一 生 死 一 不 S 覺 磨 

***** 木 
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少欲の 法 (こ して 大欲の 法に 非す ミは 如何なる 義 かさい ふ (二、 茲 (こ 比丘 ぁリ 少欲に して、 
我 は 少欲な リ ミ 知られん ミ 欲せす、 知 足に して、 我 は 知 足な リ ミ 知られん ミ欲 ぜす、 遠 離 
にして、 我 は 遠 離^ 樂し むミ 知られん ミ欲 ぜ す、、 乃至 戯論^ 樂 します' して、 我は戯 論^ 樂 
しま 1 "マ 知られん ミ 欲しない。 比 ft 等よ、 此^ 少欲の 法に して-人欲の 法 (： 非す ミ いふので 
ある。 知 足の 法に して 不知 足の 法に 非す ミ いふ は、 如何なる 種類の もので も 得られす: 衣、 
食、 住、 藥 にて 滿 足す るない ふので ある。 遠 離の 法に して 聚會の 法に 非す ミ いふ は、 違 離 
な樂 しむ 比丘の 處へ、 比丘 比丘尼 優 婆 塞 優 婆 夷、 王 又は 王の 大臣 外道 外道の 弟子 等來る （こ 
比丘 卽ち遠 離に 傾き 遠 離に 向 ひ 遠 離'： 留ま リ出 離な 樂 しむ 心 (こて 眞實 (こ皴 舞す る 話の み^ 

する ； ミ でもる。 精進の 法に して、 不精 進の 法に 非す' ミは、 茲 (こ 比 £ か '惡 不善の 法 4* 廢捨 
し、 善 法な 發 得する 爲に嵇 進し 堅忍 不拨に 勤めて 善 法に 對 する 責任な 拾て ない こミ でめ 
る0 住 正 念の 法 (二して 妄念の 法に 非す' さは、 茲：： 比丘が 正 念な 持し、 最上の 記憶に て 遠き 
以前の 言語 行爲^ 記憶 想 担す る ： ミ である。 寂靜の 法に して 喧噪の 法に 非す S は 初禪 乃至 
四禪に 入って 住すろ ：ミ である 0 有 智者の 法に して 無智 者の 法 (こ 非す ミは茲 に 比丘 智慧 も 
リ て 法の 與廢 に 就いて 熟知 し苦滅 道の 事 (こ 貫き 刺す 聖智ぁ るない ふので ある o 戯論^ 樂 し 
まざる もの ゝ法： して 戯論^ 樂 しむ もの、 法に 非す ミは、 其の 心、 戯論^ 無くす る ： ^  I： 
向 ひ、 その 戯 論の 轺滅に 心 靜まリ 住し 解脫 する ：ミ である ミ o 

靳 くて 阿 那律は その'/ 居 ^パーチ— ナ ヮ ム サ 林:： 過 し、 蜀リ遠 離し 不 放逸 【二 不屈 不撓に 
住して 間 もな く 良家の 子が 家^ 出て、 沙門 さなれ る その 目的の 無上の 梵行^ 成就して …… 
阿羅漢 ミ なった o 應果^ 得て 後、 阿 那律は 次の 偈^ 歌うた o 

世 (こ 上な き佛は 我がお も ひ^ 知 リズ 

意 成の 肩 もて 神 通 (こ 依り 我が 前に- 顯 はれ  ' 

我がお も ひの 上なる^ 說き 

戯 論の 樂 し む 可 か ら ざ る ^示 し耠ひ 2Q0 

我 は そ の 法^ 知 リ て その 敎 ^樂 しみて 住せし か は' 

^明 は 達^ られ佛 の 欽は戍 し遂ば られ Wo 


(1) 增— 阿舍^ 六 (昃ー ぺ9) 

同 本 巴 利 增ー阿 含 三の 部 一六 三 (Vol.  I.  P.  299) 

比丘 等よ、 貧 欲な 知り 破 壞し破 却し 滅翥し 離 E する 爲には 三 法^ 修習 せれ は' ならぬ。 三 
法ミは 空定、 無 想定、 無頤定 である o 

比丘 等よ、 瞋恚、 愚^、 忿、 恨、 覆、 自尊、 嫉、 慳、 饀、 誑、 臀、 喧噪、 慢、 增 上慢、 
懾、 放逸 も 知り、 此^^ 破 壞し破 却し 滅翥 し離脫 する 爲に はこの 三 法^ 修めれ は' なら 《o 
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ぶ 遊に 昧三さ 弗利畲 


、一時 佛 在 11 舍 衞 國祗樹 給孤獨 園ー爾 時 尊者 舍利 弗淸旦 從 1 静 室-起 至& 尊 所 一頭 面 鱧 足 在 n 

一 面 1 坐。 爾 時 佛 吿 11 舍 利 弗 1 曰、 汝 今 諸根淸 淨顏貌 與レ人 有 レ異、 汝 今 遊-何 一一 一 味 ¥ 利 弗 白レ佛 言 

唯 然 世 尊、 我 恒 遊 一き コ  一 C 佛 吿 一一 舍 利 弗 一言、 善 哉 善哉 舍利弗 乃 能 遊 - 於 空 11 1 味； 所 11 以 然-者 諸 

纛赛 三昧 者 最尊第 1 、 其 有 a 比 丘 一遊 n 虛 空 11 1 昧 1 計レ無 一一 吾 我 人 壽 命 (亦 不レ sn 衆 生； 亦 復 不レ見 a 

諸行 本 來； 已 不， 見 亦 不， 造-行 本； 巳 無レ行 更 不レ受 ％  、巳 無 レ受レ 有 S 受 11 苦 樂之 報： 舍利弗 當レ知 

我 昔 未， 成 11 佛 道 1 坐 11 樹 王 下 i 便 作 11 是 念お 衆生 類 爲レ 不レ剋 11 獲 何 法 1 流翱 生 死 1 不レ得 11 解 脫 (時 我 復 

作ュ是 念 -無，有き 三 昧： 者 便 浪 n 流 生 死 1 不， 得- 1 至 霓 解 脫； 有^ 空 三 昧 1 但 衆 生 未 使 11* 生 1 起 * 想 

著 之 念； 以 起 n 世 間 之 想 一 便 受 - 生 死 之 分 (若 t  S 一一 一  昧 1 亦 無 n 所 願-便， 得 11 無 願 一一 一 昧； 以， 得-無 願 

11 一 眛 1 不， 求-死， 此 生， 彼 1 都 無 11 想 念； 時 彼 行者 復 有 一： 無 想 一一 一 昧 一 可レ得 - 娯 樂 K 衆生 類 皆 由^^ 得」 一 一 

昧 一 故 流 n 浪. 生 死 ；觀ー1察 諸 法； 已便 得き - 一  I  S 一一 一  昧 > 便 成 4 耨 多羅 三 貌三菩 ，き 爾 

時 1 以 si 三味 1 七 曰 七夜 &視 道 樹 一 目 未 - 曾 朐 1 以 一一 此 方 0S 三昧 者 於！ 一 諸 一一 1 昧 1 爲ー 1 第 一 三 

味 1 王 三 眛者空 三昧 是 也、 是 故 舍利弗 営き 一方 便 1 辨き 一一 1 舍 利 弗. 當， 作 11 是 0 

****** 

<1 時佛 在- 釋 翅閽婆 梨果 園ー與 - 大 比丘 衆 五 百 人. -俱、 是 時 尊者 舍利弗 尊者 目 乾 連 於 レ彼 夏 

坐 巳將， 一 五 百 比丘 fen 人 間 一遊 化 漸次 來 n 至 釋翅村 中； 爾 時行來 比丘 及 住 比丘 各々 自相謂 
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( 1 )  ^一  P 可 舍卷四 一 (昃三 *22) 

同 本、 巴 利 中阿舍 第一 五— 經 （Vol.  III.  p.  293.) 

或 時世 尊 は王舍 城の 養 栗鼠 竹 園に 在し す :o 時に 長老 舍利弗 は 夕 暮禪定 よ リ 立って 世 尊の 
御 許に 近づき、 禮^ なして一 面 (こ 座した。 世 尊 は舍利 弗に 宣ふ やう 0「舍 利 弗よ 汝の 諸极は 
淸淨 (こして、 膚の 色が 輝き 如何にも 淸く靜 かに 見^る。 舍利 弗よ 汝は 今日 多く 如何なる 
住に 住しす: ので あるか 」o  「世 尊、 今日 私 は 多く 空 性の 住に 住しました Jo  「善い 哉 善い 哉舍 
利 弗よ、 汝は 今日 多く 大人の 住' に 住しす ：。 舍利 弗よ、 空 性は實 (こ 大人の 住で ある。 それ 故 
(：舍 利 弗よ、 も し 比丘に して 空 性の 住に 住 ぜん ミ 望まに'： の 樣に思 ひ 運ら され は' ならわ o 
「私ば 道^ 步 いて 村に 入リ、 其處 (こ 乞 行し 更に-道に 依って 乞 行よ リ歸 つた。 其の 往還に 於 

て 眼 所 譏の 境卽ち 色に 於て、 耳 所 識の境 卽ち鼕 に 於て  意 所讖の 境卽ち 法に 於て、 私 

に 欲、 貧、 瞋、 痴の 心の 所礙 があった であらう カリ ミ0 斯く 考へ來 つて 若しあった ざ 知ら 
ば その 惡 不善の 法^ 廢 拾す る爲 (二 勤めれ は' ならぬ o 若しな かつす： S 知れ は'、 その 比丘 は 喜 
ミ樂 ミ^ 以て 日夜 善 法^ 學ぷ： S な繽 けね は' な らぬ o 

又舍利 弗よ、 その 比丘 はこの 樣 (：考 へねば ならぬ。 私の 五 欲は廢 せられた る 力 *o 五 蓋に 
除かれ：/ るか、 五 取蘊は 知られす： ろ 力、、 四 念 住、 四 正！ \ 四 神 足、 五 根、 五 力、 七 菩^ 
分、 八 正道、 及 ひ '止さ 觀ミは 修められた るか、 明 ざ 解 脫ミ は實證 せられす： る カリ S0 舍利 
弗よ、 新く 考へ來 つて、 未だ 五 欲さ 玉篕は 除かれす、 五 取蘊は 知られ' す、 四 念 住 乃至 止觐 
は 修められす'、 明ミ 解！: さは 實證 せられぬなら は'、 比丘 は その 廢捨 のす: め 知 了の す: め修習 
のた め實證 のす： めに 勤めれ は' ならぬ。 又 旣に五 欲 ざ 五 蓋 は 除かれ 五 取蘊は 知られ、 四 念 住 
乃至 止觀は 修められ、 明 さ解脫 さは 實證 t£ られ す： リさ 知らば、 その 比丘 は 喜 S 樂ミな 以て 
日 夜 善 法ん^ ぶ ： ミな績 けれ ばな ら に。 

舍利 弗よ、 遠き 過去の 如何なる 沙門 婆羅門 t 施 食な 淨め たる もの は、 斯 くの 如く 思念し 
思考して 施 食の 淨め^ しす ： 。 又 遠 さ 未来の 如何な る 沙門 婆羅門 も 施 食^ 淨 めんさす る も ゆ 
は、 皆斯 くの 如く  S 念 し 思考 して 施 食の 淨 めんな すで あ ら う 0 又 現在の 如何なる 沙門 婆羅 
門 も 施 食^ 淨 むる もの は、 皆斯 くの 如く 思^し 思考して 施 食の 淸 め^する o それ故に 舍利 
弗よ、 汝等 皆斯く の 如く 學 ばれば な らぬ。 「思念し 思考して 施 食な 淨む べし」 ミ o 汝等 皆斯. 
く の 如く 學 ばれ は' な らぬ o 

(2)  ^— 阿舍卷 四一 （昃三 'SO) 

同 本、 巴 利 中 阿 含 第 六七徑 (Vol.  I.  p.p.  456-462) 

或 時世 尊^ チャート ゥマ 村の ァー マラキ 一林に 在し す :0 其 時 舍利弗 ミ目犍 連 は 約 五 百 ゆ 
比丘^ 率へ て、 世 尊^ 見荜 らんが 爲に チヤ 一 ト ゥマ 村に 到着した o 到来の 比 U: ミ 在住の 比 
丘 さ 挨按^ 交し、 座 具^ 整へ、 衣鉢^ 片 づける ので 騷 がしい 音^立て 、ねれ 0 ザ. 尊 は 阿 II 
^呼 ひ' 何故:'- 浼夫逹 が 魚^ 奪 ひ 合 ふ 時の 樣な 大聱^ 發 してぬ るの かミ 尋れ、 阿難よ り 所以 
な 聞き 比丘^^ 呼ばし め 給う た。 
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むしち 去 を 衆陀佛 


言 共 相 問 節 ヌ且聲 昔 高 大、 爾 時世 尊 聞， 1 諸 比丘 昔 聲 高 大 一 卽 吿， 一 阿 難 1 曰 今此園 中是誰 *3 

響聲 大乃爾 如 破， 1 木 石 1 之 聲； 阿 難 白， 佛 言 今 舍利弗 及 目 連 將-五 百 比 丘 一 來 在， 此、 行 來 比 

. 丘久住 比丘 共 相 問 訊 故 有，, 此 夢 耳、 佛 吿, 阿 難； 曰汝速 遣 ^ 舍 利 弗 目 乾 連 比丘 不^, 住， 此、 是 

時 阿難 受， 敎 & 卽 往， 1 至 舍利弗 目 乾 連 比丘 處, 卽 語， 之 曰、 世 尊 有， 敎 速 離， 此 去 不へ P 住， 此、 舍 

利 弗 報 曰 唯 然受， 敎、 爾時舍 利 弗 目 乾連卽 出- 1 彼 園 中 1 將 11 五 百 比丘 ー涉， 道而 去。 爾 時諸释 聞， 

舍利弗 目 乾 連 比丘 爲， 1 世 尊, 所, 遣 卽 往， 1 至 舍利弗 目 乾 連 比丘 所 一頭 面 鱧 足 白, 舍. 利 弗 i 曰 諸 

賢 欲， 1 何 所 趣 向； 舍 利 弗 報 曰 我等 爲& 來 一所， 遣 各 求-安 處； 是 時諸釋 白- 舍 利 弗 1 言 諸賢 小留, 

意 我 等 當^ 1：,1 如 來 1 懺 悔； 是 時 諸釋卽 往ユ至 世 尊 處 1 頭 面 鱧 足 在」 面 一 坐 白， 1 世 尊 1 言、 唯 願 世 尊 

i 遠來 比丘 過咎； 唯 願 世 尊 以 x 時 敎誨其 中遠來 比丘 初 學レ道 者 新 來 n 入 法 中 一未 fell 尊 顏 1 

備 有， 囊 悔 之 心 1 猶 ^茂 苗 不， 遇 n 潤 澤 1 便 不 k 就 xr 比丘 亦復 如 ，是， 不， 親 n 如 來 i 而 去 者 恐 能 有 n 

變悔之 心 ー是時 梵天王 知 & 來 心中 所 念 1 猶 き 力 士 屈， 1 伸臂 1 頃 從為 天 1 沒 來 ，1 至 如來所 1 頭 面 

鳢 足 J 一  面 一而 立、 爾時 梵天王 白 ft 尊 一言 唯 願 世 尊 原- 捨 遠來 比丘 所作 愆 過ー以 ，時 敎 誕、 其 

中 或 有 - 比 丘 一 未 n 究 意 1 者 便 懷 n 變 悔 之 心； 彼 人 不， P 如 來 顔 像 1 便 有， 1 變 意 1 還 就 n 本 業； 亦 如 薪 生 

犢子生 失-其 母 1 憂愁 不 ％ 此 亦 如， 是、 若 新學 比丘 不， 得， 觐 - 如 來 1 者 當 JA 離 此 正法爾 時世 尊 

便 受 ，1 釋 種 之諫及 梵天王 犢子 之^; 是 時世 尊 顧き 阿難 1 便 生- 斯 念； 如 來 已 受 fe 人民 及 天 

人 之諫； 是時何 難 卽往^ 舍利弗 目 乾 連 比丘 所 1 而 語， 之 曰、 如 來 欲^^ 與-衆 僧 1 相 見^ 及 人 


255 


比丘^ は 世^の 召に 世 尊の 御 許へ 行き、 御 葬れに 依リ騷 がしかった わけ^ 申 し 上げた o 
世 尊 は 命じ 給うた。 「比丘 等よ、 去れ、 私 は' 汝等^ 返け る o 私の 近くで 住む： S はならぬ」 
ミ。 「世 尊、 かしこ まり ま した」 さ 御 答して 比丘 等 は 座^ 立ち、 世 尊 ^禮 し右繞 し、 衣鉢^ 
取って その 場^ 立ち去つ す :o 

其 時、 チャート ゥマ 付の 釋穉 等は會 議の爲 に公會 堂に 集まって 居た が、 比丘 等が 遠く よ 
リ來 る^ 見て 近づいて、 「何處 へ 行く のか」 さ 尋ね、 世 尊 (二 返 けられた 事^ 聞いて、 比丘 等 
にこの 樣に 曰った c 「それで は暫 らく 茲 (： 待って ねて 下さい。 私 1 の 力て 世 尊^な だめ 申す 
事が 出来る かも 知れ わから」 さ。 比丘 等 はこれ ^承知し す ：。 そこで 釋種等 は 世 尊の 御 許 (こ 
近づ さ禮^ な し 一面 (： 座して 左の 樣に中 上げた。 「世 尊、 比丘 暦 伽^ 御 許し 下さい c 迎 へて 
下さい o 以前 世 尊が 暦伽 な 護持し 給うた 如く 今 も 僭 伽な 護持 して 下さい。 この 贈 伽の 中 ( こ 
は 新ら し く 出家し、 この 法ミ律 (：歸 して 間の ないむの も わり ま To 彼等に して 若し 世 尊^ 
見 奉る 事が 出来ないなら は'、 或は 心 變リ、 返轉 する かも 知れ ませぬ o 世 尊喩へ は' 若い 種子 
が 水^ 得ない^ に 枯れて 行く 樣に、 又 若い 櫝が母 牛^ 見る 事が 出来ない 爲に衰 ろへ て 行く 
樣 (こ、 彼等 も 世 尊^ 見 奉る 事が 出來 ない 爲に、 或は 心變 リ退轉 する かも 知れ まぜぬ o それ 
故に 世 尊、 彼等 僧伽な 許し 迎 へて 下さい。 以前の 樣に- 僭 伽な 護持して 下さい」 o 

梵天 サ ハン パテ も、 世 尊の 御 心^ 知リ、 壯士が 腕 も 伸べ たリ、 屈めた リ する 程の 早 さ 
で、 梵天 界ょ リ姿^ して、 世 尊の 前に 顯 はれ、 一JS (こ 衣^掛け 合掌して、 チャート ゥマ 
€) 釋種等 さ 同じい 頸^した o 

かくて チャート ゥ マの 釋 種享ミ 梵天 サ ハン パテ ミは 若い 種子 ミ 幼ない 犢の喩 で 世 尊の 御 
免し あ 乞 ひ 得た ので、 目 犍連は 衆^ 促して、 共 (二 再び 世 尊の 御 許に 近づき 世 尊^ 禮 して一 
面に 座し す :0 世 尊 は 舍利弗 (こ；： の樣 (こ宣 う す :o  「舍利 弗よ、 汝は 私が 比丘 等^ 返け ナ: 時 (こど 
の 樣に考 へす: か」。 「世 尊、 其 時 私 はこの 樣 (：考 へま しす :o 世 尊 は 比丘 等^ 退け 給う た o 世 
尊 は 今 事な さな 好み、 現法樂 住に 専心に 住し 給 ふので あらう 。我々 も 今 事な きな 好み、 現 
法樂 ffi (こ 専心に 住する であらう さ」 o  「待てよ 舍利 弗、 待てよ 舍利 弗、 舍利 弗よ 汝は 再び 二 
の樣な 心^ 起して はな らぬ」 o 世 尊 は 次で 大目 犍 連に 尋れ 給う ナ :o  「目犍 連、 汝は 私が 比丘 
衆^ 返け た 時には ごの 樣に考 へた 力、」。 「世 尊、 私 はこの 樣に考 へま した。 世 尊 は 比丘 等^ 
退け 給う す:。 世 尊 は 今 事な きな 好み、 現 法樂住 (こ專 心に 住し 給 ふで あ らう。 私 は 今 （世 尊 
に 代って） 舍利弗 さ 共に 比丘 等^ 率 ゆるで あらう」 さ。 「善い 哉 善い 哉、 目犍 連、 比丘 等^ 
率 ゆ る は 我が 舍利弗 か 若 く は' 汝 である」 o 

時に 世 尊 は 比丘 等な 呼 ひ' 掛け 給う ナ :o 「比丘 等よ、 海 (こ 出 づる者 は 四つの 恐怖^ 待ち設け 
れは' ならぬ。 四つ さは 何 かさい ふミ、 波浪の 恐れ ミ鰐 魚の 恐れ ミ渦の 恐れ ミ、 ススカ 魚の 
恐れで ある 0 比丘 等の： の 法 ミ律ミ （こ 出家した る 者 も 又： れミ 同じい 四つの 恐れ^ 待ち 設 
はれば な らぬ o 
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民 皆 膜 啓 此理； 爾時舍 利 弗 吿 fe 比 丘 一 曰、 汝 等 各 收-攝 衣 鉢-共 往 "世 尊 所ー然 如來已 受-我 懺 

悔： 是時舍 利 弗 目 連 將 n 五 百 比 丘 ま 一世 尊 所 一頭 面 禮足在 一二 面 一 坐、 是 時 佛 問- 舍 利 弗 一 曰、 吾 向 

者 遣 一 諸 比 丘 僧 ー於ーー汝 意 一 云 何、 舍 利 弗 言 向 者如來 遣.， 諸 衆 僧 一 我 便 作- 是 念： 如 來 好 遊 一一 閑 靜 處ー 

無 爲、 チ樂， 在， 鬧 是 故 遣 1ー 諸 * 慣 一 耳、 佛 吿-舍 利 弗-曰、 汝 後 復 生-何 念^  * 是時誰 之累、 舍利弗 

白， 佛 言 時我復 生 & 念-我 亦 當 お-閑 靜 - 獨 鬧 中； 佛 吿. 1 舍 利 弗-曰 勿 レ作- 是 說ー亦 f . 

此 $ 我 當， 在-閑 靜 之 處 1 也 如 一 1 今 聖衆之 累 ft 非&^ 利 弗 目 乾 連 比 丘-乎。 爾 時世 尊 吿矢 

目 乾 連-曰 我 遣 ー窗 衆 僧ー汝 有-何 念； 目 乾 連 白， 佛 言 如 來 遣， 1 衆 僧 1 我 便 生- 斯 念 1 如 來 欲&^ 獨 處 

無 爲 1 故 遣 n 聖 衆 一 耳、 佛 吿. 1 乾 連- 汝 後 復 生 街 念 一目 乾 連 白レ佛 言、 然 今如來 遣 =諸 0 ま 我等 宜， 

還 收：， 集 之 一 令， 不^ 散； 佛 吿 1 乾 連-善 哉 目 連 如 一一 汝 所說 -* 中 之 標首唯 吾 與レ汝 二人 耳、 ま 今 

已往目 乾 連 當 k& 諸 後學比 丘 1 使 i 夜 之 中 永 處-安 隱 之 處 - 無^^中 返 墮， 落 生 死： 若 有-比 

丘 一成-就 九 法 一 者 於-現 法 中- 不， 得 fc 大； 云 何 爲， 九、 與-惡 知 識ー從 事 親& 非 事 一 恒 喜-遊 ^恒 抱 "長 

患 一好 蓄 •」 財 貨， 貪-著 衣 鉢-ぎ 虔 妄 一 亂 意 非 レ定 無レ 有- 慧 明 一 不レ解 >義 趣-不一 ー隨蒔 ぎ誨、 是 謂， 若 比 丘 成- 

就 此 九-者 於-現 法 中 ー不， 得 * 大- 有お 及ぼ 有& 丘 一能 成-就 九 一 者 便 有^-成 辨ー云 何 爲^ 與" 

善 知識- 從事 修荇 正 法； チ P 邪 業ー恒 遊- 獨 ？不 レ樂入 間ー少 病 無 亦 復 不 多 畜 ー窗 財 寳ー不 レ貪ュ 

著 衣 鉢； 勸 行 精 進 無， 有 n 亂 心 1 聞， 義 便 解 隨 聽 k 無 レ有黻 足 S 謂 有-比 丘 一成-就 此 九 法-者 

S 法 中 1 多 薪 >1饒 ^是 故 目 連 當 T 念 勤 加 住 誨 fe 比 丘-使 夜 之 中 致 爲之 處，。 
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比丘 等よ、 波浪の 恐れ ミは 何で ある 力， 0 比丘 等よ、 茲 (こ 良家の 子 か-信 ぁリて 出家し-の 
檬に思 ふ、 私 は 生 老^ 死 憂 悲苦惱 絶望に 沈み、 苦に 敗れて ねろ 。 恐らく 彼等 は 私 (こ 此全苦 
蕴か 終滅ぜ しむる 法^ 說く であ ら う さ。 然るに 靳く の 如く 出家した 彼 に 同梵 行者が 敎晦し 
說 示す ho 行く  I： は斯 くの 如くせ ねばな らぬ 0 歸 るに は斯く の 如く せれ は' な らぬ。 斯く の 
如く 見渡さ ね は' な らぬ、 斯 くの 如く 眺めれば ならぬ、 腕 ^伸す (： は斯く せれば な らぬ、 屈 
める には靳 くせれ は' な らぬ c 斯 くの 如く^ 伽 梨 衣^ 纏 はれ は' な らぬ ミ0 彼 はこの 様に 思 ふ 0 
私 は已前 家に あった 時に は 他 (こ 敎へ示 しす ：。 然るに 今:: れら 私の 子 か 孫の 樣な も のが 私^ 
敎 へれ は' なら 《 諭さ ね は' な らぬミ 思って ねる ミ 0 力、 くて 彼 は 腹^立て 學則^ 捨て ゝ 還俗す 
ho 比丘 等よ、 波浪の 恐れ ミは 怒ミ轺 望の 名で ある 0 

比丘 等よ 鰐 魚の 恐れさ は 何で あるか 5 これ も 亦靳く の 如く 出家した 彼に 同梵 行者が 敎誨 
し說 示す る。 これ は 食べれば ならぬ、 これ は 食べて はならぬ。 これ は鈥 まれ は' ならぬ、 ： 
れ は飮ん ではなら ぬつ 適當の もの^ 食べれば ならぬ、 不適 當の もの^ 食べて はな らぬ 0 適 
當の も の ^飲まれ ばな らぬ、 不適 當の も の^ 飮ん ではな らぬ。 正 しさ 時に 食べ 或は 飮 まれ 
は' な らぬ、 非 時 (こ 食べ 或は 欽ん ではな らぬむ 彼 はこの 樣 (こ 思 ふ。 私 は 家 ： あった 時 食べ 
す: いもの^ 食べ 欽 みたい もの^ 飮み、 食べた く なく 飮 みた く ない ものな 欽食 t£ なんだ。 私 
の欽 食に 適當の もの 不適 當の もの、 正 時 弗時ミ いふ 事はなかった 0 今 信仰 ある 家主 達が 非 
時に 甘美な 食物 冬 送って 吳れて L  、 私 は ロぁ閉 ち • ら れた樣 に さ ぜ られ てね る ^0 か く て 彼 
は學 則な 拾て 、還俗す る。 比丘 等よ これが 鰐 魚の 恐れから 學則^ 桧てゝ 還俗した もの ざ 曰 
はれる。 鰐 魚の 恐れ ミは 食に 煩 はさ る ゝ 事の 名で ある。 

比丘 等よ 渦の 恐れ S は 何で ある 力、 0 彼 は斯く の 如く 出家して 早朝 衣^つ け 鉢^ 取り、 ^ 
口 意 ^護ら す、 正 念に 住せす'、 諸 根^ 制御 ぜす して 衬 又は 邑 (ニ乞 行に 入る。 かくて 彼 は 其 
の處で 家主 又は 家主の 子等が、 五 欲に 圍鐃ぜ られ て享樂 しつ 、ある^ 見て、 私 も 家に あつ 
ォ: 時 は 五 欲に 圍繞ぜ られ て享樂 して ゐた、 家に は 富が あ るから、 富^ 享樂 しつ 、 功德^ 積 
む ニミが 出来ろ ミ0 かくて 彼 は 學则^ 厭うて 還俗す る 0 比丘 等よ これが 渦の 恐れで 學則^ 
厭 う て 還俗す るミ曰 ふ： ミ である。 渦の 恐れ ミ は 五 欲の 名で あ る 0 

比丘 等よ ススカ 魚の 恐れ ミは 何で あるか 0 彼は斯 くの 如く 出家して、 早朝 衣^つ け 鉢;^ 
取り、 ^口 意^ 守らす、 正 念に 住せす、 諸极^ 制御せ す'、 村 又は 邑に乞 行に 人り、 其の 處 
にて、 不仕 だら の 着物の 着 方^し す: 婦人 ^免て、 欲に 心^ 捕 はれ 學則^ 厭うて 還俗す る 0 
比丘 等よ これが ススカ 魚の 恐れから 學則^ 厭うて 還俗した ミ曰 はれる。 比丘 等よ ススカ 魚 
の 恐れ ミ It 婦人の 名で あ る。 比丘^よ ： の 法 ミ律ミ （こ 出家 しプ： ろ も のに ： の 四つの 恐れが 
待ち設け られ るので あろ 0 
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しな 心 欲 年 十八 


ぎ般 涅槃 後不， 久 尊者 薄 拘羅遊 11 王舍城 - 在- 1 竹林 加蘭哆 園- 爾時 有」 異學 (是 尊者 薄拘羅 

末， 1 出家, 時 親善 朋友、 中 後 仿佯往 11 詣 尊者 薄 拘羅所 一 共 相 問 訊 却 坐-二 面： 異學曰 賢者 薄拘 

羅 我 欲レ 有-所 問 1 爲莧 不、 尊 者 薄 拘羅答 曰異學 隨-汝 所 問： 聞 巳 當レ 思、 異 學問曰 賢者 薄拘 

羅 於 正 法律 中 1 學 道 幾 時、 尊 者 薄 拘羅答 曰 異學我 於 - 此 正 法律 中 1 學 道已來 八十 年、 異 

學復問 曰 賢者 蒲 拘羅汝 於&正 法律 中 1 學 道已來 八十 年頗憶 S 曾 行麵欲 事- 耶、 尊者 薄拘 

羅 語， 1 異 學 1 曰 汝 莫レ作 I! 是 問- -更 問 n 餘 事； 賢者 薄拘羅 於 ー1 此 正 法律 中 1 學 道已來 八十 年頗 憶 S 曾 

起， 1 欲 想, 耶. 異 學 汝 應， 作 n 是 問； 於， 此 異 學 便 作 11 是 語； 我 今 更 問-賢 者薄拘 羅 一 汝 於お 正 法律 中 1 

學 道已來 八十 年頗 憶 „1 曾 起 - 欲 想 1 耶、 於， 是 尊者 薄拘. 羅 因- 此 異 學 問-便 語 11 諸 比丘 諸 賢ハ我 於 -I 

此正 法律 中 1 學 道 巳， 來 八十 年 以 起 11 貢 高 1 者 都 無 -是 想 一若 尊者 薄拘羅 作 11 此 說 1 是 謂 - 尊 者 

薄拘羅 未曾有 法？ 復 次 尊者 薄拘羅 作 11 是 說； 諸 賢 我 於 正 法律 中 1 學 道已來 八十 年 未 S 曾 

有 11 欲 想； 若 尊者 薄 拘羅作 - 是說 1 是謂 n 尊者 薄拘羅 未曾有 法 ー復次 尊者 薄拘羅 作" 是說ー 諸賢 

我 持-糞 掃 衣, 來 八十 年若 因， 此 起 ：i 貢 高 1 者 都 無， 1 是 相； 若 尊者 薄拘羅 作- 此 說 1 是 謂 11 者薄拘 

羅 未曾有 法 覆 次 尊者 薄 拘羅作 1 說； 諸賢 我 持 n 糞 掃 衣 1 來 八十 年 未 _11 曾 憶， 受 11 居士 衣 1 未- 1 曾 

割 截 作お 未 T 曾 請-他 比 丘 1 作&、 未 n 曾 用， 針 縫お、 未 - 奮 持 11 針 縫囊 乃至 一 襖； 若 尊者 薄拘羅 作 - 

は疋 說 1 是謂 n 尊者 薄拘羅 未曾有 统復次 尊者 薄拘羅 作- 1 是說 M 賢 我 乞食 來 八十 年若 因レ此 

起 ；t 高^ 都 無 -是 相； 若 尊者 薄拘羅 作 11 是 說-是 謂 i 一尊 者 薄拘羅 未曾有 法 ー復次 尊者 薄拘羅 
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(1) 中 阿 舍卷八 (昃五 *化） 

同 本 巴 利 中 阿 合 第一 ニ四經 (Vol.  III.  p.p. 124  foil.) 

或 時 尊者 薄拘羅 （Bakkula) は王舍 城の 養 栗鼠 竹 園に ねられた。 其の 時、 尊者 在俗の 友人 
であつ ォ: 無 衣迦葉 （Acela  一  Kassapa) は、 尊者の 所へ 行って 互に 挨拶；^ 交換し— 面 (こ 座し ゾ 
尊者 (ここの やう （： 曰つ ォ ：。 「薄 拘羅 よ、 あなす: は 出家して 何年になる か」、 「出家して から 
八十 年 (こなる」 o  「薄 拘羅 よ、 あなす: はこの 八十 年の 間に 何度 婦人 ミ交 つす: か」 0  「迦 葉よ、 
お前 は 私に そ の や う な 問^ して はな らぬ。 迦 葉よ、 ： の 樣に問 ふが 宜しい。 蒲 拘羅ょ あな 
す: は ： の 八十 年間 何度 欲の 思；^ 起した かさ」 つ 

「迦 葉よ、 私 はこの 八十 年間、 未だ 甞て 欲の 思な 起した こ さ^ 知らない 0 友よ、 私 は、 
の 八十 年間 未だ 甞て害 想;^ 起しす： ： ミ^ 知らない。 友よ、 私 は： の 八十 年間、 未だ 甞て欲 
覺 ^起した ： ミ^ 知らない。 友よ、 私 はこの 八十 年間、 未だ 甞て 害覺^ 起しお ： ミ^ 知ら 

ない o  未だ 甞て 在家の 衣^ 受けた こ 知らない 0   未だ 甞て匁 物に て 衣^ 切 

つたこ ミな 知らない o   未だ 甞て 針に て 衣^ 鏠 つた： ミ^ 知らない。 ..... 未だ 甞て 

色に て 衣 4* 染めた： ミ^ 知らない。  未だ 甞て 迦稀那 衣^ 鏠 つたこ 知らない。 ，. 

…… 未だ 甞て 同學 者の 衣^ 鏠 ふ手傳 ^した ： S な 知らない 0  招待^ 受けた ： ■ 

ら ない。 誰か 私な 招待 すれば よい ミ いふ 考な 起した こミぁ 知らない o  在家の 

宅に 入り て 座 し  其處に 食事 し  婦、 人の 美しい 姿^ 心に 捕へ た こミも 知らない o 

 婦人に 說 法し 唯の 四 句の 偈^ 說ぃた こミも 知らない 0   比丘尼の 住居 (： 行って 

比丘尼に 法な 說ぃた こ さも 知らない o   式 沙摩那 (こ 法な 說ぃた ： ミ も 沙彌に 法ち 說ぃ 

す： ニミも 知らない o   又 この 八十 年、 私 は 他^ 出家 させた 事 も 具足 戒^ 授けた ：ミ 

も、 他に 助力^ 與 へた 事 も、 沙镅 (こ 給 事^させた 事 も、  溫 浴室で 浴み^ した 、 マ 

も 、 石鹼^ つけて 洗った ： s も、  同梵 行者の 身體^ も み 療治 した 事 も 知らな 

い o 又： の 八十 年た むし 程の 痫氣 にか、 つた ニミも 知らす、、 ハリー タキ 一丸 程の 藥^ 用ね 

た： S も 知らない o 凭 リ褂リ 、横に 臥った こミも 知らない 0 雨期の 三月な 村の 住居で 過し 
す にミ も 知らない o 友よ、 私 は 七日まで 罪の 垢れ^ 以て 國の 布施 食；^ 食べた が 八日 目 （こ-蓼 

明が 生じた ので ある o 

次に 尊お 優 波 堀 多、 阿育 王に 尊者 薄 拘羅の 塔^ 示す、 『王應 に 供養すべし」 0 王問ミ 

て 曰く  「彼れ 何の 功德か ある ぶ 答へ て 曰く    「彼れ 無病 第一、 乃至 人の 爲 (こ一 句の 法 

な說 かす、 寂然 ミ して 言 ふ 所な し。 王 曰く  「ー錢 な 以て 供養せ よ」 諸臣王 (こ 白す。 

「功 德旣 (こ 等し 0 何が 故 (こ此 (ニー 錢^ 供養す る や」 王告 けて 曰く、  「無明 痴^ 除^ 知 

慧 能く 鑒 察す ミ雖も 又 薄 垢の 名 も リミ雖 も、 世に 於て 何の 益 もらん ム ゆ に 彼の— 
錢 還り 来って、 王の 所へ 至る。 衆 昔： の 希有の 事な 見て 尊者の 小欲 知^^ 讚す 0 雜 

阿 S "卷ニ 十三 （辰 三. 36)。  Divyavadaaa    p.  396. 


作 11 說； 諸 賢 我 乞食 來 八十 年 未 奮 憶レ受 11 居 士 請； 未 _ 奮 超- 1 越 乞 食； 未 T 曾 從-大 家 1 乞 « 於， 中 當レ 

得 11 淨 好 極妙豐 饒 1 食 瞰 含 消； 未 =1 曾 視 11 女 人 面； 未 =ー 曾 憶レ入 11 比 丘尼坊 中 1 未 T 曾 憶 * 與 11 比 丘 尼 1 共 相 

問 訊， 乃至 道路 亦 不 11 共 語； 若 尊者 薄拘羅 作 =是 說！ 是 謂 11 尊 者 薄拘羅 未曾有 法？ 復次 尊者 薄 

拘 羅 作 1 說； 諸 賢 我 於 一 ー此 正 法 中 1 學 道巳來 八十 年 未 奮 憶， 畜-沙 門； 未 奮 憶 * 爲 n 白 衣 1 說 法 ； 乃 

至 四 句 頌亦不 - 爲說； 若 尊者 薄 拘羅作 11 是說 - 是謂 - 尊者 薄拘羅 未曾有 法 ー復次 尊者 薄拘羅 

作 11 是 說 ー諸 賢 我 於 11 此 正 法律 中 1 學 道巳來 八十 年 未- 1 曾 有 11 病 乃至 彈指頂 頭痛 者； 未 S 曾 憶レ服 11 

藥 乃至 一 片呵 梨勒； 若 尊者 薄拘羅 作- 1 是說 1 是謂 1ー 尊者 薄拘羅 未曾有 法； 復次 尊者 薄拘羅 

作 & 說； 諸賢 我 結 跏跌坐 於 11 八 十 年 1 未 -I 曾 猗レ壁 煢樹、 若 尊者 薄拘羅 作 n 此 說 1 是 謂 -I 尊 者薄拘 

聞 未曾有 法 ー復次 * 者 薄 拘羅作 ，1 是說； 諸賢 我 於， 1 三 曰 夜中 1 得さ 一 達證 1 若 尊者 薄 拘羅作 11是 

說 1是 謂- 1 尊者 薄拘羅 未曾有 法？ 

復次 尊者 薄 拘羅作 ，1 是說； 諸賢 我 結跏跌 坐而般 涅槃、 尊者 薄 拘羅便 結 跏趺坐 而般涅 * 

若 尊者 薄拘羅 結跏趺 坐而般 涅槃、 是謂 n 尊者 薄拘羅 未曾有 法？ 

****** 

, 世尊復 曰， 有さ 一 示 現； 如 意 足 示 現、 占 念 示 現、 敎 訓 示 現。 云 何 如 意 足 示 視。 有" 一沙 門梵 志-有" 

^ 大 如意 £- 有，， 大 威 德 一 有， 1 大 福 祐- 有，, 大 威 祌； 於 n 如 意 足-心 得 -I 自 在； 行 無 量 如意 足 之 功 德： 謂 分レ 
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「0 拘羅 よ、 私 は 以上の 事な 薄 拘羅の 奇蹟 ミ し 不思議 ミ して 記! f, すろ であ ら う o 薄拘羅 
よ、 私も亦:： の 法 ミ律ミ （： 於て 出家 し 具足 戒^ 得 ろ： ミが 出來 るで あらう 力、」 え 0 

か く て 無 衣！) 葉 は 、 この 法 ミ律ミ に 於て 出家 し 具足 戒^ 受 け t: が、 間 もな く 遠 離 し不放 
逸 (こ 熱心:： (主して、 良家の 子が 家^ 拾て ゝ 出家 (こなつ す： 目的で ある 無上の 梵 行の 終極な^ 
法に 自ら 實證 して、 「生 は盡 さ、 梵行は 成就 ぜリ、 成 すべさ 事 はなし 終れり、 これより 他 
の 生 ある ： ミ なし」 ミ 知って 阿羅漢の 一人 ミ なった o 

尊者 薄 拘羅は 他の 時、 上衣ん さ りて、 住 房よ リ住 房へ ミ めぐり、 尊者 達よ、 進めよ 進め 
よ、 私 は 今 B 入 涅槃す るで めら う ミ 曰って 、（涅槃 , こ 入つ ナ: ）o これむ 尊者 薄 拘羅の 奇蹟 不 
思議 さ して 我等 は^ 持す るで あらう o  • 

(1) 中 阿 舍卷三 五 (昃五 

參照巴 利 增ー阿 合 三の 部 六 〇 （Vol. T.  p.  170) 

婆羅門よ、 この 神變に 三種 ある o 神 通神變 （MdhipStihariya) さ 記 心神 變 (Adesanapati- 
hariya)  S 敎誡神 變 (Anus":  sanipatihariya) である。 

何な か 神 通神變 さいふ o 婆羅門よ、 茲 (こ 人 もって、 種々 の 神通^ 有し、 
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變神ミ 


一 爲， 衆、 合， 衆 爲」、 一 則 住」 、有， 知 有， 見 不， 礙 11 石 壁 1 猶 ^行ん 今沒， 地 如， 水 P 水 如， 地、 結 娜跌坐 

上 1 弃 虛 空 1 猶 如 蔦 翔； 今 此曰月 有 ，i 大 如 意 足； 有 ，1 大 威 德 一有 11 大 福 祐 1 有 11大 威 祌； 以， 手 捫摸身 至 n 

梵 天； 摩 納 是 謂 ，1 如 意 足 示 1 納云何 占 念 示 現、 有， 1 1 沙門 梵 志； 以 ，1 他 相 1 占 n 他 意； 有 ，1 是 意 一き 

是 意ー實 有， ー是 意； 無 量 占 不少占 彼 一切 眞 諦 而 無き 1 設； 不 お 1ー 他 相 一 占， 他 意， 者、 但 以， 聞， 1 天 聲 

及 非人 聲 一而 占- 1 他 意 一有 11 是 意 一如 ，1是 意ー實 有 1 意； 無 量 占 不少占 彼 一 切眞 諦 而 無 ％11虛 設； 不， 

以= 他 相 一 占， 他 意， 亦 不， 聞 ，」 天 聲及非 入. 聲 1 占：： 他 意 一 者 m 以 ir 他 念 他 思 他 說 1 聞レ聲 已 占-他 意 1 有 11 是 

意 一如 1 意 一 實 有 1 意； 無 量 占 不少占 彼 一 切 眞諦而 無 ％,1虛 設： 不 T 以 n 他 相 1 占 .他 意； 亦 不， 以， 聞 ，1 

天聲及 非人 P 占 意； 亦 不 ね-他 念 他 思 他 說 1 聞， 聲 巳 占 *他 意^ 但 以， 見 =1 他 入 &i 覺 無 觀 定- 

見  已 作， 1 是 念； 如， 是 賢者 不念不 思 如， 1 意 所 願； 彼 賢 者 從-彼 定 一 寤 如レ是 念、 彼 從 -此 定 1 寤卽 如 ，是 

i 念、 彼 亦 占 ー1 過 去 1 亦 占 n 未 來ー亦 占-現 在 1 久 所作 久所說 亦 占， 1 安 靜 處 1 住 ，1 安 靜 處 i 亦 占 11 心 

心 所有 法； 摩 納是占 念 示 現。 摩 納 云何敎 訓示 現、 有- 1 沙門 梵 志； 自 行， 1 如 ，是 道 如 ，是 迹； 行 11 此 

道 1 行，, 此迹 一已、 諸盡 得， 1 無 漏； 心 解脫慧 解脫自 知自覺 自作 證 成就 遊、 生 巳盡、 梵行已 立、 所作 

已 辨、 不 11更 受％ 、知 11 如 眞ー彼 爲レ他 說、 我 自 行 r 如， 是 道 如， 是 迹； 行 11 此 道 1 行 & 迹 一巳 諸 漏巳盡 得 - 無 

漏 1 心 解脫慧 解脫自 知自覺 自作 證 成就 遊、 生 巳 盡梵行 巳 立 所作 巳 辨、 不 n 更 受 I, 有 知 11 如 眞： 

汝等共 來亦自 行， 1 如， 是 道 如， 是 迹； 乃 至、 知 ，1 如 眞？ 彼 亦 自 行 11 如レ是 道 如レ是 迹 1 乃 至 知-如 眞？ 彼 爲レ 

他 說、 他 i 說、 如 是展轉 無 量 百 千、 摩 納 是 謂， 1 敎 訓 示 現？ 
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—I: して 多ミ なリ、 多に して 一 さな リ、 或は 現じ 或は H し、 牆^ 過 さ' 壁^ 過 さ'、 山ん 9： 

いて 障 凝な きこ S 空^ 行く が 如く、 大地に 出、 H す ろ こ さ 水中の 如く、 水上 か 走って 水面^ 

破らざる ：ミ 大地^ 行く か' 如く、 空中に 跌 座して 行く こさ 飛鳥の 如く、 かの 大威德 大勢 力 
ある 月日み も、 手^ 以て 捫摸 し、 肉 負 の 儘 かの 梵天 宫 まで も 到る ミ いふの が 神 通 神 變 であ 

ho 

何^か 記 心神 變ミ いふ o 婆羅門よ、 茲 (こ 人あって、 前兆な 見て、 に 汝の心 はかく かく、 
汝 はこの 樣 (こ考 へて ねる。 汝の考 は斯く の 如し」 さ 言ひ當 てる o 幾度 やっても、 總、 て 言 ひ 
當 つて 間違 はない o 又 或る人 は、 前兆に 依らす-、 人、 非人 及び' 諸 天の 聱^ 聞いて、 「汝の 
心 はかく 々 々、 汝 は：： の 様に 考 へて ねる。 汝の考 は斯く の 如し」 さ 言ひ當 てる。 幾度 やつ 
て も、 言ひ當 つて 間違 はない o 又 或る人 は、 前兆に 依らす、 人、 非人 及び 諸 天の 鼕^ 聞か 
す、 思って ねる 事が 自然に 口から 洩れた 語 （喩へ は' 夢の 中の た わ::' ミの 如き） ^聞いて、 
「汝の 心 は斯く 々 々、 汝 はこの 樣 (：考 へて ねる、 汝の 考は斯 くの 如し 言 ひ當ャ る。 幾度 
やっても 言ひ當 つて 間違 はない 0 又 或る人 は 前兆 (こ 依らす'、 人非人 及び 諸 天の 夢 (こ 依ら 
す'、 思って ねろ 事が 自然 (こ 口から 洩れた 語に 依らす'、 覺ざ觀 離れ 定に 住しす: 人の 心 
^、 心な 以て 知り、 「この 人 は 今 心行^ 集中して ねられろ。 この 集中の 次に：： うい ふ覺^ 
起される であらう」 ミ 言ひ當 てる、 幾度 やっても 言ひ當 つて 間違 はない 。 これが 記 心神 變 
である。 

何^か 敎誡神 變ミ曰 ふ。 婆羅門よ、 茲に 人あって： の 樣に敎 ゆる o「 斯く考 へよ、 斯く考 

へるな。 力べ 思へ よ、 斯く思 ふな。 これな 拾て よ、 これ^ 實證ぜ よ」 ビ。 これが 教誡 神變 

である o 

婆羅門よ、 この 三種の 神變の 中、 孰れ^ 勝れたり ミ思 ふか o 

尊者 喬答 摩よ、 神 通 神變は その 神變^ な マ 人の みその 神變^ 享樂 し、 その 神變 ななす 人 

丈け の もので ぁリ、 幻術の 如く 見 わます o 又 記 心神 變も、 その 神變^ なす 人の みその 祌變 
あ享樂 し、 その 神變^ なす 人 丈け の もので あり、 幻術の 如く 見^ます o 尊者 喬答 摩よ、 私 

は敎誡 神變が この 三 神變の 中で 一番 勝れて 居る さ 思 ひます o 


れ勿 《抱 を 女 もく 抱 を火大 


.1 時佛 遊- 1 拘 薩 羅 1 在 n 人 間 1 與 11 大 比 丘 衆-翼 從 而 行。 爾 時世 尊 則 於.」 中 路-忽 見.」 一 處 1 有 - 大 木 積 1 

洞 然 俱 熾。 世 尊 見 巳 便 下-道 側 1 更 就 ，1 餘 樹 1 敷 11 尼 師 檀！ 結 跏 跌 坐、 吿 11 諸 比 丘； 汝 等 見 =1 彼 有 11 大 木 

積 洞然倶 熾 1 耶、 時 諸 比丘 答 曰、 兒 也 世 尊、 世 尊 復 吿 1ー 諸 比 丘 1 曰、 於 11 汝 意-云 何、 謂 大木 積洞然 

俱熾、 若 抱 若 坐 若 臥、 謂剎利 女梵志 居士 ェ師女 年 在-盛 時 1 沐浴 香熏著 11 明淨衣 1 華 鬉瓔路 

厳-飾 其 身 1 若 抱 若 坐 若 臥、 何者 爲 レ樂。 時 諸 比丘 白 曰 世 尊 前者 是甚 苦、 後者 是甚 樂。 

世尊吿 曰、 我 爲， 汝 說 不， 令- 1 汝 等學 沙門 失 n 沙 門 道； 汝 欲， 成 11 無 上 梵 行 1 者 寧 抱 11 木 積 洞然倶 熾 1 

若 坐 臥、 汝 雖&あ 受， 苦 或 死 1 然 不 お レ是 身 壊 命 終 趣 11 至 惡 處 1 生， 地 獄 中〕 若 愚 痴 人 犯レ戒 不" 精 

進 1 生 n 惡 不 善 法 1 非 ，1 梵 行 1 稱 一！ 梵 行 1 非 - 沙 門： 稱 一！ 沙 門； 若 抱^ 利 女梵志 居士 ェ師女 年 在-盛 時 - 沐 

洛香熏 著 n 明淨衣 1 華鬉 瓔珞嚴 * 飾 其 身^？ 臥 者、 彼 愚癡人 因レ是 長夜 不善 不義 受 "惡報 一 身壤 

命 終 趣-至 惡 處 一 生-地 獄 中ー是 故汝等 當 fell 自 義 fell 彼 義 .-觀*兩 義； 當 レ作- 是 念； 我 出家 學 チ虛 チ 

空 有， 果 有， 報 有& 安 樂 一生 fe 善 處 一而 1 壽 1? 人 信 施 衣 被 飲食 牀褥湯 藥 1 令 施 生 得 11 大 

福 祐 一得-犬 果 報 一 得， 大 光 明， 者 f£ 學ー 

世尊復 吿 n 諸 比丘 1 曰 1 云 何、 若 有- 1 力 士 1 以 ，1 緊 索 毛 繩 1 絞 11 勒 其 聘斷& 斷レ皮 巳 斷レ肉 斷レ肉 巳 

斷， 筋 斷， 筋 巳 斷， 骨 斷， 骨 巳 至 fe 而 住、 若 從 n 刹 利梵志 居士 ェ 師 1 受 「其 信 施 1 按 - 摩 身 體支節 手 

足； 何 者 爲， 樂。 時 諸 比丘 白 曰 世 尊 前者 是甚苦 後者 是甚 樂。 世 尊 吿曰我 爲レ汝 說 不^ ^汝 等 

學 沙門 失- 沙 門 道； 汝 欲 fen 無 上梵行 1 者 寧  力 士 以-緊 索 毛 繩 1 絞 n 勒 其 Ml 斷， 皮 乃 至 斷レ骨 已 
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(1) 中 阿 含卷ー (昃五 *7-9) 

同 本 巴 利 增ー阿 含- ヒ の 部 六 八 （Vol. IV.  p.p.  98-1C2) 

或る時、 世 尊は數 多の 比丘な 連れて、 喬薩 羅國^ 遊行して 居られた が、 途中、 或る 場所 
で 盛んに 火炎^ 揚げて 火の 燃^て 居る の^ 御覽 なさ れナ ：。 世 尊 は 道^ 外け て 樹の下 【二 座^ 
設けさせ、 その上に 座って 比丘 等^ 呼び掛け 給 ふす :o 「比丘 等よ、 汝等は あの 火炎^ 揚げて 
燃ね 盛る 火^ ；1 るか」 o  「世 尊、 御言 葉 ゃ通リ であり ます Jo 

「比丘 等よ、 汝等は 如何 (こ 思 ふか o あの 炎々 ミ 燃^盛る 大火 蘊^ 抱いて 座臥す るミ、 刹 
帝 利の 姬、 婆羅門の 娘、 家主の 女の 軟 かい 手足^ 抱いて 座臥す るミ 何れ か 勝れる ミ思ふ 
か Jo  「世 尊、 それ は 少女の 軟 かい 手足な 抱いて 座臥す る 方が 勝って ねます o あの 燃^ 上つ 
てね る 火^ 抱く は苦惱 であ リ ます」 o 

「比丘 等よ、 私 は汝 等に 告げ 知ら ぜ る o 破戒 惡法 不淨 にして、 その 行爲疑 はしく、 其の 
所行^ 覆 ひ 包み、 沙門に 非す' して 沙門 ミ 見せ、 梵 行者に 非す して 梵 行者 さ 見せ、 內 心腐肷 
し、 欲心 溢れ、 價値 なさ 者 か'、 燃ね 立つ 火な 抱いて 座臥す る は、 @少 女の 軟膚^ 抱いて 座 
臥す るより も 勝って ねる o 何故 なれば、 前者の 場合 (こ は、 死ぬ るか、 死ぬ る 程の 苦しみな 
受ける 丈け で 死後 苦所惡 趣無樂 所た る 地獄 (こ墮 す る 因 S はな らな いが、 後者の 場合 は そ の 
者の 永劫の 不利 苦惱 さな リ、 死後、 苦 所惡趣 無 樂所 たる 地獄に 墮す るから であ る」 o 

「比丘 等よ、 汝等は 如何に 思 ふか。 力の 强ぃ 男が 丈夫な 繩で、 '兩 方の 腽^ 縛して、 ゴス 
ゴスミ 磨す る さする。 皮な 破り 肉な 破リ 筋^ 切リ 骨^ 碎き髓 (こ 至って 留まる ミ、 富める 刹 

帝 利 婆羅門 家主の 欵 待^受ける ミ 何れが 勝れる ミ思ふ カリ。 「世 尊、 それ は itr める 刹 帝 利 婆 

羅門 家主の 欵待 4 "受ける 方が 勝って 居ます o 兩踹^ 縛られて 磨ら れ皮 ^破り 肉^ 破リ 骨^ 

碎く は苦惱 であります」 o 

「比丘 等よ、 私は汝 等:： 告げ 知らせる o 破戒 惡 法不淨 にして  價値 なき 者が、 力の 搔 

い 男 (こ 丈夫な 繩で兩 喘^ 縛られて ゴス 々々ミ 磨ら れ、 皮^ 破リ 肉^ 破リ 筋^ 切 リ 骨^ 碎き 

髓に 至って 留まる は、 猶 富める 刹 帝 利 婆羅門 家主の 欵 待^受け るより も 勝って ねる 0 何故 

なれ は'、 前者の 場合で は、 死ぬ るか 死ぬ る 丈け の 苦しみ^ 受ける 丈け で、 その 事が 死後 墮 
獄 の因ミ ならない が、 後者の 場合 (： 於て は、 長 劫 (こその 者の 不利 S な リ苦惱 ^招く も ミ 、 

な リ 、 死後 その 爲 【こ 地獄に 墮す るからで ある 0 
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至， 髓 而 住； 汝 雖 IIP 此 受^せ 或 死 1 然 不 ねレ是 身 壤命終 趣-至 惡 處 一 生 * 地 獄 ま 若 愚癡人 犯^ 不ュ 

精 進 1 生， 1 惡 不 善 法； 非- 梵 行 1 稱 11 梵 行； 非- 沙 門 1 稱 - 沙 門； 從^ 利梵志 居士 ェ 師 - き 其 信 施- 桉-摩 身 

體支節 手足 1 彼 愚癡人 因レ是 長夜 不善 不義 受 1 報 一身 壤命終 趣. -1 至惡處 一生-地 獄中 一 

復 吿き 比 丘 一 曰 於 x 意 云 何 * 若 有 11 力 士ー以 一一 瑩 磨 利 刀 一 截 11 斷 其 髀 (若 從 一一 刹 利梵志 居士 ェ 師¥ 信 

施禮拜 恭敬 將 迎； 何 者 爲レ樂 。時 諸 比丘 白 曰 世 尊、 前 者是甚 苦、 後 者是甚 樂。 世 尊吿 曰、 我 爲レ 

汝 說、 不 ，令 & 等學 沙門 失 n 沙 門 道； 汝 fs 上 梵 行 一 者、 寧 介 力 士 以& 磨 利 刀- 截 *斷 其 髀 〔彼 

雖&, 此 受， 苦 或 死； 然 不お， 是 身壤命 終、 趣き 惡 處 1 生 * 地 獄 中〕 若 愚 癡 人、 犯レ戒 不-精 進-、 ま惡 不 

善 法； 非， ー梵 行 一 稱-梵 行 - 非 n 沙 門， 稱", 沙 門； f 剎 利梵志 居士 ェ 師 - 受 11 施鱧拜 恭敬 將 迎； 彼 恐 癡 

人 因， 是 長夜 不善 不 義、 受 - 惡 報 1 身 壤命終 趣 11 惡 處 1 生 11 地 獄 4 

世尊復 吿 ，1諸 比丘 一 曰 於^ 云 何、 若 有 1 一力 士 1 以 n 鐵 銅 « 洞然倶 熾-纏 I- 絡 其 身^ 從 - 刹 利 梵志居 

士 ェ 師 1 受 n 信 施 衣 服； 何 者 爲, 樂。 時 諸 比 丘 白 曰、 世 尊 前 者 是甚 苦， 後 者 是甚樂 。世 尊吿曰 我 

i 說、 不 汝 等學 沙門 失- 沙 門 道； 汝 欲レ 成- 1 無 上 梵 行-者、 寧  <ヌ 力 士 以 - 鐵 銅 蝶 洞然俱 熾 - 纒 * 

絡 其 身； 汝 雖，, 因， 此 受， 苦 或 死 - 然 不， 以， 是 身 a 命 終 解 一至 惡 處 一 生. 地 獄 中 〔若 愚 癡 人 犯 レ戒 不 - 精 

進； 生， 1 惡 不 善 法； 非 - 梵 行 1 稱-梵 行 - 非 1._ 沙 門 - 稱 - 沙 門お- 1 刹 利梵志 居士 ェ 師 - 受 11信 施 衣 服 M 愚 癡 

人 因， 是 長夜 不善 不 義， 受 - 惡 報 1 身 壤命終 趣  一！ 至 惡 處 - 生 - 地 獄 中 一 

世尊復 吿 一一 諸 比 丘 1 曰 於， 意 云 何、 若 有 11 力 士 1 以 11 熱 鐵 き 一 鉗 u 開 其 ロー. 便 以" 一 鐵 丸 洞然倶 熾 一 著 一一 其 口 
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「比丘 等よ、 汝等は 如何に 考 へる 力、 o 力の 強い 男に 磨きす ましす: 利刀で 髀^ 切られる さ、 
富める 刹 帝 利 婆羅門 家主の 合掌^ 受ける ミ 何れが 勝れて ねる ミ思 ふか」 o  「世 尊、 それ は 富 
める 刹 帝 利 婆羅門 家主の 合掌^ 受ける 方が 勝って ねます。 力の 强ぃ 男に 磨きす ましす: 利刀 
て' 髀^ 切 られは '苦惱 であ リ ます」。 

比丘 等よ、 私は汝 等に 告げ 知らせる o 破戒 惡法 不淨 にして  價値 なき 者が、 力の 强 

い 男 (：窿 きす ま しす: 利刀で 髀^ 切られる は、 富める 刹 帝 利 婆羅門 家主の 合掌^ 受ける ょリ 
も 勝って ねる。 何故 なれば、 前者の 場合に は 死ぬ る 力、 死ぬ ろ 位の 苦 憐^ 受ける 丈け で、 
死後 氇獄の 因ミな らな いが、 後者の 場合に は、 長 劫に その 者の 不利 ミなリ 、苦' 隙の 因ミな 
リ、 死後 地獄 (：墮 する からで ある o 

「比丘 等よ、 汝等は 如何に 考へ るか o 力の 强ぃ 男に、 赤熱した 炎^ 吹いて ねる 鐵の 板^ 
身體 中に 卷き 付け られる ミ、 富める 刹 帝 利 婆羅門 家主の 信 施の 衣な 享け ろ ミ 何れが 勝って 
ねる さ 思 ふか」 o  「世 尊、 それ は 富める 刹 帝 利 婆羅門 家主の 信 施の 衣^ 享 ける 方が 勝って ね 
ます。 赤熱 した 炎^ 吹いて ねる 鐵の 板^ 貞體 中へ 卷き 付け られる は 苦1! であ リ ます。 

「比丘 等よ、 私は汝 等に 告げ 知らせる o 破戒 惡法 不淨 にして  價値 なき 者が、 力の 强 

い 男に 赤熱し す: 炎^ 吹いて ねる 鎪の扳 ^勇體 中に 卷き 付けられ るの は、 猶、 富める 刹 帝 利 

婆羅門 家主の 信 施の 衣^ 享 ける より も 勝って ねる O 何故 なれ は' 前者の 場合に は 死ぬ るか、 

死ぬ る 程の 苦惱 ^受ける 丈け で、 死後 墮獄 の因ミ はならない が、 後者の 場合 (こて は、 永劫 

に そ の 者の 不利 ミ な り 苦惱の 因 どなり、 死後 地獄に 墮す るからで ある o 
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中 _ 、彼 熟鐵九 燒 ，唇 、燒 fe 巳 燒， 舌、 ま 舌 巳 燒 fe 、燒 ，齒 巳 燒， 咽、 辨咽 巳 燒， 心、 P 心 巳 燒麁 S0 

ml 巳 以下 過、 若 從 n 利 利梵志 居士 ェ師 1 受 ，1 信 施 食 無量 衆 味； 何者 爲， 樂。 時 諸 比丘 白 曰、 世 尊 

前者 是甚 苦， 後 者 是甚樂 。世 尊吿 曰、 我 爲， 汝 說、 不， 食 1 汝 等學沙 門 失， 1 沙 門 道； 汝 欲， 成 11 無 上 梵 

行 1 者 寧 令， 力 士 以ー藝 鐵 鉗-鉗 * 開 其 口； 汝 雖&ぁ i 或 死- 然 不 T 以， 是 身 壤命終 趣， 1 至 惡 處 一生 * 

地 獄 中； 若 葸癡人 犯， 戒 不 n 精 進 1 生 n 惡 不 善 法 1 非， 1 梵 行 1 稱-梵 行 一 非 n 沙 門 1 稱 1 一沙 門； 從， 1 刹 利 梵志居 

士ェ師 1 受， 1 信 施 食 無量 衆 味； 彼 愚痴 人 因 レ是 長夜 不善 不義 受 11 惡法報 1 身 a 命 終生， 1 地獄 中 一 

ft 尊復 吿 n 諸 比 丘 1 曰、 於， 意 云 何、 若 有， 1 力 士 1 以 ，1 鐵 銅牀 E 然俱 熾； 强 逼 使 3 人 坐 n 臥 其 上； 若 從 n 刹 

利梵志 居士 ェ師； 受 11 其 信 施 牀檎臥 具； 何者 爲， 樂。 時 諸 比丘 白 曰、 世 尊 前者 是甚 苦、 後者 是 

甚 樂。 世 尊 吿曰吾 爲， 汝 說、 不， 令 „1汝 等學 沙門 失， 一沙 門 道； 汝 欲， 成. 1 無 上 梵 行 1 者、 寧 <K 力 士 以 & 

銅牀 洞然俱 熾 1 强 逼 使 X 坐， 一 臥 其 上，、 汝雖， 1 因， 此 受， 苦 或 死 1 然 不ね， 是 身懷命 終生， 地獄 中： 若 

愚癡人 犯， 戒 不 ，1 精 進 1 生， 1 惡 不 善 法； 非 ，1 梵 行 1 稱 1, 梵 行 1 非 1 一沙 門 1 稱 沙 門； 從 n 刹 利梵志 居士 ェ 師 1 受， 1 

其 信 施 牀攛臥 具； 彼愚癡 人因& 長夜 不善 不義 受 -1 惡報 1 身壤命 終生 n 地獄 中？ 

世尊復 吿 JS 比 丘 1 曰、 於 i 云 何、 若 有 11 力 士 一  以， 1 大 鐵 鍋釜 洞然俱 熾 1 撮； 1 擧 人 1 已 倒， 1 著 釜 中； 若 從 n 

剎利梵 志 居士 ェ師； 受 ，1 信 施 房舍泥 治堊灑 窓戶牢 密爐火 媼^; 何者 爲 ，樂。 時 諸 比丘 白 曰、 

世 尊 前者 是甚 苦、 後 者是甚 樂。 世 尊 吿曰我 爲， 汝 說、 不， 令 _,1 汝 等 學 沙門 失 ，1 沙 門 道； 汝 欲， 成 n 無 

上 梵 行, 者 寧 令， 力 士 以矢 鐡 釜 洞 然 俱 熾 一撮， ー擧 人 一巳 倒， 著 釜 中： 汝 雖， 一因， 此 受， 苦 死： 然 不， 以， 是 
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「比丘 等よ、 汝等 (ま 如何 (こ考 へる 力 'o 力の 强ぃ 男が 炎々 ミ炎^ 吹く 赤熱し お鐵の 火箸で、 
口  ^開いて その 中へ 赤熱し ナ: 火鐵の 玉^ 入れる o 唇^ 燒さ 口な 燒き 舌な 燒き、 喉^ 燒さ胸 
^燒き 腹^ 燒き 臈な燒 いて 下から 出る o これ ミ 比べて、 富める 刹 帝 利 婆羅門 家主の 信 施の 
食な 享く る は 何れが 勝れる ざ 思 ふか Jo  「世 尊、 それ は 富める 刹 帝 利 婆羅門 家主の 信 施の 食 
な享く る 方が 勝れて ねます 0 力の 强ぃ 男に 火鐵の 火箸で 口 4» 開けられ、 火 鐵の玉 を その 口 
の 中へ 入れられる は苦惱 であり ます」 0 

「比丘 等よ、 私は汝 等に 告げ 知らせる o 破戒 惡法 不淨 (こして 價値 なき 者が、 力の 
強い 男に 火鐵の 火箸で 口 ^開け られ、 火鐵の 玉な その 口の 中へ 入れられ、 唇^ 燒き 口な 燒 
き 舌^ 燒き、 喉な 燒さ 胸な 燒さ臈 ^燒く は、 猶 富める 刹 帝 利 婆羅門 家主の 信 施の 食 ぁ享く 
るよ リ も 勝って ねろ o 何故 なれ は'、 前者の 場合に は 死ぬ る 力'、 死ぬ る 程の 苦しみ^ 受ける 
丈け で、 死後 a 獄 の因ミ ならない が、 後者の 場^に て は、 永劫に その 人の 不利 さなり 苦惱 
の 因 さな リ、 死後 地 f 犬 (こ墮 す るから であ る o 

比丘 等よ、 '汝等 は 如何に 考ふ るか o 力の 強い 男が 頭な 捕へ て 炎の 燃ね 立って ねる 鐵の宋 
の 上に 鐵の 枕^ させて 臥させる さ、 富める 刹 帝 利 婆羅門 家主の 信 施の 座臥 具^ 享く る さ 何 
れが 勝れる さ 思 ふか」 o  「世 尊、 それ は 富める 刹 帝 利 婆羅門 家主の 信 施の 座臥 具^ 享く ろ 方 
が 勝って ねます。 力の 强ぃ 男に 頭な 捕 へられて 炎の 燃^立って ねる 鐵の 床の 上に 鐵の 枕な 
I て 臥せられる は苦惱 であ リ ます」 o 

「比丘 等よ、 私 は汝等 (二 告げ 知らせる o 破戒 惡法 不淨 にして 價値 なき 者が、 力の 
强ぃ 男に 頭^ 押 へられて、 炎の 燃 (つ 立って ねる 鐵の 床の 上 (こ鐵 の 枕^ して 臥ぜ られ るの 
は、 猶、 富める 刹 帝 利 婆羅門 家主の: 信 施の 座臥 具な 享 ける ょリ も 勝って ねる o 何故 なれ 
|1\ 前者の 場合に は、 死ぬ る 力、 死ぬ 程の 苦しみ も 受ける 丈け で、 死後 墮獄の 因ミな らな 
いが、 後者の 場合で は、 永劫 (こその 人の 不利 ミなリ 、苦惱 の因ミ なリ、 死後 地獄 (こ墮 する 
からで ある o 

「比丘 等よ、 汝等は 如何に 考へ るか o 力の 强ぃ 男が 足^ 上に 頭 ^下に 捕へ て、 炎の 燃ね 
立って 鐵の 釜の 中へ 投げ入れる o 其 庭で 水泡の 如く 煮^立ち、 一度 は 浮び 一度 は 沈み、 一 

度 は 横に 流れる ミ、 富める 刹 帝 利 婆羅門 家主の 信 施の 住 房^ 享く る ざ 何れが 勝れる ミ思ふ 

か」 0  「世 尊、 それ は 富める 刹 帝 利 婆羅門 家主の 信 施の 住 房^ 享く る 方が 勝って ねよ す。 力 

0 强ぃ男 (二 頭 下足 上 (二 捕 へられて、 炎の 燃^立って ねる 鐵の 釜の 中へ 投げ入れられ 水泡の 
如く 煮^立ち 上下す る は 苦惱 であり ます」。 

「比 fi 等よ、 私 は汝 等に 告げ 知らせる o 破戒 恧法 不淨 (こして  價直 なき 者が 力の 5 虽 

い 男に 頭 下足 上に 捕 へられ 炎の 燃^立って ねる 鐵の签 の 中へ 投げ込まれ、 水泡の 如く 煮ね 

立ち、 一度 は 浮び 一度 は 沈み 一度 は橫 (二流れ; M ェ、 猶 富める 刹 帝 利 婆羅門 家主の 信 施の 住 

房^ 享け るよ リ も 勝って ねる。 何故 なれ は' 前者の 場合に 於て は、 死ぬ るか 死ぬ 程の 苦しみ 
^受ける 丈け で、 死後 墮獄の 因 さな らな いが、 後者の 場合 は、 永劫 (こその 人の 不利 ミなリ 

苦 惱の因 さ な リ  >  死後 地獄に す るからで ある。 


270 


ゆ 敎を難 阿子 耆战 


身 壤命終 趣-至 惡 處 1 生 k 獄 中 〔 若 愚癡人 犯レ戒 i 進 - 生 - 惡 不 善 法 (非" 梵 行- 稱" 梵 行 一 非- 沙 門- 

稱， 1 沙 門； 從, 剎利梵 志 居士 ェ師； 受 11 信 施 房 舍泥治 堊灑窓 戶牢密 爐火慍 燠 (彼 愚 癡人因 1 

長夜 不善 不 義、 受 1 報, 身 壤命終 趣-至 惡 處 一生 n 地 獄 中 ー說， 1 此 法 1 時、 六 十 比丘 漏盡結 解、 六 十 

比丘 捨， 戒還， 家、 所以 者 何、 世 尊 敎誡甚 深甚 難、 學道 亦復甚 深甚 輯 

****** 

%般 涅槃 後 不レ久 尊者 阿難 遊 一 一 於 金剛 1 ま 金剛 村 中 (是時 尊者 阿難 無量 百 千 衆 前後 圍繞 

而 爲 說， 法、 於 & 尊者 金剛 子 亦 在 ，1 衆 中； 尊 者 金剛 子 心 作 11 是 念 (此 尊者 阿 難、 故 是 學 人 未齟 Z 

欲 耶、 我 寧 可 XI 一如 其 像 定 1 以 1 一如 其 像 定 - 觀^ 者 阿難 心〕 於レ是 尊者 金剛 子 便 入 - 如 其 像 定 1 以" 

如 其 像 定 1 觀-尊 者 阿難 心； 尊 者 金剛 子卽 知 ，1 尊 者 阿難 故是 學人而 未 "離レ 欲、 於：， 是 尊者 金 剛 

子 從さ 一 味 一起 W 者 阿難 一而 說レ頌 曰。 

山林 靜 思惟、 涅槃 令 n 入 心； 瞿曇禪 無 銑、 不 ， 久 息-跡 證； 

i 尊者 阿 難、 受# 者 金剛 子 敎； 離お 獨行 精進 無飢、 族 姓 子所爲 剃- 1 除 鬚 髮 - 著 n 袈 ^衣-至 

信捨 家、 無 家 學道者 唯 無上 梵行訖 彼卽於 n 現 法 1 自 知自覺 自作 證 成就 遊、 生 已盡梵 行 巳 

立 所作 已 辨、 不一- 更 受％ 知 n 如 眞ー 

****** 
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「比 £ 等よ、 それ故に 汝等 はこの 樣 (こ學 は 'ねばならぬ。 我々 は 布施 者に 大利大 益 あり、 
我々 の 出家 も 無効で なく、 增上 ある 樣に、 衣食 座臥 具 潢藥の 布施な 受け やう ミ0 比丘 等 
よ、 この 檬に學 は' れは' ならぬ o 比丘 等よ、 自身の 事か考 へても、 不 放逸 (こ 依って 成し遂げ 
得る に 充分で あ リ 、 义 他の 利^ 考 へて も 不 放逸 (こ 依って 成 し 遂げ 得 る に 充分で ぁリ 、 又自 
他の 利^ 共に 考 へても、 不 放逸に な し 遂げ 得ろ に 充分で ある」 o 

世 尊 この 敎誡な 說き給 ふ 時、 約 六十の 比丘 は 口より 熱血^ 吐き、 約 六十の 比丘 は、 「世 
尊、 困難で あり ます、 非常 (こ 困難で ぁリ ます」 ミ 云うて、 學な 拾て ゝ澴 俗し、 約 六十の 比 
丘 は 依 着^ 離れて、 漏よ リ心も 解脫 した。 


(1) 中 阿 舍第八 (昃五 *47) 同 本 巴 利 上座 偈註 

At  a latej  time,  shortly  after  the  Master  had  passea  away,  Vajjiputta  lormed  an 
agreement  with  the  chief  Theras  to  preserve  the  Dhamma  intact,  and  travelled  with  them 
from  place  to  place.  One  day  he  saw  the  venerable  Ananda,  who  was  still a  student  only, 
surrounded  by  a large  congregation,  teaching  them  the  Norm.  And  to  call  forth  endeavour 
in  him  to  reach  the  higher  Paths,  he  uttered  this  verse  ： 

Come  thou  and  plunge  in  leafy  lair  of  trees, 

Suffer  Nibbana  in  thy  heart  to  sink  ！ 

Study  and  dally  not,  thou  Gotama  ！ 

What  doth  this  fingle  f  angle  mean  to  thee  ？ (119) 
Hearing  this  and  speech  of  others,  dispelling  poisonous  odours,  Ananda  grew  agitat- 
ed, and  most  of  the  night  walked  to  and  fro  meditating.  Then,  lying  down  on  his  couch, 
he  won  arahatship. 

一 Thera  Gatha  Commentary. 

― Psalms  of  the  Brethren  p.  106. 
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經使天 


^ 有^ 生-ま 於 人 間； K, 孝-父 母； K, 知， さ 敬 沙門 梵 志； チ行^ 實： チ爲& 業 〖チ 畏& 世 罪 〖彼 因 

緣此身 壤命終 生 翻 王 境 界； 閻 王 人收送 詣ー主 所-白 曰、 天王此 衆生 本 爲入 時、 不^? 父 母； 不レ 

知， 尊 一敬 沙 門 梵 志； チ行あ 實； 不レ爲 _1 福 業： 不 レ畏- 後 世 罪； 唯 願 天 王 處 t 其 罪 一 於 レ是 閻 王 お 初 天 

使 一善 問 善 檢善敎 善 5T 汝 頗 曾 見 ー初 天 使 來 一耶、 彼 人 答 曰、 不莧 也、 閻 王復 問. 汝本 不莧" 一 村 

邑中或 男 或 女 幼少 嬰 孩身弱 柔軟 仰向 自 臥-大小便 中ー不 fezp 父母 一 父母 拘移 離- 不淨處 一 

澡^ 其 身 一 令， 得 *淨 潔： 彼 人 答 曰 見 也、 閻王復 問、 汝 1 後一 有 1 知 一時、 何 不レ作 -是 念 一 我 自 有-生 

法 ー不レ 離-於 生； 我應 お， 一妙 身 口 意 業 i 人 白 曰 天 王 我 了 敗 壤長衰 永 失耶。 閣王吿 曰、 汝了 K 

壤長衰 永 失 今 當 -考， 汝 如 7治.. 放 逸行 放逸 人 汝此惡 業 非-父 母 爲-非 主 非^ 亦 非- 沙 門 梵 志 

所爲； 汝本自 作 ，惡 不 善 業； 是 故 汝今必 當^^ 報。 閻 王 以ぉ 初 天 使 一善 問 善 檢善敎 善 訶 已 

以， 第二 天使 * 問 善 撿善敎 善訶、 汝頗曾 見-第二 天使 來-耶 。彼 人 答 曰不覓 也。 天王閻 王^ 

問. 汝 本不， 見 二 村 邑中或 男 或 女 年 耆極老 壽過苦 極 命 垂^ %p 、齒落 頭 白身 曲 瞜步柱 レ杖 

而行、 身 體戰動 1 耶。 彼 人 答 曰 見 也。 閻 王復以 -第 三 天使 一善 問 善 檢善敎 善訶、 汝頗曾 見-第三 

天使 來-耶 。彼 人 答 曰不， 見 也。 天 王 閻王復 問. 汝 本不， 見 二 村 邑中或 男 或 女 疾病 困 篤、 或 坐- 

臥 床-或 坐^  &或 坐-臥 地； 身 生& 苦甚重 苦-不^ & 念 一^ 促 命お。 彼 人 答 曰 見 也。 閣 王復復 

以 ，，第 四 天使 一善 問 善 撿善敎 善訶。 汝頗曾 見-第 四 天使 來 一耶。 彼 人 答 曰、 不 1 也。 天 王 閻王復 

問. 汝本 不^  二 村 邑中或 男 或 女 若 死 C 時、 或  一 二 曰 至-六 七 HI 烏鵄 所^、 犲狼 所^、 以タ 
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(1) 中 阿 合' # 一二 (昃五 *71- 7り 同 本 巴利增 ー阿舍 三の 部 三 五 （Vol. 1. p.  138) 

Death  has  three  messengers,  O  r>nests.  And  what  are  the  three  ？  Suppose,  O  priests, 
one  does  evil  with  his  body,  his  voice  and  his  mind.  Having  clone  evil,  he  arrives  after 
death  at  a  punishmeut,  a  place  of  suffering,  perdition,  hell.  Then,  O  priests,  the  guardi- 
ans of  hell  seize  him  by  the  arms  and  they  show  him  to  Yama,  the  ruler  of  the  dead, 
saying,  "  Sire,  this  man  did  not  do  his  duty  to  his  friends,  to  his  parents  to  the  monks, 
or  to  the  brahmans,  nor  did  he  honour  ms  elders  among  his  kinsfolk.  Let  your  majesty- 
inflict  punishment  upon  him." 

Then,  O  priests,  king  Yama  questions  and  addresses  him  touching  the  first  of  death's 
messengers,  "  O  man  ！  Did  you  not  see  the  first  of  death's  messengers  visibly  apear 
among  men  ？  ，，    He  replies,    "  Lord,  I  did  not." 

Then,  O  priests,  king  Yama  says  to  him,  "  O  man  ！  Did  you  not  see  among  men  a 
woman  or  a  man,  eighty  or  ninety  or  a  hundred  years  of  age,  decrepit,  crooked  as  the 
curved  rafter  of  a  gable  roof,  bowed  down,  leaning  on  a  staff,  trembling  as  he  walked, 
miserable,  with  young  long  fled,  broken-toothed,  gray-haired  and  nearly  bald,  tottering, 
with  wrinkled  brow,  and  blotched  with  freckles  ？  "    He  replies,    "  Lord, 丄 did. " 

Then  king  Yama  says  to  him,  "  O  man  ！  Did  not  occur  to  you,  being  a  person  of 
mature  intelligence  and  years,  '  I  also  am  subject  to  old  age,  and  in  no  way  exempt. 
Come  now  ！  I  will  act  nobly  with  body,  voice,  and  mind  ，  ？  ，，  He  replies,  "  Lord,  I  could 
not,  Lord,  I  did  not  think. ，， 

Then,  O  priests,  king  Yama  says  to  him,  "  O  man  ！  Through  thoughtlessness  you  fail- 
ed to  act  nobly  with  body,  voice  and  mind.  Verily,  it  shall  be  clone  unto  you,  O  man, 
in  accordance  with  your  thoughtlessness.  And  it  was  not  your  mother  who  did  this  wick- 
edness, nor  was  it  your  father,  nor  your  brother,  nor  your  sister,  nor  your  friends  and 
companions,  nor  your  relatives  and  kinsfork,  nor  the  deities,  nor  the  monks  and  brahmans; 
but  it  was  you  yourself  who  did  this  wickedness,  and  you  alone  shall  feel  its  consequen- 
ces, " 

Then,  O  priests,  king  Yiima  questions  and  addresses  him  touching  the  second  of 
death's  messengers.  "O  man  ！  Did.  you  not  see  the  second  of  death's  messengers  ？  "  He 
replies  "  Lord,  I  did  not. " 

Then  king  Yama  says  to  him,  "  O  men  ！  Did  you  not  see  among  men  women  or 
men,  diseased,  suffering,  grievously  sick,  rolling  in  their  own  filth,  who  when  lying  down 
had  to  be  lifted  up  by  others  and  had  to  be  laid  down  again  ？，，   He  replies,  "  Lord,  I  did. " 
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燒 或 埋， 1 地 中； 或 爛 腐 壤， 耶。 彼 人 答 曰 見 也。 閻王復 問、 汝 於 n 其 後 1 有， 1 識 知 1 時 何 不レ 作， 是 念； 我 自 

有， 1 老 法 病 法 死 法ネレ 離， 於 死； 我 應， 行 - 妙 身. 口 意 業 一 彼 人 白 曰、 天 王 我 了 敗壤長 衰 永 失。 閻 王 

復 以 n 第 五 天 使 1 善 問 善 撿善敎 善 訶。 汝 頗 曾 見 -I 第 五天 使來 1 耶。 彼 人 答 曰 不覓 也。 天 王閻王 

筏 問、 汝 本 不， 見 全 人 捉 ：i 犯 罪 人； 種 種考治 截， 手 截， 足、 或 截牟 足 1 截： K 截， 鼻、 或 截 - 耳 鼻； 或 0 蠻 

割 拔， 鬚 拔， 髮 或 拔， 一 鬚 髮： 或 著-檻 中； 衣 裏 k 燒 或 以， 沙 壅 章 纒， 火 燒， 或 內，！ 鐵 驢 腹 中； 或 著 =鐡 腊 

口 中 一 或 置- 鐡 虎 口 中 一 燒、 或 安-銅 釜 中； 或 著， 鐵 釜 中 1 煮， 或 段 段 截、 或 利 叉 刺 或 以レ鈎 鈎、 或. 臥& 

床, 以, 沸 油, 燒、 或 坐 n 鐵 杵ー檮 、或 以-龍 蛇 螭ー或 以， 鞭 鞭、 或 以 撾 或 以， 棒 打、 或 生 貫 n 高 標 上； 或 梟 * 

其 首， 耶。 彼 人 答 曰 見 也。 天 王 閻王復 問、 汝 於 n 其 後 1 有， 1 識 知 1 時、 何 不， 作 11 是 念； 我 今 現 見 11 惡 不 善 

法 一 彼 人 白 曰 天 王 我 了 敗 壤長衰 永 失耶。 閻王吿 曰、 汝了敗 壤長衰 永 失、 今 當 n 考， 汝 如お、 放 

逸行 放逸 人 汝此惡 業 非- - 父 母 爲 1 非 全 非レ 天、 亦 非 =沙 門梵志 所爲： 汝本 自 作 n 惡 不 善 業； 是 故 

汝 今 必 當， 受レ報 (閻 王 以， 1 此 第五 天 使 1 善 問 善 撿善敎 善 訶已卽 付 =獄 卒； 獄 卒便捉 持 著-四 門 

大地 獄中； 於， 是頌 曰、 

四 柱 有-四 門 1 壁 方 十二 楞 以， 鐵爲& 墻 1 其 上鐵覆 S 

地獄 內鐵地 熾 燃 鐵火帀 深 無量 由延 乃至 地底 住 

極 惡不， 可， 受 火色 難， 可， 視 見 巳 身 毛 堅 怖 懼怖甚 苦 

彼 噴，, 生地獄 1 脚 上 頭 在， 下 誹-誇 諸 聖人 調 御 善淸善 i 
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Then  king  Yama  questioned  him  how  he  did  act  after  having  seen  the  disease,  and 
rebuked  him  as  to  his  thoughtlessness  as  in  the  case  of  the  first  of  death's  messengers. 

Then,  O  priests,  king  Yama  questions  and  addresses  him  touching  the  third  of  death's 
messengers.  "  O  man  ！  Did  you  not  see  the  third  of  death's  messengers  ？  ，，  He  replies, 
" Lord,  I  did  not." 

Then  king  Yama  says  to  him,  "  O  man  ！  Did  you  not  see  among  men  a  woman  or  a 
man  that  had  been  one  day  dead,  or  two  days  dead,  or  three  days  dead,  and  become 
swollen,  black,  and  full  of  putridity  ？  "  He  replies,  "  Lord,  I  did. " 

Then  king  Yiima  questions  him  how  he  did  act  after  having  seen  the  dead,  and  re- 
buked him  as  to  his  thoughtlessness  as  in  the  case  of  the  first  of  death's  messengers. 
Then,  O  priests,  when  king  Yama  has  questioned  and  addressed  him  touching  the  third 
of  death's  messengers,  he  becomes  silent. 

Then,  O  priests,  the  guardians  of  hell  inflict  on  him  the  torture  called  the  fivefold 
pinion  :  they  force  a  heated  iron  stake  through  his  other  hand  ；  heated  iron  stakes  through 
his  foot,  through  his  other  foot,  through  the  middle  of  his  breast.  There  he  experiences 
grievous,  severe,  sharp,  and  bitter  pains  ；  but  he  does  not  die  so  long  as  that  wickedness 
is  exhausted. 

Then  the  gaurdians  of  hell  lay  him  down,  and  hack  him  with  axes.  

Then  the  gaurdians  of  hell  place  him  feet  up,  head  down,  and  hack  him  with  hat- 
chets  

Then  the  gaurdians  of  hell  harness  him  to  a  chariot,  and  they  make  him  go  forward 

and  they  make  go  back  over  ground  that  is  blazing,  flaming,  and  glowing  

Then  the  gaurdians  of  hell  take  him  feet  up,  head  down,  and,  into  a  heated  iron 
kettle  that  is  blading  and  flaming.  There  cooks  and  sizzles.  And  while  he  there  cooks 
and  sizzles,  he  goes  once  upwards,  once  downwards,  and  once  sideways.  There  he  ex- 
periences grievous,  severe,  sharp,  and  bitter  pains  ；  but  he  does  not  die  so  】ong  as  that 
wickedness  is  exhausted. 

Then,  O  priests,  the  gaurdians  of  hell  throw  him  into  the  chiefest  of  the  hells.  Now 
this  chiefest  of  the  hells,  O  priests,  is 

Symmetrical,  and  square  in  shape,  four-gated,  into  parts  laid  off. 
Of  iron  is  its  bounding  wall,  an  iron  roof  doth  close  it  in  ； 
And  01 its  glowing  iron  floor  the  light  with  dazzling  brilliancy 
Spreads  for  a  hundred  leagues  around,  and  ever  and  for  ay  abides. 

一 Buddhism  in  Translations,  p.p.  255-258. 
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經嗡跡 象 


ひ 一時 佛 遊， 1 舍 衞 國 fell 勝 林 給孤獨 園？ 爾 時 卑盧異 學平旦 則 從 - 舍 衞 國 - 出 往 - 詣 佛 所 (稽 首 作 

觼 却 坐 一一 1 面； 佛 爲， 彼 說 法 勸 一一 發 渴 仰 一成 11 就 歡 喜； 無 量 方便 爲レ彼 說 法 勸ュ發 渴 仰 一成 一一 就 歡 喜 一已 

默然而 住、 卑 盧 異學佛 爲、 說 法 勸-發 渴 仰-成， 一就 歡 喜, 已 卽 從， 坐 起、 稽-首 佛足 1 繞三 E 而 去。 

爾時生 聞梵志 乘， 1 極 好 白 象 一 與 - 五 百 弟 子 ー俱、 以 ー1 平 旦 時 1 從 - 舍 衞 一 出 至 一 一 無 事 處 一 欲 子 諷髄 

經 書 一生 聞 梵志遙 見 - 卑 盧 異學來 1 便 問、 婆 蹉晨起 從 - 何 處-來 。卑 盧異學 答 曰、 梵 志 我 見&  #1 

^事 供養 來。 生 聞 梵志問 曰、 婆 蹉頗知 w 沙門 瞿曇空 安 靜處學 ％慧 一耶。 卑盧 異學答 曰、 梵 志 

^等 人 可， 知-一世 尊 空 安靜處 學  一！ 智 慧 1 耶。 梵 志 若 知 _1 世 尊 空 安靜處 學 n 智 慧-者 亦 當レ如 ^、但 梵 

志 我 所讀書 有， 1 四 句義； 因 - 四 句義 1 我必 信. 1 世 尊 一世 尊 所說法 善、 如來 弟子 聖衆善 趣、 梵志譬 

善象師 遊 一 1 無 事 處-於 一 一樹 林 間 1 見 - 大 象 跡： 見 巳 必 信" 1 彼 象 極大 而 有& 跡お 志 我 亦 如 墓、 我 所 

讀 書 有- 1 四 句 義； 因11 四 句 義 1 我 必 信 11 世 尊？ 

云 何 四 句義. 梵志 智慧 刹 利 論 士多聞 決定 能 伏 ー1世 人 一 無レ 所^^ 知、 則 以 fe 見 一 造-作 文 章 一 行-於 

世 間； 彼 作 n 是 念； 我 往 11 沙 門瞿曇 所 1 問 n 如 是 如 是 事 (若 能 答 者 當き 重 問 一若 不レ 能レ答 便伏捨 去、 

彼 聞-一世 尊 遊 n 某 村 邑 1 便 往 - 彼 所 1 見 -1 世 尊 1 巳 尙 不一 1 敢 問； 況 復 能 伏、 梵 志 我 所 讀 書 用 得-如 あ 第 

一 句義； 我 因， 1 此義 1 必 信-世 尊； 世 尊 所說法 善、 如來 弟子 聖衆善 趣 如レ是 。智慧 梵志 智慧 居士 

智慧 沙門 論士多 聞、 決定 能 伏 1; 世 人 1 無， 所， 不レ 知、 則 以 1諸 見 1 造-文 章-行 - 於 世 間 一 彼 作" 是 念^ 

沙門 M 曇 所 一 問， 如 是 如 是 事； 若 能 答 者 常 n 復 重 問； 若 不， 能 kn 便伏捨 去、 彼 聞 11 世 尊 S 村 き 
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(1) 中 阿 合 卷三六 (良 六 *78- 79) 同 本 巴 利 中阿舍 第二 七^ (Vol.  I.  p.p.  175-184) 

One  afternoon,  whilst  the  Blessed  One  was  staying  at  Anathapindika's  Park,  Janussoni 
the  brahmin  set  out  from  Sivatthi  in  a  white-canopied  chariot,  and  seeing  Pilot ika  the 
Pilgrim  coming  along  in  the  distance,  he  hailed  him,  saying  ：  '  Ho  there,  honoured  Vac- 
chlyaua,  whence  come  you  at  such  an  hour  of  the  day  ？  ，  '  Why  sir,  I  am  just  returning 
from  a  visit  to  the  samana  ^jotama. ， 

' And  what  do  you  think  of  him,  honoured  Vacchayana  ？  Does  samana  Gotama  seem 
possessed  of  wisdom  ；  is  he  learned,  think  you  ？  '  'Who  sir  am  I，  that  I  should  know 
the  extent  of  Samana  Gotama's  attainments  in  wisdom  ？  He  that  is  his  peer,  he  only  may- 
say  of  what  wisdom  samana  Gotama  is  possessed  ！ ， 

' What  high  praise  the  honoured  Vacchayana  bestows  upon  samana  Gotama  ！ '  '  Who 
sir,  am  I,  that  I  should  praise  samana  Gotama  ？  Praised  by  the  praised  indeed  is  he,  the 
exellent  Gotama,  the  chief  among  gods  and  men  ！ ， 

'But  what  particular  quality  has  the  honoured  Vacchayana  observed  in  samana  Go- 
tama, that  he  should  thus  be  moved  to  place  such  confidence  in  him  ？ ' 

•Just  as  a  capable  elephant- forest  ranger,  entering  the  forest  and  there  espying  the 
huge  footprint  o£  an  elephant,  great  in  length  and  in  breath,  will  come  to  the  conclusion: 
"This  elephont  must  be  a  big  one,  ，，  in  the  same  way,  percieving  the  four  footprints  of 
samana  Gotama,  I  have  come  to  the  conclusion  ：  "A  Supremely  Awakened  One  is  the 
Blessed  One  ；  well  proclaimed  is  the  Truth  by  Blessed  One  ；  well  lived  is  the  life  by 
the  Brotherhood  of  the  Blessed  One.  ，，  '  What  are  the  four  footprints  ？ ， 

' Many  a learned  man  have  I  seen  of  the  warrior  class,  or  of  the  priestly  class  or  of 
the  householder  class,  subtle,  accomplished  controversialists,  able,  so  to  say,  to  split  hairs: 
of  their  wit,  at  is  were,  cleaving  through  fablics  of  views,  and  these  have  come  to  hear 
that  samana  Gotama  was  on  his  way  to  visit  tnis  or  the  other  village  or  town.  Ac- 
cordingly they  have  framed  a  question  for  him.  "We  will  go,  ，，  they  have  said,  "to  sa- 
mana Gotama  and  we  will  put  this  question  to  him.  If  he  gives  us  this  answer,  we  shall 
catch  him  this  way  ；  if  he  gives  us  that  answer,  we  shall  catch  him  that  way  ；  "  if  he 
gives  us  that  answer,  we  shall  catch  him  that  way  ；  ，，  and  in  due  cource,  learning  of  the 
actual  arrival  of  samana  Gotama  in  such  and  such  a  place,  they  have  gone  thither  with 
intent  to  encounter  him.  Then  samana  Gotama  has  instructed,  fortified,  quickened,  and  re- 
freshed them  with  discource  upon  the  doctrine,  and  thus  instructed  by  samana  Gotama, 
they  have  not  even  put  their  question  to  him,  let  alone  caught  him  in  his  words,  but  have 
actually  become  followers  of  samana  Gotama.  And  so  sir,  when  I  saw  these  first(war- 
rior)，  second  (priestly  class)  an-1  third  (householder)  footprints  of  samana  Gotama,  I  came 
to  the  conclusion  ：  "  A  Supremely  Awakened  One  is  the  Blessed  One  ； 
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便 至， 1 彼 所 一見 一一 世 尊 一巳 尙 不-敢 問ー況 復 能 伏、 梵 志 我 所 讀書用 得-如： 第 四 句 義； 我 因 あ 義, 必 

信， 1 世 尊 一如 來所說 法 善. 如來 弟子 ® 衆 善 趣、 梵 志 我 所讀書 有， 1 此四 句義； 我 因 n 此四 句義 一 故 

必信 n 世 尊 1 如 來所說 法 善如來 弟子 聖 衆 善 趣 一  ， 

生 聞 梵志語 曰、 婆 蹉汝大 供 一 養 沙門 瞿 曇； 所 因 所 緣歡喜 奉行。 卑盧 異學答 曰、 梵 志 如， 是如， 

是我極 供：, 養 於 彼 世 尊； 亦 極 稱譽ニ 切 世間 亦應， 1 供養？ 

時 彼 生 聞梵志 聞，.， 此義： 巳 卽從レ 乘下右 膝 著， 地 叉 手 向-於 勝 林 給 孤獨圓 1 再三 作 南無 如 

來無所 著 等正覺 如 ，是 至 J 一 一  巳 還 、乘 - 極 好 白 乘 I 往 n 詣 勝 林 給 孤 興 到 n 彼 地- 卽 下^ 步 進 詣 レ佛、 

共 相 問 訊 却 坐， 一 一 面； 生閡梵 志向 與 n 卑 盧 異 學 一所 n 共 論 1 事 盡 向 レ佛 說。 世 尊 聞 巳 吿 曰、 梵 志 卑 

盧異學 說 ，1 象 跡 喩 ；猶 不 11 善 作 1 亦 不=具 足； 如-象 跡 喩 1 善 作 11 足 1 者 今 爲レ汝 說 當-善 聽乏。 
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veil  proclaimed  is  the  Truth  by  the  Blessed  One  ；  well  lived  is  the  life  by  the  Brother- 
hood of  the  Blessed  One. " 

' I  have  also  seen  many  learned  ascetics,  suttle,  acute  debaters,  splitters  of  hairs,  s ひ 
to  speak,  who  lived,  one  might  say,  to  cut  to'  pieces  systems  of  thought  with  their  skill 
and  knowledge,  and  coming  to  hear  that  samana  Gotama  was  cm  his  way  to  a  certain 
villaee  or  town,  they  have  drawn  up  a  query  to  put  to  him,  such  that  if  he  answered  it 
thus,  they  would  trip  him  up  thus,  and  if  he  answered  it  so,  they  would  trip  him  up  so. 
They  have  gone  to  samana  uotama  at  the  place  whither  he  had  come,  but  samana  Gota- 
ma has  so  instructed  refreshed  them  with  discourse  upon  the  doctrine,  that  they 

have  not  even  asked  him  their  question,  let  alone  tripped  him  up  in  his  reply,  but  have 
actually  entreated  him  that  he  might  accept  them  as  nis  disciples,  henceforth  under  him 
to  follow  the  homeless  life,  and  they  have  recieved  ordination  at  the  hands  of  samana 
Gotama.  Having  become  his  disciples  and  living  apart  in  earnest  and  resolute  effort r 
in  no  long  time  they  have  realised  and  known  for  themselves,  even  in  their  present  life- 
time, that  supreme  goal  of  the  Holy  Life  for  the  sake  which  young  men  of  family  g ひ 
forth  from  home  to  homelessness,  and  they  have  said  to  themselves  ：  "  Truly  we  had  lost 
our  reason  ；  truly  we  have  regained  our  reason  ！  Before  we  were  no  samanas,  yet  we  thought 
ourselves  to  be  samanas.  Before  we  were  not  holy  ones,  nor  delivered  ones,  yet  we  regard- 
ed ourselves  as  holy  ones  and  delivered  ones.  But  now  are  we  samanas  indeed  ；  holy  ones, 
delivered  ones  indeed  ！  ，，  And  seeing  this  the  fourth  footprint  of  samana  Gptama,  I  came 
this  conclusion  ：  "  A  supremely  Awakened  One  is  the  Blessed  One;  "Yea  be- 
holding these  four  footprints,  this  was  the  conclusion  to  which  I  came. ， 

At  these  words,  Janus  son  i  came  down  from  his  wftite-canopied  chariot,  and  baring 
his  right  shoulder,  extended  his  folded  hands  in  the  direction  where  dwelt  the  Blessed  One 
and  thrice  repeated  the  joyous  exclamation  ：  '  Homage  to  the  Holy  One,  the  Exalted  One, 
the  Supremely  Awakened  one  ！  Homage  to  the  Holy  One,  the  Exalted  One,  the  Supremely- 
Awakened  One  ！  Homage  to  the  Holy  One,  the  Exalted  One,  the  Supremely  Awakened 
One  ！  Would  that  some  time  we  might  meet  with  the  excellent  Gotama  and  find  fitting 
occasion  to  hold  converse  with  him  ！ ， 

Then  Janussoni  went  where  the  Blessed  One  was,  and  greeting  him  with  the  custo- 
mary compliments  of  iriendship  and  civility,  sat  down  respectfully  at  one  side  and  in- 
formed the  Buddha  of  all  that  passed  between  Pilot ika  and  himself,  then  the  Buddha 
saia  :  '  The  simile  of  the  elephant's  footprint  so  far  is  not  fully  borne  out.  Hearken  and 
give  good  heed  and  I  shall tel 1 how  the  simile  is  fulfilled  in  every  detail ！ ， 
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梵 志 譬 善象師 遊 11 無 事 處 1 於 11 樹 林 間 1 見 一 一大 象 跡： 見 已 彼 信 _1 彼 象 極大 而 有ー此 跡ー梵 志 善象師 

或 不， 信 者、 於 n 此 林 中 1 復 有 n 母 象 1 名-加 梨 线身 極 高大 彼 有 11 此 跡 1 卽 尋 n 此 跡 1 復 見 11 大 象 跡： 見 已 

必 信 =1 彼 象 極大 而 有， 1 此 跡？ 梵 志 彼 善 象 師或復 不， 信、 於 n 此 林 中 1 更 有-母 象 一 名 - 加 羅 梨： 身 極 高 

大 彼 有 11 此 跡； 卽 尋& 跡 - 復 見 n 大 象 跡； 見已必 信 - 彼 象 極大 而 有- 此 跡？ 梵 志 彼 善 象 師或復 不- 

信、 於  1  恥  林 中 & 有 - 母 象 1 名 11 婆 S 幾 身 極 高大 彼 有 11 此 跡ハ卽 尋 11 此 跡- 復 見 11 大 象 跡 1 見 巳 必 信 板 

象 極大 而 有& 跡； 彼 尋 ^ 跡 1 已 見 n 大 象 跡； 大象跡 方 極 長 極 廣周匝 徧著正 深 入， 地、 及， 見， 1 彼 

象 或 去 或 來或走 或 立 或 臥； 見 n 彼 象 - 巳 便 作- 此念 (若 有 - 此跡ー 必是大 象。 梵 志 如 レ是 若 世 中 出 

如 來無所 著 等 正覺明 行成 爲善逝 世間 解 無上 士道 法 御 天人 師號佛 衆祐彼 於- 此世天 

及魔梵 沙門 梵志 乃至 天 人ハ自 知自覺 自作 證 成就 遊、 生 已 盡、 梵 行 已 立、 所 作 巳 辨、 不 - 更 受ず 

S  & 眞ー彼 說法初 妙 中 妙 寛 亦 妙、 有レ義 有レ文 具足 淸淨 顯 - 現 梵行ー 彼 所 法 或 居士 居士 

子聞已 得， 信 於-如 來正 法律 1 彼 得， 信 已便作 1 ー是 念； 在家 至狹麈 勞之處 出家 學道發 露 曠大、 

我 今 在家 爲， 鐡 所， 鐡 不， 得，， ー盡 形 壽 淨& 梵 行； 我 寧 可， 捨 ，1 於 少 財物 及 多 財 物 - 捨 11 小 親族 及 多 

親 族； 剃； 1 除 鬚 髮 一 著， 1 架 裟衣； 至 信捨家 無 家 學 道： 
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Then  the  Buddha  proceeded  to  speak  as  follows  :  '  Suppose,  brahmin,  that  an  elephant- 
forest  ranger  upon  entering  the  forest  sees  on  the  ground  the  huge  footprint  of  an  elephant, 

great  in  length  and  in  breadth  if  he  is  an  experienced  ranger  he  will  not  there  and 

then  draw  the  conclusion .  "  Verily  tnis  is  a  big  elephant,  "  and  why  not  ？  Because, 
there  are  in  the  elephant  forest  female  elephants  called  "  Dwarfs  (Vamanika)  which  have 
great  feet,  and  this  might  be  the  footprint  of  one  of  them.  And  suppose  that  the  ran- 
ger follows  up  the  track  and  comes  upon  another  footprint  of  an  elephant,  huge  in  length 
and  in  breadth,  with  the  tall  cane  brake  near  by  all  trampled  down.  Still  he  does  not 
immediately  conclude  that  this  indicates  a  huge  elephant,  for  he  knows  that  there  are 
large-footed  female  elephants  called  "  Black-tramplers  "  (uccakalikil)  and  this  might  be 
the  footprint  of  one  of  these.  SuDpose  that,  still  following  up  the  track,  he  again  meets 
with  an  elephant  footprint  of  great  length  and  breadth,  with  the  tall  cane-brake  all 
about  laid  low  and  with  marks  of  tusks  upon  it,  still  as  an  experienced  ranger,  he  does 
not  conclude  at  once  that  these  are  the  tokens  of  a  huge  elephant,  for  in  the  forest  are 
to  be  found  large-footed  female  elephant  called  "  Brake-tuskerd  '，  (uccakaneruka)  and 
this  might  be  one  of  their  footprints.  Suppose  that,  still  pursuing  the  track,  he  again 
finds  an  elephant  footprint  huge  in  length  in.  bieadth,  with  the  tall  brake  all  around  cru- 
shed down  and  dented  with  tusk-marks  and  with  the  branches  of  trees  strewn  on  the 
ground,  and  then  catches  sight  of  an  elephant  either  walking  or  standing  still  or  resting 
or  lying  down  under  the  trees  or  out  in  the  open,  now  will  that  elephant-forest  ranger 
conclude  ：    "  There  it  is,  the  bid  elephant  ！ " 

' In  the  selfsame  way,  O  brahmin,  here  in  this  world  an  Accomplished  One  makes 
his  appearance,  and  having  of  himself  know  and  comprehended  this  entire  universe  of 
gods  and  men  with  its  deities  and  Maras  and  Brahmas  and  its  race  of  ascetics  and  reclu- 
ses, he  imparts  his  knowledge  to  others.  Eoth  in  the  letter  and  in  the  spirit  he  expounds 
the  truth,  excellent  in  its  origin,  excellent  in  the  middle  and  in  the  end  ；  he  makes  known 
the  holy  life  perfect  and  pure.  The  truth  is  h eared  by  a  householder  or  by  the  ion  of 
a  householder  or  by  one  of  some  other  rank  in  life,  and,  hearing  it  he  is  moved  to  put 
his  faith  ia  the  Accomplished  One.     So  believing  with   all  his  heart,  reflects  within 
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彼 於-後 時 1 捨， 1 小 財 及 多 財 物： 乃 至 至 信 捨， 家、 無レ家 學 道、 彼 出家 巳 捨， S 族 相： 受 n 比 丘 耍； 修 n 習 

禁 戒 1 守 n 護 從解脫 ：亦復 善 攝 _1 威 儀 鱧 節； 見， ー纖 芥 罪 1 常 懷， 畏 怖 1 受， 1 持 學 戒； 彼 離レ殺 斷， 殺 棄-捨 刀 

杖 ％,惭 有， 愧 有 = 慈 悲 心； 饒， 1 益 一 切 乃至 見蟲； 彼 於 n 殺 生 1 淨， 一 除 其 心； 彼 離 - 不 與 取耐芣 與 取； 與 

而後 取 樂， 1 於 與 取； 常 好，, 布 施, 歎 喜 無 fe 不， 望，, 其 報； 彼 於- 不 與 取, 淨，， 除 其 心； 彼 離-非 梵 行, 斷-非 

梵 行 ー穀， 1 修 梵 行； 精， 1 穀 妙 行 1 淸 淨 無， 穢 離， 欲 斷， 娃、 彼 於，, 非 梵 行 1 淨, 除 其 心； 彼 離, 妄 言, 斷， 妄 言； 眞 

諦 言 樂真 諦ー 住， 一 眞 諦 1 不， 1 移 動； 一 切 可， 信 不， 欺， 1 世 間； 彼 於， 一 妄 言 1 淨， 一 除 其 心； 彼 離爾 舌 一 斷= 於 兩 舌 一 

行， ー不 兩 舌 1 不， 破& 他； 不， 聞， 此 語， 彼 欲， 破 n 壤 此； 不， 聞， 彼 語， 此 欲， 破； ー壤 彼； 離 者 欲， 合 合者歡 喜、 不， 

作 1 一群 黨 1 不， 樂 n 群 黨； 不レ稱 fe 群 黨 事； 彼 於 n 兩 舌 1 淨 -1 除 其 心 一 彼 P 蠭 言 一 斷, 艤 言： 若 有， i 所 ？辭 氣 蠱 

m 惡 聲 逆， 耳 衆 所へ 不， 喜 衆 所， 不， 愛 、使-他 苦 惱 1 令， 不， 得， 定、 斷&, 是 言； 若 有， 1 所 言 1 淸 和柔潤 順， 耳 

入, 心 可， 喜 可， 愛 使-他 安 隱； 言 聲具了 不， 使， 入 畏ー^ 他 得, 定、 說， 一如， 是 言； 彼 S 言^-除 其 心 一 彼 

離， 1 綺 語 一 斷-於 綺 語； 時 說眞說 法 說義說 止 息 說樂止 說、 說， 事 隨， 時 得， 宜 善 敎 善 訶、 彼 S 語 1 

淨， 1 除 其 心？ 彼 離， 1 治 生 1 斷^ 治 生；, 捨 稱量及 斗 斛-亦 不， 受， 貨 不， 縳 -1 束 人； 不， 望， 折-斗 量 1 チ以 1 小 

利 一 侵 k 於 人； 彼 於 n 治 生， 淨， 1 除 其 心 一 彼 離， 受 n 寡 婦 童 女 ー斷， 受 一 寡 婦 童 女 1 彼 於， 受 n 寡 婦 養 女 1 淨 i 除 
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himself  ：  "  Cramped  and  confined  is  household  life,  a  den  of  dust,  but  the  life  of  the 
homeless  one  is  as  the  open  air  of  heaven  ！  Hard  is  it  for  him  who  bides  at  home  to 
live  out,  as  it  should  be  lived,  the  holy  life  in  all  its  perfection,  in  all  its  purity  ！  How 
if  I  shear  off  hair  and  beard,  and  donning  yellow  raiment,  leave  home  behind,  and  hence- 
forth follow  the  houseless  life  ？ " 

' And  so,  not  】ong'  after,  abandoning  his  few  or  great  possession,  bidding  farewell  to 
a  small  or  large  circle  of  kinsmen  and  mends,  he  shears  off  hair  and  beard,  and  garbed 
in  yellow,  goes  forth  from  home  to  homelessness. 

' And  now,  vowed  to  the  homeless  life,  wholly  devoted  to  the  life,  and  discipline 
of  the  monk,  he  abstains  from  all  takincr  of  life,  shuns  taking  the  life  of  any  living 
thing.  Laying  aside  cudgel  and  sword,  he  is  mild  and  merciful,  kind  and  compassionate 
towards  every  living  creature.  lie  refrains  from  the  taking  of  what  has  not  been  given 
him,  shuns  taking  things  ungiven.  Taking  only  what  is  offered  him,  waiting  for  such 
gifts,  he  abides  heart-free  from  all  thievish  intent.  Refraining  from  unchastity,  he  lives 
the  pure,  the  chaste  life.  He  shuns  the  sexual  act,  the  vulgar,  the  common  ！  He  refrains 
from  lying,  shuns  the  uttering  of  untruth.  He  speaks  the  truth,  holds  to  the  truth  ；  st- 
aunch and  trustworthy,  he  is  no  worldly  deciever.  He  abstains  from  tale-bearing,  shuns 
slanderous  speech.  What  he  hears  in  this  quarter  he  does  not  repeat  in  that,  so  as  to 
create  trouble  for  people  here  ；  and  vice  vercer.  Those  at  variance  he  brings  together  and 
those  already  in  union  he  encourages.  Concord  pleases  him,  rejoices  him,  in  concord  is 
all  his  delight.  He  speaks  words  that  make  for  concord  ；  he  refrains  from  harsh  speech, 
shuns  speeking  roughly.  Whatsoever  words  are  blameless,  pleasant  to  the  ear,  loving, 
heart-moving,  courteous,  charming  and  delighting  all  hear  them,  such  are  the  words  he 
speeks.  He  abstains  from  idle  chatter,  shuns  unprofitable  conversation.  Speaking  in  pro- 
per season,  in  accordance  with  fact,  to  the  purpose,  in  accord  with  doctrine,  with  the 
discipline,  his  words  are  precious  treasure,  full  of  appropriate  comparisons,  discriminating 
and  to  the  point.  He  abstains  from  doing  any  injury  to  seeds  or  growing  plants.  He 
partakes  of  but  one  meal a  day,  eats  no  evening  meal ； he  shuns  eating  out  of  proper 
season.  He  keeps  away  from  singing,  dancing  and  threatrical  representations.  He  shuns 
using  garlands,  scents,  urguents,  ornaments,  decorations,  adornments.  He  abstains  from 
using  broad  or  high  beds.  He  declines  to  accept  gold  or  silver,  uncooked  grain  or  raw 
meat.  He  abstains  from  the  possession  of  women  or  girls,  slaves  male  or  female,  goats 
or  sheep,  fowls  or  swine,  elephants,  cattle,  horses,  mares,  fields  or  lands.  He  avoids  hav- 
ing aught  to  do  with  fetching  and  earring  messages.  He  abstains  from  trafficking  and 
merchandising.  He  has  naught  to  do  with  false  balances,  false  weight  or  false  measures. 
He  shuns  the  crooked  ways  of  bribery,  deception  and  fraud.  He  keeps  aloof  from  making, 
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其 心： 彼 PS 婢 1 斷， 受 11 奴 婢 1 彼 於レ受 k 婢 1 淨-除 其 心-彼 離に 受 n 象 馬 牛 羊 1 斷， 受 ，1 象 馬 牛 羊 1 彼 於， 

受， 1 象 馬 牛 羊 1 淨 1 除 其 心； 彼 離レ？ 雞 猪 1 斷 ％11 雞 猪 1 彼 於レ受 11 雞 猪 1 淨 - 除 其 心； 彼 pi 業 店 肆 1 斷レ 

受， 1 田 業 店 肆 1 彼 於, 受 n 田 業 店 肆 1 淨-除 其 心； 彼 離， 受 11 生 稻 麥 豆 1 斷， 受 11 生 稻 麥 豆 1 彼 於， 受 ，1 生 稻 麥 

豆 1 淨， 1 除 其 心； 彼 i 斷 fe 彼 於 n 飮 酒 一 淨 - 除 其 心； 彼 離 - 高 大 廣 床 1 斷 - 高 廣 大 床 - 彼 於 - 高 廣 大 床- 

淨 ュ 除 其 心； 彼 離 - 華 鬉瓔珞 塗 香 脂粉 1 斷 -I 華 鬉瓔珞 塗 香 脂粉 - 彼 於 - 華 鬉瓔珞 塗 香 脂粉 一 淨 - 除 

其 心； 彼 離 - 歌舞 倡妓及 往觀聽 - 斷 一！ 歌舞 倡妓及 往觀聽 - 彼 於 - 歌舞 倡 妓及往 觀聽- 淨-除 其心ハ 

彼 離， 受 11 生 色 像 寳 ー斷， 受. 生 色 像 寳！ 彼 於レ受 ュ生 色 像 寳 1 淨！ 1 除 其 心： 彼 離 11 過 中 食 - 斷 - 過 中 食 1 於 1 

中 食 一 淨-除 其 心； 一 食 不 - 夜 食 學 時 食 1 彼 巳 成 - 就 此聖 戒聚？ 

復 行， 1 極 知 足； 衣 取 = 覆 形-食 取 11 充 軀； 隨， 所 n 遊 至 1 與 11 衣 鉢 1 俱 行 無 11 顧 戀： 猶 P0 鳥 與 - 兩 翅 1 俱 飛， 翔 

空中； 彼 巳 成 n 就此 鎏 戒聚及 極 知 足 I 

復 守& 諸 根 1 常 念- 1 閉 塞 1 念-欲 明 達！ 守 11 護 念 心 - 而 得 11 成 就 (恒 起-正 知 (若 眼 見レ色 然 不レ 受レ想 亦 チ 

味， 色、 謂 忿諍故 守 11 護 眼 根； 心 中 不レ 生-貪 伺 憂慼惡 不善 法； 趣-向 彼 1 故 守 n 護 眼 根 (如 耳鼻 舌 

身 若 意 知， 法 然 不， 受， 想 亦 不』 レ法 謂 忿諍故 守 11 護 意 根ハ心 中 不レ生 1 貪 伺 憂慼惡 不善 法 一 趣-向 

彼 i 故 守 - 護 意 根； 彼 a 成-就 此 罄 戒聚及 極 知 足 1 守 11 護 諸 极 7 

復正 知， 1 出入； 善觀步 別 屈伸 低 仰 儀容 庠序； 善 著 n 僧伽 梨 及 諸 衣鉢； 行住坐臥 眠 寤語默 皆 

正 知， 之、 彼 巳 成 n 就 此聖戒 聚及極 知 足； 守 i 諸 根 1 正 知-出 入 一 
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murder,  abduction,  highway,  robbery,  wholesale  plundering  and  every  deed  of  violence. 
He  is  contented  with  the  robes  he  receives  for  the  covering  of  his  body  and  with  the 
food  he  receives  for  the  maintenance  of  his  life,  and  whersoever  he  goes,  he  takes  with 
him  only  such  things  as  are  proper  and  necessary.  Even  as  the  winged  bird,  whither- 
soever it  flies,  bears  with  it  only  its  wings,  so  the  monk  is  contented  with  what  he  gets 
of  clothings  and  food  and  journeying,  takes  with  him  only  needful  requisites.  By  the 
faithful  obserbance  of  this  noble  body  of  precepts  of  right  conduct  he  enjoys  cloudless 
happiness  within. 

' And  having  with  the  five  organs  of  sense  perceived  their  objects,  he  does  not  dwell 
upon  the  mental  image  thereof,  takes  no  special  note  of  the  same.  Inasmuch  as  the  or- 
gans of  sense  being  unrestrained,  occasion  is  thereby  given  for  the  arising  of  craving  and 
unhappiness  and  evil  and  insalutary  thoughts,  he  practises  restraint  of  the  organs  of 
sense,  keeps  a  watch  upon  them,  brings  them  into  subjection,  and  by  faithful  adherence 
to  this  noble  restraint  of  the  senses,  he  enjoys  glorious  happiness  within. 

' He  is  mindful  and  recollected  in  all  his  comings  and  goings,  in  looking  off  and 
looking  close  by,  in  drawing  in  his  arms  and  in  streching  them  forth,  in  bearing  his  bowl 
and  robe,  in  eating  and  in  drinking,  in  tasting  and  in  swallowing,  in  attending  to  natures 
calls,  in  walking,  in  standing  still  and  in  sitting  down  ；  asleep  or  awake,  speaking  or 
keeping  silence,  at  all  times  he  is  mindful  and  recollected. 

' Strictly  holding  to  this  noble  body  of  precepts,  to  this  noble  restraining  of  organs 
of  sense,  to  this  noble  practice  of  recollectedness,  he  seeks  out  for  himself  a  secluded 
place  of  abode,  under  a  tree,  in  a  rocky  recess,  in  a  mountain  cave,  in  a  place  of  tombs^ 
in  the  heart  of  the  jungle  or  on  a  heap  of  straw  in  the  open  fields  ；  and  having  returned 
from  his  begging  round  and  partaken  of  his  meal,  he  sits  down  with  legs  crosed,  body- 
held  upright,  and  deliverately  practises  recollectedness.  Putting  away  worldly  cravings 
he  abides  with  thoughts  free  from  craving  ；  he  clears  his  mind  of  craving.  Putting  away 
anger  and  ill-will,  he  abides  benevolent -minded,  Kindly  and  compassionate  towards  every- 
thing that  lives,  he  clears  his  mind  of  all  anger  and  ill-will.  Putting  away  sloth  and 
torpor,  he  dwells  vigilant  and  alert.  Wholly  conscious  and  recollected,  he  clears  his  mind 
of  sloth  ana  torpor.    Putting  away  restless  brooding,  he  dwells  in  quiet itude.    His  inward 


復獨住 遠 離 在， 1 無事 處； 或 P1 樹下莶 安靖 處山巖 石室 露地 穰稽； 或 至. 一林 中 1 或 在 11 塚 間； 彼 巳 

在 11 無 事 處 1 或 至- 樹 下 空 安 靖 處ー敷 11 尼 師 檀； 結 跏跌坐 正 身 正 願 反 念 不レ向 斷 1 藤 貪 伺 1 心 無 ％レ 

諍 見 n 他 財物 諸 生活 具 1 不 few 具 伺 1 欲， 弁 我 得； 彼 於， 貪 伺 1 淨 1ー 除 其 心； 如 ，是 瞋恚 睡眠 調悔 斷 レ惑 

度， 疑， 於 u 諸 善 法 1 無 ％,1 猶 豫； 彼 於-疑 惑 1 淨 n 除 其 心； 彼 斷ぁ 五 蓋 心穢慧 羸； 逮ー 1 初 臓 成就 遊； 梵 志 

是 謂- 一 如來所 屈如來 所行 如來所 服！ 然彼不 ー1 以， 之爲 fe 、世 尊 所說法 善、 如來 弟子 3 衆 善 趣。 

次 逮 „1 第 ニ禪 成就 遊； 梵 志 是 謂 ，1 如 來所 屈如來 所行 如 來所服 ー然彼 不 - 以乏 爲&、 世 尊所說 

法 善如來 弟子 S 衆 善 趣。 次 逮， 1 第三 禪 成就 遊； 梵 志是 謂， 1 如來所 屈如來 所行 如來所 服？ 然 

彼 不 以， 之 爲 ，，訖 、世 尊 所說法 善如來 弟子 聖衆善 趣。 次 逮 11 第 四禪 成就 遊； 梵 志 是 謂& 來 所 

屈如來 所行 如來所 服？ 然彼不 = 以レ此 爲氈、 世 尊 所說法 善如來 弟子 聖衆善 趣。 彼 巳 得. 1 如 レ是 

定 心； 淸 淨無穢 無 煩 柔 輭 善 住 得 11 不 勸 心； 趣 11 向 漏 盡智通 作 證； 知 n 此 苦 如 眞 1 知， 1 此 苦 集 1 知 11 此 

苦 滅； 知& 苦 滅道如 眞； 知 漏 如 眞 1 知 =此 漏 集 1 知 漏 滅 i 知 11 此 漏 滅道如 眞； 彼 如レ是 知 如 レ是 

見， 欲 漏 心 解 脫有漏 無明 漏 心 解脫、 解 脫已便 知-解 脫 1 生 已盡梵 行 巳 立 所作 巳辨不 11 更受ヶ 

有、 知 ，1 如眞； 梵 志是 謂， 1 如來所 屈如來 所行 如 來所服 一 彼以& 爲 fe  、世 尊 所說法 善如來 弟子 

S 衆 善 趣 一 

梵 志 於， 意 云 何 如， 是 象 跡 * 善 作 11 具 足 1 耶。 生 聞 梵志答 曰 唯 然瞿曇 如， 是 象 跡喩善 作- 1 具 足？ 

お  生 閗梵志 白 曰 世 尊 我 巳 知、 善 逝我已 解， 世 尊 我今自 歸= 於 佛、 法、 及 比丘 衆； 唯 願 世 尊 受 S 我 
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thoughts  quieted,  he  clears  his  mind  of  restless  brooding.  Putting  away  indecision,  he 
dwells  delivered  from  indecision.  No  longer  questioning  what  things  are  good,  he  clears 
his  mind  from  indecision. 

' And  now,  having  put  away  these  five  impediments,   he  attains  to  the  first  jha- 

na  ；  and  this  is  called  a  footprint  of  Tathagata,  a  track  of  Tathugata,  a  tusk-mark  of 
Tathagata.  But  the  noble  disciple  does  not  come  to  the  conclusion  ：  "The  Blessed  One 
is  a  Fully-Awakened — One,  the  Doctrine  is  well  proclaimed  by  the  Blessed  One  ；  the  life 
of  the  Brotherhood  of  the  Blessed  One  is  well  lived. ，， 

' Again 】ie  attains  to  the  second  jhana  ；  and  this  is  called  a  footprint,  a  track,  a  tusk- 
mark  of  Tathagata.    But  stillathe  noble  disciple  does  not  conclude  ：    "The  Blessed  One 

is  a  fully-Awakeiied-One  ；   the  life  of   the  Brotherhood  of  the  Buddha  is  well 

lived. " 

' Again  he  attains  to  the  third  jhana  ；  and  this  is  calld  footprint,  a  track,  a  tusk- 
mark  of  Tathagata.  】'ut  still  the  noble  discipie  does  not  conclude  ：  The  Blessed  One  is 
fully-Awakened-One  ；   The  life  of  the  Brotherhood  is  well  lived. " 

' Again  he  attains  to  the  forth  jhana  ；  and  this  is  called  a  footprint,  *a.  track,  a  tusk- 
mark  of  Tathagata-.  But  still  he  does  not  conclude  ：  "  The  Blessed  One  is  a  Fully - Awak 
ened-  One  ；   the  life  of  the  Brotherhood  is  well  lived. " 

' Again  he  remembers  of  his  previous  forms  of  existence,  and,  with  the  Heavenly  Eye 
the  pure,  the  Superhuman,  perceives  how  beings  depart  from  this  world  and  again  return 
to  it  according  to  their  owa  deeds,  and  these  are  the  footprints,  tracks,  tusk-marks  of  Ta- 
thagata. l!ut  he  still  does  not  conclude :  "The  Blessed  One  is  a  Fully-Awakened-One  ；" - 
the  life  of  the  Brotherhood  is  well  lived. " 

«  Again  he  turns  mind  to  knowing  the  bringing  to  an  end  of  the  Banes,  and  he  recog- 
nises, in  their  true  nature,  The  Four  Aryan  Truth  ；  and  this  is  called  a  footprint,  a  track, 
a  tusk- mark  of  Tathagata.  But  still  he  does  not  conclude  ：  "  The  L'lessed  One  is  a  Ful- 
ly Awakened— One ;   the  life  of  the  Brotherhood  is  well  lived. " 

«  Apain  thus  perceiving,  thus  comprehending,  he  frees  his  mind  from  three  Asavas, 
and  he  knows  ：  "I  am  delivered,  life  is  lived  out,  the  holy  goal  achieved  ；  done  all  that 
was  to  do  ；  for  me  there  is  no  more  life  ！  "  This,  O  brahmin,  is  called  a  footprint,  a 
track,  a  tusk-mark  of  Tathiigata,  and  with  this  the  noble  disciple  come  to  the  conclusion  ： 
"The  lilessed  One  is  a  Fully-Awakened - One ;  the  Doctrine  is  well  proclaimed  by  the 
Blessed  One  ；    the  life  of  the  Brotherhood  is  well  lived.  "     With  this,    O  brahinin,  the 

simile  of  the  elephant's  footprint  is  completely  borne  out. ，  

— The  First  Fifty  Discourses  from  the  Collection  of 
the  Mediun  Length  Discourses.  II.  p.  p.  20  ―  32. 
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樂前現 は 法 


I 婆 塞 1 從, 今日 一 始終 身自歸 乃至 命盡。 

****** 

、一時 佛 住 1 主 舍城迦 蘭陀竹 園； 時 有 n 異 比 丘 i 於 11 夜 明 相 出 時 1 出- 榻 補 河 邊； 脫， 衣 著， 1 岸 邊 1 入 1 水 

洗 浴. 浴 已 上， 岸 被， 一 衣 ー待ーー身 乾； 時 有, 1 天 子 一 放, 身 光 明 一 普 昭 i 補 河 側； 語 一 一 比 丘 一言、 汝 少 出家 

鮮 白髮黑 年始 盛 美應， 習-五 欲； 莊嚴 瓔珞塗 香華 鬉五樂 自娛、 而 於- 是時 1 違 fe 背 レ俗悲 泣 別 

離 剃， 1 除 鬚 髮 i 著 n 袈 裟衣； 正 信 非 家出 家學 道、 如 何 捨 11 現 前 樂 一而 求 11 非 時 之 利； 比丘 答 曰 我不， 

捨-現 前 樂, 求き 時 樂； 我 今 乃 是 捨菲 時 樂 一 得-現 前 樂； 天 問、 比 丘 云 何 捨， 1 非 時 樂 - 得-現 前 樂； 比 

丘 答 曰 如-世 尊說； 非 時 之 欲 少樂多 苦 少利多 難、 我 今 於-現 法 中-巳 離 I- 熾 然： 不レ待 - 時 節-能 自 

0 達、 現 前 觀察緣 自知覺 如， 是、 天 子 是 名 k 捨 11 非 時 樂 1 得 * 現 前 樂： 

天復 問. 比丘 云 何 復是如 來所說 非 時 之 欲 少樂多 苦、 云 何 復是如 來所說 、現 法利樂 乃至 

緣自覺 知. 答 言 我 年少 出家 不， 能 S 如 來所說 正 法律 儀； 世 尊 近 在 11® 蘭陀竹 園； 汝 可 fell 

詣 如 來 1 問， 其 所 疑； 如 11 世 尊 說 1 隨 fei 受 持。 

天子 復 言 比 丘 於 ，， 如 來 所 一有 n 諸 力 天； 衆多 圍遶我 先 無， 問. 未， 易 ％,詣 。比 丘汝若 能爲先 白-世 

尊 一 者 我 可^ 往一比 丘 答 言、 當 1 爲， 汝 去？ 天 白 11 比 丘 1 唯 然 尊者 我 隨レ後 來。 時 彼 比丘 往 - 詣 佛 所ハ稽 
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(1) 雜阿舍 經卷三 八 (辰 四、 21) 同 本 巴 利 雜阿舍 I.  2. 10  (Vol  I.  p.  8) 

The  Exalted  One  was  once  staving  at  Rajagaha  in  the  Tapodti  Park.  Now  the 
venerable  Samiddhi  as  the  down  drew  near  arose  and  went  to  the  Hot  Springs  to 
bathe.  And  after  his  bath,  he  come  out  of  the  Hot  Springs  and  stood  clad  in  a 
single  garment,  drying  his  limbs. 

Then  a  certain  cleva,  when  the  night  was  far  spent,  illusminating  all  the  Hot 
Springs  with  her  effulgent  beauty,  come  up  to  Samiddhi,  and  floating  in  the  air,  uttered 

these  verses  ：  

Ne'er  having  had  the  fill  thou  seekest  alms, 
O  almsman  ；  yea,  nor  taking  now  the  fill 
Thou  seekest  alms.    O  almsman,  take  thy  fill ！ 
[[Samiddhi ： ― 〕 Naught  of  thine  '  hour  ，  know  I.  Mine  hour  is  hid, 
Not  manifest,    therefore  I  seek  mine  alms 
Not  taking  first  my  fill,  lest  the  hour  pass  me  by. 
Now  that  fairy  took  her  st  .nd  on  the  earth  and  spoke  to  Samiddhi  Thus  ：    Thou  art 
young,  bhikkhu,  to  have  left  the  world,  and  callow,  black-haired  and  blessed  with  the 
luck  of  youth  ；  thou  hast  not  in  thine  early  prime  had  the  fun  that  belongs  to  natural 
desires.    Take  thy  fill,  bhikkhu,   of  human  pleasures,    uive  not  up  the  things  of  the 
present  to  pursue  that  which  involves  time. 

' I,  friend,  have  not  given  up  the  things  of  the  present  to  pursue  that  which 
involves  time.    Nay,    I  have  given  up  that  which  involves  time  to  pursue  the  things 
of  the  present.    Things  involving  time,  Friend,  as  the  Exalted  One  hath  said,  are  the 
pleasures  of  sence,  full  of  ill,  full  of  anxiety  ；  that  ways  lies  abundant  disaster.   A  th- 
ing of  the  present  is  this  Norm,  not  involving  time,  inviting  to  come  and  see,  leading 
onward,  to  be  regarded  by  the  wise  as  a  personal  experience. 
Then  the  fairy  asked  to  explain  in  detail  what  Samiddhi  si  id.    Samiddhi  replied  ： 
' I,  friend,  am  a  novice  ；  I  have  but  lately  left  the  world,  and  am  newly  adm  tted. 
I  am  not  able  to  explain  the  Norm  and  Ru】e  in  detail.    But  the  Exalted  One,   who  is 
Aharat,  fully  enlightened,  he  is  staying  r.t  Rajagaha  in  the  Tapod  、  Park.  Goto  that  Ex- 
alted One  and  ask  him  of  this  matter.    】；e.ir  in  mind  that  wherewith  he  shall  answer 
you. ， 

' ^\ot  easy  is  it,  bhikkhu,  for  us  to  appo ュ ch  the  Ex  .lted  One,  so  is  he  surrounded 
by  other  and  mighty  devas.  If  thou,  bhikkhu,  wilt  approach  the  Exalted  One  and  ask. 
him  of  this  m  tter,  we  too  m  y  come  to  hear  the  doct.  ine. ， 

' Very  well,  friend,  ，  responded  Samiddhi,  ami  he  went  to  the  Buddha,  spake  to  the 
Buddha,  telling  him  of  the  fairy's  interview  after  his  bathe,  and  said :  *  If,  lord,  thu- 
fairy  spoke  truly,  she  is  just  here,  not  far  from  us. ， 


首 鱧 足 返 住， 二 面； 以 n 向 天子 問 答 1 具 白 1 一世 尊； 今 者 世 尊 彼 天子 誠實 言 者 須臾 應， 至 不誡實 

者 自當， チ來。 

時 彼 天子 遙 語 n 比 丘； 我 巳 在 我 巳 在&。 爾 時世 尊卽說 言。 

衆生 隨； 1 愛想； 以， 1 愛想！ 而住、 以， 不， 知レ愛 故， 則爲 1 一死 方便； 

佛 吿= 天 子； 汝 解- 此 ，者 便 可- 發 問 一天 子 白， 怫、 不， 解 世 尊、 不， 解 善 逝。 佛 復 說， 愒 而 吿， 矢 子 1 曰. 

若 知，， 所 愛 1 者、 不， 1 於， 彼 生 fe、 彼此 無 11 所有； 他人 莫. 一能 說；  ， 

佛 吿-天 子； 汝 解- 此 義 - 者. 便 S 問？ 天 子 白 レ佛、 不レ解 世 尊、 不レ解 善 逝。 佛 復 說 0, 

all 等 勝 劣者； 則 有％ 論生ハ 三 事 不 11 傾 動； 則 無 - 輭 中 上 一 

佛 吿， 一天 子； 解， ー此 義 一 者、 則 可， ー發 問； 天 子 白， 佛、 不， 解 世 尊ポ， 解 善 逝。 佛 復 說 fe 言、 

斷. _1 愛 及 名 色； 除， 慢 無-所 繋； 寂 滅 息 1 ま 恚； 離レ結 絕 M 不， 見 ：i 於 人 天 

此世及 他 世； 

佛 吿-天 子； 解 一一 此 義ー者 乃 可- 發 問； 天 子 白， 佛、 巳 解 世 尊. 巳 解 善 逝。 佛 說 -1 此 經-巳 彼 天子 聞，， 佛 所 

說； 歡 喜 隨喜卽 沒不， 現。 
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«  And  when  he  had  so  said,  that  fairy  sud  to  Samiddhi  ：     *  Ask,  bhikkhu  ！  Ask, 
bhikkhu,  for  I  have  won  through  ！    '  Then  the  Buddha  addressed  the  fairy  in  verses  ： ― 
Men,  '  ware  alone  of  whu.t  is  told  by  names, 
Take  up  their  stand  on  what  is  so  expressed! 
If  this  they  have  not  rightly  understood, 
They  go  their  ways  under  the  yoke  of  death. 
He  who  hath  understood  what  is  expressed, 
Concerning  him - who - speaks '  no  fancies  builds, 
Nor  do  to  such  a  man  such  things  occur. 
As  might  be  laid,  as  faults,  to  his  account. 
' If  thou  knowest  such  a  man,  tell  me,  fairy.  ，    '  Lord,  I  do  not  comprehend  fully 
the  matter  of  that  which  the  Exalted  One  has  stated  in  outline.     Well  for  me  if  he 
would  himself  declare  in  full  the  matter  that  I  may  come  to  know  it. ， 

The  Exalted  One  ：          Whoso  doth  build  fancies  concerning  values  ：  ― • ~ 

' Equal  am  I,  better,  or  worse  than  thou  art  ， 
Hereby  he  may  quarrels  provoke.    But  whoso 
In  all  three  ways  holdeth  his  mind  unshaken, 
' Equal  am  I,  or  different  occours  not. ， 
' If  thou  knowest  such  a  man,  tell  me,  fairy.  ，     '  Neither  of  this,   lord,  which  the 
Exalted  One  has  stated  in  outline,  do  I  fully  comprehend  the  meaning.    Well  for  me 11 
the  Exalted  One  would  himself  declare  in  full  the  matter  he  has  thus  stated  that  I  may- 
come  to  know  it. ， 

The  Exalted  One  ：  He  has  renounced  bondage  to  name  and  notion  ； 

His  mind  is  not  set  to  imagine  vain  things  ； 
For  life  in  this  world  hath  he  cut  all  craving. 
Him  freed  from  bonds,  happy,  and  void  of  longing, 
Him  rods  and  men  here  on  this  earth,  or  yonder, 
Or  in  the  heavens,  in  every  sphere  of  being 
Seeking,  they  seek  vainly,  they  will  not  fina  him. 
' If  thou  knowest  such  a  one,   fairy,  tell  me.  ，    1  Of  this,   lord,  that  the  Exalted  One 
has  stated  in  outline,  I  have  come  to  know  the  meaning  fully  thus  ： 
Let  him  commit  no  evil  whatever 
Throughout  the  World,  in  speech,  or  mind  or  body. 
Dropping  desires,  mindfull  and  understanding, 
Let  him  not  work  torment  on  self  that  is  useless. ， 
一 The  Book  of  Kindred  Sayings.  I.  p^p. 14 一 18 
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雨は戎 子種 は 信 


1 時佛在 = 拘薩羅 1 人間 遊行 至 1 二 那羅 聚落 1 住 11 一 那羅沐 中； 爾 時世 尊 著， 衣 持， 鉢 入-二 那羅 

聚 落 一 乞 食 而 作 n 是 念； 今 曰 大 早、 今 旦 可， 過 田 婆 羅豆婆 遮 婆羅門 作 =飮 食 1 處： 爾 時 耕 田 婆 

羅豆婆 遮 婆羅門 五 百 具 * 耕 fe  、爲 作， 1 飮 食； 時 耕 田 婆 羅豆婆 遮 婆羅門 遙 見 1 一世 尊 1 白 言、 權 

曇 我 今 耕 fe 下， 種 以 供. 1 飮 食； 沙 門 瞿曇亦 應 =1 耕 fe 下， 種 以 供-飲 食！ 佛 吿 n 婆 羅 門： 我 亦 耕レ田 下レ 

種 以供飫 食； 婆羅門 白， 佛、 我 都不， 見 ，1 沙門 瞿曇若 犁若軛 若 鞅若麼 若饞若 鞭： 而今 瞿曇說 

言， 我 亦 耕， 田 下， 種 以 供， 1 飮 食； 爾 時 耕 田 婆 羅豆婆 遮 婆羅門 卽說 fe 言、 

自說， 1 耕 田 1 者、 而不， 見， 1 其 耕； 爲， 我說 n 耕 田； 贪 我 知 11 耕 法； 

爾 時世 尊說， 偈答 言、 

信心 爲 ，1 種子； 苦行 爲 11 時雨； 智慧 爲， 1 犁軛； 惭愧心 爲，轅、 正念自 守護、 

是則善 御者、 包 - 藏身ロ 業； 如 m 食處 n 內藏； 眞實爲 ，i 眞乘； 樂住 無- 懈息； 

精進 無 ：i 廢荒； 安 隱而速 進， 直往 不 11 轉還； 得， 到 11 無 憂處； 如， 是耕， 田 者、 

逮 ，1 得 甘露 果； 如， 是耕 ，田 者、 不 S 還受 n 諸 有； 

爾時耕 田 婆羅門 白， 佛言、 善 耕田瞿 曇、 極 善 耕田瞿 曇、 於 耕 田 婆羅門 聞-世 « 說 心轉 

i 以， 1 滿 鉢 香美飮 食 1 奉- 1 世 尊； 世 尊 不， 受 以 - 因， 說 得 1 故 卽 說 fe 言、 

不， 因， 1 說法 1 故 受 n 彼 食 1 而 食：！ 

時 耕 田婆羅 SI 白， 佛 言、 瞿 曇 今 以 n 此 食 一 安 -I 著 何 處？ 佛 吿き 羅 門ハ我 不^ fe 天魔 梵沙 ra:  ^ 涎 
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(1) 雜阿 合卷四 (辰 二、 お） 同 本 巴 利 雑 阿 含 VII.  2. 10  (Vol. I.  p.  171) 

The  Buddha  was  once  staying  on  south  Hill,  at  Jt^kanala,  a  brahmin  village.  Now 
on  that  occasion  it  was  the  time  for  sowing,  and  Farmer  Bhlradvaja,  the  brahmin,  had 
harnessed  five  hundred  ploughs,  Then  the  Buddha  dressed  himself  in  the  early  morning 
and  taking  bowl  and  robe,  drew  near  to  the  ploughing  operation. 

Now  at  that  time  Bharadvaja's  distribution  of  food  was  going  on.  And  the  Buddha 
come  to  the  scene  and  stood  at  one  side.  Now  Eharadvaja  saw  the  Buddha  standing  there 
for  arms,  and  thereat  he  said  ：  Now  I,  recluse,  plouch  and  sow,  and  when  I  have  plough- 
ed and  sown  I  eat.  Do  thou  also  plough  and  sow,  and  when  thou  have  ploughed  and 
sown,  eat. ， 

' But  I  too,  brahmin,  plough  and  sow,  and  I  have  ploughed  and  sown,  I  eat. ， 
' Eut  we  see  neither  JNIaster  Gotama's  team,  nor  his  plough,  nor  his  ploushare,  nor 
his  goad,  nor  his  oxen.    And  yet  Master  Cotama  says,    "I  too  plough  and  sow."' 
Then  Bhlradvaja  addressed  the  Buddha  in  a  verse  ：  

A  ploughman  by  thine  own  confession  thou  ？ 

No  ploughing  can  I  see  ！ 

The  ploughman  queried,  tell  me  how  to  know 

The  ploughing  done  by  thee. 
The  Buddha :  =   Faith  is  the  seed,  and  rain  the  discipline. 

Insight  for  me  is  plough  fitted  with  yoke, 

My  pole  is  conscience  and  sence-mind  the  tie, 

And  mindfulness  my  ploughshare  and  my  goad. 

Guarded  in  action,  guarded  too  in  speech, 

And  temperate  as  to  my  stomach's  food, 

I  weed  with  truth,  and  my  release  from  work 

Is  that  fair  thing  of  innermost  desire. 

Energy  is  my  burden-bearing  team, 

Drawing  my  plough  toward  the  haven  sure. 

Onward  it  goes  nor  ever  turneth  back  ； 

And  were  it  goes  we  shall  weep  no  more. 

Such  is  the  ploughing  that  is  ploughed  by  me. 

The  fruit  it  bears  is  food  ambrosial. 

Whose  this  ploughing  hath  accomplished,  he 

From  suffering  and  from  sorrow  is  set  free. 
The  Erahmin  ：    •  .May  it  please  Master  Gotama  to  eat  ！    A  ploughman  is  Master  Lio- 
tama,  yea  it  is  for  fruit  ambrosial  that  Gotamx  ploughs  his  ploughing  ！ ， 

The  Eu  ldha  ：  Not  mine  to  enjoy  presents  for  chanting  verses. 

-Not  normal  this,  brahmin,  for  minds  discerning, 
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E 遒の子 天 


天祌 世人 堪， 食 食 一而 得 *安 身； 婆 羅門汝 持& 食； 著， 1 無 蟲 水中 及少生 草地； 時 婆羅門 卽 

持- 此 食 一 著 - 無 蟲 水中 一 水 卽煙起 湧 沸啾啾 作レ聲 如 一-熟 丸 役-於 冷 水 (啾 嗽 作レ聲 如レ是 、彼 食 役-著 

無蟲 水中 一 煙 起 涌 沸啾啾 作， 聲、 時 婆羅門 作， ー是 念； 沙門 瞿曇實 爲-奇 特； 大德 大力 乃 分 1 飲食 

神 變 一 如， 是. 時 彼 婆羅門 見-食 瑞 應 - 信 心轉增 白レ佛 言、 瞿 曇 我 今 可レ得 X 止 法 中-出 家 受 *具 足 A 

不。 佛 吿， 一 婆 羅 門； 汝 今 可 W 得お - 正 法 中 一 出 家 ？具 足^^ 比 丘 分"。 彼、 卽 出家 巳獨靜 思惟 所ね 族 

姓 子 剃， 1 除 鬚 髮ー著 >•  袈 裟衣； 正 信 非 家出 家學 道？ 乃至 得.」 阿 羅 瀵 一心 善 解脫。 

****** 

、一時 佛 在 一 主 舍城迦 蘭陀竹 園； 時 有- 異 比 丘， 於 n 後 夜 時 1 至 1ー 搨 補 河 邊ー脫 お 置 &: 邊 - 入 永 洗 0 

浴 已 還 上， 岸 著 一一 1 衣 1 待 A 乾 一時 有 11 1 天 子 i 放 一】 身 光 明 一 普 照 S 補 河 養 & 丘-言、 比 丘 比丘 是 

丘 塚 夜 則 起， 煙、 晝 則 火然、 彼 婆羅門 見 已， 而 作 ，1 是 言 1 壤-此 丘 塚 1 發掘者 智、 持- 以 刀 劍 - 又 见 r: 大 

龜； 婆羅門 見 巳 作 1 言 1 除 大龜 1 發掘者 智、 持， ー以 刀 劍 1 見， 有 - 翻 群 婆羅 R 見 巳 作- 此 言 1 却 - 此 

K  發掘者 智、 持 - 以 刀 劍 1 是 ％11 肉 叚 1 彼 婆羅門 見 巳 作 >1是 言 1 除& 肉 叚ー發 掘 者 智、 持 - 以 刀 劍 1 

見， 有 1 殺 1 婆 羅門見 巳 作 1 墓 言 1 壤 1 屠 殺 處 1 發 掘 者 智、 持 1& 刀 劍 1 異 有-: 榜 耆 - 彼 婆羅門 見已 

作 ，1是 言 一 却 n 此 楞 耆ー發 掘 者 智、 持 11 以 刀 劍 1 見き 一 道 1 彼 婆羅門 見 巳 作 - 是 言 1 除- 此 一 一 遨 1 發 掘 者 

智. 持， 1 以 刀 劍 1« ^有-門 扇 1 婆 羅 門見已 作- 是 言； 却， 1 此 門 扇 一 發掘者 智 、持- 以 刀 劍 1 兑 ％-大 龍 一 婆 羅 
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Buddhas  reject  wages  for  chanting  verses. 
True  to  the  norm,  such  is  their  practice  ever. 
On  other  grounds  minister  thou,  O  brahmin, 
With  food  and  drink  to  a  great  Seer  made  perfect, 
To  or.e  from  whom  purged  are  all  mental  poisons, 
In  whom  is  calm,  peace  from  all  fret  and  worry. 
Yea,  here's  the  field,  if  for  reward  thou  lookest. 
When  he  had  thus  spoken,  Bhar ュ dvSja  said  ：    '  Most  excellent  Master  Gotoma,  most 

excellent  ！   '  May  Master  Gotam  i  suffer  me  as  a lay-disciple,    who  from  this  day 

forth  as  Ions-  as  life  endured  has  taken  in  him  refuge  ！ ， 

 The  rook  of  the  Kindred  Saying,  I.  P.P.  216  —  219. 

(1) 雑 阿 舍卷三 八 (辰 四、 'れ） 问本巴 利 中 阿 含 第二 三經 （vol.  I.  p.p.  142-145) 

At  one  time  the  venerable  Kumarakassapi  lived  in  tne  Black  Forest.  And  One  night 
a  certain  resplendent  deity,  glorious  to  look  upon,  lighting  up  the  entire  forest  with  its 
radimce,  approache 1 jdim^rakassap ユ and  standing  nt  one  side  thus  addressed  him : 

' .Monk  this  ant-hill  smoketh  by  night  and  flameth  by  day.  And  the  priest  said : 
" Take  thy  keen  implement,  wise  one,  and  dig  deep  ！  "  And  that  wise  o  e  took  his  keen 
implement  and,  digging  deep,  came  upon  a  bar.  "  Lo,  a  bar,  Sir  ！  "  said  he.  The 
priest  said  ：  "  The  bar  cast  aside  ！  Take  thy  keen  implement,  wise  one,  and  dig  deep  ！  ，，■ 
And  the  wise  one  .ook  his  keen  implement  and,  digging  deep,  came  upon  a  bladder. 
" Lo,  a  bl elder,  Sir  ！  "  The  priest  said :  The  bladder  cast  aside  ！  Take  thy  keen  im- 
plement, wise  one,  dig  deep  ！  "  And  the  wise  one  took  his  keen  implement  and,  dig- 
ging deep,  came  upon  a  fork.  "  Lo,  a  fork,  Sir  ！  "  s  iid  he.  The  priest  said  ：  "  The  fork 
cist  aside  ！  Take  thy  keen  implement  and  dig  deep, '  "  And  The  wise  one  took  his 
keen  implement  and,  digging  deep,  came  upon  a  casket.  "  Lo,  a  casket,  Sir  ！  "  The 
priest  s^id  ：  "The  c;sket  cast  aside  ！  take  thy  keen  implement  and  dig  deep  ！  "  and  the 
wise  did  so  and  came  upon  a  tortoise.  "  Lo,  a  tortoise,  Sir  ！  ，，  said  he.  The  priest  said  ： 
" The  tortoise  cast  aside  ！  take  thy  keen  implement  and  dig  deep  ！  "  The  wise  o  e  did 
so  and  came  upon  a  butcher's  knife.  "  Lo,  a  butcher's  knife,  Sir  ！  "  said  he.  The  priest 
said  ：  "  The  butcher's  knife  cast  aside  ！  take  thy  keen  implement  and  dig  deep  ！  "  The 
wise  one  did  so  and  came  upon  a  scrap  of  fresli. " Lo,  .a  scrap  of  fresh,  Sir  ！  "  The 
priest  said  ；  "  The  scrap  of  fresh  cast  aside  ！  Take  thy  keen  implement  and  dig  deep  ！ ，， 
The  wise  one  did  so  and  came  upon  a  serpent.  "  JLo,  a  serpent,  sir  ！  "  said  he.  And 
the  priest  s  id:  "  Let  be  the  serpent  ！  Dy  homage  to  the  serpsnt,  ，  "  But  thou,  monk, 
go  thou  to  the  Buddha  and  ask  him  to  solve  this  riadle  for  thee  ;  an  I  as  the  Euddha 
shall  give  reply,  even  so  do  thou  bear  it  in  mind. 
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門 見 巳 作， 1 是 言 1 止 勿レ却 11 大 龍 1 應 11 當 恭 敬； 比 丘汝來 受 11此 論 1 往 n 世 尊： 如 - 佛 所 說 1 汝 隨 受 持、 所 以 

者 何、 除 n 如 來ー我 不 レ見& 間 諸 天魔 梵 沙門 婆羅門 於& 論 1 心悅樂 者 〔若 諸 弟子 從， 我 所レ聞 然 

後 能說。 爾時 比丘 從 1 一 彼 天 所 1 聞 n 此 論 1 已 往 .ー詣 世 #1 稽首 禮足返 坐 - 一  面 1以11 彼 天子 所， 問 諸 論 1 

廣 問ュ世 尊； 云 何 爲 11 丘 塚； 云 何 爲 n 夜 則 煙 S 何 爲 一一 晝 則 火 燃" 云 何 是婆羅 門、 云 何 發 掘、 云 何 

智 者、 云 何 刀 剣、 云 何 爲 n 大 龜： 云 何 氍 K, 云 何 爲 n 肉 叚； 云 何 爲 - 屠 殺 處； 云 何 爲 一一 榜 貧 云 何爲 -  二 

道； 云何爲 11門 扇； 云 何爲， 1大 篚？ 佛吿 1ー 比 丘； 丘 塚 者 謂 衆生 身 蠭四大 色 父母 遺 體搏食 衣服 覆 

蓋 澡浴摩 钸長養 皆 是變壤 磨滅 法、 夜 起， 煙 者 謂 有人 於 ，ー夜 時 1 起 隨覺隨 觀晝行 - 其 敎身業 

口 業； 婆羅門 者 謂 如 來應等 正覺、 發掘者 謂 精勤 方便， 智士者 謂 多聞聖 弟子、 刀劍 者謂智 

慧刀劍 、大龜 者 謂 五 蓋、 氍 S 者謂忿 恨、 肉 叚者謂 慳恢、 屠殺 者 謂 五 欲 功德、 楞耆者 謂 無明、 

二道 者 謂 疑惑、 門 扇 者 謂 我慢、 大寵者 謂漏盡 羅漢， 如レ是 比丘 若 大師 爲&- 聞 ハ所レ 作 哀愍 悲 

念 以レ義 安 慰、 於， 汝 巳 作汝等 當" 作 1 所 作 ま T 於 1 露 林 中^ 舍 山澤巖 窟ー 敷， 1 草 樹 葉 1 思 惟 禪 思 

不 放 逸 1 莫 X ァ後 侮； 是 則 爲 11 我 隨順 之敎； 卽 說 言、 

說レ身 爲ー丘 塚； 覺觀夜 起 fe* 晝業爲 11 火然； 婆羅門 正 覺. 精進 勤發 掘、 

默慧明 智士、 以. 1 智慧 利劍； 厭離 勝 進 者、 五蓋爲 1 龜； 忿 恨爲， 翻與 

慳嫉爲 n 肉叚； 五 欲 屠殺 處、 無明 爲 n 楞耆； 疑惑 於 11 二道； 門 扇 現 ー1 我慢； 

漏盡 羅漢 龍、 究 寛 斷 論； 故 我 如 ，是 說。 
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For,  monk,  whether  in  the  heaven  or  upon  the  earth,  of  the  train  of  Mara  or  Bra- 
hm'i,  or  among  the  race  of  ascetics  and  recluses,  whether  gods  and  men,  none  see  I  cap- 
able of  satisfying  the  mind  with  an  answer  to  this  riddle,  saving  only  the  Accomplished 
One  or  a  disciple  of  the  Accomplished  One,  or  one  who  lias  learned  of  these. ， 

So  spake  thxt  deity  and  forthwith  vanished  from  the  spot. 

Then  Kumirakassapa,  when  the  night  was  gone,  went  to  the  Buddha  and  informed 
him  of  all  that  has  occured,  and  asked  him  to  explain  the  meanings  of  ant-hill,  the 
smoking  by  night,  the  flaming  by  day,  the  priest,  the  wise  one,  the  keen  implement,  the 
digging,  the  bar,  the  bladder,  the  fork,  the  casket,  the  tortoise,  the  butcher's  knife,  the 
scrap  of  fresh,  and  the  serpent. 

The  Euddha  replied  thus  ：  '  The  ant-hill,  monk,  repressents  this  body  that  is  com- 
pounded of  the  Four  Great  Elements,  begotten  of  a  father  and  a  mother,  its  growth  fur- 
thered by  material  food,  subject  all  to  mutation  and  overthrow,  to  wasting  away  to  dis- 
solution,   to  destruction.     What,  for  the  day's  doing,   is  considered  and  turned  over  in 

mind  at  night  this  is  the  smoking  by  night.    What,  considered  and  turned  over  in 

mind  by  night,  is  carried  out  by  day  in  deed,  word  and  thought  this  is  the  flaming 

by  day.  The  priest,  O  monk,  is  a  representation  of  the  Buddha.  The  wise  one  typifies 
the  onward  aspiring  monk.  The  keen  implement  signifies  Noble  Wisdom.  The  digging 
represents  persevering  effort.  The  bar  is  Unknowingness.  "  The  bar  cast  aside.  ，，  This 
means  ：  "  Put  aw  iy  Unknown ingness  ！  "  "  Take  thy  keen  implement,  wise  one,  and  dig 
deep.  ，，  The  meaning  of  this  is  as  said.  The  bladder  represents  wrath  and  desperation 
and  the  folk  indecision.  The  casket  is  intended  to  typify  the  Five  Hindrances  of  Crav- 
ing, Ill-will,  Dull  Sloth,  Restless  Brooding  and  Dubiety.  The  tortoise  represents  the  five 
Elements  of  Attachments,  namely,  Attachment  to  Body,  Attachment  to  Sensation,  Attach- 
me つ t  to  Perception,  Att  xhment  to  the  Mentations,  Attachment  to  Consciousness.  The  but- 
cher's knife  st  u.d  for  the  Five  Objects  of  Desire  ：  Forms,  sounds,  ordours,  flavours,  con- 
tact ions,  all  of  them  desired,  delightfull,  precious,  pleasing,  conjoined  with  desire,  pro- 
vocative of  lust.  The  scrap  of  fresh  typifies  the  lust  for  enjoyment.  But  as  for  the  serpent, 
O  monk,  that  is  meant  for  a  representation  of  the  monk  in  whom  all  Bane  has  come  to 
an  end.  "  Let  be  the  serpent  ！  Slay  not  the  serpent  ！  Do  liomage  to  the  serpent  ！ " 
the  meaninj?  of  this  is  as  saia. ， 

 The  First  Fifty  Discourses  T.  p.p. 182  ― 185. 
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丘 比 梨迦跋 


1 時 佛 住.， 主 舍城迦 蘭陀竹 園； 爾 時 尊者 跋迦 桀 1 住 n 王 舍城 金師精 舍； 疾 病 困 苦， 尊 者 富 隣 

尼瞻視 g 養、 時 跋 迦 桀 P1 富 隣 尼； 汝 可』 i:i 世 尊 所 1 爲， 我 稽 首 鱧 ，1 世 尊 足 一問， 訊 世 尊； 少 病少惱 

起居 輕利 安樂 住 不。 言 跋迦^ 住 n 金 師精舍 一 疾病 困 篤 委」 積 牀 褥 1 願， 見， 1 世 尊； 疾病 困苦 氣カ 

羸 惙 無， 由， 奉 詣； 唯 願 世 尊 降 n 此 金師精 舍 1 以， 袞 愍 1 故。 時 富 隣 尼 受 n 跋 迦 梨 語 1 巳 詣-世 尊 所 1 稽 

首 鱧 足 返 住」 面 一白 n 佛 跋迦梨 所 言； 世 尊 答 曰 令 n 彼 安 樂？ 富 隣 尼 白， 佛 言 世 尊 尊者 跋迦 1^ 

住 11 金 師精舍 1 疾病 困 篤 委 11 在 牀 褥 1 願， 見-世 尊 1 無 ％=1 氣 力 來 -詣 世 尊； 善 哉 世 尊 詣 - 金 師 精 舍 1 以 n 

哀愍 1 故. 爾 時世 尊 默然聽 許， 時 富 隣 尼 知 n 世 尊聽許 1 巳 禮足而 去。 

爾 時世 尊晡時 從， 禪 覺 往 ：, 詣 金師精 舍 1 至，， 跋 迦粲住 房； 跋 迦粱 比丘 遙 見&  #1 從レ牀 欲 fer 佛 

吿 r_ 跋 迦 梨； 且 止 勿， 起、 世 尊 卽 坐 n 異 牀 一語， 1 跋 迦 粲： 汝 心 堪， 一 忍 此 病 苦 1 不， 汝 身 所 i 爲レ 招。 跋 

迦 粲 白， 佛、 世 尊 我 身 苦痛 極 難， ー堪 忍； 欲， 1 求 力 自 殺 1 不レ樂 .，1 苦 生？ 佛 吿_ ー跋 迦 梨： 我 今 問レ汝 隨ン意 f 

我、 云 何跋迦 粲色是 常耶爲 11 非常 1 耶。 跋迦粲 答 言 無常。 世 尊 復問若 無常 是苦耶 。答 曰 是苦。 

世尊復 問. 跋迦梨 若 無常 苦 者， 是變易 法 於， 中 寧 有 11 可 貪 可 欲 ー不。 跋迦梨 白 不也、 化尊受 

想 行識亦 如， 是 說。 佛 吿 1 迦 梨； 若 S 身 1 無， 1 可 貪 可 欲 1 者 是則善 終 後世 亦 善。 

爾 時世 尊 爲， 1 跋 迦梨 1 種種 說法敎 示 照 喜 巳 從， 座 起 去、 卽 於， 1 彼 夜 1 尊 者 跋迦粲 思, 惟 解 脫ー欲 n 

執， 刀 自 殺ー不 き久 生 一時 有， 1 一 1 天 一 身 極 端 正. 於 一 一 後 夜 時 IP 世 尊 所 一 稽首 鱧 足 0 住， 1 1 面隱 言、 

世 尊、 尊 者 跋迦梨 疾病 困苦 思 1 一惟 解 脫ー欲 ，1 執， 刀 自 殺 ー不， 樂 X 生？ 第 1 一 天 言 彼 尊者 跋迦 梨已 


(1) 雜 阿舍卷 29 七 (辰 四 *7G) 同 本 巴 利 雑阿舍 XXII.  87.  (Vol.  III.  P.  P.  119-124) 

世 尊が 王舍 城の 竹林 栗鼠 養 餌^に 住して ね 給うた 時であった。 丁度 その 時、 尊^; 跋迦梨 
は 陶工の 家に 住し、 重い 病で 苦しんで ねた 0 跋迦 梨ば 看痫 ft な 呼んで 曰 ふやう c 「友よ、 ビ 
う 力 、世 尊の 御 許へ 行き、 私の 名で 世 尊の 御足^ 頭^して 吳れ。 『世 尊、 比丘 跋迦梨 は 重い 
病で 苦しんで ねます が、 世 尊の 御足^ 頭禮し 奉り ます』 ミ。 又 かう 曰って 吳れ o 世 尊 どう 
ぞ 哀憐^ 垂れて、 比丘 跋ぇ n 梨な 見舞って 下され」 t?0 

「承知^した」 ミ、 その 看痫の 比丘 は 跋！! 梨 (こ 答へ て、 世 尊の 御 許へ 行 さ、 世 尊^^して 
一面に 坐し、 跋 迦 梨 比- & の 願^ 巾し 上げた。 世^: は默然 さ して 之な 許し 給う す ：。 かくて 世 
尊 (ま 衣^着け 鉢^ 手 (こ し、 跋迦梨 比丘の 處へ行 さ 給う た。 跋迦 梨に 世 尊の 來給 ふ^ 見て、 
床 から^さ 出で た。 世 尊 は ： れ^ 見て、 「跋迦 梨よ、 床から 起き 上る に は 及ばない o 茲に座 
が 設けて あるから、 私は此 t へ哝 る」 ミ仰ぜ られ て、 座に 卽さ 給うた 0 

坐し^つ て、 世 尊 は跋迦 梨に 宣 ふやう 0「 痫氣 はいか ^、 辛抱 出來 るか c 食事 はよ く 進ん 
でね る 力 'o 給養 I： [よ く 行 さ 届いて 居る か o 苦しみ は^す ： さなく、 滅じは しない か。 病 は 
追々 に 癒リ かけて ねない か」 さ 0 

「否、 世 尊、 苦しみ 11 重く、 食事 も 進みません o 苦しみ は增 して 减じは 致し まぜん o  ^も 

進む 許りで 返さ は 致し まぜん^ 
「跋 梨よ、 汝' 二 は、 何 か 後悔す る こさ、 殘 念に 思 ふ： ミが ないか」。 
「世 尊、 ^に は 確に 少なからぬ 後悔 さ殘 念に 思 ふ ： 2 が ぁリ ます」 ゥ 

「それで は跋 迦 梨、 汝は戒 の ：ミに 就いて 自らな 責めて ねる ので ある 力， Jo 

「世 尊、 私 は戒の こミ で、 自分な 責めて ねる ので はあり ません」 O 

「跋迦 梨よ、 汝は戒 の ： さで 自 ら 貴め てね ない ので あろ ミ する さ、 何の 後悔が ぁリ、 何 

も殘 念に 思うて ねる ので ある カリ 0 

「世 尊、 私 は 世 尊^ 見 奉りに、 世 尊の 御 許へ 參 らう ミ 長い 事 思うて ねました。 然し 私の 

身 體:： は それ 丈け の 力がない ので、 世 尊な 見 奉りに 行く  ：ミが 出来ないで ねま しす:」 o 

「践迦 梨よ、 この 腐った 病體^ 見て 何に しゃう ぞ0 跋！: 梨よ、 法^ 見る もの は 私^ 見る 
ものである。 私^ 見ろ もの^ 法^ 見る もらで ある o 跋迦 梨よ、 何故 なれ は' 法^ 見る 事に 依 
つて 私な 見、 义私^ 見る ； さに 依って 法^ 見る からで ある o 

「跋迦 梨よ、 汝は色 は 常住の も の ミ 思 ふか、 無常の もの さ 思 ふか」 0 

「世 尊、 色 は 無常で あり ます」。 

「跋迦 梨よ、 受想 行識は 常住の も のさ 思 ふか、 無常の も のミ思 ふか」 0 

「世^、 無常で あり ます」 o 

「跋迦 梨よ、 無常で ある もの は苦惱 である 。苦惱 である もの は 無我で ある o 無常で もる も 
の は、 これ は 私の もの、 これ 私、 これ は我ミ いふ ものがない o かくの 如く 如赏に 知リ、 

如' 貪に 知られ は' な ら rj。 跋迦 梨よ、 靳く の 如く 見 来って、 多 聞の 聖 弟子 は、 色 受想行 誠な。 

厭 ひ、 厭う て 欲な 離れ、 贫欲^ 離れて^ 肶し、 解脫 して 解脫 したり ミ いふ 智慧 か 生す' る o 

『生 it 盡 きに、 梵：. は 成就 どり、 成すべき こさ はな し 終れり、 ：れょ り 他の 生存な u ミ知 

るので わる」 ミ。 

世^ は Krr く、 跋迦 梨な 敎 海して、 坐^ 立ち上りて 靈驚 山に 歸り 給う 1:o 

跋迦梨 は 世^が-よ- リ 給う て 間もなく、 看^の 比 JT に 曰った 0  「友よ、 私^ 床に 上ぜ て、 伊 
師者利 ひ sigiri) 巾の 山 厠お 暱 v; の處へ 逑れて 行って 吳れ o 私の 樣な ものが ごう して 家の 中 
で 死なう さ考 へられ やう」 さ 0 

看病の 友 は 「承知した」 ミ 曰って、 跋迦 梨^ 曰 ふか-儘 (こ 伊師 耆利 山の 山側、 黑 曜^の 側へ 
運んで やった 0 


300 


於 n 善 解 脫 1 而 得 = 解 脫； 說& 語 一已 倶 鱧 ：i 怫 足 1 卽 沒 不レ 現。 爾 時世 尊 夜 過晨朝 於 矢 衆 前 一 敷， 座 而 

坐吿， 諸 比丘、 昨夜 二 天子 來 就 一 1 跋 迦 梨 1 所&、 更 吿 一, 一 比 丘 111 詣 尊者 跋迦梨 比丘 所き 跋 

迦 梨 1 言； 昨 夜 有 HI 1 天 一 來 n 詣 我 所； 稽首 作 鱧 返 住 一一 1 面 一語， 我 言、 尊 者 跋迦梨 疾病 困 篤、 思 n 惟 解 

脫 一 欲，, 執， 刀 自 殺 1 不， 樂 1 久 生； 第二 天 言 尊者 跋迦梨 於， 一善 解 脫 1 而 得 n 解 脫； 說 n 此 語 1 已 卽 沒 不， 現、 

此是天 語、 佛 復 記， 汝 汝 於 ，, 此 身 1 不 ，起，1貪 欲； 是 則 善 終 後世 亦 善。 時 彼 比丘 受 n 世 尊 敎 1 巳、 詣， 一 金 

師精舍 跋迦梨 房爾時 跋迦梨 語 .1 侍 病 者； 汝 等 持 - 繩 牀 1 共 擧 -1 我 身 1 著 舍 外； 我 欲-執， 刀 自 殺 一 

不， 樂， 久 生？ 時 衆多 比丘 出 n 房 舍 1 露 地 經 行、 受， 使 比 丘 詣= 衆 多 比 丘 1 言、 諸 尊 跋迦梨 比丘 住& 

何所藷 比丘 答 言、 跋 迦梨 比丘 吿 n 侍 病 者 1 令， 擧：： 繩 牀 1 出 舍 外； 欲 11 執， 刀 自 殺 1 不， 樂 n 久 生 ー受， 使 

比丘 卽 詣 n 跋 迦梨 所； 跋迦梨 比丘 遙 見& 比 丘 來 1語- 侍 病 者； 下 ，1 繩 牀 1 著レ地 彼 比丘 疾 來、 似， 1 世 

尊 使？ 彼 侍 病者卽 下，： 繩 牀 1 著， 地。 時 彼 使 比丘 語， 1 跋 迦 梨； 世 尊 有 乃 天 有 - 所 說？ 時 跋迦梨 語 一一 

侍 病 者： 扶， 我 著， 地 不， 可お， 一 牀 上 1 ヌ世 尊 敎及天 所說？ 時 侍 病者卽 扶， 1 跋 迦 梨 一 置， 卞 於 地？ 時 跋 

漏 粲 言 汝 可レ宣 11 示 世 尊 吿敎及 天 所 說ー使 比 丘 以 n 世 尊 語 1 具 吿 ，1 跋 迦 續 迦 梨 言. 尊 者 大師 

善 知 一, 所 知； 善 MM 見； 彼 二 天 亦 善 知 - 所 知 一見 一一 所 見； 然 我 今日 於 一一 色 常 無 常 1 決 定 無 i 常 者 

是 苦 決 定 無， 疑、 若 無常 苦 者 是變易 法 於レ彼 無 ％ 貪 可 欲 1 決定 無， 疑、 受 想 行 識亦復 如， 是、 然 

我 今 曰 疾病 苦痛 猶， 故、 隨 身 欲-執， 刀 自 殺 一 不， 樂， 1 久 生； 卽 執， 刀 自殺〕 時 使 比丘 供， 養 跋迦梨 死 

身； 巳 還 詣， 一 佛 所 1 稽 首 鱧 足 返 坐， 1 1 面 一 具 白， 1 佛 自 所見？ 
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世 尊 は その 日の 午後 ミ その 夜 ミ^、 靈鷲山 I こ 御 過し なされた o その 夜、 二人の 天子 あつ 
て、 光明 赫々 ミ して、 佥靈驚 山^ 照し、 世 尊の 御 許に 來リ、 世 尊^ 拜 して、 その 中一 天子 
は 二の 様に 中し 上げた。 「世 尊、 跋迦梨 比丘 は解脫 ^思うて ねます ふ 他の 天子 は 又： の漾 

に 申し上げた o  「世 尊、 跋迦梨 比丘 は、 善く 解脫 する であ リ まぜう」 o  二 天子 はこの 樣に申 

I 上げて、 世 尊^ 鱧 し右繞 して そ の 場から 姿^消' した。 

その 夜^ 過 さ' て、 世 尊 11 比丘 等な 呼び、 宣 ふやう o 「比丘 等よ、 跋迦梨 比丘の 處へ 行いて 
二の 樣に傳 へよ c 『友、 跋迦 梨よ、 世 尊 ミニ 天子の 語な 聞け よ、 昨夜、 光明 赫灼 たる 二 天子 

が 仝靈鷲 山^ 輝かして 世 尊の 許に 來リ、 一天子 は 「世 尊、 跋 is 梨 比丘 は解脫 ^思うて ゐま 
す」 ミ 中し 上げ、 他の 天子 は 「世 尊、 跋迦梨 比丘 は 善く 解脫 する であ リ まぜう」 ミ 申し 上 
げた。 世 尊 は 又： の樣に 仰せられ ォ ：。 『跋迦 梨よ 恐る 、す" 跋迦 梨よ、 恐る 、な 0汝 の 死 は 

惡く はない o 汝の死 は 不幸で はない』 ミ」 0 

「かしこま リま した」 ミ御 答へ して、 彼等 比丘 等 は跋迦 梨の 處へ 行いて、 「友、 跋迦 梨よ、 

世 尊 S  二 天子の 語^ 聞け よ」 さ 申し入れす :o 跋迦梨 は これ 4* 聞いて、 看病の 比丘に 曰 ふやう o 
「友よ、 私な 床から 下して 吳れ o どうして 私の 如き ものが、 髙ぃ座 (二 坐って 世 尊の 敎識^ 

聞かう ミ思 はれ やう」 さ。 看病の 比丘 は、 跋迦 梨の 語の 如くに した 0 比 ft 等 は 世 尊の 仰 o 

如く、 跋迦 梨に 申し 傳 へた o 

跋迦梨 は 曰 ふやう 。「友よ、 私の 言ミ して、 世 尊の 御 足な^ 拜 して： の や う （： 曰って 吳 

れ。 『世 尊、 跋迦梨 比丘 は 重病で 苦惱 に惱ん でね ます。 世 尊の 御足^ 31 鱧して： の樣 (二 申 
します。 世 尊、 私 tl 色受想 H 譏 は 無常で ある ミ曰ふ 事な 疑 ひま ぜん。 無常の もの は 苦惱で 
ある ミ曰ふ 事 (： 惑 はあり ません。 無常に して 苦惱の もので ぁリ、 變 易の 法 (： 欲^ 起 し 貧な 
起し 愛^ 惑 じない ミ いふ 事!： も 惑 it ありま ぜん』 ミ。 

比丘 等 は 「承知^し す:』 ミ跋迦 梨 比丘 (こ 答へ て、 世 尊の 許へ ミ 立ち t つた o 跋迦梨 は 比 丘 
等が 去って 間もなく、 刀^ 取り上げた o 比丘 等 は 世 尊 (： 跋迦 梨の 語^ 屮 し 上げた。 
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丘 比葉迦 


爾 時世 尊 吿 ，諸 比 丘 一 共 詣 "一 金 師精舍 跋迦梨 屍 所, 見-, 跋 迦梨死 身 有， 1 遠 離 之 色： 見 巳 語，, 諸 比 

丘； 汝 等 見 1 跋迦梨 比丘 死 身 在， 地 有-遠 離 之 色 1 不、 諸 比 丘 白， 佛 巳 見。 世 尊 復 吿 -諸 比 丘 一 遶 n 

跋迦粲 屍 一四 面 周 有 動 冥 之 相 園 n 遶 身 1 不。 諸 比 丘 白レ佛 已 見。 世 尊 吿 一 諸 比 丘； 此 是惡魔 之 像 

周 匝 求 „竟 跋迦梨 善 男子 識祌 當， ま 何 處； 佛 吿 1 諸 比 丘 一 跋 迦 梨、 善 男 子 不， 住麵 神 ー以， 刀 自 殺。 

爾 時世 尊爲 ，1 彼 跋迦梨 1 說， 1 第 一 記？ 

****** 

一 時 佛 住 ，, 王 舍城迦 蘭陀竹 園； 爾 時世 尊 吿， 1 諸 比 丘； 當 ^ 如 n 月 譬ー 住.， 如 薪 學 1 慙 愧軟下 攝レ心 歛， 

形 而 入，, 他 家 1 如， 一明 目士夫 臨レ深 登き 攝， 心 斂， 形 難-速 前 進； 如， 是 比 丘 如-月 譬ー 住、 亦 如， 薪 學 一 慚 

愧軟下 御， 心 斂レ形 而 入：； 他 家 M 葉 比丘 如 ：i 月 譬 1 住 亦 如 - 新 學ー慙 愧軟下 諸 高慢 御， 心 控， 形 而 

入, 1 他 家； 如， 1 明 目士夫 臨レ深 登，， 峯 御， 心 控， 形 正 觀 而 進、 佛 吿 - 比 丘 1 於， 意 云 何 比丘 爲 _,1 何 等 像 類 

應又 ー1 他 家 一 諸 比 丘 白， 佛 言、 世 尊 是法根 法眼 法 依 唯願廣 說、 諸 比丘 聞 巳 當 n 受 奉 行ー佛 1 

比 丘： ，諦 聽 善 思 當 - 爲， 汝 說； 若 有- 1 比 丘 一 於 n 他 家 1 心 不， 1 縛 著 寊 樂 1 於 一， 1 他 得， 利 他 作， 一 功 德 1 欣 若， 在， 己、 

不， 生 n 嫉 想！ 亦 不 11 自 擧 1 亦 不卞， 人、 如， 是 像 類比 丘 應， 入-他 家？ 爾 時世 尊 以レ手 捫& 虛 宰吿， 1 諸 比 

丘； 我 今 此手寧 著き 縳， 空 染 き 不。 比 丘 白， 佛 不 也。 世 尊 吿； 1 比 丘 一 比丘 之 法 當， 如， 是 不， 著 不， 縛 

不， 染 心 而 み 他 家； 唯 迦葉 比丘 以 n 不， 著 不， 縳 £ 云 心 一而 入& 家, 於 1, 得， 利 及 作，" 功 德, 欣 若， 

在， 己 不， 生 ，1 嫉 想 1 不一 1 自 擧 1 不卞， 人、 其 唯迦葉 比丘 應 X- 他 家ー爾 時世 尊復 以， 手 捫 n 摸 虛 孥吿. 1 諸 
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その 時、 世 尊 は 比丘 等^ 呼 ひ' かけ 給 ふやう o  「比丘 等よ 來れ、 伊 师耆利 山側 黑咂 岩の 處 
へ 行か う。 良家の 子 跋迦梨 は 刀^ 取り上げ ナ: Jo かくて 世 尊 は、 比丘 等な 伴 ひて、 伊師 耆 

利 山側 黑曜 おの 處へ 行き、 その 途中 (こて 遠く ょリ 尊者 跋迦 梨が 床の 上で 总體ゃ 肩^ 動かし 

展轉 してね るの な 見 給う ォ :o 

其の 時 乂烟の 如き^ 魅の 如 さもの が、 束に 行 さ 西に 行き 北に 行き 南に 行 さ、 义 上下 四 維 
に 走って^ ナ ：。 世 尊 は 比丘 等に その 烟の 如き ^ 魅の^ さも のが 朿西 南北に 走って ねろ の^ 
見ろ かさ 尋れ給 ひ、 彼等の 見る ミ いふ 答ん 得て、 仰^られた。 

「比丘 等よ、 ：: れは 惡蹵波 旬が、 良家の 子跋迦 梨の^ 神が 何處へ 行いて 生れろ かど 探し 

てね るので ある 。 比丘 等よ、 跋迦梨 は その 識 神何處 (二 生れる ミぃ ふこ ミ なく 涅槃へ 人つ す: 

ので ある 0 

(1) 雜阿舍 卷四ー (辰 四 *37) 

同 本 巴 利 雜阿含 XVI.  3  (Vol. II  P.  197—8) 

或る時、 世 尊 は舍靖 狨祇 孤獨園 【： 住して、 比丘 等に 向って、 この 樣に宣 うた o 
比丘 等よ、 在家の 人の 家に 近づく 時に^、 月の 譬の 如く、 心む 貞體も 調 順して 行けよ、 
在家の 人の 家 (こ 於てば、 常に 新入の 比丘の 如く、 謙虛 (こして 居れよ、 比丘 等よ、 譬 へば 人 
が、 古井戸 や、 山の M や、 川の 淵^ 眺き 込む 時 (こ 心む 臭 體;」 調 順へ てす る樣 に、 /「 家の 入 
の 家 (こ 近づく 時 も、 斯 くの 如く  （こせよ。 比丘 等よ、 迦檠は 月の 譬の 如く、 身心^ 調 順し 
て、 在家の 人の 家に 近づき、 新入の 比丘の 如く 謙虚に してね た。 比丘 等よ、 汝等 は、 在家 

の 人の 家に 近づく に は、 如何なる 具合に して 行ったら 善い さ 思 ふか 0 
比丘 等 は 御 答へ 申 し上げた。 「世 尊、 世 尊 は 我等の 法の 本、 有 眼 者、 我^の 歸依 所で あ 

リ ます。 若し 世 尊が 御 示し 下されす： らば、 誠に 仕 合せで ぁリ ます o 世 尊の 御 示しの 如く、 

比丘 は 執 持す るで あり まぜう J0 

時 (こ 世 尊 は 御手^ 空 に 振 リて宣 ふやう 0 比丘 等よ、 喩 へば、 この 手が 空に 著 かす' 捕 はれ 

す 縛られ ざるが 如く、 比丘 は 何處の 家に 至る も、 その 家に 心な 著ぜ す'、 捕 はれす、 縛られな 

ぃ樣 にせれ は' ならぬ。 「得ん さ 欲すろ もの は 得る やう、 功德な 欲する もの は 功徳な 得る や 

う （こ」 S 念じ、 自ら 得て 喜び 滿 足す るが 如く、 他人の 所得に 於ても 喜び 滿足 する 0 比丘 等 

ょ斯 くの 如き 比丘 (こ して 初めて 在家の 人の 家: 二 近づく ベ さで ある o 
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B の 木 浮 


比 丘； 於， 意 云 何、 我 今此手 寧 著き 縛き 染き 以 不。 諸 比 丘 白， 佛 言 不也世 I。 佛 吿 ，ー 比 丘； 其 唯 

迦葉 比丘 心 常 如， 是、 以 - 不著不 縛 不染之 心 1 入 1- 於 他家 ー爾 時世 尊吿 - 諸 比丘 (何等 像 類、 比丘 

應， ー淸 淨 說法； 諸 比丘 白 ，佛、 世 尊 是法根 法眼 法 依 唯願廣 說、 諸 比丘 閡巳 當-」 受 奉 行^ 吿 n 比 

丘； 諦 聽 善 思 當， ー爲， 汝 說； 若 有 n 比 丘 1作11 如， 是 心 1 爲， 人 說法 何等 人 於， 我 起 - 淸 淨 信； 心 爲， 本 已 當， 

得， 供 II 養 衣 被 飲食 臥 具 湯 藥； 如， 是 說 者 名 11 不 淸淨說 法； 若復 比丘 爲レ 人說法 作 11 如 レ是 念； 世 尊 

顯 = 現 正 法 律， 離， 1 諸 熾 然 一 不， 待-時 節 1 卽此現 身 緣11自 覺 知 1 正 向 n 涅 槃 1 而 諸 衆生 沈 ：i 溺 老病 死 憂 

悲 惱 苦： 如， 此 * 生 聞 n 正 法 一 者 以， 1 義 饒 益 1 長 夜 安 樂、 以 n 是 正 法 因 緣； 以 - 慈 心 悲 心 哀 愍 心 1 欲レ步 

正法久 住； 心 而爲， 人 說是名 n 淸淨說 法； 唯迦葉 比丘 有 - 如 ，是 淸淨 心； 爲， 人 說法以 -如來 正 法 

律 一 乃 至 介 一法 久 住 一心 而 爲， 人 說、 是 故 諸 比丘 當&, 是 學； 如， 是 說 法 於， 1 如 來正法 猙 1 乃 至 令. 1 法 

久住 1 心爲， 人說 法。 

****** 

、一時 佛 在， 一 摩 竭 國 界 ー與」 大 比丘 衆 五 百 人 1 倶、 漸 至. 1 江 水 側； 爾 時世 尊 見 ，江 水 中 有 11 大 材 木 1 爲レ 

水 所 、卽 在， 永 側 一 樹 下 1 坐、 爾 時世 尊 吿 -1 諸 比 丘： 汝 等 頗 見 -I 木 爲レ水 所 乎、 諸 比 丘 白レ佛 言、 

唯 然 見， 之. 世 尊吿 曰. 設 當 M 此 木 不， 著 1ー 彼 岸 1 又 不， 一 中 沒： 復 非，？ 岸 上； 不， ー爲人 所 fe, 復 非^^ 非 人 1 

所 ，捉 者； 復 非 pi 爲， 水. 所 - 廻 轉； 復 非 敗. 者、 便 i 漸 至&、 所 - 以 然- 者、 海 諸 江 之 原本、 汝等 比丘 
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比丘 等よ、 迦葉は 何處の 家に 至る も、 その 家に 心な 著せす、 捕 はれす 縛らる、 こさが な 
かつす ：。 「得ん さ 欲する 人 は 得る やう、 功德^ 欲する もの は 功德^ なす やう （：」 ミ 念じ 
て、 自 ら 得て 喜び 滿足 する やう （：、 他人の 所得 (： i 喜び 浪' 足す ろので あ ho 


「比丘 等よ、 汝等 はいかに 考ふる や。 比丘の 不淨 説法 さは 如何なる もの (こして、 掙^ 法 
ざ は 如何なる ものなる 力'」 o 

比丘 等 はこれ (二 御 答へ 中し 上げた o  「世 尊、 世 尊 は 我等の 法の 本、 有 眼 巷、 我等の 歸依 
所で あり ます。 若し 世 尊が 御 示し 下されるな らば、 誠に 仕合ぜ であり ます o 世 尊の 御 示し 
の 如く、 比丘 は 執 持す るで ぁリ まぜう」 o 

「比丘 等よ それで t: [、善く 聞いて 之な 思 念ぜよ』 ミ、 世 尊 は 仰せられた。 比丘 等 は 「かし 
こまりました」 ミ御 答へ 率し 上げた o 

「比丘 等よ、 比丘に して、 この やうな 考で說 法す る ものが ある ビ する O 『人が^ の 說法か 
聞いて 吳れゝ ば 善い o 聞いて 喜んで 吳れ、 は' 善い、 喜んで 私 (こ 喜んだ ミ曰 ふしろ し^ 示し 
て吳れ 、ば 善い 』0 比丘 等よ、 かう いふ 考で說 法す るの が、 不淨說 法で ある。 比丘 等よ、 

又 かう いふ 考で 法な 說く ものが ある さする。 『法 は 世 尊に 依って 善く 說 かれた 法で ある 。現 
世に 果報 ぁリ、 時^ 隔てす '果報 あり、 來リ 見よ 《云 ひ 得る 法で あり、 湼槃 (こ 導く 法に て、 

識者の 銘々 が 個人々 々知ろ べき 法で ある o 私の 說く この 法^ 人が 聞き、 聞いて 了解し、 了 
解して その 樣に 行って 吳れ、 ば 善い』 0     ： うい ふ考 で、 善 さ 法の 性質に 契って 他に 法^ 說 

さ、 慈に 依って 說 法し、 同情^ 以て 說 法し、 愛憐^ 起して 說叨 する。 比丘 等よ、 斯 くの 如 

さ^ 淨說法 さ 曰 ふので ある o 

比 ^等よ、 迦菜は 赏に斯 くの 如く 說 法した ものである o 比丘 等よ、 汝筝も 亦、 ^蕖の 如 
く 法な 說 かん ミ 心掛け、 ： の や う に 行 はれ は 'な ら ぬ o 

(1) ^—阿 含 卷三八 (艮三 .10) 參照雑 阿舍^ 四 三 (辰 四 .49) 

同 本 巴 利 雑 阿 合 XXXV.  200  (Vol. IV.  P.  P.  179-181) 

世 尊が 懾賞彌 (Kosambi) 國の恒 伽 河の 岸 (こね 給う た 時の ：ミ である o  . 

世 尊 は 大きな 材木が 恒伽 河の 流れに 浮いて 流れて 行く の^ 御 覽ゼ' られ て、 比丘 等^ 呼び 
力' け 松う た。 「比丘 等よ、 汝等 はもの 大 さな 材木が 恒 伽の 流れに 浮いて 流れて 行く のな 見 
るか」 ゥ 比丘 等 は 「世 尊、 私共む 見ます」 さ 御 答へ 中し 上げた o 

「比丘 等よ、 若し あの 材木が： ちらの 岸に も 近付かす、 向 ふの 岸 (こも 近付かす、 中流：：： 
も 沈ます、 陸へ も 上らす、 人に も^られす、 非人 (：： も 取られす、 渦 【こも 卷さ 込まれす、 內 
から 腐リ i せす-は'、 比丘 等よ、 あの 材木 は 海に 向 ひ、 海に 注 ざ、 海: こ 停まる であらう。 何 
故 なれば 河の 流れが 海 (こ 向 ひ 海に 注^、 海に 入って 獰ま るからで ある o 比丘 等よ、 汝等も 
亦 その 樣に、 こち らの 岸に も 近付かす、 向う の 岸に も 近付かす、 陸へ も 上らす、 中流 I： 沈 
ます、 人に も 取られす、 非人に も 取られす、 渦に も卷さ 込まれす、 內 から 腐り もせす ば、 
比丘 等よ、 汝は 涅槃 I こ 向 ひ、 涅 盤'： 注ケ、 ^槃 (こ^るで あらう 0 そ は 何故 なれば、 比丘 等 
よ、 正见, 1' は^に 向 ひ、 涅槃 (こ 注^、  ffl 槃 (： 入リ て^まる からで もる。 
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亦 如， 是、 設 不，， 彼 庠1 不， 著， 1 此 岸 1 又 不-中 沒： 復 非， 在 11 岸 上！ 不， 爲， 1 人 非 人 1 所 亦 不„ ー爲， 水 所. 1 轉； 

亦 不， 1 腐 敗； 便 當， ー漸 漸 至； ー涅 槃 處 1 所 =以 然 1 者 涅槃 者 正 見 正 治 正 語 正業 正 命 正方 便 正 念 正 

定是 湼槃之 原本。 爾時 有」 牧 牛 人 1 名 曰 11 難 陀； 憑 ，杖 而立、 是時彼 牧牛 人遙 聞 ，1 如， 是 所 說； 漸 來_1 

至 世 尊 所 1 而 立、 爾 時 牧牛 人 白 一一 世 尊 1 言、 我 今 亦 不， 著- 此 岸 1 不： fell 彼 岸； 又 非， 一中 沒 1 復 非 レ在11 岸 上； 

不； 1 爲， 人 捉 I 復 非， 爲 11 非 人 一所 跑、 不 =1 爲， 水 所；： 廻 轉 1 亦 非. 腐 敗 1 漸 當， 至 _1 涅 槃 之處； 唯 願 世 尊 聽， 在： 道 

次 1 得， 作， 一沙 門？ 世 尊 吿 曰、 汝 今 還，， 主 牛 1 已 然後乃 得， 作；， 沙 門 一 耳。 牧 牛 人 難陀報 曰、 斯牛 哀あ 犢 1 

故 自 當， 還， 家、 唯 願 世 尊 聽， 在 n 道 次？ 世 尊 吿 曰、 此 牛 雖， 當 家、 故 須& 往 付 ，1 授 之？ 是 時 牧牛 人 

卽 受 .1 其 敎 1 往 付， 牛 巳 還 至， ー佛 處 1 白 ，1 世 尊！ 言、 今 巳 付， 牛 唯 願 世 尊 醉作 - 沙 門； 是 時 如來卽 聽 ，作，1 

沙 門 1 受 n 具 足 戒 一有., 一 異 比 丘 1 白； 世 尊 1 言 云 何 爲： ー此 岸； 云 何 爲 n 彼 岸； 云 何 爲 - 中 沒； 云 何 在 - 岸 上； 

云 何 不=爲\ 所 ，，捉， 云 何 不， 爲 n 非 人 1 所 fe 。云 何 不 ，1, 水 所 1 轉； 云 何 チ腐 敗？ 佛 吿 n 比 丘 1 曰、 此 岸 

者 身 也， 彼岸 者身滅 也， 中 沒者欲 愛 也， 在，, 岸 上 1 者 五 欲 也， 爲， 人 所 ，捉 者 如， 有 ，, 族 姓 子 1 發 あ 誓 

願 1 持 n 此 功 德 福 祐 1 作 n 大 國 王 一若 作^ 臣 (非 人 所， 捉 者 郭有 1 比 丘 一有 - 此 誓 願 1 生 - 四 天 王 中 1 而 行 n 

梵 行 一 令 i 德 1 生 天 之 中： 是 謂^ 爲， 1 非 人 一所 fe  、爲， 水 所, 廻 轉 1 者 此是邪 疑 也、 腐敗 者 邪見 

邪 治 邪 語 邪 業 邪 命 邪 方便 邪念 邪 定此是 腐敗 也。 是 時難陀 比丘 在， 1 閑 靜之處 i 而 自修 魁、 

所 k 以族姓 之 子 剃, 除 髿 髮 1 出 家 學 道， 者、 修， 1 無 上梵行 一 生死 已盡梵 行 巳 立 所作 巳辨页 不& 

受， 有， 卽於， 座 ヒー 多 阿羅漢 一 
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この 樣に曰 はれて。 或る 比丘 は 世 尊に 御尋 れ 申し上げた 0  「 世 尊、 ： ちらの 岸 S は 何で 
ぁリ ます 力 'o 向う の 岸 さは 何で ぁリ ます か、 中流に 沈む さは 何の 意味で ぁリ ます 力 'o 陸へ 
上る さはごう いふ 事で あり ます 力 >o 又 人、 非人、 渦に 取られる さは 何の 事で ぁリ ます かつ 

內 から 腐る ミ は 何^ 意味 する のであります 力、」。 

「比丘よ、 こちらの 岸 さは 六內 所の こさで ある o 向う の;^ S は 六外處 のこさで ある 0 中 

琉に 沈む さは、 樂 欲の こミ であろ。 陸へ 上る さは 我慢の こミ である。 比丘よ、 人閬に 取ら 
れるミ は、 比丘が 在家の 人 (： 交リ、 喜 ひ' 悲しみな 同じう し、 彼等が 樂 しめ は' 自分 も樂し 

み、 彼等が 苦しめ は '自分む 苦しみ、 起 リ來る 用事に 自分から 彼等の 仲間になる O これが 人 
閬に捕 はれる 意味で ある o 比丘よ、 非人に 取られる ミは、 茲 (二 比丘が、 或る 天界 (： 生れろ 

願^ 以て 梵 斤ん 修 する。 『この 戒 行に 依リ 、苦行に 依り、 梵 行に 依り 天 S ならう』 さ。 比丘 

よ、 これが 非人に 取られる 意味で ある o 比丘よ、 渦に 取られる ミは五 欲の こミ であ. ろ。 比 

丘よ、 內 から 腐る ミは、 比丘が 惡戒 (こして、 性質が 惡く、 不淨 にして 善^な さんさ 勇ま 
す、 自分の なしす： こさ^ 覆 ひ 包み、 沙門に 非す して 沙門 さ 見せ、 梵 行者 (： 非す して 梵 行者 

ミ 見せ、 內の 腐れが 溢れ出 づる 我^ 俱 多の もの、 こミ である」 o 

その^、 牛 飼の 難陀 S いふ ものが、 世 尊から 遠から ぬ 所に 立って ねたが、 世 尊に： の檬 

に 中し 上げた o  「世 尊、 私 はこち らの岸 (こ 近付かす、 向う の 岸に 近付かす'、 中流に 沈ます'、 

陸へ 上らす、 人間に 取られす'、 非人 I 二 取られす、 渦 (： 取られす'、 內 から 腐らぬ であ リ ませ 

う 0 世 尊、 私 は 世 尊の 御 傍で 出家し、 具足 戒^ 受けたい さ 思 ひます」 0 

「難陀 よ、 それで は汝は その 牛 か 主人 (こ 返して 來 るが 善い」 o 

「世 尊、 この 牛 は 抛って 匱いても 犢可 愛さに 濁りで 歸 つて 行 さます」 o 

r 難陀 よ、 そ れで も 汝はそ の 牛^ 主人に 返 して 來るが 善い j0 

そ 二で 牛詞 の難陀 は、 その 牛な 主人の 所へ 返して、 世 尊の 御 許へ 來て 出家 さ 具足 戒^ 受 

けたい ミ願 うす ： o 出家 さ 具足 戒 ミ な 得て、 間 i な く 精進 し て 阿羅漢 の 一人に なった 0 
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譬の獸 六 


、一 時佛 住， 1 拘 啖彌國 翟師羅 園； 爾 時世 尊 吿 11 諸 比丘 (譬如 i 夫 遊き 宅 中-得， 六 種 衆生 二 者 

I 卽 執-其 狗 IP 著 一 處； 次 得-其 鳥； 次 得 n 毒 蛇； 次 得-野 干； 次 I 收 摩 羅^  I 猴 (得- 斯 衆 

生 1 悉 縛， 1 一 處； 其 狗者樂 欲， 入レ 村、 其 鳥 者 常 欲 鉗 &|、 其 蛇 者 常 欲 X, 穴、 其 野 干 者 樂， 向 n 塚 間； 失 

收擊羅 者 長 欲， 入， 海、 獮 猴 者 欲 XI 山 林； 此 六 衆生 悉 繫 1 一 處-所 樂 不レ 同、 各 各 嗜& 到 n 安 處； 谷 

各 不 =相 樂； 於-他 處， 而 繋縛 故、 各 用-其 力 1向1.- 所 樂 方- 而 不 fefe. 如 レ是 六 根 種種 境界 各 各自 求- - 

所樂境 界 1 不， 樂 - 餘 境 界； 眼 根 常 求- 1 可 愛 之 色-不可 意 色 則 生-其 厭 (耳 根 常 求-可 意 之 聲-不 可 

意 聲 則 生-其 厭； 鼻 根 常 求 一 一可 意 之 香 一 不 可 意 香 則 生 一一 其 厭 (舌 根 常 求 一一 可 意 之 昧ー不 可 意 s  I 

生 ，1 其 厭； 身 根 者 常 求 11 可 意 之 觸 1 不 可 意之 觸則 生 -I 其 厭； 意 根 常 求 ％ 意 之 法- 不 可 意 法則 生" 

W ぎ 

tg 六 秤 根 種種 行處、 種種 境界、 各各 不^- 異根 境界 K 六 種 根 其 有 レカ者 堪能 自在 隨 1 境 

界 一如， 彼 士 丰 繫 _11 六 衆 生 於 1ー 其 堅 柱； 正 出 用お 隨 意 而去、 往反疲 極 以 「繩 繫-故 終 依 * 於 柱 W 

諸 比丘 我 說， ー此 譬， 欲 fell 汝 等 1 顯， 示 其 義 〔六 衆生 者譬 猶 n 六 根； 堅 柱 者 譬あ 念 處^ 善 修^ 身 

念 處； 有 & 不 念 色 1 見-可 愛 色-則 不， 生， 著、 不 可愛 色 則 不レ生 、耳 聲鼻香 舌 * 身 觸意法 於 ％ 

意 法， 則 不， 一 求 欲ー不 可 意 法則 不， 生 ，厭 、是 故 比丘 當  >,1勤 修習多 住 11 身 念 處ー佛 說 經 la 諸 比丘 

聞 - 佛所說 1 歡喜 奉行。 

****** 
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(1) 雜阿舍 卷四三 （辰 四 .ぉ） 

同 本 巴 利 雜阿合 XXXV.  £06 の 後半 (Vol.  III.  p.  p.  198-200； 

「比丘 等よ、 喩へ は' 人あって、 種々 の 境界の 六 種の 生物^ 捕へ て 强ぃ繩 で 縛って 匿く ミ 
する。 蛇、 鰐 魚、 总、 犬、 跟 干、 猿、 ： の 六 種の 生物な 捕へ、 强ぃ繩 で 縛って、 其繩な 45 
ぴ 合せて 放つ:? する。 ：0 時、 種々 の 境界から 来た： の 六 種の 生物 は、 各々 自分々々 の 境 

界な 求める o お 'ヒ' は 塚に歸 らう ミ 求め、 鰐 魚 は 水 (ニ歸 らう さ 求め、 鳥 は 空に 飛 は' んミ 求め、 

犬 は 衬に歸 らん ミ 求め、 © 干 は 墓 (：歸 らん ど 求め、 猿 は 森に 歸 らん ミ 求める。 比丘 等よ、 
その 時、 六 種の 生物 は銘々 疲れて、 その 中の 力の 勝った もの 、方へ 引き すられて 走リ その 

支配の 下 (こ 行く。 比丘 等よ、 誰でも：^ 念 住^ 修めす S 々行 は ざれ は、 その 眼 は 可愛の 色に 

引かれ、 不可 愛の 色な 厭 ふ o   耳鼻 舌 肩 又 同じく、 、 心 も 可愛の 法 (： 引かれ、 

不可 愛の 法な 厭 ふ 。 比丘 等よ、 斯く の 如き^ 制御し ない：？ いふので ある O 

比丘 等よ、 制御す ろミは 如何なる ： ミカ >0 比丘 等よ、 茲 (二 比丘 あ リズ、 色^ 見て、 可愛 

の 色 (二心 着ぜす 、不可 愛の 色に 心 憤らす、 ^念 住に 住し 無量 心 (： 住する ので ある。 さ う し 

て その 心 解 脫ミ慧 解 脫 ミな 如實に 知る ので もる o かくて その 起り 來る惡 不善の 法 は 殘リな 

く滅 する ので ある。  心^ 以て 法^ 知リ、 可愛の 法 (： 心 着せす'、 不可 愛の 法に 

心 憤らす'、 肩 念 住 【こ 住し 無量 心に 住する ので ある。 さう して その 心 解脫さ 慧解脫 ミ^ 如赏 

に 知る ので ある o かくて その 趄リ 來る惡 不善の 法 は殘リ なく 滅す るので わる 0 

比丘 等よ、 喩 へば 人あって、 穂々 の 境界の 六 種の 生物^ 捕へ て 强ぃ繩 で 縛つ て^く ミす 
ho 蛇、 鰐 魚、 鳥、 犬、 野于、 猿、 この 六 種の 生物^ 捕へ 丈夫な 繩で 縛り、 堅固な 柱か栊 

に縛リ つける ミ する o この 時 種々 の 境界から 來 たこの 六 種の 生物 は、 各々 自分々 々の 境界 
な 求める o 蛇 は 塚に 歸 らん ミ 求め、 鰐 魚 は 水 (こ歸 らん ミ 求め、 鳥 は 空 1: 飛 は' んミ 求め、 犬 

は 村 I こ歸 らん ミ 求め、 野 干 は 墓に 歸 らん ミ 求め、 猿 は 森に 歸 らん ミ 求める。 比丘 等よ、 そ 
の六獸 はやが て 疲れて 来て、 そ の 柱な リ找な リ の 傍に 或は 立ち 或は 坐し 或は 臥す る であ ら 
う。 比丘 等よ、 斯 くの 如く 誰でも; i 念 住^ 修め 屢々 行へば、 その 眼 は 可愛り 色 I： 引かれ 
す、 不可 愛の 色な 厭 はす'  心 も 可愛の 法 t こ 引かれす、 不可 愛の 法な 厭 はない。 比 

丘 等よ、 斯 くの 如さ^ 制御 さいふの である o 

比丘 等よ、 堅固な 柱义 はお ミは貞 念 住の ： S である。 比丘 等-よ、 この 故 (こ ： の樣 i こ學ば 
ねばな らぬ。 身 念 住^ 修し、 屢々 行 ひ、 乘用ミ し、 土臺ミ し、 ^念 住 (： 常に 住し、 锖 集し、 

企 圆ビれ は' ならぬ」 So 
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經禮 方: 


1 時 佛 在 ，1 羅 閲祇耆 闍崛山 中 1 與， 一大 比丘 衆 千 二百 五十 人 1 俱。 爾 時世 尊 時 到 着， 衣 持， 鉢 

城 乞 食。 時 羅閱 祇城內 有 - 長 者 子； 名 曰 - 善 生； 淸 旦 出レ城 詣レ園 遊 觀、 初 沐浴 訖擧身 皆 濕 向 - 諸 

方 ま、 朿 西南 北上 下 諸方 皆悉周 遍。 爾 時世 尊 見 T 長 者 善 生 詣レ園 遊觀初 沐浴 訖擧 身皆濕 

向 n 諸 方 一 鱧； 世 尊 見巳卽 詣， 一 其 所 一 吿 n 善 生 1 言， 汝 以 n 何 緣ー淸 旦 出， 城 於 11 園 林 中 1 擧 身 皆 濕， 向 - 諸 方！ 

禮。 爾 時 善 生 白レ佛 言、 我 父 臨， 1 命 終 時 1 遺 1ー 勑 我 1 言、 汝 欲レ膿 者 當 w 先 鱧 11 朿 方 南方 西方 北方 上方 

下方； 我 奉， 一 承父敎 1 不 n 敢 違背； 故澡洛 訖先叉 手 朿面向 1 一束 方 1 鱧、 南西 北方 上下 諸方 皆悉周 

遍。 爾 時世 尊 吿 1 一善 生 一 曰， 長者 子 有， ー此 方 名 1 耳 非レ爲 - 不 有： 然我賢 聖法中 非 fen 此 六方 1 以 爲 * 恭 

敬： 善 生 白， 佛 言、 唯 願 世 尊、 善 爲， 我 說， 賢 ® 法 中 鱧， 一六 方 1 法： 

佛 吿， 一長 者 子； 諦 廳諦聽 善 思， 一 念 之, 當； 1 爲， 汝 說 S 生 對曰唯 然願樂 欲， 聞。 佛 吿= 善 生； 若 長者 長 

者 子 知， 一四 結 業 1 不 ^ 於， 一四 處 1 而 作， 惡 行； 又 復 能 知， 一六 損 財 業； 善 生 是 謂， 長 者 長者 子 離， 一四 惡 行 1 

鱧， 敬 六 方； 今 世 亦 善後 獲， 一善 報； 今 世 根基 後世 根基 於， 一 現 法 中 1 智 者 所， 稱 獲， 一世 一 果； 身 壤 命 

終生， 一天 善處； 善 生當， 知、 四 結 業者 一 者 殺生 二者 盜竊、 三者 娃逸 • 四 者 妄語、 是四結 業。 云 何 

爲 n 四 處； 一 者 欲、 二者 恚、 一 一 一 者 怖、 四 者 痴、 若 長者 長者 子 於 ，ー 此 四 處 一而 作 ，惡 者 則 有 ，1 招 耗？ 佛 作レ 

頌曰、 

欲瞋及 怖痴、 有- 此四法 一 者， 名 譽曰捐 減 • 如- 一 月 向 - 于晦； 

佛 告 1 一善 生 1 若 長者 長者 子 於， 1 此 四 處 1 不， 爲， 惡 者 則 有， 1 增 益： 爾 時世 尊重 作 &曰、 
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(1) 畏阿 合卷 一一 （昃九 べ7_59) 參照中 阿 含 卷三三 (良 六 *64-66) 
同 本 巴 利 長 阿 合^ 三一 經 （Vol.  III.  p.  p.  180-193) 

私 はこの 樣 (こ 聞き ましす :o 世 尊が 王舍狨 竹林 梁 鼠 養！? 所に ね 給うた 時であった。 良家の 
子 浸 伽羅 迦 （Singalaka) は、 時よ き 時に 起き 出で 城/お出で、、 （郊外に て）、 衣 ^濕 し、 髮 
な濕 し、 合掌して、 東方 南方 西方 北方 下方 上方の 諸方 ^拜ん でね たつ 

世 尊 は 〔いつもの 樣 に）、 早朝 衣な 著け 鉢み 取り、 乞 行の 爲 1 こ 王舍狨 にお 人り なされた 
力、'、 その 途中に て、 浸 伽羅 迦が 諸方^ 拜 してね ろの^ 御覽 なされて この 樣に 仰せられ ナ :0 

「良家の 子よ、 汝は 何故 (こかく、 時 善 さ 時 (こ 起き 出て、 城な 出て、 衣な 濕し髮 ^濕し 合 
掌して、 東西南北 上下の 諸方^ 拜 してね るので あろ か」 o 

「世 尊、 私の 父が 亡くなり まする 時に、 私に この 樣に 申しました 0 『愛子よ、 汝は 諸方^ 

拜す るが 善い』 さ。 世 尊、 それで 私 は 父の 語な 尊び 敬 ひ 重んじて、 時 善 さ 時 (こ 起き 出て、 

城^ 出で 、 、 衣な 濕 し髮^ 濕 し 合掌して 東西南北 上下^ 拜 して 居 る ので あ り ます」 0 
「家主の 子よ、 神聖なる 敎 律に 於て は、 この 樣 にして 六方な 拜 すべさで はない」 O 

「世 尊、 然ら は' 神聖なる 敎 律に 於て は、 如何 樣に 六方^ 拜 すべさで あります か。 世 尊、 

ど う ぞ祌聖 な る敎 律に 於て、 六方^ 拜す べき やう 、私! こ 法^ 御說 さ 下され」 o 
「家主の 子よ、 それで は 善く 聞け よ、 聞いて 之^ 思 念ぜよ、 說さ 聞かせる であらう」 o 「か 

し： まり ま しす:」 さ 浸 伽羅 迦は 答へ た。 世 尊 は 次の 様に 御說 きな されす ：。 
「良家の 子よ、 聖 弟子 は 四 業 垢^ 廢し、 四 處に於 て惡 業^な さす、 財產 ^蕩盡 する 六僦 

の 口に 交らす、 從 つて 彼 は （以上の） 十四の 惡 から 遠 離し、 六方^ 謹み 護って ねる ので も 

ho さう して その 結果 今 世む 後世 も 勝利^ 得、 死後 は 善 趣 天界に 生れ o ので ある。 
「廢 せられす： る 四 業 塀 ミは 何で わる か o 良家の 子よ、 殺生 は 業 垢で ある 0 偸盗 は 業 垢で 

ある。 欲祁行 は^ 垢で あ ； So 妄語 は 業 坭 でも るに の 四 種の 業 垢ん 廢捨 してね る ので あ h  Jo 

世 尊 li つ V いて、 ： れ^ 偈 に して 宣 うた 0 

殺生 さ 偸盗 さ、  妄語 さ 他人の 荬^ 犯す さは、 

賢者の 讚へ ぬミ ころさ、  （古よ り） 曰 はろ O 

「四處 (こ 於て 惡 業^な さす さは 如何なる： さか。 良家の 子よ、 人々 は 欲惡路 (： 行いて 惡 
業^な し、 II 露 惡路に 行いて 惡 業ん な し、 痴惡路 に 於て 惡樂 ^な し、 怖 畏惡路 に -於て 惡業も 

なす ものである o 良家の 子よ、 然るに 聖 弟子 は 決して、 欲 惡路に 行かす、 瞋惡路 (： 行か 

す'、 痴惡路 (こ 行かす'、 怖 S 惡路 に 行かない。 これが 四 所に 於て 惡粱 なな さす さいふ： さで 
あろ。 世^ は 接いて 之ん 偈 (二 して 宣ぅ た o 

欲さ BS さ 怖^さ 愚痴 さ （二 依リ て、  法^ 犯す L の、 


その 人の ほまれ (IB 々（： 消 ゆ o 
欲 ミ瞬ミ 怖^ 乙 愚、 痴ミ （： 依りて、 

やの 入の ほまれ は a しの ほ' ろ 


月の 黑分 I： 於け るが 如し o 

法な 犯さぬ もの、 

月の 白 分に 於け るが 如し 0 
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於 n 欲 恚 怖 癡； 不， 爲11惡 行 一 者、 名譽曰 增廣、 如 3 月 向 i 滿； 

佛 吿き 生； 六 損 財 業者、 一 者 躭， & 於 酒； 二者 博戯、 三者 放 蕩、 四 者 迷， 1 於 伎 樂： 五 者 B 友 相 得、 

六者懈 墮、 是 爲 1ー六 捐 財 業； 善 生 若 長者 子 解， 1 知 四 結 行 1 不 T 於 11 四 處 1 而 爲 *惡 行：； 復 知 n 六 損 財 業 1 

是 爲 T 於- 1 四 處 1 得レ離 供 1 一 養 六 方 1 今 善 後 善、 今 世 根基 後世 极基 於 I 一 現 法 中 1 智 者 所^ 獲 11 世 一 果 1 

身 壤命終 生， 天 善 處？ 善 生 當， 知 飮 酒 有 11 六 失； 一 者 失 財 ♦  二者 生 病 ■ 三者 鬪諍、 四者惡 名流 布、 

五 者 恚怒暴 生、 六老 智慧 日 損、 善 生 若 彼 長者 長者 子 飲酒 不レ已 其 家產業 日日 損滅。 善 生 

博 戯 有 一一 六 失 一 云 何 爲， 六、 一 者 財 產曰耗 、二者 雖， 勝 生， 怨、 11 1 者 智者 所き 者 人 不一； 敬 信； 五 者 

爲人 疎外、 六 者 生 ，1 盜竊 心； 善 生是爲 = 博戯六 失； 若 長者 長者 子 博 戯不& 其 家 產業曰 日 損 

減。 放 蕩 有-六 失； 一 者 不-自 P 身、 一 一 者 不， 護，, 財 貨； 三者 不 ％ト 子 孫； 四 者 常 自驚懼 、五 者 諸 苦 惡 

法 常 自纒， 身、 六 者 喜 生 n 虚妄： 是爲， 1 放蕩 六 失； 若 長者 長者 子 放蕩 不， 巳 其 家 產業曰 曰 損 減。 

善 生 迷， 於 伎 欒ー痕 者 一一 六 失； 一 者 求レ 歌、 1 1 者 求き 一 者 求 二 琴 瑟； 四 者波內 早、 五 者 多羅 盤、 六 者 

首 呵那、 是爲 -1 伎樂六 失； 若 長者 長者 子伎樂 不レ已 、其 家産 業 日日 捐減。 惡友相 得復有 _1 六失ハ 

1 者 方便 生， 欺、 二者 好 1 處； 一一 1 者 誘 一一 他 家人； 四 者 舅 一 謀 他物； 五 者 財利自 向， 六 者 好 發 一一 他 

過； 是 爲 - 惡 友 六 失； 若 長者 長者 子 習 1ー 惡 友 1 不， 巳 其 家産 業 曰 H 損 減。 懈墮 有-六 失； 一 者富樂 

不，； 肯 作務； 二者 貪窮 不=肯 勸修； 三者 寒 時 不， 1 肯 勤修； 四 者 熱 時 不， 1 肯 .» 修； 五 者 時 早 不 - ー肯 勤 

修； 六 者 時 晚不， 一 肯勤修 ；是爲 1 墮六 失； 若 長者. 長者 子懈 墮不， 已其 家財 業 曰 曰 損 減、 佛說, 
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「財產 ^蕩盡 する 六 個の 口に 交らす' ミは 如何なる こミ か。 良家の 子よ、 酒 ^飲みて 放逸 
に 耽る は 財 產の耗 る 口で ある o 時^^れて 街頭 ^彷徨 ふ は 財産の 耗る 口で もる o 歌舞 祭觼 
に 遊び 廻る は 財 產の耗 る 口で ある。 賭博 放逸 (： 耽ろ は 財産の 耗る 口で ある。 惡友さ 交 はる 
は 財 產の耗 る 口で あ る。 懶惰に 耽る は 財 產の耗 る 口で あろ。 

「良家の 子よ、 酒^ 欽み 放逸に 耽る に 左の 六つの 禍が ある ジ 見 世の 富の 消耗、 嫌譁爭 論、 
病 起り、 惡 名流れ、 怒リ 易くな リ、 第 六 1 こ 智慧が 减す' る o 良家の 子よ、 これが 飮酒 放逸の 
六つの 禍 である o 

「良家の 子よ、 時 外れに 街路な 彷徨 ふ (こも 六つの 禍が ある o 彼れ 自 勇が 護ら れ ない っ荬 

子が 護ら れ ない。 財產が 護ら れ ない 。惡 所に 於て 怖れ (： 襲^れろ。 虛 言が 多くなる。 多く 

の 苦 法に 韆 はられる o 皮 家の 子よ、 これが 時 外れ (こ 街頭 ^彷徨 ふ もの、 六つの 禍 である。 

「良家の 子よ、 歌舞 祭禮 (こ 遊 ひ' 廻る （こ 六つの 禍が ある。 『舞 は 何處、 歌 は 何處、 音曲 は 何 
處、 講談 は 何處、 詖は 何處、 太鈹は 何處』 さ 探し 廻る やうになる 。良家の 子よ、 これが 朋 
黨^ 結ん で 遊び 廻 ろ 六つの 禍 である。 

「賭 tf 放逸に 耽ろ に 六つの 視が ある。 勝者 (こ 怒ん 起し 勝ちて 心 悲しみ、 現在 財產^ 消 *a 
し、 法廷に 立ちて 語る ： さが 出來 す'、 朋友に さげすまれ、 婚姻に 望み 手な く、 鎏子 4* 充分 

I 二 養 ふ： さが 出来ぬ。 良家の 子よ、 これが 賭博 放逸に 耽る も の ゝ 六つの 禍 であ； So 

「良家の 子よ、 惡友 I  二 交 はろ （： 六つの 禍が ある 0 賭博 者、 泥醉者 、欲に 底の ない もの、 

虛僞 者、 瞞着 荞、 殘 忍者、 力つ いふ もの、 み 彼の 友に なり 仲間^ i なる。 良家の 子よ、 二れ 

が惡友 (こ 交 It る 六つの 禍 である o 

『良家の 子よ、 懶惰に 耽る に 六つの 禍が ある。 餘リ 寒い ざ 曰って は 仕事^せ す'、 餘り熱 
ぃミ 曰って 11 仕事^せ す、 遲 いさ 曰って は 仕事^ ゼす、 早い さ 曰って (1 仕事な せす、 空腹 
ださ 曰って は 仕事^せ す'、 滿腹 だ; f 曰って (： [仕事^せ ない。 この やう （こ 仕事に 赘澤^ 並べ 

て &て、 未た • 生ぜざる 富 は 生ぜす'、 旣に 生じた m も 無くなって 仕舞 ふ o  ^家の 子よ、 二れ 

が 懶惰に 耽ろ 六つの 禍 である o 世^ は繽 いて： れん 偈 【二 して 宣ぅ す :0 
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是巳復 作， 頌曰、 

迷 a 惑 於 酒 1 者、 

常 喜； 一 歌舞 戯； 

邪見 世 所 fer 

行， 穢人所 鼬， 

擲博 群飮酒 ♦ 

與 ,1 惡友 一同， 事， 

獨昏 無； 一善 友； 

亦復 毀， 1 成功； 

佛 吿 一善 生； 有，； 四 怨 


還 有 11 酒 伴 黨 

晝則遊 他家 

行レ穢 人 所レ黜 

爲 ，酒 所 一一 荒 迷 

共 伺 ，1 他 姪 女 

今 世 及 後世 • 

不， 能レ f 家務 

若 不， 計 1ー 寒 暑 


財產正 集聚、 隨^ ：! 復 散盡， 飮酒 無， 一節 度； 

因， 此 自 陷 墜， 隨 ー1惡 友 一 不， 改、 誹 一一 謗 出家 人； 

好 惡 著-外 色； 但 論 ，1 勝 負 事； 親 惡 無 - 反 復； 

貧 窮 不， 1 量； 輕. 財 好， 一 奢 用； 破， 家 致 n 禍 患； 

翫 一一 習 卑 鄙 行； 如-一月 向 一一 於 晦； 行， 惡 能 受， 惡、 

終 始 無， 所， 獲、 晝 則 好& 眠； 夜. 覺 多：： 條 望； 

朝夕 不， ー肯 作； 寒暑 復懈 墮、 所爲 事不， 究、 


朝夕 勸 修務、 事業 無， 不， 成、 至， 終 無 Is 患； 

i 汝 當 11* 知； 何 謂 爲レ 四、 一 者畏 伏、 二者 美 言 、一一 1 者 敬 順、 四者惡 友。 佛 f 

善 生； 畏伏 有お 事； 云 何 爲 因、 一 者 先 興 後 奪 三者 與：. 少 望， 多、 11 1 者 畏故强 親、 四 者 爲レ利 故 親、 

是 爲-畏 伏 四 事？ 佛 吿, 善 生 1 美 言 親 復 有 - 四 事； 云 何 爲レ 四、 1 者 善 惡斯. 順、 二者 有レ難 捨 離、 一 一 一 者 

外 有， 善 來 密 止レ 之、 四 者 a%l 事-便 排： ー擠 之； 是 爲 "美 言 親 四 事？ 敬 順親復 有 - 四 事； 云 何 爲ぃ 四、 

1 者 先 誑、 二者 後 誑、 二 一  者 現 誑、 四 者 見レ有 1ー 小 過 一 便 加 一一 杖 之； 是 爲" 敬 順 親 四 事ー惡 友親復 有-四 

事； 云 何 爲， 四、 一 者 飲酒 時 爲， 友、 一 一 者 博戯時 爲， 友 ，11 一 者 姪 逸 時 爲， 友、 四 者 歌舞 時 爲 レ友， 是 爲- 

惡 友 親 四 事 尊說， 之巳復 作， 頌 曰、 
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世に 飲み 述れミ いふ もの ぁリ、 
利の ある 所 【：、 

B 昇 リて遲 く 起き 出づろ さ、 人荬ミ 親しむ ミ、 

惡 友ミ、 吝 なる さ、 

惡友、 よからぬ 連れ、 

此 の 世 彼の 世に て 共に、 

博^ ミ、 欽酒ミ 及び 歌舞 さ、 

惡 しさ. 友ミ、 杏な ろ さ、 

博奕^ 弄び、 酒^ 呑み、 

卑しき さ 交 it リて、 長ゼ' る ざ 交 は ら ざれ は'、 

fS ^呑みて、 富な く 貧しく、 

水に 浸る が 如くに 債に 浸れ は'、 

晝は 眠ろ な常ミ し、 

常に 醉 ひっぷれ て は、 

『餘 りに 寒し、 餘リ （こ 熱し、 

仕事^ 怠れ は'、 

熱さ 寒さ^、 


友よ 次よ さな づ かしむ も、 
交 はるの 友な りつ 

怒に 囚 はる v ミ、 不利^ 齎らす 
この 六つ は 人な 害な ふ o 

惡 しきお こな ひ は 
人^ 害な ふ。 

晝 寢ミ、 時な ら ぬ出步 るき ミ、 
二れ らの 六つ は 人な 害 ふ。 
他の 愛人の 許に たは むれ、 
月の 黑 分に 於け るが 如く に返轉 す。 
渴け は' 水 小屋 (こ 走 リて飮 み、 

その 人 は 速 I： 家な き人ミ なるべし o 

夜 起き 出で ゝ見步 るき 廻リ、 
家に 住む こ ミ能は じ 
餘 リに遲 し』 など 云 ひて、 

利 は その 人^ 去るべし o 

草 程 (こも 思 はす'、 

なす 人 は 樂ょリ 離ろ 、 ： さな lo 


人の なすべ さ ： - さ^、 

「良家の 子よ、 ： の 四 種の 友に 似て 友 (： 非ざる ものな 知られ は' ならぬ o 貪欲なる 人、 語 

の 巧みな 人、 諛 らふ 人、 浪費す る 人、 この 四 人 は 友に 似て 友に 非ざる もの さ 知らね は' な ら 

「良家の 子よ、 貪欲なる 人 は K つの 理由に て、 友 1: 似て、 友で はない 0 貧 欲で ある 。少 

^與 へて 多^ 欲する o 怖い 爲 になすべき ： ミな する 0 利の 爲に交 はる ニミ でめる O 良家り 

子よ、 語の 巧みな 人 は 四つの 理由に て、 友に 似て 友で はない。 過去の ニミで 親愛 も 示し、 
未来の こ ミで钗 愛^ 示し、 愚に もっかない こさで 手傳^ して 見て、 現在に 起つ ナ: 大事な 乙 

ミには 逃げ^ 張る 二  S である O 良家の 子よ、 諛 らふ 人 は 四つの 理由で 友に 似て 友で はない ひ 

その 惡な if- し、 善な 許さす'、 面さ 向って は讃 め、 ^では 貶る ：ミ である。 良家の 子よ、 四 

つの 理由で、 浪費の 人 は 友に 似て 友で はない 0 酒^ 呑む の (こ 友 さなり、 時 外れて 街頭な 彷 

^ふに 連れ ミな リ、 歌舞 祭^に 飛び 廻る 時に 友ミ なり、 博 突 放逸の 時 I： 友ミ なる ：ミ でも 

る」 つ 世^ (I 續 いて 之^ 偈 (： して 宣ぅ す :0 


貪欲の 友、 
諛ひの 友、 

これらの 四 は 友に 非す o 

遠く 遮く る：^、 


^巧みの 友、 

浪費の 友、 

賢者 11 斯 く知リ て、 

怖ろ しさ 逍^ 避く る 力、' 如くせ よ 0 
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畏 伏而强 親、 美 言 親 亦爾、 敬 順虔誑 親、 惡友爲 11 惡親； 此 親不， 可， 恃、 

智 者 當 1 知； 宜， 速 S 之； 如， 避 午 嶮 道； 

佛 吿 11 善 生 一有 11 四 親； 可き 多. 所 11 饒 霧 一人 救 護； 云 何 爲レ 四、 一 者 止き 一 者 慈 憨、 11 1 者 利 人、 四 者 

同事 是 爲 11 四 親； 可， 親 多 饒 益； す 1 人 救 護一 當， 親 ，i 近 之； 善 生 彼 乒非 有 11 四 事 1 多， 所 n 饒 益； 爲 n 人 救 

護； 云 何 爲， 四、 一 者 見 - 人 i 則 能 遮 止、 二者 示 一一 人 正 直； 一一 一 者 慈心 愍 念、 四 者 示 一一 人 天 路； 是 爲 11 

四 止 罪； 多. 所 一一 饒 蒙-人 救 襲 次 慈 愍 有 一一 四 事； 一 者 見 レ利代 喜、 一 1 者 見， 惡 代 憂、 三 者 稱暮 人 

德； 四 者 見， 人 說. M 便 能 抑 制、 是 爲， 1 四 慈 愍； 多， 所- 饒 益 1 爲 1 入 救 護； 利 益 有， 四 云 何 爲 fer 一  者 護， 

彼 不， 令-放 逸 - 二者 護 -I 彼， 放逸 失 財； 三者 護， 彼 使レ不 1ー 恐 怖： 四 者 屛相敎 誡、 是 爲 - 四 利 人 1 多レ所 1 ー饒 

益 - 爲 - 人 救 護； 同 事 有レ 四、 云 何 爲レ 四、 一 者 爲レ彼 不レ惜 一一 身 命； 二者 爲レ彼 不レ惜 1ー 財 寳 〖三 者 爲レ彼 濟 - 其 

恐 怖； 四 者 爲レ彼 屛相敎 誡、 是 爲 - 四 同 事； 多， 所 1ー饒 益 1 爲 - 人 救 護； 世 尊 說レ是 已 復 作レ頌 曰、 

制， 非 防 n 惡親； 慈愍在 n 他 親； 利 人 ま 彼 親； 同事 齊 n 己 親； 此親乃 可， 親、 

智 者 所 ，1 附 近； 親 中， 無， 等 親 • 如 ，1 慈 母 親字、 若 欲， ま 1 可 親； 當， 親 1ー 堅 固 親； 

親者戒 具足、 如， 1 火光 照乂、 

佛 吿 - 善 生 1 當， 知， 1 六 方； 云 何 爲 11 六 方； 父 母 爲 11 柬 方； 師 長 爲 „1 南 方； 妻 婦 爲& 方； 親 黨 爲 - 北 方 M 僕 

爲 n 下 方； 沙門 婆羅門 諸 高 行 者 爲， 一 上 方藝 生 夫 爲， 入 子 1 當ぉ 1 一 五 事 1 敬 ，順 父 母； 云 何 爲， 五、 一 者 

供奉 能 使 fe, 乏、 二者 凡 有， 1 所爲 1 先 白， 一 父母； 三者 父母 所爲 恭順 不&四 者 父母 正令不 -1 敢違 
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「良家の 子よ、 ： の 四 種の 轵. 友^ 知られば ならぬ 0 助け (こなる 友、 苦 樂な共 【ひする 友、 
能く 忠言して 吳れる 友、 同情 もる 友で ある。 

「良家の 子よ、 助けに なろ 友 は 四 種の 理由に 依って 钗 友で ある。 放逸に 流る、 ^護り、 
牧逸 者の 財產^ 護リ、 怖ろ 、者の 歸依ミ なり、 必耍 の' 担った 場合に は 富^ 二倍 (こして 返す 
：ミ でもる。 良家の 子よ、 苦樂な 共に する 友 は、 四 種の 理由 (： 依って 親友で ある。 その 人 
の 秘密^ 發 かす、 秘密^ 秘し、 災厄の 時 1: 捨てす、 その 人の 爲 (こ は 生命 あむ 捡 てる： ミで 
ある。 良家の 子よ、 能く 忠言して 吳れる 友 (ま 四 種の 理由に 依って 親友で ある。 惡^ 防き'、 
善^ 納め、 未だ 聞かざる^ 聞かしめ、 生 天の 道^ 示す ： S である o 良家の 子よ、 同情 ある 
友^ 四 種の 现由 【こ 依って 親友で もろ。 その 人 あら ざれ は' 喜ばす、 その 人 あれ は' 喜び、 證ひ 
可から ざる か It むる^ 停め、 讚むべき^ 讚 L 、る^ 歡ぷ： ミ である Jo 世 尊は繽 いて これお 

很 にして 宣 うた 0 


助けの 友、 
忠言^ 與 ふる 友、 
二 Q 四な 親し さ 友ミ、 

母の 子 (： 於： T るが 如く、 
賢者 は 戒^ 具へ て、 
富^^  t 、る、 
富^ 積む： さ、 
斯く の 如く 富^ 集めて、 
かくて その 四 分の 富^ 散 じて 
一分の 富 (こて^し、 
殘 りの 富^ 蓄 へて、 


苦 樂な共 にす ろ 友、 
同情 ある 友、 
賢者 は知リ て、 
親しく 交れよ o 
火の 光の 如く 輝く o 

蜂に 惯ひ、 
蟻塚ん 積む が 如く、 

在家の 家に ぁリ て 利 は 足 ら はん c 
善 さ友ミ 交れよ o 

二分の 富に て 業^ 營み、 

災厄に 備 へよ o 


「良家の 子よ、 如何 (ニ聖 弟子 は 六方^ 證み譃 るか 0 良家の 子よ、 今： の 六方^ 知らね 1で 

ならぬ。 東方 は 父 £9：、 南方 ュ師、 西方 は 妻子、 北方 は 友、 下方 は 下饞、 上方 は 沙門 婆羅門 : 

ミ 知られ は' ならぬ ゲ 

良家の 子よ、 子 五 事^ 以て 柬 方の 父母 (こ 事 へれ は' なら ぬ0  「我れ は 父母の 供 寧 者た る 
べし。 父母の 仕事 n 我れ なすべし。 家系 つべ し。 遺產^ 守リ傳 ふべ し。 父母の 死後 は 
布施な なすべし」、 この 五 事^ 以て 子に 事 人ら れて、 束 方の 父母 は 又 五 事な 以て 子な 愛憐 
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背； 五 者 不レ斷 ，, 父 母 所爲正 業； 善 生 夫 爲 n 人 子！ 當以 11此 五 事 1 敬 fe 父 母： 父 母 復 以， 1 五 事 1 敬-親 其 

子； 云 何 爲， 五、 1 者 制， 子 不 ま 爲き 一 者指授 示 - 其 善 9 一  者 慈 愛 入レ骨 徹 JS 者 爲， 子 § 

婚娶； 五 者隨時 供 - 給 所 須； 善 生 子 於， 1 父 母 一 敬 順 恭奉則 彼方 安穩 無 ％11 憂 畏 一善 生 弟子 敬 - 奉 

師 長ー復 有-五 事； 云 何 爲， 五、 一 者 給 n 侍 所須； 二者 鱧 敬 供 養、 il 1 者 尊重 戴 仰、 四者師 有. 1 敎 敕 1 敬 

順 無レ 違、 五 者 從， 師 聞， 法 善 持 不， 忘， 善 生 夫 爲 ，1 弟 子 I 當， 以 -1此 五 法 1 敬 JI 師 長： 師 長 筏 以， 1 五 事 1 敬， 1 

視 弟子； 云 何 爲， 五、 1 者 P 法 調 御、 二者 誨ー, 其 未聞； 三者 ,1 其 所 問 i ま義、 四 者 示 il 其 善 友； 

五者盡 以 ：i 所 知 1 誨 授 不， 恪、 善 生 弟子 於- 師 長 1 敬 順 恭奉則 彼方 安穩 無 ％n 憂 畏 S 生 夫 之 敬， 

妻 亦 有 ，1 五 事； 云 何 爲， 五、 一 者 相 待 以， 鱧、 一 一 者威嚴 不 i、n 1 者 衣食 隨 ，時 、四 者莊嚴 以， 時、 五 者 

委一附 家 內； 善 生 夫 以， 1 此 五 事 1 敬-待 於 i 復 以 - 五 事 1 恭 一一 敬 於 夫； 云 何 爲， 五、 一 者 先 起、 二者 後 

坐、 11 1 者 和 言、 四 者 敬 順、 五 者 先 意 承， 旨、 善 生 是 爲， 一 妻 之 於， 夫 敬 待； 如， 是 則 彼方 安穩 無， 有-憂 

國 生 夫 爲入者 當ま r 五 事 16 親 族； 云 何 爲 i 五、 1 者 給 施、 二者 善 言、 一 一 一 者 利益、 四 者 同 利、 

五者不 欺、 善 生 是 I 事 親， 一敬 親 族 一親 族 亦 以 一一 五 事 1 親，, 敬 於 人； 云 何 爲， 五、 1 者 護 n 放 逸三 者 

護 1 逸 失 財； 三者 護 n 恐怖 者； 四 者屛相 敎誡、 五 者 常相稱 歎、 如 ，是 親 n 視 親 族； 則 彼方 安穩 無， 

有 ，1 憂 畏 一善 生 主 於， 1 僮 聯菅 事 一 敎 授、 云 何 爲レ 五、 1 者隨翻 使役、 二者 飲食 隨 fell 1 擊 賜. 勞 隨レ 

時、 四 者 病 與， 書 藥； 五 者 縱 = 其 休 暇； 善 生 是 爲 =1 五 事 敎 fe 僮 僕 S 使 復 以， 1 五 事 1 奉， 1 事 其 主 1 云 何 

爲， 五、 一 者 早 起、 二者 爲レ事 周 密 、一一 一 者 不レ與 不, 取、 四 者 作， 務 以 k  、五 者 稱-譽 主 名； 是 爲 k 主 待 n 僮 


せれば な らぬ。 惡^ 停めさせ、 善^な させ、 學問 4»學は' ぜ、 適當な 嫁^め あはせ、 程よ さ 
時に 財產^ 相續 させる。 斯 くの 如く して 朿方は 護ら れ、 安穩 (こ して 怖畏 がない ので ある 0 

良家の 子よ、 弟子 は 五 事^ 以て 南方の 師匠に 仕 へれ は' ならぬ o 師來る 時 座^ 立ちて 迎 

へ、 給 事し、 柔順に て、 供養 し、 敬んで 欽^ 受ける。 師匠 は m 子に： の 五 事^ 以て 仕 へら 

れ、 又 五 事^ 以て 弟子な 愛憐す る o 自ら 能く 調 順し す： るが 如く 調 順せ しめ、 自ら 善く 獲た 

るな 獲させ、 總、 ての 學術か 正 しく 說 さて 敎へ、 友達の 間に そ e 名の 聞 ゆる やう （こな し、 諸 

方 (二 守護^な す。 かく して 南方 は 護ら れ、 安穩 にして 怖畏 がない ので ある o 

「良家の 子よ、 夫 は 五 事^ 以て その 西方の 妻に 仕 へれ は' ならぬ o 尊敬^:、 禮義ミ 、不行 

狀 なき： さ、、 家內 に 於て 權威^ 與 ふろ こさ、、 衣 飾^ 與 ふろ ：ビ である。 西方の 妻 は こ 
の 五 事^ 以て 夫に 仕 へられて、 又 五 事^ 以て 夫^ 愛す る。 よ く 酵序 ^立て、 働き、 善く 下 
男 下女 ^取り扱 ふ 法 ^知り、 貞操^ 守リ、 財產^ 守り、 総ての 仕事に 巧みに して 怠らな 

い O かく して 西方 t ェ 護ら れ、 安穩 にして 怖畏 がない ので ある。 

「良家の 子よ、 良家の 子弟 は 五 事な 以て 北方の 友達に 仕 へれ は' ならぬ。 布施 ミ愛 語ミ利 

行 S 同事さ^ ある 語^ 曰 はない こミ である 0 この 五 事な 以て 良家の 子弟に 仕 へられて 北方 

の 友 逮は五 事 ^以て 良家の 子弟な 愛す ろ。 放逸に 流れん さする な護リ 、 放逸に なって ね る 
哓 その 財產^ 護リ、 怖畏 あれ は' その 歸依 さなり、 災厄 ある 時に 拾て す、 彼の 妻子な 給 » し 
て 恩な 返す。 かく して 北方 は 護ら れ、 安穏 (二して 怖畏 がない ので ある。 

「良家の 子よ、 主人 は 五 事^ 以て 下方の 下箧 (こ 仕 へれ は' な ら ぬ0 力 (こ從 つて 仕事^ 割リ 

つけ、 食事 さ 給料な 與へ、 病氣の 時には 看護し、 珍しい もの は 分ち 與へ、 時々 休養^し 
むろ：： さで ある。 この 五 事 ^以て 主人に 仕 へられ、 下方の 下僕 も 五 事^ 以て 主人^ 愛す 
ho 朝 は 主人よ リ も 早く 起さ、 夜 は 主人よ リも遲 く 臥し、 正直に て、 仕事^ 上手に な し、 

主人の 譽な傳 へる o かく して 下方 は 護ら れ、 安穩 にして 怖畏 がない ので ある o 

「良家の 子よ、 良家の 子弟 は 五 事 か 以て 沙門 婆羅門に-仕 へれば ならぬ o 慈; i 業 さ、 慈 口 
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使 i 則 彼方 安隱 無 憂 畏： 善 生檀越 當 fen 五 事 1 供， 奉 沙門 婆羅 門：： 云 何 爲， 五、 一 者 身 行， 慈、 1 1 

者 口 行き 一 者 意 Ira 者 以， 時 施、 五 者 門 不一 1 制 止； 善 生 若檀越 以, ー此 五 事 一 供 一一 奉 沙門 婆羅 

沙門 婆羅門 當 以， 一六 事 一 敎， 授 之； 云 何 爲， 六、 一 者 防護 不 入 ヌ爲 ，惡、1 一 者 指 ；ー授 善 處； 11 1 者 敎， 

懷 n 善 心； 四 者 使， 一 未 聞 者 聞； 五 者 已聞能 使 - 善 解； 六 者 開 - 示 天 路： 善 生 如, 是 檀 越 恭, 一 奉 沙門 婆 

無 ％,1 憂 畏？ 世 尊 說已重 說， 偈 曰、 

師 長 爲， 1 南 方； 妻婦 爲，, 西 方； 親 族 爲， 一 北 方； 


羅門 一則 彼方 安隱 

父母 爲 n 東方； 

沙門 爲， ー上 方； 

惠施 及燠肯 、 

任 重 如， 一車 輪； 

行 則 獲， 一 大 果； 

名聲遠 流布、 

先當レ 習-伎 藝； 

當レ選 1 蘀 前人； 

財 寳日滋 息 * 

以擬 n 於 S 乏； 

在家 勤， 一六 業； 


諸 有 長者 子、 

利. 人 多 一所 益； 

世 81 無， 1 此 四； 

名稱遠 流布、 

親舊不 n 相 遺； 

然後 獲， 1 財 業； 

欺 誑觝突 者、 

至， 終 無-損耗； 

四 耕 田 商賈、 

善修 勿， 失， 時、 


鳢.： 敬 於 諸方； 

同 利 等 1! 彼 己； 

則 無 ％,1 孝養； 

嚴 11 か か^: 座 一 

示以， 1 利益 事； 

財 業旣巳 具、 


1 食 知 一一 止 足； 

擇， 地 而 置， 牧、 

如レ是 修業 者、 


敬 順不， 失， 時、 

所有 與 X 共、 

此 法 在 ュ 世 間； 

供 & 上 飮 食； 

上下 常 和 同， 

宜 一一 當 自 守 護； 

積， 財 從， 小 起、 

二 修業 勿， 怠、 

五當 レ起11 塔廟； 

則 家 無 ーー損狨； 


僮使爲 一一 下 方； 

死 皆 得， 1 生 天； 

此四多 i._ 負荷； 

智者 所， 一 選 擇； 

供， 1 給 所 得、 

ま此得 一一 善 春； 

出, 財 未レ 至き， 

如 S 蜂 集 11 衆 花； 

三當 =1 先 儲 積 

六 立 ，1 僧房 舍； 

財 寳日滋 長、 
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業ミ、 慈 意 業ミ、 その 人々 に對 して 戸^ 閉 さぬ さ、 食事の 供給 さで あろ。 良家の 子よ， ^ 
の 五 事な 以て 良家の 子に 仕 へられて、 上方の 沙門 婆羅門 は、 六 事な 以て 良家の 子ん 愛憐す 

ho 惡ょ リ 遠から しめ、 善^な させ、 慈心な 以て 愛憐し、 未た' 聞かざる な 聞かしめ、 旣に 

聞け る^ 明 了  (こ せしめ、 生 天の 道な 說 く  o 良家の 子よ、 五 事^ 以て 良家の 子に 仕 へられた 

沙門 婆羅門 はこの 六 事^ 以て 良家の 子^ 愛憐す るので ある o かく して 上方 は 護ら れ、 安穩 
に して'; ぉ畏 がない ので ある o 世 尊は績 いて： れ^ 偈に して 宣ぅ す :0 


東方 は 父母、 
西方 11 妻子、 
下方 は 下僕、 

二れ ら 六方な 拜ぜ よかし、 

賢者、 戒な 具へ、 

謙虚 (こ して 頑くな に-非 ざれば、 

勤勉に して 怠る ：ミ す：" 

行爲に 汚れな く 智慧 あれば、 

交遊 寅く 善く 友^つ く リ、 

主ミ なり 導き ミなリ 先達 ミ ならば、 

布施 ミ愛 譜ミ、 

分 (：應 じて 何處 にても、 

二れ は 世間の （四) 攝事、 

こ €)( 四：) 攝 事なければ、 

敬ミ 供奉 ミな受 くれは' こそ、 
かくて 賢者 は、 
大 なる 果報^ 得て、 


南方 は师、 
北方 は^、 
上方 は 沙門 婆羅門、 

さ らは' 在家の 家 I こ 利 足ら はん o 

柔和 (二て 解 智^ 有し、 

ほまれな 得ん o 

災厄に たじろ かす、 

ほまれ ^得ん o 

博愛に して 慳な 離れ、 

ほまれん 得ん o 

此の世に 於て 利 行し、 
如法に 事 か 同じう す。 

車の 行く  （：$lfi の 轄の耍 あるが 如し c» 
世 (： 孝養な かるべし o 

父母 は 子の 爲に する なれ、 
二の 四攝 事^ 行 ふが 故に、 

ほまれな がる 0 


浸 伽羅 迦は、 力 *  く說 き終リ 給うた 世 尊に： の やう に 申し上げた 0 

「世 尊 殊勝で ぁリ ます o 世 尊 殊勝で もリ ます o 世 尊よ、 喩へは '制れ たる^ 起し、 蔽 はれ 

す： るん 顯ユ し、 迷へ る ものに 逍な 示し、 『眼 ある もの は 形^ 見よ』 ミ喑に 光 ^齎らす やう 

に、 世 尊 は 種々 【二 法^ 御說 さに なリ ま しす :0 世 尊、 私 は 世尊ミ 法む 匕 丘 暦 伽に 歸 依いた し 

ます。 世 尊、 今日よ リ 生命 もる 限リ 歸 依す る 優 婆 塞 さ し て 私^ 受け 納れて 下 さ レ 、ふ 
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經便 方緣大 


如 W 海吞 il 衆 流〗 (下略) 

****** 

一 時 佛 在 - 拘 流 沙國劫 摩， 沙住 龜； 與， 1 大 比丘 衆 千 二百 五十 人 ー倶、 爾 時 阿難 在， 蘭 靜 處 1 作- 是 

念 一言、 甚 奇甚特 世 尊 所 ，說 十二 因 緣法之 光明 甚深 難， 解 如 n 我 意 觀 1 猶 如， 一 目 前 1 以， 何 爲， 深 於， 

是 阿難 卽 從 1 ー靜 室 一起. 至 一一 世 尊 處 一頭 面 鱧 足 在」 面 1 坐 白 一一 世 尊 1 言、 我 向 於 一 i 靜 室 1 默 自 思 念、 甚 奇 

甚特世 尊 所， 說 十二 因 緣法之 光明 甚深 難， 解、 如， 一 我 意 觀 1 如， 在， 1 目 前； 以， 何 爲， 深。 

爾 時世 尊 吿 ，1 阿 難： 曰、 止 止 勿， 作 - 此 言； 十 二 因 緣法之 光明 甚深 難レ 解、 阿 難此 十二 因緣 難， 見 

難レ 知、 諸 天魔 梵 沙門 婆羅門 未， 見， 緣 者 若 欲 _11 思 量 觀 察 分 一 1 別 其義 1 者 則 皆 荒 迷 無-能 見 者？ 阿 

難 我 今 P 汝 老 死 有， 緣 、若 有 1 一問 言； 何 等是 老死 緣。 應 11 答， 彼 言 1 生 是 老死 緣。 若 復問 言、 誰 是 生 

緣。 應； 一 答， 彼 言 1 有 是 生 緣。 若 復 問 言、 誰 是 有 緣。 應 ，1 笋彼 言 1 取 是 有 緣。 若 復 問 言、 誰 是 取 緣。 應 1ー 笋 

彼 言 一 愛 是 取 緣。 若 復 問 言、 誰 是 愛 緣。 應， 一 梦彼 言？ 受 是 愛 緣。 若 復 問 言、 誰 是 受 緣。 應 11 答 x 彼 言 1 觸 

是 受 緣。 若 復 問 言、 誰 爲， ー觸緣 磁1ー 答， 彼 言； 六 入是觸 緣。 若 復 問 言、 誰 爲 11 六 入 緣應 n 答 言 1 名 色 

是 六 入 緣， 若 復 問 言、 誰 是名色 緣。 應 ：i 答， 之 言 1 識 是名色 緣。 若 復 問 言、 誰 爲 1 ー識 緣 ？應！1 答乏 言 1 行 

是 識 緣。 若 復 問 言、 誰 爲 1 一行 緣？ 應 1ー 答レ之 言ー癡 是 行 緣。 阿 難 如 レ是 緣 癒 有レ行 緣へ t  S 緣豔 有 - 名 

色- 緣， 1 名 色 1 有 _ー 六 入 1 緣， 1 六 入 1 齊觸 緣レ觸 有レ受 緣レ受 i 緣 有& 緣レ取 有 ％ 緣レ有 有レ生 緣も 賓 1 

老死 一 憂 悲苦惱 大患 所 集是爲 n 此大苦 陰緣ー 
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<1) 長 阿 舍卷ー Of 長 九 'SO-M) 同 本 巴 利 長 阿 合一 五蛵 (vol. II  p.p.  56-72) 

The  Exalteci  One  was  once  dwelling  among"  the  Ivurus,  in  Ivammassadamma.  And 
Ananda  came  to  where  the  Exalted  One  was,  bowed  in  salutation  before  him,  took  a 
seat  on  one  side,  and  he  si  id  to  the  Exalted  One  ： ―  '  Wonderful,  Lord,  and  marvellous 
it  is,  that  whereas  this  doctrine  of  events  as  arising  from  causes  is  so  deep  and  looks  so 
deep,  to  me  it  seems  as  clear  as  can  be  ！，  * 

' Say  not  so,  Ananda  ！  Deep  is  this  doctrine  of  events  as  arising  from  causes,  ana  it 
looks  deep  too.  It  is  through  not  penetratiner  it,  that  this  generation  has  become  a  tangl- 
ed skein,  a  matted  ball  of  thread,  like  to  munja - grass  and  rushes,  unable  to  overpass  the 
doom  of  the  Waste,  the  Woeful  Way,  the  Downfall,  the  Constant  Round. 

If  you,  Ananda,  were  asked  ： ―  "  Is  old  age  and  death  due  to  a  particular  cause  ？ ，， 
you  should  say  ： 一  "It  is."  And  to  the  question  ： ―  "  From  what  cause  is  old  age  and 
death  ？  "  you  shoul  i  say  ： ―  "  Birth  is  the  cause  of  old  age  and  death. " 

' If  you,  Ananda,  were  asked  ： ―  "  Is  birth  due  to  a  particular  cause  ？  "  you  should 
say  ： ―  "It  is."  And  to  the  question  ： ―  "  From  what  cause  is  birth  ？  "  you  should  say:— 
" Becoming  is  the  cause  of  birth. " 

'If  you,  Ananda,  were  asked  ：  "Is  becoming  due  to  a  particular  cause?"  you 

should  say  ： —  "  It  is.  "  And  to  the  question  ： ―  "  From  what  cause  is  becoming  ？  "  you 
should  say  ：    "  Grasping  is  the  cause  of  becoming. ，， 

' In  this  way,  Ananda,  you  should  say  ： ―  "  Craving  is  the  cause  of  grasping,  Sensa- 
tion is  the  cause  of  Craving,  Contact  is  the  cause  of  Sensation,  Name - and-form  is  the 
cause  of  Contact,  and  Cognition  is  the  cause  of  Name -and— form. 

Thus  then  is  it,  Ananda,  that  cognition,  with  name- and- form  as  its  cause  ；  name - 
and- form,  with  cognition  as  its  cause  ；  contact,  with  name-and-form  as  its  cause  ；  sensa- 
tion wiih  contact  as  its  cause  ；  craving,  with  sensation  as  its  cause  ；  grasping,  with  crav- 
ing as  its  cause  ；  becoming,  with  grasping  as  its  cause  ；  birth,  with  becoming  as  its  cause  ； 
old  age  and  death,  with  birth  as  its  cause  ；  grief,  lamentation,  i]l,  sorrow  ana  despair, 
all  come  into  being.    Such  is  the  coming  to  pass  of  this  whole  body  of  ill. 

*  I  have  said  that  birth  is  the  cause  of  old  age  and  death.  Now  in  what  way  that 
is  so,  Ananda,  is  to  be  understood  after  this  manner.  Where  there  no  birth  of  any  sort 
or  kind  whatever  of  any  one  anywhere 一 that  is  to  say,  of  gods  to  godhood,  of  Gand- 
harvas  after  their  kind,  of  Yakshas  after  their  kind,  of  goblins  after  their  kind,  of  hu- 
mans ro  humanity,  of  quadrupeds  to  the  animal  kingdom,  of  birds  to  winged  things,  or 
of  insects  to  the  insect  world  were  there  no  birth  after  the  several  kind  of  every  one  of 
these  classes  of  beings,  then,  there  being  no  birth  whatever,  would  there,  owing  to  this 
cessation  of  birth,  be  any  appearance  of  old  age  and  death  ？  ，  '  There  would  not,  lord. ' 

'"Wherefore,  Ananda,  just  that  is  the  ground,  that  is  the  basis,  that  is  the  cause  of 
old  age  and  death,  to  wit,  birth. 

4 1  have  s:\id  that  becoming  is  the  cause  of  birth.  Now  in  what  way  that  is  so,  A- 
nanda,  is  to  be  understood  after  this  manner.  Were  there  no  becoming  of  any  sort  or 
kind  wnatever  of  any  one  anywhere,  that  is  to  say,  being  no  becoming  whatever,  would 
there,  owing  to  this  cessation  of  becoming,  be  any  appearance  of  birth  ？  ，  « There  would 
not,  lord. ， 

' "Wherefore,  Ananda,  just  that  is  the  ground,  that  is  the  bas:s,  the  genesis,  the  cause 
of  birth,  to  wit,  becoming. 


佛 吿-阿 難， 緣， 生 有- 老 死ー此 爲-何 義-若 使- 一切衆生 無 ％レ 生 者 寧 有- 老 死ネ。 阿 難 答 曰 無 也甚 

故 阿難 以， ー此 緣 1 知 老 死 由レ生 緣レ生 有- 老 死-我 所 說者義 在 11 於 此^ 又 吿" 阿 難- 緣^ 1 此 爲" 何 

義 1 若 使，， 1 1 切 衆生 無 ％11 欲 有色 無色 有-者 寧 有レ生 不。 答 曰 無 也。 阿 難 我 以-此 緣 一知、 生 由 ％ 緣レ 

有 有， 生. 我 所， 說 者 義 在， 一 於 此 一又 吿 n 阿 難 - 緣， 取 有^ 此 爲-何 義； 若 使」 切 衆生 無 ％n 欲 取 見取 

戒取我 取 1 者 寧 有， 有 不、 答 曰 無 也。 阿 難 我 以 - 此 緣- 知、 有 由&、 緣& 有 ％ 。我 所 ま 者 義 在-於 ft 

又 吿， - 阿 難- 緣， 愛 I 此 爲 ，1 何 義； 若 使 一切衆生 無 欲 愛 有 愛 無 有 愛 * 寧 有-取 不。 答 曰 無" 

有。 阿 難 我 以ぁ 緣 1 知、 取 由レ愛 緣レ愛 有&、 我 所 レ說 者 義 在-於 此ー 

又 吿 - 阿 難- 緣， 受 有， 愛 此 爲 n 何 義 一若 使 S 一切衆生 無 ％11 樂 受 苦 受 不 苦不樂 受-者 寧 有レ愛 不。 答 

曰 無 也。 阿 難 我 以 n 此 緣 1 知， 愛 由， 受 、緣^ 有レ 愛、 我 所 レ說 者 義 在-於 此ー阿 難 當レ 知、 P 愛 有レ 求、 因汆 

有， 利、 因， 利 有， 用、 P 用 有， 欲 • 因レ欲 有， 著、 因， 著 有， 嫉、 因レ嫉 有， 守、 P 守 有レ 護。 阿 難 由 ％レ 護 故 有" 刀 杖 

諍 訟， 作-無 數 惡？ 我 所， 說 者 義 在-於 此？ 阿 難 此 爲 - 一 何 義； 若 使 二 切 衆生 無 者、 當％11 刀 杖 靜 

0S 數 #不 。答 曰 無 也。 是 故 阿難 以 - ー此 因 緣 一 知、 刀 杖 諍訟由 fe 而 起、 緣& 有-刀 杖 靜 ©;阿 

難 我 所， 說者義 在 11 於践 

又 吿， 一 阿 難-因， 守 有， 護 此 爲， 1 何 義 一若 使， 二 切 衆生 無％% 者 寧 有レ護 不、 答 曰 無 也。 阿 難 我 以靶 

緣- 知、 護 由， 守、 因， 守 有， 護、 我 所， 說 者 義 在 一 於 此ー 阿 難 因レ嫉 I 此 爲-何 義 一若 使」 切 衆生 無き 

嫉者寧 有 守 不。 答 曰 無 也。 阿 難 我 以 - 此 緣 - 知、？ ま嫉、 P 嫉 有レ 守、 我 所 fe 義 在 >"於 此ー阿 難 因レ著 
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' I  have  said  that  grasping  is  the  cause  of  becoming.  Now  in  what  way  that  is  sot 
Ananda,  is  to  be  understood  after  this  manner.  Were  there  no  grasping  of  any  sort  or 
kind  whatever  by  any  one  at  anything 一  that  is  to  say,  no  grasping  at  the  things  of 
sense,  no  grasping  through  speculative  opinions,  no  grasping  after  mere  rule  and  ritual, 
no  grasping  through  theories  of  soul ― Then  there  being  no  grasping  whatever,  would 
there,  owing  to  this  cessation  of  grasping,  be  any  appearance  of  becoming  ？  ，  '  There 
would  not,  lord. ， 

' "Wherefore,  Ananda,  that  is  the  ground,  the  basis,  the  genesis,  the  cause  of  becom- 
ing, to  wit,  grasping. 

' I  have  said  that  craving  is  the  cause  of  grasping.  Now  in  what  way  that  is  so,  A- 
nanda,  is  to  be  understood  after  this  manner.  Were  there  no  craving  of  any  thought  or 
kind  whatever  by  any  one  for  anything—  that  is  to  say,  no  craving  for  sights,  sounds, 
odours,  tastes^  tangibles  or  ideas ―  then  there  being  no  craving  whatever,  would  there, 
owing  to  this  cessation  of  craving,  be  any  aDpearance  of  grasping  ？  '  *  There  would  not, 
lord. ， 

' Wherefore,  Ananda,  just  that  is  the  ground,  that  is  the  basis,  the  genesis,  the  cause 
of  grasping,  to  wit,  craving. 

« I  have  said  that  sensation  is  the  cause  of  craving.  Were  there  no  sensation  of  any 
sort  or  kind  whatever  in  any  one  for  anything,  that  is  to  say,  no  sensations  born  of  im- 
pressions received  by  way  of  sight,  hearing,  smell,  taste,  touch,  or  imagination, 一  would 
there  be  any  appearance  of  craving  ？  ，    '  There  would  not. ， 

' Wherefore,  Ananda,  just  that  is  the  ground,  the  basis,  the  genesis,  the  cause  of 
craving,  to  wit,  sensation. ， 


*  Thus  it  is,  Anmda,  that  craving  comes  into  being  because  o£  sensation,  pursuit  be- 
cause of  craving,  gxin  because  oE  pursuit,  decision  because  of  gain,  desire  and  pas- 
sion because  of  decision,  tenacity  because  of  desire  and  passion,  possession  because  of 
tenacity,  avarice  because  of  possession,  watch  and  ward  because  of  avarice,  and  many  a 
bad  and  wicked  state  of  things  arising  from  keeping  watch  and  ward  over  possessions  ： 一 
blows  and  wounds,  strife,  contradiction  and  resort,  quarrelling,  slander  and  lies. 

' I  have  said  that  many  a  bad  and  wicked  state  of  things  arising  from  keeping 
watch  and  ward  over  possession,  blows  and  wounds,  quarrelling  and  the  like,  come  into 
being.  Were  there  no  watch  and  ward  of  any  sort  or  kind  whatever  by  any  one  over 
anything,  then  would  there,  owing  to  this  cessation  of  watch  and  ward,  not  be  any  com- 
ing into  beine  of  those  many  bad  and  wicked  states  of  things. ， 

' I  have  said  that  watch  a  ad  ward  is  because  of  avarice.  Were  there  no  avarice  of 
any  sort  or  kind  whatever  in  any  one  about  anything,  then  there  would  not  be  any  ap- 
pearance of  watch,  and  ward. ， 

' I  have  said  that  avarice  is  because  of  possession.  Were  there  r.o  possession  of  any 
sort  or  kind  whatever  by  any  one  of  anything,  then  there  would  not  be  any  appearance 
of  avarice. ， 

' I  have  said  that  tenacity  is  the  cause  of  possession.  Were  there  no  tenacity  of  any 
sort  cr  kind  whatever  shown  by  any  one  with  respect  to  anything,  the ひ there  would  not 
be  any  appearance  of  possession. ， 

'I  have  said  that  tenacity  is  because  of  desire  and  passion.  Were  thens  r.o  passion 
or  desire  of  any  sort  or  kind  whatever  in  any  one  for  anything,  then  there  would  not 
be  any  appearar.ee  of  tenacity. ， 

'I  have  said  that  passion  and  desire  is  because  of  decision.  Were  there  no  purpose 
of  any  tort  or  kind  whatever  devised  by  any  one  for  anything,  then  there  would  not  be 
Any  appearance  of  passion  and  desire. ， 
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有， 嫉、 此 爲， 1何 義： 若 使，！ 一  切 衆生 無 ％レ 著 者 寧 有， 嫉 不。 答 曰 無 也。 阿難 我 以 一一 此 緣 一知. 嫉 由， 著 因， 

著 有， 嫉 我 所 說者義 在-於 此 M 難 因， 欲 有， 著 此 爲： 一 何 義； 若 使，； 一切衆生 無 ％レ 欲 者 寧 有， 著 不。 

答 曰 無 也。 阿 難 我 以」 此 緣 1 知， 著 由， 欲 .因， 欲 有， 著、 我 所 ま 者 義 在； 一 於 ft 阿 難 因， 用 有， 欲 此 爲，, 何 

義； 若 使， 二 切 衆生 無 用 者 寧 有， 欲 不。 答 曰 無 也。 阿 難 我 以& 義, 知、 欲 由， 用 因， 用 有， 欲 我 所 

說者義 在 11 於 此雨 難 因， 利 有， 用 此 爲， 一 何 義 1 若 使， 二 切 衆生 無 利 寧 有， 用 不。 答 曰 無 也。 阿 難 

我 以 11 此 義 1 知， 用 由， 利 因， 利 有， 用、 我 所 fe 者 義 花 一一 於 此ー阿 難 因， 求 有， 利 此 爲 一一 何 義； 若 使， 一 一 切 衆 

生 無 求 者 寧 有， 利 不。 答 曰 無 也。 阿 難 我 以 n 此 緣 1 知、 利 由， 求 因レ求 有， 利 我 所 fe 者義 在 = 於 此； 

阿 難 因， 愛 有， 求 此 爲， 一 何 義； 若 使， 一 | 切 * 生 無 愛 者 寧 有， 求 不。 答 曰 無 也。 阿 難 我 以& 緣, 知、 

求 由， 愛、 P 愛 有レ 求、 我 所 fe 者 義 在-於 此？ 

又 吿 n 阿 難 1 因， 愛 有， 求 至， 一 於 守 護； 受 亦 如， 是、 因， 受 有， 求、 至 - 於 守 護？ 佛 吿 n 阿 難 1 緣， 觸 有：. 受 此 爲， lli- 

義； 阿難 若 使， 1 無 眼 無色 無 眼識 1 者 寧 有レ觸 不。 答 曰 無 也。 若 無， 一 耳 聲耳識 鼻 香 鼻識舌 * 舌識 

身觸身 識^ 法. 意 識， 者 寧 有， 觸 不。 答. 曰 無 也。 阿 難 若 使， 二 切 衆生 無 ％,觸 者 寧 有， 受 不。 答 曰 

無 也。 阿 難 我 以 = 是 義 一 知、 受 由， 觸 緣， 觸 有， 受、 我 所 說者義 在， 一 於 S 阿 難 緣， 1 名 色 1 有驗 此 爲， 一 何 義 1 

若 使 „1ー 切 衆生 無 ％, 一名 色 1 者 寧 有， 一心 觸 1 不。 答 曰 無 也。 若 使 二 切 衆生 P 形 色 相貌 1 者 寧 有 - 身 

觸ー不 。答 曰 無 也。 阿 難 若 無 ，ー 名 色 1 寧 有， 觸 不、 答 曰 無 也。 阿 難 我 以， 一 是 緣, 知、 觸 由 - 名 色 一 緣， 一名 色, 有， 

觸我所 說者義 在， 一 於 此 H 難 緣 ，識 有， 名 色, 此 爲， 1 何 義， 若 不， 入， 一 母 胎, 者 有， 1 名 色, 不。 答 曰 無 也。 若 
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•I  have  said  that  decision  is  because  of  gain.  Were  there  no  gain  of  any  sort  or 
kind  whatever  by  any  one  of  anything,  then  there  would  not  be  any  appearance  of 
decision. 

« I  have  said  that  gain  is  because  of  pursuit.  Were  there  no  pursuit  of  any  sort 
or  kind  whatever  by  any  one  after  anything,  then  there  would  not  be  any  appearance  of 
gain. 

' I  have  said  that  pursuit  is  because  of  craving.  "Were  there  no  craving  of  any  sort 
or  kind  whatever  by  any  one  for  anything, ―  that  is  to  say,  the  lust  of  the  flesh,  the 
lust  of  life  eternal  and  the  lust  of  the  life  that  now  is ―  then,  there  would  not  be  any 
appearance  of  pursuit. 

' So  now  Ananda,  these  two  aspects  of  craving  from  being  dual  become  united  throu- 
gh the  sensation. 

' I  have  said  that  contact  is  the  cause  of  sensation.  Were  there  no  contact  of  any 
sort  or  kind  whatever  between  any  one  and  anything  whatever, 一  That  is  to  say,  no  re- 
action of  sight,  hearing,  smell,  taste,  touch  or  imagi:  at  ion 一  then,  there  would  not  be 
any  appearance  of  sensation. 

' I  have  said  that  name-and-form  is  the  cause  of  contact.  Those  mode  ,  features, 
characters,  exponents,  by  which  the  aggregate  called  '  name  ，  manifests  itself, 一-  i£  all 
these  were  absent,  then  there  would  not  be  any  manifestation  o£  a  corresponding  verbal 
impression  in  the  aggregate  called  (bodily)  *  form. ' 

Those  modes,  features,  characters,  exponents,  by  which  the  aggregate  called  '  form  * 
manifests  itself 一  if  all  these  were  absent,  then  there  would  not  be  any  manifestation 
of  an  impression  of  sense-reaction  in  the  aggregate  called  '  name. ， 

c  And  if  all  those  modes,  &.  c.，  of  both  kinds  were  absent,  the ひ there  would  not  be 
any  manifestaton  of  either  verbal  or  sensory  impression. 

'So  that,  if  all  those  modes,  &.  c.,  by  which  name-and-form  manifests  itself  were 
absent,  then  there  would  be  no  manifestation  of  contact. 

'I  have  saia  that  congrutio ひ is  the  caus2  of  name-and-form.  Were  cognition  not  t ひ 

descend  into  the  mother's  womb,  then  would  not  name-and-form  become  constituted 
therein. 

' Were  cognition,  after  having  descended  into  the  mother's  womb,  to  become  ex:inc な 
then  would   not  name-and-form  come  to  birth  in  this  state  of  being. 

•  Were  cognition  to  be  extirpated  from  one  yet  young,  youth  or  maidei , then 
would  not  name-and-form  attain  to  growth,  development,  expansion. 

*  Wherefore,  Aran  da,  just  that  is  the  ground,  the  basis,  the  genesis  ths  cause  of 
name-and-form,  to  wit,  congnition. 

'I  have  said  that  name-and-form  is  the  cause  of  cognition.  Were  cognition  to  gain 
no  foothola  in  name-and-form,  then  there  would  not,  in  the  coming  vears,  be  manifested 
tl  at  concatenation  of  birth,  old  age,  death  and  the  uprising  of  ill. 
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識 人， 胎 不， 出 者 有， 一 名 色, 不。 答 曰 無 也。 若 識 出， 胎 嬰 孩壤敗 名 色 得 - 增 長ネ。 答 曰 無 也。 阿 難 若 

無 ，識 者 有， 一名， 色 ー不。 答 曰 無 也。 阿 難 我 以 11是 緣 1 知、 名 色 由， 識 緣レ識 有-名 色, 我 所 ，說 者 義 ？於 此 一 

阿 難 緣 i 一名 色 1 有， 識 此 爲-何 義； 若識 不 &11 名 色 1 則 識 無 11 住 處， 若 無，, 住 處 一 寧 有-生 老病 死 憂悲苦 

惱ー不 。答 i 無 也。 阿 難 若 ，名 色 1 寧 有， 識 不。 答 曰 無 也， 阿 難 我 以， 一 此 緣 一 知、 識 由， 名 色 一 緣, 名 色 一有， 

識我所 說者義 在， 1 於 此？ 阿難 是故名 色 緣， 識 識 緣， 1 名 色； 名 色 緣， 1 六 入； 六 入 緣， 觸， 觸 緣， 受、 受 緣， 

愛、 愛 緣， 取、 取 緣， 有、 有 緣， 生、 生 緣， 一老 死； 憂 悲苦惱 大苦陰 集。 阿難 齊， 是 爲 A  、齊， 是 爲， 應、 齊， 是 爲， 

限、 齊， 是 i 說； 齊， 是 爲，； 智 觀； 齊 1 是 爲 li 衆 生？ 阿難 諸 比丘 於， 1 此 法 中 1 如 實正觀 無 漏 心 解脫、 阿 

難此 比丘 當， 名 爲， 1 慧解脫 1 如， 是解脫 比丘 如 來終亦 知、 如 來不終 亦 知、 如 來終不 終 亦 知、 如 

來非終 非 不終亦 知、 何以故 阿難 齊， 是 爲， 語 齊， 是 爲 ，應 齊， 是 爲 ，限 1 i 說 1 齊， 是 S 觀 1 

齊， 是 爲, 衆 生 1 如， 是盡知 巳 無 漏 心解脫 比丘 不知 不見 如， 是 知見。 

阿難 夫 計， 我 者 齊 1 名 我 見 1 名 色 與， 受 俱計以 爲， 我 、有， 人 言 受 非， 我 我 是 受、 或 t 受 非， 我 

我 非， 受 受 法 是 我、 或 有， 言 受 非， 我 我 非， 受 受 法 非， 我 但 愛 是 我。 阿 難 彼 見， 我 者 言 受 是 我 當 ：1 

語， 彼 言； 如 來 說 ，1ー1 1 受； 樂 受 苦受不 苦不樂 受 、當， 有 =樂 受, 時， 無， 有-苦 受 不 苦不樂 受； 有，, 苦 受 1 時 

無 ％,1樂 受不 苦不樂 受； 有， 1 不 苦不樂 受 1 時 無， 有，； 苦 受 樂 受； 所 ，！ 以 然 1 者 阿難 樂觸緣 生， 1 樂 受 一 苦 

樂觸滅 受亦滅 、阿難 苦觸緣 生， 一 苦受； 若 苦 觸滅受 亦滅、 不苦不 樂觸緣 生- 不苦不 樂受； 若 不 

苦不樂 觸滅受 亦滅、 阿難 如， 一 兩 木 相攢則 有， 火 出 1 各 置， 真 處, 則 無， 有， 火、 此 亦 如^、 因， 1 樂 觸 緣ー 
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'In  so  far  only,  Anandi,  can  one  be  born,  or  grow  old,  or  die,  or  dissolve,  or  re- 
appear, in  so  far  only  is  there  any  process  of  verbal  expression,  in  so  far  only  is  there 
any  process  of  explanation,  in  so  far  only  is  there  any  process  of  manifestation,  in  so  far 
only  is  there  any  sphere  o£  knowledge,  in  so  far  only  do  we  go  round  the  round  of  life 
up  to  our  appearance  amid  the  conditions  of  this  world. 一  in  as  far  as  this  is,  to  wit, 
name - and - form  together  with  cognition. ， 


' Now  with  declations  concerning  the  soul,  Ananda,  how  many  such  declarations  are 
there  ？  Either  the  soul  is  declared  to  have  form  and  to  be  minute,  in  the  words  ： 一  "  My 
soul  has  form  and  is  minute.  ，，  Or  the  soul  is  declared  to  have  form  and  to  be  boundless :— 
" My  soul  has  form  and  is  boundless. "  Or  the  soul  is  declared  to  be  formless  and 
minute  ：-  "  My  soul  is  formless  and  minute.  ，，  Or  the  soul  is  declared  to  be  formless  and 
boundless  ：  一  "  My  soul  is  formless  and  boundless. ，， 

And  in  each  case,  Ananda,  he  who  makes  the  declation,  makes  it  with  regard  either 
to  the  present  life,  or  to  the  next  life,  or  else  his  idea  is  ：  "  My  soul  not  being  like 
that,  I  will  refashoa  it  into  that  likeness.  ，，  That  being  so,  Ananda,  we  have  said  enough 
about  the  case  of  one  who  is  given  to  the  theories  that  the  soul  has  form  and  is  minute, 
 has  form  and  is  boundless,  and  so  on.  

" And  under  how  many  aspects,  Ananda,  is  the  soul  regarded  ？  The  soul  is  regarded 
either  as  feeling,  in  the  words  ： ―  "  My  soul  is  feeling  " ―  or  the  opposite  ： ―  "  Nay,  my 
soul  is  not  sentient  ，，；  or  again: —  "Nay,  my  soul  is  not  feeling,  nor  is  it  non-sentient  ； 
my  soul  has  feelings,  it  has  the  property  of  sentience.  "  Under  such  aspects  as  these  is 
the  soul  regarded.  . 

' Herein,  Ananda,  to  him  who  affirms  ： 一  "  My  soul  is  feeling  ，，  一  answer  should 
thus  be  made:—  "My  friend,  feeling  is  of  three  kinds.  There  is  happy  feeling,  painful 
feeling,  neutral  feeling.  Of  these  threa  feelings,  look  you,  which  do  you  consider  your 
soul  is  ？ ，, 

c  When  you  feel a  happy  feeling,  Ananda,  you  do  not  feel a  painful  feeling,  or  a 
neutral  feeling  ；  you  feel  just  a  happy  feeling.  And  when  you  feel a  painful  feeling,  you 
do  not  feel a  happy  feeling,  or  a  neutral  feeling,  but  just  a  painful  fee】ing.  And  when 
you  feel a  neutral  feeling,  you  do  not  then  feel a  happy  feeling  or  a  painful  feeling; 
you  feel  just  a  neutral  feeling. 
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故 生 11 樂 受-若 樂觸滅 受亦俱 滅、 因， 一 苦 觸 緣 1 故 生， 一 苦 受； 若 苦 觸 滅， 受 亦； 俱 滅、 因= 不 苦 不樂觸 緣 1 

生， 1 不苦 不樂受 1 若不苦 不樂觸 滅受亦 俱滅。 

阿難 此三受 有爲無 常、 從， 一因 緣 1 生 盡法滅 法、 爲， お 壤 法； 彼 非-我 有, 我 非 - 彼 有； 當ぉ， 一 正 智 1 如實 

觀，， 之， 阿 難 彼 見， 我 者 以， 受 爲， 我 彼 則 爲 ， 非、 阿 難 彼 見， 我 者 言 受 非， 我 我 是受者 當， 一語， 彼 言； 如 

來說， 一三 受 1 苦 受樂受 不苦不 樂受， 若 樂受是 我 者 樂受滅 時 則 有 三 我； 此 則爲， 過、 若 苦受是 

我 者 苦 受滅時 則 有 _1 二 我 1 此則 爲， 過、 若 不苦不 樂受是 我 者 不苦不 樂受滅 時 則 有 J 一  我； 此 

則 爲， 過， 阿 難 彼 見， 我 者 言、 受 非レ我 我 是 受、 彼 則 爲， 非。 阿 難 彼 計， 我 者 作， ー是 說 1 受 非， 我 我 非， 受 

受 法 是 si 言 一 一 切 無， 受。 汝 云 何 言 有- 受 § 是 受 法 耶。 對 曰 非， 是。 是 故 阿難 彼 計， 我 

者 言 受 非， 我 我 非， 受 受法是 我 彼 則 爲， 非。 阿 難 彼 計， 我 者 作， ー是 言 1 受 非レ我 我 非， 受 受 法 非， 我 

但愛是 我 者 當； IP 彼 言； 一 切 無， 受 云 何 有， 愛 汝 是 愛耶。 對曰非 也。 是 故 阿難 彼 計， 我 者 言 受 

非， 我 我 非， 受 受 法 非， 我 愛 是我者 彼 則 爲， 非 阿 難 齊， 是 爲， 語 i 爲， 應 齊， 是 爲 ，限 齊， 是 爲， ー演 

說 1 齊， 是 爲， 一智 觀， 齊， 是 爲 - 衆 生； 阿難 諸 比丘 於， ー此 法 中 1 如 實正觀 於 &| 漏 心-解 脫、 阿難 此 比丘 

赏， - 名 爲=慧 解脫； 如， 是解脫 心 比丘 有 我 亦 知 無我 亦 知 有 我 無我 亦 知 非 有 我 非 無我 亦 知， 

何以故 阿難 齊， 是 爲， 語 齊， 是 爲 ，限 齊， 是 爲 ，應 齊， 是 爲 - 演 說 1 齊， 是 爲， 一 智 觀 一 齊， 是 爲， 一 衆 生； 如 & 盡 

知 巳 無 漏 心 解 脫、 比 丘 不， 知 不レ見 如， 是 知 見 語， 一 阿 難 一 彼 計， 我 者齊巳 爲， 定 彼 計 レ我者 或 言 

少 色 是 我、 或 言 多色 是 我、 或 言 少 無 色 是 我、 或 言 多 無色 是 我、 阿 難 彼 言， 1 少 色是我 者、 定 少 
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' Moreover,  Ananda,  happy  feeling  is  impermanent,  a  product,  the  result  of  a  cause, 
liable  to  perish,  to  pass  away,  to  become  extinct,  to  cease.  So  too  is  painful  feeling.  So 
too  is  neutral  feeling.  If  when  experiencing  a  happy  feeling  one  thinks  ： ―  "  This  is  my 
soul, ，， 一 when  that  same  happy  feeling  cease、  one  will  also  think  ： ―  "  My  soul  has 
departed.  "  So  too  when  the  feeling  is  painfull,  or  neutral.  Thus  he  who  says  ： ―  "My 
soul  is  feeling,  ，，一  regards,  as  his  soul,  something  which,  in  this  present  life,  is  imper- 
manent", is  blended  of  happiness  and  pain,  and  is  liable  to  begin  and  to  end. 

' Wherefore,  Ananda,  it  follows  that  this  aspect  ： ―  "My  scul  is  feeling  " ―  does 
not  commend  itself. 

' Herein  again,  Ananda,  to  him  who  affirms  ： -—  "  Nay,  my  soul  is  not  feeling,  my 
soul  is  not  sentient," ―  answer  should  thus  be  made  ： ―  "My  mend,  where  there  is  no 
feeling"  of  anytmng,  can  you  there  say  ： ―  '  I  am  ，？， ，  ，    « I  cannot,  lord. ， 

' Wherefore,  Ananda,  it  follows  that  this  aspect  ： ―  "  Nay,  my  soul  is  not  feeling, 
my  soul  is  not  sentient,  " ―  does  not  command  itself. 

1  Herein  again,  Ananda,  to  him  who  affirms  ： ―  "  Nay,  my  soul  is  not  feeling,  nor  is 
it  non— sentient  ；  my  soul  has  feeling,  it  has  the  property  of  sentience,  " ―  answer  should 
thus  be  made  ： ―  "  My  friend,  were  feeling  of  every  sort  or  kind  to  cease  absolutely, 
then  there  being,  owing  to  the  cessation  thereof,  no  feeling  whatever,  could  one  then 
say  ： ―  '  I  myself  am  ，？"    '  No,  lord,  one  could  not. ， 

' Wherefore,  Ananda,  it  follows,  that  this  aspect  ： 一  "  Nay,  my  soul  is  not  feeling, 
nor  is  it  non-sentient  ；  my  soul  has  feelings,  it  has  the  property  of  sentience, " -—  does 
not  commend  itself. 

' Now  when  a  brother,  Ananda,  does  not  regard  soul  under  these  aspects, ―  then  he 
thus  refraining  from  such  views,  grasps  at  nothiug  whatever  in  the  world  ；  and  not  grasp- 
ing he  trembles  not  ；  and  trembling  not,  he  by  himself  attains  to  perfect  peace.  And 
he  knows  that  birth  is  at  an  end,  that  the  higher  life  has  been  fulflled,  that  what  had 
to  be  done  had  been  accomplished,  and  that  after  this  present  world  there  is  no  beyond  ！ 

'And  of  such  a  brother,  Ananda,  whosa  heart  is  thus  set  free,  if  any  one  should 
say  ： ―  "His  creed  is  that  an  Arahant  goes  on  after  death  " ―   that  were  absurd.  Or: 

" His  creed  is  that  an  Arahant  does  not  go  on  does,  and  yet  does  not,  go  on  

neither  goes  on  nor  goes  not  on  after  death  " ―  all  that  were  absurd.  Why  is  that  ？  Be- 
cause, Ananda,  whatever  vsrbal  expression  th^ra  is  and  whatever  system  of  verba]  expres- 
sion, whatever  explanation  there  may  be,  and  whatever  system  of  explanation,  whatever 
communi:ation  is  possible  and  whatever  system  of  communication,  whatever  knowledge 
there  is  and  whatever  sphere  of  knowledge,  whatever  round  of  life  and  how  far  the 
round  is  traversed,—  by  mastery  over  all  this  that  brother  is  set  free.  But  to  say,  of  a 
brother  who  has  been  so  set  free  by  insight  ： 一  "He  knows  not,  h-3  sees  not" ―  that 
were  absurd!' 
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色 是、 我 我 所 見， 是 餘 者 爲， 非、 多 色是我 者、 定 多色 是 我我 所 見 .是 餘 者 爲， 非 、少 無 色 是我者 

定少 無色 是 我我 所見 是餘 者爲， 非、 多 無色 是我 者定多 無色 是 我我 所 兑是餘 者爲， 非。 

佛 吿 ，1 阿 難 1 七 識住ニ 入 處諸有 沙門 婆羅門 言 此 處安隱 爲， 救 爲& 爲， 舍 爲， 燈 爲， 明 i  0 

不虛妄 1 爲， ー不 煩惱？ 

云 何 爲， 七， 或 有， 一 衆 生 一若 干 種 身 若干 種 想、 天 及 人、 此 是初識 住處， 諸 沙門 婆羅門 言、 此處 安 

隱、 爲， 救 爲 レ護 爲， 舍 爲， 燈 爲， 明 爲， 歸、 爲 n 不 虛 妄； 爲， 1 不 煩 惱雨難 若 比丘 知-初 識 住 1 知， 集 知， 滅 知， 

* 知， 過 知 n 出 要； 如 實 知者、 阿難 彼 比丘 言 彼 非， 我 我 非， 彼、 如 實 知 見、 或 有-衆 生, 若 干 種身而 

1 想、 梵光昔 天 是或有 1ー 衆生 二 身 若干 種 想、 光 音 天是、 或 有， 1 衆生 二 身 一 想 遍淨天 是或有 1ー 

0 生 1 住 &i 處； 或 有鼽 ま 住 ，1 識 處； 或 有 11 衆 生 1 住 11 不 用 處； 是 爲 n 七 識 住 處； 或 有 n 沙 門婆羅 門 1 言 此 

處安隱 爲， 救 爲， 護 爲， 舍 爲， 燈 爲， 明 爲 JS  、爲 - 不 虛 妄 1 爲 ！1 不 煩 惱两難 若 比丘 知， 1 七 識 住 1 知， 集 知， 

滅 知^ 知， 過 知-出 要 1 如 實 知 見、 彼 比 丘 言 彼 非， 我我 非， 彼如實 知見 是 爲， 一七 識 住？ 

云 何 二 入 處、 無 想 入、 非 想 非 無 想 入 是、 爲 11 阿 難此ニ 入處； 或 有， 一沙 門 婆羅門 1 言 此處安 隱爲， 

救 爲， 護 爲， 舍 爲， 燈 爲， 明 爲， 歸、 爲 n 不 虛 妄 1 爲 - 不 煩惱； 阿難 若 比丘 知 三 入 處 1 知， 集 知， 滅 知， 味 知， 

過 知， 1 出 要 1 如 實 知見、 彼 比丘 言 彼 非， 我 我 非， 彼、 如 實 知 見、 是 爲，, 一 一 入？ 

阿 難、 復 有 X 解脫； 云 何 八、 色 觀， 色、 初 解 脫、 內 色 想 觀ー 1 外 色 一二 解 脫， 淨 解脫、 三 解 脫、 度；, 色 想ー滅 一一 

有 對 想, 不， 念, 雜 處 1 四 解 脫， 度き 處 1 住， ー識 處 1 五 解 脫、 度 ：ー識 處 1 住， 不 用 處, 六 解 脫. 度 =不 用 


333 


« There  are  seven  resting-place  for  Cognition,  Ananda,  and  two  Spheres.  "Which  are 
the  seven  ？ 

(1) 4  There  are  beings  differing  in  body  and  differing  in  intelligence,  for  instance, 
human  being  and  certain  of  the  gods  and  some  of  those  in  purgatory.  (2)  « There  are 
being  differing  in  body  but  of  uniform  intelligence,  for  instance,  the  gods  of  the  Brahma- 
heaven  who  are  there  reborn  by  means  of  the  First (Jhana\  (3)  'The:e  are  being  uni- 
form in  body  and  differing  in  intelligence,  for  instance,  the  Luminous  Gods.  ( 4、  There  are 
beings  uniform  in  body  and  of  uniform  intelligence  for  instance,  the  A!l-Lustrous  Gods* 
に o)  '  There  are  being  who,  by  having  passed  wholly  beyond  all  consciousness  of  sense- 
reaction,  by  having  turned  the  attention  away  from  any  consciousness  of  the  manifold 
and  become  conscious  only  of  "  space  as  infinite,  ，，  are  dwellers  in  tha  realm  of  infinite 
space.  (6)  '  There  are  beings  who,  by  having  passed  wholly  beyond  the  realm  oi  infinite 
space,  and  become  conscious  only  of  " cognition  as  infinite,"  are  dwellers  in  the  realm 
of  infinite  cognition.  (7)  '  There  are  being  who,  by  having  passed  wholly  beyond 
the  realm  of  infinite  congnition,  and  become  conscious  only  that  "  there  is  nothing  what- 
ever, " are  dwellers  in  the  realm  of  nothingness. (1) ' The  Sphere  of  bein?  without 
consciousness.  (2)  '  Next  to  that,  the  Sphere  of  beings  who  neither  have  consciousness- 
nor  yet  have  it  not. 

' Now  there,  Ananda  in  that  first  resting-  place  for  Cognition,  of  differing  bo- 
dies and  differing  intelligence,  to  wit,  human  beings  and  certain  of  the  gods  and  cer- 
tain of  those  in  purgatory  think  you  that  he  who  both  knows  what  that  state  is^ 

and  how  it  comes  to  be,  and  how  it  passes  away,  knows  too  the  pleasures  of  it,  and 

the  miseries  ot it,  and  the  way  of  escape  from  it,  think  you  that  it  were  fitting  for 

such  an  one  to  take  delight  in  it  ?  '    '  Nay,  lord. ， 

*  And  in  those  other  six  resting-places  for  Gongnition,  and  in  those  two  Spheres,  

think  you  that  he  who  both  knows  them  for  what  they  are,  how  they  come  to  be,  and 
how  they  pass  away,  knows  too  the  pleasures  of  them,  and  ths  miseries  of  them,  and  the- 
way  of  escape  from  them,  think  you  that  it  were  fitting  for  such  an  one  to  take- 
delight  in  them  ？  ，    '  Nay  lord. ' 

'But,  Anan'la,  when  once  a  brother  has  understood  as  they  really  are  the  coming  to 
be  and  the  passing  away,  the  pleasures  and  the  miseries  of,  and  the  way  of  escape  from, 
these  seven  resting-places  for  Cognition,  and  these  two  Spheres,  that  brother,  by  being 
Purged  of  grasping,  becomes  free.  And  then,  Ananda,  he  is  called  Freed-by-Reason. ，  

' Now  these,  Ananda,  are  the  eight  stages  of  Deliverance.  Which  are  they  ？ 

(1)  ' Having  one's  self  external  form,  one  sees  (these)  form.  This  is  the  first  stage. 

(2)  '  Unaware  of  one's  own  external  form,  one  sees  forms  external  to  one's  self*. 
This  is  seccond  stage. 

(3〕    ' "  Lovely  ！  "  W  th  th's  thought  one  becomes  intent.    This  is  the  third  stage に 
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むしせ 佛歸を 夫' 妻 


處 1 住； 1 有 想 無想 處-七 解 脫滅盡 定八解 脫， 阿難 諸 比丘 於 ：1 此八 解脫- 逆順 遊行 入 出 自在 如レ 

是、 比丘 得- 俱解脫 一 

****** 

"1 時佛 住， 一 舍衞 國祇樹 給孤獨 園； 時 舍衞國 中 婆肆吒 婆羅門 女 信 n 佛法僧 - 歸 レ佛歸 レ法歸 11 比 

丘 僧； 於， ー佛 法 僧- 已 離-狐 疑； き 苦 習 盡 道 一 亦 離，. 疑 惑； 見 諦得果 得-無 間 慧； 其 夫 是婆羅 豆 婆 遮 

種 姓 婆羅門 每 至 n 左 右 所爲作 時 一有， 一 小 得 失； 卽 稱 11 南 無 佛 IF 如 來所住 方 面； 隨レ方 合 掌 三 說 1ー 

是言； 南無 多 陀阿伽 度 阿羅 呵三藐 三 佛陀身 純金 色圓光 一 尋方身 圓滿、 如 1ー 尼 拘律樹 ： 善 

說 妙法 牟尼之 尊 仙人 上 首是我 大師。 

時 夫 婆羅門 聞ン 之、 瞋 恚 不， 喜 &其 婦 1 言 爲 - 鬼 著 1 耶、 無 ％=此 義 1 捨 - 諸 三 明大 德 婆羅門 1 而 稱 - 歎 

彼 禿 頭 沙門； 黑闇之 分 世 所 レ不， 稱、 我 今 當 fe 共 1ー 汝 大 師 - 論 議 足 1知1ー 勝 如 (婦 語 レ夫 言、 不レ異 諸 天 

魔梵 沙門 婆羅門 諸祌 世人 能 共 ,1 世 尊 如來應 等正覺 金色 之 身、 圓光 一 尋如 y 尼 拘律樹 to 

滿之 身、 言 說 微妙 仙人 上 首、 我 之 大師 一共 論議 者 M 今 婆羅門 且往、 g 可 ^^之. 時 婆羅門 卽 

權ー1詣 佛 所； 面 相 問 訊 慰 勞巳返 坐， 二 面 1 而 15 言， 

爲， 殺，, 於 何等； 而得， 1 安隱 眠； 爲 ， 殺 n 於 何等；  <ま心 得， 1 無 憂； 爲ま 1 於 何等； 

瞿曇所 = 稱 歎； 

爾 時世 尊 知 - 婆羅門 心 之 所 念 1 而說 fef、 
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(4)  '  Passing  wholly  beyond  perception  of  form,  all  perception  of  sense  reaction  dy- 
ing away,  heedless  of  all  perceptions  of  the  manifold,  conscious  of  space  as  infinite,  one 
enters  into  and  abides  in  the  sphere  o£  space  regarded  as  infinite.  This  is  the  fouth  stage. 

(5)  '  Passing  wholly  beyond  the  sphere  of  spa:e  regarded  as  infinite,  conscious  of 
reason  as  infinite,  on2  enters  into  and  abides  in  the  sphere  of  cognition  regarded  as  infi- 
nite.   This  is  the  fifth  stage. 

(6)  '  Passing  wholly  beyond  the  sphere  of  reason  regarded  as  infinite,  conscious  of 
there  being  nothing  whatever,  one  enters  into  and  abides  in  the  sphere  of  nothingness. 
This  is  the  sixth  stage. 

(7)  « Passing  wholly  beyond  the  sphere  of  nothingness,  one  enters  into  and  abides 
in  the  sphere  of  "  neither-consciousness-nor-unconsciousness.    '  This  is  the  seventh  stage. 

(8)  '  Passing  wholly  beyond  the  sphere  of  "  ne ither-ideat ion-no r-non-ideat ion.  "  one 
enters  into  and  abides  in  a  state  of  suspended  perception  and  feeling.  This  is  the  eighth 
stage.  '  These,  Ananda,  are  the  eight  stages  of  Deliverance. 

« Now  when  once  a  brother,  Ananda,  has  mastered  these  eight  stages  of  Deliverance 
in  order,  and  has  also  mastered  them  in  reverse  order,  and  again,  in  both  orders  conse- 
cutively, so  that  he  is  ab】e  to  lose  himself  in,  as  well  as  to  emerge  from,  any  one  of 
tham,  whenever  he  chooses,  wherever  ha  chooses,  and  for  as  long  as  he  chooses ―  when 
too,  by  rooting  out  the  Taints,  he  enters  into  and.  abides  in  that  emancipation  of  heart, 
that  emancipation  of  the  intelhct  which  he  by  himself,  here  in  this  present  world,  has 

come  to  know  and  realize  then  such  a  brgther,  Ananda,  is  caLed  "  Free-in-both-way  s. ，， 

And  Ananda,  any  other  Freedom-in-both-ways  mgher  and  loftier  than  this  Freedom-in 
both -ways  there  is  not  ！ ， 

― Dialogues  of  the  Buddha  II  p.  p.  50  ―  70. 
(0 雑 河 舍卷四 二 (辰 四 *44) 同 本 巴 利 雑 阿 含 VII.1.1.  (vol.  I.  p.  160-1) 

丄, he  Exaltea  one  was  once  staving  near  Rajas;aha,  in  tha  Bamboo  Grove,  at  the 
Squirrels'  Feeding-ground  Vihara.  Now  at  that  tima  a  Dhanafij  mi  Erahmani,  the  wife  of 
a  certain  brahman  of  the  Bhlradvaja  family,  was  a  fervent  bsliever  in  the  Buddha,  the 
Norm,  and  ths  Order.  And  she,  while  serving  the  Bharadvlja  with  his  dinner,  cams  be- 
fore him  arid  gave  vent  to  the  triple  inspired  utterance  ；  Glory  to  ths  Exalted  One  Ara- 
hant  Buddha  Suphme  ！    Glory  to  the  Norm  ！  Glory  to  the  Order  ！ 

And  while  she  had  so  said  the  Bharadvaja  brahmin  exclaimsd  ：  « There  now  ！  at  any 
and  every  opportunity  must  the  wretch  be  spsaking  the  praises  of  that  shaving  friar  ！ 
Now,  wretch,  will I  give  that  teacher  of  thine  a  peace  of  my  mind  ！ ， 

'O  brahmin,  I  know  of  no  one  throughout  the  world  of  gods,  Maras  or  Brahmas, 
recluses  or  brahmins,  no  one  human  or  divine,  who  could  so  admonish  that  Exalted  O ひ ら 
Arahant,  Buddhx  supreme    Nevertheless,  go  thou,  brahmin,  and  th^n  thou  wilt  know. ， 

Then  the  Bhlradvaja,  vexed  and  displeased,  went  to  find  the  Exalted  One;  and  com- 
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殺， i 於瞋恨 者； 而得， 1 安隱 眠： 殺 1ー 於 瞋恚- 者、 而 心得 ：, 無 憂； R 恚爲 n 毒 本； 

能 害， 1 甘 種子； 能 害 11 於 彼 1 者、 賢 所 ，1 稱， 歡； 若 能 害， 彼 者、 其 心得 n 無 憂； 

時 婆 羅豆婆 遮 婆羅門， 佛所說 示敎照 喜 次弟說 法、 謂說， 施 說レ戒 說 n 生 天 法； 說 3 欲 味著爲 n 

M 患 煩 惱； 淸 淨出耍 遠 離隨順 福利 淸淨 分別 廣 說； 譬 如-一 淸 淨白氍 易， 爲-染 色 一如， 是 婆 羅 豆 

婆 遮 婆羅門 卽 於 1 上； 於 =四 m 諦； 得 - 無 閽 等； 所レ謂 苦 集滅道 是、 婆 羅 門 ^法 得レ法 知レ法 人レ 法、 

S 疑 惑 一 不， 由： 一 他 度； 於， 一 正 法 律 一 得 - 無 所 畏； 卽 從， 座 起 偏 露 - 右 肩-合 掌 白 レ佛、 已 度 世 尊 已度善 

逝、 我 今 歸， 佛 歸， 法 歸.. 1 比 丘 僧； 已 盡 1ー 其 壽 命！ 爲11 優 婆 塞 IP 知 我^  0  0 豆 婆 遮 婆羅門 聞 11 佛 所 

說 1 歡 喜 隨 喜、 作^ 而 去 還- 歸 自 家？ 其 婦優 婆夷遙 見 11 夫 來： 見 巳 白 言 巳 與 11 如 來應等 正覺純 

金色 身圓光 一 尋如尼 拘律樹 圓満之 身 妙 說之上 仙人 之 首 大牟尼 尊爲我 大師-共 論議 

耶。 其 夫 答 言、 我 未％ 見， 諸 天魔 梵 沙門 婆羅門 諸 神 世人 有， 能 興， 一如 來應等 正覺眞 金色 身 

圓光 一 尋如尼 拘律樹 圓滿之 身、 妙說之 上、 諸 仙 之 首 牟尼之 尊汝之 大師 - 共 論議" 也、 汝今 

與， 我 作-好 法 衣； 我 持 至 11 世 尊 所 一 出 家 學 道、 時 婦 悉 以 1 ー鮮 潔 白 氍入ヌ 作 11 法 衣； 時 婆羅門 持お 往 11 

詣 世 尊 所； 稽 首 鱧 足 返 住 -I 1 面 1 白 言、 世 尊 我 今 可, 得 T 於 = 世 尊 法 中 1 出 家學道 修 * 梵 行. -不。 佛 吿 11 

婆 羅 門； 汝 今 可， 得， 於 n 此 法 律 1 出 家學道 修 *諸 梵 行： 卽 出家 巳獨靜 思 fe 所， 以 善 男子 剃 n 除 鬚 

髮 1 著， ー袈 裟 衣 1 出 家 學 道； 乃 至 得 n 阿 羅 漢 1 心 善 解 脫。 
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ing  into  his  presen:e,  exchang:d  with  him  greetings  and  compliments,  friendly  and  cour- 
teous, and  sat  down  at  o:ie  sidi.  So  Seated,  hi  addressed  the  Exalted  One  in  averse: — 
What  must  we  slay  if  we  would  happy  live  ？ 
What  mu  t  we  slay  if  we  could  weep  no  more  ？ 
What  is't  above  all  other  things,  whereof 
The  slaughter  thou  approvest,  Gorama  ？ 
The  Exalted  One  ： —  Wrath  must  ye  s  ay,  if  ye  would  happy  live, 

Wrath  must  ye  slay,  if  ye  would  weep  no  more. 
Of  anger,  brahmin,  \vi  h  its  poisoned  source 
And  fev.red  climax,  murderourly  sweet, 
That  is  ths  slaughter  by  the  Aryans  praised  ； 
That  must  ye  slay  in  sooth,  to  weep  no  more. 
When  the  Exalted  One  had  thus  spok:n,  the  Bh  radvaja  brahmin  said  to  him  ：  c  Most 
excellent,  lord,  most  excellent  ！    Just  as  if  a  man  were  to  set  up  that  which  had  been 
thrown  down,  or  were  to  i-ev:al  that  which  was  hidden  away,  or  were  to  point  cut  the 
right  road  to  him   who  had  gone  astray,    or  were  to  bring  a lamp  into  the  darkness  so 
that  those  who  had  eyes  should  see  external  objects  ―  even  so,  lord,  has  the  lord  Gotama 
shown  me  this  doctrine   in  various  ways,    I  even  I,  lord  betake  myself  to  the  Exalted 
One  as  my  refuge,  to  the  Norm,  and  to  the  Order.    I  would  leave  the  world  und=r  the 
Rule  of  Gotama.  ；  I  would  take  orders. ， 

So  th:  Bh  r.idvaja  brahmin  left  the  world  under  the  Exalted  One,  and  was  ordained. 
And  not  lon^  after  his  ordination  the  venerable  Bhriradvaja,  remaining  alone  and  separate, 
earnest,  ardent  and  strenuous,  attained  ere  long  to  that  supreme  goal  of  th^  higher  life, 
for  the  sake  of  which  the  clansmen  rightly  go  forth  from  home  into  the  homeless  ；  yea, 
that  supreme  goal  did  he  by  himself,  even  in  this  present  life,  come  to  understand  and 
realize.  He  came  to  understand  that  rebirth  was  destroyed,  that  the  holy  life  was  lived, 
that  his  task  was  done,  that  for  life  as  we  conceive  it  ther^  was  no  hereafter. 
And  that  Bharadvaja  became  one  of  the  Arahants. 

― The  Book  o£  the  Kindred  Sayings  I.  p.p. 199  201. 
巴 利 雑 阿 含 I-  I- 5  (Vol.  I.  p.  3) 雑 阿 合 卷三六 （辰 四 *4) 
How  many  should  he  cut  ？  How  many  leave  ？ 
How  many  should  he  further  cultivate  ？ 
How  many  ties  transcending  can  he  win 
The  name  of  Brother  '  W ho-lias-crossed-t he  Flood  ，  ？ 
' Tis  Five  that  he  should  cut,  Five  should  he  leave, 
And  Fiv2  that  hs  should  further  cul lvale. 
Five  ties  transcending,  his  it  is  to  win 
The  name  of  Brother  '  Who-has-crossed-the  Flood  ， . 

一 Ihe  Book  of  Kindred  Sayings  I,  p.  5. 
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都の 法 二  部の 法一 經上十 


1 時 佛、 ま鸯 伽 國； 與 - 大 比丘 衆 千 二百 五十 人 1 倶、 詣， ー瞻 婆 城 一 止 宿， 一 伽 々 池 側； 以， 干 五 曰月滿 

時； 世 尊 在 ぁ5 地 1 坐、 大衆 圍繞 寛夜說 法， 吿 ，1 舍利 弗； 今 者 四方 諸 比丘 集 皆 各 精勤 捐.. 1 除眠睡 1 

欲， 聞 n 說 法^ 患」 背 痛 1 欲； 一 少 止 息； 卿 今 可， 爲， i 諸 比 丘 1 說 法： 時 舍利弗 受； 1 佛 敎 1 巳、 爾 時世 尊卽 四， 1 

牒 僧伽 梨 M, 右 脅 一 臥 如， ー師 子 ー累， 足 而 臥、 爾 時 耆年舍 利 弗 吿， 一 諸 比 丘 1 今 我說法 上中下 言 皆 

悉 眞 正義 * 具足 梵行淸 淨、 汝 等 諦聽善 思 - 念 之； 當 ，1 爲レ汝 說； 時 諸 比丘 受， 敎 而 聽、 舍 利 弗 吿 - 

0 比 丘 一有， 干 上 法 1 除， 1 衆 結 縳 一得， 至 ，1 泥 洹 1 盡 - 於 苦 際-又 能 具 11 足 五 百 五十 法 1 今 當 11 分 別 1 汝 等 善 

聽諸 比丘 有； 二 成 法 一 修法 一 覺法 一 滅法 一 返 法 一 增法 一 難解 法 一 生 法 一 知 法. 一 證 

法 一 云 何 一 成 法、 謂 於 = 諸 善 法 1 能不 ，1 放逸？ 云 何 一 修法 謂常自 念， 身。 云 何 一 覺法謂 有 漏觸。 云 

何 一 滅法 謂是 我慢。 云 何 一 返 法 謂不惡 露觀。 云 何 一 增法謂 惡露觀 。云 何 一 難解 法 謂 無 

間定。 云 何 一 生 法 謂 有 漏 解脫。 云 何 一 知 法 謂 諸 衆生 皆 仰 食存。 云 何 一 證法謂 無碍 心 解 

有，  一二 成 法 二 修法 二 覺法ニ 滅法 二 返 法 二 增法ニ 難解 法 二 生 法 二 知 法ニ證 法 一 云 何 一 一 

成 法 謂 知 ，慙 知， 愧。 云 何 二 修法 謂 止 與 fe  。云 何 二 覺法謂 名 與， 色。 云 何 二 滅法 謂 無 明 愛。 云 

何 二 返 法 謂 毀戒破 見。 云 何 二 增法戒 具 見 具。 云 何 二 難解 法 有 レ因有 X 緣 0 生 生^ 有 有い 

緣 衆生 得， 淨。 云 何 二 生 法 盡智無 生 智。 云 何 二 知 法 謂 是 處 非 處。 云 何 二 證法謂 明 與 1-,解 脫？ 

又 有 J 二 成 法 三 K 法 三 覺法三 滅法 三 退 法 三 增法三 難解 法 三 生 法 三 知 法 三 證法ー 云 何 
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( l ) 以下 seo 莨 ま で、 長 阿 含 第 八 (昃九 .44 - 47) 

以下 361 頁まで、 巴 利 長 阿 含 三十 四經、 Dasuttara  Sutta  (vol.  III.  p.  p.  272-292)。 
或 時世 尊は膽 波の 伽々 羅 池畔に、 約 五 百の 比丘 衆ミ 共に 滞在して ね 給 ふた。 其 時 長老 舍 
利 弗 は、 「友よ、 比丘 等よ」 さ 呼 ひ' かけて、 次の 樣 【こ 語リ 出した。 

私 は 涅槃ら 導 さ 苦惱の 終^な し、 貔 ての 繼縛^ 解かしむ る 十 上 法ぁ說 くで あ らう。 
友よ 兹 (：、 多 く の 助 (： なる一 法、 修めれば な らぬ 一法、 分別 して 知 られ (てな らぬ一 法、 
拾 てれ は' な らぬ 一法、 返墮 分の一 法、 ％上 分の 一法、 難解の 一法、 生ぜね は' ならぬ 一法、 
知られ は' な らぬ 一法、 赏 ^せれ は' ならぬ一 法が ある 0 多 く の 助け (二なる 一法 さは 何で ある 
力、 o 善 法に 於て 放逸たら ざる こさで あ; S0 修めね は' な らぬ 一法 さは 何で ある 力、 0 正しく^ 
^觀 す' る こミ である 0 分別して 知られ は' な らぬ 一法 ミは 何で ある 力、 0 有 漏 有 取 着の 觸 であ 
る o 拾 てれ は' な らぬ 一法 さは 何で あるか 0 我慢で ある。 返墮 分の一 法 さは 何で あるか 0 正 
L からざる 思惟で ある。 ^上 分の 一法 ミは 何で ある カ^ 正しき 思惟 丁め る o 難解の 一法 s 
は 何で ある 力 'o 無 間斷の 心の 定 である。 生ぜし めねば ならぬ 一法 さは 何で ある 力 >0 不動の 
智 である o 知られば ならぬ一 法ミは 何で ある 力、 0 總、 ての 衆生 は 食に 依って 住する こさで あ 
る。 實現ぜ ねばな らゎ一 法ミは 何で ある 力、 0 不動の 心解脫 である 0 以上の 十 法、 實に して 

眞、 如 【： して 不虛不 妄の十 法 は 正しく 如来に 依って 證られ たので ある。 

兹 (： 又 多 く の 助けになる 二 法、 修めれば 'な らぬニ 法、 分別して 知られ は' ならぬ 二 法、 捡 
てね は' な らぬニ 法、 返墮 分の 二 法、 ^上 分の 二 法、 難解の 二 法、 生ぜし めれば な らぬニ 法、 
知られば ならぬ 二 法、 K 現ぜれば な らぬニ 法が ある o 多 く の 助けに な る 二 法 ミは正 念 さ 正 

心で ある。 修めれ は 'な らぬニ 法 さは 止 S 觀で あ； S0 分別して 知らねば ならぬ 二 法 さは 名ミ 
色で ある o 拾て ね は' ならぬ 二 法 S は 無 叨ミ有 愛で ある 0 退墮 分の 二 法 さは 罵詈 ミ惡 友で あ 
る o 墦上 分の 二 法^: は 溫言ミ 善 友で ある。 難解の 二 法ミは 何で あるか 0 衆生 ふ 汚し 又は 淨 
むる 因さ綠 である o 生ゼ' しめねば-ならぬ 二 法 さは 滅智ミ 不生智 である o 知らねば ならぬ 二 
法 S は 有 爲界ミ 無爲界 である o 實 現ぜねば ならぬ 二 法 ミは叨 s 解脫 である 0   

茲に又 多 く の 助けに な ろ 三 法、 修めれば ならぬ 三 法、 分別 して 知られば な らぬ三 法、 拾 
てれ は' な らぬ三 法、 返墮 分の 三 法、 ^上 分の 三 法、 難解の 三 法、 生ゼ' しめれ は * ならぬ 三 法 

知られ ばな らぬミ 法、 實 ^せれ (てな ら ぬ 三 法が もる 0 多くの 助けになる 三 法ミは 善人 ミ交 
はる 事、 正 法の 聽聞、 法に 契 ふ 行跡で ある 0 修めれば な らぬ三 法 ミは三 三昧、 卽ち 有覺有 
觀の 三昧、 無 覺唯觀 の 三昧、 無^ 無觀の 三味で ある 0 分別 して 知られ は' な らぬ三 法 さは 三 

^卽 ち^ 受、 苦受、 不苦 不樂受 である 0 拾 てれば な らぬ三 法 s は 三 愛、 0[1 ち 欲 愛、 有 愛、 

殊勝 有 愛で わる。 返 噔ク》 の 三 法 さは 三 不善 根、 卽ち 貪、 瞋、 痴 である。 ^上 分の 三 法ミは 
三莕 极、 即ち 不貧、 不艉、 不痴 である。 難解の 三 法 ミは三 出 離界、 卽ち 愛欲の 出 離た る 遠 

離、 ^の 出 離た る 無色 界に 昇る こさ、 總 ての 存在 有爲鈸 起の 滅 たる 出 離で ある o 生ぜし め 
ねは 'ならぬ 三 法 ミは三 智卽ち 過去に 對 する 智、 未 來に對 する 智、 現在に 對 する智 である o 
知 ら ねばな ら ぬ 三 法 之 は 三界 卽 ち 欲界、 色界、 無色 界 であ る 0 赏 現ぜれば な ら わ 三 法 さ は 

-明卽 ち 宿命 智明、 衆生 死生 智明、 漏篛智 明で ある 0  
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都の 法 四  部の S 三 


三 成 法 1 老親 11 近 善 友 1 二 者 耳 聞 n 法 昔 1 三者 法 法 成就， 云 何 三 修法 謂 三 三昧^ 三昧 無 相 

三 ^ 無 作 三 昧。 云 何 三覺法 謂 三受 苦 受 樂受不 苦不樂 受。 云 何 三 滅法 謂 三 愛欲 愛 有 愛 

無 有 愛。 云 何 三 返 法 謂 三 不善 根 貪 不善 根恚 不善 根癡 不善 根。 云 何 三 增法謂 三 善根 無 

貪 善根 無恚 善根 無癡善 根。 云 何 三 難解 法 謂 三 難解 賢聖 難解 聞 法難 解如來 難解。 云 何 

三 生 法 謂 三相 息.^ 相 精進 相捨離 相。 云 何 三 知 法 謂 三 出耍界 欲出耍 至 - 色 界 一色 界 出 耍 

至， 一 無色 界, 捨， 一 離 一 切 諸 有爲法 一 彼 名爲， 盡。 云 何 三 證法謂 三 明 宿命 智 天眼 智漏 盡智。 諸 比 

丘是 爲，」 二十 法 1 如實無 虛如來 知己 平等 說法。 

復 有， 一四 成 法 四 修法 四 覺法四 滅法 四 返 法 四 堦法四 難解 法 四 生 法 四 知 法四證 法 一 云 何 

四 成 法 謂 四 輪 法 一 者 住 - 中國 三者 近， 一 善 友 1 三者 自謹愼 四 者宿植 11 善 本 一 云 何 四 修法 謂 四 

念處 比丘 內身身 觀精勸 不 憶 念 不， 忘 捨 1 一世 貪 憂； 外 身 身 觀精勸 不>懈 憶 念 不レ忘 捨 - 世 貪 

憂； 內 外 身 身 觀精勸 不 fc 憶 念 不， 忘 捨， 一世 貪 憂 ー受意 法 觀亦復 如， 是。 云 何 四覺法 謂 四食搏 

食觸食 念食識 食、 • 云 何 四 滅法 謂 四 受欲受 我 受戒 受見受 。云 何 四 返 法 謂 四扼欲 扼有扼 

m 扼 無明 扼。 云 何 四 增法謂 四無扼 無欲 扼無 有扼無 見扼無 無明 扼。 云 何 四 難解 法 謂 有 - 

四 聖 諦ー苦 集盡道 諦。 云 何 四 生 法 謂 四 智法智 未知 智等智 知 他心 智、 云 何 四 知 法 謂四辨 

才法 辯義辯 辭辯應 辯。 云 何 四 證法謂 四 沙門 果須 陀洹 果斯陀 合界阿 那合果 阿羅漢 果。 

復有， 一 五成 法 五 修法 五 覺法五 滅法 五 退 法 五 增法五 難解 法 五生 法 五知 法 五 證法ー 云 何 
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茲に又 多 く の 助け (こな る 四 法、 修めれ は' な らゎ四 法、 分別 して 知られば な らぬ四 法、 捨 

、てれ は' な らぬ四 法、 返墮 分の 四 法、 增上 分の 四 法、 1€ 解の 四 法、 生ぜし めれ は' な らぬ四 法、 

知られ は' な らぬ四 法、 赏 現ぜれば ならぬ 四 法が ある o 多 く の 助けに な る 四 法 S は 四 綸卽ち 
適當な 土地に 住する ： ど、 善人 (： 親近す る こ 2、 自己の 正し-き 願、 前生の 善根で ある O 修 

めれ は' ならぬ 四 法 S は 四 念處卽 ち、 比丘が 熱心 I こ 正 心 正 念に 為な 觀し、 受^ 觀じ、 心 謹 
じ、 法^ 觀す' る ： S である。 分別して 知られば ならぬ 四 法 さは、 四食卽 ち臝钿 の團 食、 第 
二が 觸食、 笫 三が 思 食、 第 四が 識 食で ある。 拾 てれ は' な らぬ四 法 ミは四 暴 流 卽ち欲 1- 流、 

有 暴^、 見 暴 流、 無叨暴 流で ある o 返墮 分の 四 法 さは 四 結卽ち 欲捃、 有 結、 見 結、 無明 結 
であ； So  ^上 分の 四 法 ミは四 離 縛 卽ち欲 結の 縛^ 離れ、 有 結の 縛^ 離れ、 見 結の 縛 も 離れ、 
無叨 結の 縛/； t 離れろ こミ である。 難解の 四 法 さは 四 三昧 卽ち返 下 分の 三昧、 住 分の 三味、 
% 上 分の 三昧、 厭離 分の 三昧で ある 0 生ぜし めれ ばなら ぬ 四 法 ミは四 智卽ち 法智、 類智、 

他心 智、 世俗 智 である 0 知らねば な らぬ四 法ミは 四聖 諦卽ち 苦 聖諦、 苦 第 聖諦、 苦滅 聖諦、 
苦滅 道聖諦 でめる o 實 現ぜれば な らぬ四 法 ミは四 沙門 * 卽ち豫 流果、 一來 果、 不 還果、 阿 

羅漢 果 である o  

茲に 又、 多 く の 助けに な る 五 法、 修めれ は' な らぬ五 法、 分別 して 知 ら れ (て な らぬ五 法、 
捨てねば な らぬ五 法、 退墮 分の 五 法、 ％ 上 分の 五 法、 難解の 正 法、 生ぜし めれ は' な らぬ五 

法、 知られば ならぬ 玉 法、 實現ぜ ねばならぬ 五 法が ある o 

多 く の 助けになる 五 法 ミは五 勤 支卽ち C 一） 比丘 茲 (： 「かの 世 尊 は 應供正 等 ^ijlj 行 足 善 逝 

世間 解 無上 士調御 丈夫 天人 师佛世 尊に 在ます」 ミ如來 の 菩提^ 信す' る。 （二） 比丘 無病 (こし 

て體 苦な く 冷に 過^す' 熱に 過き' す'、 消化に 具合よ き體 熱^ 有し 精勤 (こ堪 へる ： (三) 誑 

ならす 詔な ら す-、 師又は 知識の 同梵 行者の 前 (こ 如實 【： 自己^ 告白す る ： さ。 （四: 惡 法な 拾 

て 善 法か發 得する す: め (：^ 進し、 堅固に 刻苦し 善 法に 對 すろ 責任^ 固持す る ： (五) 諸 

行の 生滅に 關し 智慧 ミ淨き 厭離 ^具へ て、 正しく 苦惱 の滅盡 (こ 達する こ ミに關 し 智慧^ 有 
する ： ミ。 修めれば な らぬ五 法 さは 五 支 具足の 正 三昧 卽ち 喜が 遍滿 し、 樂 か遍滿 し、 他心 

智 が遍滿 し、 （智） 光が 遍滿 し、 觀 察の 相 あろ 三昧で ある o 分別して 知られ は' ならぬ 五法ミ 
は 五 取 蘊卽ち 色取 蘊、 受取 蘊、 想 取蘊、 行 取蘊、 讖 取蘊 である 0 拾 てれ は' ならぬ 五 法ミば 

五 蓋 卽ち炱 欲 蓋、 瞋恚 蓋、 疎懶 睡眠^、 掉舉惡 作 蓋、 疑 蓋で ある o 返墮 分の 玉 法 さは 五 心 

固陋 卽ち、 比丘が 師に 疑惑^ 抱 さ 傾注せ す 信樂ぜ す'、 從 つて 熱心 S 専心 ミ^ 忍 さ 粘-勤に な 
ら ない。 これ か' 第一 の 心 固陋で ある。 又 比丘が 法に 疑惑^ 抱 さ 傾注せ す' 信樂ぜ す'。 從 つて 

熱心 ミ 專心ミ 堅忍 ミ嵇 勤に ならない o これが 第二の 心 固陋で ある o 又 比丘が ft 伽に 疑惑^ 

抱き 傾注せ す' 信樂ぜ す、 從 つて 熱心 ミ專 心ミ 堅忍 さ 精勤に ならない。 これが 第三の 心 固陋 

である o 又 比丘が 學 則に 疑惑し 傾注せ す' 信樂ぜ す、 從 つて 熱心 さ 専心 ミ 堅忍 さ 精勤に な らな 

い。 これが 第 四の 心 固陋で ある。 又 比丘が 同 學の梵 行者 I： 對 して 怒り 腹立ち いら々々 して 
剛情に なれば 從 つて 熱心 ミ專 心ミ竪 忍ミ精 勁 (二な ら ない。 これが' 第五の 心 固陋で ある。 
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85 の 法 3L 


五成 法謌 五滅盡 技、 一 者 信- 佛 如來至 眞十號 具 足； 二者 無病 身 常 安 曙 三 者 質 直 無. 有 & 

諂 1 直 趣， 1 如 來 涅槃 徑路； 四 者專心 不， 亂 諷 誦 不レ 忘、 五 者 善 於 觀 - 察 法 之 起 滅 1 以 - 賢 行 1 盡 1ー 於 

苦 本 一 云 何 五 修法 謂 五 根 信 根 精進 根 念 根 定根慧 根。 云 何 五 覺法謂 五 受 陰 色受陰 受 想 

行 識 受 陰。 云 何 五 滅法 謂 五 蓋 貪欲 蓋 瞋 恚 蓋 睡眠 蓋掉戲 蓋 疑 蓋。 云 何 五 返 法 謂 五 心 礙 

結、 一 者 比丘 疑レ佛 疑， 佛 巳 則 不 i 近 1 巳 則 不 n 敬 恭 1 是 爲 - 初 心 礙 結； 又 比 丘 於レ法 於レ衆 於レ戒 有 - 

穿 漏 行 一 不-眞 正 行,^ 汗 染 行 1 不， P 近 戒 1 亦 不， 一恭 敬 1是 爲， 1 四 心 礙 結； 又復 比丘 於- 梵 行 人 1 ま惡 

害 心 一心 不一 1 攀 以., 蠱 惡 言， 而 H 之 一 是 S 心 礙 趙云 何 五 增法謂 五 喜 本 一 悅 二念 三猗 

四 樂五定 。云 何 五 難解 法 謂 五 解脫 入、 若 比丘 精勤 不 ，懈 樂 1 一 閑靜處 1 專念 一 心 未 解 得， 解 未 

盡 1 未 安 得， 安 何 謂レ五 若 比丘 聞 n 佛 說 法 1 或 聞 一一 梵 行 者 說ー或 聞 n 師 長 說 1 思 惟觀察 分 11 別 法 

義 一心 得， ー歡 喜 一 得：： 歡 喜 一巳 便 得 一 一法 愛； 得， 一法 愛一 巳 身 心 安 隱、 身 心安 隱已則 得 鼬 定； 得；； 禪 定 1 巳 fi 

如 實 智 是 爲 - 初 解 脫 入； 於， 是 比丘 聞， 法 歡喜受 持 諷誦 亦復歡 喜、 爲， 一 他 人ー說 亦復歡 喜、 思 惟 

分別 亦 復歡喜 於， 法 得， 定 亦 筏 如， 是。 一 M 何 五生 法 謂賢聖 五智 定， 一 者修 三昧 現 樂後樂 生 ，1 

內外智 三者 賢聖無 愛 生 1ー 內 外 智； 一一 一 者 諸 佛賢聖 之 所， 一修 行； 生 1ー 內 外 智； 四 者猗 寂滅 相獨而 

無 侶而生 ー1 內 外智； 五 者 於 一一 三昧 二 心 入 一 心 起 生^: 外智？ 云 何 五知 法 謂 五 出 要界、 一 者 於， 

欲 不， 樂 不， 念 亦 不 i 近ー但 念-出 要 1 樂 - 於 遠 離 1 親 近 不&、 其 心 調 柔出耍 離 欲 因 欲 起 漏亦盡 

捨滅而 得 n 解 脫 1 是 爲一； 欲 出 要； 瞋 恚 出 要、 嫉妬 出 要、 色 出 要， 身 見出 要 亦 筏 如， 是。 云 何 五證法 
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增上 分の 五 法ミは 五 根 卽ち信 根、 勤极、 念极、 定极、 慧极 であ る。 難解の 五 法 さは 7； 出 
離界 卽ち茲 に 比丘あって、 樂欲ミ 11 恚ミ 困惱さ 色ミ己 身ミな 思惟して、 心^ 入れす 喜ばす' 
滿 足せす' 傾注せ す'、 反對 (こ 離 欲ミ不 赋ミ不 困惱ミ 無色 ミ己 身の 滅な 思惟して、 心な 入れ 喜 
び滿 足し 傾注 すれ ば、 彼の 心 は 幸な る I の 善く 修 習め られ たる も の苦惱 よ リ 善く 脫れた ろ 
もの、 よく 解脫 しす： る もの (二て、 その 樂欲ミ H 恚ミ 困惱ミ 色ミ己 ^ミの 緣ょリ 生す る 諸 漏、 
障 凝、 不幸よ リ脫 し、 その 受な 受けない。 ：： れが樂 欲 ミ瞋恚 ミ困惱 ミ色ミ 己 A  2 の 五 出 離さ 
曰 はれる o 次に 生ぜし めれ は' な らぬ五 法 は 五智 具足の 正定 である、 五智 さは、 この 定は現 
在未來 共に 安樂の 果な 生す、 ミ いふ 智、 聖な る 離 欲で あ る ミ いふ 智、 惡 人の 行 ふ も のでない 
ミ いふ 智、 寂定徵 妙に して 欲 It^ 漸次に 滅 しう る 安 靜の狀 態に て、 一心の 集中 1: 達し、 非 
難 t£ られ 差し止めら るべき 有 爲の行 業で ない ミ いふ 智、 私 はこの 定 (： 正 念に 出入す るミぃ 
ふ智、 この 五 心が 內心 (： 生す-ろ こ X？ である 0 次に 知られば ならぬ 五 法 ど は、 五 解脫 所卽ち 
(—) 比丘が 師 又は 師 【こ 等しき 同學 者の 法な 說く  ^聞き、 その 義ミ 法^  了解し 悅^ 生じ 喜^ 
生じ 勇の 輕快^ 覺ゎ樂 受^ 受け 心^ ー點 に 集中す る。 （二) 其の 法^ 他 (こ 廣說 し、 その 義ミ 
法^  了解し 心が ー點 1 こ 築 中す る o  (三) 其の 法^ 合 誦し、 （四) 其の 法^ 尋 伺し 屢々 考 

察し、 （五) 或る 禪定の 相^よ く擷 まへ 思念し 考察し 智慧に 依って 獲 得し  じ、 んー點 (： 

集中す る。 これが 五解脫 所で ある。 實晛乜 ねばな らぬ五 法ミは 五法蘊 卽ち戒 蕴、 定蘊、 囍 
蘊、 解 脫蘊、 解脫 智見蘊 である。 

六法に 就いて も 前同樣 である。  . 

多 く の 助け (二な る 六法 ミ は 六 憶念 法、 卽ち 比丘が 同門 者に 對し 慈萄 業な 表裏な く 行 ふ、 
窓 意槳ん 表裏な く 行 ふ、 窓口 業 冬 表裏な く 行 ふ。 又 如 實に食 4* 得、 其 得た 食な 鉢に 殘 つて 
ねる 分まで も、 公平に 持戒の 同 學者ミ 分けて 共 (二食す る。 又 壞れす 被れす' 變ぜす 汚れす、 
讖 昔に 喜 は' れ 欲情 (こ 着せす' 禪定 (こ 導く 戒^ 同 學者ミ 共 (こ 表裏な く 守って 住する。 又 神聖に 
して 涅槃 (： 導 く 力 ぁリ、 人^ して 正 し く 苦惱 の終迻 (： 至 ら し むる （正） 見^ 同 學者ミ 共 (： 抱 
いて 住する o これが 愛すべく 重ん す' ベく 和合 無 0' 論 協同 一致に 致ら しむる 憶念すべき 六法 
である。 修めれ は' な らぬ 六法 さは、 六 念 所 卽ち念 怫、 念 法、 念 暂、 念戒、 念捡、 念 天で あ 

る o 分別して 知られ は' な らぬ 六法 ミは六 內處卽 ち 眼處、 耳處、 鼻處、 舌處、 勇處、 意處で 

ある 0 拾 てれ (t な ら ぬ 六法 ミは六 愛 萄卽ち 色 愛、 聲愛、 香 愛、 味 愛、 觸愛、 法 愛で ある o 
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» の 法 六 


謂 五 無 學 聚 無 學戒聚 定聚慧 聚解脫 聚解脫 知見 聚？ 

復有， 1 六 戍法六 修法 六 覺法六 滅法 六 返 法 六 增法六 難解 法 六 生 法 六 知 法六證 法？ 云 何 

六 成 法 謂 六 重 法 若 有& 丘 1修11 六 重 法 1 可レ敬 可， 重 和 1ー 合 於 衆 一 無 ％11 諍 訟 1 獨 行 無 雑、 云 何 六 於レ 

是 比丘 身 常 行， 慈 敬 ，1 梵 行 者 1 住 t 愛 心 1 名 曰 ，1 重 法 1 可， 敬 可， 重 和 11 合 於 衆 1 無 ％1ー 諍 訟 1 獨 行 無 雜 

復次 比丘 口 慈 意 慈 以， 法 得， 養 及 鉢中餘 與入 共， 之 不， 懷 ，1 彼 此， 復次 比丘 ® 所行 戒 不犯 不 

毀 無^： _染 汚, 智 者 所， 稱善 ^足 持 成, 就 定 意； 復 次 比丘 成 - 就 賢鎏出 耍 平等 盡苦正 見 及 諸 

梵 行ー是 名 =重 法 一可 敬 可 重 和， 1 合 於 衆 1無％1ー 諍 訟 1 獨 行 不 ，雜 。云 何 六 修法 謂 六 念、 念 佛 念 法 念 

僧念戒 念 施 念 天。 云 何 六覺法 謂 六 內 入、 眼 入 耳 入 鼻 入 舌 入 身 入 意 入。 云 何 六 滅法 謂 六 

愛、 愛 色 愛磬愛 香 愛 * 愛觸愛 法。 云 何 六 返 法 謂 六 不敬 法、 不， 敬， 佛 不， 敬， 法 不， 敬， 僧 不， 敬. 戒 

不， 敬， 定 不， 敬； 夂 S 云 何 六增法 謂 六 敬 法、 敬， 佛 敬， 法 敬， 僧 敬， 戒 敬， 定 敬 11 父 母 W 何 六 難解 法 

謂 六 無上 見 無上 聞 無上 利 養 無上 戒 無上 恭敬， 無上 念 無上。 云 何 六 生 法 謂 六 等 法 於， 是 

比丘 眼 ほ， 色 無 憂 無 喜 住 捨專念 耳 聲鼻香 舌 眛身觸 意 法 不喜不 憂 住捨專 念。 云 何 六 知 

法 謂 六 出 要界、 若 比丘 作 11 是 語 1 我 修， 1 慈 心 1 更 生， 1 瞋 恚 1 餘 比 丘 言 汝 勿. 作 11此 言 1 勿 如 來 1 如 來 

不， 作， ー是 說 1 欲， 使， 修 n 慈 解 脫 1 更 生 1 ま 恚 1 者 無 ％11是 處； 佛 言 除 ま 恚 1 已 然 後 得レ 慈、 若 比 丘 言 我 行 I！ 

悲 解 脫 1 生， 一 憎 嫉 心 1 行， 一喜 解 脫 1 ま 憂 惱 め 1 行 n 捨 解 脫 一生， 一 僧 愛 心 1 行， 1 無 我 行 1 生 n 狐 疑 心 1 行， 一 無 想 行 1 

生， 1 衆亂 想； 亦 役 如， 是云何 六 證法謂 六 神 通 一 者 神 足通證 二者 天 耳通證 三者 知 他心 a 
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返墮 分の 六法 ミは六 不敬 卽ち茲 (こ 比丘が 師な敬 重せ す、 從 順な らす、 法 も 敬 重ゼ す'、 從順 
な ら す'、 ft 伽^ 敬 重せ す從 順 な らす、 學 則な 敬 重せ す" 從 順な ら す'、 不 放逸^ 敬 重せ す從順 
な らす、 友情 か 敬 重 ぜす從 順な ら す-。 この 六法で ある。 ^上 分の 六法 ミは六 敬 法卽 ち师^ 
敬 重して 從順、 法^ 敬 重して 從順、 僧伽な 敬 重して 從順、 學 則な 敬 重して 從順、 不 放逸^ 
敬 重して 從順、 友情^ 敬 重して 從 順なる ：ミ である。 難解の 六法 ミは六 出離界 である。 そ 
れは 比丘が こ う 云 ふか も 知れぬ 3  「私 は 慈心 解脫^ 修め 厘:々 行 ひ、 用 ひそれ に 依って 萄な修 
め 住し 積み 重れよ く 企てた が、 猶瞋恚 が 私の 心^ 捕へ て 居る」 ミ o この 比丘 はこの 場合. 二 
ぅ敎 へられれ は' ならぬ。 「それ はさ う ではない o 長老よ、 さ う 云って はならぬ ゥ 世 尊^ 非難 
して はならぬ。 世 尊な 非難す る は 善くない： ミ である。 世 尊 は その 樣に 仰せられぬ」 ミ 。 
此は 非理で ある o 有り得ざる こミ であるつ 窓 心 解) 修め 屢々 行な ひ 用 ひそれ に 依って 

萄^ 修め 住し 積み 重れよ く 企て ゝ 然も 瞋恚が 彼の 心ん 捕へ てね る さいふ はあり 得ざる ： ミ 

である。 此の 慈心 解脫ミ いふ は B 眞恚 からの 離腚 である o 同様 (：悲 心 解脫は 害心からの 離^ 

である。 又 喜 心解脫 は不滿 からの 離^で ある o 捨心解 脫は貧 欲からの 解脫 である。 無 相 解 
脫は有 相の 離脫 である。 我慢^ 去る は 疑惑の 槍 か ら の離脫 であ; So 

生ぜし めれ (てな らぬ 六法 ミは六 常住 處卽ち （一） 眼^ 以て 色^ 見、 （二) 耳 (二て 聲な聞 さ、 
(三) 鼻に て 香ん? *さ-、 （四) 舌に て 味な 味 は ひ、 (五) 病に- て觸 に觸れ 、( 六） 意に て 法 ^知り、 
喜 は' す 悲します 拾 心 正 心 正 念に 住する ： tf でめる。 知られ. は' な らぬ 六法 ミは六 無上 卽ち見 

無上、 聞 無上、 得 無上、 學則 無上、 侍 無上、 念 無 Jl である o 

實£ 見せれば ならぬ 六法 さは 六 通で ある o  (—） 比丘 茲:： 種々 の 神變^ 現じ、 一にして 多ミ 

なり、 多に して一 ミなリ 、或は 現 はれ 或は 隱れ 牆壁 山ん 超ね 障 凝な く 行く ： ミ 空の 如く、 

大地 ^出衩 すろ ： さ 中の 如く、 水上^ 踏んで 行く   ： ミ 大地の 如く、 空中に 跌 座して 住す 

る ニミ翼 ある 鳥の 如く、 彼の 大威德 あり 大勢 力 あろ 3 月^も 手^ 以て 捫 摸し、 梵界 へす ら 

肉 臭^ 以て 至リ 住する。 （二) 淸淨 に して 人 耳に 脾れ す: 天 耳な 以て 天 音 並に 人 昔 遠近 共 (： 聞 

く。 （三〕 他 衆生の 心^ 心^ 以て 知り、 有 貪の 心 離 貪の 心、 有 瞋の心 離 K の 心、 有 痴の心 離 

痴の 心、 散亂の 心無 散亂の 心、 大心 小心、 有 上 心無 上 心、 寂靜 心無 寂靜 心、 解脫 心無 解脫 
心^ それぞれに 知る。 〔 川） 数多 さ 前生の 事 か 知り、 一生 二 生 五生 十 生 五十生 百 生 千生 百 千 

生、 数多の 成 劫壞劫 成壞 幼に 於て、 其の 處々 （こ 於ての 名、 氏、 種 姓、 職業、 經驗 t£ る 苦樂、 
壽 量 死所、 次の 世の 生 所 IMt て 細かい 處 まで 一緒に 想 ひ^す o  (五) 淸淨 にして 人 眼 (： 超越 
したろ 天眼な 以て 衆: k の 死生 勝 劣 美醜 幸 不幸 各 々 そ の 業に 從 つて 展轉す る^ 見る 0  「あの 
衆生 達ば 总ロ 意の 三惡行 ^具へ 聖者^ 誹謗 し 邪見な 抱き 邪見の 業に 耽り 病體 解けて 死後 苦 
所惡 趣お- 樂所 地獄 (こ 生れろ であ らう 。又： の泶生 達 は^  口 意の 三 善行な 具へ 聖酋^ 誹謗 i£ 
す 正 見 ^抱き、 正 見の 菜 (こ從 ひ总體 解け- C 死後 善 趣天界 (： 生れる」 ミ 。 （六：) 諸漏翥 きて 無 
漏ミ なり、 心 解 脫慧解 E な 現 法 に 於て 自ら 知リ赏 晛し證 人して 住すろ：： ミ である 0 
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部の 法 七 


證四者 四 者 宿命 a 證五者 天眼通 證六 者漏盡 逋證" 

復有 - 七 成 法 七 修法 七 覺法七 滅法 七 返 法 七增法 七難 解法 七生 法 七 知 法七證 法？ 云 何 

七 成 法 謂 七 財 信 財 戒財慙 財 愧財聞 財 施 財慧財 爲， 一七 財 一 云 何 七 修法 謂七覺 意 於， 是 比 

丘 修， 1 念 覺 意 1 依」 無 欲 1 依， 一 寂 滅 - 依 n 遠 離 1 修, 法 修， 一精 進 1 修， 喜 修レ猗 修， 定 修 レ捨 、依 11 無 欲 1 依； 1 寂 滅 1 依， 一 遠 

離？ 云 何 七 覺法謂 七 識住處 若 有， 1 衆 生 1 若干 種 身 若干 種 想 天 及人是 是初識 住、 復 有，  一 * 生 一 

若干 種身而 一 想 者 梵光音 天 最初 生時是 是ニ識 住. 復有 ，1 衆生； 一 身 若干 種 想 光 音 天是 

是三識 住、 復有 n 衆生 二 身 一 想徧 淨天是 是四識 住、 或 有，, 衆生き 處住 是五識 住、 或 識處住 

是 六 識 住. 或 不用 處住 是七識 住。 云 何 七 滅法 謂 七 使 法 欲 愛 使 有 愛 使 見 使慢使 瞋恚使 

無明 使 疑 使。 云 何 七 返 法 謂 七 非 法 謂 比丘 無 信 無 慚無愧 少聞懈 墮多忘 無智。 云 何七增 

法 謂 七 正 法 於， 是 比丘 有 信 有 慚有愧 多 聞不懈 墮强記 有, 智。 一 K 何 七難 解法 謂 七 正 善 法 

S 比 丘 好， 義 好， 法 好， 知 時 好， 1 知 足 1 好 1 攝 一好， 1 衆 集 一好， 分， 1 別 人^ 云 何 七生 法 謂 七 想 不淨想 

な 不淨想 一 切 世間 不可 樂想死 想 無常 想 無常 苦 想 苦 無我 想。 云 何 七 知 法 謂 七 勤 勤， 於 

戒 行 1 勤 1ー 滅 貪 欲 1勸11 破 邪 見 1 勤 n 於 多 聞 一 勤 一一 於 精 進き 於 正 念き 於 禪 暴 何 七 證法謂 七漏盡 

力 於 ，是 漏盡 比丘 於， 二 切 諸 苦 集滅味 過出耍 一如 實 知見 觀， 欲 加 火 坑ー亦 如 刀 劎, 知， 欲 見レ欲 

不レ貪 n 於 欲 1 心 不 ，住， 欲、 漏 盡 比丘 逆順 觀察如 實覺知 如 實見巳 世間 貪嫉惡 不善 法 不漏不 

S 修 - 四念處 1 多 修多行 五 根 五 カ七覺 意賢聖 八道 多 K 多 行。 
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七 法に 就いて も 前同樣 である。 

多くの 助けになる 七 法 さは 卽ち信 財、 戒 財、 慚 財、 愧財、 M 肘、 拾 財、 慧財 であろ 。 

修めれ (てな らぬ七 法 さは 七^ 支 卽ち念 覺支、 擇法覺 支、 勤 晃支、 喜 K 支、 除1! 支、 定覺 支、 
拾覺 支で ある。 分別して 知らね は' な らぬ七 法 ミは七 識^で あるつ （一） 病 も 異なり、 想む 異 
なる 衆生が ある。 卽ち 人間 さ -部の 天 （六 欲 天） ミ 及び 一^の 四惡 趣の 衆^でも る。 これが 
筇ー譏 So  (二〕 肩 は 異にして 想ば一 なる 衆生が ある o 卽ち 梵天 界に 初めて 生れた 衆生で も 

ho これが 第二 譏 注。 （三）^ は 同一に して 想の 異なる 衆生が ある O 卽ち光 昔 天の 衆生で わ 

ho これが 第三 讖 法で あろ。 （四）^ も 想 も 同一 な 衆生が める。 卽 ち徧淨 天の 衆生で ある 0 
これが 第 四 譏 住で ある。 （五) 總 ての 色 想^ 超越し、 有對の 想な 離れ 異 想ん 思 念ぜす、 空 は 
無邊 なり ミ 知って 空 無 邊處: こ 住する 衆生が ある。 これが 第五 讒 住で ある。 （六） 空 無 迻處^ 

超越し 『識は 無 逸な リ」 ミ 知って 譏 無 迻 處 に 住する 衆生が ある O     ：れ が 笫七識 & である。 

拾 てれ は' な らぬ七 法ミは 七隨眠 法卽ち 欲貧隨 眠、 障礙隨 眠、 見隨 眠、 疑隨 眠、 慢隨 眠、 
有貪隨 眠、 無叨隨 眠で ある。 返墮 分の 七 法 ミは七 不正 法卽ち 不信、 無慚、 無愧、 小 聞、 懶 
惰、 妄念、 無智で もる。 ^上 分の 七 法 ミは七 正 法卽ち 信、 慚、 愧、 多 聞、 铳進、 正 念、 有 

智 である 0 難解の 七 法 ビは七 善人 法卽 ち、 法^ 知リ、 義^ 知り、 自己な 知り、 食の 量^ 知 

リ、 時 4 "知り、 ^衆な 知リ、 人^ 知ろ ：ミ である 0 生ぜし めれば ならぬ 七 法 さは 七 想 卯ち 

無常 想、 無我 想、 不淨 想、 禍想、 繁想、 離 欲情 想、 滅想 である。 知られ (てな らぬ 七法ミ は、 
比丘が 學則 の受 持:： 熱心に して 未來も その 受持^ 離すまい ミ 期し、 法の 觀祭^ 得る に 熱心 
I： して 未來も その 觀 ^な 失 はぬ ミ 期し、 惡 欲の 征服に to 心に して 未來も その 征服^ 止めぬ 
さ 期 し、 靜 思惟に 熱心 (： して 未來も その 靜思 惟^ 離れぬ ミ期 し >  嵇進ん 得る に 熱心に して 
未来 も その 精進 ^得ろ ： ミ^ 止めまい 2 期し、 正 念 深慮 (： 熱心に して 未來も その 正 念 深慮 
な 離れぬ さ 期し、 入 見 道に 熱心に して 未 來も入 見 道な 離れまい 2 期す る こミ である。 實^ 

せねば な らぬ七 法^: は 七滅漏 力で ある o 卽ち （一： 漏盡の 比丘が、 「諸行 は 無常な リ」 さ正慧 

に 依って 如實 t 二見れ は'、 それ は そ の滅 漏の 比丘の 力^: なり、：： の 力に 依って そ の 比丘 は 「我 

が 漏 ！ 1 減ぜ リ」 さ 諸 漏の 滅盡/ i 他に 知らし むろに 至る o  ( 二） 又 「樂欲 は 炭火の 草^ 燒く喩 の 

如し」 ミ正慧 (： 依って 如贊に 見れ は'、 それ は その 滅 漏の 比丘の カミ なり、 この 力に 依って 
その 比丘 は 「我が 漏 は 滅盡 りお 知ら しむる。 （三） 又 その 比丘の 心が 遠 離に 傾き 遠 離に 向 
ひ 遠 離:： 止ま リ遠離 [： 住し 離 欲^ 樂 しみ、 鑪, ての 鶴 I よ リ 起る 諸 法^ 滅す る狀態 (： あれば、 

これ は そ の滅漏 の 比 G: のカミ な り、 その 比丘 はこの 力に 依つ 乂  「我が 漏 は滅ぜ リ」 ミ 知らし 
むろに 至る o  (四） 又 その 比丘が 四 念 住^よ く修習 すれ (t、 これ は その 滅漏の 比丘の カミな 
リ、 その 比丘 はこの 力に 依って 「我が 漏 は滅 ぜリ」 さ 知らし むる に 至る o  (五） 又 その 比丘が 
五 (無 漏） 极^ よく 修習 すれば、 これ は その i 成 漏の 比丘の カミ なり、 その 比丘 はこの 力に 侬 
つてに 我が 漏 は滅 ぜリ」 さ 知らし むる に 至る o  (六） 叉 その 比丘が 七覺 支な 修 すれ は'、 これ は 
その 滅 漏の 比丘の カミ なりて、 その 比丘 はこの 力に 侬 つ て 「我 が 漏 ii 滅乜 り」 さ 知 らしむ る 
に^る。 （七） 又 その 比丘が 八 正道な 修 すれ は'、 これ は その滅 おの 比& のカミ なりて その 比 
二の 力に 依って 「我が 漏 は滅ぜ り」 さ 知ら しむる に 至る o 
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部の 法 八 


復 有 - 八 成 法 八 修法 八 覺法八 滅法 八 返 法 八 增法八 難解 法 八 生 法 八 知 法八證 法 S 何 

八 成 法 謂 八因緣 不， 得； 1 梵 行！ 而 8. 得 n 梵 行！ 已 智 增 多 云 何 爲， 八 於， 是 比 丘 依 n 世 尊 1 住 或 依- 

師長 1 或 依， 1 智 慧 梵 行 者 1 住、 生， 1 慚 愧 心 1 有， 愛 有， 敬， 是 謂， 初 因 緣 未， 得， ー梵 行 一而 得， 智 得； ー梵 行 一 巳 智 

增 多， 復 次 依， 一 世 尊 1 住 隨時請 問 此法云 何義何 所 、時 諸 尊長 卽爲 開； ー演 甚深義 理ー是 爲-第 

二 因緣； 旣聞法 巳 身心 樂靜是 爲， 一一 一 一 因緣； 旣樂靜 巳 不， 爲， 一 遮 道 無 益 雜 論； 彼 到 1ー 衆 中 一 或 自 說 

法 或 請， 他 說猶復 不 レ捨1ー賢 0 默 然 1 是 爲-四 因 緣 1 多 聞 廣博守 持 不， 忘 諸 法 深奥 上中下 善義 

昧諦 誠梵行 具足 聞 巳 入レ心 見 不 n 流 動 1 是 爲 1ー 五 因 緣； 修 習 精勤 滅^ 增 x 善 勉カ堪 任 不， 捨 n 斯 

法 1 是 爲， 一六 因緣； 有 ぉ％ 慧 1 知 _.起 滅法 賢 鎏 所 趣 1 能 盡 *苦 際 fe 爲！ 一七 因 緣； 觀：； 五 受陰生 相 滅相 

t£ 色色 集 色 滅此受 想 行識識 »識 滅 i 是 爲， 1 八 因 緣； 未， 得 1 ー梵 行 1 而 有 レ智、 得 n 梵 行 一已 智增 多。 云 

何 八 修法 謂賢聖 八道 正 見 正 志 正 語 正業 正 命 正方 便 正 念 正 定云何 八 覺法謂 世 八 法 

利衰毀 譽稱譏 苦樂。 云 何 八 滅法 謂 八 邪、 邪 見 邪 思 邪 語 邪 業 邪 命 邪 方便 邪念 邪定。 云 何 

八 返 法 謂八懈 怠 法、 何 謂， 1 八 懈 怠 1 比 丘 乞 食 不， 得， 食 便 作 - 是 念 1 我 於 - 今 曰, 下 村 乞 食 不， 得 身 

體 疲極不 ，能， 堪.， 一 任 坐 禪經行 一 今 宜駄息 1 懈怠 比丘 卽便臥 息不， ー肯 精勤 未 得 欲， 得 未 獲 欲， 獲 

未 読 欲：， 證， 是 爲_1 初 懈 怠； 懈 怠 比丘 得， 食 旣 足、 復 作 1 念 1 我 朝 入， 村 乞 食 得-食 過 足 1 身 體沈重 

不， 能， 堪 ，1任 坐禪經 行 一 今 宜， 一 寢 息； 懈怠 比丘 卽便寢 息 不， 能， 精 進 未， 得 欲， 得 未， 獲 欲， 獲 未 fe 欲, 

證、 懈 怠 比 丘 設 少 執 ，事 便 作 n 是 念； 我 今 曰 執， 事 身體疲 極 不， 能， 堪， 一任 坐 禪 經 行 1 今 宜， ー寢 息； 懈 
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八 法に 就いても 前同樣 であ; So 

多くの 助けになる 八法ミ は、 茲に 初梵 行者^して 未た' 得ざる 智慧^ 得せし め、 得て 益々 
^上 發展 圓滿な らしむ る 八 因緣が ある o それ は （一） 師又 は師に 等し さ 同門 者に 近づいて 住 
し、^ しさ 慚饨^ 惑 じ 愛さ 敬 ミ^ 具して ねる。 （二〕 師 又は 师に 等し さ 同門 者 (： 近いて 住し、 
烈しき 慚; 鬼^ 惑 じ 愛 ミ 敬 具へ 時々 赴いて 「尊者 これ はどうい ふ意呔 であります か、 ビ 
う いふ 義 であり ます か」 ミ問 ひ尋れ る。 其 時 その 長老 は、 顯 はれざる な顯は し 明かなら ざ 

る^ 明 に し 種々 の 疑惑な 解いて 吳れる 0  (三) 法^ 聞いて 心 勇 二つ乍ら 暢 かになる o  (四） 戒 

な 持ち 、 波 羅扱木 叉に 照 して 負^ 制御 し 善行^ 具足 し、 小 罪に I 恐れ あ 見學 則/お 受持 して 

練^す る o  (五） 多 聞 二して 聞いて^ 持し （心に:) 铰み 重れ、 初 中 後 共に 美しく 文漦 共に 備は 

る 法ミ圆 滿圓淨 の梵行 さな 宣 降す ろな 屢々 聞 さ 口に 反 俊 し 心に 受 持し 屢 々思念し 智見 (こ 依 

つて 了解す る o  (六) 惡法^ 離れ 善 法^ 發 得-する 爲二 精進し 堅忍に 努力 し不樘 不屈で ある。 

(七) 正念^ 有し 最上の 記憶 辨別^ 具. 足し、 長い 以前の 言語 行爲^ 記 惊 し 想 記す る。 （八) 五 
蘊の 生滅^ 觀じ、 此 tt 色、 色の 生、 色の 滅、 此は受 想 行^、 受想 行識の 生、 受想行 譏の 滅 
ミ觀 じて 住する。 これが 初梵 行者^して 未た' 得ざる 智慧な 得せし め、 得た る 智慧な 益々 警 
上發展 圓滿な ら しむる 八因綠 である。 修めれ は' ならぬ 八 法ミは 八 正道 支 卽ち正 見、 正 思、 
正 語、 正業、 正 命、 正 精進、 正 念、 正定 である。 分別 して 知られ は' な らぬ八 法ミは 八 世 法 

卽ち 利、 衰、 S5、 春、 稱、 譏、 苦、 樂 である。 捨てれば' な らぬ八 法 ミは八 邪卽ち 邪見、 邪. 
思、 邪 語、 邪 業、 邪 命、 オ!^ 進、 邪^、 邪定 であ る 0 
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怠 比丘 卽便寢 息、 懈 怠 比丘 設 欲 11 執 事 1 便 作 11 是 念； 明 當 HI 執 事 必 有 11 疲 極 1 今 者 不， 得-坐 禪 經 行 一 

當 ，1 豫 臥 息； 懈怠 比丘 卽便臥 息、 懈 怠 比 丘 設 少行來 便 作-是 念 1 我 朝 行來身 體疲極 不， 能， 堪- 

任 坐禪經 行 1 我 今 宜 1ー 當 臥 息 1 懈 怠 比丘 卽便臥 息、 懈 怠 比丘 設 欲 1ー 少 行 一 便 作 ，1 是 念； 我 明 當， 行 

必 有 1 極 入 r 者 不， 得-坐 禪 經 行ま豫 寢息 一 懈怠 比丘 卽 尋 寢 息 不， 能， 一精 進 未 得 欲， 得 未 獲 欲， 

獲 未 證 欲 是 爲， 1六 懈 怠： 比 丘 設 過-小 患 1 便 作 n 是 念； 我 得 11 重 病 1 困 篤 羸 瘦 不， 能， 堪 - 任 坐 禪 經 

行， If 須 寢 息； 懈 怠 比丘 卽尋寢 息 不， 能 n 精 勤 未 得 欲， 得 未 獲 欲， 獲 未 證 欲 1證 、懈 怠 比 乓所 患 

已差復 作, 是 念 一 我 病 差 未， 久 身 體羸瘦 不， 能， 堪 - 任 坐 禪 經 行 1 宜 ，1 自 寢 息； 懈 怠 比丘 卽尋寢 息 

不， 能； 一精 勸未得 欲： 祷 未 獲 欲， 獲 未 證 欲&。 云 何 八增法 謂 八 不怠云 何 八、 精進 比丘 入， 村 乞 

食 不， 得， 食 還 卽 作， ー是 念； 我 身 體輕便 少= 於 睡 眠 一 宜 ，i 可 精進 坐 禪經行 未， 得 者 得 未， 獲 者 獲 未 一 

證 者證； 於， 是 比丘 卽便 精進、 是爲， 1 初 精進 比丘； 乞食 得， 足 便 作 11 是念 1 我 今 入レ村 乞食 飽満 氣 

力 充足 宜， 1 勸 精進 坐 禪經行 未， 得 者 得 未， 獲 者 獲 未 fe 者證； 於， 是 比丘 卽尋 精進， 精進 比丘 

設 有， 勢 事 便 作 ，1 是 念； 我 向 執， 事 廢， 一 我 行 道 1 今 宜， 一 精 進 坐 臟經行 未， 得 者 得 未， 獲 者 獲 未 ，證 者 

證； 於， 是 比丘 卽尋 精進、 精進 比丘 設 欲 レ執韋 便 作 n 是 念； 明 當_>1 執 * 廢 ，1 我 行 道 1 今 宜 n 精 進 坐 禪 

經 行 未， 得 者 得 未， 獲 者 獲 未 ，證 者 證； 於 比丘 卽便 精進， 精進 比丘 設 有，： 行 來 1 便 S 念； 我 

朝 行 來廢， 一 我 行 道 1 今宜， 一 精進 坐 臟經行 未， 得 者 得 未， 獲 者 獲 未 fe 者證； 於， 是 比丘 卽便 精進， 

精進 比丘 設 欲 n 行 來-便 作 11 是 念： 我 明 當， 行 廢 - 我 行 道 I 今 宜 - 精 進 坐禪經 行 未， 得 者 得 未， 獲 者 
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返墮 分の 八 法 さは 八 疎 懶因卽 ち （一 ） 爲 さねば な らぬこ ミがぁ る に拘 らす、 「仕事が あ る 
が、 すれ は' 疲れる、 嵇にな らう」 ミ 横臥す る。 （二） 仕事 かし 終って、 「仕事^した 爲、 疲れ 
す:、 横にな ら う J ミ橫 臥す る。 （三) 旅行 ぜれ ばなら ぬに 拘ら す-、 「旅行 すれ は' 疲れる から 橫 
になら う」 ど 横臥す る。 （四） 旅行^して 來て、 「旅行し す: 爲に 疲れた 橫 になら う」 ミ橫 臥す 

ho  (五) 村 又 は 町へ 乞 行に 出掛け 疎 食な リ 甘食な リ 充分に 得ないで、 「乞 行に 行った が、 思 
ふ 丈け 得られないで 仕事が 出來 ない 程に 疲れた、 横にな らう」 s 横臥す るズ 六） 乞 行に 出掛 
け て 疎 食な リ 甘食な り 充分に 得た さ き 「乞 行で^ り 澤山 食物 ^得て 食べて 煮た ての 豆の 樣 
に 身體が 重くな つす:、 橫 (二な ら う 」 ミ橫臥 マ る。 （七) 輕 ぃ痫氣 になって、 「^1 氣た' か ら 横に- 
なろ べき 時た'、 横にな ら う 」さ 横臥す る。 （八) 痫氮が 癒って 間の ない 時、 「病 氣は 癒つ す: が 
また' 間 もない ので 仕事が 出来ない 程に 無力で ある 。横になら う」 ど 横臥す る。 これが 未た 

得 ざ ろ ^得、 達 t£ ざるな 達 し實 現せ ざ る ^實 f 見す る爲の 努力な 玦く 八 疎懶因 である o 墦上 
分の 八 法 ミは八 精進 因卽ち （一） 比丘が 爲 さね は' ならぬ 仕事 (：對 して この 樣に思 ふ。 「茲 (こ 
私の せね は' はらぬ 仕事が あるが、 それ^して ねて は佛陀 の敎な 思惟す る ：ミが 容易で ない o 

私 n 得ざる^ 得 、達ぜ ざるな 達し、 實^ ぜ ざるな 箕現 する 爲に 努力し やう」 ミ。 （二) 仕事 
^な し 終って： の樣 に 思 ふ。 「私 は 仕事^して ねて 怫陀 の敎 4»思 惟す る 二 s が出來 なんだ 0 
私 は 得ざる な 得  實 現ぜざる な實 現す る爲に 努力 せれ ばなら ぬ」 ミ。 （三) 旅行 せれば 

な らぬ時 (ここの 樣 (： 思 ふ 0  「旅行 ね は' な ら ぬが、 旅行^して ねて 怫陀 の敎^ 思惟す ろ 事 
は 容易で はない。 それ故に 私 は 未だ 實 現ぜざる i の^ 實現 する 爲 (： 努力^し やう」 ビ 0( 四） 
旅行し 終って この 樣に思 ふ o  「私 は 旅行^し- C 來たが その 爲に 佛陀 の敎^ 思惟す る こ さが 

出來 なんた •。 私 は 得 ざろ な 得  實 ^ぜ ざる^ 實 現す る爲 (： 努力 せれば ならぬ」 So (五） 

乞 行に 出て 粗食 又はせ 食^ 思 ふ 様 (こ 得られ なんだ 時： の 様に 思 ふ。 「乞 行^した が 食物な 

思 ふ 丈け 得られなかった 爲、 私の 身 體は輕 快で ある。 私 は 未だ 得られざる^ 得  實現 

せられざる な實 現す る爲 (こ 努力し やう. j  S0  (六） 乞 行 (： 出て 欲すろ 丈け の 食物な 得た 時に 
この 樣 (こ 思 ふ。 「私 は 乞 行 (： 依って 欲する 丈け の 食物^ 41、 身體は 事に 堪^うる 様 (： 力が 

具った、 私 は 未だ 得 ざろ ものん 得  實晛ぜ ざる ものな 實 現し やう」 さ。 （七） 輕ぃ痫 氯 

I こ掛 つた 時 この 樣に思 ふ。 「私の 病氣 は今輕 いが 重くなる かも 知れぬ。 今の 內 (こ 私 は 未だ 

得ざる もの^ 得、  實 現ぜざる もの^ 赏現 しゃう」 ミ。 （八) 病氣が 癒って 間の ない 時 

に： の 樣に思 ふ o  「私の 病氮は 癒って 間がない が、 又 起る かも 知れぬ。 今の 中に 私 は 得ざる 

もの^ 得  實 現ぜ ざろ もの^ 實 現し やう」 ^0 此が 未だ 得ざる^ 得、 達せざる な 達し 

赏 ^せざる^ 實 現す る 八 精進 因で あ る o 
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獲 未 fe 者 證 1 於. 是 比丘 卽便精 進、 精 進 比丘 設 遇， 患 時 便 作，； 是 念 1 我 得， 置 病， 或 能 命 終 今 宜，, 

精 進 未， 得 者 得 未， 獲 者 獲 未， 證 者 證, 於， 是 比丘 卽便精 進. 精 進 比丘 患 得-小 差, 復 爲 -是 念, 我 

病 初 差 或更增 動廢， 一 我 行 道, 今宜， 一精 進 坐 禪經行 未， 得 者 得 未， 獲 者 獲 未 fe 者證； 於， 是 比丘 

卽便 精進 坐禪 經行是 爲 X， 云 何 八 難解 法 謂 八不閑 妨， 修 n 梵 行 1 云 何 八、 如 來 至 眞 出； 一 現 於 

世ー說 n 微 妙 法 一 寂 滅 無 爲 向 - 菩 提 道 一有， 人 生， 一地 獄 中ー是 爲 一一 不 閑處不 得修梵 行； 如來 至 眞 出 一 一 現 

於 ま說 ：i 微 妙 法 一 寂 滅 無 爲 向， 害 提 道 一而 有 = 衆 生 一 在， 一 畜 生 中 餓鬼 中 長 壽天中 邊地無 識無佛 

法 處 1 是 爲， 1 不 閑處不 得修梵 行； 如 來至眞 等正覺 出 n 現 於 世 ー說， 薇 妙 法 一 寂 滅 無 爲 向- 菩 提 道 1 

或 有 1ー 衆 生 一生 n 於 中 國 1 而 有 1ー 邪 見 1 懷 ，巅 倒 心 1 惡 行成 就必 入： 一地 獄 1 爲 n 不 閑處不 得修梵 行； 如 

來至眞 等正覺 出 - 現 於 世 一 說 - 微 妙 法 一 寂 滅無爲 向=菩 提 道； 或 有， 一 衆 生 一生 一一 於 中 國ー聾 S  0 瘂 不， 

得-聞 法 修行 梵 行ー是 爲 一一 不 閑； 如 來至眞 等正覺 不， 出 1ー世 間 1 無， 有 說 ，1 微 妙 法 1 寂 滅 無 爲 向， 菩 

提 道 ，而 有， 一 衆 生 1 生， 一 於 中國 1 ： 諸 根 具 足 堪， 受& 敎 一而 不 ，値， 佛 不， 得， 修 一 一行 梵 行 1 是 爲 一入 不 閑？ 云 

何 八 生 法 謂 八 大人 覺道 當， ー少 欲 1 多 欲 非， 道、 道 當； 一知 足 一 無 fe 非， 道， 道 當 1 南 靜 1 樂， 衆 非， 迸、 道 當 11 

自 守 1 戯 笑 非， 道、 道 當 1ー 精 進 1 懈 怠 非， 道， 道 當 ：i 專 念 1 多 忘 非， 道， 道 當， 1 定 意 1 亂 意 非， 道、 道 當 n 智 慧 I® 

癡非， 道ノ 何 八 知 法 謂 八 除 入、 內 有-色 想 一 觀：； 外 色 少若好 若 醜 i 常 觀常念 是爲， 1 初 除 入； 內有， 1 

色 想 1 觀； 1 外 色 無 量 若 好 若 醜 1 常 觀 常 念 是 爲^  i 一  除 人； 內 無； 一色 想 一外 觀& 少 若 好 X 醜 1 常 « 

常 念 是 爲,  一一 | 除 入； 內 無， 一色 想 一外 觀， 一色 無 量 若 好 若 醜1 常 觀 常 念 是 爲， 一 四 除 入； 內 無, 色 想 一外 P 
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難解の 八 法 さ は梵 行^ 行す る に 適せ ざる 八處卽 ち （一） 茲に 世^: 應供 正等覺 者が 出世 し 給 
ひ、 寂 靜に導 さ 涅槃に 導き 正覺 に-至ら しめる 法が 善 逝に 開示せられ たミ して、 地獄 (ニ墮 し、 
(二) 畜生に 生れ、 （三' 鉞鬼 (こ 生れ、 （四） 長壽 天に 生れ、 （五） 野蠻 無智 (こ して 比丘 比丘尼 優 
婆 塞薆婆 夷の 到る 事な き邊國 (こ 生れ、 （六) 假令 中國に 生れても、 「布施の 耍 もない、 供犧の 
耍 もない、 供養の 耍も ない、 善惡の 結果 はない、 此の世界 も 他の 世界 もない o 父 も 母 もな 
い、 化生の 衆生 もない o 此世他 世ん 自 ら知リ 自 ら證リ 他 (二 開示し 正しく 行な ひ 正しく 生活 
する 沙門 婆羅門 もない」 ミ いふ 惡見 異見^ 抱いて ねる。 （七:) 假 令中國 (こ 生れても 無智 愚鈍 
龔啞 にして 善說 か惡說 か^  了解す る 力がない。 （八) 假令 中國に 生れ 智 ありて 賢、 聾啞 でな 
く 善 說か惡 說か^ 了解す ろ 力が あっても、 そ の 時、 如 來應供 正等資 者が 出世 在 まさす、 寂 
靜に 導き 涅槃 (こ 導き 正覺に 至らし める 法が 善 逝 (こ 依って 開示せられ ない o  二れ が梵行 4* 行 
する （： 適せざる 八處 である o 
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部の 法 九 


色 靑靑色 靑光靑 見 1 譬如 _ー靑 蓮華 1 亦 如 n 靑波羅 捺衣純 一 靑色靑 光靑見 作， 一如， 是想 1 常觀^ 

念 是 爲， 一 五 除 人； 內 無， 一色 想 一 外 觀， 1 色 黄 1 黄 色 黄 光 黄見譬 如， 一黄 華 黄 波 羅捺衣 1 黄色 黄 光 黄 見 

常 觀 常 念 作, 一如 x 是 想 1 是 爲 11 六 除 入； 內 無 11 色 想 1 觀-外 色 赤 1 赤 色 赤 光 赤見譬 如 - 赤 華 赤 波羅捺 

衣， 純 一 赤色 赤 光 赤 見 常 觀常念 作 11 如 想 1 是 爲 11 七 除 入： 內 無 一一 色 想 1 外 觀 11 色 白】 白色 白光 白 

見 譬 如, 一白 華 白波 羅捺 衣！ 純 一 白色 白光 白 見 常 觀常念 作 一 一如， 是 想！ 是 爲 n 八 除 入？ 云 何八證 

法 謂 八 解脫色 き 色 1 解 脫、 內 有 11 色 想 一観 一 一外 色 三 解 脫、 淨 解 脫三解 脫、 度 一一 色 想 1 滅！ I 臘 恚 想き 

空 處 1 四 解 脫， 度， 1^ 處： 住 n 識 處 1 五 解 脫、 度 11 諸 處-住 11 不 用 處 1 六 解 脫 、度， ー不 用 處 1 住 - 有 想 無 想 處 1 七 

解 脫、 度， 1 有 想 無 想 處 1 住 11 想 知 滅-八 解 脫。 

復有， 一九 成 法 九 修法 九 覺法九 滅法 九 返 法 九 增法九 難解 法 九 生 法 九 知 法 九 證法ー 云 何 

九 成 法 謂 九淨滅 枝、 法 戒淨滅 枝 心 淨滅枝 見 淨滅枝 度 疑 淨滅枝 分別 淨滅 枝道 淨滅枝 

除 淨滅枝 無欲 淨滅枝 解 脫淨滅 技。 云 何 九 修法 謂 九 喜 本、 一 喜 二 愛三 悅四樂 五 定六如 

實知七 除捨八 無欲 九 解脫， 云 何九覺 法、 謂 九 衆生 居、 或 有 - 衆生 1 若干 種 身 若干 種 想 天 及 

人 是是初 衆生 居、 或 有， 1 衆生, 若干 種身而 一 想. 者 梵光昔 最初 生 時 是是ニ 衆生 居、 或 有 n 衆 

生 1 一 身 若干 種 想 光 昔 天 是是三 衆生 居、 或 有 - 衆生- 1 身 一 想 遍淨天 是是四 衆生 居、 或 有 11 

衆生 1 無想 無 所覺知 無想 天 是是五 衆生 居、 復 有 n 衆 生き 處住是 六 衆生 居、 復 有 - 衆生 1 識處 

住是七 衆生 居、 復 有-, 衆生 1 不用 處住是 八 衆生 居、 復 有 _ 一 衆生 1 住 ％ 想 無想 處！ 是九 衆生 居。 云 
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生ぜし めれ は' な らぬ八 法 ミは八 大人 覺卽 ち、 (一) 小欲 はこれ 如法 多 欲 は:: れ不 如法、 (二） 
知 足 はこれ 如法 無 厭 はこれ 不 如法、 （三） 閑居 はこれ 如法 朋黨^ 好む はこれ 不 如法、 （四） 精 
進 は これ 如法 懶惰 は これ 不 如法、 （五) 正 念 は：: れ 如法 妄念 は これ 不 如法、 （六） 寂靜は これ 
如法 不寂靜 はこれ 不 如法、 （七） 有智は これ 如法 無智 は これ 不 如法、 （八、 戯笑の 怏悅^ 離ろ 
ゝ は 乙 れ 如法 戯笑な 樂 しむ はこ れ不 如法で あ る^: 念じ 覺るこ S0 

知られば な らぬ八 法 さは 八^ 所卽 ち、 （一 ） 內 （二色 想 ある も の、 少分 美醜の 外 色^ 見、 そ 
の 外 色に 打ち勝ち 、[我 は 知る、 我 は觀 る」 さ 明かな 觀； 2：^ 有する。 （二） 內に色 想 ある もの、 
多分 美醜の 外 色^ 見、 その外 色に 打ち^ち、 「我 は 知る、 我 は觀 る」 さ 明かな 觀^^ 有する 0 
(三） 內に色 想な さも の、 少分 美醜の 外 色^ 見、 その外 色に 勝ち、 「我 は 知る、 我 は 見る」 S 
明かな 觀念ん 有する。 （四） 內に色 想な きもの、 多分荬 醜の 外 色^ 見、 その外 色に 嘮ち、 「我 

は 知る、 我 は 見る」 ミ 明かな 觀念^ 有する o  (五） 内に 色 想な きもの、 喩 へば ゥム マー 華の 

靑色 靑顯靑 光な る が 如き、 又兩 面の 毛 あ る 婆 羅那靳 の モス》 ンの靑 色 靑顯靑 光なる が 如 
さ、 この 樣な靑 色 靑顯靑 光の 外 色な 見 それらに 打ち勝ち、 「私 は 知る、 私 は 見る」 さ 明かな 

觀; g:^ 有する。 （六） 內に色 想な きもの、 喩 へば 力 二 カー ラ 華の 黄色 黄顯黄 光なる か '如 く  、 
又兩 面の 毛 ある 婆 羅那斯 の 乇スリ ンの 黄色 黃顯黃 光な ろが 如き、 この 樣な外 色の 黃色 黃顯 
黃 光の 外 色ん 見、 この 外界に 打ち勝ち 「私 は 知る、 私 は 見る」 ミ 明かな 觀念^ 有する 0  (七） 
內に色 想な さもの、 喩 へに' パレ ド ゥ ヂーク 力 華の 赤色 赤顯赤 光なる が 如き、 又兩 面の 毛 あ 
る 婆 羅那斯 の モス リンの 赤色 赤顯赤 光なる が 如き、 この 樣な 赤色 赤顯赤 光の 外 色な 見、 そ 
れに 打ち勝ち 「私 は 知る、 私 は 見る」 ミ 明かな 觀念^ 有する o  (八） 內に色 想、 なきもの、 喩へ 
は' 金星の 白色 白顯 白光なる が 如く、 又兩 面の 毛 ある 婆 羅那斯 の モス リ ンの 白色 白顯 白光な 
るが 如き、 この 樣な 白色 白顯 白光の 外 色^ 見、 その外 色に 打ち勝ち、 「私 は 知る、 私 は 見 

る」 ミ叨 かな 觀念^ 有する ：^0 

實 現ぜれ は' ならぬ 八 法 S は 八 解脫卽 ち、 （一） 內 (： 色 想あって 外 色 ^(不 淨ミ） 觀 す-、 二れ 

笫一 解 B&o  (二） 內に色 想な く 外 色^ (不淨 さ） 觀す 、これ 第二 解脫 。( 三) 外 色^ 淨なリ さの み 

決定して 見る、 これ 第三 解脫 O  (四) 總 ての 色 想な 超越し、 有對の 想な 減し、 異想^ 思惟せ 
To  「空 は無迻 なり」 ミ 知って、 空 無 邊處に 人って 住す、 これ 第 四の 解脫 O  (五) 總、 ての 空 無 

逸處^ 超越して 「識は 無 邊なリ 知って 識 無迻處 (： 入って 住す、 これ 第五の 解脫。 （六；) 總 
ての 識無 邊處 ^超越して 「何も ある こミな し」 さ 知って 無 所有 處に 入って 住す、 これ 第 六の 

解脫。 （七〕 趙、 ての 無 所有 處^ 超越 して 非 想 非々 想處 (二 入って 住す る 、 ： れ第 七の 解脫 c (八） 

鎞、 ての 非 想 非々 想處な 超越 して 想 受滅に 入って 住する、 これ 第 八の 解 脫 である 0 

九 法に 就いて も 前 さ 同様で あ； So 

多くの 助けになる 九法ミ は、 正 思惟^ 根 さすろ 九法卽 ち、 （一 ） 正 思惟から 悅が 生す' る 0 
(二) 悅 から 喜が 生す' る o  (三） 心が 喜ぶ に 依って 勇體が 暢達になる 0  (四） 身 體が暢 建になる 

から 樂^ 4f 驗 する。 （五） 樂^ 經驗 マる から 心が 定に 入る 0  (六） 入定の 心に 依って 色の 性な 

知リ 得る。 （七) 如赏に 性^ 知って 厭 ふ。 （八) 厭 ふから 欲情^ 離れる。 （九) 欲愤も 離れる か 
ら解脫 すろ o 


可 九 滅法 謂 九 愛 本、， 愛 有レ求 因レ求 有レ利 因 Z 利 有レ用 因レ用 有レ欲 因 k 有. 著 因レ著 有^ き 嫉 有レ 

守 因， 守 有， 護。 云 何 九 返 法 謂 九惱法 有 レ人. 巳 侵 n 惱 我 1 今 侵 n 惱 我 1 當， 侵. 惱 我 一 我 所 愛 者 巳侵惱 

今 侵惱當 惱我 一所 憎者已 愛敬 今 愛敬 當.. 一 愛敬？ 云 何九增 法、 謂 無惱彼 巳侵レ 我我 惱何益 

巳 不， 生 .惱 今 不， 生， 惱 當， 不， 生， 惱， 我 所 愛 者 彼 巳 侵 惱我惱 何 益 巳 不レ 生レ惱 今 不レ ま惱 

惱、 我 所 憎 者 彼 巳 愛敬 我 惱何益 巳 不レ生 レ惱 今 不^^ 惱 當レ 不レ生 レ惱。 云 何 九 難解 法 謂九梵 行、 

若 比丘 有， 信 而 不-持 戒 一 則 梵 行 不， 具、 比 丘 有， 信 I 則梵行 具 足、 若 比 丘 有い 信 有レ戒 而 不 -1 多 

聞, 則 梵 行 不レ 具、 比 丘 有， 信 1 有， 1 多 聞 1 則 梵 行 具 足、 若 比 丘 有」 信 有レ戒 有- 1 多 聞 - 不レ能 1ー 說 法 1 則 

梵 行 不， 具、 比 丘 有， 信 有， 戒 有-多 聞 1 能 說 法則 梵行具 足、 若 比 丘 ，信 有レ戒 有 1ー 多 閱 一 能說 法不レ 

能， 養， 衆 則梵行 不レ 具、 若 比 丘 有， 信 有- 戒 有， 多 聞 1 能 說 法 養， 衆 則梵行 具 足、 若 比 丘 有レ信 S 

有 n 多 聞 1 能 說法能 養， 衆 不， 能 kl 一大 衆 中 1 廣 * 演 法 言^ 梵 行 不レ具 若 比丘 有レ信 有レ戒 i 聞 - 能 

說法能 養， 衆 能 於， 一大 衆 一廣， ー演 法 5 則 梵 行 具 足、 若 比 丘 有， 信 有， 戒 有 - 多 聞 - 能 說 法^ 養レ衆 能 

&大 衆 一廣， 1 演 法 言- 而 不， 得 1 一四 禪 一則 梵 行 不 レ具、 若 比 丘 有， 信 有， 戒 有 = 多 聞 1 能 說法能 養レ衆 能 於 - 

大 衆 1廣„演 法 言 1 又 得-四 §i 則 梵 行 具 足 • 若 比 丘 有つ 信 有レ戒 有 11 多 聞 - 能 說 法 養レ衆 在 - 大 衆 中 - 廣 - 

演 法 言 1 又 得 n 四 f& 不 T 於 一 一八 解 脫ー逆 順 遊 行^ 梵 行 不， 具 • 有 1ー 比 丘- -有， 信 有レ戒 有 - 多 聞 1 能 說法能 

養， 衆 於 大 * 中 1 廣， 1 演 法 言 一具， 一足 四 禪 於， 一八 解 脫ー逆 順 遊行 則梵行 具足、 若 比丘 有つ 信 I 有 _1 

多 聞 一能 說： S 能 養， 衆 在， 一大 衆 中 1 廣^ 法 言 1 得， 1 四 禪 1 於 1 入 解脫 1 逆順 遊 行、 然 不， 能、 11 有 漏 1 成 11 無 
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修めれ は' ならぬ 九 法 さは 九淸淨 精勤 支卽 ち、 （一) 戒淨淸 淨嵇勤 支 《二） 心掙 淸淨綺 勤 支、 
(三) 見 淨淸淨 精勤 支、 （四) 度 惑 淨淸淨 精勤 支、 （五） 道非遨 知見 淨淸淨 精勤 支、 （六） 道 跡 知 
見 淨淸淨 精勤 支、 （七) 慧淨淸 淨情勤 支、 （八) 般若 淨淸淨 精勤 支、 （九. 解脫 淨淸淨 精勤 支で 
ある 。分別して 知ら れは' な ら ぬ 九 法 ミ は 九 有情 居卽 ち （一 ） 勇 も 異な リ 想 も 異な る 衆生が あ 
ho 卽ち 人間 さ一 部の 天 （六 欲 天） ミ 及び 一部の 四惡 趣の 衆生で ある o これ 第一 有情 居、 
(二） 身 は 異にして 想 は 一なる 衆生が ある o 卽ち 梵天 界 (： 初めて 生れた 衆生で ある o.  二れ 第 
二 有情 居。 （三) 身 は 同一 (こして 想の一 なる 衆生が ある。 卽ち光 音 天の 衆生で ある。 ：れ第 
三 有情 居。 （四）; i も 想 も 同一なる 衆生が ある、 卽 ち徧淨 天の 衆生で ある 。これ 第 四 有情 居。 
(五) 無想 無感の 衆生が ある、 卽ち 無想 天で ある o これ 第五 有情 居 o  (六) 總 ての 色 想 ^超越 
し 有對の 想^ 滅し異 想^ 思 念ぜす' 「空 は 無迻な リ」 ミ 知って 空 無邊處 に-入る 衆生が ある o こ 
れ第六 有情 居。 （七) 總、 ての 空 無 逯處^ 超越して 「譏 は 無^な り」 ミ 知って 識無 迻處 (二人る 衆 
生が ある。 これ 第 七 有情 居。 （八) 被、 ての 讖無 邊處^ 超 わて 「何も あろ こさな し」 ミ無 處有處 
に 入る 衆生が ある。 これ 第 八 有情-居。 （九） M 、ての 無 所有 處 ^超越して 非 想 非々 想處に 入る 
衆生が ある o これが 第 九 有情 居で ある 0 

捨てれ は' な らぬ 九法ミ は谒 愛から 起る 九 種法卽 ち、 （一） 渴 愛に 依って 求、 （二） 求 (こ 依つ 
て 得、 （三) 得に 依って 決定、 （四） 決定に 依って 欲 貪、 （五) 欲 貧に 依って 涪、 （六) 着 (こ 依つ 
て 占取、 （七) 占取に-依って 慳、 （八〕 慳 (こ 依って 守、 （九） 守に 依って 棒^ 取 リ劎. な 取り、 鬪 
爭諍 論、 嫌譁、 讒謗、 妄語 等 種々 の惡 不善の 法が 起る o これが 渴愛^ 根本 ミ する 夫 種 法で 
ある o 

退墮 分の 九 法 さは、 九 種の 憤怒 因卽 ち、 （一) 「私に 不利^し す:」 S 怒な-結 ひ'、 （二) 「私 (こ 
不利^な す」 さ 怒^ 結び、 （三〕 「私に 不利^な すで あらう」 さ 怒^ 結び、 （四） 「私の 愛する も 
のに 不利^な した」 ミ怒^ 結び、 （五） 私の 愛する ものに 不利^な す」 ざ 怒^ 結び、 （六： 「私 
の 愛す る ものに 不利^な すで あ ら う」 さ、 怒 ^結び、 (七 X 私の 僧む、 i のに 善い 事^ した」 ミ 

怒な 結び、 （八） 私の 僧む ものに 善い 事ん する さ 怒ん 結び、 （九） 私の 僧む ものに 善い 事^す 

るで あらう」 ミ 怒^ 結ぷ： ミ である o 增上 分の 九法ミ は、 九 種の 愤怒の 制止で ある。 卽ち 

〈一）「 私に 不利^し たが 然し 今 怒って 何の 得. が あらう」 ミ怒^ 制止し、 （二) 「私に 不利^し 
弋ね ろが 今 怒って 何の 益が あ ら う 」ミ 怒な 制止し、 （三： 「私 (こ 不利^す るで あ ら う がそれ^ 
今 怒って 何の 得が あ ら う 」ミ 制止 し、 （四） 「私の 愛す る も の （： 不利^な しォ: がそれ な 怒って 
何の 得が あ ら う」 ざ 怒^ 制止し、 （五:) 「私の 愛する （こ 不利^して ねる がそれ^ 怒って 何の 益 
が あらう」 ミ怒^ 制 丄 し、 （六） 私の 愛す る もの （： 不利^す ろで あ ら う がそれ な 怒って 何の 
益が あらう」 さ 怒^ 制止し、 （七) 「私の 僧む ものに 善い 事ん したが、 それ^ 怒って 何の 得が 
あらう」 さ 怒な 制止し、 （八) 「私の 僧む ものに 善い 事^して ねろ がそれ^ 怒って 何の 益が あ 
らう」 さ 怒な 制止し、 （九〕 「私の 惯む もの (： 善い 事^す ろで あらう がそれ^ 怒って 何の 益が 
あらう」 ミ 怒^ 制止す る： さで ある 0 
難解の 九 法 さは 九 個の 異相、 （一） 界 の異、 （二） 界 異なる に 依って 觸の 異^ 生じ、 （三) 觸 
の 異に^って 受の 異な 生じ、 （四） 受の異 I こ 依って 想の 異な 生じ、 （五) 想の 異に 依って 思惟 
の 異^ 生じ、 （六) 思惟の 異に 依って 欲の 異^ 生じ、 （七) 欲の 異に 依って 煩 熱の 異/ぉ 生じ、 
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都の 法 十 


漏 1 心解脫 智慧 解脫於 i 法 中 1 自身 作證 生死 已盡梵 行 巳 立 所作 巳辨更 不％, 有 則梵行 

不， 具、 若 比 丘 有 ft 有お 有， 一 多 聞 1 能 說法能 養， 衆 能 在-犬 衆 中 一 廣， ー演 法 言 一成 1 四 禪 一 於， 入 解 脫， 

逆順 遊行 捨， 一有 漏 一成 蕪 漏 一心 解脫 智慧 解脫 於： 一 現 法 中 1 自身 作證 生死 巳 盡梵行 巳 立 所作 

巳辨 更不， 受， 有 則梵行 具足。 云 何 九 生 法 謂 九 想、 不淨想 觀食想 一 切 世間 不可 樂想死 想 

無 常 想 無 常 苦 想 苦 無 我 想盡想 無 欲 想。 云 何 九 知 法 謂 九異 法、 生果異 因果 異生 觸異因 

觸異生 受異因 受 異 生 想異因 想異生 « 異 因 集 異生欲 異因欲 異生利 異因利 異生求 異 

因 求異生 煩惱異 因煩惱 異。 云 何 九 證法謂 九盡若 入 11 初 禪 一則 聲刺滅 入 11 第 ニ驟 一則 覺觀刺 

滅 入， 一 第 一一 一 禪 一 則 喜 刺 滅 入， 一 第 四禪 1 則 出入 息刺滅 入 n 空 處 1 則 色 想剌滅 入： ー識 處 一則 S 想刺滅 

入, ー不 用 處 1 則 識 想刺滅 入-, 有 想 無 想 處 1 則 不用 想刺滅 入 1ー 滅 盡 定 1 則 想 受 刺 滅。 

復 有， 一十 成 法 十 修法 十 覺法十 滅法 十 返 法 十 增法十 難解 法 十 生 法 十 知 法十證 法？ 云 何 

十 成 法 謂 十 救 法 一 者 比丘 二百 五 十戒 具 威儀 亦 具 見レ有 11 小 罪 1 生！ rK 怖畏 1 平等 學戒 心無 n 

傾 邪； 二者 得 1 一善 知識； 三者 言 語 中 正 多い 所 一一 含 受； 四 者 好 求-一善 法 1 分布 不レ恡 五 者諸梵 行人 有) 

所； 一 施 設ー輙 住 佐 助 不， ー以 爲， 勞 難， 爲 能爲亦 敎， 1 人 爲； 六 者 多 閡聞便 能 持 未 一 1 曾 有，， 忘、 七 者^ 進 

滅， ー不 善 法 一 增 fc 善 法； 八 者 常自專 念 無, 有 - 他 想 1 憶 n 本 善 行 1 若レ在 11 前； 九 者 知慧成 就 觀 11 法 生 

滅 一 以& 聖律而 斷= 苦 本； 十 者 樂！ 一 於 閑 居 1 專 念 思 惟 於 n 禪 中 間！ 無レ有 11 調 戯； 云 何十 修法 謂 十 正 

行、 正 見 正 思 正 語 正業 正 命 正方 便 正 念正定 正解 脫正 知。 云 何十 覺法謂 十 色 入、 眼 入 耳 
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(八) 煩 熱の 異に 依って 求の 異^ 生じ、 （九) 求の 異に 依って 得の 異な 生す る こミ である。 生 
ぜ しめれ は' な らぬ九 法 ミは九 想卽ち （一) 不淨 想、 （二) 死 想、 （三） 食 厭 想、 （四）一 切 世界 無 
樂想、 （五) 無常 想、 （六) 無常 苦 想、 （七) 苦 無我 想、 （八) 廢拾 想、 （九) 離 貪 想で ある o 知ら 
ねばな らぬ九 法 ミは九 順次 住卽 ち、 （一) 比丘 は 欲 か 離れ 不善 法な 離れ、 有 覺有觀 離 生喜樂 

の 初禪に 入りて 住す o  (二) 次に 覺ミ觀 ミ冬靜 め、 内 喜 一心 無覽無 12 定生 喜樂の 第二 禪に入 

リて 住す。 三: 喜な 離れ 捨 念に 住し 正 心 正 念に て 一身 （：^ 聖の 所謂、 拾 (： 住し 正 念なる も 

の は樂に 住す ミ云 ふ樂^ 覺^ 第三 禪 (こ 人って 住す o  (四） 樂^ 捨て 苦^ 捨て 前の 喜 さ 憂さ^ 

滅 し 不苦不 樂拾念 正 心 淸淨の 第四禪 に入リ て 住す O  (五) 總 ての 色 想な 超越 し 有對の 想^ 離 
れ異 想^ 思 念ぜす' 「空 は 無逯な リ」 S 知って ^無 迻處に 入って 住する O  (六） 總 ての 空 無邊處 
^超越し 「譏 は 無邊な り」 さ 知って 譏 無邊處 (二 入らて 住する O  (七) 總、 ての 譏 無 邊處^ 超越し 

て 「何 もめる こざな し 」ミ 無 所有 處に 入って 住する O  (八） 德 ての 無 所有 處^ 超越して 非 想 非 

々想處 に 入って 住する。 （九) 想 受滅に 入って 住する ：ミ である。 實 ^せれば' ならぬ 九法ミ 

は 九 順次 滅卽 ち、 （一' 第一 禪^ 發 得して 樂 欲の 想滅す O   (二） 第二 禪 ^發 得して 覺觀 の想滅 

To  (三） 第三 渾^ 發 得して 喜滅 す。 （四） 第 四 禪ぁ發 得して 出 息 入 森 滅す。 （五) 空 無 迻處^ 

發 得して 色 想滅す o  (六) 譏 無 邊處^ 發 得して 空 無邊處 想滅す o  (七) 無 所有 處^ 發 得して 識 

無邊 處想滅 す。 （八) 非 想 非々 想處^ 發 得して 無 所有 處想滅 す。 （九) 想受滅 ^發 得して 想ミ 

受ミ滅 すろ こミ であろ o 

十 法に 就ても 前同樣 である。 

多くの 助けになる 十 法ミは 十 作 依 歸法卽 ち、 （一） 比丘あって 戒^ 持し 波 羅提木 叉に 一 身 
^制御 して 住 し 善行^ 具へ 小 罪 1 こ i 恐れ^ 見、 學則^ 受持 して 居れ は'、 彼^ 衆の 依歸た ら 
しむる ニミが 出来る。 （二） 多 聞 (こして 聞いて 受 持し 積み重ね、 初 中 後 共に 美しく 文義 共に 
完備せ る法ミ 圓滿 圓淨な る 梵行^ 宣傳す るな 屢々 聞き 受 持し 、口に 繰り返し 心に 思念 し 知 

見 (こ 了解 すれ は'、 彼^ 衆の 依歸た ら しむろ こさが 出来る 0  (三） 善 友 善 侶な 有すれば 彼 ^荥 
の依歸 たら しむる ：ミ が 出來る 0  (四） 溫 順にして、 謙遜に なら しむる 法^ 具足し、 忍耐 あ 

リ右繞 の禮^ 受く る 人 （卽ち 世 尊） の 敎誨^ 守れ は'、 彼な 衆の 依歸 たら しむる こざが 出來 

る o  (五) 梵 行者の なすべ さ 仕事 (こ 巧みに して 勤勉、 方便む あり 思惟 も あり、 成し * す (こ充 
分な 力が あれ は'、 彼 か 衆の 依 歸プ： らしむ ろ こミが 出来る 0  (六) 法^ 愛樂 し、 その 興隆^ 畧 

び 殊勝の 敎律 1 こ 崇高 さ 歡喜ぁ 有すれ は'、 彼^ 衆の 依歸た ら しむろ ： ミ が出來 る。 （七） 自分 
の 得た る 衣、 鉢、 座、 藥の いかな ろ もの にても 滿足 すれ は'、 彼 あ 衆の 侬歸た らしむ ろニミ 
が出來 る。 （八） 不善 法な 拾て 善 法^ 發 得する 爲 (こ 努力 し 熱心に 堅忍に 精進して 徺 まざれ は' 
彼^ 衆の 歸依た ら しむる ： さが 出來 る。 （九) 記憶 正しく 最上の 記憶 辩別 力な 有し 長い 以前 
の 言語 n 爲^ 記憶 想起す る 力 あれ は'、 彼^ 衆の 侬歸た ら しむる こミが 出来る。 （十) 智慧 わ 
リ 、 五蘊の 生滅に 關 する 智^ 有 し 神聖なる 涅槃に 達し 正 し く 煩惱 の終滅 (： 達せ しむ S 智慧 

な 具へ ュは' 彼 4* して 衆の 依婦た ら しむる ： 2 が 出来ろ O 

修めね は' な らぬ十 法 さは 十 遍所卽 ち、 （一) 上下 四 維に一 にして 無限なる 地 遍^ 觀す る。 
二) 水 遍^ 觀す' る 0  (三） 火 遍^ 觐す; s0  (四) a 遍^ 觀 する。 （五) 靑遍^ 觀す; So  (六) 黃邇 
^觀 する。 （七） 赤遍; yia す' る。 （八） 白 遍^ 觀す' る 0  (九) 空 遍^ 觀す る。 （十) 識遍^ 觀する 
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入 鼻 入 舌 入 身 入 色 入 聲入香 入 味入觸 入。 云 何十 滅法 謂 十 邪 行、 邪 兄 邪 思 邪 語 邪 業 邪 

命 邪 方便 邪念 邪 定邪解 脫邪智 去 何十 返 法 謂 十 不善 行迹身 殺盜姹 口 兩舌惡 罵 妄言 

綺 語 意 貪 取 嫉妬 邪見 去 何十 增法 謂 十 善行 身 不-殺 盜娃 1 口 不， 一雨 舌 惡罵妄 言 綺 語 一 意不 - 

貪 取 嫉妬 邪見？ 云 何十 難解 法 謂 十賢聖 居、 一 者 比丘 除， 1 滅 五枝 三者 成-就 六 枝； 三者 捨」、 

四 者 依， 四、 五 者 滅 n 異 諦； 六 者 勝 妙 求， 七 者 無 濁 想、 八 者 身行已 立、 九 者 心 解 脫十者 慧解脫 

云 何十 生 法 謂 十 稱譽處 若 比丘 自得.， 信已爲 n 他人 ー說 、亦 復稱ー 歎 諸 得 信者； 自 持， 戒 已爲， 一 他 

人 - 說 亦復稱 1ま 諸 持戒 者； 自 少欲 巳爲 ，1 他人 1 說亦 復稱； 一 歎 諸 少欲 者； 自知足 已爲， 1 他人 ま 亦 

復 稱； 一 歎 諸 知 足 者； 自 樂-南 靜 1 爲； 1 他 人 1 說亦復 稱 - 歎 樂閑靜 者； 自 多聞已 爲， 一 他 人ー說 亦 筏 稱 1 

諸 多 聞 者； 自 精進 巳 爲 = 他 人 1 說亦復 稗 * 諸 精進 者； 自 專 念 已 爲， 一 他 人 一 說亦復 稱， 一 歎 諸 專 念 

者； 自 得 鼬 定 1 爲 - 他 人 1 說亦復 稱， 一 歡 得 1 定 者； 自 得， 一 智 慧ー爲 - 他 人 一 說 亦 復 稱； ま 得 智慧 者 一 云 何 

十 知 法 謂 十 滅法 正 見 之 人 能 滅^ 見, 諸緣 邪見 起， 1 無 數惡， 亦 盡除滅 、諸 因 正 見 生-無 數善" 

盡 得， 1 成 就 1 正 思 正 語 正業 正 命 正方 便 正 念正定 正解 脫正智 正 智之人 能 滅， 1 邪 智； 諸 因 邪 

智起， 一 無數惡 1 悉皆 除滅諸 因正智 起， 一 無 數善法 一 盡 得-成就 一 云 何十 證法謂 十 無學法 無學正 

見 正 思 正 語 正業 正 命 正方 便 正 念正定 正解 脫正 智、 諸 比丘 是 爲，， 百 法 一 如 實無虚 如來知 

已 平等 說 法。 爾 時舍 利弗佛 所； 一 印 可 一 諸 比 丘 聞 - 舍 利 弗 所 說 一 歡 喜 奉 行。 
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： さで ある。 分別して 知られば ならぬ 十 法ミは 十處卽 ち、 （一） 眼處、 (二) 色處、 (三) 耳處、 
(四） 聱處、 （五) 鼻處、 （六) 香處、 （七) 舌處、 （八:) 味處、 九 萄處、 （十〕 觸處 であろ。 拾 てれ 
ばな らぬ十 法ミは 十邪卽 ち、 （一) 邪見、 （二)^ 思、 （三) 祁語、 （四) 邪 業、 （五) 邪 命、 （六） 
^嵇進、 （七) 祁念、 C 八) 邪定、 （九) 祁智、 （十: 邪^ 脫で わる。 退墮 分の 十 法 ミは十 不善 業 
^卽 ち、 （一;) S 生、 （二） 偸盗、 （三) 邪淫、 （四) 妄語、 （五) 離間 語、 （六) 惡ロ、 （七:) 綺^、 
(八) 贫、 （九〕 赋、 （十：) 痴 である。 增上 分の 十 法 ミは十 善業 道卽 ち、 （一 ：) 離 殺生、 （二) 離 偸 
盜、 （三) 離祁 淫、 （四) 離 妄語、 （五) 離 離間 語、 （六) 離惡 口、 （七:) 離綺 語、 （八) 不貪、 r 九） 
不赋、 （十） 不痴 であろ o 

難解の 十 法 さは 十 聖住卽 ち、' （一) 五 支 錢捨。 樂欲、 瞋、 懶惰 睡眠、 掉^ 惡作、 疑の 五 支 
鳩 拾す。 (二） 六 支 具 20 眼^ 以て 色^ 見、 耳^ 以て 聲^ 聞き、 鼻な 以て 香^ 嘷き、 舌^ 
以て 味な 味 は ひ、 身 ^以て 觸に 觸れ、 意な 以て 法^ 知リ喜 は' す 悲します 拾 心 正 念 正 心 (： 住 
す。 この 六 支な 具す。 （三） 一守 護 、一身^よ く 心^ 以て 守護す。 （四） 四靠 背、 推理して 
- -(^鉢 座藥、 ^使用 し、 推理 して一 〔寒暑 等)^ 忍び、 推理して一 (危險 な ろ 動物）^ 遮け、 
推理して一 (貪 邪見 等:）^ 退ける。 （五) 濁 K 驅遂、 凡常の 沙門 婆羅門の 凡常の 濁眞 ひ ミリ 
よがりの^〕^ すべて 返け 投げ 繁て 軀遂 し離脫 する c( 六) 求 欲の 滅却、 樂 欲の 求 欲^ 滅し、 
存在の 求 欲 4>滅 し梵行 G 求 欲; V 威す o  (七) 無^の 思惟、 樂 欲の 思惟な 廢し、 瞋 の 思惟^ 廢 

し、 害の 思惟^ 廢し 無垢の 思惟^ 有す 0  (八) 寂靜 の; i 行に 住す、 樂 ^捨て 苦な 拾て 前の 喜 

ミ憂ミ な滅し 不苦不 樂捨念 正 心淸淨 の 第四禪 (こ 入って 住する ： (九、 善解脫 心、 心 貧よ 

リ解脫 し K よ リ解脫 し痴ょ り解脫 する ：ミ 0  (十) 善 解 脫慧、 「私の 貪瞋 痴は廢 拾せられ、 根 

まきせられ 根^ 切られす: 多羅 樹の樣 に 未來不 生の 法に なった」 ミ 知る ： Ifo 

生ぜし めれば な らぬ十 法ミは 十想卽 ち、 （一) 不淨 想、 （二) 死 想、 （三) 食 厭 想、、 （四）一 切 
世間 無樂 想、 （五: 無常 想、 （六) 無常 苦 想、 （七) 苦 無我 想、 （八) 廢繁 想、 （九) 離 貪 想、 （十） 
滅 である。 知られば な らぬ十 法 ミは十 衰滅 因卽 ち、 （一） 正 見に 依って 邪見 は 衰滅し 邪見 か 

ら生 する 種々 不善の 法 も 衰滅 し 種 々 の 善 法が 生起 圓滿す る o  (二) 正 思 (こ 依リ 邪 思 は 衰滅 し 
邪 思から 生す る 種々 惡 不善の 法 も 衰滅し 種々 の 善 法 生起 圆滿 する 0  (三) 正 語 (二 依リ 邪 語 及 

び 邪 語よ リ 生す る惡 不善の 法 も 滅 し 種 々 の 善 法 生起 圆滿す ho  (四） 正業に 依 り 祁業 及び 祁 

業よ リ 生す る惡不 謹の 法 衰滅し 種々 の 善 法 生起 圓滿 する。 （五） 正 命 (： 依り 邶命 及び 祁 命よ 

リ 生す る惡 不善の 法 衰滅 し 種 々 の 善 法 生起 _S 滿する o  (六） 正犄 進に 依って 邪椅進 及び^ 椅 

進よ リ 生す る惡 不^の 法 は 衰滅し 種々 の 善 法 生起 圆滿 する o  (七) 正 念 (こ 依り 邪念 及び ォ  15 念 
よ リ 生す る惡 不善の 法 は 衰滅し 種々 の^ 法 生起 圆滿 する o  (八） 正定 (： 依 リ邪定 及び 祁定ょ 
リ 生す' る惡 不善？) 法 は 衰滅し 種々 の 善 法 ェ© 圓滿 する o  (九） 正 智に依 リ祁智 及び 祁智ょ リ 

生す ろ惡 不善の 法 は衰成 し 種々 の 善 法 生起！! 滿す る。 （十) 正解 脫に 依リ邪 ® 脫 及び 邪 解贻 
よ リ 生す' る惡 不^の 法に 衰滅し 種々 の 善 法 生起 圆滿 する。 2$ 現せれ は' な らぬ十 法 さは 十 無 

學法卽 ち、 （一;) 無^の 正 見、 （二) 無 學の正 思、 （三) 無 學の正 語、 （四) 無學の 正業、 （2) 無 
學の正 命、 （六） 無學 の正梳 進、 （七) 無學の 正^、 （八) 無學の 正定、 （九) 無舉の 正智、 （十） 

無學の 正解 である 0 

靳く實 に して 眞、 如に して 不虛不 妄の諸 法 は 正しく 如來に 依って 證知ぜ られ たので あ ろ 0 
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法の ffi 績者 

世^ II 舍衛 城の 祇多 林、 袷 孤獨園 (こ 御 住ね なされて ねた 時の ： 2 である 0 世 尊 は 『比丘 等 
よ』 ミ呼 ひ' かけ 袷 ひ、 比丘 等 は 『世 尊よ』 ミ 答へ 奉つ ォ ：。 世 尊 はこの やうに 仰せられす :0 

『比丘 等よ、 私の 法の 相 績者ミ なって、 單 なる 物質の 相續者 さなって はな らぬ。 私は汝 等^ 
愛する が 故に 「どうぞ、 私の 笫子 達が、 私の 法の 相績者 さなり、 單に 物質の 相績 者で ないや 

う に」 さいふの である 0 

比丘 等よ、 も しも 汝 等が、 單に 私の 物質の 相續者 さなって、 法の 相續 者!？ ならない 時には、 
こ う いふ 非難 ケ' 汝 等の 上に も 私の 上 (こも 起る であらう c 「師の 弟子 は單に 物質の 相 鑌者ミ して 

住み、 法の 相續 者で はない」 さ O 比丘 等よ、 も しも 汝 等が 法の 相, 慎 者であって、 單 (こ 物質の 
相績 者で ない 時には、 汝 等の 上 (こも 又 私の 上 I  二 も、 ： う いふ 非' きがな く なる ので ある o 

比丘 等よ、 それで あるから、 私の 法の 相 績者ミ なって、 單 なる 物 踅の相 續者ミ なって はな 

らぬ o 

比丘 等よ、 茲に 私が、 供養の 食物^ 充分に 一杯に 滿足 する までに 食べて、 猶其處 (こ餘 つて、 

拾て るべき 食物が ある ミ する。 其の 時 二人の 比丘が 外方 か ら飢ミ 疲れで 遣って 來 るミ する a 
私 は 彼等に この やうに いふ。 

「私 は ： の 供養の 食物^ 一杯に 充分に 滿 足す る ま で (： 食べた 0然 し猶茲 (こ餘 つて 拾つべき 食 

物が あろ o も し 食べ やう S 思 は ^食べよ、 汝 等が 食べなければ、 私 は 今、 草の 生長な 害 はな 

い 所へ 捨てる か 、或は 生物 4> 痛めない 水の 中へ 注き' 入れる であらう」 ミ。 
そ 二で 一人の 比丘 はこの やう （：考 へる 。「世 尊 は 供 へられた 食事^ 一杯に 充分に 滿足 する i 

でに なされて、 猶、 餘 つて 拾つべき 食物が ある o   i し 私共が 食べなければ、 世 尊 は 草の 生長 

^害 はない 所へ お捨てな される か、 或は 生物 ^痛めない 水の 中へ 注^入れ 給 ふで あ らう 。然 

し 世 尊 は 又： の やうに 仰せられ た0  「比丘 等よ 私の 法の 相 續者ミ なれ、 單に 物質の 相 績者ミ な 

るな」 ミ 仰せられた o この 食物 は 物質に 屬 すろ ものである o 私 はこの 食物^ 食べないで、 飢 

ミ 疲れな 耐 へて 一日一夜 （明日の 食事まで）^ 過 さ う」 ミ0 

かくて 彼 は、 その 食物^ 食べないで 飢ミ 疲れな 耐 へて、 一日一夜な 過す であらう o 

時に 他の 比丘 は この やうに 考 へる o「 世 尊 は 供 へられた 食物な 一杯 1: 充分に 滿足す るまでに 
なされて、 猶餘 つて 捡 つべき 食物が ある o    i し 私共が 食べな けれ は'、 世 尊 は 草の 生長^ 害 は 

ない 所へ お捨てな される 力'、 或は 生物な 痛めない 水の 中へ 注さ' 入れ 給 ふで あらう o 私 は:: の 

食物^ 食べて、 飢ミ 疲れな 醫 して、 一日一夜 ^過す であらう」 ざ0 

かくて、 彼 は その 食物 か 食べて、 飢ミ 疲れな 醫 して 一日一夜^ 過す であ らう o 

比丘 等よ、 第二の 比丘 は その 食物 ^食べて 飢 s 疲れ ^翳して 一 3 —夜^ 過し す: が、 然し： 

の 私の 第一の 比丘 は、 よ リ 賞むべく よ リ讚 ふべき ものである 0 何故 なれ は'、 その 比丘 は、 長 

く 小欲 ミ知足 2 な 以て、 毒 箭な除 くが ために 努力 ミ 精進 ミ^な すで あらう から o 

比丘 等よ、 それで あるから、 私の 法の 相績者 S なって、 單 (こ 物質の 相 續者ミ なって はなら 

K)o 私は汝 等^ 愛する が 故に、 「どうぞ 私の 弟子が 法の 相 績卷ミ なって、 單 1 こ 物質の 相 續者ミ 

なって 吳れ ろな」 ミ いふので ある o 

世な はこれ な宣ふ て、 座^ 立ちて、 私室 I こ入リ 給うた。 
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そ？) 時、 長老 舍利弗 は 、 世 尊の 去 リ 給 ふ 間 も なく、 「友よ J ミ 比丘 等^ 呼んだ o 比丘 等 も 「友 
よ」 ミ 長老 舍利 弗に 答へ た o 長老 舍利弗 は： の やう 【こ 曰った 0  • 

「友よ、 閑居に 住し 給 ふ 肺の 弟子 はいか 樣に 閑居^ 學は' す、 又い かやう （こ 閑居^^ ぷか ふ 

「友よ 我々 は： の 所說の 義^ 知らん がた めに、 長老 舍利 弗の 近くへ 遠くから 來ォ: ので あり ま 

す 0 も しこの こ ミ^ 長老 舍利弗 は よい ミ思 召しす: なら、 御說さ 下さい O 我々 比丘 は 長老 舍利 

弗から 聞いて 憶 持いた すで ありまし やう」 ミ。 

「友よ、 茲 (二 閑居に 住し 給 ふ師の 弟子が、 閑居^ 學は' ない 2 は、 肺が 拾 てれ は' ならぬ もの 亡 
仰せ られた 法^ 拾て す、 却って 赘澤 (こ 流れて 懶惰に 耽リ、 墮 落に 先走 リ、 閑居の 軛^ 拾て 去 
る ： さで ある。 友よ、 この 時、 上座の 比丘 (二、 三 個の 非铋が 起る。 「閑居に 住し 給ふ师 の 弟子 

が 閑居み 學ば ない」 o これが 上座の 比丘に 對 する 第一の 非難で あ h°  「師が 拾 てれ は' ならぬ も 
のミ 仰せられた 法な 拾て ない」 o これが 第二の 非難で める 0  「のみなら す、 赘澤に 流れ 懶惰 (こ 
耽リ、 墮 落に 先走り、 閑居の 軛 ^拾て 去る」 o これが 第三の 非難で ある o 友よ、 上座の 比丘 it 
この 三 個の 非難な 蒙む、 るので ある o 中位の 比丘 も、 新 比丘 も 又 同樣 にこの 三 涸 の 非難^ 蒙む、 

る。 友よ、 幽居 (こ 住し 耠ふ師 の 弟子 は、 この やう （こ 閑居^ 學は' ない ので ある。 

「又 友よ、 幽居に 住し 給ふ師 の 弟子 は、 如何 やうに 閑居^ 學 ぶか o 友よ、 茲 (二、 幽居に 住し 
給 ふ 肺の 弟子が、 閑居な 學 ひ'、 師の 捨てれ は' な らぬ もの ミ仰 t£ られ す: 法み 拾て、 赘澤に 流れ 
す、 懶惰に 耽らす'、 墮 落の 軛^ 拾て、 閑居に 急ぐ。 

「そ こで 友よ、 上座の 比丘に も、 中位の 比丘 (二む、 新 比丘に も、 三 個の 賞讃が ある o  「幽居 

I こ 住し 給 ふ師の 弟子 は 閑居^ 學 ぶ」、 これが、 上座の 比丘、 中位の 比丘、 新 比丘に 對 する 第一 

の賞證 である。 「肺の 捨てね は' ならわ ミ 仰せられた 法^ 捨てる」、 これが 第二の 賞 讚で ある o 

「贅澤 に 流れす'、 懶惰に 耽らす、 墮 落の 軛^ 捨て、 閑居に 急ぐ」 二れ が、 第三の 賞讃 である。 

友よ、 上座の 比丘、 中位の 比 ft、 新 比丘 共に この 三 個の 賞 讃^ 受ける ので ある O 友よ、 幽居 
に 住し 給 ふ 肺の 弟子 は、 ： の やう に 閑居^ 學ぷ ので ある」 o 

「友よ、 貪欲 は惡 である。 鹏 恚も惡 でもる。 この 貪欲^ 拾て、 瞋恚 な捡 てるす: めに、 茲に、 

それに 依って 見 か 生じ、 智^ 生じ、 寂靜さ 上智 ミ正覽 ざ 涅槃に 導く 中道が あろ o 

友よ、 この 見^ 生じ 智な 生じ、 寂靜 S 上智 ミ正 fcS 涅槃 ミに 導く 中道 ミは 何で あるか o  、、 

れ^ 八聖道 支で ある。 卽ち正 見、 正 思惟、 正 語、 正業、 正 命、 正 精進、 正 念、 正定 である o 
友よ、 ： れ^ 見^ 生じ、 智^ 生じ、 寂靜さ 上智 ミ正 覺ミ 涅槃 さ （二 導く 中遒 である o 

友よ、 忿は惡 である o 恨 は惡 である o   覆 は 惑で ある d 惱は惡 である o  議 

は惡 である o 誑は惡 であろ o  誚は惡 である o 誑は惡 である o  剛愎 は惡 であ 

ho 暄 騷は惡 である o  慢は惡 である。 過 慢は惡 である 。 懦は惡 であろ o 怠慢 は惡で 

ある 0 友よ、 これらの 惡法^ 拾て るす： めに、 茲に、 それに 依って 見な 生じ、 智^ 生じ、 寂靜 
S 上智 ミ正 资ミ湼 槃ミに 導く 中道が ある 0 

友よ、 ： の 見^ 生じ、 智^ 生じ、 寂靜ミ 上智 さ 正覺ミ 涅槃 ざ I： 導く 中道 ミは 何で あるか。 
二れ は 八聖逍 支で ある。 卽ち正 見、 正 思惟、 正^、 正業、 正 命、 正 摘 進、 正 念、 正定 でめる。 

友よ、 これが 見な 生じ 智^ 生じ、 寂靜ミ 上智 S 正覺 2 涅槃 ミ 【こ 導く 中遨 である」 o 

巴 利 中 阿 含 第三 （vol.  I.  p.p.) 
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蜜九嗡 

世 尊が 釋 迦 族の 迦維羅 城、 尼 倶律陀 樹阈 (： 御ね でな されす: 時の 事で ある o 世 尊 は 早朝 (こ 衣 
な 着け、 鉢ん 取り、 迦維羅 城 1: 乞^ 行し、 食^ 終リ、 鉢な 匱いて、 その B の 日中な 過さん が 

す： めに、 大 林の 奥に 入って、 若い ヰシ ヮ樹の 根本に 暑さ も 避けて 御す は り な さ れ す :0 

時に 釋 種の 執 杖 はぶら ぶら そ v る 歩きして、 大 林に 入リ、 若い ヰ シヮ樹 の 根元 (： 世 尊 
な 見 奉リ、 ぼ 尊ミ慇 勤なる 挨拶 : の 辭^ 交換し、 杖に 凭れて、 一面に 立ち、 世 尊に:： の やう に 

申 し 上げ ォ :0 

「沙門よ、 あなす: の 主張 はどう いふので ぁリ ます 力、 O 何^ 說かれ るので あろ カリ さ。 

「友よ、 私の 主張 ミ いふ は、 天界、 蹵界、 梵界、 '沙門、 婆羅門、 人民、 こ の 一切 人 天の 如何 
なる 世界^も 摑 まないで i っミ いふ： ミ である。 又、 樂 欲に 着せす' して 住し、 疑^ 離れ、 孤 
疑な 斷ち、 有さ 非 有の 谒愛^ 脫 したる 婆羅門 (： は、 （彼此の） 想 は 最早 隨遂 しないれ、 ふこ ミ 
である。 これが 私の 說 くもの： e わろ」。 

かく 曰 はれて、 释種執 仗 は 叩頭つ さつ ゝ 、 舌^ まわし、 三つの 皺^ 額に 寄せて、 杖 (こもた 
れて 去った。 

世 尊 は 夕方 燕 座^^ち て、 尼倶律 陀樹園 (： 近づき、 設けの 座に 卽 いて、 比丘 等に この 談話 

の 始終^ 語り 給う tlo 

時に 一 比丘が 世 尊に 申し上げす :o 

「世 尊、 然し 天界、 魔界、 梵界、 沙門、 婆羅門、 人民、 ： の 一切 人 天の 如何なる 世界な も摑 

まないで 立つ さ は 世 尊の 敎理は 如何な る こ 2 であります か O 又樂 欲に 着ゼす して 住 し、 疑^ 

離れ、 孤 疑^ 斷し、 有 兆 有の 渴愛 4* したる 婆羅門、 世 尊に、 （彼此の） 想 は 最早 隨ぉ しない 

ミは いかなる こミ であり ます か」 So 

「比丘 等よ、 何 かの 緣に 依って、 人に、 ^戯 障礙の 想が 作用いて 來る もので あろが、 若し、 
其處 に- (我我 所の〕 喜 ひ'^ 見す-、 （我我 所の） 樂 しみ^ 得す、 戀 着せなければ、 これ は 實に欲 貪 

隨 眠のお はリ である。 IK 隨 眠のお はリ である。 見隨 眠のお はりで ある。 これ は疑隨 眠のお は 

リ である o 慢隨 眠のお はりで ある。 有貪隨 眠のお はりで ある o 痴隨 眠のお はりで ある。 棒^ 

取 リ斂^ 取っての 喧嘩、 鬪爭、 口論、 相互の 誚語、 妄 if; のお はりで ある。 茲 (こすべ ての 惡不 

善の 法が 餘 りなく 消滅す るので ある」 So 

カぺ世 尊は宣 うて 座^ 立って 私室 に入リ 給け ： o 

時 (こ 比丘 等 は 世 尊が 去り 給うた ので、 この やう に考 へた O 

「友 等よ、 世镎は この 敎ん 略說 し、 廣 く義ん 開演し ないで、 座^ 立ち、 私室に 入り 給う た、 

誰が、 この 世 尊の 略說し 給う す: 敎^ 廣く 開演して 吳れ るで あらう カリ ^0 

彼等 はつ ゾ いて この や-; に考 へす :0 

「茲 (： 長老 大迦 旃延 は、 師 (こも 讃 へられ、 同門の 智者に も^: 敬せられ てね る。 又 彼 ri: の 世 

尊の 咯說 し 給 う す: 敎^ 廣 く 開演す る： ミの 出來 る 人で あ る。 我々 は かの 長老 大迦施 延の處 へ 
行って、 この 義^ 尋れ やうで I： [ないか」 ミ。 
そ こで、 彼等 諸 比丘 は 長老 大迦施 延の 許に 赴き、 長老 人迦 旃延 ミ慇 動な る 挨授の 辭^ 交換 

し、 一面 (： 座して、 長老 大迦 旃延 に この 事な 話しお 0 
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長老 大迦旃 延ば、 ： れ^ 答へ て 次の 如く 曰った o 

「友よ、 喩へ は'、 木の 赤 ^ 質な 求む る 人が あって、 赤 木質な 探し 求めて 步 いて、 赤 木質の も 
る 直立した 大樹 (こ 上リ、 根 ^越ね 幹 ^越^て、 枝 や 葉 (こ 赤 木質^ 探さ う ミ してね る やう に、 
長老 達 は、 師^ 離れて、 私 (二 この 義^ 尋れ やう ミ 思って ぬられる o 友よ、 力' の 世 尊 は 知る 人 
の 中の 知る 人、 見ろ 人の 中の 見る 人、 眼 そのもの、 智慧 その も の、 法 そのむ の、 梵 そのむ の、 
唱遨 者、 敎示 者、 義 の開顯 者、 不死の 與へ 手、 法主、 如來で 在ます o 先き： そ、 世 尊に、 ： 
の 義^ 問 ひ 奉り、 世 尊の 御說 きな される 通り （： 憶 持す る 時であった で It ないか」 0  ' 

「我等の 友、 迦旛延 よ、 實に その 通リ、 世 尊 11 知る 人の 中の 知る 人、 見る 人の 中の 見る 人、 
眼 そのもの、 智譏 そのもの、 法 そのもの、 梵 そのもの、 唱道 者、 敎示 者、 義 の開顯 者、 不死 
の與へ 手、 法主、 如 來で在 します。 さう して 先 さ ： そ 世 尊に ： の 義な問 ひ 奉って、 世 尊の 說 

明な される 通り 憶 持す る 時であった ので あ リ ます o 然 し 長老 大迦 旃延 も 亦師 (こも 讚 へられ、 

同門の 智者に も 尊ばれ、 ： の 世 尊の 唂說し 給うた 敎^ 脔く 開演す る こさの 出来る 人で あり ま 

す。 長老 大 迦 旃延ょ 、氣^ 惡く しないで 說 明して 下さい o 
「それで は' 友よ、 善く 聽き 善く 注意せ よ、 私は說 くで あらう Jo 

「かしこま リま した」 ミ、 比丘 等 は 答へ た。 迦旃延 は この やう に語リ 出 した。 

「友よ、 世 尊 11、 咯 して 說き 給. う た o 何 かの 緣 (二 依って、 人に 調戯障 凝の 想が 作用いて 來る 

ものであるが、 i し 其處に （我我 所の） 喜び^ 見す'、 （我我 所の） 樂^ 得す、 戀着ぜ なければ、 
二れ は實 に、 欲貪隨 眠、 瞋隨 眠、 見隨 眠、 疑隨 眠、 慢隨 眠、 有貪隨 眠、 痴隨 眠のお はりで も 

ho 又 これ は、 棒^ 取リ、 斂^ 取っての 喧嘩 鬪爭、 口論、 相互の 饀语、 妄^のお il リ であ; So 

茲に すべての 惡 不善の 法は餘 りなく 消失す るので ある」 つ 

か く 世 尊 は 峪說 し 給 う ォ ：。 私 li  ； の 略 ら れァ: 義^ 廣說 して、 この やう I：  了解して ねま 
す o 

友よ、 眼ミ色 亡に 對 して 眼 譏が 起る O  ： の 三者が 接して、 觸が 起る。 觸 (こ對 して 受が 起る o 
惑受 すれ は' 認知 (想) する、 認知 すれ は' 思惟す る O 思惟 すれ は'、 分別す る o 分別す ろ 所から、 

その 緣 (こ 依って、 人 (こ、 過去 未來 現在の 眼所緣 の^の 上 (こ、 すべての 調 戯障礙 の 想が 作用い 

て來ろ o 

「友よ、 耳鼻 舌 病の 場^も これに 同じく、 又 意の 場合 も これに 同じい O 卽ち 心さ 法 ミに對 し 

て 意 譏が IS リ、 ： の 三者 會 合して 觸が 起り、 觸 (こ對 して 受か' 起リ、 惑受 すれば 認知し、 認 如 
すれば 思惟し、 思惟 すれ は '分別す る、 この 分別から、 ： の 緣に侬 つて 、人'： 過去 未來^ 在の 

意 所緣の 法に 對 して、 調戯障 凝の 想が 生じて 來 るので ある o 

「友よ、 それで、 眼 ミ色ミ 眼譏ミ あろから、 觸の 生起が あるので ある o 觸の 生起が あるか 

ら、 受の 生起が あるので ある c 受の 生起が あるから、 想の 生起が あるので ある。 想の 生起が 

わるから、 思惟の 生起が あろので あ； So 思惟の 生起が あるから、 調戯障 凝の 想の 作用が 顯は 

れ るので わる。 

友よ、：^ ミ聱、 鼻 さ 香、 舌ミ 味、 身 ミ觸も この 眼 ミ色ミ I： 等しい。 

友よ、 意 ミ法ミ 意 譏 2 あるから、 觸の 生起が あるので ある o 觸の 生起が あるから、 受の生 
起が あるので ある o 受の 生起が あるから、 想の 生起が あるので ある 0 想の 生起が あるから、 
思惟の 生起が あるので ある o 思惟の 生起が あるから、 調 戯障礙 の 想の 作用が 顯 はれる のでみ 
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る o 

友よ、 それで、 眼 さ色ミ 眼讖ミ なけれ は'、 觸の 生起 はぁリ 得ない o 觸の 生起が なけれ!：!'、 
受 の生趄 は あり 得ない o 受の 生^が なけれ は'、 想の 生起 はぁリ 得-ない o 想の 生起が なけれ は'、 
思惟の 生起 はぁリ 得ない o 思惟の 生起がなければ、 調戯障 凝の 想の 作用 は顥 はれ 得ない 0 

耳 ミ聲、 鼻ミ 香、 舌 さ 味、 貞ミ觸 も ：れミ 同じい。 

又 意 ミ法ミ 意！^ なければ、 觸の 生起 はあり 得ない o 觸の 生起が なけれ は'、 受の 生起 は あ 
リ 得ない。 受の 生起が なけれ は'、 想の 生起 はあり 得ない o 想の 生起が なけれ は' 思惟の 生起 は 
ぁリ 指-ない。 思惟の 生起が なけれ て、 調戯障 凝の 想の 作用 は顯 はれ 得ない。 

友ぶ、 私 は 世 尊の^ 說し 給う た敎ん 開演して この やう 了解して ねる 0 然し、 長老 達に し 
て 欲, するなら (て、 世 尊の 御 許に 行いて ： の 義か問 ひ 奉リ、 世 尊の 開 說し袷 ふ 通 リ惊 持す るが 
よろしい o 

時に 彼等 比丘 達 は 長老 大迦 旃延の 所說^ 歡 喜し、 座^ 立って、 世 尊の 御 許に 赴き、 世 尊^ 
鱧して、 一面に 座し、 世 尊 (： この やう （こ 申し上げた0 

「世 尊、 私共 は、 力 ^長老 人 迦旃延 の 許へ 行いて、 世 尊の 峪說し 給 ふた 義な 尋ねました o さ 
う して 長老 大迦 施延は 私共に この やうな 具合に、 ： うい ふ^ 句^ 以て 義^ 開:^ して 吳れ られ 
ま しす: Jo 

「比丘 等よ、 大迦旃 延は學 者で ある。 大 智者で ある。 比丘 等よ、 も し、 汝 等が、 私 (こ この 義 

な 尋ねるな ら は'、 私も亦 かの 大迦旃 延が說 明し す: 樣に說 くで あらう o 何故 なれ は'、 これ は、 

そ の眞の 意味で あ るからで ある。 汝等は そ の 樣に憶 持す るが よろ しい」。 

かく 曰 はれて、 長老 阿難 は 世 尊 (二： の やう 【こせし 上げた 0 

「世 尊、 喩へ は' 人あって、 飢 ミ疲勞 (こ 死ぬ やう！  二な つて、 蜜 丸な 得た ミ します。 彼 は 味 ふ (二 
從 つて、 益々 甘美 美妙な 味 44 善ます る やう （二、 世 尊よ、 心 あり、 賢し い 比丘 は:： の法敎 (こ 依 
リ 智慧に 依って 義^ 尋ねる I： 從 つて、 益々 滿足^ 得、 心の 喜^ 得 ま しす ：。 世 尊、 ： の 法敎は 
何ミ 名くべき であ リ まする か Jo 
「それで 11 阿賺陀 よ、 この 法敎^ は'、 蜜 丸 敎ミ憶 持せ よ」 つ 

巴 利 中 阿舍第 十八 （vol.  I.  p.p.  108-114) 
中 阿 舍蜜 丸喩經 （昃 六、 36) 

鋸譬 職 經 

或る時 世 尊 は舍衛 城の 祗圜嵇 舍 におね でな されす :o 

「その 時、 長老 モー リャ パク' ナ （Moliyapaggima) は、 異常に 比丘尼 達ミ 親密に なって ね 
llo 人あって 彼等の 前で、 比丘尼の 惡 ロ^い へ は' 彼 は 喜 ばす'、 怒って 議論な な し、 又 比丘尼 
の 前で 彼の 惡 口^いへ は'、 比丘尼 は 喜 はす、 怒って 議論ん な した 程、 彼 S 比丘尼 等 さは 親密 
な 往來^ してね プ :o 

時に 或る 比丘が 世 尊 (二 この 事^ 申し上げた。 世 尊 は、 その 比丘に 卯せられ た。 

「それで は、 私の 語な 以て モー リ ャ パク * ナな 呼んで 吳れ、 『友よ、 師は汝 ^御 呼びな されて 

る』 さ」 o 

「かし： まり ま しす:、 世 尊よ」 ミ件ん の 比丘 は、 世 尊に 御 答へ して 彼の 所へ 行き、 この やう 
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に 曰つ 7:0 
『友よ、 師は汝 ^呼んで ね られ る』 さ o 
『承知^し ました o 友よ」^:、 

彼 は その 比丘に 答へ て 世 尊の 御 許へ 赴き、 世 尊^ 鳢 して 一面に 座した。 世 尊 は この やうに 

仰べ られた o 

『パク 'ナ よ、 汝が、 異常に 比丘尼 等ミ 親密に なり、 誰か 比丘が 汝の 前で 比丘尼 等の 惡ロ^ い 
へば 汝は 腹な 立て ゝ 喜ばす'、 議論^な し、 比丘尼 等の 前で 誰か 比丘が '汝 の惡 ロ^' '、へ は' 比丘 
尼 等 は 腹^立て、 喜 は' す、 議論^な す 程 (こ、 汝は 比丘尼 等 さ 親密な 往來^ してね ろミ いふ は 

事賁 であるが』 0 

『世 尊、 その 通リ であり ます』。 

『パク * ナょ、 汝、 良家の 子 は 信仰に 依って、 家^ 出て 、家な さ 沙門 ミ なった ので はない か 』o 

『世 尊、 その 通りで ぁリ ます』。 

『パク' ナょ、 その 信仰に 依って、 家^ 出て ゝ、 家な さ 沙門 さなつ ナ: 汝 良家の 子が、 比丘尼 等 
ミ 異常に-親密になる S いふ： ミは 醜い こざで はない か。 それで あるから、 パク * ナょ、 誰か汝 
の 前で その 比丘尼 達の 惡ロ^ いふ 時には、 汝は 家に 着す る もの 、欲情 ミ覺 S な 拾 てれ は' な ら 

»0 さう して そこで この やうに 學は 'わば' ならぬ。 「私の 心 は變ら ぬで あらう O:' おしさ^ は 私の 

口から 浊れ^ であらう。 同情 ミ 愛憐^ 以て 慈心に 住する であらう o 密かに 怒り ^抱く ミ いふ 
：ミも ぃォ: すまい」 ミ、 パク' ナょ、 汝は： の やう （：學 は 'ね は' な らぬ o 

パク' ナょ 又、 も し 誰か 汝の 前で、 それ 等の 比丘尼 等^ 手^ 以て 打ち、 土 槐^ 以て 打ち、 
棒^ 以て 打ち、 斂^ 以て 打っても、 汝は 家に 着す ろ もの ゝ惑情 ミ覺ミ な 拾 てれば な らぬ。 さ 
うして： の やう に學 ばれ (t な らぬ。 「私の 心 は變ら ぬで あ らう 。惡 しさ 語 は 我の 口から 洩れぬ 

であらう o 同情 ミ 愛憐 ミも 以て 慈心 (： 住す るで あ ら う 、 密に 怒^ 抱 くミ いふ： ミも いたす ま 

い」 ミ、 汝 はこの やう （：學 ばね は' な らぬ。 
パク *ナ よ、 又す： ミへ 人あって 汝の 面前で、 汝の惡 ロ^い つても、 汝は 家に 着す る もの ゝ惑情 

ミ覺ミ な 拾 てれ は' ならぬ。 さう して： の やうに 學は 'ねばならぬ。 「私の 心 は變ら ぬで あらう O 

惡 しき 語 は 私の 口から 洩れぬ であらう。 同情 ミ 愛降ミ 以て 慈心に 住する であ らう。 密か (： 怒 

な 抱く ミ いふ こミ も いたすまい」 ミ O 汝 はこの やう に學 ばねば な らぬ O 

パク * ナょ、 又汝 は、 す： ミへ 或ろ 人が 汝 ^手^ 以て 打ち、 土 槐^ 以て 打ち、 棒^ 以て 打ち、 

斂^ 以て 打っても、 汝は 家に 着す る もの 、惑 情ミ覺 ミ^ 捨てれ は' な らぬ O 汝は、 この やう に 
學は' れ ばな らぬ。 「私の 心 は變ら ぬで あら う C 惡 しき 語 は 私の 口から 洩れぬ であ らう。 同情 さ 

愛隣 ミ^ 以て 慈心 (こ 住する であらう。 密かに 怒^ 抱く ミ いふ： ミ も いたすまい」 さ、 波瞿那 

ょ汝 はこの やう に學 は' れは' な らぬ o 

其の 時世 尊 は 比丘 等な 呼びかけ 給うた。 『比丘 等よ、 或る時、 私の 比丘 達の 心 は 善く 調う て 
ねす ：。 私 は、 その 比丘 達な 呼びかけて 曰った。 「比丘 等よ、 私 は 日に 只一 度の 食^ 取って ぬ 

る 0 その 爲 (：、 無病に して 苦しみな く、 健全に して、 體カ あり 愉快な 生活 あな してね； S0 汝 

等む この やうに一 食^ 取り、 一食^ 取る 事 1 こ 依って、 無ぎ'. j 無 苦 健全に して 體カ あり、 愉快な 

生活^ 營 めよ」 So 然し、 比 JT:^ よ、 私の 比丘 達 (こ は、 ：： の 敎訓の 必耍 はな かつす: ので ある 0 

只 正念^ 起 して &る 必要が あ つたので ある o 
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比丘 等よ、 喩 へば、 平 かな 地面の 四 辻に、 立派 (こ 育った 馬が 馬車 (こ繼 がれて 立って ねる、 
刺 棒む そろって ある。 それに 巧みな 宰頜ミ 御者 さが 乘リ 込んで、 左手 (こ 手綱 4«ミ リ、 右手に 
剌 棒^^つ て、 思 ふ 所へ 何處 へで も、 御し 去リ 御し 來 るが やう （こ、 比丘 等よ、 私の 比丘 は （二 
の 馬車の やうで あるので） この 敎訓 の必耍 はなかった ので あろ。 只 正念^ 起して ねる 必耍が 
ぁ つたので ある o 

それで あるから、 比丘 等よ、 汝等は 不善な 捨て、、 法:： 住せよ o かく して 汝等は この 法 
S 律 € に 於て^ 長發 展^^ るで あらう。 

比丘 等よ、 喩へ は'、 衬 又は 町の 近く に 大きな 沙羅 林が ある o その 樹皮が よごれて、 生長し 
兼れ てね る。 其處 へ、 その 森^ 愛し 森の ため^ 思 ひ 繁茂 させたい さ 思 ふ 人が 顯 はれる。 彼 は 
曲んだ 生氣 のない 芽 枝^ 切って 拾て、 森の 內部^ 淸淨に 掃き 淨め、 眞 直な 性質の よい 芽抆は 
保護^す る。 比丘 等よ、 かく して、 その 沙羅の 森 tt やがて 生長 繁茂す るで あらう。 

比丘 等よ、 丁度 この やう に、 汝 等に して 不善^ 捨て、 善 法 (こ 居^ 占 むれ は'、 汝等は この 法 
ミ律ミ に 於て ％ 上 發展す るで あらう o 

比丘 等よ、 長い 以前に この 舍衛狨 に X  — デ- ヒ カー ミ いふ 家婦 があった 0 比丘 等よ、 二の 
エーデ ーヒ カーに は、 ： の やうな 美しい 名聲が 上って ねた。 「エーデ 一 ヒ カー は 親切で ある。 
謙遜で ある。 靜か である」 さ。 

比丘 等よ、 又 エーデ ーヒ カーに は 迦利ミ いふ 名の 下女が あった o 怜悧 1 こ して 勤勉で、 よ く 
その 仕事な 充分に 果す 下女であった。 

比丘 等よ、 時に 迦 利 は この やう （： 思つ ナ: o 私の 主人 (こ はこの やうな 美しい 名聲が 上って ね 
ho  「エーデ ーヒ カー は钗 切で ある。 謙遜で ある o 靜か である 」ミ。 然し 贲際、 私の 主人 は內 
心 怒^ 持って ね て そ れ^ 外に 顯は さ ない のでな か ら う か。 或は 又實 際に 怒る ミ いふ ：ミ のな 
い 人で あらう 力 'o 或は 私が、 これまで、 仕事^— 所 慙命 (こして 來ナ: ので 内心 【： は 腹^立てる 
： さが あっても 外 I： 顯 はさなかった のでな からう 力、 o 或は 元來さ う いふ： ミ のない ので あら 
う か。 一つ 私の 主人^ 試め して 見や う J ミ o 

比丘 等よ、 そ こで、 迦 利 は、 朝寝坊^して 日中に 起き 出て た。 比丘 等よ、 2 —  デーヒ カー 

は迦 利に この やう （こ 曰った 0 

「迦 利よ、 迦 利よ」。 

「御主人、 何で 御座います」 o 

「何故お まへ、 そんなに 遲く 起さる のかへ」 O 
「御主人に は 何にも 關 係がない ち' や あり まぜん か」 O 

「何でもない： ミが ある もの かれ、 ：の惡 たれめ、 こんなに 遲く 起きて」 ミ家婦 【1 喜 は' す、 

額に-筋 か 立て 、怒った 0 

比丘 等よ、 その 時、 迦利は この やうに 思つ ォ :o  「私の 主人 は內 心に 腹^立て ゝ も それ^ 外:： 

顯 はさなかった のた '。 ない のち' やない o 私が これまで 一所懸命に-仕事^して 来す: ので 內 (こも 

る 怒^ 外 I： 顯 はさなかった のた •。 ない のち-やない o もつ さ 主人^ 試め して 見 やう」 So 

比丘 等よ、 そこで 迦利は 前よ リ はもつ さ遲く 起きた 0 比 丘 等よ、 エーデ ーヒ カー は迦利 (： 

：： の や う に 曰った 0 

「迦利 よ 、 迦利 よ Jo 
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「御主人 何で 御座います Jo 

「何 でお 前 はそんな に 運く 担 さたの かへ ふ 
さし t' はり 

「御主人に は 何にも 關 係がない ち' や ありま ぜんか Jo 
「何でもない： ミが ある L のかれ、 この 惡 たれめ、 こんなに 遲く 起さて」 o 
ミ家婦 は 腹^立て 、喜 は'す'、 面白 く ない 語な 放った o 

比丘 等よ、 そ こで 迦利 1 ェ この やうに 思った。 「私の 主人 は內^ 腹^立て 、ねて、 それ^ 外: 二 
顯 はさな かつす: の/ご、 ない のち' やない。 私が これまで 一所懸命 (こ 仕事^して 來 たので、 内に 

ある 怒な 外 (：顯 はさなかった のた'、 ない のち' やない o 私 はもつ ミ 主人^ 試して 見やう」 ミ0 
比丘 等よ、 そ こで、 迦利は 前よ り も もつ S 遲く 起き 出て た 。 比丘 等よ、 エーデ ーヒ カー は 

迦利に ： の やう に 曰った。 

「迦利 よ 、 迦利 よ Jo 

「御主人 何で 御座いま すかぶ 

「何でお 前 はそんな (：遲 く 起き ナ: の 力 'へ」 0 

「御主人に は 何 も 關 係がない ち' や あ リ ま ぜんか」 o 

「何でもない： ミが ある もの かれ、 ：の惡 たれめ、 こんなに 遲く 起きて」 o 
ミ、 家婦は 怒って 喜 はす、 戸の 閂^ する 棒な 取って、 頭 も 打って 傷つけ ォ :o 

比丘 等よ、 時に、 迦利 I： [頭^ 傷つけ られ. 血^たら々 々垂 して、 飛び出して、 近隣 (こ 怒鳴 
つれ。 

「御 覽、 親切な 人の 仕業^ 御覽、 謙遜な 人の 仕業^ 御覽、 靜 かな 人の 仕業な 御覽。 實際、 た 
つた 一人の 家婢^ 持つ 主人が、 「遲く 起き ォ:」 さ 曰って、 戸の 閂な 取って 頭な 打って、 傷つけ 

る やうな 二 ざが ある もので しゃう か」 さ o 

比丘 等よ、 かくて、 それから 間もなく エーデ ーヒ カー に は、 この やうな 惡 名が 起つ す ：。 「ェ 
一 デーヒ カー は、 恐ろしい 不親切な 女で ある o 躁暴 である o 力' ミ 々 々女で ある」 ミ0 

比丘 等よ、 丁度： の やうに、 比丘 は、 誰でも 面白くない 語が 自分に 觸れ ない 間 は 非常に 親 

切で ある o 非常 (こ 謙遜で ある o 非常に 靜か である o 然し 比丘 等よ、 自分に 面白くない 語が 觸 

れる 時に、 その 比丘が 果して 親切 ミ 見られる か、 謙遜 さ 見られる か、 靜か なむの ミ 見られろ 

かの 定まる 時で ある o 

比丘 等よ、 私 は、 衣ミ鉢 食ミ座 具 さ 藥具^ 得た るが 故:： 口 も 柔和に して 行 も 柔和な 比丘^ 
柔和 ミは曰 はない。 そ は 何故 なれば、 比丘 等よ、 その比丘1こ して、 衣ミ鉢食ミ座具さ藥具^ 
か 得な けれ は'、 口 も 行 も 柔和で ないから であろ。 

比丘 等よ、 比丘に して、 法^ 尊重 恭敬して、 口 も 行 も 柔和で あれ は' 私 は その 比丘な 柔和で 
ある ミ いふ。 比丘 等よ、 それで あるから 斯 くの 如く 學 ばれ は' ならぬ。 「法^ 尊重 恭敬して、 口 

も 柔和で あり、 行 も 柔和で あ らう」 ミ。 汝等は 斯く學 ばれば な らぬ 0 

比丘 等よ、 茲に汝 等が 他人に 依って 語らる 、五つの 語の 逍が ある 0 卽ち 

時に 適 ひ、 或は 時に 適 はす、 
事實 I： 適 ひ、 或は 事實 (： 適 はす'、 
柔 かに、 或は 粗く、 

爲 になる やう （：、 或は 爲 (こな ら ないやう に、 
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慈心^ 以て、 或は 惡心^ 以て、 
である。 比丘 等よ、 汝等 は、 他人に 時に 適 ひ 或は 時に 適 はす' に 話されても、 事實 (： 適 ひ 或は 
事 實に適 は す (： 話されて も 、 柔 かに、 或は 粗く 話されても、 爲 になる やう に、 或は 爲にな ら 
ないやう に 話されても、 慈心な 以て、 或は 惡心^ 以て 話されて I  、 汝等 It この やう I： 學は' れ 
は' な らぬ。 「決して 私の 心 は變ら ぬで あ らう。 惡語ュ 私の 口 か 洩れぬ であらう o 同情 ミ 愛憐 ミ 
^以て 慈心に 住し、 內心 にさへ 怒な 抱かぬ であらう。 その 人 4 慈の 伴 ふ 心な 以て 浸して 住す 
るで め ら う o それから そ の 地^ 延 して、 仝 世界^ 锾大 無量な 窓 心 ^以て 怨みな く 憎みな く 浸 
して、 住する であ らう J ミ。 汝等 は この やう に學 ばれは' な らぬ 0 

比丘 等よ、 喩へ は'、 人あって^ ざ 袋ミも 持って 遣って 來ろ。 而し' C この やう にい ふ c  「私 は 
この 大地の 土な 無く しゃう」 さ。 そ ： で 彼 は 「土よ 無くなれ、 土よ な く なれ」 ミ 曰って は此處 
'彼 處の土 も 堀って は此處 彼處に 撒き 散し、 此 處ぉ 處 (： 穴^ 掘って は 此 處彼處 に 投げ 拾て る o 比 
丘 等よ、 汝等 はいかに 思 ふか。 この 人 は この 人 地の 土 あな くす る こどが 出來 ろで あ ら う か」 0 

「世 尊、 それ は出來 まぜん o 何故 なれ は'、 この 大地 は 量^ 超^て 深く、 いか (：、 その 男が 骨 
^折り 力 ^盡 しても、 土^な くす る ： 1 ま 出來 まぜん から」 o 

比丘 等よ、 丁度 その やうに、 汝筝は 他人に 依って 五つの 語 it、 卽ち、 時に 適 ひ、 或は 時:： 

適 はす'、 事 It に 適 ひ、 或は 事 赏に適 はす、 柔 かに、 或は 粗く、 爲に なるやう （こ 或は 爲 こな ら 

ないやう に、 慈心^ 以て 或は 惡心^ 以て 語らる 、o 比丘 等よ、 汝等は 他人に 時に 適び 或は 哓 

に 適 はす、 事 實に適 ひ、 或は 事 實に適 はす'、 柔 かに 或は 粗く、 爲に なるやう に、 或は 爲 にな 

ら ないやう に、 慈心^ 以て 或は 惡心^ 以て 話されて も 、 汝等 はこの やうに 學ば ねばな らぬ o 
「決して^の^ は變ら ぬで あ ら う。 惡語は 私の 口  ^洩れぬ であ らう o 同情 S 愛憐ざ^ 以て 慈心 

に 住し、 內心 にさへ 怒^ 抱かぬ であらう O その 人^ 慈心な 以て 浸して 住する であらう O それ 
から o その 地な 延 して、 仝 世界^ 廣大 無量な 慈心^ 以て、 怨みな く 僧み な く ゝ 浸して 住すろ 

であ らう」 ど。 汝等は この やう （：學 ばれば ならぬ o 
比丘 等よ、 喩へ! で、 人あって、 漆、 篛黄、 黑、 茜の 色 料な 持って 來て、 ： の やう （こい ふ o 

[私 は この 空 に^な 肅 かう。 繪あ顯 は して 見やう」 ビ。 比丘 等よ、 汝等 はいかに 考 ふる 力ち ： 
の 人 は 空中に 繪 ^霜く  ：s が出來 やう か、 物の 形な 顯 はす： さが 出來 やう か』。 
『世 尊、 それ ほ 出来ません。 空 は 形 もな く 見る こど も 出来ない もので、 いかに その 人が 骨^ 

折 リカな 翥 しても、 繪 4>肅 き、 物の 形^ 顯 はすこ ミは 出来 まぜん』 つ 

比丘 等よ、 又喩 へば、 人あって、 枯草で 作つ す: 燃: つ 上る 松明な 持って 來て、 この やうに い 

ふ 0  「私 は この 枯草で 作った 燃^ 上る 松明な ぶ', て、 この 恒河 4 燃し 乾かす であ らう」 さ。 比丘 

等よ、 汝等 はいかに 考 ふる か。 の 人 は その 枯草で 作った 松明^ 以て 恒河^ 燃やし 乾かす こ 
2 が 出来る であ ら う 力'』 0 

『世. 琯、 それ は 出来 まぜん。 恒河は 量^ 超^て 深 く、 いか I： その 人が 骨な 折り 力な 翥 しても 
枯 草の 松明 で は恒 河な 燃 し 乾かす： ミ は出來 まぜん』。 

比丘 等 よ 、 又喩へ は'、 茲 (こ柔 かに しなやかに 善 く 完全に 鞣 し、 サラ 々々ざ 、ふ 音 も パラ々々 
ミ いふ 昔 も しなくな つた? ffi の 皮が あって、 或る人が、 棒 か 土瓶の 破片^ 持って来て、 この や 
う にい ふ。 「私 はこの 柔か ('： しなやか (こ、 善く 完仝 (：、 鞣し、 サラ 々 々ミ いふ 音む、 バラ々々 
ミ いふ 音む しな く なった 猫の 皮 ^棒 か 土瓶の 破片で r: 、いて サラ々 々パラ 々々さ いふ 昔^ さ 
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ゼ やう」 ミ 。比丘 等よ、 汝等 はいかに 考 ふる か。 この 人 は 二の 柔 かに しなやか I： 善く 完全に 
鞣 され、 サラ々 々パラ々々 さ いふ 昔の しない 猫の 皮^ 棒 か 土瓶の 破片で サラ々 々パラ々々 2 
いふ 音^させる： ミ が出來 やう か』 ミ。 

『世 尊 それ は出來 まぜん。 何故 なれば、 この 猫の 皮は柔 かに しなやかに 善く 完全に ほされ、 
サラ々 々バラ 々々ミ いふ 音の しな く なった ものです から、 その 人が いかに 骨^ 折 リカな 盡し 
て も、 棒 や 土瓶の 被 片^ 以て はサラ 々々バラ 々 々2 いふ 音^立てさせる ：ミ は出來 まぜん』。 

『比丘 等よ、 丁度 その やうに、 汝 等が 他人に 五つの 語道卽 ち、 時期に 適 ひ 或は 時期 (こ 適ば 
す、 事 實に適 ひ 或は 事 實に適 はす、 柔 かに 或は 粗ら く、 爲に なるやう に 或は 爲 (： ならぬ やう 

に、 慈心^ 以て 或は 惡心も 以て 語られても、 汝等は r. の やうに 學は' れ (て ならぬ 0  「決して 私の 
ぶ は變ら ぬ であらう 。惡語 は 私の 口 ^洩れぬ であらう。 同情 さ 愛憐^ 以て 窓 心に 住し、 內心 
にさへ 怒^ 抱かぬ でも らう。 慈心^ 以て その 人^ 浸し、 それよ リ その 地な ひろげて、 全世界 
な廣大 無量な 慈心^ 以て 怨みな く' It みなく、 浸す であらう」 さ。 比丘 等よ、 汝等 はこの やう 

に學は 'ねばならぬ o 

比丘 等よ 假令、 賤 しさ 盗賊が 兩齒の 鋸ん 以て i 女な 4i へて 支肢 な切斷 する であらう ミも …… 
か、 る 場合 (： 心の 喑 くなる もの は、 私の 敎^ 守らぬ ので ある。  比丘 等よ、 汝等 は':： 

の やうに 學 (てれ は 'ならぬ 0   「私の 心 は 決し-て 動かぬ であらう o 惡認は 私の 口  ^洩れぬ であら 

う。 同情 ミ 愛憐さ^ 以て 慈心に 住し、 内心に も 怒^ 抱かぬ であらう 。窓 心^ 以て その 人^ 浸 
し、 それよ り その 地^ ひろげて、 仝 世界^ 廣大 無量の 慈心^ 以て 怨みな く 僧み なく 浸す であ 
らう」 ミ、 比丘 等よ、 汝等 はこの やうに 學は' れは' な らぬ。 

「比丘 等よ、 汝等 は、 この 鋸 譬喩の 敎訓 ^屢 々繰り返して 心に 思 ひ 見よ o 比丘 等よ、 汝等は 
• この 語 道 (こ、 大な リ小な リ罪坭 ^見る か Jo 
「世 尊、 決して 私共 は 見 まぜん」 o 

「比丘 等よ、 それで は この 鋸 譬喩の 敎訓^ 繰リ 返して 心に 思 ひ 見よ、 そ は汝等 I こミ つて 長き 

利益 幸福 ミ なる であらう」 ミ0 

巴^ 中 阿 含 第二 一  （vol.  I.  p.p.  122—130) 
中 阿 含 牟犁玻 群邪經 （昃 七、 48-49) 

天  音 

『比丘 等よ、 諸 天の 中 (こ 時々 三種の 天 音が 起る O 三ミは 何で あるか O 比丘 等よ、 聖 弟子が、 

鬚髮^ 剃り 落して、 黃 衣^着け、 家 ^出で、 家な さ沙 ミな らん さ 欲する 時、 諸 天の 中に 天 

音が 起る o  「この 聖^ 子 は、 惡^ ミ戰 はん 2 欲す」 ミ0 比丘 等よ、 これが 時々 諸 天の 中に 起る 

第一の 天 音で ある。 比丘 等よ、 次に 乂聖 弟子が 菩 ねの 因 分た ろ 七 法 （四 念 住、 四! £ 勤、 四 如 
^足、 五极、 五 力、 七 菩提 5>、 八 正 id: の修習 (こ 導 注して ねろ 時、 諸 天の 中に： の 天 音が 起ろ' も 

「二の 聖 弟子 は 惡宽ミ 共 (：戰 つてね るれ。 比丘 等よ、 ：れカ * 諸 天の 中に 時々 起る' 第二の 天 # 

である。 比丘 等よ、 次に 义、 聖^ 子が 諸 漏 か 滅ぼし 篛 の 心 解 肶藤解 脸ズぉ^ 法 (： 於て 自 
ら赏證 し贲^ して 住する 時、： の 天 音が 諸 天の 中に 出づ る。 「この 聖^ 子 は 戦に 勝った o 彼ば" 

戰場 に^ 利^ 占めて ねる」 ミ0 比丘^よ、 ： れが諸 天の 中 (こ 時々 起 る笫 三の 天 音で ある o  ^ 


372 

丘 等よ、 ： の 三種の 天 音が 時々 諸 天の 中に 起る ので ある o 

Iti-vuttaka  p.  75. 

天人の 五褰 

比丘 牮ょ、 天が 天 身 VH ぜん ミ する 時には、 五 種の 前 相が 顯 はれる o 花 霊が 萎み、 衣が 汚 

れ、 腋の 下に 汗が 流れ、 萄 體 1 こ 臭氣が 生じ、 自分の 天の 住處な 喜ば なくなろ o 比丘 等よ、 二 
の 昨 諸 天 は 死 ぜん ミ する はこの 天子で ある ミ 知って、 三つの 語^ 以て 勵 ます o  「君よ、 善き 所 
に 行けよ o 善き 所へ 行いて、 善 さ 所得^ 得よ、 善き 所得^ 得て、 其處に 確立して あれ」 ミ。 
かく 曰 はれて、 或る 比丘 は 世 尊に： の やうに 申し上げた o 『世 尊 諸 天が 善き 所^ 考 へて ねろ 

の は何處 であります 力、。 諸 天が 善き 所得 ミ考 へて ねる の は 何で ゎリ ます 力'、 諸 天が、 善 さ 確 
立；? 考へ てね るの は 何で ぁリ ます か』。 『比丘 等よ、 諸 天 は 人間界^ 善き 所ミ考 へて ねる。 人 

間であって 如来の 說き給 ふ敎法 さ、 戒律に 信^ 得る 0  二れ な 諸 天 は 善き 所得 ミ考 へて ねる の 

である。 その 信が 固着し、 根が 生て 確 £ し、 堅固 (： してい かなる 世界に 於け る 沙門 婆羅門 諸 
天、 惡蹵、 梵天に 依っても 動亂 せられない。 比丘 等よ、 諸 天 は： れ^ 善き 確立 ミ考 へて ねる 

ので わる o 

Iti-vuttaka  p.p.  76-77 

法 を 見 ざれ ぼ 我れ を 見ず' 

『比丘^よ、 比丘あって たさへ、 ^伽 黎の锯 な 取って、 私の 後 【こ從 ひ、 私の 足跡^ 踏んで 來 
てむ、 彼に して 若し 貪欲に して、 烈しい 欲情^ 有し、 心 怒リ、 おも ひ 汚れ、 忘 念に して 不正 
心、 寂靜な らす、 心 亂れ、 惑官か 制御して ねなければ 彼 は 私から 遠い、 私も亦 彼から 遠い o 
そ は 何故 なれ (て、 丘 比 等よ 彼の 比丘 は 法^ 見ない からで もる o 法な 見ない もの は 私^ 見ない 

からで わる。 比丘 等 よ 、 そ の 比丘が た ミ へ、 百 由 旬 離れて 住んで ねて も 、 彼に して 貧 欲な ら 
す- 烈 しい 欲情^ 抱かす、 心 怒 らす、 お も ひ 汚れす'、 正 心 正 念 (こ して、 寂靜、 心 一 點に喿 中 

し、 惑 官^ 制御して あれば、 彼 は 私の 傍に ねる ので もる。 私も亦 彼の 傍 (こねる ので ある o そ 
は 何故 なれば、 比丘 等よ、 彼の 比丘 は 法な 見る からで ある o 法^ 見る に 依って 私^ 見る から 

であろ 0 

丄 ti-vuttaka  p.  91 

汝等は 法の ffl 績者 なり 

:li 世^の 宣ふ 所、 阿羅漢の 宣ふ所 ミ私は 聞いて ねる o 

『比丘 等よ、 私 は 乞 ふむ の 【： 施し、 いつにても 施す に 用意 ぁリ、 最後 身^ 持てる 婆羅門で あ 

る o 辆 上の 大^ 手術 師 であ る。 汝等は その 私自身の 子、 口よ リ 生じた る もの、 法よ リ 生じた o 

もの、 法よ リ化 作した る ものにして 法の 相' 慎 者で ある0 財の 相續 者で はない。 比丘 等よ、 兹 (： 

二種の 施が ある。 財 施ミ法 施で ある o この 二種の 施の 中、 法 施が 勝れて ねる。 比丘 等よ、 茲 
に 二種の 拾が ある。 財 捡ミ法 拾で ある 。 この 二種の 拾の 中、 法 拾が^ れて ねる o 比丘 等よ、 

^に 二種の 資 助が ある。 財の 資助ミ 法の 資 助で ある。 この ニ^の 資 助の 中、 法の 贷 助が 勝れ 
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てゐ る。 比丘 等よ 茲に 二種の 供犠が ある 0 財の 供犧ミ 法の 供犧 である。： の 二種の 供犧の 中、 
法の 供犠が 勝れて ねる。 

Iti-vuttaka  p.  101. 

下流の 湖の 嗡 

『比丘 等よ、 喩 へば、 人あって、 河の 流れ (：、 樂 しく 面白さ う （二 浮んで 行く ミ する 0 それ^ 
眼 もる 人が 岸 (： 立って、 これ^ 見て この やうに いふ c  「君 は 何故 さ ぅ樂 しく 面白さう （： 河の 流 
れに 浮んで 行く のか o 下の 方に は 波が 立ち、 渦が あり、 鰐 魚ミ藥 叉の 住む 湖が ある 0 君 は 其 
處へ 着いて、 死 か 或は 死ぬ 程の 苦 しみ: こ 遇 うで あらう 」 "比丘 等よ、 そ の 時、 彼 は そ の 人の 
聲 ^聞いて、 手足^ 以て 流^ 過き ら う ミっ さめろ であ らう。 比丘 等よ、 私の 說 いた： の喩は 
義^ 知らし めんがた めで ある。 さう して これが その 義 である 0 比丘 等よ 河の 流れ ミ いふ は渴 
愛の 名で ある 0 比丘 等よ、 樂 しさう (： 面白さう にミ いふ は、 六 内處の 名で ある。 比丘 等よ- 

下流の 湖ミ いふ は、 五 下 分 結の 名で ある。 比丘 等よ、 波立って ねる さは、 as 惱の 名で ある o 
比丘 等よ、 渦が ある さは、 五 欲の 名で ある o 比丘 等よ、 鰐 魚 さ藥义 が' 住む ミ いふ は、 女の 名 

でめる o 比丘 等よ、 流れ ^横切る S いふ は、 出 離の 名で ある。 比丘 等よ、 手足^ 以て 勤めろ 

ミ いふ は、 精進の 名で ある o 比丘 等よ、 岸 (こ 立つ 眼 ある 人ミ は、 如 來應供 等 正 覺哲の 名で あ 

ho 

Iti-vuttaka  p.p.  113-115 

世間の 幸福^ 禍 ど離脫 

比丘 等よ、 私 は 未だ 菩提^ 得すして、 菩薩で あつす: 時に、 この 樣に考 へた 0 
「世間の 幸福 S は 何でも る 力.、 禍さ は 何で あ る か。 ： の禍 から 如何に して 脫れる ： ミ が出來 
るで め ら う 力、」 ミ。 

比丘 等よ、 私 はつむ、 て考 へた 。「この 世に 於て、 樂ミ喜 ミ^ 起さ しむる ものが、 、の 世界 
の 幸福で ある。 この 世が 無常 苦 惱簿變 の 法で ある さ 曰 ふこ ミが、 こめ 世の 禍 である。 、の 世 

に 於て 欲 S 貪欲^ 制御し 廢棄 すれ は'、 ：れ が： の 世からの 離脫 である。  

比丘 等よ、 私 はこの 世間の 幸福 か 探して 歩いた o さう して この 世間の 幸 幅 (こ 達して、 その 
あ リ 丈け^ 智慧^ 以 て 見極めた 0 

比丘 等よ、 私 Itt この 世閻の 禍^ 傑して 歩いた。 さう して この 世間の 禍に 達して、 その あり 
丈け^ 智慧^ 以て 見極めす :0 

比丘 等よ、 私 は： の 世間の 離！:^ 探して 步 いた。 さう して： の 世間の 離) El: 達して、 その 

ぁリ 丈け な、 智慧な 以て 見極め ブ: c 

比丘 等よ、 私は靳 く の 如く、 世間の 幸福^ 幸福 ミ、 禍^ 禍さ、 離 股な 離脫 ミ、 如赏に 知ら 
ない 間 は、 私 は天界 蹵殍梵 界^ 含む一 切の 世界、 沙門 婆羅門 人民、 —切の 人 天に 對しャ 我 
は 無上 正 等覺^ 成 じた S は 宣言し なんだ。  、 

比丘 等よ、 私 (t 靳く の 如く、 世間の 幸福^ 幸福 さ、 禍な 禍ミ、 離脫^ 離脫 さ、 如實に 知つ 

す: 時、 私 は 天 界楚界 梵界 な舍 む一 切の 世界、 沙門 婆羅門 人民、 一切の 人 天 (こ 對？  -r 宜 s  , た- 
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^は 無上 正 等 覺な成 じた 。私の 心 解 IK: は 不動で あろ。 これ は 我が 最後の 生て ある。 この 外 r_ 

再生 はない さの 智 見が 生 J! たミ宣 したので ある o 

比丘 等よ、 も し 世間に 幸福がない な ら は'、 衆生 は 世間 (こ 執莳 しない。 世間に 幸福が あるか 

ら 世間:： 執^ ャる のて ある o 比丘 等よ、 も し 世間 1 こ禍 がないならば、 衆生 は 世間^ 厭 はない、 
世間に 禍が あるから、 世間^ 厭 ふので ある。 比丘 等よ、 世間 (二 離脫の 法がない な らば、 衆生 

は 世間^ 離！: しない。 世間に 離 の 法が あ るから、 世間から 灕脫す るので ある。 

比 17: まよ、 衆 化に して 世間の 幸福な 幸福 ミ、 禍な 禍ミ、 離脫^ 離肶 さ、 如實に 知らない 「ま 

は、 彼等 衆生 は、 天界 楚界梵 界^ 合む 一切の 世界、 沙門 婆羅門 人民、 一切 人 天の 世界から 離 
脫ぜ す'、 出 離せす' 解 脫ぜ す、 その 境界 ^脫 しない 心^ 以て 住する のて' ある。 
比丘 等よ、 衆生に して 世間の 幸福^ 幸福 さ、 禍な禍 さ、 離！:^ 離！: さ、 如實 (： 知る 時 は、 

彼等 衆生 は天界 宽界梵 界^ 含む 一切の 世界、 沙門 婆羅門 人民 一切 人 天の 世界から 離) K: し、 出 

離しき? 脫 して、 その 境界^ 脫 しす: 心な 以て 住する ので ある O 

巴 利 ％ —阿 含 三の 101-102  (Vol.  I.  P.P.  258-2G0) 

音樂 踊 S 哄笑 S 

比丘 等よ、 音 樂は聖 律に 於て は 嘆 さで ある。 舞踊 は聖律 (： 於て は亂 心で ある o 過度に 齒^ 
出して 笑 ふ は、 聖 律に 於て は 小 供ら しい こ S である。 比丘 等よ.、 それ 故 I こ 音樂ミ 舞踊 さな 止 
めよ、 喜 は' しい こさが あるなら は' 只 微笑む に 止めよ o 

巴 利^— 阿 合 三の 部 103  (Vol. I.  P.  261) 

H 法 印 

比丘 等よ、 如來 のこの 世に出で 給 ふ、 出で 給 はぬ (： 拘ら す'、 ： のこ s は 定ま リ、 法ミ して 

定ま リ、 法 さ して 極って ねる ので あ； S0  「諸行 は 無常で ある」 So 如來 はこれ な 證リ、 これ^ 
知リ 狡き 給 ふ。 これな 證リ、 これん 知り 拔 いて、 「諸行 は 無常で ある」 ミ示敎 し 宣布し、^ に 
説 さ、 叨 かに 敎へ給 ふので あ. る。 

比丘 等よ、 如來 のこの 世に出で 給 ふ、 出で 給 はぬ (： 拘ら す'、 ： の： ミは 定まり、 法 S して 
定ま リ、 法ミ して 極って ねろ。 「諸行 は苦惱 である」 さ。 如来 は これな 證リ、 これ ^知 リ投き 
給 ふ。 ： れ^ 證リ ： れ^ 知リ拔 いて、 「諸行 は艺惱 でお るお 示敎し 宣布し、 燕 か 【こ說 き、 明 
かに- 敎へ給 ふので ある。 

比丘 等よ、 如來 のこの 世に出で 給 ふ、 出で 給 はぬ (： 拘ら す、 この:： ミは 定ま リ、 法 さ して 
'ノヒ まリ、 法 さ して 極って ねろ ので あろ o  「諸 法 は 無我で ある」 S0 如來 は： れな 證リ、 こ れ^ 

知 リ拔き 給 ふ。 これ ^證リ これ^ 知リ拨 いて、 「諸 法 は 無我で あるれ 示^し 宣布し、 恭 かに- 

說き、 明かに 敎へ給 ふので ある o 

巴 利 增阿合 三の 部 I34*  (Vol.  I.  p.  286) 
阿那 律の 得果 

或る時、 阿那 ^ぼ 者 は、 世 尊の 御 厠へ 行いて この 樣 (： 中 し 上げた o 
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「世 尊、 私 は屢々 人間の肉 眼に 勝れた 涓淨な 天眼な 以て、 婦人が 死して 後、 苦 所惡 趣無樂 所^ 
地獄に 落ち 近む の^ 見ます が、 婦人 はどう して 死んで 地獄に 落ち込む ので ぁリ ま しゃう 力、」 o 
「阿那 律よ、 婦人 は 三 法 ^具へ てね るから、 死んで 地獄に 入る ので あろ o 三 法 さは、 阿那律 

よ、 婦人 は 朝 は、 慳の 汚れに 心^ 捕 はれて 家に ミ y 、ま リ、 日中 は 嫉妬に 心な 捕 はれて、 家 
にさ 《ま リ、 夕暮 (こ は 欲情に 心な 捕 はれて 家に-居る こミ である。 阿那 律よ、 婦人 はこの 三 法 
^具へ て、 死後 地獄 (： 入る ので あろ 」0 
他の 時、 阿 邪 律 尊者 は、 舍利弗 尊者の 處へ 行いて、 挨搜ん 交した 後で、 この 樣 (こ 曰った。 
「我が 友、 舍利 弗よ、 今日で は、 私 は 人間の肉 眼に 超ね 勝れた 淸淨な 天眼^ 以て、 千世 界^ 

見渡す ：ミ が 出来ます O 私の 精進 は 不屈 不撓で あり ます。 私の 樹立し す: 正 念 は 不動で あり ま 

す。 ^體は 寂 かに 暢 かにして 動搖 なく、 心 はー點 に 集中して 靜 まって ねます o しかも、 私の 

心 は 取 着ん 離れ、 諸 漏よ リ脫れ る ：ミ が出來 まぜん」 つ 

舎利 弗ば これ 【こ 答へ て、 次の 如く 敎へナ :0  「我が 友、 阿那 律よ、 卿が 『私 (1 人間の 眼に 超ね 
勝れた 淸淨な 天眼^ 以て 千 世界な 見渡す』 さいふ は、 それ は 卿の 慢心で あ; So 阿 那 律よ、 卿 
が 『私の 精進 は 不屈 不撓で ある o 私の 樹立した 正 念 は 不動で あ; So 萄體は 寂 かに 暢 かにして 
動搖 なく、 心 はー點 (： 集中して 靜 まって ねる』 さいふの は、 それ は 卿の 掉擧 であろ。 阿那律 
よ、 又 卿が 『それに 拘ら す'、 私の 心に 取 着 ^離れて、 諸 漏よ リ脫れ る こミが 出来ない』 ミ云ふ 
は それ は 卿の 悔 であろ。 もし 尊者 阿那律 (二して、 これらの 三 法^ 離れ、 これらの 三 法^ 思 は 
すして、 不死 界 (こ 心^ 蓮 ばれたなら (て、 誠 (： 結構で ある」 ミ。 

それから 後、 尊者 阿 邪 律 は、 これらの 三 法な 離れ、 これらの 三 法^ 思 はすして、 ひたすら 
I こ 不死 界に 心な 運んだ o 彼 は壩り 人々 な 離れて 住み、 熱心に 誠實 (こ 住ね、 遠から すして、 正 
しく、 良家の 子が、 家^ 出て ゝ家 なき 沙門 ミ なる 目的の、 無上の 梵行の 終な、 この 現在 I： 實 
現赏證 して 住し、 生は盡 き、 梵行は 成就し、 成 すべさ ：ミは 成し遂げ、 これよ リ 外の 生 はな 

ぃミぃ ふ智 見な 生 じ た 0 尊者 阿 那律は かくて 阿羅漢 ミ なった ので ある 0 

巴利增 P 可舍 三の 部 127， 128  (Vol.  I.  p.p.  281-282) 
安  眠 

世 尊が 阿腿毘 の、 牛の 通 ふ 道に 當る シン サパ钵 にて 木の葉な 布いて ね 給 ふた 時の ：ミ であ 

ho 阿躐毘 人波 吒迦 は、 森の 中^ 逍遙 ひ步 いてね て、 世 尊の 林の 中に 木の葉 4> 布いて ね 給 ふ 

な见 奉り、 世 尊 ^禮 して、 一面 (： 座し、 世 尊 (： この 樣に 申し上げた o 
「世 尊、 昨夜 は 快く 御 眠りに-な リ ま した か」 o 

「公子 よ、 その 通り 私 は 快く 眠り ^取った o 私 は ： の 世に 於て 快く 眠る もの、 一人で あ る Jo 
「世 尊、 冬の 夜 は 寒く あります。 中間の 八日 （摩 独/】 Magho の^ 四日 ミ、 頗勒鎏 孥;] 
Thagguna の 初め 四 El) は 霜の 降る 時であります o 大地 は 牛が 踏み締めた 樣に 堅くな つてね 
ます。 それに 木の葉の 敷物に 薄く、 木々 の 枯葉 はがさ 々 々震いて ねます o 黄 衣 は? 令/:  く、 季 
節 Q 虱 はヒ' ユウ々 々寒く 吹いて ねます。 それに 拘ら す、 世 尊 は、 公子よ、 私 は 快く 眠 リ^ 取 
つた。 私 はこの 世に 於て 快く 眠る もの、 一人でめ るミ 仰せられ ま した」。 
「公子よ、 それで は 私が 問^掛ける から、 思 ふやう （こ 答へ るが 善い」 o 
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「M よ、 汝は 如何に 考 へる か。 茲に 家主 又は 家主の 子の 層樓の 家が あって、 內も外 も 強く 
塗リ 堅められ、 風の 吹き込む 隙 間もなく、 戸^ 閉め 窓^ 閉めて ある ミ する 0 其處 (こ は 臥榻が 
あって、 長い 毛の 房々 しす: 毛氈な 掛け、 白氈^ 掛け、 花模 樣の綠 込みの 毛氈 ^掛け、 カー タ* 
"羚羊の 美しい 褥な 布き、 上 (こ は 傘 蓋^つ るし、 兩 端の 紅い 枕な 置き、 テーラ 油の 燈がさ i 

つてね る o その上、 四 人の 妻妾が 彼^ 慰める 爲に 侍して ねる、 ミ する 0 公子よ 汝は 如何に 考 

へる 力 、 その 人は樂 しく 眠る であらう カリ o 

「世^、 その 人は樂 しく 眠リ ます。 彼 はこの 世 (： 於て 樂 しく 眠る もの、 一人で ぁリ ます J0 

「公子よ、 然し、 汝 はどう 思 ふか。 そ 0 家主 又は 家主の 子 は、 身心 【： 貪欲 生の 熱氣^ 生じて、 

その 熱 氯の爲 め (こ寢 苦しい： ミ はないで あらう か」 o 
「世 尊、 その 通リ であり ます」 o 

「公子よ、 この 家主 又は 家主の 子が、 その 熱氯: ニ燒 かれて 寢 苦しむ その 貪欲な'、 如 來は窠 て 

離れ、 根 扱きに し、 頭 4 "切られた 多羅 樹の樣 1: 未來不 生の 法 さ しォ: ので ある 0 それで 私は樂 

しく 眠る ので ある」 o 

「公子' よ、 汝は 如何 (こ考 へる か。 力 、の 家主 又は 家主の 子 は、 瞋恚 及び 愚痴よ リ 生す-る 熱氣^ 
身 心に 生じて、 その 熱氣の 爲に燒 かれて 寢 苦しまない であらう かふ 
「世 尊、 その 通リ であ リ ます」 ゥ 

「公子よ、： の 家主 又は 家主の 子が、 その 熱 氯に燒 かれて 寢 苦しむ 瞋恚ミ 愚痴 あ、 如 來は繁 

て 離れ、 根 扱きに L  、 頭^ 切られ ォ: 多羅 樹の やうに、 未來不 生の 法に したので ある o それで 
私は樂 しく 眠る ので ある o 

欲に 汚れす、  依^ 離れ 淸凉に して、 

煩 憐^ 滅ぼせ し 婆羅門 は、  常に 樂 しく 眠る o 

よろ づの 願望な 斷ち、  胸の 怖れな 離れ、 

心 平安 【： 達して、  靜 かに して 樂 しく 眠る o 

巴 利 增阿合 三の 部 34  (Vol.  I.  p.p.  136-188) 
增阿舍 二 〇 （昃 一、 95) 

沙 鬥 現在の 果報 

或る時、 世 尊 は 王舍狨 の耆婆 所有の 菴婆 休に、 千 二百 五十人の 大 比丘 衆 ミ 共に 御 住ね なさ 

れ てね た。 

その 時、 摩 揭陀の 王に て、 希提 希の 子なる 阿闍世 王 は、 第 四月の 十五 日 布薩の 日、 卽ち 「水 

蓮の 滿 月の 夜」 (KcmucU) 、数多の 大臣に 園鐃 せられて、 髙樓の 階上 (こ 座して ねた。 さ う し^ 

(月の 美し さに） 次の 歡び の偈な 歌う す :o 

友よ、 樂 しゃ 月 あかき 夜、  美し や 友よ、 月明 さ 夜、 

麗 はしゃ、 友よ、 月明 かさ 夜、  心よ しゃ、 友よ、 月明 かき 夜、 

幸 多き かな 友よ、 月明 かき 夜 o 

ミ o  「今' せ、 沙門 婆羅門の 中、 誰 ^尋ね やう o 私の 心が （この 上に も） 歡ぷ や'） （こ 誰^ 尋れゃ 

う」 So 
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((その 時、 大臣 達 は 代る 々 々、 六師 外道^ 訪ひ 尋れる やう I こ勸 めた が、 最後に 者 婆の 勤めに 
依って、 五 百の 女 象に 宮 女達^ 乘ぜ、 自ら は 龍 象 【こ 跨リ て、 松明^ 持たせて、 簿齒肅 々ミ I 
て 害 婆の 菴婆 林に 向つ ォ:) )o 

やがて 菴婆 林に 近づいて、 阿闍世 王 は 恐怖 (こ囚 はれ、 毛髪^ 竪 立た せ、 戰慄^ 禁じ 得す、 
耆婆 (： ： の やう （： 曰った o  「耆 婆よ、 お まへ は 私^た' ま して 敵 (：與 へる ので は あるまい れつ 千 
二百 五十人の 大 比丘 衆が ねる ミ S ふのに、 噴 嚏 や 咳の 音 もな く。 何の 昔 も しない Jo 

「恐れ 給 ふな、 陛下、 私 は 陛下な 欺し、 裏切る もので はぁリ まぜん。 御 進みなさい o あの 阿 
屋に燈 がさ ぼされ てね ます」 o 

阿闍世 王 は 象で 行ける 所まで 進み、 象^ 下れて、 步行 にて 阿屋の 傍へ 近づき、 者 婆 ^顧み 

て 尋れた O  「者 婆よ、 世 尊 は 何處に 在ます であるか」 0 

「あの方が 世 尊で あり ます, 眞 中の 柱の 傍に 東面して 座リ、 比丘 達 (ニ圜 まれて 居 給ん 方が 世 
尊で ぁリ ます」。 

阿闍世 王 は、 世 尊の 御谤へ 近づいて一 面に 立ち、 淸 明な 湖の 様に、 寂然 ミ して 座って ねる 

比丘 衆^ 眺め まわした 0 さ う して 思 はす' 叫んだ 0 

「あ、、 我が 子、 優陀夷 跋陀羅 が、 この 比丘 達の 持って ねる やうな、 靜 かさ^ 持って ねたら 

は' な 一」 o 

「陛下よ、 陛下 は 陛下の 愛する ものに 思 ひ^ 遣らる ゝ ので ぁリ ます か」 o 

「世 尊よ、 私 は 皇子 優陀 夷^ 愛します。 それで 私 は、 皇子が： の 比丘 達の 持って ねる 靜 かさ 

^持って ねた ら は' ミ 思 ふので あ ります Jo 

かくて、 阿闍世 王 は 世 尊^ 鱧し、 比丘 等に 合掌して、 一面に 座し、 世 尊に： の檬に 申し 上 
げた。 「世 尊、 世 尊に して 若し 許し あ 御與へ 下さ るなら は'、 私 は ある 事に 就いて 御 問 ひ 申した 
い： ミが あり ます」。 

「陛下よ、 望みの 儘に 御 尋ねなさい 」o 

「世 尊、 此の世 (こ は 種々 な 職業が ぁリ ます。 例へば 象师、 騎手、 御者、 弓術 師、 旗手、 士官、 
兵糧 方、 王家の 出の 士官、 戰士、 突擊 者、 鹿皮^つ けた 戰士、 奴隸、 料理人 、理髪師、 湯番、 

カレー 料理人、 花屋、 洗濯 人、 織工、 籠 職人、 陶工、 簿記 者、 印鑑 師等 であ リ ま マ o  ： れら、 

又は： の 外の 職業が あり ますが、 總て 彼等 は 現在に 目に 見^る 報酬^ 得て 居リ ます。 その 職 
業 に 依って、 自分 さ 父母 S 妻子 S 友人 ミ^ 幸福に し滿 足させて ねます。 又 沙門 婆羅門に 對し 
て、 高い 目的の ある 布施、 卽ち 天界に 生れさ ぜ天界 の 善果な 得せし むる 布施な 致します。 世 
尊 は 沙門に は、 の樣な 現世に 於て 目に 見 【々る 果報が あろ ： さな 御說 きな される こさが 出來ま 
しゃ う か」。  

「大王よ、 陛下 は 何さ考 へられます 力 乇 此處に 陛下の 宮廷の 人々 の 中に、 一人の 奴隸が あつ 
て、 陛下 (こ 奉仕し、 早く 起き 遲く 寢れ、 陛下の 仕事^ 何時でも 出來る やう （こ 用意し、 陛下 I こ 
愉快^ 與 へる 樣 (こ 働き、 柔和な 語^ 語リ、 陛下の 御顏 色^ 伺って ねる ミ します。 其の 奴隸が 

；: の漾 (こ考 へます。 「功德 の 果報 は 何ミ いふ 奇特 不可思議の もので あ ら う か の 王 も 人で あ 
リ、 私 も 人で ある o 然る I 二： の 王 は 五 欲の 樂 しみ I  二 身^ 浸し 樂 しんで ぬられる o 丸で 天の 如 

しで ある o 然る 1 こ 私 は 王の 奴識 であり、 下僕で あり、 早く 起き 遲く寢 ね、 何時でも 仕事の 出 

來る樣 (こ 用意し、 樂 しみ^ 與 へる やう 1 こ 仕事^し、 柔和な 語^ 語リ、 主人の 顔色な 伺つ C ね 
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ho 私 はこれ から 功徳な 積ま う o 鬚髮^ おろし、 黄 衣^着け、 家^ 出で ゝ家 なさ 沙門 ミ なる 
であ ら う さ。 彼 はかく して 出家^な し、 ^口 意^ 制し、 只 食 2 家 ミ^ 得て 滿 足し 遠 離して 住 
します。 それ^ 人あって^ 下に 告げます o 陛下、 御 承知で あり ます か、 陛下の 奴隸が 出家 S 
なって、 身 口 意な 制して 只 食ミ家 ミ^^て 滿 足し、 遠 離して 住して ねます:？。 ： れ^ 聞いて、 
陛下 は ： う 曰 はれろ であ リ ま しゃう か 0 その 男ん 來 させて、 今一度 奴隸 にせよ さ」 c 

「世^、 さ うで はわり まぜん。 私 は 彼^ 尊敬して 座よ リ 立って 迎ひ、 彼な 請して 座 (：卽 かし 
め、 衣食住 藥 その他の 用具^ 供養し、 法 (こ 依ろ 保護な' if りなく 致す であ リ まし やう」。 
「陛下よ、 それで は、 これが 現世の ほ（： 見^る 沙門 栗で ないで しゃう か」 つ 

「世 尊、 確に ：： れは 現世の 目 （こ 見ね る 沙門 果 であ， リ ます Jo 

「陛下よ、 これが 私の 云 ふ 現世の 口に 見 わる 沙門 杲の 第一で ぁリ ます」 0 

「世 尊、 この 外に、 この 樣な 現世の 目に 見^る 沙門の 果報^ 示す：^ が 出来ます るか」 o  S 

「陛下よ、 出来ます。 茲 に 農業な して 稅な拂 ひ、 王の 富ん^ してね る 家主が ある ミ します。 

彼 も その 奴隸の 如く 考へ、 奴隸の 如く 行って 同じい 結果 (： 達します」 o 

「世 尊、 世 尊 は この 栗 報よ リ も、 もつ ミ 勝れれ、 もつ ミ 善い 現世の 沙門 果^ 示す こさが 出來 

ます か」。 

「陛下よ、 出來 ます O 陛下よ、 諦に聽 いて 善く 注意^なさい O 私は說 きまし やう」 O 
「かしこま リ ましす:」 さ 阿闍世 王 は 答へ た 0 世 尊 は 說き出 し 給う す :0 

「陛下よ、 如来が この 世界 (： 出現し 給 ふ o 應供、 等 正覺、 明 行 足、 善 逝、 世間 解、 無上 士、 

調 御 丈夫、 天人 邨、 佛、 世 尊 (こ 在ます c 如 來は天 界嵬界 梵界、 沙門 婆羅門 人民^ 舍む 一^世 

間な、 自ら 知リ自 ら證リ て 他 (二 敎へ給 ふ o 如 來は初 中 後 共 (こ 美しく、 文義共 (こ 具足し す： る 法 
な說 き、 圆滿淸 淨の梵 行 ^示し 給 ふ 0 

二の 法 か 家主 又は 家主の 子、 或は もつ ミ 下賤の 生れの 者が 聞いて、 如來 (： 信心^ 起す O さ 

う して この 樣に考 へる。 俗 家の 生活 は 障りに 滿ち、 塵の 小遨 であろ o 出家の 生活 は 大空の 樣 

に 自由で ある。 俗 家に ねて、 一向に 淸淨 a 滿 完全の 梵行^ 行す' る ： さは 謂れな き ：さ である o 

寧ろ 鬚髮^ 剃 除して、 黃 衣^つ け 0 家^ 出で、 家な き 沙^ さな らう さ。 かくて 彼 は 多少の 富 

さ 親戚の 者 S あ 捨て、 出家 2 なる。 
彼 はかく 沙門 どなりて、 波羅捉 木 叉 (： 具ん 制して 住する。 善行 正 行^ 具へ、 小 罪 (こも 恐れ 
か 見、 學則^ 受 持し、 學 足に 身 ふ 制し、 身 口 共に 善業な 具へ、 生活法^ 淸淨 I こし、 戒な 守り、 

惑官の 戸^ 守リ、 食す るに 量な 知り、 正 心 正 念な 具し、 滿 足して ねる o 

大王よ、 比丘が 戒な 守る ミは 如何なる ：ミ か。 茲 I 二 比丘 ありて、 殺生^ 止め、 殺生^ 離れ、 
杖な 繁て 刀な 繁て、 粗暴 ^耻 t; 仁に 滿ち、 總、 ての 衆生^ 愛憐して 注す る。 これが その 戒の一 

分で ある 0 偸-盗^ 止め 偸盗お 離れ、 與 へられた る ものな 取り、 與 へられろ か 待ち、 正直に 心 

^淸 からに して 住する。 非梵行 ^離れ、 梵 行^な し、 卑しき 所行な く、 淫^ 遠 離す る。 

妄語^ 止め 妄語' な 離れ、 眞 寅の 語^ 語り、 決して 眞赏か ら迷ひ 出です、 至誠 (こ して 誠實、 
世間な 誑ろ かさない。 讒謗^ 去リ 讒謗な 離れ、 人々 の 間の 爭^ 起す やう （こ、 此處で 聞いて 彼 
處に 話し、 彼處に 聞いて 此處に 語る ミ云 ふ： ミ^し ない。 分れて ねろ 人々 の 和解 者、 融會者 

I： して、 和合 苕 (二 異氮^ つける 人、 平和の 作リ 手、 平和^ 愛し 喜ぶ 人、 平和^ 作る 語^ 語る o 

 (以下 種々 の 戒^ 出す: )0 
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大王よ、 その 比丘ば この やう （： 戒^ 具へ てね ろから、 戒 にて ね^ 制して ねる 2 いふ： 门： 
就いては、 何處 (こも 恐れ も 惑 じない o 喩へ は' 灌項^ しす: 刹 帝 利の 王が、 敵な 降伏し 終って、 
敵 (： 就いては、 何 處:： も 恐怖な 惑 じない さ 同じで ある o 彼 はこの 聖戒 S に 依って、 内心に 混 
りなき 樂な 經驗 する。 

大王よ、 比丘 は 如何に その 官能の 戸ん 守る 力、 o 大王よ、 比丘 は 目な 以て 物^ 見ても、 その 

相な 取らす 隨相 « 'へない。 眼极^ 制御し ないで 住する 時に 生じて 來る 貪欲、 不快、 惡 不善 
が從 つて 來 ない 樣に、 眼极^ 制し 守って ゐる。 耳鼻 舌; i 意 共に 眼の 場合 ミ同樣 である 0 彼に 
、の 神聖な 官能 制御^ 具へ て、 惡の交 はる こミ なき 缵^ 內 心に 經驗す る。 

大王よ、 比丘が 正 心 正 念で わろ むェ 如何なる こさで ある 力、 o 大王よ、 茲に 比丘 は 行く  （こも 

歸る にも 正 念に、 前^ 見、 周 園な 眺 むる にも 正 念に、 手^ 屈け 手^ 延 すに も 正 念に、 衣な 着 
け 鉢な 取リ、 食べ 欽み 嗨み甜 るに も 正 念に、 大小便の 用に 立つ 時に も 正 念に、 行住坐臥 覺醒 

の 時、 談話の 時、 沈默の 時、 正^に よる： ミ である 0 大王よ、 これが 比丘が 正 心 正. t: にね る 
2 いふ： ミ である o 

大王よ、 比丘 は 如何 やうに 滿 足して ねる 力 *0 大王よ、 茲 に 比丘 は、 衣 は 勇體な 包め は 足り、 

食 は 腹な 滿 たせば 足り、 それで 滿 足して ねる。 さ う して 何處へ 行く にも 夫れ 丈げ で 行く ので 

ある。 喩へ は' 鳥が 何處へ 飛ぶ にも、 翼 —つ^ 荷 さ して 行く やうに、 比丘 も、 肉體 4 "包む 丈け 
の 衣ミ、 腹な 滿 たす 丈け の 食に- て滿 足して、 何處へ 行く  （： も それで 行く ので ある o 

二の 神聖な 戒蘊 44 寺し、 官能の 制御^な し、 正 心 正念^ 持し、 神聖な 叨 察^な し、 ^い 滿 

足^ 持って 比丘 は、 樹の 下、 山、 谷、 山 洞、 墓地、 林の 中、 廣野、 藁 鳴の 閑居^ 擇ぷ。 食後 

に は 鉢^ 傍 (： 匱いて、 跌 座して 具^ 端し く し、 念^ 正しう する O 

彼 は 世 問に 對 する: i: 欲^ 拾て、 貪欲^ 遠 離して 住し、 心^ 貧 欲よ リ淸 める o 瞋恚の 惡な棄 

て、 iE 恚^ 遠 離して 住し、 總 ての 生類 ^愛しい つく しみ、 心^ 恚ょ リ淸 める。 惜眠^ 繁て、 

if 眠^ 遠 離して 住し、 想輕 く、 注意 深く、 正 心に て、 心^' i' 昏 眠よ り淸淨 にす; s0 掉悔な 捨て、 
騷 狂な 離れて 住し、 内に 寂靜ユ して、 心^ 掉悔ょ リ淸 める。 疑^ 拾て、 疑な 超^、 惑な 離れ 

善 法に 對 して 心な 疑よ リ淸 める O 

大王よ、 喩へ は'、 人あって 借金^して 商寶^ 初め、 成功して その 借金な 返し、 猶 妻子な 養 
ふべ さ餘 分が 殘 つて 喜^ 指、 滿 足す るが 如 く  、 

又喩 へば 人あって、 重い^に 苦しみ、 食物 は 消 なれす'、 ^體に 力がなかった のが、 その 病 
な 離れ、 食物 は 消 なれ、 ^體に 力 ^得て 喜び 滿 足す るが 如く、 
； 又喩へ は'、 人あって 牢獄 (こつな がれて ねたの が、 その 監禁の 絨め ^脫れ 、平安に して 何の 
損害 もな く 喜び 滿 足す る が 如 く  、 

又喩 へば、 勇の 自由^ 奪 はれた 奴隸 であって 行きす： い 所へ 行けなかった ものが、 その 奴銶 
の 境遇な 脫 して、 自由民^なリ、 行きたい 所へ 行ける やう （： なって 喜び滿 足す るが 如く、 

• 又喩へ は'、 富者が、 多 く の 財 寶な携 へて、 食物の ない 危險の 多い、 道の 遠い^ Bif に 入リ、 
後、 其の 茄膨^ 出て 、、安全 【： 平安に 危險に 遇 はすに 卜 3 分の 村に!^ つて 喜び滿 足す る やう に、 

大王よ、 丁度 その 樣に、 比丘 は これらの 五 蓋の ある 中 は、 自分^ 債務者、 病人、 囚^、 奴 

隸、 ^野に-さ迷 ふ もの、 如く 见 る o 大王よ、 これらの 五 蓋の なくなった 時、 比丘 は 自分/お^ 

務な 離れた もの、 ^の 癒った 人、 牢獄^ 出て たろ もの、 自由 民、 安 仝の 人ミ 眺めて、 喜び^ 
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生じ 愉悅^ 生じ、 從 つて 身 體が暢 かにな リ、 心が 靜 まって 定に 入る。 彼 は 欲^ 離れ 不善な 離 
れ、 有 覺有觀 の 離 生 喜樂の 第一 禪に 入って 住する。 彼の 身 體は遠 離よ リ 生す' る喜樂 (こ 浸り 透 
リ滿 たされる。 彼の 身 體全體 の 中に- この 遠 離から 生す る 喜 樂の滿 ち 々 々ない 處は ない。 

大王よ、 喩 へば 巧みな 洗 湯屋 又は冼 湯屋の 丁稚が 金属の 壺に、 冼湯 (こ 用 ゆる 香 粉ん 入れて、 
一滴 づゝ 水^ 注ぐ ミす る。 夕方に なって、 その 洗' 湯 の石鹼 玉が 水滴^ 含み、 水滴^ 吸 ひ、 內 
も 外む 水滴 (こ滿 たされて 少しも 流れ出ない o 大王よ、 この 樣 (こその 比丘の 貞體は 遠 離から 生 
する 喜樂 (： 浸 リ 透 リ 滿た さ れ、 身體 の何處 (こ i そ の 喜 樂の滿 ち充 ちない 處 はない ので あろ o 大 

王よ、 これが 比丘の 現世の 果報で あり、 先の 現世の 果報よ リ も 勝れて 微妙な 枭報 である 0 

大王よ、 比丘 は更 (こ 進んで 覺ミ觀 さか 靜め、 内 喜一 心無 覺無 觀定生 喜樂の 第二 禪 (こ 入って 
住する。 彼の 萄體 は定ょ リ 生す-る 喜樂に 浸り 透リ充 ち、 病 體中、 この 定 生の 喜 樂に滿 たされ 

JQ 處 はない つ 

大王よ、 喩へ (X 深い 湖が あって、 紹^す' 泉から 水な 湧 さ 出して ねろ。 そ して その 湖 (： は 東 
西南 北 共 (： 水の 入口がない 。天 は 雨な 降らさない。 この 時、 この 湖 は その 泉から 湧 さ 出る? 令 
ブ： い 水で 浸って一 杯に 充ち滿 つる 樣に、 その 比丘の 臭體 の何處 にも 定 生の 喜樂が 滿ち充 たな 
ぃ處 はない ので ある o これが 現世の 沙門の 果報で あり、 先き の 現世の 果報よ リ も 勝れた 微妙 
な 果報で ある。 

大王よ、 比丘 は更 (こ 進んで、 喜^ 離れ 拾 念に 住し 正 心 正 念に 一身 （：、 賢聖の 所謂、 「拾 (こ 住 
し芷 念なる もの は樂 (： 住む」 ミ云 ふ樂^ 覺^、 第三 禪に 人って 住する。 彼 は これに 依って、 

GE々 しい〕 喜の ない 樂に 浸り 透リ充 ち、 ^體中 この 喜の ない 樂に滿 たされぬ H はない 0 

大王よ、 喩へ は' 靑蓮紅 運 白蓮の 池が ぁリ、 その 蓮 は 水中に 生じ、 水中： こ 生長し、 水中よ リ 
出です、 水の 底から 滋養^ 得、 その^から 根まで、？ 令す: い 水で 浸リ 透リ滿 つる 樣: ：、 その 蓮 
の 何 蓮に も ？ 令たい 水の 滿 ちな い處 はない ミ 同じで ある。 ： れが 沙門の 現世の 果報で あ り、 先 

の晛 世の 果報よ リ 勝れた 美しい^ 報で ある O 

大王よ、 比丘 は 更に 進んで、 樂^ 拾て 苦^ 拾て、 前の 喜 ミ憂ミ な 滅ぼし、 不 苦不樂 捨念淸 

淨の第 四禪に 入って 住する O 彼 は その 总體 な淸 淨ミ 透明の 惑で 滿 されろ O 佥肩 何處も この 淸 

淨ミ 透明の 惑 (：滿 たされ W 處 はない。 

大王よ、 P 乾へ は' 人あって 白淨の 衣^ 頭から 被ぶ つて 坐し、 仝 身 何處も 白淨の 衣に 包まれぬ 
處 はない さ 同じで ある。 これが 沙門の 現世の 果報で ぁリ、 前の 現世の 果報よ リ も 勝れす: 微妙 

な^ 報で ある 0 

彼 は靳く して、 寂 靜淸淨 透明に て 欲情^ 離れ 罪の 汚れ ^去り、 從順 (こて 何時 にても 働く 用 
意 ぁリ、 堅固 (二て 何物に も 煩 はされ ない 心^ 以て、 知見に 向けて 慟 かす。 さう して この 樣 (二 

知る。 この 臭體は 物質で ある。 四 大所 造で ある。 父 ミ母ミ の所產 である。 飯 ミ汁茱 Tf の 積 集 
である O 無常、 斷滅、 破壞の 法で ある C 私の 譏も 亦、 これ に 依り、 ：れ にく、 られ てね ろ。 
大王よ、 喩へ は'、 茲に 水晶の 玉が ある o 光輝 ぁリ、 質が 良く、 八 角に て、 切り方 I 善く、' 
透明 淸徹 (こて 少しの 疵も なく、 何の 點に 於ても 勝れて &る o これ (こ 靑、 黃、 赤、 白、 橙の 糸 
^通す o それ^ 眼 わる 人が、 手に 取って 眺 むれ は '、これ は 水晶の 玉で ある これに 靑、 

黄、 赤、 白、 橙の 糸が 通して ある S 知る。 丁度：： の やうに、 比丘が 寂靜淸 淨透叨 にて、 欲情 

な 離れ、 罪の 汚れ^ 去リ、 從 順にて 何時 (こて U 動く 用意 あり、 堅固 (こて 何物に も 煩 はされ な 
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い 心^ 以て、 知見 1 こ 向けて 働か t£ は'、 この 勇體は 物質で あ ho 四 大所 造で ある o 父ミ母 さの 
所產 である。 飯 さ汁茱 さの 積 集で あ oo 無常 斷滅 破壞の 法で ある o 私の 譏 も こわ （： 侬リ、 こ 
れ にく  、 られ てね ろミ 知る ので ある。 大王よ、 これが 比丘の 現在の 果報で ぁリ、 先の 果報よ 
り も 勝れた 美しい 果報で ある o 

次に 彼 11 ： の 寂 靜溃淨 何物 (こも 煩 はされ ない 心^ 以て 心 所 成の 勇^ 化 作 ぜん ミ慟 
かする o 彼 はこの 莫體 から、 他の 身體^ 化 作す る。 色 ありて 意 所 成で ぁリ、 骢て 四肢^ 具へ、 
感官 も皆玦 ける 所がない o 

大王よ、 喩へ は'、 人あって、 葦^ 莖 から 引き出し、 劍な 鞘から 拔き、 蛀^ IE 皮から 拨く、 

彼 は これ は 葦、 劍、 蛇、 これ は莖、 鞘、 e 皮 ミ知リ 、葦、 劍、 蛇 は 一つの もの、 莖、 鞘、 m 

皮 は 一つの もの、 葦、 劍、 蛇 は莖、 鞘、 肶 皮から 引 さ 出 （_ たもの ミ 知る 樣 に、 この 萄體 は、 
他の 萄體 から 化 作した もの、 色 4* 有し、 意所戍 (こて、 總て 四肢^ 具へ、 惑 官も玦 ける 所 はな 
いさ 知る。 大王よ これが 比丘の^ 世の 果報で ぁリ、 先の ？ 見 世の 果報よ リ も 勝れた 微妙な 果報 
である o 

彼 は 又 こ の 寂 靜淸淨 何物 (二  i 煩 は さ れ ない 心^ 以て、 種 々の 神 通 (こ 向けて 專 注す 
る c 一て あって 多ミ なリ、 多であって 一 さなり、 姿^ 顯 は して は 姿な H し、 壁、 壘、 山な 貫 
いて 障碍な き： ミ空^ 行く が 如く、 大地に 出 人す る ： S 水中の 如く、 水な 割らす' して 行く  二 
S 大地の 如く、 趺 座して 空中 に^ま る ：ミ翼 ある 鳥の 如く、 力、 の大 威力 わる 日月^も 手^ 以 
て捫摸 し、 梵界 へさへ 此の 肉 臭な 以て 行 く ので あ る o 

大王よ、 喩 へば 陶工 又は 陶工の 弟子が、 善く 用意な して 匿いた 土 も "I から、 自分の 思 ふい か 
なる 形の 壺 でも 作る こ 成功す るが 如く、 又喩 へば 巧みな 象牙 彫 又は 象牙 彫の 弟子が、 善 
く 準備な しす: 象牙から、 自分の 思 ふ 種々 の 形の 象牙細工^ 作る I こ 成功す るが 如く、 金 細工 人 
又は その 弟子が、 よ く 整へ た 黄金から、 自分の 欲する 種々 の エ^ 作る に 成功す る やう 1：> 
大王よ、 この 比丘 は 種々 の 神變^ 現す る。 これが 比丘の 現世の 果報で ゎリ、 先き の晛 世の 果 
報よ り 勝れた 微妙な 果報で ある o 

彼 は 又： の 寂 靜淸淨  何物に も 煩 はされ ない 心な 以て、 天 耳 に 向けて 專 注し、 淸澄 

な 人間の 耳 (こ 勝れた 天 ル ん 以て、 天 音、 人 音、 遠い昔、 近い 音す ベて^ 聞く。 大王よ 喩 へば、 
人あって 公道^ 行 さ、 鑲詖、 小詖、 法螺貝、 舰、 大鼓の 音ん 聞いて、 聞き分ける やう （こ、 

天 耳^ 以てすべ ての 音な 聞く o 大王よ これが 比丘の f な 在の^ 報で ぁリ、 先の 現世の 果報よ リ 
勝れす: 微妙な 果報で める o 

彼 は 又： の 寂 靜淸淨  一何物に も 煩 11 されない 心^ 以て、 他の 人の 心^ 知る （こ 向けて 

專 注し、  すべての 他の 心^ 知る。 大王よ、 喩 へば 若 は 怜俐な 男 又は 女が、 淸ら かな 

輝いて ねろ 鏡な リ、 澄ん た' 水 器 I： 顔 4* 寫 して、 黑 子の あるの はあり さ 知り、 ない の はない さ 

知る 如く、 他人の 心^す ベて 知る o 大王よ、 これが 比丘の 現世の 果報で ぁリ、 先の 現世の 果 

報よ リ 勝れた 微妙な 朵 報で ある。 

彼 は 又 寂 靜淸淨  何物 (こも 煩 はされ ない 心^ 以て 宿命の 知識 (こ 向けて 專 注し、 …… 

…… 前生の： ミ^ 詳か I こ 知る。 大王よ 喩 へば、 人あって 自分の 村から 他の 村へ 行き、 又 別の 
村へ 行き、 それから 自分の 村へ 鎌って、 あの 衬 では、 ： の樣に ^ ち この 樣 I： 坐リ、 ：の樣 (こ 
^リ ：の樣 【：默 つてね た。 あち らの 村で は、 二の 樣 に-立ち ： の樣に 坐リ、 ：: の 様に 語 リ 二の 
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様に? 犬って ゐ す :o それから 自分の 村へ 歸 つて 來ナ： ミ 知ろ 樣 (：、 宿世の： S^? 詳かに 知る ので 

ある。 大王よ、 r れが 比丘の 現世の 果報で あり-、 先の 現世の^ 報よ リ も勝 れす: 微妙な 果報で 

彼 は 又 この 寂 靜淸淨  何物に も 煩 はされ ない 心^ 以て、 衆生の 死生の 知識に 向けて 

專 注し、  衆生の 死生^—々 に 知る。 大王よ、 喩へは  1 艮 わる 人あって 辻の 眞 中の 高臺 

に 立って、 人々 の 家に 出 人し、 車に て 街路 か往來 し、 辻の 眞中 （： 坐す ろん 見て、 その 様 (こ 知 

るが 如く、 衆生の 死生^—々 （こ 知る 0 大王よ、 これが 沙門の 現世の 果報で ぁリ、 先の 現世の 
果報 ょリも 勝れて 微妙な 果報で あ ho 

彼 は 又 次に かくの 如く 寂 靜淸淨  何物に も 煩 はされ ない 心^ 以て、 漏の 滅盡の 知^ 

I 二 向けて 專 注し、 如 寅に これ は 苦、 これ は 苦の 因、 これ は 苦の 滅、 これ は 苦の 滅 (： 至る 道、 

二れ は 漏、.： れは 漏の 因、 これ は 漏の 滅、 これ は 漏の 滅に 至る 道 ミ如實 > こ 知る o 斯 く 知り 斯 

く 見ろ ：ミに 依って 彼の 心 は 欲 漏から 脫し、 有 漏から 脫し、 無明 漏から 脫 する。 かくの 如く 
解 胝 して、 解庶 した ミ いふ 知 譏が 生す る。 生は翥 きた。 梵行は 成就した、 なすべき ： ^ \m 
し^った。 この 生の 後に 他の 生 は 受けない さ 知る。 大王よ、 喩へ (て 山の 項の 平地に ある 淸澄 
透明の 湖の 岸 I こ 立って、 眼 ある 人が、 牡蠣、 貝殼、 石、 小石 及び 泳いだり、 立ち 停ったり し 
てね る 魚の 群^ 眺めて、 これ ほ淸澄 透明な 湖で ある、 其處 (こ 牡蠣、 貝殼、 石， 小石 及び 魚 ゆ 

群がね るミ 知る やう I こ、 彼 は 漏盡^ 知る 0 大王よ、 これが 比丘の 現世の 果報で ぁリ、 先の 現' 

世の 果報よ リ 勝れた 微妙な 果報で あ る Jo 

力4 く 語られて、 摩 揭陀の 王に して、 韋提 希の 子、 阿闍世 王 は 世 尊に この 樣 (こ 申し上げた。 

「世 な、 最勝 であり ます 3 世尊最 勝で あり ます 0 世 尊 は、 喩へ は' 倒れす： るな 起し、 隱れ たるな 

顯は し、 迷へ る ものに 道 4* 示し、 眼 ある ものに 物な 見る やう に喑黑 (： 光^も たらす やう （： 種 

々の 法な 示され ま した。 世 尊、 私 は 世 尊 S 法 さ tt 伽 S (：歸 依^いた します。 世 尊、 今 Q 以來 

生涯、 歸依す る 優 婆塞ミ して 私^ 納れて 下さい o 罪 は 私^ 打ち 肷 かしましす ：。 世 尊、 私 は 主 

權の 事から、 正 法の 人、 正 法の 王なる 私の 父^ 弑 する やうな 不信 愚喑の 善から に 奴で あり ま 
しす ：。 世 尊、 私 は 世 尊が、 私り その 罪^ 罪 S 知って、 この 以後 犯す ：ミ なき こ ミ^ 頜受 して 

下さ る やうに お願い ォ： します」 o 

「大王よ、 陛下 は赏際 、罪に 打ち 败 かされ、 正 法の 人、 正 法の 王なる 父^ 弑する 様な、 不信 

哜 愚な 不善の 人で あり ま しれ。 然し 大王よ、 私 は その 罪^ 罪さ 見て、 法に 依って 悔い改める 

なら は'、 私 は その 罪^ 受け入れる であ リ ま しゃう o 大王よ、 罪^ 罪 S 見て、 法に 依って 悔 レ'、 
改め、 以後 その 制 抑に 入る は 智者の 律に 於け る 利益で あり ます」 0 

かく 曰 はれて 阿;！ 世 王 は 世 @ に こ の 様 (こ 中 し 上げた。 「世 尊、 今 私達 は 御 暇いた したい ミ存 
じます 。私達 は 多忙で、 仕事が 澤 山ぁリ ますから」。 「大王よ、 それ は'は 陛下の よろしき やうに: Jo 

お 王 は、 世 尊の 御 歡 喜し、 座よ り 立ち 世 し、 右' (：繞 つて 去った。 

世 尊 は 阿闍世 王が 去る や、 比丘 等な 呼び掛け 給うた。 「比丘 等よ、 王 は 非常に 惑 激した o  i 

しも 王に して 正 法の 人、 正 法の 王なる 父 王^ 弑 さなんだ な らば， 王 は 今 此の 座 (： 於て、 欲坭 

か 離れ 天眼^ 生じ ォ: であ が^つ - 

巴 利 長阿舍 第二 沙門 果經 （Vol.  I.  p.p.  47-86) 
同 本 長 阿含卷 一七 （昃 九、 87-S9) 
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現在の 果報 ある 法 


或る時、 一 婆羅門、 世 尊 (： ： の 様に 中 し上げた。 

「喬笞 摩よ、 あなた は^ 世に 果報の ある 法ミ曰 はれろ が、 如何様に 現世 (： 果報が あるので め 
リ ます 力'、 如何 樣に、 直接の 結^が あり、 來リ 見よ ミ他^ 呼 ひ' て 示し 得べき、 心に 持つ 價値 
ぁリ、 譏 者の 銘 々 知 る べき 法であります か」 つ 

「婆羅門よ、 直 欲、 瞋恚、 愚痴に 燃やされ、 打ち勝 ォ: れ、 捕 へられた 心 は、 自害な 思 ひ、 害 
他^ 思 ひ、 自他 兩害か 思 ひ、 心の中 I こ 苦惱、 憂慼^ 覺^ る。 貪欲、 瞋恚、 愚痴 も 去れ は'、 自 
害^ 思 はす'、 害 他な 思 は す'、 自他 兩害^ 思 はす、 心の中 (こ 苦惱、 憂慼^ 覺^ ない。 婆羅門よ、 
二の 法は斯 くの 如く 現世に 果報の ある 法で あ る o 直接の 結果 あ リ、 來リ见 よ S 他に 示 し 得べ 
^、 心! こ 持つ 價直 ぁリ、 譏 者の 銘々 知るべき 法で ある」 つ 

巴 利 增阿舍 三の 部 53  (Vol.  I.  p.p.  156-157) 

舍利弗 尊者の 遣 偶 (上座 偈） 

舍利弗 尊者'. i 或る 日 自督ん 述べて 左の 如く 歌 はれた つ 


如 實に行 ひ、 如寊 (こ 思 ひ、 
內に樂 しみ、 心よ く 靜まリ ， 

m めり たる 食、 又 は 乾 け る 食^ 取 りて、 
腹 (：滿 たす'、 食に 量 あり、 
四 五 口の 食ん 取りて、 
二れ (こて、 熱心な ろ 比丘の、 
自己 (こ 相應 しく、 
これにて、 熱心なる 比丘の、 
跏跌 して 坐す る （：、 
これにて、 熱心なる 比丘の、 
樂ミ 苦さ 見、 

二の 兩 端に 我々 所^ 執ゼ' ざれば、 
我れ に惡 欲な く、 

寡聞なる ： ミ なく、 惡 しき 行なく は'、 
多 聞' こして、 智慧 ぁリ、 
心の かな る樣 勤む る 人^ば、 
調 戯^事 ミ し、 
無上の 安穩、 
調戯な 離れ、 
無上の 安 穩-、 
〇 

或る時、 尊者 は、 その 弟、 離 波陀の 住む、 

'-偈 な 以て、 之な 勵 まされす :0 


正: g: か 失 はす、 心行ル に 放逸な らす 

獨に滿 足へ る^こ そ 比丘 ミ いふべ げれ c 〈九 八 一：) 

甚 しく 鉋く に 至らす'、 

比丘よ、 正 念 (： 出家の 行な 守れ o   (九 八 二） 

水な 欽 めよ。 

平安に 住 はんに は 足らん。 （九 八 三） 

そ の 目的 (こ 契 ふの みの 衣^ 受 く  。 

平安 (： 住 はんに は 足らん o  (九 八 四） 

雨、 その 膝な 濕ら すに 至らす-、 

平安に 住 はんに は 足らん o  (九 八 五） 

苦ん 矢ミ 見、 

何物 か 世に 如何に この 人ん 停めん o  (九 八 六） 
怠らす'、 精進の カ艺 しき こミ なく、 
何物 か 世に 如何 (こ 我^ 獰 めん。 （九 八 七） 
戒に 善く^^ 攝め、 

我れ 我が 頭の 上に i 立てた し o  ( 九 八 八） 

調 戯^ 樂 し む獸 (の 如き） 人 は 、 
mm^m-h  ： ミ能 はす ■。 （九 八 九） 
調戯 なさな 樂 しむ 人 は、 
涅槃^ 得べ し 0  (九九 〇） 

ァカ シャさ 荊蓟 が繁 リ 、 水な さ 林^ 見て 、次の 
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く ほち  く がち 

村に I あれ、 林 (： i あれ、  又 窪地な リミ も、 陸地な りミ も、 

阿羅 漠の 住み 給 ふ 所 は、  愛すべ さ 地な リ o  (九九 一） 

人々 の樂 しま ぬ 所 なれ ど、  林は樂 しつ 

樂欲^ 求めざる、  離 欲の 人 は、 其 處に樂 しむ。 （九九 二:） 

〇 

婆羅門 羅陀は 尊者!： 導かれて、 敎圑 の人ミ なった。 或る時 遊行に 出で、 羅陀の 優しき 行 持 

な 見て 左の 詩^ 以て、 之^ 勵ま しす ：。 

あやまり 

過失^ 示 し、  咎むる 賢者な 見なに'、 

伏藏^ 示す 人の 如くに、  ：れ 1 こっかへ よ。 

か、 る 人に 事 ふる は、  是 にして、 非 ある こ 2 なし 0  (九九 三） 

〇  . 

舍利 弗の 共 住 者であった 阿說示 は、 ブナ パス さ 共に、 迦 芦の キ ター ギリ 邑に 住みて、 佛陀 
の 敎說な 守らなん た'、 舍利弗 は 目 連 S 共 (こ、 佛命 (こ 依って、 赴いて 敎 海した が、 彼等の 聞く 

所ミ ならなん た'、 舍利弗 は この 偈^ 歌うて 去った 0 

訓誕 しめ、 不敎 へ、  惡 しき 事より 避けし めよ o 

その 人 は 善 さ 人 【こ 愛され o  惡 しき 人に 忌まれん 0  '九九 四） 


尊者の 甥、 長 爪 梵士 が、 歸怫 する 時の 事であった O 人々 は梵士 が、 その 歸佛 前に、 長い 
修養の 用意の あった 事な 語って ね す:0 舍利弗 は、 それ^ 自分の 身の上に 引き取って、 只 要は 

怫陀 の敦な 熱心に 聞く にある こミな 語った。 

有 眼 者、 侁陀、 世 尊が、  他に 法な 說さ給 ひ し 時、 

我れ 義な 求めて，  法 か說き 給へ るに 耳 傾けぬ o  (九九 五） 

我が 法^ 聞け る は 無益な らざリ き。 我れ は 解 腚 して、 無漏ミ なりぬ O 

宿命 さ 天眼 さは  （我が 願に 非 ざ リ き ）o  (九九 六） 

衆生の 死生^ 知る ミ、 他心 通ミ、 

淸淨の 天 耳通ミ は、  我が 願 (こ あら ざリ き o  (九九 七） 

〇 

舍利弗 は甞て 目連ミ 共に、 王舍狨 【こ 近き、 ^ 洞 精舍 にあつ す :0 月明の 夜 * 頭^ 剃リ 

立ての 舍利 弗が、 露地 【こ 坐して ねる ミ、一 夜叉 來 つて、 した、 かに、 その 頭な 打つ ナ ：。 舍利 

■  | れに 動じなかった o 

髮^ 剃リ 、 僧伽 黎^ 纒ひ、  樹の下 (こ 坐し、 

智慧 第一の 上座、  舍利 弗は禪 思す o  (九九 八） 

無尋 伺定ん 得た る、  正覺 者の 弟子 は、 

聖 なる 沈默に 依りて、  かく まで 通達 ぜリ o  (九九 九） 

巍然 たろ 岩山の、  動かざる 如く、 

愚, 痴な 滅ぼ t£ る 比丘 は.，  の 如 く 動かす。 （一〇〇〇） 
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沙獮が 注意^ I 


或る日、 沙彌^ 連れて、 乞 行に 出かけた 途中、. 尊者の 衣が 少し はた' けた 

たの iSk 尊者 は、 これ ^謝して 次の ー偈 ^敬うた。 
罪 k な く  、常に、  淸淨^ 求む る 人 (こ は、 

宅の 端 程の 惡 も 、  虚空の 大 き さ に 見 ゆ ろ な リ 0  r- 〇〇— ) 

〇 

生死 斗 超越 ぜる垸 地^、 左の ニ偈^ 以て 顯は した。 


我れ は 死^ 喜 は' す、 
正 心、 正 念に、 

我れ は 死^ 喜 は' す'、 

(務了 り て）: R 金 4* 待つ 雇人の 如 く  、 

〇 

或る日の 說 法の 後で、 左の 二 偈も唱 ひす ：。 


生な も 願 はす、 

この ^^拾て 去るべし ひ C—CO 二 

生^も 願 はす-、 

時の 至る;^ 待つ o  (― 〇〇 二；） 


兩 端に 死 あり、 
勤め 修め よ 、 失 ふ こ ^ 勿れ、 
迻 境の 市の、 
善く 自己 ^守れ、 
そ は 時 過 さ' な は'、 
〇 

舍利弗 は义、 或ろ 日 俱稀羅 尊者/お 見て. 
心靜か (： して、 安らかに、 
惡 法^吹き 散らす、 
心静かにして、 安らかに、 
惡 法な 技き 拂ふ、 

心靜 かに して、 擾亂 さる、 もな く、 
持戒 类 しく、 賢 さ 人に、 

〇 


fit 後 も 死の あらざる な し。 
瞬時ん 空 しく 過す こミ 勿れ ゥ （一 〇〇 四） 
內外 共に よ く 守らる 、が 如く、 
時 ^空しく 過す： ミ 勿れ 0 
，泥 梨に 墮 ちて 悲しむ ベければ なり。 （一 〇〇 五) 

次の 4 偈^ 以て、 その 德^ HI' ヘア :0 
善 さ 語ん 語 リヽ 心、 掉擧る ： さな く、 
風の 樹^^ 散らす が 如し 0  (― 〇〇 六） 

善 さ 語 ^語り、 心、 掉舉る ：ミ なく、 

樹菜 ^散らす が 如し o  (― 〇〇 七） 

罪《 ^離れて、 ： ゝ ろ 澄み、 

苦 惱な翥 す人ミ なるべし。 （一 c〇 八） 


提裟逵 多が、 怫陀 に乖 いて、 敎圑^ 去った 時、 ま'^ の 比丘 等が、 ： れに從 つ r。 舍利弗 rI 
怫 命に 依って、 その 比丘 等^ 敎 悔し、 敎圑に 引さ戾 したが、 次の 四偈は その 時の 偈 でめる。 

信 粒すべからざる 人 あり、 

惡 しく して、 E に^ならん 《する 人 あり 0  (— 〇〇 九） 

fe' 沈さ捭 擧ミ、 

比丘に ^ り て 心の 垢な リ 0  (—〇一〇） 

あがめ らる、 も、 

三味よ り 動かす '0   (― 〇 —一 ） 

微妙の 見^ 抱きて 止觀 し、 
： の 人 は 善き 人 ど 曰ば る。 r— 〇 一二） 


^家り 人に も、 出家 二 も、 
初めは 善に して、 後に 惡 しく 
食欲 Hff?、 
疑惑 ど、 この 五つ は、 
不 放逸に 住する 人 は、 

また^しら る v も、 

蹕 思して、 心撓 ます、 
取 著^ 減 ほ' す^ 樂 しむ 人、 

〇 
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次の 偈は、 怫陀ミ 自分 ミの關 係^ 述べた も ので わる o 
大^ も 大地 も、 
師 の耪れ し解脫 に は、 
(師 に） 從 ひて （法） 輪^ 傳じ、 
地 さ 水 S 火の 如く、 
智慧 波 羅密に 達せる、 
瞀 かの 如く なれ ど朁 かな らす、 
我れ は 師^ 敬へ、 
三 明に 達し、 


山 も 蒼穹" 

比喩 ミな ら す'。 （一 〇 一三） 
寂靜に して、 人智 ある 上座 は、 
他^ 染めす、 ます:、 他 (： 汚されす。 （一 〇 一四) 
大覺、 大牟尼 は、 

常に 淸凉に 遊行す o  (— 〇 一 五） 

佛陀の 敎說^ な し 遂げぬ 0 
生 有^ 受 くる： • ミ なし o  (— 〇 一六） 


〇 

その 入? 1 盤の 前 (：、 自分の 周 園に 集ま つれ 比丘 等 な與 へた o 
不 放逸に して 果^ 成ぜ よ、  これ 我が 欽誡な lJo 

いさ' 我れ 涅槃 (こ 入らん o  我 はすべ てより 解 得れり。 （一 〇 一七) 

迦葉鬈 者の 遣偈 

群衆 ミ連 れ^ち、 屢々 在家^ 訪ふ 比丘 等^ 見て、 左の 誡 めの 偈が讚 まれた o 


群衆の 長 ざ な リ て 遊行す る 勿れ o 

衆の 群がるな 苦さ 見て、 

牟尼 よ、 人々 の 家 (こ 近づ く 勿れ o 

盛んに 味 欲ん 貧る 人 は、 
在家の 鱧拜 供養 は、 
細微き 矢 は拨き 難く、 
〇 

衣食住 ミ藥の 四 依に 關 して 比丘 等な 勵ま マ， o 


心 亂れ、 三昧 得難 

群衆 （の 中 （こ 入る） な 喜ぶな かれ o  (一 〇 五—: 
心 亂れ、 三昧 得難し o 

(4- の） 樂 運ぶ 善 利な 無み す o  (— 〇 五 二） 
沼の 如し さ 曰 はる o 

惡 人の 尊敬 は捡て 難し。 （一 〇 五三） 


(山の） 住家な 降リ て、 
癩 人の 食^ 取れるな 見て、 
くづれ たる 手に て、 
我が 鉢に 人れ しが、 
垣の 根方に 座リ、 
食べつ、 も、 また 食べ 終リて も、 
與 へら る 、 食な 取リ、 
樹下^ 仕居ミ し、 
これらな 受 用して ： そ、 
〇 

晩年、 「どう して 尊者 は 年老いて、 こ 

て、 次の 四^が その 答で ある o 

人々 のよ ち • 登りて、 


ぉ(： 入リ、 食^ 乞 ひしが、 

恭しく 近づさぬ 0  (— 〇 五 四） 

食な つかみ、 

指む 亦 （我が 鉢に） 落ちぬ o  (― 〇 五 五） 

その 食ん 琅リ ぬ0 

厭惡の 情、 起ら ざリ き。 （一 〇 五六） 
腐 尿^ 藥ミ し、 

糞 掃 衣な 衣ミす o 

at ぶ o 「四方の 人」 たれ o  (一 〇 五 七） 
んな 岩山 (こ 毎日 登る ニミ が出來 るので すか」 ミ問 はれ 
生命^ 失 ふ もの ある 岩山 なれ ミ'、 


怫陀の 法嗣、 迦菜 は、 
神通力 (こて、 

迦 葉 は、 巿に 食^ 乞 ひ 終り、 
坂 着な く  、 

迦 葉 は、 市に 食^ 乞 ひ 終り、 
取 着な く、 ものみな 燃 ゆる 中に、 
is 葉 は、 市に 食^ 乞 ひ 終り、 
取 着な く 、なすべき こさな 終りて- 
〇 

更に、 人々 i:、  「そんなら、 尊者 は 何故 (： 


お 林が 善いで im〕 ミ日 はれて、 次の 十渴; ^唱 ひた 0 
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正 心、 正 念、 

悠然 ミ して 登る 0  (— 〇 五八） 
岩山に 登りて、 

恐怖^ 離れて 禪 思す o  (— 〇五 九） 
岩山 (こ 登りて、 
淸 凉に禪 思す。 （一 〇 六 〇） 
岩山に 登りて、 

無 漏に て禪 思す o  (— 〇 六 一） 

んな 岩山に 住 はる 、の 力 >o 竹钵か 又は それに 似 


カレー リの花 鬉に蔽 はる ゝ、 

大 象の 吼ゅ る、 

色 は 雲の 靑き に似て 美しく、 

ひさ ごむし 

紅色の 瓢虫 集ひ掩 ふ、 
碧 雲の 峯の 加' く  、 
大 象の吼 ゆろ、 

雨に う る ほひて 樂 しさ 山臺、 
孔雀の 鼕 のこ だます る 所、 
専心 正 念 (こ、 

専心 I  ： 義利荟 求 む る 比丘、 
平安な 求め、 
瑜 伽 ^求めて 專 心なる、 
雲の 空 ^蔽 ふが 如く、 
諸々 の 鳥 群がる、 
在家の 人々 は來ら す、 
空の 鳥 第 ふ、 

澄める 水 もリ、 大 いなる 岩ぁリ 
水草に 蔽 ばれた る、 
五 種の 樂 器に 依りて は、 
正しく 法 か 止觀 する 人の、 


樂 しさ 地、 

樂 し き 岩山、 我れ^ 娛 しまし む 0  (― 〇 六 二) 

淸凉の 水;^ 湛ゎ、 

この 岩山、 我れ^^ ま しむ 0  (— 〇 六 三） 

勝れし 樓閣に 例ぐ ふべ く、 
この 樂 しさ 岩山、 我れ か^ましむ。 （一 〇 

聖者 e> 集 ふ 所、 

この 岩山、 我れ^^ ま しむ 0  (― 〇 六 五） 

禪^ 欲する 我に は これにて 足る。 
我れ に は これにて 足る？ （一 〇 六 六） 
專 心な る 比丘の 我 に は' 二れ (こて 足る o 
斯 くの 如き 我に は これにて 足る。 （一 〇 六 七：） 
亜麻の 花、 地^ 蔽ひ、 
二の 岩山、 我れ^^ ま しむ。 (― 〇 六 八） 
野の 獸 群れ、 

二の 岩山、 我れ^^ ま しむ。 (—〇 六 九） 
顏黑き 猿 ミ鹿ミ 住み、 

二の^ 山、 我れ^^ ま しむ o  (― 〇 七 〇） 
心ん^ 中め、 

かくの 如き 樂我れ に 起ら すつ r— 〇七— ） 


四:) 


〇 

在豕 の事么 好む、 施物^ 炱 ぼる 比丘 等^ 誡 めて、 
多 く の 業^な す こ ミ 勿れ 0  人々 ん避け 離れよ 0 張り合 ふ 、さ 勿れ— 

妹 欲 ^貪 ぼり、 その 爲 (こ勸 めて 止まざる 人 は、 

(iH の） 樂^ 述ぷ善 利 4>她 みす。 （一 〇 七 二） 
多くの 作業^な す： ミ 勿れ 0  二の 不利^ 齎らす もの/お避けよ 0    ― ' 


勇體 苦しみ 勞れ、 

〇 

次の 諸偈 も 或る^ 合の;^ めで ある o 

唇^ 動かす のみに て は、 
しかも 首 か 堅く して 遊行し、 
愚. かの 人 は 自ら、 

その 心 頑 5fi なる 人^ は'、 
「我 は 勝れり」、 

「我れ は 劣れ リ 」 、「我 は 等 し」 などの' 

智慧 ぁリ て、 如實 (こ 語り、 

心、 寂靜に 至れる 人な、 

同 學の中 （二、 

正 法よ リ遙 かなる ニミ、 

常に IE しく、 

梵 ft な臂 進す る 人、 

心、 掉舉リ 、 輕躁 なる 比丘 は、 

猿の 獅子の 皮 かつ く るが 如 く  、 

心、 掉 |U こミ なく、 輕跺な らす, 


苦しみて 心靜ま る：： ミ なし o  (― 〇 七三: 


(眞 【こ） 我れ^ 知り 難し、 

我れ 優れす： り ミ思 ヘリ （一 〇 七 四） 

勝れざる な 勝れ リ さ 思 ヘリ o 

譏苕は 讃^す。 （一 〇 七 五） 
「我 は 勝れる こさな し」、 

懾慢に 動かぬ 人 0  (— 〇 七 六） 

戒 に よ く 貞 か攝 め、 

譏 者 は It ふ o  (— 〇 七 七） 

尊^^ 得ざる 人 は、 

空の 大地 ざ 離る 、が 如し。 （一 〇 お八） 

慚ミ愧 【二 止 住し、 

その 人に 生有盡 きん o  (— 〇 七 九） 

糞 掃 衣^ 纏 ふむ、 

これに 依りて 輝く こミ なし o( 一 〇 八 〇） 

愼 深く、 諸 根か攝 L 、る 比丘 は、 

糞 掃 衣 (こ 依って 輝 やく。 （一 〇 八 一） 


山？ 同の 卿 子の 如く、 

〇 

或る 夜、 梵界の 諸 天が、 下って 舍利 弗な 。敬^し、 これな 見た る劫賓 邪が 微笑せ る^ 見 人' 

左の 五 IS  ^* 歌うた o 


二れ ら 多くの 諸 天 は、 
その 數ー^ 、 

賢 【： して、 法の 將^ たり、 

舍利 弗か抨 して、 
rn 命し 牵る、 生よ さ 卯よ 
爾の禪 思し 給 ふ 所 は、 
諸佛の 行^ は 深遠に して, 
無髮な 裂く 智か 有する、 

か く  、 諸 天が、 應供 者、 

カク ビナ 

その 時、 劫 贫那 二、 


神 通 ぁリ、 名 譽ぁリ o 

すべて 皆 梵界の 天な リ o  (― 〇 八 二） 

大禪 者、 大定 者、 

合掌 して 立て り 。 (一 〇 八 三） 

南無し 奉る、 最勝 人よ、 

我等が 知ろ 所 (： 非す-お （一 〇 八 四） 

不玎 思議な り o 

我等 ft まる も 知る 所に 非す'」 o  (一 〇 八 五） 

舍利 弗^ 供養 マる^ 见て、 

微笑 顯 はれぬ o  (— 〇 八 六） 


〇 

次 は、 自; i の 事に 就いて、 大 獅子吼し す: 馄 である o 
佛陀の 福 m  ( ： 於て 、  大牟 尼^ 除いて は、 

頭 陀の德 に 於て、 我れ 勝れり。 我れ (ニ^^^の な し。 （一 〇 八 んノ 
我れ は 師^ 敬へ、  佛陀 のお 説^ 成 し 遂げ"。 
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重さ 荷^お ろし、 

喬答摩 は、 計量^ 超^ 給 ひ、 
蓮の 水に 汚れぬ が' 如し。 
念 住^ 頭 さ し、 ^な 手ミ し、 
大 智者 は 常 (こ、 

(数字 は t 座 偈の愒 の 番號な リ） 


他の 生 有な し o  (_〇 八 八） 

衣ミ 座臥 さ 食 さに 汚されす'、 

意、 出 離に^ し、 三 有な 離れたり o  (― 〇 八 九） 

智慧^ 頭 さ し、 

淸凉に 遊行し 給 ふ。 （一 〇 九 〇） 
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第三 編 儈 伽 
第一章 僧伽の 意義 及 使命 

佛陀を 首 どせ る 佛陀の 弟子、 比丘 比丘尼の 圑體を 僧伽 （Sangha) ど 
稱す。 惜伽は 其の 語意、 犟に 集合 （Assembmge) を 意味 すれ ざ も、 こ 
の 集合 は 和合 を 生命 ごする 画體 なる が 故に 、 和合 圑體 （Fraternity) ど 
譯 すべき ものな！ )。 

抑も佛 弟子 は、 佛陀 が屢々 敎誨し 給 ひしが 如く  、 自ら を 歸依ど し自 
らを燈 明 ど し、 以て 解 脫の耍 道を修 むべき ものなる が、 斯 くの 如き 修 
道 は、 愛欲' に 汚れ 煩累 多き 家庭に あ りて な し 難き 所 なれば、 佛 弟子 は 

家 を 出で、、 煩累 を 避け、 自由の 身 ど な り 、 同一 目的の もの 相 集ま b 
て 和合の 圑體を 作り、 相勵ま して 修道に 便なら しめた！)。 されば 僧伽 
を 最も 簡單に 定義 すれば、 「僧伽 は 佛陀を 歸主ど 仰ぐ 出、 家の 修道 圆體な 
？)」 どなす を 得べ し。 然れざ も茲に 注意すべき は、 僭 伽の 名 は、 佛敎 
敎圑 特有の 稱 呼に 非す、 して、 當 時の 遊行 者 中、 圑體を 形成す る もの 多 
く この 稱呼を 用 ひ、 耆那敎 々圑も 僧伽 ど 呼ばる 、 こど 是れな り ビ なす。 
蓋し 佛陀 は、 自己の 敎團を 呼ぶ に、 當 時の 一般の 風習に 從 うて、 僧伽 
の 名 を 以て し 給 ひし もの なれば な り。 
上述の 如く  、 僧伽 ビは 其の 本義に 於て、 佛 陀を師 主^ 仰ぐ 出家の 修 

道 圑體な る が、 猶佛敎 々圑に 於て は 、 こ の 僧伽の 用例に 廣狹の 差 あ り o 

第一 は 最も 廣義の 僧伽に して、 世界中の 總 ての 佛敎 信者 を 含めて 云 

ふ。 卽ち 比丘、 比丘尼、 沙彌 （Samanel-a)、 沙彌尼 （Samaneri) 、 式沙 
摩那 (Sikkhamilna 沙彌 尼が その 期間 を 過ぎて 後、 比丘尼 戒を受 く る 
に 就き、 E に 一定の 期間、 師に 就いて 學受 する 時期に 名づ く）、 優 婆 塞 
(Upasaka) , 優 婆 夷 （Upiisika) の 七 衆を總 括して 云 ふ。 この 內前五 者 
を 內衆ど いふ 0 

第二 は 四方 僧伽 （Catuddisiisanglm 招提 {f ど 音譯せ り ） どい ふ もの 
これにして、 上の 內衆 を總 括して 云 ふ ものな り。 故に その 範圍 頗る 廣 
く  、 凡 鎏を問 はす、、 來不來 を 論せ す'、 從 つて、 「來 不來の 四方の 惯伽」 
(Agatanaga^acatuddisasangha) の 名 に 依って 顯は さるもの これな り c こ 
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の內 に、 應供僭 伽 （Dakkhineyya  Sangha) ど 世俗 僧伽の 別 を 立つ る え 
あり。 應供 僧伽 ざ は、 供養に 値する 僧伽の 義 にして、 四 向 四果の 聖者 
の M 體を 指す。 巴利雜 阿含經 等に 「四雙 八 輩よ り 成れる 世 尊の 弟子 衆 は 
敬 ふべ く  、 贵む ベく 鱧すべく 世界に 於け る 無上の 福 田な り」 ど ある は 
二 れな り。 世俗 僧伽 ビは、 凡 聖の區 別 を 立てす、、 一般に 云 ふ 語に して、 
內容ょ ！) 云へば 四方 僧伽^ 同一な！） ビ云ふ を 得べ し。 

第二 は 狭義の 僧伽 にして、 一定の 限 ら れた る 地方 （卽 ち 結 界內） に 住 
み、 その 地方の 僧伽 會議に 列す る 比丘 (又は 比丘尼） の 圑體を 云 ふ。 こ 
れを 現前 僧伽 （Sammukhi  Sangha 略に 現前 僧） ど 云 ふ。 この 僧伽 は恰 

も 今日の 敎區の 如き 意義 を 有す。 この 用例 は 専ら 戒律 的 （法律 的) 意義 
に 用 ひられ、 律 書 （Vinaya  Text  vol. II.  p.  268) に は 更に これ を 左の 
五 極に 分て り。 

(1)  四 人 僧伽 授 具足 戒ビ自 恣ど復 席 （AbbMria 刑罰 を 受けし 
比丘 を 期 満ちて 復 席せ しむる こど。 漢譯、 出 罪） ^の 三 作法 を 
なすこ ど を 得す、。 

(2)  五 人 僧伽 中國 にあり て 行ふ授 具足 戒 （邊國 にあり て は 行 
ふ こ ど' を 得） ビ 復 席の 二 作法 をな すこビ を 得す、。 

(3)  十 人惯伽 筏 席の 作法 を なすこ ど を 得す、。 

(4)  二十 人 憎 伽 總 ての 作法 を なすこ ど を 得。 

( 5  )  二十 人 以上 僧伽 總 ての 作法 を なすこ ど を 得。 
集圑が もし 三人 以下なる 時 は 衆 群 （がお） ど 曰 ふ。 
斯 くの 如く 僧伽の 用語 例に 廣狹の 差異 あ り 、 僧伽の 二字が 其の 何れ 
の 義に用 ひられた るか は、 文章 前後の 關 係に 依りて 知る こ ど を 得べ し。 
又 僧伽 は 性の 上よ り 、 比丘 敎圑、 比丘尼 敎 111 の 二種に 分れ、 比丘 敎團 
にあり て は、 沙彌 （Samanera) は その 半會 員に して 比丘 は全會 員な り 、 
比丘尼 敎圑 にあり て は、 沙彌尼 （Siimaneri) ど 式 沙摩那 （SikkamaM) ビ 
は その 半會 員に して 比丘尼 （Bhikklnm り は その 全會 員な り。 

m て こ の 僧伽 は 釋尊成 道 第一 年べ ナ レスに 行いて、 犒陳如 等の 五 比 
丘を敎 化し、 天下 六 阿羅漢 あるに 至!) たる 時、 初めて 成立せ しものに 
して、 爾來 その 敎 勢の 擴張ど 共に その 敎圑 も增大 し、 成 道 第 四 年、 比 
丘 尼 八 敬 戒の制 を 設けて、 その 入圈を も 許し 給 ふに 至れり。 
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旣に云 ふか '如く  、僧伽 は 自ら を 歸依ど し 自ら を燈 明^す る 出家の 圑 
體 なり。 而 して その 圑體 結合の 力 は、 佛陀を 師生ビ 仰ぐ 同一の 信仰な 
り。 この 信仰に 依って 統一せられ、 中心 ビ して 佛陀を 仰ぎ、 その 力に 

統攝せ らる、 が 故に、 無 諍 (Avidha) ビ 和合 (Samaggi)  ^を そ の 特調ビ 
す c 從 つて 圑體の 事 を 決する に は 合 譏に 依る 共和制 を 取!)、 合法の 決 
議に 依ら ざれば、 如何なる 些事 ビ雖 もこれ を處理 する 道な し。 斯くて 
僧伽 は、 比丘 比丘尼の 修道 證 悟の 道場^ な り 、 又敎 法の 傳播 護持 を 任 
務ビ する 器關ビ なれり。 

それ 佛陀を 師主ど 仰ぐ が 故に、 彼等の 行 業に は旣に 模範 あ 1)、 卽ち 
「正 覺者は 達せざる 道に 達し、 知られざる 道 を 知り、 說 かれざる 道 を 
說き し 人に て、 弟子 は その 道に 從 つて 步み、 後ろよ り附 隨 して 來る も 
のな！)」 。さ れば 佛陀を 主師親 ビ 仰ぎて、 その 示 し 給へ る 理想の 實 現に 
進む。 

僧伽 は圑體 なる が 故に、 それぞれ 圑體の 法規 あ！)。 圑 體に屬 する 個 
人 は、 この 法規 を 遵奉せ ざる 可から す、。 尊者 劫賓那 嘗て 布薩の 日に 思 
へ ら く  、「予 は淸淨 なれば、 別に 衆に 依って 淸淨を 認め らる、 こど を 要 
せす、。 今日 布薩に 列せ ざるべし」 ど。 佛陀 その 心中の 所 念 を 知！)、 そ 
の 前に 顯 はれて 宣は く  、  「劫 賓那 よ、 汝の 如き 淸淨 なる ものに て、 初め 
て 布薩に 列す ベ し 0汝 の 如 き も のが 列席せ す、 して 僧伽 を 如何せん どす」 
ど u 個々 の圑 員が、 圑體 全部 を 負うて、 その 圑員ど しての 責任 上、 そ 
の 圑體の 法規 を 守るべき を 示した るな ！)。 

斯 くの 如く して、 僧伽 は 一方 その 修道の 道場 ど しての 使命 を果 し、 
他方 敎 法の 護持 機關ど なりて、 內 にあり て は法燈 を繼續 し、 外に 向つ 
て は 道 を宣傳 す。 比丘 衆 は 佛陀の 步み給 ひし 道 を 歩みて、 その 所說の 
敎法を 後代に 流布せ しむる 責任 あり。 廣く 曰へば、 在家の 信者 亦 この 
敎法 宣布の 責任 あ り ど雖 も、 分って 曰へば、 在家の 人 は 財 施 をな し、 
出家の 比丘 は 法 施 をな して、 二者 相俟って 敎法を 維持し 得る ものなる 
が 故に、 說法ど 傳燈ど は 主 ど して 比丘 衆の 責任な り。 故に 曰く  、 

在家 ど 出家 ど 二者 相 依！） 

無上 安穏の 正 法 を 精勤す。 

衣服 飲食 臥 具 は 在家 (之 を 施 し） 
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畏怖の 排除 は 出家 これに 酬 ゆ。 （Iti - vuttaka.  io7) 
この 傳燈の 責任 ある 僧伽なる が 故に、 之 を 三寳の 一、 僭寳ビ して 之 
を 崇め、 四 果の優 婆 塞猶沙 彌を拜 せざる 可から す、、 (Sutta-nipata  A. 
p.  277) o これ 沙彌が 不還果 の 優 婆 塞よ り 尊き に 非す' して、 沙彌が やが 
て 傳燈の 責任^ 櫂 利 を 有する 比丘 どなれば なり。 

旣に 僧伽 は、 佛陀を 師主ビ して、 その 佛陀の 妙法 を體 現す る 道場た 
る 以上、 理想 ど して は 人 天 一切の 衆生 を、 その 敎圑の 中に 包括せ ざる 
可から す、。 こ の 理想 は 又 僧伽の 傳燈的 生命 ど して 現 はれ 來 ！） 、 佛陀の 
命に依りて 成 道の 第一 年に は、 旣に 六十の 阿羅漢 は、 二人して 一つの 
道 を 行かざる 樣 にして 廣く敎 法 を 外に 傅へ、 後 漸次に 增加 し來る 比丘 
衆 を 加へ て、 安居 三 ヶ月の 外 は 多く ー處に 定住せ す、、 處々 に 遊行して 
有緣の 人々 に 法 を說く を 常^せ り。 かの 富樓那 尊者が、 今の Bombay 
地方、 當 時の Supparaka に 傅 道せ し 時、 佛陀に 暇 乞 して その 傳 道の 覺 
悟 を 述べし 精神 は、 獨！) 富褸那 尊者の みな ら す、、 一切の 比丘の 抱 持せ 
し 所に して、 この 精祌が 佛陀の 一生 中に 佛敎を 全 印度に 徧 ねから しむ 
るに 至!） しものに て、 阿育 王 時代に 至って は、 遠く 西 は Bactoria、 東 
は 緬甸、 南 は 錫 蘭、 北 は Himaraya を 超 ゆる 迄に その 敎線 を擴 張せ し 
所以な り どす。 

上述の 如く 僧伽の 意義 や 深く その 使命 や 重大な！)。 故に 佛陀 は、 「我 
れは 僧伽に 強き 尊敬 を 有す」^ 云 ひ、 「僧伽 を 供養す る は 我れ を 供養す 
るよ り も大 な！)」 ど 云 ひ、 「これ 世間に 於て、 見る を 得ざる もの、 供養 
に 値する もの、 最上の 福 田、 一由 旬 行いて も 見るべき もの、 糧食 を携 
えて も、 行いて 見るべき もの、 この 中には 天に 達せる もの （Devapatta) 、 
梵に 達せる もの （Brahmapatta) 、 不動に 達せる もの （Anejjapatta) 、 聖 
に 達せる もの （Ariyapatta) あ （)」 ビ 嘆し、 又 次の 八 未曾有 法 を 以て 僭 
伽の 戒律 を讃 嘆せ し 所以な り ビす。 八 未曾有 法ビは 

(-) 大海が 次第に 深く な り て、 急に 深處^ なるこ ど なき 力  > '如く、 
こ の 僧伽の 法 t 律 も 次第に 學び て 得べ く、 急に 了解す る こど 難し。 

(二）  大海の 水が 岸 を 越えざる が 如く、 我が 說き し 法 ど律ビ を、 
弟子 衆 は 生活の た め に 犯す こどな し。 

(三）  大海が 死屍 を 留めざる が 如 く  、 こ の慣伽 に は 惡戒邪 命 食の 
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人 を 入れす 'C 

(四）  四 大河が 大海に 入！) て、 同一 海水 ビな るが 如く  、 四姓 この 
僧伽に 歸 して、 同一 「释 種の 子」 ビ なる。 

(五）  大海の 水に 增減 なきが 如 く  、諸の 比丘 無餘、 ® 盤界に 入る も、 

無餘 涅槃 界は增 減せ す、 c 

(六）  大海が 同一 鹹味なる が 如く、 この 僧伽の 法 ビ律ビ の * も、 

解 脫のー * な り。 

(七）  大海に は 種々 の寶 あるが 如く、 この 慣 伽の 法 ど 律に は、 四 

念 處四正 勤 五 根 五 力 等の 寶 あり。 

(八）  大海に は 種々 の 大身の 衆生 住する が 如；、 この 僧伽に は 四 
向 四果の 聖者 あ bo  (A-  VIII.  19. 同 本增一 阿 含卷三 七） 
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第二 章 佾 伽の 生活 戒律 

上述の 如く 僧伽 は 偉大なる 使命^、 偉大なる 內容ど を 有す。 然 らば 
その 慣 伽の 實際は 如何 o 吾人 は茲に 僧伽 全體ビ しての 實際 生活に 就て、 
少しく 硏究 する 所 あらん さす。 

今愣伽 全體ビ しての 生活 を驗す るに 當り、 僧伽が 一個の 宗敎 圑體た 
る 以上、 僧伽の 生活が 宗敎的 實踐を 本質 ど する こど は 申す 迄 もな き 事 
な る が、 こ の宗敎 的實踐 修行 は旣に 第二 編 法の 下にて 大略 說 き 了り た 
れば、 この 宗敎的 實踐を 容易な ら しむる 爲 めの 敎圑の 制度 及び 法規に 
就いて 研究し、 進んで その 制度 及び 法規が 各個 人の 宗敎 的體 現に、 如 
何なる 效枭を 及ぼせ し 力 ^ を 見る を 順序 ど す。 

先に 述べし が 如 く  、 僧伽 は佛 在世に あ？） て は佛陀 を、 佛陀 入滅 後 は 
學德 兼備の 上座 を 上首ビ する 共和 圑體 なり。 而し てこの 共和 圑體 は、 
全 印度に 廣 がれる 廣漠 の圑體 なれば、 その 合議 を 便な ら しめんが 爲め 
に、 地方 的 集 圑 に 分た る。 この 地方 集圆 は結界 作法に 依って 定めら る 
、ものに して、 その 結 界內の 比丘 は その 集圑の 合議に 列し、 布 薩會に 
列す る 權利ど 義務 ビを 有す。 然れざ も 比丘 はも^ 遊行 者に して、 ー處 
に 定住せ ざるが 故に、 この 地方 的 集圑の 結束 は、 比較的に 一時的の も 
のにして 集散し 易く  、 旣に 地方 的集圑 か-集散し 易き が 故に、 その 集 ffl 
ど敎 圑全體 どの 關係は 今 曰の 敎區^ 本山 どの 關 係の 如く 堅固なら す、、 
この 點に 於て 敎圑 全體の 結束の 上に 不利 あ ？) 、 佛陀 入滅 後の 敎圑に 於 
て、 この 不利 は 遂に その 分裂 を招來 する に 至れり。 

敎圑の 法規 は佛陀 自ら 隨時 に 制定 し 給へ ち 。 「隨 時に」 ^は、 或る 比 
丘の 行爲 が、 その 敎圑の 平和 を 破る か、 比丘の 修道に 妨害 どなる 二 ビ 
なる かの 時、 そ の行爲 を緣ビ して 、再び その 行爲を な すべ か ら やど 制定 
し 給 ふ を 云 ふ。 これ を 隨犯隨 戒ど云 ふ。 經 (M.  n.  65) に はこれ を 漏に 
根 を 持つ 法の 顯 はれる に隨 つて 戒を設 く  ^云へ！ )。 故に もし 敎圑の 
圑 員が 悉 く 舍利弗 目 連大迦 葉の 知き 人物な り しな らば、 或は 戒の 制定 
は あ ら ざり しゃも 計られす'、 設ひ 制定 あ ！） ビ する も 極めて 簡略な り し 
事なら んビ思 はる。 敎 圑の圑 員が その 數を增 す ど 共に、 數 多き 中には 
如何 はしき 人物 も 出て 來!) たれば、 勢 ひ 多數の 制戒を 見る に 至り しも 
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されば 制 皮 及び 法规 は佛陀 これ を 定め 給 ひ、 僧伽 は こ の 制度 及び 法 
規の 施行 をな し來れ るな り 然れざ も 立法の 精 祌に戾 ら ざ る 限 り に 於 
て は、 敎圑の 決議に 依りて 制度 及び 法規の 一部 を改廢 する こ^は 可^ 

なち。 故に 佛陀 は佛 陀の滅 後に は、 「些少の 戒法は 之れ を廢捨 する も 可 
なり」 ビ宣 ひしな り。 然 らば 立法の 精祌ど は何ぞ や。 曰く^ 悟の 理想 
に 向って 進まん がた め に 、 現實の 生活 を 簡易 に し 、障碍 なから しめ、 邪 
法 (Saddhamma  Patirupaka) の顯 はる 、を 防ぎ、 正 法 (Saddl"mma) を 
護 狩す る こ ビ是れ なり。 佛陀 がその 食に 於て 一 坐 食の 制 を 設け、 その 
衣に 於て 三 衣の 制 を 立て、 個人の 所有に 於て 八 物 を 限り 給 ひしが 如き 
又 極々 の 戒を制 し 給 ひ しが 如 き 、 皆 こ の 精神よ り なされし ものな り。 
今次の 數章を 立て 準 次に 敎圑の 法規 を 見 行 かん^す。 
入 園 作法 

戒律の 大綱 及び 刑罸 

a' 口 あ 

布. 1( 說戒） ど 安居 及自恣 
衣食住 

個人 所有 ど 僧伽 所有  • 
僧伽 作法 及び 滅諍法 

以上の 法規が 生活に 及ぼせ し實際 的效果 
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第三 章 入圑 作法 

入圑ビ は慣 伽の 一員 ど なるこ どに して、 佛陀傳 道の 初めに 於て は、 
この 作法 最も 簡犟に して、 佛陀を 信じ 出家して 佛 弟子 どならん ど 欲す 
る ものが、 その 意志 を 表明 すれば、 佛陀は 「我れ に 求れ、 比丘よ」 (EW 
Bhikkhu) ビ 呼び 給 ひ、 それにて 入圑を 了！) たる ものな！ )。 又 この 比 
丘たら しむる こ^ も釋 尊の みなし 給 ひし ものなる が、、 後年 その 傅 道の 
地域 廣 がり、 弟子の 數も從 つて 增大 する に 及び、 佛陀は 一定の 作法 を 
設けて、 自餘の 比丘 をして この 作法に 依って 他 を 出家せ しむる こビを 
許し 給へ bo その 作法 も 初めは 簡犟 にして 三歸 依な！） しが、 漸次に 筏 
雜 になれ!)。 因に 入圑 作法の 種類に 就いて 十誦律 等に 依れば、 左の 十 
種を擧 ぐ。 

(一）  自然 無師得 

(二）  五 比丘 得道 得 

(三）  自誓得 

(四）  答 問 得 

(五）  邊地五 人 得 

(六）  八 敬 得 

(七）  遣 信 得 

(八）  善來得 

(九）  三歸得 

(一 〇） 白 四 羯磨得 
今 これ を 多少 整理して 說明 すれば、 

(― ) 自然 自師 得ビ は佛陀 御自身の 得道 を 云 ひ、 

(二）  五 比丘 得道 得 ど は 初 轉法輸 の 時、 五 比丘が 得道す る に從 つて 
敎圑 中の 人 ど な b たる を 云 ひ、 

(三）  善來得^ は 佛陀傳 道の 初期に、 Ehi  bhikkhu  (來れ 比丘よ） ビ 
宣ふ のみに て 入圑を 許された る を 云 ひ、 此の 中に 自誓 得、 答 問 得、 八 
敬 得を收 むべ し、 自誓得 ど は大迦 葉が 自 誓して 具足 戒を 得た!） ビ云ふ 
ものに て 十誦律 (五十一） 薩婆多 論 (二） に 依る ものなる が、 大迦葉 ど 優 
留毘羅 迦葉を 'i£ せる やの 嫌 あ！^ 答 問 得 ご は 蘇陀那 (或は 須 波迦) 沙彌 
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が 佛陀の 問に 對 し 賢 こ き 答 をな した b ど て 具足 戒を 得た り t いふ一 事 
實をま g して 云 ふ。 

八 敬 得^ は 比丘尼の 初めなる 摩 訶波闍 波 提が八 敬戒を 守る 約束 をな 
して 入圑を 許された る を 云 ふ ものに して、 律 本に は 「來れ 云々」 の 語な 
きも 時代よ りすれ ぼ善來 得に 收む べし。 

(四）  三 歸得ど は 三歸依 文に 依りて 入圑を 許す 簡單 なる 作法な り。 

(五）  白 四 翔 磨 得 どは續 いて 說明 せんどす る ものにして、 三 師七證 
—白 三羯 摩に 依 り て 入图を 許す 作法な り 。 邊地五 人 得^ は中國 なれば 
入圑 作法に 必要なる 十 人の 僧 を 得る こど 易き も、 邊地 にあり て は 困難 
な る が 故に 、 五 人に て 作法 を秉す る （行す、 る） を 云 ふ。 遣 信 得^ は 娼婦 
Addhakasi (半迦 尸） の 出家 を 請 ひし 時、 甞て なじみし 遊冶郎の A(J(Jha- 
k^si を 道に 要して 捕へ んビ せし より Addhakiisi の 要求に 依り 使 を 遣 
は して 出家せ しめたる 特別の 一例 を 云 ふな り。 

扨て この 白 四羯摩 作法 は 幾多の 變遷 を經て 完備せ る 作法に して、 巴 
利 律 典 大食 部 （Mal^vagga) 受戒 犍度、 四 分 律 受戒 犍度 (列 五） に 記載せ 
&れ、 今日 錫 蘭 等に て 現に 行 はれ 居る を 云 ふ ものな！)。 

扨て この 入圑に 二種 あ り 、 一は 沙彌の 入圑に して 二 は 比丘の 入圑な 
り。 沙彌の 入圑は 年齢 二十歳に 満たざる ものが、 入 圑を請 ふ 時に、 將 
來 一人前の 比丘た ら しめん ど して、 その 準備 をな さ しめん 爲 めに 入 圑 
を 許す 作法に して、 後者 は その 沙彌が 準備 時代 を 終!）、 満 二十歳に 達 
して 敎圑の full  member  (足 數） ど して 加入 を 許さ る 、時に 受く る 作法 
な り。 前者 を 出家 （Pabbajja) の 式 ど 云 ひ、 後者 を授 具足 戒 （Upasam- 
pada) の 式 ご 云 ふ。 

先 づ沙彌 の入圑 式よ ！) 云へば、 入 圑者は 滿七歲 以上なる を 要し、 式 
曰に、 法 臘十年 以上の 上 首 (戒 和尙） 首座に 坐し、 他 は 相 向 ひて 坐す。 

入 圑者は 俗 服に て 介 添の 比丘 三 黄 衣 を 持ちて 入り、 提言 者 （Kamma- 
Wcaya) に 導かれ、 上 首 を拜し 小さき 贈物 をな して 尊敬の 意 を 表し、 
三度 入圑の 許可 を 乞 ふ c  「我れ を 憐れみ、 これらの 衣 （俗 服 を 指す） を 
取 り 去！)、 悲哀 を脫 して 涅槃に 入る こ ど を 得ん が爲に 我が 入 圈を許 し 
給へ」 ど。 上 首 は その 時 黄 衣 を 取りて、 入圑 志願者の 頭に 卷 きつけ、 
暫 らく 人身 無常の 默 想の 表白 をな す。 その 時 志願 老は 返いて 「衣 を荖 
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く れざ も、 二れ 禮義 のた めど 寒暑 を 防ぐ 爲 めな り」 ビ いふ 趣意の 表白 
を 繰り返しつ、 衣 を著變 へ、 法衣 を 著け 終って、 改めて一 新 沙彌ど し 
て顯 はれ、 上 首の 前に 跪き、 上 首に 從 つて 三度 づ、 三 歸依を 述べ 十戒 
を 守る を 誓 ふ。 十戒^ は 


1) 

不 殺生 

2) 

不偷盜 

3) 

不邪娃 

4) 

不 妄語 

5) 

不飮酒 

6) 

不非時 食 

7) 

離 高 廣大床 

8) 

離華鬉 

9) 

離 歌舞 觀聽 

10) 

離 金銀 寳物 

これな？ )。 斯く てこの 三度の 表白 を 終り、 一新 沙彌ど し 返く な り。 沙 

彌は Samanera 又は Samapuddesa を昔寫 せし ものに て、 小さ き 沙門、 
將來 沙門 ど 呼ばるべき もの、 義 なり。 斯く て 沙彌は 師に從 ひて 經律を 
學び、 満 二十歳に 達 して 具足 戒を 受けて 一人前の 比丘 ビ な る。 
今 比丘 受 具足 戒の事 を 簡犟に 記述 すれば、 

第一 學 カ試驗 一人前の 比丘た るに 相應 しき 學 力の 有無の 試驗に 
し て 、僧伽 の 前にて 合掌 三拜 し 、姓名 ビ鄉里 ど 所 屬の寺 ど 師匠 (UpajjM- 
ya) ど 出家 後の 年數 ど、 雨 親の 許可 を 得た るか 否か を 問 はれた る 後、 

巴 利語經 典の 暗誦 を 施さる、 なり。 この 試驗に 及第して、 その 姓名 ビ 
住所 ご 所屬 寺の 名 ど 師匠の 名が 小 さ き 塔婆 儘の 貝 多羅 葉に 彫 り 込まれ 
て、 茲に受 具足 戒者ど しての 資格 を 具 ふるに 至る。 
第二 行列 この 資格 者 は 受戒 前に 釋 尊の 故事に 慣 ふて、 出家 前 出 

來る 限!? の 盛装せ る 俗 服 をつ けて 市中 を 行列す。 蓋し 浮世の 榮華 のな 
し 納め をす る 意 * な り。 

第三 受戒 授戒 堂 （Upasampada^m) に 憤 伽 相 集まり、 上座 は 扇 を 
取って 正面に 坐す。 敎 授阿闍 梨、 受戒 者に 三 衣 一 鉢の 用意 出來 たる や 
を 尋ね、 一度 座 を 返いて 受 具足 戒の 作法 を敎 へ、 再び 僧伽の 前に 顯は 
れ、 受戒 者 を して 倌 伽に 向って 三度 受戒 を 請 は しむ。 

大德 等よ、 私 は 僧伽に 受戒 を 請 ひます。 大德 等よ、 僧伽が 愛憐 を 
以て 私 を 低い 位置 （沙彌 の 位置 を 指す） よ ち 引き上げて 下さ る樣に 
願 ひます。 （三 返） 
終って 翔 磨 阿 閣 梨 は 僧伽の 許可 を 得て、 受戒 者に 向って 障碍の 有無 を 
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匡す。 

「那伽 よ 、聽け よ 、 今 は 汝の誠 を 語 り 眞實を 述べねば な ら ぬ 時で あ 
る。 私 は 汝のぁ り し 事共 を 問 ひ 尋ねる であ らう。 有る こど は ある 
ビ 答へ 無い 事 は 無い ど 答へ ねばならぬ 丄 

「那 伽よ、 汝 にこの 檨 な病氣 はない か。 獺、 鼠瘡、 胎毒、 肺病、 癲 

病 は ざう ち' や」。 「大德 その 樣な 病氣 はあり ません」。 
「汝は 人間で あ る か」。 「大 德、 さう であり ま す」。 
「汝は 男子 か」。 「大 德、 さう であり ま す」。 
「汝は 自由 人 か」。 「大 德、 さう であります」。 
「借財 はない か」。 「あり ません」。 
「官公吏で ないか」。 「あ りません」。 

「父母の許 可 を 得て ゐ るか」。 「大 德、 さう であります」。 

「滿 二十歳で あ る か」。 「さう であ！） ます」。 

「汝の 鉢 ど 三 衣 は 用意して あるか」。 「用意して あ、 り ます」 つ 

「汝の 名 は 何 ど 云 ふか」。 「那伽 ど 申します」 つ 

「師匠の 名 は 何^ 云 ふか」。 「大德 、私の 師匠 は 長老 帝須 上座 ど 申し 

ます 丄 

唐招投 寺傳 授戒 作法 は 四 分 律所傳 I こ 依り、 この 所 【こて、 ^罪、 犯 比丘尼、 賊心 入道、 內 外道 
な壞っ も の、 黄 門、 殺 父、 殺 母、 殺 阿 ff '漢、 破 和合 (t、 出怫為 血、 非人、 畜生、 二形 生の 十 

三 難ミ、 自己の 姓名、 和尙の 姓名、 年滿 二十、 衣鉢 具 £、 父母 聽許、 負債 人に あらす、 奴 (二 
あ らす、 官 人に 非す、 丈夫な リ 、 無病な り の 十 遮な 問 ふ 0 

この 問答 終り て、 羯磨阿 閣梨は 僧伽に 向って 動議 を 呈出す。 

「大德 等よ、 僧伽 は 私の 云 ふ 所 を 聞いて 下さい。 この 那伽は 長老 帝 

須に 就いて 受戒 を 乞 ふて ゐま す。 障碍 もな く 鉢 も 衣 も 用意して あ 

b ます。 那伽は 長老 帝須に 依って 受戒 を 乞 ふて ゐ ます。 も し 僧伽 
に して 都合 好ければ、 惜伽 はこの 那 伽に 長老 帝須を 師匠 ど して 具 
足戒を 授ける であ！） ま しゃう。 これが 動議で あ り ます。 （一白） 
動議の 呈出 後續 いて 曰 ふ c 

「大德 等よ、 僧伽 は 私の 云 ふ 所 を 聞いて 下さい。 この 那伽は 長老 帝 
须に 就いて 受戒 を 乞 ふて ゐ ます。 障碍 もな く 鉢 も 衣 も 用意して あ 
b ます。 那伽は 長老 帝須に 依って 僧伽に 受戒 を 乞 ふて ゐ ます。 ft 
伽 は 長老 帝須を 師匠 ど して 那 伽に 具足 戒を 授けます。 諸師 にして 
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この 那 伽の 受戒に 異議がなければ 默 つて ゐて 下さい。 異議が あれ 
ば發 言して 下さい。 （これ を 三 返 繰り返す。 三 羯磨ど 云 ふ ）。 

斯く 僧伽の 異議の 有無 を 確む る こど 三度に して 茲に發 言す る ものな け 

れば、 羯磨阿 闍梨は 一段 聲を 高め、 

僧伽 は 茲に那 伽に 長老 帝須を 師匠 ビ して 具足 戒を 授け ま した。 僧 
伽に 異議 は あ り ません。 それ故に 默 つて ゐ られ たもの ど 私 は了受 
します。 

此の 宣言に 依って、 茲に 沙彌は 引き 上 けられて一 新 比丘 どなる c そ 

の 時の 時刻 を 計って 之 を 貝 多羅 葉に 記し 登錄を 終る。 次に 新 比丘 は 左 
の 四 依 法 ど 四重 禁ど を敎 へらる。 四 依 法 ど は 

1)  比丘 は 乞食に 依らざる ベから す、。 

2)  比丘 は 糞 掃 衣に 依らざる ベから す、。 

3)  比丘 は樹下 を住處 ごせざる 可から す、。 

4)  比丘 は 腐 尿 藥を藥 ^せざる 可から す、。 

四重 禁^ は  . 
1) 非梵行  2) 偷 盜 

3) 殺生  4) 法に ついての 誇 

この 授 具足 戒に 列席す る 僧伽の 數は 三師七 證ど稱 して 十ん を 要す。 
三師ど は 戒和尙 （Upajjhaya 法 臘十年 以上た る を 要す） 、羯 磨師 （Kamm^ 

cariya 法 臘五年 以上）、 敎授師 （Aruisasayiicariya 同上） の 三師に して、 

そ の 受戒に 同意 し、 作^が 正 し く 行 はれた る を證 明す る に 七 人の 僧 を 

要する の 謂 也。 但し 邊國 にて、 十 人の 僧 を 集む る は 困難 なれば 五人以 

上 なれば 受戒せ しむ を 得る 別の 定め あ り。 

か く て 受戒した る 新 比丘 は師 (UpajjMya) 又は 阿閣梨 (Ac^iya) の 許 
にあり て、 ^子 (Ante^sika) ど 呼ばれ、 五 年の 間經ど 律^ を學び 精神 
的 指導 を受 く。 出家に 取り て は師は 父に して 弟子 は 子 なれば、 師弟 は 
相愛の 間 各 その 務を果 すべき もの どす。 

以上 受戒 作法の 大要 を 述べた！ )。 茲に 外道の 出家に して 轉 じて 佛門 
に 入らん ど 乞 ふ もの あれば、 茲に四 ヶ月の 試練の 時期 を 置き、 別 住 
(Parivasa) せしめて 後 受戒せ しむる を 則 どす。 
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第 四 章 戒律の 大綱 及び 刑罰 


先に 云 ふが 如 く  、 佛 陀は隨 時に 比 f?. の行爲 中、 修道の 妨害 ヒ' な b  、 
ft 伽の 平和 を 破り、 自他に 不利 を 齎らす が 如き 行爲を 禁じ 給へ り。 佛 
陀は その 敎法に 於て、 人々 の 頭腦を 整理して 道行に 便な ら しめ 給 ひし 
が 如く、 實 際の 行爲に 於て も、 涅槃の 一路 を 進む に 就いて 妨害 どな 
る もの を 擧げて 之 を 禁止し 給へ り。 これ を戒 どい ふ o 戒 （Sila:) は行爲 
ぉ惯 の義 にて 又 誡禁條 項の 義を 含む。 この 誡禁條 項 を 守って 犯さ 、'る 
もの を 善戒者 （Siissilo) ビ云 ひ、 犯す もの は 惡戒者 （Dussilo) ど 云 ふ。 
この 誡禁 せられた る ものに 重罪 （Ihulhccaya 偷蘭 遮） ど 小 罪 （Dukka ね 
突 吉羅、 惡作） ど あり、 小 罪 は その 數夥 しきに 上れ ざ も、 その 主なる 
もの を 擧げ、 重罪 卽偷蘭 遮 罪^ 合せて、 比丘に は 二百 二十 七、 比丘尼 
に は 三百 〇 五戒 を數 ふ。 今 これ を 項目に 分ち て 示せば 左の 如 し。 


比丘 
..... 4. 


比丘尼 

 8- 


13- 


波羅夷 • …… 

(Parajika ) 

僧殘 

(^anghadesesa) 

^  • 

(Aniyata) 

尼薩耆 波逸提 

(JNissapiya  Pacittiya ； 

波逸提 お…' 

(Pacittiya) 

提舍尼 も… 
(Patidesaniva) 

衆學法 75 
f^ekhiya  Dhammfi  ； 

滅諍法 

(Adhikarana-Samatha  Dhamma)  ！  227 
註 (一 ） 偸 蘭 遮 罪は瞽 通、 波 羅夷罪 暦 殘 罪の 未遂罪 


17- 


五篇門 

-婆羅 夷 

ft 殘 


波逸提 


提舍尼 


突吉羅 
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名 く る もの ミ すれ ビ も、 今 は その 


4.03 


原始的 意お よ リ 解して 圆 記の 如く 分類せ "0 波 逸 扱、 提舍 尼は蒈 通 突お 羅 罪卽惡 作に 攝ぜ 
ざれ ご も、 これむ 其の 性質 上 波 羅夷皙 殘のニ 罪 さ 對 して 突吉羅 罪卽 ち 輕 罪に 攝 し葸 きた リ 0 
註 (二） 比丘 戒 二百 五十、 比丘尼 戒五百 さ 呼 ぷは蒈 通 なれ ごも、 これむ 待_ 本に 依りて ffl 
違 ぁリ、 圖 記せる は 南方 所傳 なり、 今 諸 律 本に 依りて 数も舉 ぐれ は '左の 如し 0 

波羅夷 
It  殘 
不  定 
尼薩耆 波逸捉 


波 

逸 

提 

投 

舍 

尼 

荥 

m 

法 

滅 

m 

法 

尼 

比丘 及 比丘尼の 禁戒 は、 之を委 さに 下に 巴 漢對照 して 出すべし ど雖 
も、 今 略して その 大要 を說明 せんに、 （一) 婆 羅夷罪 は 邪淫、 偷盜、 殺 

生 及び 證ら す' して 證れり どす る 詐僞の 四 罪に して、 波羅夷 （PgRljika) 
ど は棄て られる もの、 義 にて、 この 四 罪 は 比丘 ど して 重罪なる が 故に 
波 羅夷ど 呼ばれ、 一旦 この 四 罪の 一 を 犯した る もの は 共に 住む ベから 
す、 (Asamvasa) ビ してお！^ 棄せ らる、 なり 0 

(二） 倌殘 （sangMdisesa) は、 故意に 失 精し、 故意に 他 を 毀 謗し、 
諫誡 を 用 ひす' して 猶破 和合の 計 書 を 有する が 如 き 十三 罪 を 云 ひ、 波羅 
夷に 次ぐ 重罪な り e この 罪 は 初め （Wi) の 僧伽 作法 （罪 を 定めて 刑罸を 
與 へる） に 依って 別 住の 刑に 處 せられ、 殘り （Sesa) の 僧伽 作法 （摩那 
埵 作法 ど 筏 席 作法） に 依？） て 六 夜 摩 那埵の 刑 を 受け、 後 罪よ り 洗 はれ 
て 僧伽に 復位す る もの 故に 傦殘 （Sangha(kamma) +5di  +  sesa]) 罪 ど 云 
ふ o 若し 比丘に して この 中の 一 罪 を 犯せば 六 夜の 摩那埵 （Mdnatta 輕 
き 別 住に て、 今日の 所謂 禁足に 近き 罸 なり。 六 夜中 種々 の 特櫂を 奪 は 
る） を 受けざる 可から す。 又 若し その 罪 を 犯して 之 を覆藏 せば、 其の 


t ，尼 ©3^ 1, 尼 尼僧 尼^  ^0  ^尼 


十 

分 


3  9 


7 

1 


8  7 

7 


8  7  7 

o  o 


o  o 

1 1 


7 

1 


3 


ソ 
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S 藏 せし H 數丈 けの 波 利^ 舍 （Pariv ぉュ ffi き 別 住な b  、 摩那埵 ご輕重 
の 差の み） を 受け、 其の後 六 夜の 摩那 埵を受 く。 六 夜の 摩 那埵を 受け 
終りて 如法に 行 持 すれ ぼ、 出 罪 （復 席） 作法に 依!） て、 慣 f 加 中に 復位す 
る を 許さ る 、なり。 

こ の 惯殘罪 は、 僧伽に あ り て は ffi 罪なる が 故に、 これに 對 する 僧伽 
作法 は 頗る 嚴肅莊 重な る を 要す。 先づ 僧伽の 前に 被告人 を 出席せ しめ、 
その 席上、 先づ 被告人に 警告 し、 犯せる 罪 を自覺 せしめ、 次に 正しく 
その 犯罪 を 告訴し、 被告人 をして その 僧伽 衆の 前に あ りて その 罪を發 
^侮 過せ しめ、 覆藏 せし 場合 は その 覆 蔵に 對 する 波 利婆舍 （別 住） の 
刑 を 請 はしめ、 覆藏 なき 時 は 直に 六 夜の 摩 那埵を 請 はしむ。 覆藏 者に 
は 課 刑の 波 利 婆舍を 終りて 後、 摩 那埵を 請 はしむ。 僧伽 はこれ に對し 
て、 一白 三 翔 磨 （動議 を 提出して 後 三度 僧伽の 同お 不同意 を 聞く こ^ 

な り） の 作法に 依 b て 課 刑す。 六 夜の 摩 那埵を 終りて 後、 罪 比丘 は 二十 
人 以上の 僧 衆の 會 合に 對 して 出 罪 作法 を 請 ひ、 僧伽 は 一白 三羯 磨の 作 
法に 依り 出 罪 作法 をな し、 その 比丘 をして 罪よ り淸 からしむ るな！)。 

(三）  二 不定 は、 婦人 どの 關 係に 於て、 他よ り 疑 はる 、所行 あり し 
時、 その 所爲が 調査 せらるべき を耍 する が 故に 不定 ビ云 ふ。 この場合 
に 二種 あるが 故に 二 不定 ど 云 ふ。 調査の 結果、 罪 定まれば、 その 罪狀 
に f 衣!） て ^ 刑罰-を 受く るな！ )0 

(四）  尼薩耆 波逸提 は、 衣服 坐 具 鉢 等の 所有物に 就いて、 所定 以上 
の 物 を 有し 又は 不 如法の 態度 あり し 場合、 その 品物 は沒收 せられ、 自 
ら 僧伽の 前にて 懺悔せ ざる 可から ざる 罪な り。 これに 三十 を 分つ、 尼 
薩耆耶 (Nissagiya) は沒 收の義 にして、 波逸提 (Pacittiya) は 懺悔の 義 

なり。 漢譯に 波 逸提を 墮ど譯 し、 墮獄の 罪なる が 故に 墮ど云 ふ ど 云 ふ 

は 非な bo 

(五）  波 逸提は 妄語、 毀訾、 故意に 虫を殺し、 相 謀りて 婦人 ど 同行 
し、 同宿す る 等の 九十 二 罪に して 僧伽の 前にて 懺悔 すべき 罪なる が 故 
に 波逸提 ど名づ く。 罪體は 前の 尼 薩耆波 逸提ど 同じ。 只 前者 は 事 財物 
に關 する 故、 財物 を沒 せられた る 上 四人^ 伽の 前にて 懺悔すべく、 後 
者 は 執着心 瞋恨心 等の 妄 心に 關す る もの 故 只 別 衆 三人の 衆 中に 懺悔す 

べきの み o 


(六）  提舍尼 は、 親戚なら ざる 比丘尼よ り 食 を受く る 等の 四 種の 不 

相應 事に て、 他に 對 して 告白すべき 罪なる 故に 波 羅提舍 尼 （Patidesa- 
ni^a 告白すべき もの）、 略して 提舍尼 ど 云 ふ。 誰 にても 一人の 比丘の 
前にて、 吿白悔 過す る を 法 どす c 

(七）  衆 學法は 食事の 仕方、 在家 白衣の 人の 家に 近づき 入り て 住す 
る 心得 作法、 說 法の 時の 心得 規定 を敎 ふる ものに て、 四 分 律 五分 律 
共に その 數百 を數 ふる 故、 これ を 百 衆學^ f 呼べり。 この 心得 規定に 乖 
< 時 は 突吉羅 (惡 作） を 犯す ど なす。 これに 故意に て 犯す ^、知らす、 し 
て 犯す ど あ り 、 故意に て 犯す 時 は、 上 首 比丘に 對 して 悔 過す る を 要し 
(對 #懺） 、 故意な ら ざる 場合 は、 氣が付 く ど 共に 自己の 心 を 責めて 悔 
過す る を 要す （責 心悔 )。 

(八）  七滅諍 は、 僧伽 中に 諍の 起らん ビ する 場合、 若く は 起り たる 
場合、 その 諍を靜 むる 法に て、 僧伽の 諍 は （一） 法相の 是非 を 論議す る 
よ り 起る 言 諍、 （二) 比丘の 犯せし 罪過 を求覓 する 覓諍、 （三) 比丘の 犯 
せ し 罪の 虛實輕 重 を 判す' るに 依って 起る 犯 諍、 （四） 他の 行 ひ し 僧伽 作 
法の 如法 不 如法の 論議 をす る 事 諍の 四 稲 あ り。 この 爭を滅 する 法規^ 
して、 七滅 諍^ を定 む。 されば 滅諍法 は 誡禁の 事項に 非す、、 從 つて 
如上の 諸戒 ど 並ぶ る は 當を得 ざ る が 如 しビ雖 も、 諍の 起 b し 場合 そ の 
上 首た る もの はこ の 七 種 法の一 に 依って そ の^を 靜 めす' は突吉 |i 罪な 
る 故に、 茲に 列す るな り。 故意に 乖 犯せし もの は對 首懺、 故意な ら. ざ 
る 時 は M 心悔な る こ ^前項に 同 じ。 

以上 吾人 は 茲に戒 法の 大要 を 述べ しが、 詳細 は 下 四 五六 頁 以下に 至 
り 、 韶 者の 自ら 巴漢對 照に 依 りて、 硏究せ ら れんこ^ を 請 ふ。 茲に吾 
人 はこの 誡禁 に對 し 、 必然に 起り 來る 刑罰に ついて、 ー應の 叙述 を な 
して この 項 を 終らん どす。 

ィ 。 不供庄 (Asaiiwasa) 、 波 羅夷罪 を 犯 す もの は 根本的に 比丘 に 非 
す、、 求道の 人に 非ざる が 故に、 これ を 斥けて 僧 中に あら ざら しむ。 こ 
れを不 共 住 ど 云 ふ （僧伽の 刑罰 中 最も 重き ものに て、 所謂 斷頭 刑な り 0 
別 住に 異なる ）0 但し 四 波羅夷 罪の 中、 娃行 は猶恕 すべき 點 あるが 故 
に、 佛陀は 死 馬 を 好せ し難提 比丘 を 許して 僧 中に あ ら しめ 給 ひし こ ど 
あり。 然し 旣 にこの 大過 あ り しか 故に、 一生 數 多の 特櫂を 奪 はれたり。 
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"。 放逐 vPabMjaniya 滅擯） 、 比丘の 三業い ら だた し く 又無渐 に し 
て その 三業 他 を 害する こ ど甚 しき 場&、 放逐の 刑に 處す。 卽 ちその 住 
處ょ り 於 逐せ らる、 ものにして、 處罰を 受け しもの は 他に 移り 住ま ざ 

る 可 力、 らす、 o 

ハ。 差 止 (Ukkhepaniya 擧） 、 自 ら罪を 犯せ る を @覺 し 乍ら、 又 他よ 
り その 犯罪の 注意 を 受け 乍ら、 知らざる 振り して 自 ft せざる 剛情なる 
比丘に 課する 刑罰に て、 比丘 ど しての 櫂 利を剝 奪す る ものな！)。 彼 は 
他の 依 止 どなる を^ す、、 沙 彌を蓄 ふる を 得す'、 如何なる 場合 も 他の 非 
を舉 ぐる を 得す'、 他よ り同梵 行者 ビ しての 待遇 を 得す'。 而し てこの 差 
止の 宣告 は 一 結 界內の 僧伽よ り 、 他結界 內の總 ての 僧 加に 傅へ らる、 
が 故に 、 彼 は 何 處に行 く も 僧權の 停止 を 蒙む るな！)  c 

ュ。 梵壇刑 (Brahmadandu) . 佛陀 入滅に 臨み、 闡怒 （Chamia) 比丘 
に 課す る やう 命 じ 給 ひ し 刑に て、 他 比丘 諸共に 犯罪の 比丘 を 無視 默殺 
し、 共に 語らす' 誡 めす' 敎 へざる を 云 ふ。 故に 之 を 默擯ど 云 ふ。 

ホ。 呵責 （Tajjam'ya) 、爭を 好み、 怠慢に して、 三寳 を批議 する もの 
に 課する 刑罰に て、 僧伽 會 合の 上 呵責し、 授戒、 他の 依 止^ なるこ ど、 
沙 彌を菩 ふるこ ミ 、 尼 を敎誡 する こ ど 等の 種々 の 特權の 停止 を 命す' る 
なり o 

へ。 監視 （Nissaya)、 呵責 作法 を受く べき ものに して その上 憑かな 
る ものに 課する 开 (にて、 特權の 停止 は 前刑ビ 同じく  、 その 期間 中、 監 
視 者の 下に 就き その 監視 を 受け、 その 監視者に 見慣 ひ、 法 を 聞き 賀疑 
し學 習せ ざる 可から す、。 

ト 。令 謝罪 (Patisaraniya) , 在家の 人々 の 不利 を 計り、 在家の 人々 
に 三寳の 誹議 をな し、 謂れ も な く 在家 人 を 非難せ し 場合、 課せら る、 
刑に て、 その 比丘 は 僧 * の附 する 副使 ご 共に、 その 在家 人に 行いて 謝 
罪する を 要するな り。 

チ。 波 利婆沙 （Par^sa) 、 別 住 ど 翻す 。 別 住 ど はも ビ、 外道 者來っ 
て 佛敎々 Iffl に 入らん ど 請 ふ 時、 四 ヶ月 獨 房に 居らし め、 其の 行跡 を驗 
して 後 入園せ しむる を 法^す。 この 獨房 居住 を 波 利 婆 沙ど云 ふ。 但し 
佛陀 は、 其 入滅の 前に、 外 近に して 釋饨の もの ビ、 螺 髩 外道 （Jatila) 
ど はこの 四 ケパ獨 f お を 除く 旨 を 令し 袷へ り。 今 は、 僧 殘罪を 犯せし も 
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が 自己の 犯罪 を覆藏 する 時、 その 覆藏 せし 曰數 だけ 獨 房に 居住せ しむ 
る を 別 住 刑 ごな す。 獨 宿して その 犯罪 を靜 思せ しむる 義な りビ なせ 
り。 この 別 住 中 は 僧權の 停止 を受く る は 他の 刑罰に 同じ。 

リ。 摩那埵 （Mfmatta)、 惯殘 罪に 對す る 主 罰に て、 六日の 閻 別 住 を 

課せら る、 な！)。 前の 波 利 婆沙に 比し 輕し、 この 六日 間 は 特に 他 比丘 

の 下位に 立ち て 尊敬 を 表せ ざる 可 か ら ざ る が 故に 摩那埵 （尊敬 を 示す 

の 意） ビ云ふ 

因に 記すべき は、 在家の 信者 に對す る 刑罰 な！） どす。 苟も 一宗 敎が 
成立して、 その 敎圑を 維持す る 限り 、 在家 人に 對 する 賞罰 も 當然の 結 
果ビ して 起らざる 司から す'。 元よ り 、 その 敎圑が 宗敎的 生命に 燃 ゆる 
こ どが、 最も 大切なる こどに して、 これに 依ってす ベての 在家 信者 ど 
の 接涉は 解決せ ざるべし ど雖 も、 も し、 宗敎的 生命の 火熟袞 へ、 只 徒 
に 在家の 信者に 諛び諧 ふ に 至らば、 其の 敎圑は それに 依って 聰 ての 
死滅 を 卜せら る 、ど 共に、 在家の 信者に 取 b て も 一大 損失な！） ビ云 
ふべ し。 而 して 佛 陀敎圑 の 在家 信者に 對 する 刑罰 は、' 所謂 伏 鉢なる も 
のに して、 鉢 を 伏して その 人の 施 を 受けす、^ 云 ふこ ど な り。 （一） 在家 
の 信者が、 比丘の 施に 損失 を與 へんどす る^ き、 （二) 比丘に 害 を與へ 
んビ するどき、 （三、) 比丘の 住居 を 奪 はんごす る^き、 （四） 比丘 を 讒謗 
する^き、 （五) 比丘の 和合 を 破らん ど するど き、 （六) 佛陀を 非難す る 
どき、 （七) 法 を 非難す る^き、 （八) 僧伽 を 非難 するどき、 この 刑罰 は 
その 人に 宣 せらる 、 もの ビす。 
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第五 章 結 界 

結界 （Sima) ど は 境界 を 限定す るの 意味に して、 諸方に 離れて 住す 
る 比丘 比丘尼が、 各々 其の 便宜に 從 つて 相 ^ま 1) 、 布薩 をな し、 僧伽 
作法 をな すに 就いて、 地形 其の 他の 便利 を * 酌して 境界 を 定め、 その 
境界 內の組 を 作 る を 云 ふ。 而し てこ の 境界 は 三 由 旬 （約 二十 ー哩） を 越 
ゆる を 得す、 ど 云へば、 今日の 宗派に 謂 ふ 所の 敎區內 の 組に 該當 す^ 云 
ふ を 得べ し。 この 組 を 一 僧伽 ど 云 ふ 。一 僧伽 は その 數四名 以上に して、 
(三 名 以下の 時 は 別 衆 又は 衆 Gana ビ云 ふ）。 毎月 雨 度, 布薩會 には必 
す、 相 集ま りて 說戒 し、 僧伽の 事件 ある 毎に 全部 集合の 上に 僧伽 作法 を 
なすべき もの^す。 僧伽^ は 先に も 云 ふが 如く  、 佛陀を 師主ど 仰ぐ 人 
々、在家の 煩累 を 避けて 出家し、 相 集ま り て 道を修 むる 圑體 なれば、 
この 大傦 伽に 屬 する ものが、 時々 會 合して 相誡 しめ 相屬ま し、 倌 伽の 
僧伽た る 所以、 卽ち 修道の 道場た る 意義 を 完成す ベ き は 云 ふ まで もな 
し。 而し てこの 僧伽に 於て 相互の 關 係の 上に なすべき こ^は、 これ を 
私的に して 云へば、 師弟 相 依り 相 助けて 道に 進み、 同梵 行者 相誡 しめ 
相 引いて 敎を なすに あり 、 公的に して 云へば、 佛陀の 命じ 給 ひ しが 如 
く 半月 毎に 說戒 して 敎圑の 規律 を 新に 眼前に 喚 ひ' 起し、 新たなる 同行 
を迎 ふるが 爲に 授戒 作法 をな し、 敎圑の 威厳 ど 規律 を 保たん が爲 に、 
犯罪者に 對 する 刑罰の 作法 をな すに あり。 斯く する こどに 依って、 始 
めて 敎團は その 修道の 道場 ビ しての 意義 を 全 ふす るビ 共に、 その 像 法 
(似 像の 法、 似て 非なる 法卽ち 邪法） の顯 はる 、を 防ぎ 正 法を久 住せし 
むる 使命 を 全 ふす るな b0 然れざ も 漫然 ビ して {f 伽ビ 云へば、 その 境 
域 廣大に して 集合し 難く  、 假令集 會し得 ご 云 ふ ど も、 途中 又 種々 の 難 
あり。 河 あれば 水難 あ b  、 曠野 あれば 賊難ぁ り 、 村に 入り て は 女難 あ 
る 等、 半月 毎の 集 會の爲 に 却って 壽命難 (水難、 火難、 贼 難）、 梵行 難、 
別 衆 難 (惯 會不 * の 難、 破 {f 難） に 遭遇す る こ ど あり。 今 これらの 難 を 
免 がれて 集 會し傦 伽の 意義 を 全 ふせ しめんが 爲に 最大限度 三 由 旬の 境 
域 を 限定して 結界 し、 組 を 形づく るな! )。 

但 しこの 結界 は、 佛陀が 各所の 聚落々々 にて、 布薩 をな す を 許し 給 
ひしょり 起れ る ものに て、 初め 佛陀 は、 佛陀 在住の 場所に、 比丘 等 
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を 集めて 布薩 をな し 給 ひ しが、 斯く て は 遠隔の 地に ある もの、 又は 遊 
行の 途次に ある もの 、困難 至大 なれば、 佛陀は 「若し は 村、 若し は邑、 
所 住の 境界 所に 從 つて 說戒 する」 を 許し 給 ひ、 この 聽 許に 從 つて、 各 
地 散在の 比丘 は、 其 地々 々 に 於て 界を 定め、 界內の 比丘 相 集ま り て 布 
薩せ しなり r 事情 斯 くの 如きが 故に、 この 結界 は、 時ビ 事情の 相違に 
依って 差別 あり、 南山 律に て は 律 本 中よ り 六 相の 別 を 拾 ひ 擧げ、 これ 

を 次の 作法 結 界に對 して 自然 結界 又は 自然界 ビ名 けた り o 今 便宜上、 

その 歹 IJ 名に 依りて 解釋 して 進めば'、 

一、  不可分 別 聚落 聚落の 道路の 具合に て、 同 法の 僧 (共に 集り て 布 
薩を なすべき 比丘の 意） の來 不知り 難き ビ、 其の 聚落の 籬柵等 整然た ら 
す 見定め 難き 聚落 を 不可分 別 聚落 ビ 呼び、 この 聚落に て は、 七 樹六間 

の 間 を 界量ど して 結界 し、 其の 中に て布薩 す。 （0—0— 0—0—0—0—0、 
この間 六十 三步を 普通^す ）o 

二、  可分 別 聚落 同 法の 僧の 來不の 知 b 易 く 聚落の 籬柵 等の 整然た 
る 場合、 之 を 可分 別 聚落 ビ稱 し、 この 聚落の 場合に は、 その 籬柵 を界 
標^ して 結界 し、 その 中に て布薩 す。 

三、  無難 蘭 若 一 阿 蘭 若に 住する 衆 僧の 中、 儈伽 作法に 不同意す る 
ものな き 場合 を 無難 蘭若ビ いふ。 この 時 は 一 拘盧舍 (約 五 百 間） を界量 
^ して 結界 す。 

四、  有難 蘭 若 右の 場合に 於て、 僧伽 作法 をな す 時、 持戒 淸淨の 比 
丘に して その 作法に 同意せ ざる もの あれば、 これ を 有難 蘭 若 ど 曰 ふ。 
この場合に 於て は、 其の 不同意 者 は 方 五 里 以外に 出で、 更に 二十 八 肘 
外に 至 り 、 七 盤陀羅 （abhan ね ra 約 三十 五 丈） を 限量ビ し結界 し、 僧伽 
作法 をな す。 又 甲 地の 比丘 衆の 中に、 乙 地の 比丘 來り 住せる 時、 甲 地 
の 比丘、 僧伽 作法 をな さん ビ 欲し、 しかも 乙 地の 比丘の その 會議の 席 
に 異議 を唱 ふる を 恐る 、場合、 自 ら別衆 ど なりて、 その 乙 地の 比丘の 
知らざる 內に、 結界 外に 出で 、 、 更に 新に 結界 して、 其處 にて 僧伽 作 
法 をな す も、 この 結界 法に 攝 せらる 、な！ )。 

五、  逍行界 以上 は 比丘 等の 滯 在の 時なる が、 令 比丘 等 遊行の 場合、 
途中に て 布 薩の爲 め 又は 僧伽 作法の 爲 に 集會す る 必要 あ る 時 は、 ー處 
に 停ま り 、 縱橫ニ 里 (約 十 町） を 限 量^ し結界 して 集會 をな す。 
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六、 水界 これ も 比丘 遊行 中、 船中に て說戒 等の 爲に 集會 する 必要 
ある 場合に は、 健康なる 比丘が 水 を 取 ち て 投げ 得る 距離 を 限 量 ど して 

結界 し集會 して 作法す。 今 u 錫 蘭に て布薩 堂が 池 中に 設け ある 所 ある 

は 遊行 中の 布 薩を意 * する ものなる ベく、 この場合の 結界 はこの 水界 

に 1 おる c 

» て 結界の 方法に は 以上の 六 相 あ？？ しが、 後 この 六 相 結界の 種々 の 
不便 を 見、 佛陀 は、 標相を 立て 、 、 僧伽 作法に 依って 結界す る こビを 
許し 給へ り。 而 して その 作法 結界の 形の 上よ り 云へば、 方形、 圓形、 
皲形、 半月形、 三角形の 五 種の 形 あ り 、 冬期、 氷が 張 り つめたる 場合 
ど 橋梁の 架し ある 場合 を 除いて 河 湖海 は 結 界內に 合む を 得す、。 又 その 
結 界內に ありても、 男女 居住 (之れ を 律語に て 云へば 村^ いふ。） の 家 
や、 病 比丘の 房、 無常 院、 別 住所 (別 住の 比丘の 住する 所） は 結 界外ど 
定 むる を 法 どす。 され ざ 男女 居住の 家を攝 する 場合な きに あらす、。 

而し てこの 結界 をな すに 就いて 茲に標 相を定 むる 必要 あ り 、 山、 河、 
池、 林、 大石、 井、 埠、 樹木、 垣、 林、 道 を 標相ビ し、 これらの 標相 
を 定めて 域標 どし、 この 域 標內を 結界 す。 今 この 結界を 了解し 易から 
しめんが 爲に、 左 に ^ 界の 作法の 一例 を 出すべし c 

僧伽 は先づ 型の 如 く 集合 して、 上 首、 地形に 善 く 通曉 した る 一比丘 
ビ 左の 問笞 をな す。 

["朿 方 は 何の 標 相で あ る か」。 「大德 、水で あ り ま す」: 「こ れ は水標 

相丄 

「朿隨 方 は 何の 標相 であるか」 c  「'大 德、 水で あり ます 丄 「これ は 水 

標相丄 

「南方 は 何の 標相 であるか 上 「大德 、水で あり ます」 c  「これ は水標 

ネ B 丄 

「南 隨方は 何の 標相 であるか」 o  「大德 、水で あり ます 丄 「これ は 水 

標 相」。 

「西方 は 何の 標相 であるか」 c  r 大德、 水で あ り ます 丄 「これ は水標 

「西 隨方は 何の 標相 であるか」 o  「大德 、水で あ り ます 丄 「これ は 水 

標 相」。 
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「北方 は 何の 標 相で あるか」。 「大德 、水で あり ます 丄 「これ は水標 
相」。 

「北 隨方は 何の 標相 であるか」。 「大德 、水で あり ます 上 「-れ は 水 

き a  |n 

斯 くの 如く 標相を 定め 終りて、 次に 羯磨師 は 左の 勸議 を 呈出す0 

「大德 等よ、 僧伽 は 私の 云 ふ 所 を 聞いて 下さい0 周 園の 標相は 告知 
され ま した。 若し 僧伽に して 都合 好ければ、 この 標相を 以て 結 界^ 
指定し、 同 住 一布 薩界^ 致します。 これが 動議で あり ます 上 
斯く 動議 を 呈出し 終って、 次に 

「大德 等よ 、僧伽 は 私の 云 ふ 所 を 聞いて 下さい。 周 園の 標相 は吿不 
され ま した。 惯伽は これらの 標相を 以て、 同 住 一布 薩界の 結 界を很 
定 します。 若し 諸師 にして 善し ビ思 は々、 默 して ゐて 項き、 惡し^ 
思 は、、、 發 言して 頂きたい。 

倌 伽に 依り 、 これらの 標相を 以て、 同 住 一布 薩界 の結界 は^めら 
れま した。 僧伽 は 善し ビ思 ふが 故に 默 して ゐられ ま しす こ。 私 はこの 

樣 に了受 します 上 

^ 茲 に結界 作法 中の 一例 ミ して 擧げ たる： の 作法 は その 結界 地が、 水 【： 園 まれた 

る 島なる な 以て 東西南北 共に 水^ 以て 限界 ミ し標相 さ して 結界 しす： るな リ。 

以上 說戒 等の 僧 加 作法 をな す 集 圑 を 定む る 結界を 作法 攝僧 界ビ 曰 
ふ。 謂 ふ 心 は 僧伽の 作法に 依りて 僧 衆の 衆 圑を定 むる の 謂な り。 この 
外に 攝衣界 ど攝食 界ビ稱 する 特別の 結界ぁ り 、 攝衣 界^ は その 結界円 
丈け 三 衣す ベて を纒 はざる も 三 衣 を 離れざる に 同じ^い ふ 特定の 場所 
を 云 ふ。 この 結界に 依りて 比丘 は その 結界內 にて 三 衣の 一々 を 纒はざ 
る も 離 衣 宿戒に 背かざる を 得る 也。 この 攝衣界 にも、 自然 攝衣 界^、 
作法 攝衣界 ど の 別 あ り 、 自然 攝衣 界^ は 比丘 遊行 中の 如 き 僧 》 作法 を 
なす 能 はざる 場合、 宿泊せ し 所に 自然に 生す、 る界 量に して、 律 典に は 
十五 種の 自然界 を擧 け。 一々 に 又 勢 分^ いふ もの あり 、界外 十三 步 (七 
十八 尺 支那に て 定めた る 古制に て、 四 分 律 六に 依れば 投石の 距離） 
を 限り 界內^ 同じく 取り扱 ふ もの ビす。 十五 種^ は 種々 の 律 本に 出で 
たる もの を 集めた る ものに て、 左の 如し。 
(1) 僧伽 藍界 
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(2) 村界マ 


ホ 


1 へ 

(3) 

樹 

界 

(5) 

車 

界 

(7) 

舍 

界 

(9) 

庫 

界 

(11) 

阿 蘭若界 

(13) 

洲 

界 

(15) 

井 

界 

聚落 界 
家 界 
族 界 
外道 舍 
重 舍 
遊行 營所 


(4) 
ひ） 
(8) 
(10) 
(12) 
(14) 


次に 作法 攝衣界 ど は 伽藍 精舍に 居住し、 其の 住處 一定せ る 場き、 僧 
伽 作法に 依 h て界 限を定 むる もの あり。 この 作法 攝衣界 に は 勢 分^い 
ふ ものな し。 而し てこの 攝衣界 の 結界に は、 男女 共 住の 家 （俗 家の こ 
^、律語に て 云へば、 村） を 避く る を 要し、 若し 地形 上 避く る を 得 ざ 

れば、 51 に i 俗 家の 周 圍を結 （ 限界） して 近づかざる 樣 になす を 常^す。 
これに 現" 懸除^ 現 除 懸結ご あ り 、 現 結 懸除ど は 攝衣界 の結界 をな す 
時、 其の 結 界內に 若し 俗 家 移り 住まば、 その 家 を 更に 結すべし ビ豫じ 
め宣 する を 云 ひ、 現除懸 結^ は結界 せん^す る 場所 內に • 旣 に 俗 家 あ 
る 場き、 その 俗 家 を 結して （これ 內相ど 云 ふ）、 この 上に 攝衣界 の 結 
界 （ こ れを 外相 ど 云 ふ） をな し、 後ち 俗 家 去 ら ば 同 界に攝 す る を宣す る 
を 云 ふ。 

攝食界 ど は、 厨房 を結界 する こどに て、 元來 比丘 は その 食 を 乞食に 
依って 得、 食物 を 煮 又は 食物 を貯 ふる を 得ざる ものなる が、 實 際の 僧 
苑 生活に 於て は その 僧 苑內に 食物 を 煮、 又は 貯 ふる は 必要な る こどな 
れば、 內宿 (食物 ビー 緖の處 に 臥す る こど）、 內煮 （食物 を 惯苑內 に 煮 
る こ^) の 罪 を 免 がれし めん 爲に、 特に 僧苑 中の 厨房 を結界 して、 比丘 
この 結 界內に 立ち入ら ざれば 內宿內 煮の 罪 を 犯さす、 どい ふ 意味な り。 
總て上 根の 人 なれば、 在家に あり て も 修道 を 全う し、 證悟を 得べ けん 


場 ％ 娑 倉 道 水 
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も、 中 根 下 根の 人に ありて は、 何等の 拘束な しに、 修道の 實を擧 げん 
こど は、 不可能 なれば、 斯く の 如き 種々 の結界 法に 依り、 比丘の 外的 
生活 を 規定し、 煩 惱惑染 の 外 襲に 備へ 修道 を 全うせし むるな りつ 
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第 六 章 布薩 (說戒 ）^ 安居 

布薩 （Uposatha,  Upavasatha)  ^は 元來近 住の 義に して、 僧 衆 集合 近 
坐す るの 意な り。 も^ 外道の なす 所な！） しが、 頻 婆沙羅 王、 比丘の 修道 
に 便利 ある を 見、 世 尊に 請うて 佛敎內 の 一行 事ビ なさし めしもの なり。 
月の 十五 日 ど 三十日に、 集合に 便利なる 一定 區劃內 （結 界內) の 僧侶 相 
會し、 半月の 修道 を 顧みて、 己れ の 足らざる 處 あれば 之 を 告白 し、 戒 
に 於て 犯せる 所 あれば 之 を 懺悔して、 過 まてる を 改め 道に 進み、 戒の 
撮要 卽ち波 羅提木 叉 （P お imokkha) を誦 し、 之 を 聞いて 各自 反省して 
次の 十五 日 精進して 涅槃に 進む の 力 を 養 ふ ものな り。 比丘の 公的 生活 
に 於て、 この 布薩ど 安居^ は、 比丘 を して 修道に いそ しま しむる 力に 
して、 宗敎的 意義の 豊かなる 施設な b  ^す。 波 羅提木 叉に 就いては 演 
習に 全文 を 出し たれば、 讀 者の 親 し く 就いて 硏究 せられん こ ど を 望む 0 

安居 反び 自^ 

安居 （Va お a)^ は、 印度の 雨期に あ り て は一 は 遊行に 不便なる 爲め、 
一は その 時期に は 虫類 湧 き 出で 、歩行の 際 踏み 殺 さん を 恐れて 、 雨期 
中 ー處に * 居住して 遊行せ ざる を 云 ふ。 この 期間に 左の 三種 あり。 

(一）  前 安居 一一 印度 曆第 四月 十六 日 入 安居 

印度 暦 第 七月 十五 曰 出 安居 

(二）  中 安居 一 印度 曆第 四月 十七 曰 よ り 

印度 曆第 五月 十四 曰までに 入 安居 

印度 層 第 七月 十六 曰よ り 

印度 曆第 八月 十三 日 までに 出 安居 

(三）  後 安居 一一 印度 曆第 五月 十五 日 入 安居 

印度 曆第 八月 十四 曰 出 安居 
卽ち前 安居 は 印度 曆第四 額 沙茶月 （AsMha) の 十六 a  (年に 依って 異な 
れざも 陽暦 八月 二十 七 日頃に 當る） より、 第 七額溼 縛度闍 月 （Assayuja) 
の 十五 日 （十一月 二十 六日） に 至る 三 ヶ月 九十 日 問、 これ 本 安居に して、 
比丘 はこの 安居に 從 つて、 額沙茶 月の 十六 日 よ り 、 入 安居すべき なれ 
ざ も 、 事情 許さ い る もの は、 翌十 七日 よ 1) 一ヶ月の 中間 卽ち 第五/] 室 
羅伐拏 月 （S^ana) の 十四 日まで に 安居 に 入る もの どす c 而 して この 室 
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羅伐 * 月の 十五 曰 よ り 、 迦 刺底迦 （Kattika) 月の 十四 曰 までの 九十 日 
を 後 安居 ど稱 し、 前 安居 ど 後 安居の 中間、 卽ち 額 沙茶月 の 十七 日よ！）、 
室 羅伐拏 月の 十四 曰までに 安居に 入り 、 それよ り 九十 日間 安居して、 
額濕 縛庾闍 月の 十六 日よ り迦 刺底迦 月の 十三 曰 までに 安居 を 出づる も 
の を 總て中 安居 ど稱 せり c 場所 ご して は 塚 間、 巖窟內 に 安居す る もの 
あ ！） 、 村 又は 邑 附近の 小屋に て 安居す る もの あり、 又は 僧苑 にあり て 
安居す る もの も あり。 塚 間 巖窟の 場合 は 別^ して、 小屋 又は 僧苑 にあ 
りて は 先づ房 舍を修 治し、 後、 安居に 入る。 これに 心 念 安居 ど 對首安 
居の 別 あり。 心 念 安居 は、 只 一人 安居す る 場合、 その 附近に 比丘な け 
れば、 自 ら 自己の 心に 向って 茲に 安居す ベ き 旨を宣 して 安居 を 結す る 
(結す る ど はなす の義 ） を 云 ひ、 對首 安居 は 二人 乃至 三人に て 安居す る 
場合、 他 比丘に 對 して、 安居に 入るべき を 述べて 安居 を 結す る を 云 ふ。 
「大德 よ、 我れ 比丘 何某、 茲に 某所に 於て、 前 三月 安居いた しま 
す c 房 舍は修 治いた しま した」。 
かく 述 ぶる こご 三 皮、 その 對人は 

「知って 放逸であって はならない」。 「受 持いた しま した 上 
「誰 を 持 律 者に する か 上 「某 師を持 律 者 ど します」。 

「疑 あ らば 柱いて 尋ねよ」。 「かしこま！） ま した 丄 
の 三 問答 を 授け、 終りて 安居に 入る。 因に 安居 を 結す る 作法 は 別 衆 法 
ど稱 し、 一人に 對 して 告白 すれば 足れり ビ せり。 

比丘 等 は 平和 ど 相互扶助 ど 沈思 ど 得 達^ を 旨 ご し 食物 は 多く 在家の 
信者 之 を 運び、 彼等 は 比丘 等 か- 來 つて、 その 所有の 舍に 安居し、 自ら 

行いて 彼等の 說法を 聞く を樂 しめ b0 又 この 安居 中には 比丘 は 他行す 

る 事 を 得す'。 他行す る も 多く その 曰の 中に 歸る を 常^ し、 外泊の 場合 

は 七日 を 限りて 僧伽の 許可 を 受けて 外出す。 これ を受 FI^ 呼べり c も 
し受日 作法せ す、 して 他行 外出 すれば 失 安居の 罪 を 犯す。 又 外 難 起り て 
他に 移 ら ざ る ベ か ら さる 場合 出界す る を 破 安居 ど 云 ふ。 而し てこ の 安 
居 を 終りて なすべき 事に、 自恣ど 迦豨那 衣 法 ど解界 ど結界 どの 四 あり。 
自恣 （Parh^ra) ビは、 安居の 終れる 日、 前 安居なら ば 第 七月 額濕縛 
庾閣の 十五 日 、後 安居 な ら ば 第 八迦刺 底迦月 十五 曰 特に 僧伽に 向って、 
安居 中、 犯罪に 就いて 疑 あれ は' 恣 に吿發 して 責めん こ ^ を 請 ふ こどな 
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be 蓋し 宗敎的 寒稽古 を 終りて その 總 勘定 を 受く るか '如き 意義な！） ど 

す C 

先づ 僧伽 集合して、 有能の 比丘、 今日は 自恣の 日 なれば、 茲 に自恣 
を 開 く べき を宣 し、 次に 長老 先 づ衣を 正し 一 肩に 肩掛け、 片膝 を 地に 
著け、 合掌して 云 ふ。 「大德 等よ、 私 は 惜 伽が 私に 就いて 兑 又は 聞き、 

或は 嫌疑 あらば 私 を 責めよ ど 願 ひま オ c 大德 等よ、 私に 對し 哀憐 を以 

て 語って 下さい。 私に 罪 を 犯 した こ ど を 悟れば それの 償 を 致 します」 

ど c 三度 この 宣言 を 繰り返す 。斯くて その 罪 を 語り 出す ものなければ、 
合掌 を 解いて 座に 就く。 斯く 順次に 下位の 比丘に 及ぼす。 佛陀甞 て 五 
百の 大 比丘 衆 ビ 共に、 膽 波の 伽々 羅 池畔に 迦 剌底迦 月の 満月の 夜、 安 
居 を 終りて 自恣 をな し 給 ふ。 迦 刺底迦 月の 満月の 夜 は 水 蓮の 夜 ど 呼ば 
れて、 月の 勝れて 善き 満月の 夜な り。 滴る が 如き 月光 を 浴びて、 大聖 
釋尊、 寺 庭に 大衆に 向って、 佛陀 自身の 罪 を 責めん こど を 求め 給 ふ。 
—人の 聲を發 する ものな く  、 又 咳 を も敢 てす る ものな し。 満座 寂 ど し 
て 只 月光の 滴た る あるの み、 佛敎々 圑の卽 興 詩人 婆 耆舍が この 景に打 

たれて、 卽 興の 詩 を 歌 ひたる こ ご は 第一 編に 旣に說 ける 所な b ^す。 
自恣は 布薩の 特殊なる ものに て、 宗敎 的實踐 上頗も 意義深き もの どす。 
迦締那 衣 法 ど は、 安居 及び 自姿 終りて、 比丘 等が、 次 安居 迄 一年間 
著 用すべき 三 衣 を 調 ふるに 就いて、 五ケ 月間、 離 衣宿戒 等の 戒 法の 緩 

和 を受く る を 云 ひ、 迦豨那 衣 （Kathhm) ど稱 する 衣 （形の 異なる に 非 
す、、 その 戒 法の 緩和 を 許す こど を 示す 標相^ して 用 ふる 大衣を この 名 
を 以て 呼ぶな り） を受 くる こどに 依って、 この 戒 法の 緩和が 顯 はさる 
、が 故に、 迦豨那 衣 法ビ云 ふ。 迦豨那 （Kathina)  ^は 原義 堅固、 困難 
を ：£ 味し、 衣體 堅固なる 木綿 を 用 ゆる 故、 迦絲那 衣 ど 呼ぶ ビ云 ひ、 或 
は戒を 堅固なら しむる 理由 を 以て 名づく ど 云 ひ、 その 迦締那 衣 は、 浣 
ふこ ど 染める こビ、 縫 ふこ^ 悉く  、 一日中に なさざる 可から ざる 故、 
困難 衣の 意味な るべ しど 考 へられ、 こ の 衣の 奉 施 は 特に 功德 ある 故に、 
又 僧伽 この 衣 を受く れば、 その 僧伽 內の 比丘 等 は 皆 下に 出す 五 事の 開 
許 を 得 る 程 こ の 衣が 功德 ある 故 に 普通 に 功德衣 ざ翻譯 せられ、 かく 種 
々の 義解ぁ り^ 雖も、 恐らく、 迦豨那 (衣 を 縫 ふ 時の 枠） を 用 ひて、 そ 
の 枠に あてはめて 鏠ひ 上げる ものなる が 故に 迦締那 衣 ご 呼ばれた る も 
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のな る ベ し。 勿論 總て 他の 衣 も M 綿- 那を用 ひて 作れ ざ も 、 今 は 總卽別 
名に て 云 ふ o 

或る 年の 安居 終りて、 Patheyya の 比丘 等、 世 « を訪ひ 奉らん^ て、 
途中 雨に 逢 ふて 衣皆濕 ふ。 依って 世 尊 はこれ を緣^  L て迦締 那衣法 を 
定めて、 もし 必要ならば （ft へば 雨期の 爲に 衣が じめじめ ど 濕!） たる 
か' 如き） 攝衣界 外にて も、 三 衣の 一々 を纒 はす、 ど も、 離 衣 宿戒を 犯さ 
す、 等の 五 事 を 開 許し 給 ふ。 五 事 ど は 左の 如し。 

1. 三 衣の 一々 を纒 はす' して、 行 乞 外出 をな し 得 (Asamadana- 

c^ra. 第二 尼 薩耆耶 波 逸提の 緩和 )。 

2-  招待せ ら れ ざ る 家に 行 乞 を な し 得 （AMmantacara 四十 六 波 
逸提の 緩和 )o 

3-  別 衆 食 (Ganabhojana. 三十 二、 三十 三 波 逸提の 緩和に て、 多 
勢に て 一家に 行いて 食 を 乞 う て 食す る ど 、 僧伽 全體 一度に 食べす' に 
代り合うて 食べる こど を 許さる 、なり）。 

4.  必要 丈け の 衣 は 取る こ ビ を 得 （Yavadatthacivarr. 第一 波逸提 
長 衣戒の 緩和 )。 

5.  種々 の 理由に て 僧 f 加に 入り し 僧伽 所有の 衣 は 分ち て 彼等の 個 
人 ^"有 ど な し ネ 导 (Yo  tattha  clvaruppado  so  tesambhavissati) 0 

第一 は、 四 分 律に は 不失衣 ど あ ！） 、 離 衣 外出 を 得る こ ど にて、 雨期 
の爲 めに 濕 りたる 衣 を 著け す' ど も界 外に 出で 得る を 云 ふ。 

第二 は、 四 分 律に は、 食前 食後 不囑 比丘 入 聚落 ビ あ b 、 平常なら ば 

二人して 一家の 招待 を 受けた る 場合、 他の一 人に 告げす、 して、 外の 招 
待せ ざる 家に 乞 行す る を 得 ざれ^ r も 、 安居 又は 安居 後 は 在家 人の 供養 
を 喜ぶ 時なる 故に、 又 新 衣 を受く る爲に 在家 人ビの 交渉の 多き を 要す 
る 時なる が 故に、 招待 を 受けざる 家へ 自由に 行いて 食 を 取る を 許され 

た るな り c 

第三の 別 衆 食 は、 四分雜 にも 別 衆 食 ど あ り 、 別 衆 食^ は その 現前 僧 

中の 幾 入 か V 、分れて 別に 食 を 取る を 云 ひ、 平生 なれば 禁せ、 られ たる こ 

どなれ ざ も、 前に 云 ふが 如く  、 在家 人の 供養 を 好む 時なる 故 一家に 多 
勢に て 食 を 乞 う て 食す る を 得、 又 安居 後 は 故 衣 をつ く ろ ひ、 新 衣 を 縫 
ひ、 遊行に 出 づる等 多忙の 時なる が 故に、 手の す き 次第 食べる^い ふ 
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が 如 く 代り合うて 別 衆に て^べる こ ご を 許されたり C 四 分体に ては展 
轉食戒 ご して 第 四 に 出せ ざ も 、 南 傅に は こ の 第三の 中に 入れた り o 

第 四 は 四 分 律に は 長衣ビ あ ！） 、 長 衣を蓄 ふる は 第一 波 逸提ビ して 禁 

せられ たれ ざ も、 この 安居 後 は、 旣に著 古して a れ、 長き 雨期の 爲め 
に濕り 汚れた る 故 衣 を、 新 衣に 變 へる 時なる が 故に、 衣の 分配 終りて、 
新 衣 を 得る 迄 は、 臨時に、 且つ 所有 を 定めす、 して、 好む 丈け 入用 丈け 

の 衣 を用ゐ 得る こど を 許されたり。 他よ り 衣の 施 入 あ！）、 衣の 分配 終 
！) 、 三 衣 を 調へ 終れば、 この 特許 は 消滅す。 衣の 施 入 少な く  、 三 衣 を 
調 ふるこ ど 困難なる 場合 を豫 想して、 五ケ 月間の 許可 あるな ！)。 

第五 は、 四 分 律に はな く  、 他よ り 施 入に 依って 僧祗物 （僧伽 所有の 
意） ど なれる 衣を悉 く 現前 僧に て 分配 所有す るこビ を 得る 許可な bo 
この 許可に 依って、 比丘 等 は 正しく  、 四方 f 曾 伽に 供養せられ たる 衣 を 
自己 所有に 移して、 三 衣 を 調 ふる を 得るな り。 

この 五 事の 開 制 ある は、 前述の 如く  、 雨期 を 終りて 新 衣 を 調 ふる 時 
節なる ビ、 從 つて 俗 家が 供養 をな して 功德を 積まん ど 欲する 時期なる 
等の 理由に 依りて な！)。 而し てこの 五 事 は 安居 を 完全に っビ めた る 比 
丘に 與 へらる 、ものにして、 破 安居、 後 安居、 無歲 （法 臘滿 一年に 達 
せざる もの）、 差 止、 別 住の 刑 を 受けた る 比丘 はこの 特權を 得す、。 而し 
てこの 特權 の附與 は、 迦締那 衣の 製作に 依って 顯 はされ、 前 安居 をつ 
^ めた る 比丘 居住の 僧伽に て は、 先 づ淨布 を 得て、 次に 浣 裁縫の 主事 
を 惯加 作法に 依!） て推擧 し、 このま 事 をして^ 染 裁縫せ しむ。 而 して 
この 迦烯那 衣 は 一日に て 作り上げざる 可から ざる もの 故 （律語に てこ 
れを 卽日來 どい ふ） 現前 ft これ を 手 傅うて 一日に 浣 洗よ り 染色、 裁縫 
悉 くな し 終る。 旣に 裁縫し 終れば、 再び 僧 加 作法 をな して、 僧伽 之 を 
受け、 五 事の 開 許 この 時よ り實行 せらる。 而 して その 作られた る迦稀 
那衣は 前 安居 をな し 終り し 人の 中、 最も 衣の 破れた る 人に 與へ、 他の 
前 安居 人 は 心 念に 受 持して、 先 揭の五 特權を 得る なり。 迦締那 衣 は 衣 
體及形 等 は 普通の 衣に 異な るこ^な きも、 只 これが 安居 後の 五 特權を 
標示す る象徵 どなる もの 故に、 特別の 名を與 ふ、 俗 家 は 特に この 衣の 
奉 施 を 功 ffi あ り ビ喜 ぶが 故に、 早朝に 來っ てこの 衣财を 施すな り。 五 
事の 開 許赏 行せ られ て、 若 し惯伽 に 貯の衣 あれば これ を 比丘の 間に 分 
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配し、 貯へ なく 又 施 入の 衣なければ、 比丘 は 五 事の 開 許 を 受け 五ケ 月 
間 施 衣の 機會を 待ち 得るな り。 迦綠那 衣作 法語 及び、 五 事の 櫂 利 を 遮 

止す る 迦 那衣遮 法 は 今 これ を 略す。 
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第 七 章 衣食住 

我等 は 第二 編に 於て、 佛敎の 出發點 が、 現實の 苦惱の 痛感に あ!)、 
而し てこ の苦惱 が、 そ の 源 を 我等の 心中の 樂 欲に 發す る こど を 見た b  o 
されば 佛逍 修行 ど は、 一言に して 言へば、 心中の 樂 欲に 對 する 戰鬪た 
bo 外 境に 對 して 飽く なき 貪欲の 心、 快 樂を逐 ふて 止まる 所 を 知ら ざ 
る 亨樂の 心、 この 心 を 如何にすべき かの 問題 は、 佛敎の 終始 を 蓋ふ大 
問題な り ど 云 ふべ し。 先き に 論せ しが 如く この 貪欲の 心は滅 すべき も 
のなる か、 將た淨 化すべき ものなる かの 問題 は 別 ど して、 兎に角、 こ 
の 現實に 起り 來る貧 欲心に 對す る 戰鬪 が佛道 修行な ！） ど 云 ふ を 得べ 
し c. されば こ そ 、 比丘 は その 入圑の 初めに 於て、 四 依の 敎を受 く る な 
れ c 四 依 ど は、 一、 食 は 乞食に 依！）  、  二、 衣 は 糞 掃 衣に 依!）、 三、 住 
は樹 下に 依り、 四、 藥は腐 尿藥に 依る こどな り。 この 四 依 は 比丘の 一 
生 を 通す、 る 行 持に して、 修道の 要諦 この 中に 攝 在す ど 云 ふ を 得べ し。 

さ り 乍ら、 若し この 四 依 を して、 唯一つ の 比丘の 生活の 樣式ど して、 
茲に 些少の 彈カ性 を も 許さ 一れば 生活 を 整 ふべき 法規 は 却って 生活 を 

m し、 心 その も のが 法規の 下に 呻吟す る こビ、 な！）、 却って 法規 制定 

の 趣意 を沒 する に 至る。 故に 佛陀 は提 婆が、 （一) 比丘 は 終 B: 糞 掃 衣 を 

纒ふ べし。 （二） 終世 乞食に 依って 食すべし。 （三） 一 坐 食なる べし。 
(四） 常に 樹下を 家 ど すべ し。 （五) 鹽 及び 五味 を受 く 可 か ら す、^ の 五 事 
を 制して、 比丘の 生活 を 限定 せんど 請 ひし 時、 その 弊の 却って 恐る ベ 
きを 察して 之 を 許し 給 は ざり き。 且つ又 長き 實 際の 修道生活に 於て、 
單 にこの 四 依 を 以て、 生活 を 規定 せんこ ど は 不可能 たるべし、 それ も 
上 根 上品 の 人々 のみ なれば まだし も なれ ざ も、 數 千の 弟子 を 包含す る 
大敎 11 にして 斯 くの 如き 狹き 生活 規定 に 依りて、 實 際の 生活 をな さん 
こ ど は 絕對に 不可能な り。 されば 佛陀は 法規 は 法規^ して 存し、 重き 

を 心の 特ち 方に 置きて、 宗 敎の敎 化に 依！） て、 比丘の 心 を 陶冶し、 法 
規を して 心 を 支配せ しめす、、 心 を して 自由に 法規 を 越えざる 生活 をな 
し 得る 樣に 修養せ しめ 給へ るな り o 故に 佛陀の 制定せ られし 戒律 は、 
これ を 外的に 見れば、 極めて 律法 的の 如く なれ ざ も、 今一 層 深く  、 こ 
れを敎 化の 上よ り 見れば、 精祌に 依り て、 律法 を 支配し 行く ものな！) 
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し を 知るべきな り0 

さ れば佛 陀の敎 化 は 、 時 々 比丘 等の 享樂氣 ^に 问 つ て鐵鎚 を 下 し 給 
ふ。 施 を 受けて 食す る 場合、 * 覺を 貪らん がた めに、 カレー 飯ぶ 汁^ 
飯 ど を 指先に て 混す、 ベから やど 制し、 味覺の 盛んな らん どす る や、 曠 
野に 於て、 一人子の 肉 を 食 ふが 如く に 思へ ビ誡 しめ、 醱 酵の飮 料を禁 
じ 給 ふ も 、 一は それに 依って 亂 心を來 さん こど を 恐る 、ど 共に、 又 一 
に は、 安價 なる 陶醉を 防がん が爲 めな り。 又 一切の 見世物 見物 觀劇等 
を 禁じ 給 ふ も、 稍^ も すれば 人の 陷 らん どす る 藝術的 救 濟を難 じ、 そ 
の 魅惑 的 趣味 を 返け 給 ふなり。 かく して 精祌の 方向が 樂 欲の 飽満 を 求 
めす、、 享樂の 趣味に 走らす' ば、 必す、 しも 四 依に 依って、 極端なる 出 塵 
の 生活 をな すに 及ばす'。 四 依 は 比丘の 基礎 生活の 規範 どして、 その 規 
範 以外に 餘分 （Atireka) を 設け 給 ふ。 然し 旣に その 生活が 樂 欲に 對し 
て宣戰 せる 生活 なれば、 餘分も 又 制限な き 能 はす、。 故に 衣、 食、 住、 
藥 共に 制限 あ る餘分 （Ath'eka) あ りて、 凝滯な く 修道の 生活の 車輪 を 
滑 かに 動かさ しめたるな！ )。 以下 少しく その 餘 分に 就いて 說く所 あら 
ん どす o 

衣。 先 づ衣體 の 方よ り 云へば、 糞 掃 衣 (Pansuknlika) は 比丘の 正' しき 
衣たり。 冀掃衣 ど は冡間 塵溜め 等に 捨て られ たる 布 片を拾 ひ 集めて、 
鏠ひ 合せた る もの を 云 ふ。 阿那律 尊者 は 一生涯 この 糞 掃 衣 以外 を受用 
せ ざり し 人な り。 佛陀 はこの 糞 掃 衣 を 正しき 衣體ビ して、 別に 次の 六 
種の 衣 體を許 し 給 ふ。 六 種 ど は亞 麻布、 綿布、 絹布、 毛布、 麁布、 大 
麻布な り。 かく 六 種の 衣 體を許 し 給へ る は 、 在俗の 信者の 財 施の 志 を 
無み す 可から ざる^ 共に、 糞 掃 衣 は數多 き 比丘 にあり て、 必す' し も 得 
易き ものに 非 ざれば な b 、 皮の 類 は衣ビ して も 敷布 上掛ど して も 使用 
を禁 せられ たれ ども、 邊國 にあ！） て 事情の 異なる 所に て は 上掛ど して 
用 ゆる を 許された！)。 斯く の 如 く 衣體に 種々 あれ ざ も 、 之 を 糞 掃 衣に 
擬 して、 自他の 執着 を拂 はんが 爲に、 完布を も縱 橫に數 多に 切 斷し更 
に 縫 ひ 合せて、 黄色 （Kiisaka) に染 むる を 法 どす るな り。 又 衣の 種類 
の 方よ り 曰へば、 衣服 を 著く る 用意が、 一は 鱧 儀の ため、 一は 寒暑 を 
防 ぐ に あ る が 故に 、 下着 衣 (Antaravasaka 腰卷） 、 大衣 (Sanghati) 、 
上着 衣 （Uttariisarigha) の 三 衣 を 具 ふる を 要す 。释 尊の 當時、 印度の 佛 


敎々 化區 域に ありて、 暑ビ 共に 寒 を 防ぐ に 三 衣に て 足れる は 佛陀の 親 
し く 實驗し 給へ たる こ ど な り c 而し てこの 三 衣 は 鉢^ 共に 比丘の 唯一 
の 財產に して、 比丘 は 他に 遊行に 出づる 時、 この 三 衣を纒 ひ、 鉢 を 手 

に して 出て、 に 心 を 留めざる こど、 猶、 鳥の 翼 を 負 ふて 空 を 飛び 行 

く が 如 し。 

猶三衣 以外に 用 ひられた る 衣の 種類 は、 

雨 時 衣 （Vassika   satika 雨 時 安居の 時に のみ 用 ゆ、 普通の 衣よ り 小 

形な Mo 

覆瘡衣 （Kandhu  paticcha 瘇 物の 生せ し 時、 膿の 他に 流る 、 を 防 ぐ 

布片 なり ）。 

外套 (Pavara) 

掩腋衣 （Kaccha. 右 肩よ り 左腋に 掛ける 幅 狭き 布片 にて 汗の 流る、 
を 防ぐ)。 

帶 （Kaya - bandhana) 僧伽 梨の 上 を しめる もの。 

浴衣 （CTdaka- お taka 比丘尼の 水浴の 時 用 ゆる 衣に て、 乳 以下 を 覆 ふ 

腰 卷)。 

等に 過ぎす'。 比丘 は 三 衣 一組 現に 使用す る ものの み を 有する を 許され 
たれ ざ も、 他人の 施に 依り 又 他の 事情に 依りて 餘分を 有する 場合に は、 
十日 以內に その 一組 を 他の 比丘に 與ふ るか、 又は 衣 ど しての 使用 を 龍 
めて、 他の 用に 變 ゆる を 要す。 但し 邊國 にあり て 事情 異な り 、 自分の 
留守中に 衣 を 受け 乍ら 十日 以內 に歸ら ざる 時 は、 假令 十日 を 過ぐ る も 
歸 りて 其の 衣 を 手に する 迄 は 餘分を 所有す る を 得 （この場合 は 所有す 
ど雖も 自分の 手に は あらざる な り）。 

食。 食 は 乞食に 依る を 正し どす。 乞食 ご は 鉢 を 手に して、 村 又は 町 
に 入り て 戸毎の 入口の 前に 立ちて 食の 施さ る 、 を俟 つな り。 食 を 乞 ふ 
ビ云 ふ^ 雖も、 微か も 他の 施 心 を 刺擊す る の 擧に出 づ可か ら す、、 只默 
して 立ち、 與 へら るれば その 功德 の、 その 人 を 涅槃に 導かん こど を 念 
じて 謝し、 與 へられ ざれ ば 去る のみ 。而 して 施 者の 家を擇 ぶる こど を 
得す、、 貧富 を 問 はす ヌ每に 乞 を 行す、 る を 則^す （Sapadhana)0 只學家 
(Sekha  Sammatakula) を 避く る を 用意 どす。 學家ど は 信仰 深き 優 婆 塞 
優 婆 夷の、 家の 貧しき に拘ら す、、 施 心大に して、 敎圑の 施に 其の 財 を 
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蕩盡 したる もの を 云 ふ。 學家を 避く る は、 學家 は旣に 敎團の 責任 ビ し 
て 園 田を與 へ、 供養 物の 遺 賒を與 へ 房 舍財具 を 給す るに 拘ら す'、 彼等 
は猶 己れ の 衣 ど食ビ を 擧げて 施さん どす る こ どの 余 1) に 痛々 しければ 
な り o 

斯 くの 如き 用意の 下に 行 はる 、乞食が、 比丘の 正 食に して、 尊者 薄拘 
羅の 如き、 その 驚くべき 告白 （上 二 五 九 頁 を 見よ） に 見 ゆる が 如 く  、入 團 
以來 八十 年 只 この 正 食に 依りて 法 器 を 持ち 來れ り。 尊者 大迦葉 また 終 
生 四 依の 行者た り 。 大迦葉 或 る 時 靈鷲山 を 下りて、 王舍 城へ 行 乞の 途 
次、 癩病 人の 垣に 凭 り て 食す る を 見、 行 乞の 法則に 依 b て、 先づ その 
病人の 側に 立つ。 病人 は その 崩れ 亂れし 手 もて、 鉢 中よ り 食を摑 みて、 

大迦 葉の 鉢に 投 す、。 大迦葉 は 返いて 樹 下に 至！） 、 その 食 を 食べて、 少 
し も 厭穢の 心な か り しど 云 ふ。 され ざ斯く の 如き は、 之 を範ど して 垂 
るべき も、 未だ 全ての 比丘に 則 ど して 强 ゆべき に 非 ざれば、 佛陀 は、 
一方 財 施 者の 心 を も 汲みて、 餘分ど して （一 Mf» に 寄贈 せられし 食、 
(二) 僧伽 中の 比丘 を 特に 名 ざして 送られた る 食、 （三) 招待、 （四） 切符 
にて 分配 せらる 、食、 （五) 二 週日 毎に 施 入 せらる 、食、 （六) 布 薩の日 
に 施 入 せらる 、食の 六 種 を 許し 給へ り。 

次に 食物 そのものに 就いて 言へば、 印度 古代の 常食 は カレー 飯 なれ 
ば、 普通の 施 食 は、 白 飯 ど カレ-汁 ビ 汁の 中の 菜な！)。 而し てこの 三 
者に 就て、 前に 述べし が 如く  、 荬 * のために 汁の 多 からん こビ、 菜の 
多 からん こど を 望む 可 か ら す、、 又 その * を 善から しめんた めに、 故意 
に 巧みに 三者 を 混す、 ベから ざる もの どす。 猶 米飯の 代り に 耖を用 ゆる 
こど あり、 カレーの 茱の 中には 肉、 及 魚 を 混す、 る を 得る も 、 肉 は 自分 
の 食用^ して 殺された る 場合、 魚は自 巳の 食用^ して 捕 はれた る を、 見 
聞き 若しく は 疑 ある 場合 は 不法 ど して 禁 示せ ら る。 

この 外に 煎餅、 圑子、 糖 菜の 如き もの あ！） 、 午前の 食 ど して 許され、 
午後に 至りて は齒 にさ わ りて 食 せらる 、 もの を 禁止 せらる。 これ はか 
の 一日 一座 食の 制よ り來る ものに して、 食物に 四 種 を 分ち 、 前 二者 は 
午前の 食、 後 二者 は 午前 午後 を 通じて 許さる 、もの どす。 四 種 ど は 

(― ) 蒲 閣尼食 (Bhojani) 飯、 |》、 乾飯、 肉、 魚 及 ひ' 諸種の 雜飯、 
粥 等の 類 を 云 ひ、 正 食^なる ものな！)。 
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(二）  法 閬尼食 （Khajj ま） 果物、 糖蜜、 圑子、 煎餅、 菓子、 砂糖、 
胡麻、 根、 枝、 葉、 華 等 これに して、 嚙 んで齒 にさ はる もの を 云 ひ 非 

正食ビ せら る。 

(三）  漿食 （Peyya) 飮 みものに て、 これに 時 漿ど非 時漿ビ 分れ、 
時 漿には 乳、 酪漿、 羹、 米 汁、 粉 汁 等の 漉さ V、 る もの を 含め、 午前中 
の 飮料ど 限られ、 非 時漿は 梨果 (ma"g0)、 閻 浮果、 棗果 (banana?) 、甘 
庶、 莛果、 舍樓 伽、 婆 櫻 師果、 蒲 桃 等、 穀類よ M 乍り し もの を 除き、 第 
二 怯闍尼 食より 取 b たる 漿を 淨漉 し 澄淸せ しめ、 初夜まで 飲む こど を 
許さる、 ものな！)。 重病の 時の 藥ど して は 第一 蒲闍尼 食よ り 取れる 肉 
漿、 飯 漿等も 許さる。 

(四）  奢 耶尼食 （Leyya) 酥、 油、 蜜、 糖蜜、 酪 等の 舐 b て 食す る 
食物に て、 藥ど して 午後 も 用 ゆる こ ビ を 許さ る。 

以上 四 種の 食 は、 これ を 食物 ビ して 見れば、 食の 部に 編入し 得られ、 
これ を 病人の 受用 する もの ど して 見れば 藥の部 に 入る、 を 得、 故に 茲 
に て は說明 を これ 丈け にて 留め 、藥の 下に て今少 しく 說く所 あるべし。 

猶茲 に 一言 を 加へ んビ する は、 日本に て 許さ れ來れ る 非 時 食の 法 な 
！) c 鰛飩、 蕃麥、 葛、 昆布、 素麵、 圑子、 菓子、 果物、 豆腐、 く ゎゐ、 
小豆 、 澤庵等 は 蒲 闍尼食 ど 怯 闍 尼 食に て 午後 は禁 示せ られ たる 食 なれ 

ざ も、 古例 ど して 日本に て は 非 時の 食 ど して 食す る を 許され 來れり c 

住、 樹下は 比丘の 住居 ビ して 擇 ばれ、 炎熱の 地、 樹下、 石 上 は凉風 
を 思 はせ、 居所 ど しての 樹下 はさ まで 苦しから ざるが 如し ど雖 も、 、 
る が 如き 暑熱の 時 は、 防 熟の 設備 完た き 家屋の 內 部の 樂 しさ を is ぴ、 
風雨の 折、 又は 寒冷の 時 は、 「壁の 厚く 塗られ、 窓の 戸の 善く 閉めれ た 
る」 家 を 思 ひ、 加 ふるに 蚊 虻の 苦 あ りて、 又 一の 苦行た る を 免 がれす、、 

されば 佛陀は 餘分ど して （一) 精舍 (ViMra)  、（二) 半 家 根 家 (Addhayoga) 
(三) 層樓 (Pasada) , (四） 露臺 （Hammika) 、 （五) 崛 （Gulm) 等 を 許し 

給へ!)。 頻 婆沙羅 王、 竹林 を 佛陀に 奉献せ し を 始め ど して、 須達多 長 

者 は 給 孤獨圜 を造營 して 倌伽 に献 し、 毘舍怯 女 は 鹿 子 母 講堂 を 献上せ 
bo カゝく て敎 線の 擴張ビ 共に、 比丘 比丘尼の 數を 加へ、 彼等の 居住せ 
し 精 舍も數 十 を 加 ふ る に 至れ り o 林 園 或は 石窟 は 多 く 遠 離 獨棲修 習の 

比丘の 居住せ し 所に して、 その 主なる もの は 旣に上 三 二 頁に 記せし 所 
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な り^す 。かく 比丘 比丘尼 等 は そ の敎 11 所有の 精舍、 林 園 を 額せ しか'、 
こ れ ら の寺觀 以外に 或は 陶屋、 阿屋 （旅行者 等の た め に 立て られ しも 
の） に 起臥し、 或は 草 鴒に夜 を 過し、 制 底に 日 を 送！） しこ^も、 その 
修習時 又は 遊行 時には 頻繁た りしな り。 斯 くの 如く、 彼等の 居所 は そ 
の 種類 頗る 多し ど雖 も、 村內 又は 町の 中に 入りて 宿る が 如き J は殆ん 
ざ絕對 にな か！） しもの どす。 精舍は 常に 町 又は 村に 程近く  、晝に 出で 
、食 を 乞 ひ 易く  、又 在俗の 信者 聞 法の ために 至り 易く  、夜 は 人屋 を 離 

れ靜 寂に して 「人い きれな き 所」 に 建て られ た！ ?0 只 比丘尼 は 身 を 護る 

の 要 あ る がた め 、 市中 村內 に そ の 精舍を 有す る を 許されたり。 

藥 （BheSajja)。 比丘の 主藥ビ して は、 四 依に 敎 へられた るが 如く 腐 
尿藥 (PiitimnttaA) な り c 腐尿藥 ^ は 牛 尿に ハ リー タキ （Haritaki) 果を 
入れ、 これ を 土中に 埋めて 醱酵 せしめた る ものな り。 然し 乍ら 病 は そ 
の 種類 多く  、心の 病に 對 して 敎 化の 藥の數 多き を 要する が 如く  、身の 
病に 對 して も 、 種々 の藥を 要する こど は 勿論 なれば、 その 藥が甚 しく 
比丘に 不相應 な ら ざる 限り、 當 時の 醫學の 知識が 與へ し 藥は受 用す る 
を 許された b o 外科 療法の 如 き も 亦、 比丘に 甚だ し く 似合 は しか ら ざ 
る もの は （例へば 痔 病の 時、 刀に て 患部の 切開 を受く るが 如き は 比丘 
に 不相應 なる こど、 なさ る） 禁止せられ たる を 見る。 

扨て 上に 說き しが 如 ( 、 上 出の 四 種の 食 は 法 器 を 維持す る 材料 ビ し 
て 見れば、 之 を 食に 攝 すべく、 病を對 治す る 材料 ビ して 見れば、 之を藥 
に攝し 得べ し。 故に 佛陀は 病 比丘の 事緣 ある 每に、 藥を 開して 時藥、 
非 時藥、 七日 藥、 盡形壽 藥の制 を 立て 給へ り。 古來、 律宗 にて は、 總 
ての 食 を 飢渴の 二 病 を 除く 藥ど 見て、 藥 法の 下に、 總 ての 食を攝 して 
論す、 る 例 なれ ざ も、 旣に四 依の 本 制 あ りて、 衣食住 藥ビ して、 食ど藥 
ど を 分別 した る が 故に 、 予は 反復の 嫌 あ る を 恐れ たれ ざ も、 食 ビ藥ど 
の 別項 を 設けて 說 明す る の 至當な る ど 又 便宜な る ビ を 信じて、 分別せ 
"  、 

(一）  時藥 午前中に のみ、 受 用すべき もの、 意味に て、 （a) 蒲閣 
尼 食、 （b) 怯閤尼 食、 （c) 時漿 あり。 （說明 は 食の 下 を 見よ）。 

(二）  非時藥 午後に 飮むを 許さる、 ものに て、 上の 漿 食の 下に 出 
せし 果漿 及び 肉汁、 血、 米穀の 汁な り。 酒 も 油 を 飮み易 くす る爲 め、 
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色 ど 香 ビ味を 無く して 少量に 用 ゆる こど を 得。 もし 日本の 律傳の 如く 
非 時 食 を 許す え せば、 こ の 中に 非 時漿藥 ど 非 時 食藥ビ を 分つ ベ し。 

(三）  七日 藥 七日の 間 自己の 受用物 どして 貯へ 得る もの、 意 * に 
て、 比丘 普通の 五藥、 生 蘇、 蜜、 糖蜜、 酪、 油 を 云 ふ。 七日 藥な るが 

故に、 七日 貯へ 終れば、 看病人、 又は 淨人 （Kappiyakaraka 料理して 
食し 得る 樣に して 吳れる 人、 喩へば 果物 は 生命 あるが 故に、 比丘 は 直 
接に 果物 を 食す るを禁 せられ、 淨人 二三 度 その 皮に 刀 を 入れ 適 當に致 
しま した ビ三 囘稱 へて 與 ふるな り） に 施さ V 、る を 得す、。 且つ又 規則^ 
して 比丘 は これらの 食物 を 自室 內に貯 へ、 又自 ら 煮る こど を禁 せらる。 

(四）  盡 形壽藥 食物に 非ざる 藥、 又 食物に しても、 食氣を 起さい 
る ものなる が 故に 貪 著の 心 を 起さ しめす、 從 つて 生涯 自室に 貯 ふる を 
許され、 又自 ら 煮る を 許さ る、 もの。 これに は 種類 頗る 多し、 左に 列 
名して この 項 を 終るべし。 


薑 黄 
鳶尾草 
Ativisa 


生 姜 
白 鳶尾草 
黑藜蘆 


及 その他の 根 


Haritaka 

及び 他の 果物 
ゴ ム 

Hingu 

Hingu  lac 

Taka 


Vibhitaka 


xakapatti 
Takapanni 
Sajjulasa 
及び 他の ゴム 


香 粉 （瘇物 を 乾かす 爲め i 
目 藥 

黑 塗料 

Rasa 塗料 

Sota 
目藥に 混す る 香 

旃 檀 

多 伽羅 香 

黑 Amsan 

大便、 小便、 灰、 土、 燒米 灰、 牛 尿 等。 


Ubbida 臺所鹽 

赤 鹽 
其 他 
用 ゆる もの） 


Geruka 
Kapalla 


Kaiiya 

Bhaddamuttaka 


鹽鹽鹽 

海黑岩 
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第 八 章 個人 所有^ 僧伽 所有 

我等 は茲 に、 人類 顯 現の 初 ま り に關 する 佛敎の 祌話を 紹介して、 所 
有に 對す る 佛敎的 観念 を 明に し 置く こ ^の 便利なる を感 す、。 

成 劫の 初 め、 天人 、光 昔 天 よ り 此の世界に 下 生して 人類の 祖^ な る o 

彼等 は 喜 を 食^ して 未だ 他の 食 を 取らす、、 從 つて 身體 頗る 輕 快な b し 
が、 彼等 は 地上に 數寸の 厚さ に 布 かれた る 地味 ぜ甞 めて、 初めて 貪の 
心 あ！)。 その 貪の 心の 增 盛す るに 速れ て 地 * 隱る。 然れざ も 野に 米稻 
生じて 耕さ v 、れざ も 彼等の 用を俟 てり。 依って 彼等 は 食 時に 米 稻を刈 
りて 食 どす。 中に 懈怠の もの あり、 食の 時 毎に 野に 行く を 煩 はし ビな 
し、 數囘分 を 刈!) 貯めて 用に 供す。 茲に 所有の 觀念顯 はれて 貪 著の 心 
募る。 貪 著の 心增 して 野生の 米稻 姿を沒 し、 初めて 人、 食 を 得る に勞 
苦 を 要するに 至る。 勞 苦して 食 を 得、 貯 へて 他の 奪 はんこ ど を 恐る。 
依って 力 ご 智慧 ある 人 を、 推 選して 王者の 位に 卽 かしめ 政 を 見せしめ、 
巡邏 を 設けて 谷 人の 所有 を 守らし む。 事漸 やく 繁く して 人間の 苦惱漸 
く增す ど。 

我等 は 今 は、 この 神話が 含蓄す る 深遠なる 意義 を硏究 せん ビ する も 
、のに 非す、、 只、 所有 ビ いふ 事實 が、 懈怠 ビ 貪欲の 心よ り 街 動せられ て 
起れ る ものな り どい ふ 佛敎的 見方 を 示せば 足れり。 

抑 も 我等の 迷妄の 起原 は、 旣に 第二 編 法の 下にて 述べた るが 如く  、 
「我」 を 他よ ！) 切り離して 個別的に 觀 じて 之 を 愛 著す るよ り 起る。 「我」 
は 帝 網 重々 の大 法界 大生 命の 一 結 子に して、 茲に有 愛 及び 勝 有 愛 を 起 
すべき ものに 非す、 自然 自爾の 生活に 歸れ ば、 江河の 流れの 滔々 ど し 
て、 海に 向 ひ 海に 傾き 海に 入りて 停まる が 如く  、大生 命の 流れに 掉し、 
法 性 常樂の 涅槃に 入りて 停まるな り。 されば こ そ 「諸 法 無我」 は 佛敎三 
大 旗幟の 一に して、 その 中に 所有の 觀念を 否定せ る 無我 所 を 合せ 含め 
て 云 ふな り。 

我等 旣に 欲の 心よ b 、 所有の 観念に 支配せ ら る。 從 つて 我等の 心 は 
物の 支配 を 受けて、 その 囚 はれ ビ な る 、 今 我等の 心 を して この 物に 役 
せらろ 、の 境 を脫 せしめん が爲 に、 佛陀は 物の 實相を 明かに して 諸行 
S 常ど敎 へ、 ものみな は 遷流變 轉の法 なれば 無價 値に して 我 所 ど 執す 
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べきな しど 敎へ給 ふ。 之 を 主観的に 曰って 無我 ど敎 へ、 客観的に 無我 
所ビ 示し、 任 蓮 自爾の 生活に 入らし むつ 

敎旣 に斯く の 如く なれば、 敎 II の實際 生活に 於て、 物質に 對 する 比 

丘の 態度 も 自ら 明かな!） どす。 物質 は 甞て心 を 役せ し 潜 越の 座よ り 下 
り て 、 己が 正常の 位置に 下 り 、 法 器 を 持ち 、 生命 を繼が しむる もの^ 

なれり c 衣 は 寒暑 を 防ぐ ど 禮義を 守る ため、 食 は 法 器 を 持た しむる た 

め、 住 は 雨露 を しの く、、 ための ものな り。 これ 四 依の 本 制 ある 所に して、 
假令 律令 ど して 佛陀の 制令な しビ する も、 苟も 佛陀 の敎を 奉して 涅槃 
の 道行に 進む ものなら ば、 取って 則ビ すべき 生活 態度な り ビす。 され 

ば こ そ 、 旣 出の 如 く  、大迦 葉 は 終生 四 依の 本 制に 從 つて 頭 陀行を 守 り V 

阿那律 も 糞 掃 衣 を 著け 鉢 食又乏 し き を堪 へ、 懾陳如 も 森に 返いて そ の 
晚年を 送' り、 死して 衣 物の 價 僅かに 五 錢 なり しなれ。 

然し 乍ら、 一人の 比丘 ビ して、 その 生活に 要する 器具 は、 三 衣 一 鉢 
以外に 種々 あり。 この 生活の 要する 器具 は 或は 個人 所有 ど して、 或は 
現前 f 曾 物 （その 住所に 現に 住する 比丘の 共有物の 義、 輕物^ 稱 す）^ し 
て、 或は 四方 僧伽の 所有 （重 物ビ稱 す） ど して 許さる。 

先に も 云 ふが 如く  、 ー槪に 比丘 ど稱 すど雖 も、 數 千の 圑員を 包容す 

る敎圑 にあ！） て は、 上 根の 機 あ h  、 中 根の 機 あ り 、 又 下 根の 機 あ り 、 
大迦 葉の 如き」 根に して 特に 峻嚴の 性格の 人 は、 四 依の 本 制に 從 つて 
生活し、 その 生活の 要具 は、 安陀會 （下着 衣 AntanU^saka) 、僧伽 梨 
(大衣 Sangl ま i) 、戀 多羅 僧 （上着 衣 UttamSangha).、 鉢 （PaUa) 、 針 
(Suci) 、 濾水囊 （Parissavana) 、 帶 （Klyabandhana) 、 剃刀 （V^i) の 八 物 
な K これ を 比丘の 八 物ビ云 ふ。 （北方に て は、 安 陀會、 僧伽 梨、 鬱多 
羅僧、 鉢、 濾 水嚢、 尼師壇 = 坐 具の 六 物 どす ）。 

中 根の 機 類に ありて は、 上の 如き 生活 は餘り に簡單 峻嚴に して 堪え 
難き 所な れば 、普通の 比丘の 生活の 要具、 下駄 (P^iuka) 、 靴 (Upahana) 、 

襪、 楊子、 耳ホ ジリ、 ピンセット、 爪切り、 指 はめ、 拂子、 扇、 藥壺、 
手 巾、 面 巾、 坐 蒲圑、 蚊權等 その 所有 ど して 許さる。 後世 百 一物の 名 
目 ある は、 種々 の 要具 を 一個 づ、 所有す る を 許さ る 、の義 に して、 百 
は 多數を 示す の 意 仁 b どす。 
又 下 根の 機に あ りて は、 上 二 根の 如 く その 生活 を單 純化す る 能 は ざ- 
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るが 爲に、 佛陀は 彼等の 爲に猶 別の 餘裕を 設け 給へ り。 喩 へば 長 衣 を 
受け て （長 衣 ^は、 身 に 着用す る 以外の 餘 衣の 義) 十 曰 間 は これ を 保存 
する を 許され、 衣鉢 を受く る 代りに 衣鉢 を 償 ふべき 價を 受け、 料理せ 
る 米穀 果實の 外に 未 料理の 米穀 果實 を受く る を 許さ れ たる 等 これな 
ち。 但し 長 衣 は 十日 間內に 他に 施與 せざる 可から や、 未 料理の 米榖果 
實は、 在家の 淨人を して、 食 ふるに 適當 なる もの ビ なさし めざる 可 か 
ら す、、 衣鉢の 代 價は淨 人 をして 代って 受け取り、 己れ の爲に 衣鉢 を 償 

はしめ ざる 可から す'。 猶 この 外に 說淨の 法 あ！ )。 說淨の 法^ は、 これ 
に 依って その 長 衣 を 十日 以上 貯へ乍 ら 、 三十 尼 薩耆波 逸提の 第一 長 衣 
滅 を 犯す こど を 免 がれし め、 種果を 食して 第 十一 壤生 種戒を 犯す を 免 
がれし め、 錢 寳を貯 へて しかも 第 十九 畜錢 寳戒を 犯す を 免 がれし むる 
ものに て、 下 根 下品の 比丘の 爲に 特に 開 制し 給 ひたる ものな り。 後世 
の 比丘 は 多く これに 依って 便利 を受 く。 これに 二種 あり、 一 を 眞實淨 
ど 云 ひ、 淨人 若く は 同心の 比丘に 預け 置き、 必要の 場合に、 その 淨主 
(預! ) 主の こビ） に 問うて 用 ゆる を 云 ふ。 二に 展轉淨 ^は、 第三者に 依 

y て 不在の 比丘に 淨 施し、 而も その 比丘 不在なる が 故に その 施物 を自 
己の 處に 置き、 必要 なれば 隨 意に 用 ゆる を 云 ふ。 但し 常に その 比丘に 
與 へたり ^いふ 思 を 有せざる ベから す、。 又 淨人も 同心の 比丘 も 居ら ざ 
る 時 は、 獨り淨 施 法に 依り 十日 每に、 淨 施す どい ふこ ど を 繰り返せば 

足れ！） ビす。 

次に 伽藍、 園 林、 果樹、 住 房、 住 房附屬 物、 銅 瓶、 燭臺、 木牀、 繩 

牀、 臥縟、 枕、 KK、 車 鼈、 澡罐、 錫杖、 守 伽藍 人 等 は、 僧伽 全 體の所 
有に して、 之 を 四方 { 曾 物ど稱 し、 又 道 物ど稱 す。 { 曾 伽に 扇す る 比丘 は、 
僧伽 物 管理者の 監督の 中に 、 自由に 受 用す る こど を 得。 

假 りに 茲にー 比丘 病死す ど すれば、 その 比丘の 所有物 （これ を 無常 
物 ご 云 ふ） 中、 三 衣 は その 看護の 比丘の 所有に 歸し 他の 輕物は 悉く  、 
現前 僧 物 （卽 ちその 病 比丘の 住せ し 所の 僧伽の 所有） ビ なる。 沙彌の 無 
常 物 は 師匠の 有に 歸し、 別 住 者の 無常 物 は 屍 ど 共に 燒く を 法 どす。 別 
住 者 は その 時 僧 外の 人 な れ ば 也 c 

斯 くの 如く して、 佛陀は 機の 上下に 從 つて 寬狹 あれ ざ も 、 個人の 所 
有 を 限定して、 是を 最小限度に 留め しめ、 他 を 現前 及び 十 方 僧伽の 所 
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有 ご して、 律令の 上よ り しても、 比丘 等の 所有 観念 を 破り、 我 ど 我 所 

ど の 迷妄 を 知らし め、 道行 に 進まし め 給へ り 0 
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第 九 章 憎 伽 作法 及び 滅淨法 

予は旣 に、 入圑 作法の 項 以下に 於て、 種々 の 作法に 就いて 記す 所 あ 

b しが、 今一 括して その 作法の 性質 意義 種類 等 を說明 せんどす。 

作法 ど は 原語 翔 磨 （Kamma) の譯 語に して、 敎圑 會議の 方式 を 云 ひ、 

そ の 普通な る ものより 云へば、 參列、 動議 提出、 討議-、 決議、 開 散の 
五樣 式よ b な b。 參列 は、 その 議事の 性質に 依りて、 全員 出席 ご 否 ど 
の區別 あれ ざ も、 その 主なる ものに 依り て 云へば、 全員 出席に 依りて 
初めて 會議の 合法性 を 生 じ 、病氣 等 のために 參列 する 能 は ざ' る もの は、 
與欲 (屈 出） を 送りて、 その 結議に 不同意な きを 示さ V 、る 可から す'。 全 
員集會 して、 次 に 先 き に 撰ばれた る 羯磨師 (作 法師） 、 先づ 動議 を 提出 

して、 續 いて その 動議に 就いて、 各員の 意見 を 聞かん こど を 求む。 茲 
に 討議 ど 云 ふど雖 も、 募默を 守る 比丘の 集會 なれば、 世の常の 會議の 
如 く  、 喧擾に 論議す るに 非す' して、 その 動議に 對し、 贊 する もの は默 

し、 反對 する もの は その 意見 を述 ぶる のみ。 茲に發 言す る 物なければ、 
作 法師 は 動議 を その 儘に 決議 ど して 宣言し、 反對 意見 あれば、 審に聽 
取した る 上、 多數 決に 依って 其の 養 否 を 決し、 最後の 決議 を宣 して 解 
散す るな り。 而し てこの 動議の 提出、 意見の 聽取、 決議の 宣言に 用 ひ 

ら る 、語の 形式 は 作法 語 （Kamma^lca) ど稱 せられ 一定せ り。 

而し てこの 作法に は、 それに 出席す る 人數の 上よ り して 云へば、 一 
人に て な す 作法 あ b  、  二人 又は 三人に てな す 作法、 四 人 以上に てな 
す 作法 あ！)。 一人に てな す 作法 は 心 念 作法 ど稱 し、 輕き突 吉羅罪 を 犯 
し 懺悔す る 場合、 自ら 自らの 心に 對 して 懺悔す る を 曰 ふ。 二人 又は 三 
人に て爲す 作法 は、 對首 作法 ビ稱 し、 三 衣 や 鉢を受 持し、 又は 捨 する 
場合に 他の 一人 又は 二人に 對 して 、 そ の受持 又は 與捨の 事を吿 く、、 る が 
如き これな り。 四 人 以上に てな すべき 作法 は、 衆 法 作法 ご稱 せられ、 こ 
れに四 人 以上に てな す 作法 、五 人 以上に てな す 作法 、十 人 以上に てな す 
作法、 二十 人 以上に てな す 作法の 四 種 あ り 、 自恣、 受戒、 復席 （出 罪） 
の 三 作法 を 除き、 他の 衆 法 作法 は 皆 四 人 以上の 人數に 依りて なされ、 
自恣 作法、 邊國の 受戒 作法 等、 中國の 受戒 作法、 復席 作法 を 除きた る 
他の 總 ての 衆 法 作法 は、 五 人 以上に て なすこ ご を 得、 筏 席 作法 を 除き 


433 


たる 他の 總 ての 衆 法 作法 は、 十 人 以上に て なすこ ど を 得、 復席 作法 以 

下總 ての 衆 法 作法 は 二十 人 以上に て なすこ ど を 得るな！)。 復席 作法 は 

重罪の 比丘の、 一度、 放逐の 刑 を 受けた る もの を 再び 僧伽 內の 一員に 
引き 上ぐ る 重大なる 作法なる が 故に、 二十 人 以上の 惯衆を 得 ざれば、 
作法 を 爲すこ ど を 得ざる な り。 

更に これ を、 その 作法の 上よ 1) して、 衆 法 作法 を白羯 磨、 白ニ羯 磨、 
白 四 翔 磨に 分つ。 

白 翔 磨 ど は、 一白 （吿 知) 作法に て、 日常の 行事の 輕き 事柄に 用ゐ、 
その 事件に は、 僧 衆の 同意 不同意 を 求む る 要な きが 故に、 た 、、、僧伽の 
前にて 告知す るの みなる を 曰 ふ。 例せば、 剃髮の 時の 告知、 迦稀那 衣 
を受く る 時 又は 捨 する 時の 吿知、 布薩 及び 自恣 の吿知 等よ り 、 三十 尼 
薩耆 波逸提 中二 十七 尼 薩耆波 逸 提の懺 法 も、 亦 この 白 羯磨を 用 ゆ。 

白 ニ羯磨 は、 一白 ー羯 磨に て、 一白 は 動 導の 提出、 一翔 磨 は 一 返、 
ft 衆の 同意 不同意 を 求む るな り。 而 して 不同意 者なら ざれば 動議の 如 
き 決議 を 取る ものな り。 安居 中、 受曰乞 法 （安居 中外 泊の 許可 を 乞 ふ 
作法）、 離 宿 指定 作法 （攝 衣界 の結界 作法）、 大房 舍處分 作法、 外道 四 
月別 住 試練 作法、 痴 狂者に 對 する 作法、 惽物 布施の 作法、 看病の 比丘 
に 衣を與 ふる 作法、 尼僧 圑へ遣 はすべき 敎誡 僧を定 むる 作法、 令 謝罪 
作法、 淨 地結界 (攝 食界) 等 皆 この 白ニ羯 磨に 依りて 行 はる。 

白 四 翔 磨 は一 白 三 磨 翔に て、 一 動議 提出、 三 返 意見の 聽取 をな す も 
のにて、 事件が 重大な る 故に 、 慇懸 綿密に 事 を 運び、 三 返 同意 不同意 
を 聞き、 反對 する ものなければ' 動議の 如き 決議 を 取るな り。 この 作 
法を秉 する （律語に て、 行 ふの 義) 時には、 結 界內の 衆 僧 悉く 集合し 參 
加す る を 要し、 病に て 臥し、 又は 法緣 にて 他出の 場合、 缺席 せざる を 
得 ざれば 、與 欲して、 その 決議 に 同意す るの 意 を 申し送る 必要 あ 、り 。 
受戒 作法、 追放、 擯斥 等の 治 罰 作法、 滅諍 作法 及び 僧 殘懺法 等 は 皆 こ 
の 白四羯 磨に 依る。 

對首 作法 中に 二 あ！)。 一は 衆 法對首 作法、 二 は 普通の 對首 作法な り。 
衆 法對首 作法 ビ は 衆 法 作法に てな すべき 事件 なれ ざ も 、 その 地に 數多 
き 比丘 居 ら ざる 爲め、 對首 作法に てな す もの を 云 ふ、 喩 へば 布薩 及び 
自恣 作法、 死 僧の 衣 物 を分與 する 作法 等 は 元 來衆法 作法 なれ、 ご も 、 惯 
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衆 居らざる 場合に は 一人 又は 二人の 比丘に 對 してな すなり。 普通の 對 
首 は 上述の 如 し。 

心 念 作法に は 三 あ り 、 一は 衆 法 心 念 作法、 二 は 對首心 念 作法、 三 は 
普通の 心 念 作法な り C 衆 法 心 念 作法、 對首心 念 作法 は 衆 法 作法 又は 對 
首 作法に なすべき もの を 人數な きため、 只 一人に てな す もの、 普通の 
心 念 作法 は 上 出の 如し。 

次に 二百 五 十戒に 加 へられた る 七 滅諍法 も 、 僧伽の 作法に 屬す る も 
のにて、 諍の 起らん どす る 場合、 若く は 起り たる 場合、 その 諍 を靜む 
る 法に て、 か、 る 場合、 その 僧伽の 上座、 又は 律に 明かなる 人が、 適 

當に處 置して 其の 諍 を滅せ ざれば、 突 吉羅罪 を 犯す こど 、なる もの 故 
に、 二百 五 十戒 中に 列す るな り。 僧伽の 諍に は 先に 出せし が 如く 言 諍、 
覓諍、 犯 諍、 事 諍の 四 種 あ り。 これ を滅 する 方法 ど して、 左の 七 種の 
滅諍 法の 制定 あるに 至れるな り。 

(一）  現前 毘尼 （Sammukha  vinaya) 僧伽 中、 敎ど律 どに 就き、 又 
は 罪の 犯 不犯、 及び その 重輕に 就いて 諍議 起れ る 場合、 之を靜 めんが 
爲に なす 作法 にて、 第一 に 僧伽 總て 出席 し 、 出席 し 能 は ざ る 比丘 は 、 
その 決議に 不同意な き 旨の 承認 （Clmnda 與欲） を 送り、 第二に 依って 
以て 論議の 正邪 を 決すべき 敎法ど 律ビの 出席 あ り 、 第三に 論議の 當人 
原被 兩吿 出席して、 事理 を 明白な ら しめて 論議 を 決す。 若し その 僧 加 
にて 決する こ ど を 得 ざれば、 他の 僧伽に その 問題 を 移して 正邪 を 決せ 
しむ。 又、 比丘 罪 を 犯し、 その 罪が 放逐、 差 止、 令 謝罪、 呵責 等の 刑 
に相當 し、 僧伽に して これらの"1 を 課 刑 せんどす る 場合に は、 犯人 を 
僧伽の 前に 出席せ しめ、 審問の 上 自白せ しめて 然る 後、 課开 ij の 作法 を 
なすが 如き、 この 現前 毘 尼に 馬す。 

(二）  憶念 毘尼 （Sativinaya) 比丘 あ りて、 他より 無根の 罪 を 以て 
難せられ し 場合、 も しこの 事件 を 不問に付せば 諍議の 起る 端 どなる や 

も 知れす'、 依って 僧伽の 集會を 促が し、 その 席上に て、 所定の 作法に 
依 h  、 嫌疑 を 受け し 比丘に 、 「汝 重罪 波 羅夷を 犯せ る を 憶念 (記憶） す 

る や 否や」 ど 問 ひ、 「我れ 斯く の 如き 犯罪 を 憶念せ す'、 我れ 生れて 以來、 
夢の 中 にても 斯く の 如き 犯罪 をせ し を 知らす、」 ど 云 ふ 答 を 得て、 茲に 
憶念 毘尼 作法 をな す。 卽ち 嫌疑 を 受けし 比丘、 一 肩に 上着 衣 を 著け 長 
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老 比丘の 足を拜 し、 右 膝 を 下につ け、 合掌して 曰 ふ、 「大德 等よ、 私 は 

某々 等に 依って 無根の 破戒の 嫌疑 を 受けました。 私 は その 事柄に 對し、 
極めて 正しき 記憶 を 以て 茲に憎 伽に 憶念 毘尼を 乞 ひます 丄斯 くの 如く 
請 ふこ^ 三度、 茲に 於て 僧伽 は、 有能の 比丘 を 選んで 作法 師^ な し 白 
四羯 磨に 依って、 僧伽の 同意 を 求めて、 その 淸淨 を證 明し、 茲に 其の 
事件 を 終る ものな り。 

(三）  不癡毘 尼 （AmQlha  vinaya) 比丘 事 緣に依 b て迷亂 し、 種々 
比丘 ど して 不 似合なる 言行 あ り 、 後 正氣に 返りて 後悔し つ 、あるに、 
他の 比丘 猶强 いて そ の 所行 を 追及す る 場合、 該 比丘 僧伽の 前に そ の證 
明 を 乞 ふ、 倌伽 依って 白 四 翔 磨 をな して、 痴狂 中の 不故心 犯罪なる が 
故に、 今正氣 に歸れ ば、 淸淨 f 曾な り ど證明 して、 事件 ケ 終ら しむる 法 

な bo 

(四）  自— 3 毘尼 （PatififHya) これ は 犯罪の 比丘に 課 刑す るに は、 
必 やその 自白 を俟 つてな すべき 規則な b。 喩 へば 輕き突 吉羅罪 を 犯せ 
る ものに は、 他の 一人 警告して その 罪 を 知ら しめ 告白せ しめて、 之 を 
懺悔せ しめ 、重き 尼 薩耆波 逸提罪 又は 波 羅夷罪 なれば、 僭 伽の 前にて 
警告して、 その 罪 を 知ら しめ 告白せ しめて、 放逐、 差 止、 依 止、 令 謝 
罪、 呵責 それぞれ 相當の 刑に 處 するな り 。斯く して 諍議 なから しむる 
な bo 

(五）  多 人語 毘尼 （Yebhuyyasild) 比丘の 犯罪 又は 他の 事件に 就 
いて、 僧伽 中に 諍 論 を 生じ、 論議 盡 きすして 猶 盛んな らん^す る 時に 
は、 茲に符 票 を 以て 決 を數に 取る こど を 許さる。 但し、 その 取 票 者 は 
有能に して 公平なる 人 を 選ぶ を 要し、 取 票の 用意^ して は惯 伽の 分裂 
を來 すが 如き 恐れ ある 場合に は 取 票せ す、、 投票 は 極めて 各自の 自由 意 
志に てな さ しむる 樣 なさ V、 る 可から す'。 

(六）  罪 處所毘 尼 （Tassa  Papiyyasika) 比丘 罪 を 犯して、 僧伽の 中 
にて 尋ねられ、 一度 は 告白し、 一度 は 否定し、 妄語す る 場合、 この 妄 
語よ ！） 、 僧伽 中に 諍 論の 端 を 起さん ご ど を 恐れて 行 ふ 作法に て、 先づ 
傦伽 中に て、 その 罪 を 指摘し、 その 罪 を 憶 ひ 起さし め、 然る 後 罪を宣 
吿 して、 作 法師 Vft 伽に 謀りて、 その 罪より も 重い罪に 該當 する 刑 を 課 
して、 その 諍 論 を 未然に防 Co この 刑に 處 せられた る 比丘 は 比丘^し 


43G 


ての 多くの 特權を 失 ふなり。 

(七） 草 覆 地毘尼 （Tipavattlniraka) 比丘 等 互に 相爭 ひ、 事件 紛糾 
し 來!） て、 之 を 現前 毘尼 にて も 多 人語 毘尼 にて も 決する こ ど 能 はす'、 
若し 、強いてな さん^ すれば 惽 伽の 分裂 を來す が 如 き 恐れ ある 場合 、 
僧伽 作法に 依りて、 僧伽 全體の 合意の 上に、 草の 地 を 覆 ふが 如 く  、 そ 
の 諍議の 事件 を 葬り去る こど、 なり。 但し、 四 波羅夷 罪の 如き 意 罪 ど、 
事の 俗人に 闘す る 事柄 は、 こ の 法に て 葬り去る こ ど を 得す '。 

この 中、 上に 擧 げたる 四 種 諍が 如何なる 滅諍 法に 依って 靜め らる、 
かど 云へば、 言 諍 は 現前 毘尼ど 多 人語 毘 尼に 依って 決せら る。 卽ち、 
現前 毘尼 にて 靜 むる を 普通 ど し、 若し それにて 決せ ざれば、 事件 を 他 
の 僧伽 に 移 して 論 諍 を 決せ し め 、 事件の 紛糾 に て 、 多數の 比丘の 出席 
が 却って 不都合 なれば 委員 會を 開いて 決議せ しめ、 斯く して 猶 正邪 を 
決する 能 は ざれば 票符に 依って 多數 決に 依る もの どす。 この 投票 法に 
も、 今日の 記名^ 不 記名に 相應 する 秘密投票、 囁きの 投票、 公然 投票 
の 三種 あり。 

覓諍 は、 現前 毘尼ビ 憶念 毘尼、 現前 毘尼^ 不痴毘 尼、 現前 毘尼ビ 罪 
處所毘 尼 どの 何れ かに 依って 決せられ、 犯 諍 は 現前 毘尼ど 自言毘 尼、 
現前 毘尼ビ 草 覆地毘 尼に 依って 決せ られ、 事 諍 は 現前 毘尼 にて 決せ ら 

る 、な！ )  o 

力 つ の 有名なる 毘舍離 十 事の 非 法事 件 は、 所謂 この 四 種 諍の 中、 言 諍 
にして、 七滅諍 中の 現前 毘尼^ 多 人語 毘 尼に 侬 つて 決せられ たる もの 
なる が、 毘舍離 自由 派の 比丘 等が、 この 決議に 服せ やして、 異派 をな し 
敎圑の 分裂 を來 した る は、 そ の 論 諍の 出發點 がいか にもせ よ、 決議に 
對 する 態度よ b して 波 逸 提罪を 犯せる もの ビ 見ざる 可から ざるな！ )。 


吾人 は茲に 此の 惯伽 作法の 項 を 終らん どす るに 至!） ミ 僧伽 作法 語の 
二三 を譯錄 して、 讀 者の 便に 供せ んビ す。 

(a) 自恣 作法 語 （白羯 磨） 

大德 等よ、 僧伽 は 私の S ふ 所な 聞いて 下さい 。今日は 自恣の 日であります o 僧 伽 (こて 若し 
都合 好ければ、 僧伽 は茲 (： 自恣も 致します o 
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(b)  布薩 堂を定 むる 作法 語 （白 ニ羯 磨） 

大德 等よ、 ^伽 は 私の 云 ふ 所^ 聞いて 下さい。 若し 憎 伽に て 都合 好 けれ は'、 It 伽 は斯く 々 

々の 精舍^ 布薩堂 S 定めます。 これが 動議で ぁリ ます O 

大德 等よ、 僧伽 は 私の 云 ふ 所な 聞いて 下さい o 僧 伽 は斯く 々 々の 槠舍な 布 薩堂ミ 定めます o 
若し 諸 肺 (：L て 善し ミ思は ゾ默 してね て 項 さ、 葸しミ 思 は v 發 言して 項 さす: い o 

斯く 々々の 嵇舍は ft 伽に 依って 布 薩堂ミ 定められ ま した。 僧伽 は 善し ミ思 ふが 故に 默 して 

ねられ ま しす:0 私 は靳く  了受 します o 

(c)  布 薩堂廢 止の 作法 語 

文句 前に 同じ、 只 「かく 々々の 布薩 堂な 廢 する」 の 語^ 「靳く 々 々の 精舍^ 布薩 堂ミ定 むる J 

の 語 ミ代ふ o 

(d)  離 衣 宿 界を定 むる 作法 （白 ニ羯 磨） 

大德 等よ、 僧伽 は 私の 云 ふ 所^ 聞いて 下さい o 同 住一 布薩界 の結界 が、 僧伽に 依って 定め 

てもり ますが、 （： の結界 作法 語に 就いては 上 四 二 〇 頁 ^見よ）、 若し fftl にて 都合 善 けれ は'、 
二の 結界內 にて、 更 (： 三 衣^ 著け す さも 三 衣ん 離れざる もの さなる 地鲅^ 、村 及び 村 附近 (村 
ミは 律語 【こて、 お I？ 人の 住する 俗 家^ 指して 云 ふ）^ 除いて 定めます。 これが 動議で ぁリ ます。 

大德 等よ、 僧伽 は 私の 云 ふ 所^ 聞いて 下さい o 同 住一 布 薩界の 結界が 僧伽に 依って 定めて 

ぁリ ますが、 僧伽 はこの 結界內 にて、 更 (二三 衣な 著け す' ミ も三& ^離れざる もの ミなる 地域 
^村 及び 村 附近^ 除いて 定めます。 若し 諸師 にして 善し ミ思は y 默 してね て 項き、 もし 惡. し 

ミ思 はゾ發 言して 項きたい o  , 

It 伽 は結界 内に、 更に 三 衣な 著け すミ も、 三 衣^ 離れざる もの さなる 地域な、 村 又は 村附 

近^ 除いて 定め ま U:o 僧伽 は 善し 2 思 ふが 故 (：默 し- 〔ねられ ま しす :o 私 はこの 様に 了受し 
ます。 （この 結界に 就いては 上 四 二 〇 頁^ 見よ ）o 

(e)  同 結界革 除の 作法、 （b) に 準して 知るべし。 

( f )  星舍の 位置 見 分 者 指定 作法 語 （白 二 翔 磨） 

大德 等よ、 It 伽 は 私の 云 ふ 所^ 聞いて 下さい。 ： の斯く 々 々の 比丘 は 貰 ひ 集めた 材料で、 

他人^ 主 さしない、 自分の 爲 め!： 作られる 小舍な 作リ たい ミ 欲し、 It 伽に 小舍の 位置の 見 分 

ん頹 うてね ます。 若し 僧伽に して 都合 好 けれ は'、 僧伽 は斯く 々 々の 比丘^、 斯く 々 々の 比丘 

の 小 舎の 位置 見 分に 指定し ます o これが 動議で あり ます。 

大徳 等よ、 僧伽 は 私の 云 ふ 所^ 聞いて 下さい。 この 斯く 々々の 比丘 は、 貰 ひ 集めす: 材料で、 
他人^ 主 さしない、 自分の 爲 (二 作られる 小舍^ 作 リオ: いな 青うて ねます。 © 伽 は斯 く々々 の 

比 、斯く 々々の 比丘の 小舍の 位置 見 分 者 (： 指定し ます。 若し 諸師 にして 善し ミ忍は V' 默 

してね て 項 さ 惡しミ 思 は ゾ發 首して^ きたい o 
^伽 は 斯く 々々の 比丘な、 斯く 々々の 比 & の 小舍の 位^ 見 分に 指定し ました。 ^伽 は 善し 
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S 思 ふが 故に 默 して ねられ ま Ulo 私 はこの 樣 に了受 します。 
(g) 別 住を與 ふる 作法 語 （白 四 翔 磨） 

大徳^よ、 私 (t(t 殘罪^ 犯し ましす ：。 さう して 一日 （乃至 十 EI) 之^ 覆く しま L す :0 大 
德 等よ、 私 は 暦 伽 【：、 S 藏 しす: 丈け 相當の （3 數、' の 別 住な 乞 ひます。 

(この 願な。 三度' 义覆 する） 

大德 等よ、 ft 伽ユ 私の 云 ふ 所^ 聞いて 下さい o この 比丘 は ft 殘罪^ 犯し、 一日 （乃至 十日） 
覆藏 いたし まし ォ ：。 彼 は 僧伽に 覆藏 した 丈け 相當の （日数） の 別 住^ 請うて ゐ ます。 若し ftt! 
に して 都合 好ければ、 僧伽 1 ェ： の 比丘 (こその 覆藏 した 丈け 相當の 日数の 別 住^ 與 へます。 ： 

れか '動議で あり ます o 

大德 等よ、 僧伽 は 私の 云 ふ 所^ 聞いて 下さい。 この 比丘 は僧殘 罪^ 犯し、 一日 （乃至 十日） 
覆钹 しました。 彼 は その 覆藏 しナ: 丈け の （日 數） の 別 住な 請うて ねます。 僧伽 はこの 比丘 【： 覆 
藏 しす: 丈け の （日 數） の 別 住な 與 へます。 諸師 にして 善し ミ思は 《默 してね て 項き、 惡しミ 思 

は ゾ發 言して 項きたい 。 

C ： の 意見 聽取^ 三度 反覆す る）  、 

僭 伽 はこの 比丘に その 覆藏 しす： 日數 (こ 相 當の別 住^ 輿へ ま しす:。 僧 伽 は 善し ミ思 ふが 故に 
默 して ねられ ましす ：。 私 はこの 樣 に了受 します。 

私 は 别住^ 守り ます 0 謹 しんで 務^ 守リ ます。 

私 は 別 住^ 守リ ます。 謹 しんで 勤^ 守リ ます。 

私 は 別 住 ^守り ます O 謹んで 勤 ^守り ます o 

大德 等よ、 私 は ft 殘罪^ 犯し。 一日 （乃至 十日） 覆藏 しまし ォ :0 大德 等よ、 私 は ft 伽に 
私の 覆藏 しォ： 日 數の別 住な 請 ひ ま しォ ：。 僧伽 は そ の覆藏 しす: 日 數の別 ft^> 私に 與へ られ 

ま した。 私 は 別 注 致し £す0 大德 等よ、 私 は 知られ ま U:o  ft 伽が 「私が 知られた」 ミ云 
ふニミ な 承認 し 給 は んこミ な 願 ひます o 

( h  ) 六 夜 摩那埵 を與 ふる 作法 語 （白 四羯 磨） 

私 は 別 住ん 離れます。 私 は 務^ 離れます。 

私 は 別 住な 離れます O 私 は務ん 離れ ま. す O 
私 は 別 住な 離れます o 私 は 務^ 離れます O 

大德 等よ、 私 は (t 殘 罪な 犯し、 一日 （乃至 十日） 覆藏 しました。 大德 等よ、 私 は 覆藏し 
ナ： 日数の 別 住^ 僧伽 (こ 請 ひ、 僧伽 は 私 (こ 覆戟 した 日 數の別 住^ 與 へられました。 大德等 

よ、 私 は 別 住^ 住み おうぜました o 大德 等よ、 私 は その ft 殘罪 (こ對 し、 六 夜の 摩 那埵^ 

^伽に 願 ひます。 
(二の 願^ 三回 反復す る） 


大德 等よ、 僧伽 は 私の 云 ふ 所な 聞いて 下さい o 此の 某 比丘 は僧殘 罪^ 犯して、 一口 し 乃至 

十 口） 覆藏 し、 その 筏藏 しす： EI 數の別 住 も '僧伽に li ひました。 僧伽 は その 覆藏 しす： 日数の 別 
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住^ 與 へま しす :0 抆 tt その 別 住な 住み 終う せま しす :0 この 某 比丘 は その 潜殘 罪に 對し、 六 夜 
の 摩那埵 4= 請うて ねます。 ft 伽 (こしで 都合 好け り は'、 膾 伽 はこの 某 比丘 (： その ft 殘罪 I こ對す 
る 六 夜の 摩那瑶 4* 與 へます 0 これが 動議であります o 

大德 等よ、 僧伽に 私の 云 ふ 所ん 聞いて 下さい。 この 某 比丘 は曆 殘罪^ 犯して、 一日 （乃至 

十日） 覆藏 し、 その 覆藏 した 日数の 別 住^ ft 伽 (： 願 ひましす :o    ft 伽 は その 筏藏 した 日数の 別 

住な ft 伽に 與 へま しす ：。 彼 は その 別 住^ 住み 終う せま しす ：。 この 比丘 は その ft 殘 罪に 對し、 
六 夜の 摩 那埵か 請うて ねます。 ft 伽 11： この 某 比丘に 六 夜の 摩那 埵ぁ與 へます。 若し 諸師 にし 
て 善し さ 思 は ゾ默 つてね て 項き、 惡 しさ 思 は ゾ發 言して^ きたい。 
(三度 こ の 意見 聽 取な-反復す る） 
僧伽 【1: の 某 比丘に、 僧殘 罪に 對 する 六 夜の 摩 那埵^ 與 へまし す :o 贈 伽ば 善し さ 思 ふが 故 

に 默 して. なられ ま U:o 私 は： の やう に-了 受 します o 


私 は 摩 那埵^ 守リ ます。 私 は 務^ 守り ます。  . 
私 は 摩 那埵も 守り ます。 私 は 務^ 守リ ます。 

大德 等よ、 私 は (t 殘罪な 犯し、 一日 （乃至 十 口〕 覆藏 しま した。 大德 等よ、 私 は 僧伽に 
私の 覆藏 した 日数の 別 住な 請 ひま した。 僧伽 は その 覆藏 しす： 日数の 別 住な 私 (こ與 へられ 

ま しす :o 大德 等よ、 私 は その 別 住^ 住み 終う せま した。 大徳 等よ、 私 11 その 僧殘罪 (：對 

し、 六 夜の 摩 那埵^ 僧伽 (： 請 ひ、 僧伽 は その It 殘 罪に 對 すろ 六 夜の 攣那埵 な 私に 與 へら 

れ ました。 私 【ェ 摩 那埵^ 行 ひます。 大^ 等よ、 私 は 知られました o 僧伽が 「私 は 知られ 

す:」 さ 了 受し給 はん： S な 願 ひま マ o 

( i  ) 復席 作法 語 （白 四羯 磨） 

私 は 摩 那埵^ 離れます o 私 は 務^ 離れます o 

私 は 摩那埵 ^^れ ます 0 私 は務な 離れます O 
私 は 摩 那埵^ 離れます o 私 は務な 離れます O 

大德 等よ、 私 は 僧 殘 罪ん 犯し、 一EK 乃至 十日） 菘藏 しま しす :0 大德 等よ、 私 は 覆葳し 

た 日数の 別 住^ 僧伽 (こ 請 ひ、 僧伽 は 私に 覆 蔵した 3 數の別 住^ 與 へられ ま した。 大德等 

よ、 私 は 別 住^ 住み 終う せま U:o 大德等 は 私 は その 僧殘罪 (：對 し、 六 夜の 摩那埵 ^11" 
伽に 請 ひ、 僧伽 は 私に 六 夜の 摩那 埵な與 へられ ま した O 私 は 摩那埵 ^果し ft 伽に 復席^ 

願 ひます o 

(二の 願な 三回 反復す る） 

大德 等よ、 僧伽 は 私の 云 ふ 所 ^聞' いて 下さい。 この 某 比丘 は僧殘 罪ん 犯し、 一 EI  (乃至 十 

日） 覆葳 し、 その S 蔵し ナ： 日数の 別 住^ 僧伽に 請 ひ、 僧伽 は その 覆藏 した 日数の 別 住^ 與へ 
ま した。 彼 は その 別 住な 住み 終せ ま しす ：。 この 比丘 は その ft 殘罪 (：對 し、 六 夜の 摩 那埵^ 請 
ひ、 僧伽 は その 僧殘 罪に 對し、 六 夜の 摩那埵 ^與 へま した。 彼 は 摩那墩 な枭 して、 僧伽 (ニ復 
席^ 請うて ねます。 © 伽 (二して 若し 都合 好 けれ は'、 ©伽 は： の 某 比丘^ 復 席させます。 ：れ 

か '動議で ぁリ ます o 
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大^ 等よ、 ^^は 私の 5: ふ 所^ 聞いて 下さい。 ： の 某 比丘 は僧殘 罪な 犯して、 一 B  (乃至 

十日） S 藏し、 その 覆钱 した 日数の 別 住な 請 ひ、 僧伽 は その 殺藏 した 口数 e 別 (主^ 與 へまし 

r.o 彼 は その 別 住^ 住み 終う せま u:。 この 某 比丘 i て その 僧 殘 罪に 對し、 六 夜の 摩 那埵^ 請 

ひ、 ffT 伽 ユ彼 广 摩那 唾^ 與 へまし す :0 彼 は摩那 唾な 果して、 僧伽に 復席 ^願うて ねます 0 僧 
き は 伎な 復席ぜ しめます。 若し 諸师に して、 善し S 思 は V 默 してね て^き、 惡しミ 思 は V？ 發 
言して 項き ナ: い 0 

( ： の 意見 聽取^ 三面 反復す る） 
ff'ni ユ某比 止^ 復 席せ しめ ま した。 ft 伽 は 善し ミ思 ふが 故に 默 して ねられ ま しす :0 私 は 二 

の樣に 了' 受 いす： します o 
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第 十 章 以上の 法規が 生活に 

及ぼせ し 實際的 生活 

以上 吾人 は、 佛敎々 圑の 制度 及 法規の 大體を 略叙せ り。 茲に 於て、 
吾人 は 眼を轉 じて、 これらの 制度 及び 法規が、 比丘の 實際 生活に 對し 
て、 如何なる 影響を及ぼせ しか、 その 出家の 唯一 の 目的た る 涅槃の 實 
現に 對 して 如何なる カを與 へし か を 見ざる 可から す'。 

古語に 曰 く  、 迷 上の 四 句 は 四 句 皆 非な り 、 悟 上の 四 句 は 四 句 皆是な 

b  ^ o 簡易の 生活 そのもの が是 な る に 非す、 、 禁欲の 生活 そのもの が是 
な る に 非す 、 遠 離の 生活 その ものが 是な る に 非す、、 和合の 生活 その も 
のが 是な るに 非す、。 迷 情 倒 想の 下よ りする 生活 なれば、 又、 その 迷 情 
倒 想 よりす る 利用 を 妊む 生活 な れ ば 、 假令 それが、 簡易、 禁欲、 遠 離、 
和合の ものな り ども、 畢 寛す るに、 魔境の 生活に して、 道の 生活に 非 
す。 佛敎々 圑 生活 は、 涅槃の 實 現て ふ 一大 理想の 炬火に 照され、 旣に 
佛陀ど 云ふ涅 盤の 體現 者の な し 給へ る 生活 なれば、 その 生活の 簡易 は 
修道の 妨害 を 少な くす る 爲忽、 禁欲 は、 欲情 を妨 止して 眞智の 開顯を 
得る ため、 遠雜 は、 世間の 忽忙を 離れ、 道に 蕩' 進す る爲 め、 和合 は 相 
携へ相 助けて 共に 涅槃 を實證 せん 爲 めな bo 故に その 生活 は、 苦行者 
の 生活の 如 く 自 苦の 生活に 非す'、 樂欲 者の 生活の 如 く 耽樂の 生活に 非 
す、、 所謂 ニ邊を 離れた る 中道の 生活に して、 この 中道の 生活が 、 最 も 
健全に 涅槃の 實 現に 達すべき 道なる が 故な り。 この 中道の 生活の 中に 

あ 9 て は、 上 根 上品の 人 は、 所謂 頭 陀行を 行 じて、 四 依 本 制の 生活 を 

な し、 下 根 下品、 世の 垢 欲深き もの は、 暫ら く 許された る餘 分の 生活 
をな して 目的に す、 む。 要は 遨の爲 めの 生活に して、 生活の 爲 めの 道 
に 非-す、、 道の ために その 本性に 從 つて 生活 を 改造す る は 善し、 生活の 
爲 めに 道の 體現 を抑壓 すべから す、。 されば その 生活 は、 法然 上人が、 
「在家に て念佛 * されす、 ば 出家に て ゆすべし、 出家に て念佛 申されす' ば 
在家に て 申すべし」 ^宣 ひし 念佛の 生活に 同じく  、理想 體 顯の爲 めに 

最も 都合 好き 生活な b どす c 茲に 道の 權威ぁ b  、 宗敎の 力 あ り 、 我等 
は 先に 印度の 敎學史 に 於て、 道が道^ して、 宗敎が 宗敎ど して その 獨 
立 を 宜し、 權威を 示せし は释 尊よ り 初 まる ビ云 ひし はこれ が爲 めな り 
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どす c 

佛敎 々圏 中には、 或は 王家の 難 を 恐れて 出家せ しもの あり、 或は 貧 
に 迫られて 敎團に 衣 食 せんがた めに 出家せ しもの あ り ど雖 も、 その 最 
も 多く は 信 あ り て 佛陀の 跡 を 踏まん が爲 めに 出家せ しもの なり。 其の 
豕 族の 大小 は あれ、 その 財寶の 多少 は あれ、 皆 その 家族 ど 財寶^ を捨 
て、 乞食の 群に 入り しもの なり。 世尊宣 はく  、「比丘 等よ、 乞食 は 生活 

の 最後の ものな！)  c 鉢 を 手に して、 世に 卑しめられて 乞食 をな す c し 
かも 比丘 等よ、 良家の 子 は 豊かに 生活し 乍ら、 その 豊かな 生活 を 捨て 
、乞食に 入れる が、 そ は 王の 恐れに 依ってに 非す、、 盗賊の 恐れに 依つ 
てに 非す'、 借金の 爲 めに 非す'、 恐怖の 爲 めに 非す、、 生活の 困難の 爲に 
非す、、 唯 生 老病 死 愁悲苦 憂 惱の全 苦 蘊を滅 せんが 爲 なり」 ど。 比丘 等 
が 乞食に 依る は、 その 生活 全 體を證 悟の 目的の 爲に 提供し、 一座 食の 
制 を 守る は その 少食に 依って 頭腦の 働き を 明快に し、 以て 道の 思念に 
專 注せん が爲 めな り。 閑靜の 所に 住し、 樹下を 家 どす る は、 その 執着 
を 一掃して 道念に 豊滿 ならん が爲 めな り。 須 菩提 甞て歌 ふ ら く  、 

我が 小屋 は 善 く 葺 かれ 善 く 覆 はれ たれば、 

雨よ、 思 ひの 儘に 降れよ、 

我が 心 又 善く 靜ま ！）、 惡汚を 脫れ、 

いど 熱心に 住めば、 雨よ 、 心の 儘に 降れよ （上座 偈） 
で。 以て 其の 道念の 堅く 修 善の 深き を 知るべし。 四 依の 本 制 を 立て、 
個人の 所有 を A 物に 限る は、 物質 に對す る 根本 觀念 を 改造 して、 所有 
の 衝動 を 殺ぎ、 從 つて 一方に は 諸行無常の 物質が 執着に 値 ひせざる を 
示す^ 共に、 一方に は、 施物に 依ってす る 比丘 生活が 全然 他に 依る も 

の （Parapatibaddho  me  jlvika) な る を 以て 、 物資に 對 して 最も 敬虔に 使 
用の 態度 を 取ら しむ るな り。 懾賞彌 國優顚 王 (Uck'na) の 後宮 SAmavati 
皇后、 阿難に 五 百 S (の 衣 を 送る。 優顚王 怒り 且つ 怪 みて 阿難に 至り、 
左の 問答 をな す。 

「大德 は斯く の 如き 多く の 衣 を 如何に 處置 せらる 、や」 
「大王よ 、 私 は 衣の 破れた 比丘 等に 分ち 與 へます」。 
「その 破れた 衣 を 如何に せらる 、か」 

「その 破れた 衣に て 床 被 を 作り ます！ 
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「古い 床 被 を 如何に せらる 、力り。 

「枕の 囊を 作り ます」。 

「古い 枕囊を ざうな される か」。 

「敷物 を 作 h ます」。 

「古い 敷物 を ざうな される か」。 

「足 拭 を 作り ます」 つ 

「古い 足 拭 を ざうな される か」。 

「雜 巾に 致します 上 

「古い 雑巾 を 如何にせ ら る 、か」。 

「大王よ 、 私共 は その 雜巾を こ ま ざいて 泥 ど 混せ、 壁の 塗 込に 用 ひ 

ます」。 

ど。 所有の 觀念 なき ものにして 初めて、 物資の 絕對 價爐を 見、 從 つて 
その 完全なる 使用 を な し 得べ し 。 親鸞の 敎徒が よろ づの もの を佛物 ど 
して 受 用し、 水の 一杯に も 頂いて 恩寵 を 謝する も 、 多少 その 行き方 を 
異にする も、 結果に 至りて は 同一なる は、 經濟 論の 最終 は 宗敎的 解決 
に 依らざる 可 か ら ざる を 示す もの ど 云 ふべ し。 

斯 くの 如く 一方に 個人の 所有 を 限定 するど 共に、 他の 生活の資 具 は 
擧げ て、 敎圑 所有^ して、 宗敎的 共産主義 を實 行し、 僧伽 翔 磨に 依つ 
て、 惯伽 一切の 事理 を處斷 し、 大膽な る 合議制 を實 現し、 敎圑の 一員 
ど しての 權利を 許して 個性の 尊嚴 を自覺 せしめ、 敎 法の 護持 機關^ し 
ての 僧伽に 列す るの 責任 を 負 は しめ、 嚴 重なる 戒律 を 制定 し、 犯 者に 
は 作法に 依って 課 刑し、 以て 愈々 罪の 恐るべき を 知らし む。 「小 罪に も 
恐れ を 見る」 ビは、 斯く して 養 はれた る 圑 員の 罪 惡に對 する 觀 念の 銳 
敏 なる を 示す。 課 刑せられ たる もの 又 多く 悔悟し、 後に 勤めて 悟 を 開 
<  、敎圑 に 依りて 梵壇罸 (Brahmada^a) に處 せられた る闡怒 （Chamia) 
は、 間 もな く 證 悟して 阿羅漢 ご な り 刑 を 免が る。 

旣に 比丘の 生活 は 道の 爲 めの 生活な り。 され ざ その 獨 住の 時なる ど 

くぢゅ ■> 

共 住の 時なる ビに 論な く  、 總て 道に 捧げら る c 一人 ゐては 精勤に 身受 
心 法を觀 じて 正 念 を 失 はす'、 相 集ま り て は 「法話 か聖 なる 沈默 か」 に 入 

b て、 その 宗敎的 精進 を 緩めす、、 安居、 布薩、 自恣の 施設 ありて、 別 
時 精勤 をな し、 心身の 淨化を 得、 此の間 些かの 懈怠 遊戲を 許さす、。 名 
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利 勝 他の 戲論を 禁じ、 詩的 懈慢の 餘裕な し。 佛陀、 曾って 比丘に 獨住 
の 意義 を 問 ひ 給 ひ しに、 曰く、 「獨り 住み、 獨り乞 行し、 獨り歸 り 坐す 
を 云 ふ」^。 佛陀宣 はく  、[- それ も獨 住な り。 され ざ茲に 勝れた る獨住 
あり。 過去 を逐 はす、、 未 來を願 はす、、 現在 自身の 所得に 對 して 貪欲ん 
鎭滅 する これな り」 ど、 又宣 はく  、「五 欲に 欲 を 離る、 これ 獨住 なり , 
入って は 師に從 つて 法 を 聞きて 法相 を 明らめ、 同梵 行者 ど 語って 

所 解 を 聞き、 出で、 は 森に 猶 住し 修 習して 貪欲 を滅 す。 勤行 不浪の M 

字 は、 正しく 比丘の 生活 を顯 はす ク好 名目な りビす c 

新く しても 猶斷 じ 難き は、 愛欲の 心 なり 。絕ち 難き は 名利の 念な り 。 

佛敎々 圑の 比丘 等 は、 如何許り、 この 爲に 惡戰 苦闘せ しか。 


四 度 も 五 反 も 

我れ は 精舍を 去りぬ。 

心を鑷 むる を 得 や、 

心の 寂 靜を得 ざり き。 

チひ わ 中お f ャ" W  L 

し ffi 豕 ししょり 

(Thera  G.  37) 

二十 五 年、 

暫 しの!^ も 

£ 、の靜 かなる を 得 ざり き。 

こ 、 ろ樂 欲に 汚れて 

(ibid.  67) 

靜 かなる を 得 ざり ければ、 

我れ は兩手 を 擧げて 泣 きつ、 

精 舍の門 をく  V、  b て 逃げぬ。 

思惟 正しから す'、 

(ibid.  68) 

樂 欲に 惱 まされければ、 

我が 心 攝ま らす、 

散り 亂れ ぬ。 (ibid.  77) 

煩惱に まつ はられて、 

樂 想を逐 ひ、 

貪欲の^ ら はれ ど な り て 

心の 靜 かなる を 得 ざり き。 

瘦 せて 色 は 黄ばみ、 

(ibid.  78) 

かく て 七 年の 間 もまよ ひしが、 

夜 も 日 も惱 みて、 

安樂 を 得 ざり き。 （ibid.  79) 

我れ は 繩を取 b  、 

森に 入！） き 0 

^しき 俗の 家に 歸 らんよ り は 

死なん こ そ 好け れビ思 ひければ。 

(ibid.  80) 

中には 修道の 生活に 堪 へす、 して 返轉す る もの あり 。 質 多象舍 利子 (Citta 
hatthi  s^Putta) の 如 き は 六 度 還俗 して 漸ゃ く 道に 達せ り。 繩を 取りて 
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森に 入り しもの あり、 刀 を 取って 喉 を 刺さん ビせ しもの あ b 、 絕 壁よ 
！) 飛ばん どせ しもの あ り。 火に 入らん ビせ しもの あり。 要は その 求道 

の 態度 眞劍に して、 寸毫の 偷安を も 許さ v 、るな！ )。 
或る時、 我れ 精舍に 入り て 驚き を 立てぬ。 
「我れ 邪の 道に は ま り て 渴 愛の 虜ど な b ぬ」 ビ （上座 尼偈 94) 
生命 は 短 か し  老ど 病に 害 はる。 

この 身の こはる 、まで は 放逸なる べき 時に 非す、 o    (ibid.  95) 

斯 くの 如く  、後 等 は 眞劍に 勤む。 而も、 佛陀は 今日 禪 家の 師家が、 ぞ 
の 參禪の 子弟に 痛烈なる 警 策を與 ふるが 如く  、 時々 峻巖 秋霜の 如き 敎 
訓を 垂れ 給 ふ。 上 二 六 四 頁に 出せる 木 積 * の 如き 是れ なり。 彼等 は斯 
くの 如く して 法規 ど 制度に 縛 しめられて、 心身 を鍛 へ、 時々 の警 策に 
鞭 たれて、 證 悟の 一道 を步 む。 先なる もの は 後 を 導き、 後なる もの は 
先に 依って 道 を 修め、 相 率 ひて 湼槃に 入り、 優 遊 自適の 生活 者ビ なる。 

この 人 を 呼んで 四方 人 cMuddeso ビ云 ふ。 四方 人 ど は 四方に 障碍な く 
恐れな き 人の 謂な り。 又 この 人 を 慣伽を 輝かす 人 ど 云 ふ。 
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第 十一 章 敎圑の 人々 

釋尊敎 團 にあ りて は、 旣に その 人々 の 性格に 從 つて、 種々 の 分坦ど 

も名づ くべき もの あ！） たる が 如 く  。 巴 利 小會部 （IV.  4.  5) に は 、 誦經 
者 (Suttantika) 、 持 律 者 (Vinaya  dhara) 、 說法者 (Dhammakathika) 、 
釋定者 （ghayina) の 別 を 擧げ、 中 阿 含經に は、 持經者 (Suttantika) , 持 
律 者 （Vinayadha ほ〉、 持 目次 者 （Matikadhara) を 出 し、 增ー 阿含經 （VI. 
5i) に は、 持 法 者 （Dhammadliara) 、 持 律 者 （Vifiayadharii) 、 持 目次 者 
(Matikadhara) の 數種を 示せ り。 持 經者は 持 法 者 ど 同一 にして、 阿難 
尊者の 如 〈經を 憶 持す る 人々、 持 律 者 は 優 波 離 比丘、 パター チヤ -ラ 
- 尼の 如 く  、 律法に 委 し く 律令 を 傅 持す る 人、 持 目次 者 ど は、 增ー阿 
合經 註に 依れば 兩波 羅提木 叉の 受持 者な り^あり、 漢譯に 持 母 者ビ あ 
る これな！ ) 。 說法者 ど ある は、 難陀 比丘の 如 く 比丘尼 敎誡に 巧みな る 
人、 舍利弗 尊者、 富樓那 尊者の 如く 民衆に 對 して 口 業の 敎化を 盛んに 
する 人 を 云 ふ。 禪定者 ど は、 獨住を 喜び 臟 定を樂 しむ 人 を 云 ひ、 須菩 
提 尊者、 薄拘羅 尊者の 如き その 一例な り。 元よ り この 持 律 者、 持經者 
の區別 は、 さ 程 明瞭なる ものに 非す'、 從っ てこの 名稱は 役職の 如く 比 

丘 等の 肩書^ なれる ものに 非ざる は 云 ふ 迄 もな く  、 只 その 性格に 從っ 
て 大體に 於て、 自然に 斯 くの 如く 區 別し 得 ど 云 ふに 過ぎす'。 後、 佛滅 

百年に 至!) て、 論 部の 名 出て 來り、 經律 以外に 論 部を傳 持す る 比丘 を 
生せ、 り。 彌蘭 陀王經 に、 「我 も 論 部 を 奉じ、 尊者 も 論 家な り」^ の 語 を 
なす 優 婆 塞 あ る に 見れば、 當 時に 至 りて は、 在家の 信者 中に も 、 論 部 
の 奉戴 者 を 生 じ來れ る を 見る ベ し。 比丘が 佛陀 ^ そ の敎法 ^を 信じて、 
その 敎を 奉じ、 自己の 證 悟に 向って 道を修 する は、 一般に 共通なる 點 
な る は 云 ふまで も なけれ ど も 、 彼等の 各々 其の 性能に 從 つて、 或は 持 
經者ど な b 、 或は 持 律 者 ど な b 、 或は 法話 者 ど なりたる は、 斯く の 如 
く して 長短 相補 ひ、 彼此 互 成して、 法 燈を傳 持し、 圈體を 維持した る 
もの ビ す。 然れざ も、 光 ど 闇 ど は相對 し、 利害 互に 相伴 ふが 如 く、 斯 くの 
如 く 性格^  、 才能の 相違 は 、 稍 も すれば、 互 成の 利 を 忘れて 、 互 破の 
害に 走らん 《する 弊 あ り 、 時ビ して 他 利 を 主 どす る 法話 者 ど 、 自利 を 

U どす る禪定 者ビの 間に、 意志の 阻隔 を 見ん ビ する 恐れ あ り （巴 利增 
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—阿 含 VI.  46)、 懾賞彌 に 於け る 比丘の 不和 は、 法話 者 ど 持 律 者ヒ' の 

間の 些細の 意見の 相違が 原な り しど 云 ふ （DIip.  A.  I.  P.  43)0 佛陀在 
世に 於て 、 旣に斯 く の 如 く なれば、 後世、 律の 傳 持に 重 き を 置 く も の 
ど 、 經の 相承 を生ビ する もの ど 、 論に 依って 家 を 立てん どす る もの^ 
の 相違 を來 せる は、 また 止む を 得ざる もの ど 云 ふべき か。 されば、 佛 
陀は敎 法の 受持〜 三藏の 受持^ 云 ふこ どが、 體顯な き 物 知！） に 終らん 
こど を 恐れて、 屢々 これ を訓誨 し 給へ り 0 

斯 くの 如く  、佛 弟子 は 各々 その 性に 從 つて 機能 を發 揮し、 大體に 於て 
互 成 互 顯の德 に 依りて、 敎圑の 和合 ビ 威信 を 持てり。 佛院 は、 その 數千 
の 比丘 比丘尼 中 及び 數 多き 優 婆 塞 優 婆 夷の 中よ り 、八 人 を擧げ て、 比丘 
比丘尼 優 婆 塞 優 婆 夷の 模範 どな し、 衆 を して 之に 則ら しめん ビ な し （巴 
利 雜阿合 XVIII.  3.  3. 漢、 增ー阿 合 四. 昃ー、 13)、 數十子 を擧げ て、 
その 特調を 示して 衆を皲 舞し 給 ひた り （巴 利 增ー阿 含 vol. I.  4-12 漢、 
增ー阿 含 三昃ー *9 -  じ)。 今 その 八 人 及び、 特長 ある 人々 を擧げ て、 佛 
陀の僭 伽が 如何な る 人々 を 包含せ しか を 示し、 此の 編 を 終 らん^す。 


( 1 ) 阿 若 撟陳如 （Afifia  Kondailfia) 耆宿 第一。 婆羅門、 » 維羅 
衞 城に 近き Donavatthu の 人、 五 比丘の 一、 最初に 佛 弟子^ なる。 

( 2  ) 舍利弗 （S^Hputta) 智慧 第一。 婆羅門、 摩 揭陀國 Niilaka 村 
の 人、 目 徤連ど 友に して 携 へて 佛陀に 至 り 、 上足の 弟子 ど な る。 佛陀 
彼 を 嘆 じて 法 將ど宣 ふ。 ^妹 六 人 悉く 出家す。 

( 3  ) 大 目犍逑 （MaMmoggallina) 祌通 第一。 婆羅門 、 摩 揭陀國 


優 婆 夷の 模範 


優 婆 塞の 模範 


比丘尼の 模範 


比丘の 模範 


(一） 模範の 八 人 
f 舍禾1 J 弗 (Sariputta) 
t 目犍連 （Moggallana) 
{ 差 摩 （Khem り 
I 蓮華 色 (Uppalavanna) 
^ 質 多 （Citta) 

i 波吒迦 （HaUhaka 普通 手長 者 ^譯 せり） 
{ 拘讎鬱 多羅 （Khujjuttanl) 

1 ゴ ノレ カンテ' ヤー 難陀母 (Velukandiyfi  Nandamata) 


(二） 比丘 中の 勝れた る 人々 


M8  , 

拘利多 村の 人、 舍利 弗に 伴 はれて 佛 弟子 ヒ' な 1) 、 比丘の 模範 ど 賞せ ら 

る o 

ひ） 大迦葉 （MUkasrapa) 頭陀行 第一。 婆羅門、 摩 揭陀國 の 
INIahfititthci  ijg^:Pf3 村に 生る 。その 妻 BhadcM  Kapilani も 比丘尼 ^なる。 
佛滅 後、 敎 ffll を 率 ひて 第一 結集 をな す。 . 

( 5  ) 阿那律 （Anuruddlm) 天眼 第一。 刹 帝 利 、 釋迦族 、 甘露 飯 王 
の 子、 摩訶那 摩の 弟、 迦 維羅衞 城に 生る。 終生 糞 掃 衣 を纒ふ c 佛滅 後、 

佛法頭 顷 の 一な bo 

(6) 拔提 cBhaddiya  Kfiligodhaputta) 高貴 第一。 刹 帝 利、 釋迦 
種、 迦 維羅衞 城に 生る。 阿那 律に 導かれて 出家す。 K^godM は 母の 

名な り。 

( 7  ) 侏儒 跋提 （Laku お aka  Bhaddiya) 音響 淸徹 第一。 毘舍、 舍 
衞 城の 長者の 子、 俅儒に して 容貌 醜陋 なり。 

( 8  ) 賓^ 盧 （Pii^ola-Bh き .dvaja) 獅子吼 第一。 婆羅門、 懾賞彌 

優顚 王の 輔師の 子、 神 通 を顯は して 佛陀に 叱責せ ら る。 優 顚王を 化す q. 

(9)  富樓那 （Pu'^a  Mantaniputta) 說法 第一。 婆羅門、 迦 維羅衞 
城よ ！) 遠から ぬ Donavatthu 村に 生る。 阿 若懾陳 如の 甥に 當る。 

(10)  大 迦旃延 （MaMkaccayaim) 分別 敷演 第一 。刹 帝 利、 于蟬尼 
國 Ca^apajjota 王の 輔師の 子、 阿 盤 底 （ Avanti) 市に 生る。 得道 後、 專 
ら鄕 里の 布敎 をな す。 巴 利 語 文典の 祖ビ稱 せらる。 

(11)  周 利槃毒 （Cullapanthaka) 形 體化作 第一。 入四禪 第一。 毘 
舍、 王舍 城の 人、 * 訶槃 毒の 弟 3 記憶力 乏しき を 以て 佛道修 し 難 かり 

し を、 佛 陀の拂 塵の 敎に 依って 悟る。 

(12)  摩 訶槃毒 （Mah ゆ anthaka) 入 四 無色 定 第一。 毘舍、 周利槃 

毒の 兄。 

(13)  須 菩提 （Subhmi) 無 諍 住 第一。 應 供養 第一。 毘舍、 給孤獨 
畏 者の 弟なる 須摩那 長者の 子 。舍衞 城に 生る 。常に 好んで 空定に 入る。 
般若の 敎理は 尊者 を祖 どす ど 云 ふ。 

(14)  怯 提羅林 住 者 離 婆 多 （Reva ね khadiravaniya) 森 住 第一。 婆羅 
門、 舍利 弗の 弟、 摩 揭陀の Ntila ヒ 村に 生る。 常に 森に 住して 定を樂 

しむ。 
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ひ5) 疑 者 離 婆 多 (Kankha  Revata) 禪定 第一。 毘舍、 長者の 子、 

舍衞 城に 生る。 時々 舍利弗 ど 法 を 語る。 

(16)  守籠那 （おお Kolivisa) 精進 第一。 毘舍、 長者の 子、 膽波 

の 人 c 富家に 生れ 蒲柳の 賀に も拘ら ず、 刻苦 精勵 す。 佛 陀箜磺 の3 &を 

以て 修行 も 急な らす、 寬なら す、、 中 を 得ざる 可から す、 ど 敎へ給 ふ。 

(17)  億 耳 守籠那 （Sopa  Kutikanna) 美說 第一。 毘舍、 長者の 子、 
阿 盤 底 市に 生る。 大迦 旃延の 弟子 ど なる、 耳に 億 金の 耳環 を 垂れし 故 
に 億 耳 ど 呼ばる。 

(18)  尸婆羅 （Sivali) 所得 第一。 刹 帝 利、 拘利 城に 生る。 王家の 
出、 舍利 弗に 依って 出家す。 四 事の 供養 豐 かなる 故、 所得 第一 ど 曰 は 
る o 

(19)  跋迦梨 （Vakkali) 信解脫 第一。 波羅 門、 舍衞 城に 生る。 佛 
身 を愛樂 して 常に 見ん こど を 欲す。 佛陀 「法 を 見る もの は 我 を 見る」 ビ 
敎 化し 給 ふ:） 病苦に 堪えす、 刀 を 取って 自殺す。 

(20)  羅喉羅 （Rahula) 學行 第一。 刹 帝 利、 迦 維羅衞 城に 生る。 

釋 尊の 實子、 舍利 弗に 依って 沙彌^ なる。 中途に して 怠慢に 流る。 佛 

之を誡 しめ 給 ふ。 

(21)  賴陀 S 羅 （Ratthap^a) 以信 出家 第一。 毘舍、 俱 流の 人、 父 
の 長者の 富、 王家 を 救 ふに 充分なる が 故に、 護國 （Ratthapala) の 名 あ 
t,c その 出家 及び 得道 後の 歸鄕は 經典中 諸處に 記載せられ、 馬 鳴の 名 
曲に 依って 巧みに S かれて 名高 し。 

(22)  軍頭那 （Kimdhana) 取 響 第一。 傳記 不詳、 籤 を 取る に 好運 

な り c 

(28) 婆耆舍 （Vangisa) 卽興 詩作 第一。 婆羅門、 舍衞 城の 人、 頭 
骸骨 を 叩いて その 死者の 行衞を 知る 術に 達し、 國々 を遍歷 す、 佛 弟子 
どなりて より、 時々 その 卽興 詩に て佛陀 及び 諸大 弟子 を讃 す。 

(24)  優 波 先 那番雁 多 子 （Upaenaa  Vangantaputta) 周圍に 愛樂せ 

ら る 、第一 c 婆羅門、 摩 褐陀國 Nalaka 村に 生る。 舍利 弗の 弟 0 

(25)  陀驃 孽羅子 (Dabba  Malkiput ね） 坐 臥 具 管理 第一。 刹 帝 利、 阿 
奴比耶 （Anupiya) に 生る。 末羅 人、 七 歲遨を 悟る ど 曰 はる。 坐 臥處管 
理を司 ざ！) 令名 あ be 
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(26)  畢陵 陀婆蹉 （PiKnda-vaccha) 天人 所 愛 第一。 婆羅門、 舍衞 
城の 人、 小! 1 陀羅 （Cilia  Gandhfira) ど稱 する 呪 術 を 通す、。 天人の 供奉 
を受 く。 

(27)  婆 醯 耶陀流 知利耶 (Bahiya  Daruciriya) 速慧 第一 毘舍、 何 

處の 人た る を 知らす'、 法 句經註 は1.  P-   212) 等に 依れば、 海に 遭難し 

て Supp^'aka に 着 し 、 木の 皮の 衣 を 著て 遊行せ しが、 佛 弟子 ど な ！） て 
悟り 後、 牛に 刺されて 死す。 

(28)  童子 迦葉 iKumara  Kassapa) 善說 第一 c 毘舍、 母、 妊みし 
を 知らす、 して 入圑 し、 惽伽 にて 生む c 波斯匿 王に 育てら る。 佛滅 後、 
含衞城 方面の 敎界の 維持 者な り しが 如し。 

(29)  摩訶 俱稀羅 （MahSkc^th; ね） 四 無碍 得 達 第—。 婆羅門、 舍衞 
城の 人つ 倶稀羅 ど舍利 弗の 問答 經 典の 諸 處に 記載せ らる。 

(30)  阿難 陀 （Ananda) 多 聞 第一、 記憶 第一、 一 を 知って 十 を 知 

る 第一、 精勤 第一、 奉 侍 第一。 刹 帝 利、 迦維羅 衞诚に 生る、 释 尊の 從 
弟、 護法に 從 へば 甘露 飯 王の 子。 跋耆 子の 忠言に 依!） て證 悟し、 二十 
五 年間 佛陀に 侍お た!)。 百 二十 歲 にて 入 涅槃せ り ど 云 ふ c 

(31)  優留毘 羅迦葉 （Uoivela  Kassapa) 大衆 第一。 婆羅門、 摩褐 
陀の 人、 其 二 弟 ど 共に 千 人の 大衆 を 率 ゐて拜 火の 宗敎を 奉せ しか'、 佛 
成 道 一年 其の 弟子^なる。 

(32)  迦樓陀 夷 （Kaludayi) 在家に 喜ばる 、第一。 剎帝 利、 迦維羅 
衞城 大臣の 子、 釋 尊の 友に て、 佛成道 後 使して 佛を歸 城せ しむ c 優陀 
夷 は その 名、 色黑 きが 故に 黑優陀 夷 （Kaludayi) ど 呼ばる。 

(33)  薄拘羅 （Bakkula) 無病 第一。 毘舍、 嬌賞彌 の 長者の 子、 獨 

住 禪定を 樂んで 終世 人の 爲に說 法せ す、 c 

(34)  輸毘多 （Sobhita) 宿命 通 第一。 婆羅門、 舍衞 城の 人。 
^35) 優 波 離 （UpAli) 持 律 第一。 迦 維羅衞 城の 理髮師 な り しが、 

釋迦 種の 公子 等^ 共に 出家す。 戒律に 明かに して、 敎 SI の 種々 の 問題 
を 解決す。 筇ー 結集の 時、 律 藏を誦 出す。 

(36) 難陀迦 （Nandaka) 比丘尼 敎誡 第一 。刹 帝 利、 舍衞, 城の 人、 

その 敎誡 理路整然、 能 く 人 を して 理解せ しむ。 令 を 受けて 屢々 比丘尼 
を敎誡 す。 只言辭 少しく 長き に 失する こど あり o 佛之を 誡め給 ふ。 
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(37)  難陀 （Nanda) 諸 根 を 護る 第一。 刹 帝 利、 釋 尊の 異母 弟。 婚 
姻の 日、 佛陀に 導かれて 佛 門に 入り、 長く 樂 欲の 世界 を 慕うて 苦しみ 
しか'、 後、 森に 入りて 糞 掃 衣 者ビな り。 諸 根 を 制御して 亂れ ざら しむ。 

(38)  摩訶 劫賓那 (MaMkappina) 比丘 敎誡 第一 。 剎 帝 利。 Kukki^a 

(印度 北邊の 小國） の 王な り しが、 佛陀の 名聲を 聞いて 遠く 來 つて 出家 
す。 應果を 得て 後、 初め 涅槃の 樂を * うて 活動せ ざり しか'、 佛の誡 め 
に 依 1>  、 比丘 敎誨 に從 事す。 

(39)  左 伽 多 (SSgata) 火定 第一。 生 所 不明、 甞て 彿陀の 侍者た り 

しこ ど あり c 

m 羅陀 （RUdha) 機智 第一。 婆羅門、 王舍 城の 人、 老いて 貧 し 
く  、佛 門に 入らん^ して 能 はす'、 悲しみて 痩せ 衰ふ。 舍利弗 得度 を 得 
せしめ、 導いて 應果 を證ら しむ。 

(41)  虛王 （Mogharaja) 弊衣 第一。 婆羅門、 聖者 BaValiya の 弟 

子に て、 師 命に依り 、佛陀 の 如何なる 人なる か を 見ん ど して 佛陀に 至 
り 弟子^なる。 常に 弊衣 を纒 ふ。 漢譯に は Mukhar^ja ビ 見て 面 王ど譯 
せ be 

(三） 比丘尼 中の 勝れた る 人々 

(42)  摩訶波 闍波提 （Mah;ipa お pa は） 耆宿 第一。 刹 帝 利 女、 釋 尊の 
叔母に して 養母、 難陀の 生母、 阿難 を 通じ、 佛陀に 請うて 入門 を 許さ 
れ、 比丘尼の 初め どなる。 

(43)  差 摩 (Khema) 智慧 第一。 刹 帝 利 女、 摩揭 陀國沙 伽羅 (Saka- 
la) に 生る。 頻 婆沙羅 王の 妃ビ な ！） 、 美貌 を 誇り しが、 佛 化に 入 り 出 
家す。 七相續 尼の 一。 

(44)  蓮華 色 （Uppalavap お） 祌通 第一。 毘舍 女、 長者の 女、 舍衞 
城に 生る。 彼の 女の 出家に 就いては、 美貌の ため 婚約 せんどす る もの 
頗る 多く、 父 爲に災 を 起さん こど を 恐れて 出家せ しむ ビ云 ふ說^  、 家 
庭の 不幸の 爲め處 々を 流浪し、 懊惱の 結果 出家せ り ど いふ 說ビ あり。 
修養 深く  、 比丘 中の 目犍 連に 比せら る。 

(45)  パター チヤ 一 ラー （Pa ま 持 律 第一。 毘舍女 、 舍衞 城の 長 
者の 女、 下男 ビ 戀 して 後 ff: 々の 困難に 遭遇 し、 一時に 夫ビ 子に 別れ、 
狂 心 して 流浪し、 佛陀に 救 はれて 佛 弟子 ど な る。 諸 比丘尼 を 引導す る 
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こど 頗る 妙 を 極む c 

(46)  法與 （Dhammadinna) 說法 第一。 毘舍 女。 王舍 城に 生る。 
毘舍伕 家主の 妻^ な b しが、 世 を 厭うて 出家し、 後、 夫に 法を敎 ゆ。 

(47)  難陀 （Nandd) 禪定 第一。 毘舍離 附近の 人、 な る ベ し。 NAdika 
村に て 佛陀に 先ち て 入 涅槃す。 

(48)  輸那 (Sona) 精進 第一。 毘舍 女、 舍衞 城に 生る。 多く の 子 
供 を 有せ しが、 夫の 死後、 子供 等に 虐待せ られ、 佛 門に 人る c 老いて 
出家せ しどて 頗る 修道に 勤む。 

(49)  奢拘梨 (Sakula) 天眼 第一。 婆羅門 女、 舍衞 城に 生る。 

(50)  拔陀單 陀羅拘 夷 （BhadcH  Kundalakesa) 速慧 第一。 毘舍 女、 
王舍城 長者の 女、 盜人 Satthuka ど戀に 落ち 、 幾 變轉の 後、 尼 乾 子 外道 

の 弟子 どな！） しが、 舍利弗 に 化せられて 佛 門に 入る。 

(51)  拔陀 迦毘離 (BhaddA  Kapilanl) 宿命 逋 第一。 婆羅門 尼、 Madda 

の沙 伽羅 (お gala) 市に 生る。 大迦 葉に 嫁し、 合議の 上に 共に 出家せ し 

が 後、 摩 訶波闍 波提の 下に 佛 門に 歸す。 

(52)  跋陀 迦栴延 （Bhadda  Kaccana) 大智得 達 第一。 释 尊の 妃耶 

蘇 陀羅の 後 身な り。 

(53)  キサ- 喬答彌 (K^gotam り 弊衣 第-。 舍衞 城の 貧 女、 嫁し 

て 幼兒の 死に 喪心し、 佛陀 の敎に 心眼 を 開 き 出家す。 

(54)  シ ガーラ カマー ター （Sigalakama ほ） 信斛脫 第一。 王舍城 

の 長者の 婦、 子 を 捨て、 出家し 得道す。 

(四） 優 婆 塞 中の 勝れし 人々 

(55)  帝 富 沙^ 拔提耶 （Tapassu,  Bliallika) 最初の 優 婆 塞、 兄弟に 
て 今の Orisa の 商人、 或は Pokkha.rava ほ の 人 ど 云 ふ。 佛成 道. 後 未だ 
菩提樹 下 を 離れ 給 はざる 時、 その 傍 を 過り て佛 陀に歸 俗す。 佛 の毛髮 
を 得て 歸 つて 奉 IE す 。 

(56)  須達多 （Sudatta) 布施 第一。 給孤獨 長者 （Amlthapi^ika) 

ど稱 せらる c 毘舍、 舍衞 城の 長者、 祇園 精舍の 建立 者。 

(57)  質 多 （Citta) 說法 第一 。毘舍 、含衞 城に 近き Macchikasa^a 

村の 人、 智慧 勝れ、 « 々比丘 等ビ 法論す。 舍利弗 目 IB 連 その 德を 聞い 
て 尋ね 行 〈程な り。 不還 果を證 る'。 蓋し 释尊敎 ffl の 維摩 居士 ど も 云 ふ 
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べし o 

(58)  波吒迦 （Hatthaka 手長 者） 四攝事 第一。 阿臘毘 （A1 ^り の 
人。 阿 臘毘々 叉 (後代の 大元帥 明 王） の 爲に食 はれん^せ し を 佛陀に 救 
はる。 人に 長た るの 德ぁ り 、 五 百の 優 婆 塞 を 率 ゐて佛 陀に詣 す。 佛陀 
そ の 八 未曾有 德を嘆 じ 給 ふ。 

(59)  摩 訶那摩 （MaMmima) 甘美 食 施 第-。 釋 種の 王、 阿那律 ^ 

者の 兄。 常に 佛陀を 供養す る を 喜びし が、 迦維羅 衞城滅 C の 時、 池に 
入りて 死す、 大名 ご譯 す。 

(60)  郁 伽 (Ugga) 愛樂施 第一。 毘舍、 毘舍離 Hatthi 村の 人、 美 

食、 臥 具の 高價 なる もの を敎圑 に寄献 す。 佛陀、 長者 は 六法 （三寶 の 
信^ 鎏戒 聖慧龜 解脫） を 具し、 八 未曾有 法 を 有せ り ^讃 嘆し 給 ふ 」 

(61)  郁 伽 多 （Uggata) 僧伽 給 事 第一。 Hatthigama の 人。 

(62)  勇健 （SGra  Ambattha) 不壤の 信 第一。 佛陀、 長者 を 六法 を 
具す ビ讃 す。 

(63)  耆婆 (Jivaka  Komarabhcca) 人々 に歡 ばる 、第一。 王 舍城娼 
婦の 子、 無畏 王子に 養 はれ、 長 じて Takkasila に 學び醫 ^なる。 王舍 

城 王家の 侍醫ど な る。 佛陀 を首ビ する 敎團 の醫を 勤む。 

(64)  那倶羅 比 多 （Nakulapita) 信賴 第一。 毘舍、 Wiagga の 人、 夫 

婦 して 佛陀の 信者 どな り 、善く 敎を 奉す'。 

(五） 優 婆 夷 中の 勝れし 人々 

(65)  須闍多 （Sujate) 刹 帝 利 女、 優 留毘羅 休 近くに 居住せ し將軍 
の 女に て、 佛陀の 苦行 無效を 知りて 禪定に 入らん^ し 給 ひし 時 乳 靡 を 
供養せ し 人 o 

m 毘舍怯 （Visakha  Migaramata) 布施 第一。 毘舍、 鴦伽國 に 生 
る。 陀 難闍那 （Dhananjana) の 女に て Suja ほ （玉耶 女） の 姉、 舍衞城 
の Pu 卯 avacldhana に 嫁す。 束 園 鹿 子 母堂 を 僧伽に 献す、 其の 他 常に 布 
施して 惜 » に 乏しき こ ^無から しむ。 僧伽の 母ど稱 せらる。 

(67)  拘讎 多羅 （Klinjjutta ほ） 多 聞 第一、 懾賞彌 の 皇后 S^n:1vati の 

婢 にて、 法 を 聞いて は、 歸 りて 皇后に 吿ぐ。 法敎を 悉く 受 持す。 せむ 
しなる が 故にせ むしの 鬱 多羅 ど 呼ばる。 

(68)  沙摩和 帝 (Samfwat り 睦住 第一。 懾賞彌 の優顚 王の 妃、 沙摩 
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(SAmii) 尼の 親友な b0 阿難に 五 百 SI の 衣 を 送る。 

(69)  鬱 多羅 難陀母 （Uttam  Nandamata) 禪定 第一。 昆 舍女 阿 弊 
底國 VelukaP お お の 人、 難陀 比丘尼の 母。 四禪に 出入 自在、 五 下 分 結 
を斷じ 不動の 心 を 得、 舍利弗 も その 得 脫の大 なる を 嘆せ り。 

(70)  須波婆 左 （Suppa おお） 甘味 食 施 第一。 刹 帝 利 女、 拘 利城士 
の 女、 Sivali 比丘の 母、 能く 美食 を 以て 佛陀を 供養す。 

(71)  須比耳 （Suppiya) 病 者 看護 第一。 善く 僧伽に 至 り て 病 者 を 
看護す。 或る時 病 比丘 肉汁 ^要す る を 見、 而も 肉 を 得る こ ビ能 はす ン 
自らの 股肉 を 割いて 肉汁 を 作!） て與 ふ。 

(72)  迦底耶 仁 （Katiyanr) 不壞の 信 第一。 Kulalaghara 邑の 人、 次 
下の 迦利女 ど 親友な り。 

(7め 那倶羅 摩 多 (Nakulamata) 信賴 第一。 那倶羅 比 多の 妻。 夫 
の 病みし 時 看護して 曰く  、夫よ、 心 を殘す こど 勿れ。 妾 は 優 婆 夷の 達 
すべき もの を 達し たれば ど。 那倶羅 比 多、 これに 依って 病 癒 ゆ。 

ひ4) 迦利 (Kali  Kulalagharika) 洩れ 聞 き して 歡 喜せ し 第— の 人、 
毘舍女 ？  、  Kulalaghara 邑の 人、 他人の 佛德を 嘆す' る を 洩れ 聞 き 、 5 歡 
喜 愛 樂し預 流果に 入る。 
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(1) 四 分戒本 (列 七 *1) 

波 羅锂木 叉 

開 口 

大德 等よ、 僧伽 は 我 （が 5 ふ 所)^ 聞いて 下さい o 

今日は 十五 3 布薩の EI である。 若し 瞎伽に して 都合 善 けれ は'、 (今日） ft 伽 は 布 薩^な し、 
波 羅提木 叉ん 誦する であらう。 布 薩ん修 する 前 (二 It 伽の なすべ さ 事 は 何で あろ か o それ は 

諸君の 淸淨ん 宣言す ろ ：ミ である o  (その後で)、 私 は 波 羅提木 叉^ 誦する であらう 0 
我等 は總、 て 耳^ 傾け 注意して 聞きます o 

(二の 中）、 誰 にても 罪^ 犯しす: 者 は 告白す るが 善い C 犯罪の ない 者は默 つてね るが 善い o 

諸君が 默 つて 居れば 私 は 諸君が 淸淨 である S  了解す る o —つの 問 毎に 一つの 答が あらね は' 

ならぬ。 さう して 又、 こう 云ふ會 合に は、 三度 尋れ られれ は' ならぬ 。三度 尋ねられて、 ど 
の 比丘で も 、知り 乍ら 犯 しす: 罪^ 告白 しな ければ、 そ の 比丘 は 知って 偽ん いふ 罪に 墮す ろ o 

知って 偽ない ふ 事は聖 道の 障礙 S 世 尊 は 仰 t£ られて ある 0 それで あるから、 自分の 罪ん 自 
覺し、 淸淨^ 求む る 人 は、 （その 罪な) 告白 ぜれ は' な らぬ。 告白 すれば 輕 くなる からで ある 0 
諸君、 これで 開口 は 終リ、 私 は茲で 諸君 (： 尋れる o 諸君 は茲 1: 淸淨 であるか o 再 ひ' 問 ふ、 
諸君 は茲 に淸淨 であるか o 三度 問 ふ、 諸君 は茲 に淸淨 であるか o   諸君 は 貔て茲 に 

淸淨 である。 それで あるから、 諸君 は （私の 問 1 こ對 して） 默 つてね る。 私 は ：の樣 (こ 了解す 

る o 


(2) 四 分戒本 （列 七 *1) 

波 羅夷法 （敗 壞法） (四棄 法） 

諸君、 茲に四 波羅夷 法^ 誦する o 

一 いかなる 比丘に てむ、 比丘の 修學さ 生活の 法則^ 持ち 乍ら、 修學ぁ 捨てす、 生活^ 

法則な 守る に 力 弱さな 宣言 t£ す' して、 不淨 行^ 犯 し、 乃至 畜生 さ 相 犯す は 波羅夷 罪で ある。 
共に 住 L 可から ざる 罪で ある o 

二 如何なる 比丘 にても、 村な リ 林な りで、 與 へられざる もの^ 取る 0 人々 の 盗み ミレ、 
ふ ものな する。 王者が 盗賊^ 捕へ て、 汝は 盗人で ある 0 馬鹿で ある 0 愚 迷 である ミ詈り 乍 
ら殺 すか 縛る 力、 放逐す る樣 な、 （： うい ふ 盗人の 行爲 40 する は 波羅夷 罪で ある o 共に 住む 
可から ざる 罪で ある o 

三 いかなる 比丘 にても、 知り 乍ら、 人間の 生命な 奪 ひ、 喑殺 者^ 求め、 死^ 讚へ、 自 

. 殺な 勸め、 汝は こんなつ まらない 生活^して 何 (： なる か O 死ん た' 方が 善いで はない かミり 

考 への 上に 故意に 種 々 I： 死^ 讚へ て 自殺;^ 勸め る は 波羅夷 罪で ある 。 共に 住む 可 か ら さ' る 
罪で ある o 

四 如何なる 比丘 にても、 實際證 知す る： ミ なしに、 自分 は 超人の 法 、充足せ; S 聖智見 
^得す： リ さて、 我れ は斯く 知れ リ斯く 見た リ ミ人 I こ 告ぐ； S0 その後 他から 責 問せられ 若く 
は責 問せられ す' 1:、 自 5> の 犯した 罪から 淸淨な らん： さな 欲して、 友よ、 私 は 知らす' して 
知った さ 曰 ひ、 見す' して 見た S 申し ま しす :0 無益の 偽な 申し ま した さ 曰 ふ 0 之 も 增上慢 か 
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罪 夷 羅波四 


口 開薩布 


大德憤 聽、 今 僧 十五 曰布薩 說， 戒、 若 僧 時 到 傦忍聽 和 合、 說， 戒 白 如， 是。 諸 大德我 今 欲 ，說， 戒、 

衆 集 現前 默然聽 善 思 11 念 之； 若 1 者 當」 發 露： 無^ 者 默 然、 默 然 故 當レ知 僧 淸 淨， 若 有 -1 他 擧ー 

者 卽 應& 實 SM 諸 比丘 在 一一 於 衆 中 1 乃至 三唱 憶 n 念 有 罪 一 赏ー發 露； 不一 一 發 露 一 者 得 一 一 故 妄 語 罪； 

佛 說， 1 故 妄 語 是 障 道 法； 彼 比丘 自 憶念 知-有 罪 1 欲， 求 - 淸 淨 1 當； ー發 露； 發 露 則 安 隱、 不 1ー 發 露 1 罪 益 

深、 諸大德 我巳說 1 一 戒經序 一 今 問 ：ー諸 大 德ー是 中淸淨 不^ I) 諸 大德是 中 淸淨默 然故是 事 如， 

是持。 

諸 大德是 四棄法 半月 半月 戒經 中說。 

卜 若 比丘 與， 一 比 丘 一 共， 戒 同， 戒 不， 捨銭 戒 羸 不 i 悔 一 犯, 淨 行 一 行 ー.ー淫 欲 法 一 乃 至 共： ー畜 生ー是 比丘 波 

羅 夷不， 一共 住？ 

^1 若 比丘 在 一一 聚 落 中 一若 閑靜 處、 不 與 物 懷 ーー盜 心 一 取 隨 一一 不 與 取 法； 若 爲， 1 王 大 臣 1 所 ，捉 若 殺 若 縛 

若 驅 1 一 出 國； 汝 是賊 汝癡汝 無，， 所 知； 比 丘 如 ，是 盜者 波羅夷 不 1 一共 住？ 

5} 若 比丘 故自手 斷， 入 命 一 持， 刀 授， 一 與 人 一 歎， 一 譽 死 快 一 勸， 死、 咄 男 子 用， 一 此 惡 活ー爲 寧 死 不， 生 、作-如， 

是 ^思 ，1 惟 種種 方 便 1 歎， 一 譽 死 快 1 勸， 死、 是 比丘 波羅夷 不， 1 共 住？ 

g 若 比丘 實 無-所 知； 自 稱 言 我 得 1 人 法； 我 巳 入， & 智 勝 法； 我 知 ，是 我 見， 是， 彼 於， ー異 時 一 若 問 

若 不問 欲， 1自 淸 淨 一 故 作 n 如， 是 說ー我 實 不， 知 不， 見 言， 知 言， 見 虛誑 妄語 除 1 增 上 慢； 是 比丘 波羅 

夷 不_1 共 住？ 
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らな ら別 であるが、 又 波羅夷 罪で ある o 共 (こ 住む 可から ざる 罪で あろ 0 
諸君、 四 種の 波 羅夷罪 は 茲に誧 出せられ す :o この 中、 何れで も 犯しす: 比丘 は、 最早、 他 

の 比丘 ミ 共に 住する 事が 出来ない o 以前に も さ うであった が、 以後 も その 如く、 これ は 波 

羅夷 罪で あ リ 、 共に 住む 可 か ら ざる 罪で ある o 

此 等の 罪に 就いて、 私 は 諸君に 尋ねる。 諸君 は 此の 點 (二 就いて 淸淨 であるか o 再び 問 ふ、 

諸君 は 此の 點に 就いて 淸淨 であるか o 三度 問 ふ、 詰 君 は 此の 點 1 こ 就いて 淸淨 であるか。 諸 

君 は總、 てこの 點 (： 就いて 淸淨 である o それで あるから 諸君 は 私の 問 (：對 して 默 つてね る。 

私 は この 樣 に 了解す る。 


(1) 四 分戒本 (列 七 •】） 

僧伽 婆 尸 沙 法 (僭 殘法) 

諸君、 茲に 十三 ft 殘^ 誦出 する o 

― 意思^ 以て、 脫淫 す; Mt(t 殘 である o 但し 睡眠 中 は この 限りに 弗す o 
二 比丘: こ して、 欲情 (こ驅 られ、 卑し さ 心から、 婦人の 萄ミ 觸れ、 手 も-取り、 髮^ T 探 
り、 その他 i 體 のどの 部分に 觸れる も 僧 殘 である o 

= 比丘に して、 欲情に 驅 られ、 卑しき 心から、 恰も 若き 男が 若き 女^ みだらな 語で 呼 
びかけ る樣 に、 蠱惡な ^で 呼 ひ '掛け ろの は 僭殘で もる。 

四 比丘 I： して、 欲情 (こ驅 られ、 卑し さ 心から、 婦人の 傍に て、 自分の 欲する 給仕の 德 
か 讚嘆す ろ 「姉妹よ、 私の 如き 戒^ 持ち、 善 法な 具へ、 梵行^ 修する ものな、 この 交^の 

法^ 以て 給仕す る は 供養の 第一で あ るミ、 こ の樣 (二 云 ふの は (f 殘 であ る Jo 

五 比丘に して、 男の 思^ 女に 媒ち、 女の 心^ 男に 通じ、 夫婦に しす： リ、 私通 ぜ しめた 

リ、 乃至 一時の 交會^ なさ しむる も僧殘 である O 

六 比丘が 貰 ひ 集めお 材料で、 他^ 主人 ミせ す' に、 自分の 爲の 小屋^ 作る 時には、 一定 
の 量に 依って 作らね は' な らぬ。 その 量 さいふ は、 長さが 十二 怫据 手、 廣 さが 內規七 m: 手で 

ある。 それ (こその 場所^ 示す 爲 (こ 比丘 等^ 乞うて 其處に 導かれ は' なら Wo 其の 比丘 等 は、 

危險 のない、 又 その 周圍に 空地の ある 場所な 示されば ならぬ。 然るに 比丘が 危險が あろ 上 
に 空地の ない 場所に、 集めた 木材で 小屋^ 作り、 比丘 等^ 導いて、 其の 場所^ 示さない な 

* 挺 は Vidatthi の譯 Vidatthi は 十二 吋レ當 る。 佛は Sugata の譯 佛の臂 から 中指の 
端 迄に 至る 尺度^ 佛^？ «ミ いふか o  II の 字 は 四 分 律戒本 五分 律戒 本に i 出づ、 Vinaya 
texts に は今饯 蘭に て は Sugata  vklntthi  4> 六呎ミ すミ曰 ヘリ。 然し 餘リ 長さに 過ぐ る 
が 如し o  ニ呎半 位な らん か o 
ら は'、 潜殘 であろ o 

七 比丘に して、 自分 ミ他ミ の 共同の 大きな 精舍^ 建てる 場 &1: は、 比丘 等 も. 導いて、 
その 場所^ 示し、 比丘 等 は危險 のない 空地の ある 場所^ 指示 ぜ ねばな らぬ。 然 ろに.. 比丘が 
危險、 の わ ろ 空地 の な 、 、場所 に大 さな 嵇舍^ 建て、 比丘 等な 導 いて そ の 場所^ 示 さないなら 
は'、 ft 殘 であろ o 
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殘僧 S 十 


諸 大德我 a 數 一四 波羅夷 法： 若 比丘 犯， 二 一波 羅夷 法 ー不， 得 蕪 ，1諸 比 丘-共 住； 如， 前 後 亦 如 レ是、 

是 比丘 得 - 波 羅 夷 罪 一 不レ應 n 共 住 1 今 問， 一 諸 大德 一 是中 淸淨不 (^)、 

諸 大德是 中 淸淨默 然故是 事 如 ，是 持。 

諸 大 德、 是 十三 僧伽 婆尸沙 法、 半月 半月 戒經 中說。 

」 若 比丘 故 弄， 陰 出， 精 除， 一夢 中 一 僧 伽 婆 尸 沙。. 

に 若 比丘 娃欲 意與， 一女 人, 身 相觸、 若捉， 手 若捉， 髮、 若觸， 二 一  身分, 者 僧伽 婆 尸沙。 

三 若 比丘 娃欲 意、 與，, 女人； 姪 欲矗惡 語、 隨-所 說^嫒 欲 矗惡語 者 惯伽婆 尸沙。 

« 若 比丘 娃欲 意、 於， 一女 人. 前- 自 歎， 身 言. 大 姉 我 修， ー梵 行， 持， 戒、 精 進 修， 秦 法-可， 持 ；ー此 0 欲 法, 供， 

養 我』， 是. 供 養 第 ！ 最、 如 是 語 者， 僧伽 婆 尸沙。 

ぽ若 比丘 往^ 彼此 一 媒嫁 持， 一男 意-語， 女、 持， 一女 意 - 語， 男、 若 爲„ 成 婦 事 一若 爲， 一 私 通 一 乃 至 須臾 頃 僧 

伽 婆 尸沙。 

は 若 比丘 自乞 作， 屋 無， ま 自 爲， 己、 當， ー應， 量 作ー是 中 量 者長佛 十二 樑 手、 內 廣七樑 手 應 T 將， 1 餘 

比 丘 - 往 看& 所， 彼 比 丘 當， 指, 示 處 所-無 難處無 妨處、 若 比丘 有難 處妨 處. 自 乞 作， 屋 無， 主 自 

爲レ己 不 T 將， ！ 餘 比 丘 - 往 看 k 所， 若 過， 量 作者 僧伽 婆 尸沙。 

化 若 比丘 欲 ，作= 大 房 - 有， 生 爲， 己 作 、應， 將， ー餘 比 丘, 往 看， 處 所； 彼 比 丘 應 レま處 所 無難 處無妨 處； 

若 比丘 難 處妨處 作， 一大 房 ％レ 主 爲さ 作 不 1將= 餘 比 丘 一往 看， 處 所^ 僧 加 婆 尸沙。 
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八 比丘 (こして、 若し 怒り 腹立ちの 心から、 こうしす： ら、 必度、 この 梵 行から 離れさせ 
る 事が 出来 やう ミ、 無實 無根な 波羅夷 法に て 他の 比丘 ^陷れ る。 その後、 他から 責問 せら 
れ 又は 實 問せられ すに、 その 事が 無极 であった ミ、 罪^ 告白す る は ft 殘 であろ。 

九 比丘に して、 もし 怒リ 腹立ちの 心から、 こうしたら、 必度： の梵 行から 離れさせろ 
事が 出來 やう ミ、 無實 にして 仝く 別の 事で ぁリ、 大 け: 事で もない の/お取り立て 波 羅夷法 
にて 他の 比丘^ 陷れ、 その後、 他から 責 問せられ、 又は 賈 ^せられす-に、 その 事が 無實に 
して 全く 別の 事で あり、 大 しす: 事で ない のか 取り立てた 事な 告白す る は 曾殘 である o 

一 O 比丘に して、 和合の 僧伽^ 破らん ミ し、 破 和合 (：： 至る 原因^ 堅く 執して ねる 時に 
は、 他の 比丘 等 は、 彼に：: の 樣に曰 はれば ならぬ。 「大德 よ、 和合の 皙 伽 も. 破らう ミ するな— 
破 和合に 至る 原因 あ 執す るな。 大德 よ、 僧伽 さ 和合 ぜょ、 僧伽 は 和合し、 諍 J 命な く して、 
—つの 權 威の 下に 安 かに 住する ものであるから」 ビ。 その 比丘に して、 比丘 等に 靳 くの 如 

く 曰 はれて、 m 執す るなら ば、 それ か飜 へさせる 爲に、 三度 迄 諫めれ は' ならぬ 0 三度 諫め 
ら れて飜 へせば 善い が、 飜 へさな けれ は' © 殘 であ ち。 
一一 一人 二人 三人の 比丘が、— 人の 比丘の 組にな リ、 その 味方 ミ なって 辨 謹し、 この 
様に 云 ふ。 「大德 事、： の 比丘 (こ 何事む 云って はならない。 彼 は 如法に 語り 如 律に 語って ね 
る o この 比丘が こうだ ミ 思うて いふ 事 は 我等の 望み 喜ぶ 所で あり、 彼の s ふ 事 は 我々 の 忍 

可す る 所で ある」 さ。 比丘 達 は、 それらの 比丘 (二 此 の 樣に曰 はれば ならぬ 0 大德 等よ、 そ 
の樣 (こ 曰 はる、 な。 この 比丘 は 如法に 語らす'、 如 律に 語って 居らない 0 大德 等む 僧伽の 破 

れ^ 寶ん ではな ら ない 0 僧伽 さ 和合せ よ。 僧伽 は 和合し 諍 論な く して、 一つの 攉 威の 下に 
安 かに 住する ので あるから ミ o それら の 比丘 は 比丘 等 (こ この 樣に曰 はれて 猶 執す るなら ば、 
それな 飜 へす 爲に、 三度 諫めれば ならぬ o 三度 諫められて、 飜 へせば 善し、 飜 へさな けれ 

は' ft 殘 である o  . 
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g 若 比丘 以， 瞋 恚 1 所， 覆 故 非 波羅夷 比丘 以& 根 婆羅夷 法 1 謗 欲， 壤， 1 彼 比丘 淨 行； 彼 於， 真 時, 

若 問 若 不問 知 ，1此 事 無根 1 說我瞋 恚故作 n 是語； 若 比丘 作 & 語 一 者 僧伽 婆 尸 沙。 

g 若 比丘 以ま 恚 一所， 覆 故 於, 異 分 事 中 一 取， 片 非 波羅夷 比丘 以， 一 無 根 波羅夷 法 藤 欲 ，壤, 彼 比 

丘 淨 行； 彼 於 n 異 時 1 若 問 若 不， 問 知， ー是 異分事 中 取，， 片、 是 比丘 自 言 我 瞋 恚 故、 作， 是 語 一 者 僧 伽 

婆 尸沙？ 

g 若 比丘 欲 ま 1 和 合 僧 一 方 便 受， ー壤 和合 僧 法 1 堅 持 不， 捨、 彼 比 丘 應， 諫 n 是 比 丘 1 言； 大 德 莫， 壤， 一 和 

合 惜 1 莫 _,1 方 便 壤 _1 和 合 僧； 莫， 受， 1 破 僧 法 一 堅 持 チ捨、 大 德 應&ハ 一 和 合 僧 一 歡 喜 不， 諍、 同 一 師 學 如， 永 

乳 合； 於 - 怫 法 中 1 有 fe" 益 安 樂 住； 是 比 丘 如， 是 諫 時、 堅 持不， 捨彼 比丘 應，」 一 一 諫ー 捨-是 事 一 故 乃 至 

三 諫捨者 善、 若 不， 捨者 僧伽 婆 尸沙。 

若 比丘 有， 一 餘 群 黨； 若 一 若 二 若 三 乃至 無數、 彼 比丘 語 1 比 丘 一 言、 大 德 莫， 諫， ー此 比 丘ー此 比 

丘、 是 法 語 比 丘、 律 語 比 丘、 此 比丘 所， 説 我等 心 喜 樂、 此 比丘 所 fe 我等 心 忍 可. 彼 比 丘 應， 諫， 一 

是 比 丘： i 德 莫 ，作， 是 說 言、 此 比丘 是法 語 比 丘、 律 國 國 乓此 比 丘 所， 說 我等 心 喜 樂、 此 比 

丘 所 我等 心 忍 可、 何 以 故、 此 比丘 非 法語 比丘 非 律語 比丘 大德 莫， 欲， 壤 - 和 合 僧； 汝 當， 樂- 

欲 和合 僧； 大 德 與， 僧 和合 歡 喜 不， 諍 同一 師學 如， 永 乳 合； 於， 一 佛 法 中！ 有， 增 益 安 樂 住； 是 比 丘 

如， 是 諫時 堅持 不， 捨、 彼 比 丘 應，」 一 一 諫 一 捨 = 是 事 1 故 乃至 三 諫捨者 善、 若 不， 捨者 僧伽 婆 尸 沙。 

5! 若 比丘 依， ー聚 ？若 城 邑 住、 行， ー惡 行 一汗-他 家 一 行 11惡 行 一 亦 見 亦 聞、 汙 1. 家： 亦 見 亦 聞、 諸 比丘 語， 1 
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—二 比丘 (こして 惡 性で、 傳 承され 來 つた 學 足の 事に 就いて、 比丘 等が 如法 (こ 語る （な 
好ます')。 自分に 話しかけない 樣 (： し、 「大德 等、 善惡 共に 私 (こ 話して 吳れ るな、 私 も 大徳 
等に 善惡 共に 話し掛けない o 私に 話し掛ける 事^ 止めて 貰 ひす: い」 ミ云ふ o 比丘 等 は その 
比丘に 次の 様に 語られ は' ならぬ。 「大徳よ、 人々 か' 自分 (こ 話し掛けす -。 又 自分 も 人々 （二 話し 
掛けない 樣 にして はな らぬ。 人々 も 如法に 自分 1: 語リ、 自分 も 如法に 人々 I： 語る 樣 (こせよ。 

怫陀の ft 伽は斯 くの 如く 相互の 會 話ミ、 相互の 助けに 依って 增長 する からで ある o その 比 

丘が、 も しこの 樣に 比丘 等に 曰 はれて も猶 執して ねたなら は' 比丘 等 は それな 飜 へさ ぜる爲 

に 三度 諫めれ は' な らぬ。 三度 諫められて 飜へぜ は' 善し、 飜 へさなければ ft 殘 である o 

—三 比丘 (こして、 村 又は 町の 附近に 住し、 在家の 家庭 (二 害 (二なる 樣な惡 行^して &て、 
その 事が 見られ 聞かれ、 在家の 家庭む 亂 されて 行く 事が 見られ 聞か るれ は'、 比丘 等 は、 そ 
の 比丘に： の 樣に曰 はれ は' ならぬ。 「大德 よ、 汝は 在家の 家庭に 害になる 惡 行^して ねる。 
さう して それが 見聞され、 その 在家の 家庭 も 亂れて 行く 事が 見聞され てゐる 。大德 よ、 ： 
の處 から 去る が 善い、 充分 長く 茲に 住ん た '笞〃 J ミ。 力べ 比丘 等に 曰 はれて、 その 比丘が、 

比丘 等 は 貪 瞋 痴に囚 はれ 恐怖 (こ囚 はれて ねる o 同じい 罪で 或 者 は 放逐され、 或 者 は 放逐 さ 
れ ない」; f 曰 ふなら は'、 比丘 等は更 (ここの 樣 (こ 曰 はれば な らぬ 0  「大德 よ、 その 檬に 曰って 

はならない o 比丘 等 は 貪 1E 痴： 囚 はれ 恐怖に 囚 はれて ねない o 同じい 罪で 或 者 は 放逐し 或 

者 は 放逐し ないむ、 ふ 様な 事 はして ねない。 大徳よ、 汝は 在家の 家庭に 害に なろ 惡 行なし 

てね る O さう して それが 見聞され、 それらの 家庭が 亂れて 行く のが 見聞され てぬる O 汝 は 

二の 處 から 去る がよ い。 充分 長く 茲 (二 住んだ 笞 だ」 ミ。 比丘 等に 斯く曰 はれても 猶 執して 
ねるな らば、 比丘 等 は それ^ 飜 へさせる ため (： 三度 諫めれ は' な らぬ。 三度 諫められて 飜へ 
ぜは' 善し、 飜 へさな けれ は' ft 殘 である。 

諸君、 十三 僧殘 法が 調 出せられ た o この 中、 九 は 直ぐに 罪 (こなり、 四つ は 三度 諫められ 

てから 罪になる。 比丘に して： の 中 孰れ^ か 犯し、 知り 乍ら 幾日 か隱 して 置けば'、 その 隱 
した 日数 丈け 波 利 婆沙に 留ま らね は' な らぬ。 波 利 婆 沙^ 終へ て、 更 【こ 六日 間、 摩那 唾な 受 
けれ は' ならぬ。 摩那 唾な 受けて 後、 二十 人の 比丘の 居る It 伽で、 比丘^: して 復席 されれ は' 

な らぬ。 i しその ft 伽に して 二十 人の 中 一人で も缺 けて ねて その 比丘^ 比丘 I こ復 席した ミ 
すれば、 その 比丘 は 比丘 (ニ復 席され IN その 比丘 等 は 非難され る。 これが この場合の 正し 

い 仕方で ある o 

諸君、 ：： の點 【： 就いて 私 は 諸君 (： 尋ねる O 諸君 は この 點 に 就いて 淸淨 であろ か o 再び 尊 

れる o 諸君 はこの 點 (： 就いて 淸淨 である 力 k 三度 尋ねる o 詰 君 はこの 點に 就いて 淸淨 であ 

るか。 諸君 は： の點に 就いて 淸淨 である。 それで あるから、 諸君 は （私の^ に對 して） 默 つ- 
て ねる。  私 は この 樣に 了解す る o 
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是 比 丘 1 言、 大 德 汝 S 行 1 汗 n 他 家： 行 き 行 1 亦 見 亦 聞， 汗； 一 他 家 一 亦 0. 亦 聞、 大 徳 汝 謹 行 一汗， 1 他 

家； 今 可 4 ぎ此 村 落 1 去： チ須， ま此、 是 比 丘 誘 彼 比 丘 一言、 大 德諸 比丘 有， 愛 有， 恚 有， 怖 有， 癡、 有 n 如， 

是 同罪 比 丘； 有 n 驅 者 1 有- 不， 驅 者； 諸 比丘 報 言、 大 德 莫， 作 n 是 語 1 言 諸 比丘 有 & 有， 恚 有， 怖 有， 癡 

有， 1 如， 是 同罪 比 丘^ 1 驅 者 1 有， 1 ^驅 者； 何 以 故 1i 比 丘 不 ，愛 不， 恚 不， 怖 不&, 大 德 汝 行， 1 惡 行 1汗，1 

他 家； 行， ー惡 行-亦 見 亦 聞、 汗 1ー 他 家 一 亦 見 亦 聞、 是 比丘 如， 是諫時 堅持 不 ，捨 、彼 比 丘 應 1 一一 1 1 諫； 捨 11是 

事 1 故 乃至 三諫、 捨者善 若不， 捨者 僧伽 婆 尸沙。 

5- 若 比丘 惡性 不， 受乂 諫 語； 於， ー戒 法 中 一 諸 比 丘 如， 法 諫、 巳 自 身 不， 受， ー諫 語 1 言、 諸 大 德 慕 1 向， 我 

說， 1 若 好 若 惡； 我 亦 不^:, 1 諸 大 德 IP 若 好 若 惡； 諸 大德止 莫， 諫， 我。 彼 比 丘 諫 - 此 比 丘 1 言、 大 德 莫 

自 身 不， 受；， 諫 語 一大 德 自身 當， 受， 一 諫 語 一大 德 如， 法 諫， 一 諸 比丘； 諸 比丘 亦 如， 法 諫矢 德 一如， 是 佛 弟 

子 衆 得 - 增 益 一 展轉相 諫、 展 轉 相敎、 展轉懺 悔。 是 比 丘 如， 是 諫 時 • 堅 持 不 ，捨 彼 比丘 應 =11 一 諫； 捨 _1 

是事 1 故 乃至 三諫、 捨者 善、 若 不 僧伽 婆 尸沙。 

諸 大德我 巳說， rH ニ倌伽 婆尸沙 法； 九 初犯 罪。 四 乃至 三諫若 比丘 犯； 二 一 法 1 知 而覆藏 、應ユ 

强 與： 一波 利 婆 沙 1 行 - 波 利 婆 沙 1 竟、 惯 應， 與， 一六 夜摩那 埵 1 行 ，1 摩 那埵 一已 餘 有 - 出 &; 應 =11 一十 憒中出 n 

是 比丘 罪 1 若 少， 1 1 人 1 不 ，滿，1 一 一 十 衆 一 出 ，1 是 比丘 罪； 是 比丘 罪 不， 得， 除、 諸 比丘 亦 可， 呵、 此 是 時 今 

問 1 諸 大 德 1 是 中淸淨 不 (f 一  1)、 諸 大德是 中淸淨 默然故 是事 如， 是 持。 

諸 大德是 二 不定法 半月 半月 戒經 中說。 
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CO 四 分戒本 (列 七 '2) 

二 不定法 

諸君、 茲にニ 不定法な 誧出 する 0 

一 比丘 (こして、 或る 婦人 ^  二人 (こて、 陰に なって ねて、 交會 (こ 都合の よい 場所 (： 坐つ 
てね たの^、 信用す る 事の 出来る 優 婆 夷が 發 見し、 波 羅夷罪 か ft 殘罪 か、 波 逸提罪 かこの 

3 罪の 一で 訴 へる ミす る。 この 時、 其 比丘が それ^ 承認す るなら ば、 その 三 罪の 一で 處罸 

ゼられ ねれ は' な らぬ O 又は その 信用す る 事の 出 來る優 婆 夷が 訴 へた 罪で 處罸ぜ られれ は' な 
ら ぬ0 これが 不定 罪で ある 0 

二 又、 その 場處が 物の 陰に なって 居らす、 交會 に相應 しない 處で なく ミも、 娃らな 語^ 
言ひ褂 ける 事の 出来る 場 處に、 比丘が 婦人 ミニ 人 切り 坐って ねたの な、 信用す る 事の 出來 
る 優 婆 夷が 發 見し、 ft 殘罪か 波 逸捉罪 かこの 二 法の 一で 訴 へる さすろ。 この 時、 其の 比丘 

力5、 それ^ 承認す るなら は'、 その 二 罪の一 で處罸 せられれば ならぬ o 又は その 信用す る 事 

の 出来る 優 婆 夷か訴 へお 罸 で處罸 せられれ は' な ら ぬ0 これが 不定 罪で ある。 

諸君、 二 不定法に 誦 出せられ す :0 諸君、 私 は 尋れる 0 この 點に 於て 諸君 は淸淨 であるか 
ミ。 再び 私は 尋ねる。 この 點 (こ 於て 諸君 は淸淨 であるか ミ 。三度び 私 は 尋ねる。 この 點に 

於て 諸君 は淸淨 であるか ミ。 この 點に 就いて 諸君 は淸淨 である o それでめ るから、 諸君 は 

私の 問 (：對 して 默 つてね る。 私 はこの 樣に 了解す る。 

〔1) 四 分戒本 （列 七 '2) 

三十 尼 薩耆波 逸提法 

諸君、 茲 (こ 三十 尼薩耆 波逸提 法な 誰 出す る。 

一 衣服の 事が 竟リ、 又 比丘が 迦締那 な^ 捨 した 後 は、 十日 間餘衣 ^貯ぅ る ：ミ が出來 
るが、 それな 超 ゆれば、 尼 薩耆波 逸投 罪で ある o 

二 衣服の 事が 竟リ、 又 比丘が 迦籂那 衣ん 拾し す: 後 は、 ft 伽の 許可な し （こ、 一夜で も 三 

衣の 用意が なけれ は'、 尼薩耆 波逸捉 罪で ある o 

三 衣服の 事が 究リ、 又 比 £ が 迦締那 衣^ 拾した 後、 比丘に 更に 不時の 衣の 供養が ある ミ 
する。 その 場合、 欲するならば 受けても 善い が、 受けたら 直 (二 仕立てれ は' ならぬ o 然し そ 

の 時、 その 衣が 仕立て 上ろ に 不足なら ば'、 それ^ 铺ふ 望みの ある 時 は、 一ヶ月 その 儘に 保 

存 しても 善い。 一ヶ月 以上 保存 すれ は'、 假令铺 ふ 望みの ある 時で も、 尼薩者 波逸提 である o 

四 比丘が、 身 内の 者で ない 比丘尼から、 故 衣^ 洗 ひ 染め 打って 貰 ふの は 尼薩者 波逸提 

である o 

五 比丘が、 ^ 内の 者で ない 比丘尼から、 衣^ 受ける の は、 交換の 場合; ェ別ミ IX ^  m 
薩者 波逸投 でもる ハ 
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提逸波 耆薩尼 十三  定 不二 


； M 若 比丘 ？女 人, 獨 在， ー靜 處覆處 可， 作， 娃 處 1 坐、 說 n 非 法 語； 有 = 住 信 優 婆 夷 ！ 於 さ 一法 中二 一  法 

說、 若 波羅夷 若僧 伽 婆 尸 沙若波 逸提、 是坐 比丘 自 言、 我 犯 ，ー是 罪 一 於 - 一一 一  法 中 1應，1 一 一 治； 若 波 

羅夷若 倌伽婆 尸 沙若波 逸 提， 如 ー1住 信 優 婆 夷 所 說 1應_, 一如， 法 治 n 是 比 丘 1 是 名， ー不 定 法？ 

若 比丘 共， 一女 人 1在1 不， 覆 處 不， 可 ，作， 娃 處 1 坐、 作， 1 矗 惡 語ー說 欲 事 1 有， 1 住 信 優 婆 夷 1 於」 一 法 中 1 

I 一法 說若惜 伽 婆 尸 沙若波 逸提， 是坐 比丘 自首、 我 犯， 1 是罪 一 於， 一 二 法 中 1 應， 二 一治 1 若僧 伽 

婆 尸 沙若波 逸 提、 如& 信 優 婆 夷 所 說 1 應 =1 如， 法 治， 1 是 比 丘 1 是 名- 不 定 法？ 

諸 大德我 巳說三 不定法、 今 問， 一 諸大德 1 是中 淸淨不 (II) 。諸 大德是 中 淸淨默 然故是 事如レ 

是持。 

諸 大德是 三十 尼薩耆 波逸提 法、 半月 半月 戒經 中說。 

h 若 比丘 衣 巳 ー竟、 迦 締那 衣已出 畜& 5 衣 1 經， 干 日 一 不一 一 淨 施 一得 ，持 、若 過 者 尼 薩耆波 逸提。 

に 若 比丘 衣 巳 寛. 迦 締 那衣已 出、 比 丘 於， 一三 衣 中； 若 離，, 一 一 衣 一 異 處 宿 經 一一 一 夜 一 除-僧 m 磨 一 尼 

薩耆波 逸提。 

f|l 若 比丘 衣 巳 S  ^那衣 巳 出、 若 比丘 得 n 非 時 衣 - 欲レ須 便 受、 受 已疾疾 成， 衣、 若 足 者 善 若 

不， 足 者 得， _畜 經 一 月； 爲， 1 滿 足 一 故 若 過 者 尼 薩耆波 逸提。 

泗若 比丘 從= 非 親里 比丘尼 邊ー 取， 衣、 除 n 賀 易 一 尼 薩耆波 逸提。 

^  ^比丘 ，非 親里 比丘尼 浣 - 故 衣 1 若染若 打， 尼 薩耆波 逸提。 
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六 比 ff: にして、 身內の 者で ない 家主 又は 家婦 (こ、 正しい 時 以外 (：： 衣の 供養ん 乞 ふ は、 
尼 薩耆波 逸お: であ; So 茲 (： 正しい 時 さ 曰 ふ は 衣な 奪 はれた 場合、 衣が 痛み 破れた 場合な 曰 
ふので ある o 

七 勇 内の 者で ない 家主 又は 家婦 が、 多くの 衣の 內 から 擇び 取る 樣 I こ勸 める 場合、 內衣 
—枚、 外衣 一枚の 量 4> 越^す (こ、 衣^ 受けれ ばな らぬ。 それ 以上な 受けれ は'、 尼 薩者波 逸 
提 である。 

八 比丘に 對 して 、^内の 者で ない 家主 又は 家婦 が一 具の 衣^ 嗨ふ 代^ 用意し、 この 金 
で 一具の 衣^ 購ひ、 かくかくの 比丘に、 その 衣な 着せ やう ミ思 ふ。 その 時、 若し その 比丘 
力、'、 未だ 提供され ない 以前に、 その 家に 行って、 衣の 事に 就いて 意見^ 述べる c 「衣^ 買う 

二 下さ る 場合 (： は、 かく 々 々の 衣な 買うて 著せて 下さ らば 結構で める」 ミ。 善い もの^ 望 

んで、 ： の 樣に云 ふ (1 尼薩耆 波逸投 である o 

九 一 比丘に 對 して、 萄內の 者で ない 二人の 家主 义は 家婦 が、 別々 【こ一 具の 衣な 購ふ代 
價^ 用意し、 我 々はこの 代價で 一具の 衣な 購ひ、 かく 々々の 比丘に その 衣苓着 ぜ やう ミ思 
ふ。 その 時、 も しその 比丘が、 未た '提 供され ない 以前 1:、 その 家主 等の 家 (こ 至り、 衣の 事 

I こ 就いて 相談す る o     「家主 等よ、 汝 等が 用意した 衣の 代價 で、 二っ^ 一つに して、 かく 々 

々の 衣^ 購へ私 1: 着せて 下されば 結構で ある」 ミ。 善い ものな. 得ん S 望んで： の 様に いふ 

の は 尼薩耆 波逸投 である o 

一 o  —比丘に 對 して、 王な リ、 王臣な リ、 婆羅門な リ、 家主な りが、 使な 遣 はして、 

衣の 代價^ 送る 0  「この 代價で 衣^ 購 うて、 斯く 々 々の 比丘に 衣な 着せて 下さい」 ビ。 その 

使が その 比丘の 處へ 行いて この 樣 1 こ 云 ふ。 「大德 、尊者の 爲に この 衣の 代價か 持って 參リ ま 

した。 この 衣の 代價^ 受けさって 下さい」 o 斯く曰 はれて、 その 比丘 は その 使に この 樣に曰 
はれば なら Wo  「友よ、 私 は 衣の 代價^ 受け取る 事 は 出来ぬ。 衣^ 受け取るなら 相應 しい 事 
では あるが」 ミ0 そこで、 その 使が 比丘に この 様 (こ 云 ふ o  「大 德、 尊者に は 尊者の 世話な す 
る 人が ぁリ ます か」 さ o 比丘 等よ、 この 時、 その 比丘 は、 寺男な り、 優 婆 塞な リ^、 「友よ、 

二の 人が 私の 世話人で ある」 ミ、 示 定ぜれ は' ならぬ o 彼の 使 は その 世話人 ミ 約定^して、 

その 比丘の 所へ 行いて この 檬 (こ 曰 はれ は' な らぬ。 「大德 、尊者が 示定 せられた 世話人 ミ 約定 
しました。 後に、 その 世話人の 處へ 行って 下さい。 その 人が 尊者 (： 衣 か 着せる であ リ まぜ 
う」 さ。 比丘 等よ、 それで その 比丘 は その 世話人の 處へ 行って 二 返 三 返 迄、 「友よ、 私 は 衣 
が 入用で ある」 ミ 警告し 想 ひ 起させる 樣にぜ ねばな らぬ。 二 返 三 返 警告し t ひ 起させる 樣 
にして、 衣^ 得-るに 成功 すれ は' 善し、 戍功ぜ ない 場合 (： は、 四 返 五 返 六 返、 その 事に 就い 
て、 行いて、 默 つて 立って ねれ は' な らぬ。 四 返^ 六 返、 その 事;： 就いて、 行いて 罟犬 つて 
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は 若 比丘 從 n 非 親里 居士 若 居士 婦 1 乞， 衣、 除」 餘 時 1 尼 薩耆波 逸 提餘時 者 若 比丘 奪， 衣 失， 衣 

燒， 衣 漂， 衣此是 時。 

§ 若 比丘 奪， 衣 失， 衣 燒， 衣 ， 漂 衣、 是 非 親里 居士 若 居士 婦自恣 請 多 與， 衣、 是 比 丘 當-知 足 受, 

衣 若 過 受者尼 薩耆波 逸提。 

g 若 比丘 居士 居士 婦 爲， 一 比 丘 酔 1 衣 價ー 持-如， 是 衣 價 1 與 _1某 甲 比 丘； 是 比丘 先 不， 受： ー自 恣 請； 便 

到 n 居 士 家 1 作 11 如， 是 說； 善 哉 居士 爲レ我 辨&, 是 衣 價； 與， 我 爲, 好 故、 若 得， 衣 者 尼 薩耆波 逸提。 

g 若 比丘 二 居士 居士 婦 與， 一 比 丘 1 辨- 如， 是 衣 價； 我 曹 辨- 如， 是 衣 價 一 與， 一 某 甲 比丘； 是 比丘 先不， 

受， 1 自 恣 請； 到-一  1 居 士 家 1 作 n 如 是 說； 善 哉 居 士、 辨. 1 如 是 衣 價 1 與， 我 共 作 一一 一 衣 i 故、 若 得 者 尼 

薩耆波 逸提。 

^ 若 比丘 若 王 王 大臣 若 婆羅門 若 居士 居 土婦遣 fe 爲， 一 比 丘 一 送-衣 價； 持 一一 如， 是 衣 價 ー與， 一 某 甲 

比 丘； 彼 使 至， 一 比 丘 所 一 語， 一 比 丘 1 言、 大 德 今 爲， 汝 故 送 1 衣 價, 受 取、 此 比 丘 P 彼 使, 如， 是 言 我 今 

不， 應レ受 ，1 此 衣 價； 若 我 須， 衣 合 時淸淨 當， 受、 彼 使 P 是 比 丘 1 言、 大 德 有， 一 執 事 人 ー不。 須 衣 比丘 應， 

言、 有 若 守 僧伽 藍 民 若 優 婆 塞、 此是 比丘 執事 人、 常 爲， 一 諸 比 丘 一 執 ， 事 。彼 使 諸， 1 執 事 人 所； 與， 一 衣 

價 一巳 還 到-比 丘 所 一 作， 1 如， 是 言； 大 德 所， 示 某 甲 執事 人、 我已 與，， 衣 價 一 覧、 大 德 知 ，時 往， 彼 當， 得， 衣、 

須衣 比丘 1% 事 人 所； 若 二 反 三 反語 鳥 須， 衣、 若 二 反 三反爲 作， 1 憶 念； 得， 衣 者 善、 若 冒 

得お、 四 反 五 反 六 反 在， 前 默 然 住 、令， 一 彼 憶 念； 若 四 反 五 反 六 反 在， 前 默 然 住、 若 得， 衣 者 善 • 若 
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立って ねて、 衣 あ 得る に 成功 すれば 善し、 成功せ ない 場合、 それ 以上 (こ 勤めて 衣^ 得る は 

尼薩耆 波逸提 であろ o その 衣な 得る に 成功し ない 場合に は、 その 衣の 代價^ 送って 吳れ す： 
人の 所へ、 自分で 行くな リ、 又は 使^ やって 、「あなす: が 比丘の ために 送って 下さった 衣の 
代價 はま だ 比丘の 爲 にならない o 自分の 事に 御注意なさい o 自分 (の 德) あ 空しく しない 樣 
I 二なさい」 o ミ曰 はし めれ は' ならぬ。 

： れが ： の 場合の 正 し レ 、仕方で あ h  o 

第一 節、 衣の 部 終 リ0 

一一 比丘に して 絹の 雑った 敷物^ 作る は 尼 薩耆波 逸 K である o 

—二 比丘に して 弒 羊の 純黑の 毛に て 敷物^ 作る は 尼 薩耆波 逸 捉で ある o 

—三 比丘 は 新しい 敷物 4>作 る 場合に は、 二つの 部分が 繙 羊の 純 黑の 毛、 第三の 部分が 

白色の 毛、 第 四の 部分の 褐色の 毛 も. 用 ねれ は' ならぬ。 比丘 1: して 二つの 部分の 弒羊 の純黑 
の乇、 第三の 部分の 白色の 毛、 第 四の 部分の 褐色の 毛な 用ね すして 敷物/お 作れば 尼 薩耆波 

逸提 である o 

一四 比丘が 新しい 敷物^ 作った 場合に は 六 年間 用 ねれば ならぬ o 六 年の 中 (こ、 その 敫 

物な 捨てろ なリ 又は 拾て すして、 新しい 敷物な 持つ は、 ft 伽の 許可の ある 場合 は別ミ して 

尼薩耆 波逸提 である o 

一 五 比丘 (こして 座 用の 敷物^ 作る 場合 は、 その 敷物な 醜く  、する 爲 1 こ、 古い 敷物の 緣 
から 怫 m: 手 丈け 取って 用ね ねばならぬ。 古い 敷物の 緣 から 佛挺手 丈け 取らないで、 新ら し 
い 敷物な 作れ は' 尼薩者 波逸提 である。 

一穴 旅行の 途中で^ 羊の 乇^ 得る 場合に、 もし 欲すれ は' 受けても 宜しい。 その 場合、 

運 夫が なけれ は'、 比丘 は 自分の 手で 三 由 旬 丈け 蓮んでも 宜しい o それ 以上 持ち運べ は' 尼薩 
者 波逸提 である o 

—■fc 比丘 (こして、 貞內の 者で ない 比丘尼 【：| き 羊の 乇ぁ冼 はぜ 染めさせ 打た ぜ るの は 尼 

薩者 波逸投 である o 

一八 比丘に して 金銀^ 受け、 又は 受けし め、 或は 自分の 爲 I 二 保 瞀ぜ られる 事な 許す は 
尼 薩耆波 逸^で ある。 
—九 比丘に して 銀の 用 ねられる 種々 の 商 寶に關 はる は 尼 薩者波 逸 提で ある o 

二 O 比丘に して 賣 買に 關 はる は 尼薩耆 波逸设 である 0 
第二 節、 お 羊の 部 終り 0 


不， 得， 衣 過， 是 求 得， 衣 者， 衣 薩耆波 逸 提、 若 不， 得， 衣 從-彼 所 來 處； 若 自往若 遣， 使 往 語 言、 汝 先 

遣， 使 送. 衣 價； 與 n 某 甲 比 丘： 是 比 丘 覚 不， 得， 衣 汝 還 取 莫， 使， 失、 此 是 時 (計) 

g 若 比丘 雜-野 蠶 綿 一作，, 臥 具 一 者 尼 薩耆波 逸 提。 

g 若 比丘 新純黑 襦 羊毛 作-臥 具 一 者 薩耆波 逸提。 

g 若 比丘 作 一一 新 臥 具； 應， 用， 1】 一 分純黑 羊毛 三分 白 四 分嗨； 若 比丘 作-新 臥 具 一 不， 用， 一 1 1 分純黑 

羊毛 三分 白 四 分 饨 1 作 - 新 臥 具 一 者 尼 薩耆波 逸提" 

g 若 比丘 作 = 新 臥 具 1 應， 1 六 年 持； 若 減-六 年, 不， 捨， 故、 更 作， 新 者、 除， 一 僧 羯 磨 一 尼 薩耆波 逸提。 

g 若 比丘 作 1 新 坐 具 一 當敢， 1 故 者縱廣 一 磔 手 IP 新 者 上； 爲 =壤 色 1 故. 若 比 丘 作， 一 新 坐 具； 不， 取-故 

者縱廣 一 磔手 1， 新 上 一 壤-色 者 尼 薩耆波 逸提。 

g 若 比丘 行， 道中 得， 一羊 毛； 比丘 須者 應， 取、 若 無 X 持 一， 自 持 行 至 -11 1 由 旬； 若 無 一入 持 ,自 持 ノ過 

者、 尼薩耆 逸提。 

若 比丘 使 。非 親里 比丘尼 浣， 一 染擘， „ 羊 毛 1 者、 尼 薩耆波 逸提。 

は 若 比丘 自手 取， 一 金 銀 若 錢； 若 敎， 入 取； 若 口， 可き 者、 尼 薩耆波 逸提。 

は 若 比丘 種種 賣 = 買 金 銀寳物 1 者、 尼 薩耆波 逸提。 

ほ 若 比丘 種 穂贩賣 者、 尼薩耆 波逸提 (^十) 

一一 一若 比丘 畜 一一 4 鉢 一 不一； 淨 施 1得き,ー十 曰； 若 過 者 尼 薩耆波 逸 提。 
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ニー  十 3 間、 餘 分の 鉢^ 貯 へても 宜しい が、 十日^ 過 ぐれば 尼 薩耆波 逸 投で ある。 

ニニ 五ケ所 以下の 慯れの ある 古 鉢で 新しい 鉢ミ 交換す る は 尼薩耆 波逸提 である o  ： の 
場合、 比丘 If 伽 は その 鉢な H 收し， 比丘 f 曾 做の 一番 惡ぃ 鉢^ その 比丘に 與へ， 「比丘よ、： 
れが汝 の 鉢で ある o 毁れ る 迄 持って ねれば なら ミ曰 はれ は' ならぬ。 これが 正しい 仕方 

である o 

二三 ^比 r じの 用ね る藥、 卽ち生 蘇、 酪、 '； 由、 蜜、 糖蜜^ 受けた 場合に- は、 七日 閬貯へ 

て も 宜しい o 七日^ 過 ぐれ は'、 尼薩耆 波逸捉 である o 

二 四 雨 時の 月が 一月 ある 內 (こ 比丘 は 雨 時 衣ん 用意し、 牛； 3 になった 時 (こ、 作って 着て 

も 宜しい。 I し 雨 時の 月が 猶 一月 以上 ある 內に雨 時 衣^ 用意し、 牛 月 以前に、 作って 着る 

は 尼 薩者波 逸^で ある o 

二 五 比丘に して、 自ら 他の 比丘に 衣^ 與へ、 後に 腹 立つ こミ があって、 面白くない 事 

から、 そ の 衣^ 取 リ 上げ 又は 他な して 取リ 上げ さ せる 事 は 尼 薩者波 逸 扱 であろ o 

二 六 比丘に こして、 自ら 糸^ 請 ひ 求めて、 機 織 (二 衣/お織ら せる の は 尼薩者 波逸设 であろ つ 
二 七 一 比丘に 對 して 、身内の 者で ない 家主 又は 家婦 が、 機 織に 衣^ 織ら 乜て ねる 場合、 
その 比丘が 未た'^ 供せられ ない 前に、 機 織の 處へ 行いて、 衣の 事に 就いて 相談す ろ。 「友 
よ、： の 衣 は 私の 爲に 織られて ねる ので あ る が、 長 く 幅廣 く 織って 吳れ、 又 善 く 平 (こ 滑に、 

善く 梳 いて 織って 吳れ。 さう すれ は' 私に 何 かで 御禮 しゃう」 So かくて その 比丘 は 鉢 中の 

ものな リ 何な リ與 へろ ミ する O これ は 尼薩耆 波逸设 であろ O 

二八 カク テカ 三月 滿 月の 前 十 EI に、 比丘が 急の 特別の 施さ しての 衣ん 受けろ ミ する 0 

その場合には、 急の 特別の 施で ある ミ考 へて 受ければ ならぬ o 受け 飞、 衣時竟 る迄貯 へて 

置いても よい O それ 以上 貯 へて 置け は' 尼薩者 波逸投 である 

註 • 衣 時 さは 衣の きま リ^ 附け 終る 時 迄の 間な 云 ひ 一ヶ月 义は宄 ヶ月な リ0 カク テカ三 

；] 滿 月の 日 さは ァ クサ ュヂ ャ月滿 月の 日、 次 項の カク テカ 月滿 月の 3 ミ云ふ は、 カク 
テカ 四月 滿 月の 日ミ も あり、 これが 眞の カク テカ 月の 滿;] の B なリ。 

二 九 ， カク テカ 月滿 3 の 日に 雨 時が 終って、 比丘が、 危險が あり 恐怖の ある 樣な 森の 住 
居に 住する 時には、 望み ミ あらば、 三 衣の 內ー 衣な 村の 中の 家に 殘 しても 宜しい。 而 して 

i し 必要の もる 場合に は、 六日 間 その 衣から 離れて ねても 宜しい。 それな 過 ぐれ は'、 it 伽 

の 許可が あ る 外 は 尼薩者 波逸投 である o 

三 o 比丘に して、 知リ 乍ら、 僧伽へ 向けられた 所得^ 自分の ものにする の は 尼 薩耆波 
逸 i£ である o 
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ほ 若 比丘 破 鉢 減， 五、 綴 不， 漏お 求， 1 新 鉢 1 爲， 好 故、 若 得 者 尼 薩耆波 逸 提. 彼 比 丘 應 ，往= 僧 中 1 捨：； 

0 轉 取 -I 最 下 鉢 1 與乏 介 持 乃至 破 應， 持。 

ほ 若 比丘 自 乞， 褸 使, 非 親里 織師 織, 作， 衣 者、 尼 薩耆波 逸提。 

^若 比丘 居士 居士 婦、 使， 織 師 爲-比 丘 一 織 作， 衣、 是 比丘 先 チ受 1 恣 請， 便 到-彼 所 一 P 織 師ー言 、 

此 衣爲， 我 織， 極 好 織 令， 廣長堅 緻齊整 好； 我少 多與& 價； 若 比丘 與& 乃至 一 食 直, 若 得レ衣 

者 尼 薩耆波 逸提。 

ほ 若 比丘 先 與„ 比 丘 衣； 後 瞋 恚、 若 自奪若 使， 入 奪 取； 還-我 衣 ー不， 與， 汝、 是 比 丘 應， 還， 衣、 取， 衣 者 

尼 薩耆波 逸提。 

ぼ 若 比丘 病、 畜， 一 蘇 油 生 蘇 蜜 石 蜜； 齊； 一七 曰 一 得， 服、 若 過 者 尼 薩耆波 逸提。 

ほ 若 比丘 卷殘 一 月 在. 應， 求 =而 浴衣， 半月 用， 浴、 若 比丘 春 一 月 前 求 一一 雨 浴衣： 半月 前 用き 者、 

尼 薩耆波 逸提。 

ぼ 若 比丘 十 曰 未， 滿，, 夏 一一 一 月； 若 有」 急 施 衣, 應， 受、 受 已 乃至 衣 時 應， 菩 者、 過 菩 者、 尼 薩耆波 逸 

提。 

ほ 若 比丘 夏 三月 安居 覧、 至， 一八 月 十五 曰 満 一已. 若 迥 遠 有 ，疑 = 恐 怖 畏 難 ー處； 比 丘 在」 如レ是 處ー 住、 

於, In  | 衣 中； 若 画 1 1 衣 一 置， 一村 舍內； 及 有 一一 固 緣ー離 衣 宿、 乃 至 六 S 過 者、 尼 薩耆波 逸提。 

ほ 若 比丘 知，, 他 欲， 與， 僧 物； 自 廻 入， 已者、 尼薩耆 法逸提 (^一十 y 
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諸君、 三十の 尼薩者 波逸提 が誦 出せられ た。 諸君、 私 は:: の點に 就いて 諸君 1 こ 尋ねる。 
諸君 は この 點 (二 就いて 淸淨 であるか o 再び 尋ねる o 諸君 は この 點 U 就いて 淸淨 であろ か。 
三度 尋ねる。 諸君 は ： の點に 就いて 淸淨 である 力 'o 諸君 は この 點 (こ 就いて 淸淨 である。 そ 
れて もろから、 諸君 は、 （私の 問に 對 して） 默 してね る。 私 は ： の樣に 了解す る。 


九十 波 逸 法 

諸君 o 茲 (V 九十 波逸提 法な 訥 出す る o 

一 知って き 語す る は 波 逸提。 

二 汚ない 語^ 用 ゆる は 波逸提 0 

三 比丘^ 毁譽 する は 波 逸投っ 

四 比丘に して、 未た' 具足 戒^ 受けない もの (こ （自分に 從 つて） 句々 な逐 うて、 法^ 誦せ 


しむる は 波逸设 0 

五 比丘に して 
六 比丘に して 
■fc 比丘に して 

逸 提0 

八 比丘に して 
のこ ミ でも 波逸提 

九 比丘に して 


未だ 具足 戒^ 受けない もの ミ、 二三 夜 以上、 同宿す る は 波 逸提。 
婦人 ミ同 宿す ろ は 波 逸提っ 

分別の 年頃の 男子 （の 列席） な しに， 婦人 (こ 五六 語以 il、 法^ 語る は 波 
未だ 具足 戒^ 受けない 者に、 超人の 法な 說く は、 よ しんば 夫れ が本當 


未た' 具足 戒^ 受けない 者に、 重大な 罪 年 犯した 者の 事な 語る は 波 逸 仏 

—O 比丘に して、 大地 ^掘り 又は 掘らし むる は 波逸提 o 
第一 節、 妄語の 部 終り o 


植物な 害 ふ は 波 逸投。 
遁辭^ 使 ひ、 （集 會の時 (二 


問に 對 して 返事^な さ ない な で) 衆^ 惱ま' す は 波 逸 


投0 


一三 對 手に 腹 か 立て さ せた リ 、 ぶつぶつ 小言^ 並べた りする は 波 逸 iSo 

一四 比丘に して、 ft 伽の 床、 椅子、 蓆、 座 褥^ 露地に 擴げ义 は擴け 'させて、 出掛けて 
行く 時に、 それ 等^ 仕舞 はす' 又は 仕舞 はさせ す、 何事 も 曰 はす' して 去る は 波 逸提ゥ 

一 五- 比丘に して、 僧伽 (ニ屬 する 住 星に 臥床^ 作リ 又は 作ら ゼ、 其處か 去る 場合:：、 臥 
床ん 片付' J す' 义 は 片付けさ せす、 何事 も 曰 はな レ 、で 去 ろ 11 波 逸提。 

一六 比丘に して、 ^伽 (：® してね る住屋 に、 知り 乍ら、 先着の 比丘の 場所^ 占領し、 
彼に 邪蹵に なれ は' 彼が 去る であらう ミ、 その 目的で 他の 目的の 爲で なく 臥宋な 作る は 波 逸 
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提逸波 十九 


諸 大德、 我 巳說， 一三 十 尼薩耆 波逸逯 法； 今 問， 1 諸 大德； 是中淸 淨不 大德是 中 淸淨、 

默然 故、 是事 如， 是持。 

C0 大 德、 是 九十 波逸提 法、 半月 半月 戒經 巾說。 

；! 若 比丘 故 妄語 者 波 逸提。  1! 若 比丘 種類 毀， 1 訾 比丘 1 者 波 逸提。 

!jj 若 比丘 兩舌語 者 波 逸提。  g 若 比丘 與 - 一女 人 一 同 室 宿 者 波 逸提。 

ffi 若 比丘 與； 一未 受大戒 人； 共 宿 過」 一 夜 一至-一一 一  夜 曉ー者 波 逸提。 

g 若 比丘 與， 一 未 受具戒 人 一 同 誦者波 逸提。 

^若 比丘 知 _,1 他 比 丘 有 1 惡 罪； 向 T 未， 受, 大 戒 入 ，說 、除， 僧 羯 磨, 波 逸 提。 

JS 若 比丘 向 k 未， 受 11 大 戒 1 人； 說, 1 過， 人 法！ 言、 我 知， 是 我 見， 是. 見知 寳 者 波 逸提。 

は 若 比丘 與， 1 女 人 1 說， 法 過 = 五 六 語 一 者. 波 逸 提， 除， 有， 1 知 男 子 一 

G 若 比丘 自手 掘， 地敎， 入 掘 1 者 波 逸提。 II 若 比丘 壤 11 鬼神 村 1 者 波 逸提。 

は 若 比丘 妄 作, 臭 語 1 惱， 他 者 波 逸提。  3 若 比丘 嫌 罵 者、 波 逸 提。 

JJ 若 比丘 取， 1 僧 繩牀 木牀臥 具褥； 露地 自敷 敎 ._入 敷, 捨去 不-自 擧 1 不， 敎， 入 擧, 者 波 逸提。 

は 若 比丘 僧房 舍內. 敷， 一 僧 臥 具 坐褥； 若自 敷敎， 入 敷； 在， 中 若 坐 若 臥從， 彼 捨去不 ，1 擧ー チ敎, 

人擧 1 者 波 逸提。 

^若 比丘 先 知， 一 比 丘 住 處； 後 來-於 其 中 間； 强 敷， 一 臥 具 一止 宿、 念 言、 彼 若嫌迮 者、 當, 自 避, 我 去； 作， 一 
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一七 比丘に して 他の 比丘に 對 して 腹^立て 面白くない 處 から、 彼^ 逐ひ出 し 又は^ ひ 
出さ しむる は 波 逸 投0 

一八 比丘に して、 僧伽に 屬す る住屋 の上樓 に、 脚の 取リ 外しの 出來る 床乂は 椅子に、 
力 ぜ に 座った リ 又は 臥す る は 波 逸 
一九 比丘に して、 大きな 住舍か 作る に、 戸口、 や 周 圜の事 や、 閂^ 掛ける 處ゃ、 窓^つ 

ける 仕事、 又は 屋根^ 葺 くに 二三 重 1 ニ葺く 事^、 草の 生へ て 居らない 返に 立ちて、 ^示ゼ 
れば ならぬ。 それ 以上 屋 K な 厚 く葺く 時にば、 假令 草の ない 處に 立って 指示して ねても 波 
逸 投 である o 

二  O 比 H: に して 、知り 乍ら、 生物の 居る 水 ^草 や 土に- 掛けたり、 掛け しめた リ する it 

波逸提 である o 

第二 節、 植物の 部 終 リ。 
ニー  比丘に して 推舉 されす (こ、 比丘尼^ 敎誨 する は 波逸投 である。 

ニニ 比丘尼よ リ說 法^ 懇請 さ れて も、 日^後、 比丘尼 ^敎晦 する は 波逸提 である O 

二三 比丘に して、 正しき 時の 外に-、 比丘尼の 住屋 (こ 行いて 比丘尼; V 敎 海す る は 波逸提 
でもる o この場合、 比丘尼が 病 氣の時 は 正し さ 時で あろ o 

二 四 比丘が、 「彼の 比丘 は 所得の ため I こ 比丘尼^ 敎 H 每 する」!？、 ：の樣 にい ふ は 波 逸 捉- 

であろ o 

二 五 比丘が、 身内の 者で ない 比丘尼に 衣^ 與 ふる は 交換な 別 さ して 波逸提 である c 

二 六 比丘が 具內の 者で ない 比丘尼に 衣^ 鏠 うて ゃリ 又 は 鏠 はぜて 遣る は 波逸投 でめ 

る o 

二 セ 比丘が 約束して 比丘尼 ミー 緒に、 假令衬 の 中へ 迄む 旅^す る は iE しい 時の 外 波 逸 
提 であろ。 この場合 正しい 時ミ 1ェ、 道中が 危險で 恐ろしい 事が あり 武器^ 携 ふる 必要が あ 
る 時で あろ。 

二八 比丘が、 約束して、 比丘尼 さ 一つ 舟に 乘リ、 彼岸 (二 波る 目的の 外、 流れな 上下す 

るに 波逸投 でもろ o 

二 九 比丘に して、 知リ 乍ら、 比丘尼の 跺で 得た 食^ 食べる は 波 逸投、 伹し （施 者の） 在 
家人が 初め か ら そ の考 でね た 場合^ 除 く  o  < 
三 O 比丘'： して、 比丘尼 ミ只 二人、 隱 密の處 (こ 座^ 設ける は 波 逸 投0 
第三 節、 比丘 敎 海の 部^り o 

三一 無病の 比丘 は、 公の 休息 處 (こて は一 食 丈け^ 取られば ならぬ o  ；： れ^ 過ぐ る は 波 
逸^で あろ o 
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是因緣 一 非 _i 餘 威儀, 者 波逸提 e 

g 若 比丘 瞋& 比 丘 1 不 J 吾、 倌 房舍內 若自牽 出、 若 敎 ：i 人 牽 出； 波 逸 提。 

g 若 比丘 房 m 閣 上、 脫ー脚 繩 牀木牀 一 若 坐 若 臥、 波 逸提。 

g 若 比丘 知， 永 有，， 蟲， 自 用 澆， 泥 澆， 草、 敎 - 人 澆 1 者 波 逸提。 

§ 若 比丘 欲， 作 -大 房 一 UI '扉 窻腸及 諸莊飾 具、 指 授複， 苫齊；  一二三 節； 若 過 者 波 逸 提： 

^ 若 比丘 僧 不， 差、 敎， 1 授 比 丘 尼 1 者 波 逸 提。 

ほ 若 比丘 爲僧差 敎， 1 授 比丘尼； 乃至 日沒波 逸提。 

ほ 若 比丘 P 諸 比 丘 一如， 是 言、 諸 比 丘 爲 一一 飲 食 1 故 敎& 比丘尼 1 者 波 逸 提。 

1JJ 若 比丘 與， 1 非-親 ffll 比 丘 尼 衣； 除.， 1 賀 易； 波 逸 提。 

ほ 若 比丘 與 11 非， 一親 里 1 比 丘 尼 1 作， 衣 者 波 逸提。 

ほ 若 比丘 與， 1 比 丘 尼 1 在， 1 屛 處 1 坐 者 波 逸 提， 

ほ 若 比丘 與， 一 比 丘 尼 1 期 同道 行 乃至 聚 落、 除； ー餘 時 1 波 逸 提。 餘 時 者 伴 行 有 T 疑 恐 怖 處：： 此 是 時。 

ぼ 若 比丘 與， 一 比 丘 尼 1 期 棄， 船 若 上， 水 若 下， 水、 除 i 渡 者 1 波 逸 提。 

ぼ 若 比丘 知. 比 丘尼讃 歡因緣 得 H 艮 食 、除，, 施 主 先 有， 意 者 1 波 逸 提。 

1!5 若 比丘 與,， 婦 人 一期 同， 道 行 乃 至- 聚 落 一 者 波 逸提」 

若 比丘 施」 食 1 處 無病 比丘 應， 受， 一一 食； 若 過 者 波 逸提。 
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三 二 多勢して^ 1  ill: 行いて 食ん^ て 食す る は、 正し さ 時^ 除いて は 波 逸^、 茲: こ 正 
しさ 時ミ は、 ^氣の 流行の 時、 衣の 施^の ある 時、 衣な 作って ねる 時、 旅行の 中途;： あろ 
時、 船に 乘 つてね る 時， 比丘が 非常に 澤山 第って ねる 時、 沙門 (こ 一般の 施 食が 行 はれて ね 

る 時で ある、 これが その 正しい 時で ある o 

三 三 代リ 合うて 食^ 取る は、 正しい 時^ 除いて は 波逸投 であろ o 正しい 時 さは、 

の 流行して ねる 時、 衣の 施 興の 行 はれ I ねる 時、 衣^ 作って ねる 時で ある o これが その 正 
しい 時で ある o 

三 四 比丘が 或る 家 (こ 行いて、 餅、 又は 菓子^ 入用 丈け 取る 樣 (こ 曰 はれる 場合に、 比丘 

は 欲するならば、 鉢:： 二 杯 又は 三 杯 迄 受け 得る o それより 以上^ 受く るに 波 逸^で ある o 

鉢に-二 杯 乂は三 杯 受けて、 持ち 歸リ 比丘 等ミ共 (： 分けて 食べれば ならぬ 0 これが 正し さ 仕 

方で あ; So 

三 五 比丘 (こして、. 食し 了つ す: 後、 更 (こ 食す る樣勖 めら れす: 場合、 殘食 作法^ せす (こ、 

堅 食砍食 いづれ^ 食しても 波逸投 である o 

E^x 比丘に して、 旣 (： 食な 終った 比丘に 殘リの 食で ない 食、 堅食軟 食^ 食す る やうす 

、める 0  「比丘よ 取って 食べよ」 さ。 故意に その 欲望な 起させ 樣ミ 思って 勸 める 。この場合、 
若し そ の 比丘が 食べれば 波逸投 であろ O 

三セ 比丘に して 非 時に、 堅食队 '食 ^食べれば 波 逸投で わる。 

三 八 比丘に して 貯 へて （一夜ん 超^た） 堅食軟 食^ 食べれば 波逸提 である。 

三 A 比丘に して^ 氣 でない 時 (こ、 自分の 用 (こ 美食、 喩 へば'、 生酥、 酪、 油、 蜜、 糖蜜、 

魚、 肉、 乳、 凝乳^ 乞 う て 食べれ (て 波逸设 である o 

四 o 比丘に して、 與 へられざる 食物^、  口中に 運べ (て 波逸提 である 。水 ミ冼ロ 水^ 除 


第 四 節、 食の 部 終 リ0 

四 一 比丘 (二して、 若し 手づ から、 裸 形 者 又は 遊行 者、 又は 女 遊 者 (こ 食^ 與 ふれ は' 波 

逸投 である c 

四 二 比丘 (こして、 他の 比丘に： の樣 (こ 語^ 掛ける 0  「来れ 友よ、 村 又は 町 (こ 乞 行に 行か 
う」 ミ0 かくて、 出掛 かけた 後、 彼に、 食^ 受けし めない 中 （こ、 彼^ 去らし めろ o  「去れ 

友よ、 汝 ミー 緖!： 語り 座って ねる の は 愉快で な い o 濁り 語り^り 座って ねる 方が 愉快で あ 
る」 S0 この 理由から  他の 理由からで なく  去らし むる は 波逸提 である 0 

四 三 比丘 (こして 夫婦 食事な してね る 家へ 强 いて 入って 座す; S は 波 逸投で もる。 

四 四 比丘! こして、 屛所 (こ 私に 婦人 2 座す； Ml 波逸提 である 0 
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S 若 比丘 展轉 食、 除： ー餘 時 1 波 逸 提。 餘 時 者 病 時 施 衣 時 ，此 是 時。 

§ 若 比丘 別 衆 貧、 除， 1 餘 時 1 波 逸 提。 餘 時 者、 病 時、 施， 衣 時、 作， 衣 時、 道 行 時、 船 行 時、 大 會 時、 沙 門 

施 食 時、 此是 時。 

.§ 若 比丘 至 1 越 家； 殷 勤 請， 與 n 餅 射 飯； 比 丘須者 應爾 一一 一 鉢 受； 持 至-寺 內 1 應， 分, 與 餘 比 丘 一食； 

若 比丘 無病 過， 雨 一一 一 鉢 ー受、 持 至 ％ 內； 不， 分， ー與 餘 比丘 1 食 者 波 逸 提。 

§ 若 比丘 足 食 竟、 或 時 受 請、 不， 作，, 餘 食 法； 更 食 者 波 逸提。 

§ 若 比丘 知, 他 比丘 足 食 1K、 若 受 請 不， 作， 一 餘 食 法； 殷 勤 請， 與， 食、 大 德 取- 是 食； 以， 1 因 緣 一 非， 餘、 

欲 ，使- 他 犯！ 者 波 逸提。 

§ 若 比丘 非 時 食 者 波 逸提。 g 若 比丘 食 n 殘 宿 食 一 者 波 逸提。 

§ 若 比丘 不， 受， 食， 食 若藥擧 著-口 中； 除. 永 及 揚 枝： 波 逸 提。 

§ 若 比丘 得-好 美食 乳酪 魚肉； 無病 自 爲， 已 索 者、 波 逸 提。 

g 若 比丘 外逍男 外道 女自手 與， 食 者 波 逸提。 

§ 若 比丘 先 霧 已、 若 前 食 後 食 行 一一 詣 餘 家 ー不， 囑， 1 餘 比 丘； 除 n 餘 時 1 波 逸 提。 餘 時 者， 病 時、 作， 衣 

時、 施， 衣 時、 此是 時。 

§ 若 比丘 食 家中 有， 寳、 强安坐 者 波 逸提。 

11 若 比丘 食 家中 有， 寳屛處 坐 者 波 逸提。 


四 五 比丘! こ して 婦人 ミー 緖 (こ ひ 'そ カリ こ 只 二人で 座す る は 波 逸 投で ある 0 

四 六 比丘 【こし- c 招待せられ 又は 食事^ 贈られて ねながら、 それ^ 其處 (こねる 比丘 (：告 

け 'すに、 食前 又は 食後 (： 他の 家へ 乞 行に 出掛ける は 波逸投 である。 茲に 正しい 時ミ いふ ii、 

衣 施 與の時 さ 衣^ 作 ろ 時で あ; s  0 

四 "fc 無^の 比丘 は、 四 ヶ月 間の （衣食 ft 藥 茲 では 殊に 藥) 必要物 ク」 招待な 受け 得る 。L 
し 繽 いての 招待 か、 永久の 招待 かに 非され は'、 これよ リ以 上長い 招待な 受ける は 波逸提 で 
ある o 

四 八 比丘 (こ して 戰 (こ 出掛ける 軍隊^ 見 (こ 行く は、 正しい 理由の ない 限り 波逸投 である c 
四 九 比丘 は、 如何なる 理由が もろ （こもせ よ、 軍隊へ 行ったら 二 夜 乃至 三&限 リ滯リ う 
る o それ 以上に 過 ぐれば 波逸投 でもる o 

五 o 比丘に して、 二 夜 三 夜 軍隊 ミ一 緒に-留まる 時、 行進、 陣列、 行列、 閱 兵な 見 (こ伃 

く は 波逸提 である o 

第五 節、 裸 f? 者の 部終リ o 

五一 欽酒は 波 逸投 である o 

五 二 指^ 以て 他^ 突く は 波逸提 である o 

五三 水中の 遊戯^な す は 波逸投 でもる o 

五 四 （諫^ 受けて）、 之 (こ^ 意 か拂 はざる は 波逸投 である o 

五 五 比丘 (こして、 比丘 4* 恐怖 ぜ しむる は 波逸提 である o 

五六 無痫の 比丘 (こして、 正しき 謂れな しに、 身^ 溫 めん 爲 I： 火^ 焚き 又は 焚かし むる- 

は 波逸投 である o 

五セ 比丘 二して、 正し さ 時の 外、 牛 月 以内 (こ 沐浴す る は 波逸提 である o 茲に 正しき 降 

では、 熱い 時の つ ゾくニ ヶ月 牛、 卽ち熱 時の 殘リ の一 月 半、 雨 時の 第一 月で ぁリ、 熱惱の 

時、 病氣 流行の 時、 仕事な する 時、 旅行の 時、 風雨の 時 これが 正しい 時で ある o 

五八 比丘が 正しい 衣^ 得た 時 (： は、 その 衣な 醜く する 三の 法が ある 中、 孰れ かな 以て 

醜く ぜ^ は' なら 《0 卽ち靑 くす るか、 泥 色に-する 力、、 黑 色に-する かぜれば ならぬ o  ： の 三 
つの 醜く する 孰れか^ 用ね ないで、 衣^ 受用 すれ は' 波逸投 である o 

五 九 比丘が、 比丘 又は 比丘尼、 式沙 摩那、 沙彌、 沙彌 尼に 自ら 衣^ 與へ ％ ら、 その 衣' 

な 許 し^ 得ないで 受 用す ろ は 波逸提 である o 

六 O 比丘に して 他の 比丘の 鉢、 衣、 尼師 壇、 針 入、 帶^ 假令 戯れで も隱し 又は 隱さ tf: 

る は 波 逸^でも る o 

第 六 節、 飮 酒の 部 終 リ0 
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ぼ 若 比丘 獨 與， 安 人 1 露地 坐 者 波 逸提。 

g 若 比丘 語 fe 比 丘 如， 是 語； 大 德 共 至， 一 聚 落 ー當， 與， 1 汝 食； 彼 比丘 乃至 至 - 聚 落 1 寛、 不， 敎， 與 n 是 比 

丘 食； 語 言 汝 去、 我 與， 汝 共 坐 共 語 不 レ樂， 我 獨坐獨 語 樂、 以 ，1 是 因 緣 1 非 fe 方便 遣， 去 者 波 逸 0 

§ 若 比丘 請 - 四 月 與 藥； 無 病 比丘 應， 受、 若 過 受、 除-常 請 更 請 分 請盡形 請 者； 波 逸 提。 

g 若 比丘 往 觀 k 陣； 除， 一時 因 緣 一波 逸 提。 

§ 若 比丘 有， 一 因 緣 一至， 章 中； 若 過」 一 宿 一 至， 一三 宿 一 者 波 逸提。 

g 若 比丘 軍 中 住 若 二 宿 三 宿、 或 時觀， 一軍 陣鬪戰 1 或 觀， 1 遊軍 象 馬 勢力 一 者、 波 逸提。 

g 若 比丘 飲 fe 者 波 逸提。  § 若 比丘 水中 戯者波 逸提。 

§ 若 比丘 擊 ^他 比丘 1 者、 波 逸提。 § 若 比丘 不， 受， 諫者波 逸提。 

§ 若 比丘 恐-怖 他 比丘 1 者 波 逸提。 

§ 若 比丘 半月 洗 浴 無病 比丘 應， 受、 若 過受、 除- 餘 時 1 波 逸提。 餘時者 熟 時 病 時 作 時、 風 時雨 

時 遠行來 時、 此是 時。 

§ 若 比丘 無 病、 爲， 炙， 身 故 露地 然， 火、 若 敎， 入 然； 除, 餘 時 1 波 逸 提。 

g. 若 比丘 藏， 一 他 比丘 衣鉢 坐具緘 筒； 若自藏 若敎， 入藏； 下 至 戯笑 者、 波 逸提。 

g 若 比丘 淨， 一 施 比丘 比丘尼 式 叉 摩 那沙彌 沙彌尼 衣 ；不， 問， 主 輙 著者 波 逸提。 

§ 若 比丘 得， 一新 衣 1 當， 作」 一 一種 染壤 色靑黑 木詞若 比丘 得， 薪 衣 1 不 ，作， 一 11 1 種染 壤色靑 黑 木 蘭つ 
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穴 一 比丘 (こして、 故意に 生物の 生命 か 取る は 波逸提 であ; So 

六 二 比丘 (こ して、 知リ 乍ら、 蟲の ねる 水な 呑む は 波逸投 である o 

六 三 比丘 (： して、 知り 乍ら、 旣に 如法に 定まった 事件^ 再び Of 伽の） 羯 磨に 掛けん さ 

する は 波逸投 である。 
六 四 比丘 (こして、 知り 乍ら 他 比丘の 犯した 重罪^ 隱屛 すろ は 波逸提 であろ。 
六 五 比丘 (こして 、知り 乍ら 滿 二十歳に 逹せ ざる 人^ 授戒 t£ しむれ は'、 その 授戒 は 無^ 

であ リ、 それ^ 助けた 比丘 等 は 弗 難に 値し、 授戒せ しめた 比丘 (： は 波逸捉 である。 
註、 ゥ パク ヂ ヤー ャは波 逸设、 阿闍梨 その他の g^na  U  Dukkata なり。 
六 六 比丘に して それさ 知り 乍ら、 、盗賊の 隊さ諜 し 合せて 同じさ 道な 行く は、 假令 次の 

村 迄で も 波逸投 である o 
fZ± 比丘 (こして、 婦人 ミ共 に、 諜し 合せて、 同じさ 道ん 行く は、 假令 次の 村 迄で も 波 

逸提 である o 

六 八 比丘が この 樣に云 ふ o  「私が 世 尊の 設き給 ひし 法な-了解す るに 依れば、 世 尊の 障 凝 

の 法 さ 曰 はれた もの は、 それ^ 實 行して 見た 者に は、 障 凝の 法ミ する に 足らぬ」 ミ0 此の 

時、 比丘 等 lt、 その 比丘 (ここの 樣 U 曰 はれば ならぬ。 「大徳よ、 この 樣 に 云 ふな、 世 尊^ 非 

難して It な ら ない 0 世 尊^ 非難し 举； Ml 善くない o 世 尊 は その 樣に 仰せられ ないから でも 

ho 友よ、 世 尊 は 種々 の 方^な 以て、 障 凝の 法 は障礙 である さ 仰せられ、 それ^ 實 行して 
見す: 人 (こミ つても 障礙の 法で ある ミ 仰せられた」 ミ0 その 比丘が 比丘 等 (こ 此の 樣に曰 はれ 

て、 前の 檬に 固執して ねれ (て、 その 比丘 は、 比丘 等 i 二 それ^ 止める 檬 I こさ 三度 迄 諫められ 
ね は' な らぬ。 そ れで 止めれ (て 善 し、 止めね は' 波 逸提 である。 
六 九 比丘 (こして 知り 乍ら、 上述の 如き 意見^ 持ち、 未だ 如法 (こ 取り扱 はれす-、 その 意 

見^ 離れない 比丘 ミ 共に 食 し 共に 住 し 共に 臥す る は 波逸投 である O 

-bO 沙獮が 又 この 樣に曰 ふ。 「私が 世^: の 說き給 ひ し 法 も. 了解す る （二 依れば、 世 尊の 障 

礙の法 さ 曰 はれす： もの は、 それ も. 赏 行して 見ナ: 者に は障礙 の法ミ する 【こ 足らぬ」 ミ 。此の 
時、 比丘 等 は その 沙獮 にこの 樣 に 曰 はれ は' ならぬ、 「友、 沙獮 よ、 この 樣に 曰って はなら 

Wo 世 尊な-非 ii して はならぬ。 世 尊ん 非難す る は 善くない。 世 尊 は その 様に 仰せられない 

からで ある、 友よ、 世 尊 は 種々 の 方便^ 以て、 障 凝の 法 は 障 凝で ある ミ仰^ られ、 それ^ 
實 行して 見す: 人に ミ つても 障礙の 法で あろ ミ仰 ぜられ た」 ミ。 その 沙獮が 比丘 等 (二： の樣 
に 曰 はれて、 前の 樣 1 こ 固執して ねれば、 その 沙彌は 比丘 等に この 様に 曰 はれねば' ならぬ。 
「沙獮 よ、 今 日 よ '-】 汝は世 尊^ 肺 ミ 呼んで はな ら ぬ。 二三 夜 比丘 ミ 同處に 臥す る 事？) 出來る 

ミ いふ 沙 彌の特 權は汝 にない。 行けよ、 去れよ」 ミ 0 
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新 衣 持 者 波 逸提。 . に. 若 比丘 故 斷，, 畜 生命 1 者 波 逸提。 

§ 若 比丘 知， 永 中 有 &飮用 者 波 逸提。 

§ 若 比丘 故惱， 1 他 比丘； 乃至 少時 不樂者 波 逸提。 

^若 比丘 知 _,1 他 比丘 有， &惡 罪； 而覆藏 者 波 逸提。 

ほ 若 比丘 年滿ニ 十、 當， 與 n 受 具 足戒； 若 比丘 知，， -竽 未 ，滿，ー 一 一 十； 與 受， 一 具 足 戒； 此 人 不， 得， 戒、 諸 比 

丘 亦 可， 呵， 彼愚癡 故、 波 逸提。 

は 若 比丘 知-僧 諍 事 起 如， 法 滅已； 後 更發擧 者、 波 逸提。 

^ 若 比丘 知， 1 是賊 伴， 期 共 一 道行， 乃至 聚落 者. 波 逸提。 

は 若 比丘 作，, 如， 是 語； 我 知， 1 所 說 法； 行， ー娃 欲 1 非， 一 障， 道 法； 彼 比 丘 應， 諫 ,是 比 丘晉； 大 德 莫^^ 是 

語 1 莫 ，膀11 世 尊 1P1 世 尊 1 者 不 善、 世 尊 不， 作 n 是 語； 世 尊無數 方便 說 、行， 一 姪 欲 1 是 1 法、 彼 比丘 如, 

是諫時 堅持 不， 捨、 彼 比 丘 應さ 一 諫； 捨-是 事 一 故、 乃 至 三 諫捨者 善 若不， 捨者波 逸提。 

ぼ 若 比丘 知， 如， 是語人 未， 一作 法, 如， 是惡 見不, 捨. 若俱同 止宿 一 羯磨者 波 逸提。 

S 若 比丘 知 3 沙彌 作， 一如 是 語； 我 知衡 所 說 法； 行^ 欲 一 非-障 道 法； 彼 比丘 諫=此 沙 彌ー言 、汝 募 作， 一 

是 語； 莫 fel 一世 尊； 謗 n 世 尊 1 者 不 fer 世 尊 不， 作， 1 是 語； 沙 彌、 世 尊無數 方便 說、 行 & 欲； 是 0 道 法. 彼 

比丘 如， 是諫時 堅持 不， 捨、 彼 比 丘 應 =11 j 諫； 捨， ー此 事, 故. 乃 至 三 諫捨者 善， 若 不拾 者 彼 比丘 應， 

S 沙 彌 一 言" 汝 自今 巳 後 非 11 佛 弟 H 一一 餘 比 丘 1 行； 如 一一 諸 餘 沙 彌 1 得， 與 n 大 比丘 三 宿 三 響； 
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比丘に して 知り 乍ら この 擯斥せられ た 沙^^ 鼓舞し、 支持し、 共 (こ 食し 共に 住み、 共に 
臥す え は 波逸提 である o 

第 七 節、 有 生物の 部 終り o 

"t— 比丘に して、 他の 比丘に 如法 (： 戒律の 事に 就いて 諫められる 時に、 この 樣 1 二 曰 ふ ひ 
「友よ、 私 は 賢： い 他の 持 律の 比丘に 質問せ ない 間 は、 この 學足^ 學修 しないで あらう J 
So これ は 波逸提 である o 

比丘 等よ、 學修 ぜん ミ 欲する 比丘 は學 び、 尋れ考 へれ (t なら 《o これが この場合の 正し 
い 仕方で める o 

セ 二 比丘に して、 波 羅捉木 叉の 誰 出せられ てね る 時 (：、 この 樣 に 曰 ふ o こんな 些細な 
^足ん ^出して 何 (こなら う。 惡作ミ 煩 はし さ ^ 混亂 さな 起す 丈け である- 1 さ。 この 樣に學 
足 ^毁る は 波逸投 である o 

七 三 比丘に して、 半月 毎の 波 羅提木 叉 〇調 出せられ る 時 (こ、 この 樣に曰 ふ 。「友よ、 私 
は 今度 初めて、 この 法は赏 I ニ經に 依って 博 へられ、 經 (： 含まれ、 半月 毎 (こ誦 出せられ ろの 
である ミ云ふ 事^ 知った」 さ。 その 場合 他の 比丘 等 は その 比丘の 事に 就いて 「この 比丘 は、 
二度む 三度む 或は それ 以上 波羅^ 木 叉の 謡 出せられ る 席に 列して ねた」 ミ 知るなら は'、 ： 
の 比丘 は 無智な 離れす'、 如法に 處理 ぜ れば' ならぬ 罪^ 犯して ねる o 且つ 次の 樣 に その 愚痴 
な 告げ 知らされね は' ならぬ。 「友よ、 汝は 波羅提 水叉譎 出の 席に 列しながら、 善 く 望ます' 
善く 注葸 して 思 念ぜな いのは 汝の 不利で あ リ汝の 損失で ある」 ミ0 これ は その 愚痴の 點 (こ 於 

波逸提 である o 

七 四 比丘が 他の 比丘に 怒 リ 腹 玍 ち て 打擊^ 加 ふる は 波逸提 であ h o 
■t 五 比丘が 他の 比丘 (： 怒リ 腹立ちて、 手^ 舉げて 打たん^: する は 波 逸提 でもる o 
t 六 比丘が '根むな き妄の ft 殘罪 にて 他の 比丘に 言 ひ掛リ 苦しむ る は 波 逸 投で あろ o 
七セ 比丘が 故意に、 他の 比丘^ 暫ら くで も 不安に さ ぜ樣ミ て、 後悔のお も ひん 起さ マ 
る は、 若し そ の 爲め許 リ で 他に 理由が な けれ は' 波逸捉 である o 

セ八 比丘が 比丘 等の 不和^ 來し爭 し 諍 論な してね るの^、 1 于奇 心から）、 彼等の 
曰 ふ 所^ 聞いて やらう ミ 聞き 乍ら 立って ねる の は、 若し その 爲め 許りで 他に 理由が なけれ 

は' 波逸投 である o 

1： 九 比丘が、 如法の ft 伽 作法に 合意し 乍ら、 後 (二 異議な つぶやく は 波逸投 である O 

八 O 比丘に して、 ff! 伽が (意見^ 徴 ぜん ミ全體 (こ） 質問^して ねる 時 (こ、 合意^ せす'、 

座^ t ち 去ろ は 波 逸^で あ ho 

比丘に して、 和合 皙 伽に 於て、 衣^ 與へ乍 ら、 後 (： 左の 様に つぶや く  、「 ： の 比丘 

は锐 しいに 任せて 、僭 伽 物な 私用す」 ミ。 これ は 波 逸^で ある e 
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汝 今 静此 事； 汝 出去滅 去、 不」 P 此 中 住 一若 比 丘 知， 一如， 是 被. 擯 沙 彌； 若 畜 同 一 止宿 波 逸 提。 

^若 比丘 餘 比丘 如， 法諫 時 、作-如， 是 語； 我 不， 舉 ，ー此 戒； 乃至 問， 有 智慧 持戒 律 者； 我 當 i 問： 波 

逸 提"？ 解者應 常， 一難 問？ 

ま 若 比丘 說戒時 作-如， 是 語； 大 德 何 用：， 此 雜 碎 戒 1 爲、 說 是 戒 一時 令 n 人 惱 愧 懷 疑； 輕， 1 呵 戒 1 故、 波 

逸提。 

お 若 比丘 說戒 時、 作 一一 如， 是語； 大德我 今始知 ー1是 法是 戒經； 半月 半月 戒經 中說、 若餘 比丘 知， 一 

是 比丘 若 二 若 三 說戒中 坐； 何 況多彼 比丘 無知 無 解 若 犯 ，罪 應， 一如， 法 治； 更 增， 一 無 知 罪； 大 德 

汝 無， 利 得 - 不 喜； 汝 說， 戒 時 不， 一 一 心 念 攝， 耳 聽 法； 彼 無知 故 波 逸提。 

§ 若 比丘 共同 羯 磨 巳、 後 如， 是 語、 諸 比 丘 隨-親 厚 ー以，1 僧 物ー與 者、 波 逸 提。 

§ 若 比丘 僧斷， 事時不 ，1 與欲 1 而起 去而波 逸提。 

§ 若 比丘ぎ 欲 巳、 後 更呵波 逸提。 

§ 若 比丘 知-他 比丘 共鬪 諍； 聽， 一 此 語 一巳 向， 彼 說者， 波 逸提。 

g 若 比丘 瞋故 不， 喜、 打， 1 他 比丘 1 者 波 逸 提。 

§ 若 比丘 瞋故 不， 喜、 以， 手 搏 ，1 比 丘 1 者 波 逸 提。 

§ 若 比丘 瞋故 不， 喜以， 1 無 根 僧伽 婆 尸沙法 1 謗 者、 波 逸 提。 

g 若 比丘 刹 利水 澆頭 王、 王 未， 出來 n 藏寳； 若 入 過- 宮門閾 一 者 波 逸 提。 
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八 二 比丘に して 暦 伽の 所得 ミ なるべき もの^、 知リ尔 ら餘人 I： 迥し與 ふ； M: [波 逸提で 
ある o 

第 八 節、 如法の 部^ リ0 

AS 比丘に して、 王の 未だ 去ら や、 寳の 未だ 覆 はれざる 前に、 刹 利 種灌項 王の 宮室の 

閾^ 前以て 通告す る： ミな しに 超 ゆる は 波逸提 である o 

八 四 比丘尼に して、 林の 中 又は 家の 中 以外で、 寶石 又は 寳 石に 等しき も の^ 取り 上け' 

又は 取 リ 上げ しむる は 波逸投 であ る 。 

八 五 比丘に して、 其處 I こ 居 合 はす 比丘 (二 告げす'、 又 非 時に 村 i こ 入る は、 それ (こ 特別の 

理由が な けれ は' 波 逸提で ある O 

八 六 比丘 (こ して、 骨、 象牙、 牛角 (こて 作った 針入尽 持つ 時 は 破して 仕舞 はれば ならぬ、 

二れ は 波 逸^: である o 

八 七 比丘に して 寢臺义 は 椅子^ 作ろ 時には、 下の 臺 木^ 除いて、 善 逝の 指 長に 依つ- C 

八 指の 萵 さに 作ら れ (てな ら ぬ O     ： れ^ 超 ゆれば 波 逸^で める C 

八/ \ 比丘に して、 寢臺义 は 椅子^ 作り、 中へ 綿^つ めす: な らは' 波逸提 である 。 その 綿 

は 裂 さ 出して 仕舞 はれば ならぬ。 

八 九 比丘;： して、 座 具な 作る 場合に は 量に 從 つて 作られ は' ならぬ。 その 量ミ は、 長さ 
が 善 逝の 襟 手に て、 二 m 手、 幅が ー墚手 半、 四邊が ー墚 手で ある。 これ^ 過 ぐれ は' 波 逸^ 

である 0 

九 O 比丘が 覆 瘡衣ぁ 作る 場合、 量 (：從 つて 作られば ならぬ 0 量ミ は、 長さが 善 逝の^ 

手で、 四 傑 子、 幅が ニ墚手 それ^ 過ぐ る もの は、 波逸提 である、 正しき 量 I 二 切られば な ら 

九 一 比丘が 雨 時 衣^ 作る 場合 、量に 從 つて 作られ は' ならぬ。 量 さは 長さが 善 逝の 墚手 
で 六 傑 手、 幅が ニ墚手 半、 それ^ 過 ぐれ は' 波逸提 であ リ、 正しき 量に 切られ ばな らぬ。 

に 比丘が、 善 逝の 衣ミ 等しき 量 又は それ以上の 衣^ 作れ は' 波逸提 である o 正しき 量 

に 切られば な らぬ。 茲 (： 善 逝の 善 逝 衣 量 ミ云ふ は、 長さが 善 逝の 墚 手で 九据 手、 幅が 六^ 

手、 これが 善 逝の 衣 量で ある o 

第 九 節、 寶の部 終 リ0 

諸君、 九十 二の 波逸提 法が Eifi 出せられ す :o 諸君、 私 はこの 點 t: 就いて 尋れる o 諸君 は： 

の點に 就いて 淸淨 であるか o 再び 尋れ る。 諸君 はこの 點 (： 就いて 淸淨 である 力 *o 三度 尋れ 
る。 —諸君 は： の點に 就いて 淸淨 であろ か o 諸君 はこの 點： 就いて 淸淨 である。 それで ある 
から 諸君 は （私の 問に- 對 して） 默 してね る。 私 はこの 樣に 了解す る o 


(1) 四 分戒本 (列 七 ，4) 

四 波 羅提提 舍尼法 

諸君、 又 茲に四 波 羅投 投舍 尼法^ lifi する o 

一 比 dr- して、 总 內の卷 でない 比 £ 尼が 在家の 家へ 人って 得た 堅食饮 食な 芋づ から^ 
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若 比丘 若寳及 寳莊飾 具、 若自 捉敎， 入 捉； 除 ，ー 僧伽 藍 中 及 寄宿 處； 波 逸提。 若 在 n 僧伽 藍 中 1 

若 寄宿 處若寳 及 寳莊飾 具、 若 自捉若 敎_1 人 捉 1 識 者 當& 是因緣 非 給。 

§ 若 比丘 非 時 入， 一 聚 落； 不， 囑 ，, 餘 比 丘 1 者 波 逸提。 

§ 若 比丘 作，； 繩牀 木き 足 f 如來八 指； 除， 人， 一 楷 孔上； 截 寛、 過 者 波逸提 d 

§ 若 比丘 持， 一 兜 羅 綿， 貯、 作；： 繩 牀木牀 臥 具 坐 褥 一 者、 波 逸 提。 

§ 若 比丘 用， 一骨 牙 角 一 作， 一 铖 筒 一成 者 波 逸提。 

^若 比丘 作 11 師檀, 當 ，1應，量 作； 是中量 者 長佛ニ 揲手廣 一 襟 手 半、 更增廣 長 各 半 傑 手、 若 

過 者 波逸提 

^若 比丘 作 = 覆 瘡 衣 當 i 作； 是 中 量 者 長 佛四樑 手 廣ニ墚 手、 若 過 成 者 波 逸提。 

お 若 比丘 作， 窗 0 衣 一 當 ,ー 應， 量 作； 是 中 量 者長佛 六^ 手廣 二^手 半、 若 過 成 者 波 逸提。 

^ 若 比丘 佛衣 等量 作, 衣、 是 中 量 者、 長 佛十樑 手 廣六樑 手、 是 怫 衣 量、 若 過 成 者 波 逸提。 

諸 大德、 我 巳 說= 九 十 波逸提 法； 今 問， 一 諸 大 德 1 是 中淸淨 不、 (11)、  0 大 德、 是 中 淸 淨、 默 

然故、 是事如 ，是 提。 

諸 大德， 是四 波羅提 提舍尼 法、 半月 半月 戒經 中說。 

； X 若 比丘 入， 1 村 中； 無 病 ，非 親里 比丘尼 邊 1 自 手 受， 食 食、 是 比 丘 應， 向 1ー 餘 比 丘 1 悔レ過 言：； 大 0 

我 犯 n 可 呵 法 1 所， 不 fc, 爲、 我 今 向 _1 大 德 1 悔 過， 是 名， ー悔 過 法？ 
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けて 嚼食 すれ は'、 それん 告白 せれ は' な ら 20。  「友よ、 私 は 非難 すべさ 不相應 な吿白 すべさ 罪 
か 犯し ましす :o それな 茲 (： 告白し ます」 で o 

二 比丘が、 在家 (： 招かれて 食事ん する に、 比丘尼が 其處 (こねて、 「此の 人 (こ は茱 汁/お 與 
へよ、 この 人に は 白 飯か^へ よ」 ミ 命令して 立って ねる さする。 この場合.、 比丘 等 は その 
比丘尼^、  「妹よ、 比丘 等が 食事して ね. る 間 は 傍へ 去れよ」 さたし なめれば ならぬ。 もし 靳 
くの 如く、  「妹よ、 比丘 等が 食事 してね る 間 は 傍へ 去れ よ」 さす： しなめ る 思が、 その 中の 一 
人の 比丘に て も も ら ぬなら ば、 彼等 仝體の 比丘 は それな 告白 ぜれ は' な らぬ o  「友よ、 私共 は 
非難 すべさ 不相應 な 告白すべき 罪ん 犯しました。 それ^ 茲に 告白し ます」 ミ。 

三 比丘 (こ して、 學家 S 定め られし 家 (二 前に 招待 も 受けす'、 义^ 氣 でもな く て、 行って、 
堅 食 又は 軟食^ 手づ から 受けて 嚼食 すれば、 それ^ 告白 せれば' な ら ぬ。 1 友よ、 私 は 非 11 す 
べき 不相應 な 告白 すべさ 罪な 犯しました。 それ ^茲 (こ 告白し ます」 さ。 

註、 學家さ 曰 ふ は 信 厚く、 富 少な さ 在家 信者の 家に して、 得る （：從 つて 之^ 施し 自ら 
は块艺 も-忍ぶ か' 如 さ 家^ 曰 ふ。 之^ 僧伽 作法^な して 學 家ミ定 むるな リ。 

四 危險の 多い 物騷な 場所 ミロされ てね る 森に 居住して ねろ 比丘が、 その 危險 なる 事^ 
^前 I： (檀越 (：） 語らす' して 精舎の 中で、 手づ から 堅食軟 食な 受け 嚼食 すれば、 それな 告白 
せれ ば な らぬ o  「友よ、 私 は 非難すべき 不相應 な 告白すべき 罪^ 犯し ま した。 それ も. 茲 (：吿 
白し ます」 

諸君、 四 波羅投 扱舍尼 法は誦 出せられ す :o 諸君、 私 は：: の點 l こ 就いて 尋ねる o 諸君 It  ： 
の點に 就いて 淸淨 であるか o 再び 尋ねる o 諸君 は この 點 (： 就いて 淸淨 であるか o 三度 尋ね 
る o 諸君 はこの 點に 就いて 淸淨 である 力 *o 諸君 はこの 點 (： 就いて 淸淨 である o それで ある 
から^ 君 は （私の 問に 對 して） 默 してね る。 私 は こ 0 樣に 了解す る。 

(1) 四分戒 4、 （列 七 ぶ） 

衆學法 

諸君、 义茲に 衆學法 ^誦する o 

一 「下着 衣^よ く々 體に纏 ふべ し」 さ學び 守られば ならぬ。 

H±、 臍ミ兩 膝^よ く 覆 ふ^ 云 ふ o 
二    「病の まわりに よ く&な 纏 ふべ し」 ミ學び 守られ は' ならぬ o 
三 「二'  く 潜 伽 梨^つ けて、 人々 の 住家へ 行くべし」 ミ學び 守られ は' なら Wo 
四 「善く 潜 伽 梨^つ けて、 人々 の 家 (こ 座すべし」 さ學び 守られ は' ならぬ。 
五 「善く 臭极 (感官） な鉞 めて、 人々 の 家 (二 行くべし」 ミ^ ひ' 守られ は' ならぬ a 
六 「善く 病极^ 鉞 めて、 人々 の 家に 行いて 座すべし」 ミ學び 守られ は' ならぬ。 
七 「眼な-伏せて、 人々 の 家に 行くべし」 ミ學び 守られ ばなら ぬ o 
八 「眼^ 伏せて、 人々 の 家に -て 座すべし」 ミ學 ひ' 守られば な らぬ。 
九 「衣^ か ら けす に 人々 の 家に 行 く ベ し」 さ學 ひ' 守 ら ればな ら ぬ。 
一 O    「衣^から げすに、 人々 の 家に 座すべし」 ミ^び 守られ は' な ら^ >o 

第一 節、 終り。 
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法學衆 


； Q 若 比丘 在 一白 衣 家 一食. 是 中 有-比 丘 尼 一指 示、 與 一一 某 甲 羹ー與 一一 某 甲 飯； 諸 比 丘 應 fen 彼 比 丘 尼 一 « 

大姉且 止 ■ 比 丘 食-竟 、若 無二 比丘 き 彼 比 丘 尼 1 如. 是 言：： 大 姉且止 須 一一 諸 比 丘 食毚。 是 比 

丘 應 T 向 n 餘 比 丘 1 悔 過 言； 大 德 我 犯 ％ 呵 法 1 所， 不 fei 爲、 我 今 向， 1 大 德 1 悔 過. 是 名- 悔 過 法ぺ 

HI 有 n 諸 學 家 1 僧 作1ー 學 家 W 磨； 若 比 丘 知 1ー 是 學 家 i 先 不， ー受 請； 無 病自手 ぎ 食 食， 是 比 丘 應， 向, 1 餘 

比 丘- 悔 過 言； 大 德 我 犯 ％ 呵 法 1 所， 不 ，應， 爲. 我 今 向 ，ー 大 德； 悔 過. 是 名， ー悔 過 法 一 

泗若阿 總若廻 遠 有， 一 疑 恐 怖處 1 若 比丘 在， 一 如， 是 阿 練 若 處, 住、 先 不， 語， ー檀 越 M 伽藍 外 不， 受， 食、 

在 ％ 伽 藍 內 1 無 病自手 受， 食 食. 是 比 丘 應， 向 =餘 比 丘 1 悔 過 言； 大 德 我 犯， 一可 呵 法 一 所， 不 &t 爲、 我 

今 向 1 一大 德 1 悔， 過、 是 名， ー悔 過 法 4 

諸 大德、 我已 說， 一四 波雜提 提舍尼 法； 今 問 ，諸 大 德； 是中淸 淨 不、 Gg)、 諸大德 是中淸 

淨默然 故是事 如， 是持。 


諸 大德是 衆多 學法、 半月 半月 戒經 中說。 

； J; 齊整 着， ー內衣 1 應當， 學。 

e 不レ得 &11 抄 衣 - 入 * 白 衣 舍， 應 當 溆 子。 

^ 不レ得 11! 衣 纒. 頸 入, 1 曰 衣 舍 ！應 當 康 子。 

^ 不^ V 伊頭 入 11 白 衣 舍！ 應 當 き。 

^ 不, 得- 1 跳 行 入 1 一白 衣 舍ー應 當 魚 子。 


に齋整 着つ 一 衣, 應當， 學。 

^ 不レ得 ー抄 衣 一入， 一 白 衣 舍ー 坐， 應 

は 不^^ 衣 纒. 頸 入 一 一白 衣 舍ー 坐， 崖 當 4 子。 

^ 不， 得 頭 入 - 白 衣 舍 1 坐， 癒 當， 學。 

3 不. 得き 行 入, 白 衣 舍, 坐， 應 當. 學。 
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― 「髙聲 で 笑 ふ： ミな しに、 人々 の 家に 行くべし」 ミ學び 守らね は' な らぬ o 

•  一  「髙聲 で 笑 ふこ ミな しに、 人々 の 家に 座すべし」; J 學び 守られ (てな らん o 
'三 「聲^ 低 く、 靜 かに、 人々 の^  ( ： 行くべし」 ミ學び 守られば ならぬ。 
■ 四 「聲ん 低く、 靜か (こ、 人々 の 家 (二 座すべし」 ミ學び 守られ は' な らぬ。 
'五 「身 體^ 搖ぷろ こさな しに、 人々 の 家に 行くべし」 ミ學び 守られ は 'な らぬ c 

Tz  「貞 體か搖 ふる ：ミな し I こ、 人々 の 家に 座すべし」 さ 學び 守られば 'な らぬ c 
-t  「腕^ 搖ぷる ：ミな しに、 人々 の 家 (： 行くべし」 ミ學び 守らねば ならに o 
'八 「腕^ 搖 ぶる こミな しに、 人々 の 家に 座すべし」 ミ學び 守られば な らぬ。 

'九 「頭^ 搖 ぶろ ： さな しに、 人々 の 家 (： 行くべし」 ミ學 ひ' 守られば ならぬ 0 

:o  「頭^ 搖ぷる ： ミな しに、 人々 の 家に 座すべし」 ミ學び 守られ (てな らぬ。 

第二 節、 ^リ 0 


ニー  「臀に 手な 當 てる ：ミな しに 人々 の 家に 行くべし」 S 學び 守られば ならぬ o 
ニニ    「臀に 手^ 當 てる こさな しに 人々 の 家'： 座すべし」 ミ學 ひ' 守られば な らぬ o 

二三 「頭 ^裏ます-に、 人々 の 家に 行くべし」 さ學び 守られ は' な ちぬ。 
二 四 「頭 ^裏ます' に、 人々 の 家に 座すべし」 S 學び 守られ は" ならぬ。 
二 五 .「 膝 かか、 めすに、 人々 の 家に 行くべし」 ミ學び 守られば な らぬ。 

二 六 蹲 居る ：ミな しに （正しく） 人々 の 家に 座すべし ミ學び 守られ は'、 ならぬ つ 
二 七 「恭しく 施 食^ 受く べし」 ミ學び 守られ (て ならぬ 0 
二八 「鉢に 注意して 施 食^ 受く べし」 ミ學び 守られ は' な らぬ。 
二 九 「茱 汁が 正 し レ 、量の 施 食^ 受 くべ し」 さ 學び守 ら ね は' な ら ぬ。 

註、 茱汁は 白 飯の 四 分の 一 量 たるべし 0 

三 o  「鉢の 緣 一杯 迄 施 食^ 受く べし」 さ學び 守らね は' な らぬ。 

第三 節、 ^リ o 


三 一 「敬虔に 施 食な 食すべし」 ミ舉び 守 られ は" な ら ぬつ 

三 二     「鉢 (こ 注意して 施 食^ 食すべし」 ミ學び 守られ ばな らぬ 0 

三 三 「家から 家 (： 乞 ひし 食^ 食すべし」 さ學し 守られば' な らぬ。 

註、 戸毎に あの 家 この 家 ミ擇ぷ こさな きな 云 ふ o 

三 四 「菜 汁の 量の 程 募き 施 食^ 食すべし」 ミ學び 守られ は' な ら ぬつ 

三 五 「（自分の 好 さな 處^ 擇び 取る 爲 に）、 上から 押して 食事な せ ざろ べし」 ミ學び 守ら 

わば な らぬ o 

三 六 「よく 甘く 食べ やう ミ いふ 思 ひから 汁に せよ、 茱 にせよ、 白 飯に 包み 混ぜて 食事^ 
ぜ ざるべし 1 さ 學ひ' 守られば ならぬ。 
三 "t  「^氣 でなくて、 自分の ため:： ミ 特別:： 汁な リ白 飯な リ乞 はざる べし」 ミ學び 守^ 

わば な らぬ o 

三/ V  「妬みの 心で、 他人の 鉢^ 見ざる べし ズ ，ひ' 守られ (てなら ぬ o 

三 九 「餘リ 大きい 團食ん 作って 食 ぜ ざろ べし」 ミ學び 守られば ならぬ。 
四 O    「圆く  一口 程の 大 ささに 作って 食すべし」 むまび 守られ は' な らぬ。 

mmu 終り o 


四 一 「團 食が 口 の 際まで; icr れる 迄、 口 ^開か さ' るべ し」 ミ學び 守られ は' ならぬ o 

四 二    「食事^す ろ 昨に、 手^ 全體 口の 中に 入れざる べし」 さ學び 守られ は' な らぬ o 
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に 不^^ 蹲： 一 坐 白 衣 舍； 應 當& 子。 

^ 不， 得 腰 入 - 白 衣 舍 1 坐； 應 (. 

^ 不レ 得， 搖， 身 入 一一 白 衣 舍ー 坐； 應 當， 學。 

^ 不， 得 ，掉# 入，； 白 衣 舍 一 坐； 應 當 4 子。 

^ 好 覆， 身 入-白 衣 舍 1 坐、 應 當， 學リ 

g 不. 得お 右顧視 入，, 白 衣 舍ー 坐； 應 當. 學。 

靜默入 n 白衣 舍 一 坐、 應 當學。 

§ 不， 得& 笑 入 - 一白 衣 舍 1 坐 (應 當 4 子。 

g 平 鉢 受， 飯、 應 當 4 子。 

g 羹飯倶 食， 應當 i 學。 

^ 不 ，， ま 鉢 中 央 一食； 應 so 

® 不， 得お， 飯 覆 - 羹 上 1 更 望-得 、應 當， 寧。 

§ 當， ，鉢 想 1 食， 應當， 學。 

@ 不 #1 一大 張， 口 待 ，飯 食； 應 當， 學。 

^ 不， 得， 揣 飯 搖 一一 擲 口 中 1 食； 應 當， 學。 

al 不， 得 Ife 食； 應當， 學。 


は 不 .得1,ー 扠， 腰 入 一一 白 衣 舍： 應 當， 學- 

不, 得-一 搖. 身 入-白 衣 舍； 應 當 ,學。 

^ 不, 得 1,1 掉&: 入, 一白 衣 舍； 應 當, 學。 

は 好 覆, 身 入 一一 白 衣 食 應 當& 子。 

^ 不レ， 左 右顧視 入き 衣 舍； 應 當 レ學。 

ほ 靜默 入 - 白 衣 舍； 應 當， 學。 

ほ 不， 得嶽 笑 入 一一 白 衣 舍； 應 當 レ學。 

一一 六 正 意 受 食、 應 當 レ學。 

ぼ 平 鉢 受， 羹、 應 當レ 學。 

11ー0 以 k 食、 應 當, 摩。 

ほ 無 病 不. 得，， 1 爲， 己 索 ：1 羹 飯； 應 當， 學。 

1は 不， 得 kll 比 丘 鉢 中 一起， 嫌 心； 靡 當. 學。 

ぼ 不， 得 n 大 揣 飯 食； 應 當， 學。 

ぼ 不， 得 1 人 や 食 語； 應 當， 學。 

§ 不, 得， 遺 11 落 飯 食； 應 當， 學。 

^ チ得 n 故 嚼& 作. 聲 § 當 I。 
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四 三 「食物^  口  （こ 入れて 置いて 物語らざる べし J ミ學び 守られ は' な ら ぬ。 

四 四 食物^ 吐き 飛ばさす に 食すべし ミ^び 守らね は' ならぬ o 

四 五 食ん 嚼み、 口  4»も が もが させて 食せ ざるべし ミ學び 守られ は' ならぬ。 

四 六 頰 あふく らませ て食ぜ ざるべし ミ學び 守られ ば ならぬ O 

四 七 手 ^振り 動かさす に 食すべし ミ學び 守られば な らぬ。 

註、 指 (： ついす: 飯粒^お ミ さん 爲め手 あ 振る ： ミ。 
四 八 「飯粒^ 散 ら さす' ( ： 食すべし」 ミ學び 守られ は' な ら ぬ。 
四 九 「舌^ 出す ： さな し (こ 食すべし」 ミ學び 守られば な らぬ。 

五 O ヂ ャプヂ ャプミ 唇の 音^立てす- ( ： 食すべし ミ ^び 守 ら ね は' な ら We 
第五 節、 終。 

五一 ス ,レ 一 さ いふ 音^立てす (二食す ベ しミ學 ひ' 守ら れは' な ら ぬ。 

五 二  「手指^れ ぷ らすに 食すべし」 さ m び 守 ら ねばな ら ぬ。 

五三 「鉢 も. 甜らす (： 食すべし」 さ學び 守られ は' な らぬ。 

五 四 「唇^ね ぶら すに 食すべし」 ミ學び 守られば な らぬ。 

五 五 「食物の 附 いた 手指で、 水瓶ん 持た ざ るべ し」 ミ學び 守られ は' な らぬ o 

五六 「 飯粒の つ レ 、すま ^冼 つた 水^、 家の 中に 窠て ざるべし」 ミ 羅び守 ら ね は' な ら ぬ 。 

五 七 「手に 傘 か 持って ねる 人に、 彼が 病氣 でなければ 私 は、 法^ 説かぬ」 ミ學び 守られ 

は' ならぬ o 

五八 「手 (こ 杖な. 持って ねる 人に、 彼が 病氣 でな けれ は'、 私 は 法な '説かぬ」 ^學 ひ' 守られ 

は' な らぬ o 

五 九 「手に- 靱な 持って ねる 人 (こ、 彼が 病氣 でなければ、 私 は 法^ 說 かぬ」 ミ學び 守られ 

は' な ら《0 

六 o  「手 (二 武器^ 持って ねる 人 (こ、 彼が^ 氣で. なければ、 私 は 法^ 說 かぬ」 ミ學び 守ら 

ねばな らぬ。 
第 六 節、 終 リ0 
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ぼ 不, 得 I 一 噏レ飯 食； 應 當 レ學。 

§ 不， 得， 一 振， 手 食； 應 當 レ學。 

g 不^^ 汚 手 捉 ，1 食 器； 應 當， 學。 

§ 不， 得， 1 生 草 上 大小便 涕 唾； 除， 病、 應 當， 學 

5 不き立 大 小 便 1 除. 病、 應 當 レ學。 

® 不， 得， 爲 一一 衣 纒， 頸 尺 1 說 法； 除， 病 、癒 當， 學。 

^ チ得^ sfe 人 1 說 法； 除， 病、 應 f 學。 

§ 不 爲， 養 章 屣 1 人 fe 法； 除， 病 、崖 當 レ學。 

§ 不レ得 Y 爲 11 騎 乘 人ー說 法； 除レ 病、 應 當 レ學。 

に 不， 1 怫 塔 內 藏， 一 財 物； 除， 爲， 一 堅 牢き應 當 學。 ぼ 不， 得. 着， 一 革 屣叉 k 塔 中； 鹿 當 4 子。 

y 不， 得 革 屣 一 入， 佛 塔 中 M 當， 學。  § 不 Jgy 革 屣 一 遶， 1 佛 塔 1 行； 應 當， 學。 

ほ 不. 得. 著き 羅 1 入， 佛 塔 中； 應 當. 學。  § 不. 得 一富 羅 1 入， 佛 塔 中：： 應 當 4 子。 

^ 不レ得 - 佛 塔 下 食 留章 及 食 汚， 地 捨 去； 應 f 學。 g 不， 得， 擔 - 一死 屍 1 從 ，1 佛 塔 下 1 過 ；應 當，學。 

ほ 不^ S 塔 下 埋 11 死 屍； 應 當， 學。  § 不， 得 塔 下 燒 ，, 死 屍； 應 當， 學。 

せ」 不 ，得3 向， 塔 燒， 一死 屍； 癒 當， 學。  § 不， 得 y 遶 n 塔 四 邊 1燒- 死 屍 1使* 臭 氣 來 人， 應 當， 學。 

ほ 不， 得き，, 死 人 衣, 塔 下 過； 除. 爲， 1 浣 染 香 薰； 應 當. 學。 ^ 不， 得, 塔 下 大小 便； 應 當， 學。 


ぼ 不， 得= 舌 舐、 食, 應 當, 學。 

§ 不， 得， 手 把，, 散 飯 1 食滅 當， 學。 

15 不： ，得，，1 洗 鉢 水 棄， 1 白 衣 舍 內； 應 當 4 子。 

§ 不， 得 11 淨 水中 大小便 涕 唾； 除， 病、 應 當，學， 

^ 不 ，得. 與 11 反 抄 衣 人ー說 法； 除， 病、 應 當， 學。 

ほ 不^ V お； 覆 ，頭 人, 說 法； 除. 病 應 當 4 子。 

§ 不. 得 き 腰 人 一 說 法； 除. 病 、鹿 當. 學。 

ほ 不， 伊爲， 着， i 木 屣 - 人" 說 法； 除， 病、 應 當， 學。 

§ 不， 得- 佛 塔 內 宿： 除 1 守 視； 應 當， 學。 
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六一 「足 展^つ けて ねる 人に、 彼が^ 氣で なけれ は' 法^ 說 かない 學び 守られば' な ら 

六:： 「苹 履^つ けて ねる 人に、 彼が 痫氣 でなければ 法 ^說 かない」 ミ學び 守られば な ら 
Klo 

六 三 「乘 物に 座って ねる 人に、 彼が 病氣 でなければ 法 も '誼かない」 ミ學び 守られ は' なら 

六 23    「寢 てぬる 人 (こ、 彼が 病氯 でな けれ は' 法な 說 かない」 ミ學び 守られ は' ならぬ。 

六 五 「蹲 居って ねる 人 に、 彼が 痫氯 でな けれ は' 法^ 説かない」 ミ學び 守らね は' な らぬ 0 

六 六 「頭 被で 頭^ 裏んで ねる 人 (二、 彼が 痫氣 でな けれ は' 法^ 說 かない」 さ學ぴ 守られ は' 

な らぬ o 

六 七 「衣で 頭 4. 裹ん でね る 人 (二、 彼が 痫氣 でな けれ は' 法 も- 說か ない お學び 守られ は' な 

らぬ 0 

六 八 「自分が 大地: こ 座って ねる 時、 座 I： ついて ねる 人に、 彼が^ 氣で なけれ は' 法な" 說か 

ない」 ミ學び 守らね は' な らぬ 0 

六 九 「自分が 低い 座 (： ついて ねる 時、 髙 座に 座って ねる 人 (二、 彼が 病氣 でなければ 法 あ 

訝かない」 さ學び 守らねば ならぬ o 

■to  「自分が 立って ねる 時、 座って ねる 人に、 彼が 痫氣 でなければ 法^ 說 かない」 ミ學 

び 守られ は' な ら ぬ0 

七 一 「自分が 後ろから 歩いて ねる 時、 自分の 前な 步 いてね る 人 (こ、 彼が 病氣 でな けれ は' 

法^ 說 かない」 ミ學び 守られ は' ならぬ。 

七 二  r 自分が 道端^ 步 いてね る 時、 道の 眞中^ 步 いてね る 人 (こ、 彼が 病氣 でなければ' 法 
な說 かない」 ミ學び 守られば ならぬ。 

セ 三 「病氣 でな けれ は'、 立ち 乍ら、 大小便 ^ぜ ない」 ミ學び 守られ は' ならぬ。 
"t 四 「痫氣 の 時で なけれ は'、 草の 上 (： 大小便^ ぜ ない」 ミ學び 守られば ならぬ o 

t 五 r 病氣の 時で なけれ は'、 水の 中に 大小便 なぜない」 ミ學び 守られ ば な らぬ o 

第 七 節、 終り o 


諸君、 茲 に衆學 法は誦 出せられ た o 諸君、 
就いて 淸淨 であるか o 再 ひ '尋ねる。 諸君 は 二 
君 はこの 點に 就いて 淸淨 であるか o 諸君 は 二 
諸君 は （私の 問 (：對 して） 默 してね る o 私 は ： 


私 はこの 點 (こ ついて 尋ねる o 諸君 はこの 點 (こ 
の點 (： 就いて 淸淨 であるか o 三度 尋ねる o 諸 

の點 について 淸淨 である。 それで あるから、 

の樣に 了解す る o 
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^ 不レ得 ，向- 1 佛 塔！ 大 小 便： 應 當 k 子。  g 不. 得き ー佛 塔 四邊， 大小便 使， 臭氣 來 入； 應 當 レ學。 

^ 不レ 得き 1 佛 像き 大小便 處； 應 當， 學。 § 不き, 塔 下 嚼，, 椽 枝； 應 當 レ學。 

^ 不レ得 =1 向レ塔 嚼 1 一楊 枝； 應 當. 學。  § 不， 得&, 一 塔 四 邊, 嚼， 一楊 枝； 應 常， 學。 

に 不き塔 下 涕 唾； 崖 當 & 子。  g  is 涕 唾； 應 常 庭 子。 

ffi 不レ 得， ま 塔 四 邊 1 涕 唾； 應 f0  S 不. 得 T 向， 一 佛 塔き. 脚 坐； 鹿 き 4 子。 

は 不， 得き- 1 佛 像 一 在， 下 房 一巳 在 „ 上 房， 住き 當 洫 子。 g 人 坐 巳 立、 不， 得 1 說 法； 除. 病、 應 $a 

<j 人 臥 巳 坐、 不， 得： ー爲 說 法； 除. 病. 應 當， 學。 g 人 在&巳 在， 非 座； 不， 得„ 爲 說 法； 除 .病 、應 1C 

は 人 在， 1 高 座 1 巳 在， 卞 座； 不， 得， 1 爲 說 法； 除， 病、 應 當， 學。 , 

ほ 人 在. 前 巳 在， 後、 不， 得 n 爲 說 法； 除， 病. 應 當 4 子。 

1! 人 在 n 高 經 行 處； 己 在， 卞 經 處； 不， 得， ー爲 說 法； 除， 病、 應 當， 學。 

ほ 人 在， 道 巳 在.， 非 道 ー不， 得 n 爲 說 法； 除， 病、 應 當， 學。 § 不， 得 „, 携， 手 在， 1 行； 應 當 レ學。 

ほ 不 ，得1,1 上， 樹 過， 入 頭； 除-時 因 緣； 應 當， 學。 § 不， 得 T 絡 囊盛鉢 貫， 一杖 頭, 置^ 上 一行； 應 當 寧。 

^ 人 持レ 杖、 不， 應 11 爲 說 法； 除， 病、 應 當， 學。 § 人 持， 劎、 不， 應， ー爲 說 法； 除， 病、 應 當， 學。 

は 人 持， 鉢、 不， 應-爲 說 法； 除， 病、 應 當& 子。 g 人 持， 刀、 不 ー爲 說 法； 除， 病、 應 當 レ學。 

^ 人 持， 蓋、 チ扉 1 爲 說 法； き 病、 應 當， 學。 

諸 大 德、 我 己 說， 一 衆 學 法； 今 問-諸 大 德； 是 中 淸淨不 (j^g。 諸 大 德、 是 中 淸 淨、 默 然 & 是 事 如レ 
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(1) 四 分戒本 (列 七 '5) 

七 滅タ法 

諸君、 茲に 七滅諍 法ん 誦する 0 

繽 いて 起る 論^^ 靜め ろた めに、 

一 ^ 前 毘那耶 

二 惊念 毘那耶 

三 不迷亂 毘那耶 

四 告白 毘邪耶 

五 多数決 

六 頑固の 人 も. 處理 する 作法 

1： 草に て 覆 ふが 如く 事件^ 滅の 作法が 行 はれれば な らぬ。 

1 Cjlbvagga IV. 14, 16 一、 出席し 得ろ 僧伽 は總て 出席す る。 玦 席の fl は 承認^ 

^送ろ o  二、 法 ざ 律  依って 以て 事件^ 決すべ さ  の 出^ o 三、 原被 

兩告の 出席 o 

2  Cullavagga  IV.  4, 1-11 IV. 14,  27 明日に、 又 自意識 的に 無實 である 言 ひ掛リ に 
對 する 判決、 ー赝に 衣^ かけ 長老の 前 (二 跪き、 兩 手^ 合 ぜ て 述べる、 力' くかくの 罪 
名な 着せられて ねる が、 全く 無赏故 僧伽が その 罪名^ 除 さ 給 はん： さあ さ o — 比 正 
立って 三度： の義ん fttl に Ril ひ、 皆默然 たれ は 決す。 

3  Cullavagga  IV.  5 迷亂 してね る 時の 罪。 迷亂 中の 犯罪なる^ 明か I： し ft 伽に 容獻 
な 乞 ふ 以下 前項の 如し o 

4 被告が 罪^ 告白 しす: 場合、 Cullavagga  IV.  8. 

5  Cullavagga  IV.  9. 適當な る 人、 集 投票者 i なる。 投票; M お るに も 動議 (Natd)  ^ 
出して 問 ふ o 

6  Cullavagga  IV. 11. 頑固に- して 告白せ ざる 人の 場合に は、 更に 重積惡 作法^な す。 

7  Cullavagga  IV. 13. 


諸君、 七滅諍 法が 誦 出せられ ま した o 私 は 諸君に 尋ねる o 諸君 はこの 點 I： 就いて 淸淨で 
ある 力 *o 再び 尋ねる。 諸君 は この 點に 就いて 淸淨 であるか o 三度 尋ねる o 諸君 は： の點に 
就いて 淸淨 であろ 力 ^諸君 はこの 點に 就い 淸淨 である。 それで あるから、 諸君 は （私の 問, 
に對 して） 默 つて ねられろ 0 私に この 樣に 了解す る。 

諸君、 開口 は 誦せられ、 四 波 羅夷法 は 誦せられ、 

十三 ft 殘法は 訥ぜ られ、 二 不定法 は 誦せ られ、 

三十 拾 墮法は 訥ぜ られ、 九十 二 波 逸 设法は 誦せ られ、 

四 波 投舍尼 法 は 誦せ られ、 七十 五) 衆 學法は 誦せられ、 

七 滅諍法 は 重 m せられた o  (ニニ 七戒） 

世 尊の （語の） 如く 經に傳 へられ、 經に 含まれ、 牛 月毎に 誦 出せら る 、o 總て 此の 事に 就 
いて 和合し 和解し、 諍 論な く學 は' ねばならぬ 0 


比丘 波 羅木叉 終り 


法 【s 滅七 


是持。 

諸 大德是 七滅諍 法、 半月 半月 戒經 中說。 若 比 丘 有， 一 諍 事 起 1 卽 應, 除 滅ー 

H 應 レ與！ 1 現 前 毗 尼ハ 當レ與 - 現 前毗 尼？  TT 應, 與き 念 毗 尼； 當， 與， 1 憶 念 毗 尼 f 

e 應& (11 不 癡 毗 尼； 當レ與 1 ー不 癡毗 尼？  TO 應. 與, ー自 言 治； 當， 與=自 言 治つ 

^ 應 ，與& 罪 相； 當&ハ ；覚. 罪 相？  g 應， 與 - 多 党 罪 相； 當 ，與11 多覓罪 相？ 

^ 應レ與 - 如 草 布地； 當&ハ 1 如 草 布地？ 

諳大德 我 巳 說 n 七 滅 諍 法； 今 00 大 德； 是 中淸淨 不、 (f 一  1)。 

諸 大 德、 是 中 淸 淨、 默 然 故、 是 事 如， 是 持。 

諸 大德我 巳 說 一一 戒 經 序； 巳 P 四 波 羅 夷. 法； 巳 P 十 三 僧伽 婆尸沙 法； 已 說 一一 二 不定 法； 已 B  ！ 

十 尼薩耆 波逸提 法； 巳 說； 一九 十 波逸提 法； 已 說 ：i 四 波羅提 提舍尼 法； 巳 說， 1 衆學 法； 巳說， 一 七滅 

諍 法； 此是佛 所 說戒經 半月 半月 說戒經 中來、 若 更有餘 佛法是 中 皆 共和 合、 應 笋學。 


漢文 個 有 名詞 索引 


阿 夷 羅婆提  46，  47 

阿育 王  40 

MM  -  156 

阿耆 多翅舍 欽婆羅  5 

阿閣世  8，  28， 114，  376 

阿 兜 摩  214 

阿 若懾陳 如'  447 

阿 浮 陀翅舍 金披羅  170 

阿 那律陀  

'-… 246,  250，  178,  180,  184，  375,  448 

阿難  270,  450  etc. 

阿 奴 摩  11 

阿臘毘  375 

阿槃提  8 

阿 蘭迦蘭  32，  33 

阿羅々 迦藍  11， 48，  72，  73 

阿踰闍  40 

鴦屈 摩羅  19 

額鞞  76，  92 

菴婆婆 梨  30， 136 

菴婆羅 (村）  148 

菴婆梨 (園）  132 

韋提希  376 

—那羅 聚落  292 

伊車那 伽羅 (村）  31， 214 

因陀羅 …… i  6 

雨 行  3b 


114,  124, 126 

 72 

 259 

 64 


禹舍 

優陀耶  

優 波 堀 多 
優 波 離 (商) …… 

優 波 離  も】 6，  450 

優 波提舍  92,  96, 100 

優波迦  2L 

優 波 先 那番雁 多 子  449 

優陀夷 跋陀羅  377 

優留毘 羅迦葉  34,  88,  450 

鬱 多羅  17 

蠻陀迦 羅摩子  11, 50 

鬱頭藍 子  72 

鬱毘 羅梵志  *  50 

鬱留 S 羅  5， 13 

郁 伽  31， 453 

郁 伽 多  453 

悅頭壇 王  42 

鹽 山精舍  31 

越祇 （國）  136 

ffi 泉 園  31 

力 

迦底耶 仁  454 

迦維 羅衞城  11， 23,  29， 168 

迦尼 色迦王  40 

迦比試  40 

迦蘭 陀竹秫  30, 

31， 90，  91, 92,  93， 120，  136，  256,  288 


迦利  368 

迦禾 lj  454 

迦繞  30，  32 

迦櫻陀 夷  450 

伽々 羅池  28 

伽耶  13，  30，  41 

伽 耶迦葉 84 
怯 提羅秫 住 者 離 婆 多 

 離 婆 多 を 見よ 

A  64 

翔, 夷 40 
喬薩羅 皇后 8，  33 
懾賞彌 29，  30，  31, 40 
撟陳如 76 

祇園 精舍  27，  30，  252 

耆閣堀 山 

者 婆  28，  377，  453 

耆婆 林…  28，  376 

疑 者 離 婆 多 449 
給 孤 獨精舍 27，  30,  252 
給孤獨 長者 …… 16，  30，  98, 100，  452 
孔雀 園 31 
倶尸 H 羅 36， 14()， 156, 168 
倶稀羅 385 
難 2 
鳩 摩羅 迦葉 295，  297,  450 
拘夷 (城） 俱尸 那羅を 見よ 
拘 夷那竭 (城） 同上 
拘薩羅 (國) 

 8，  30，  31， 102,  104,  264 

拘 舍婆提 168， 171 


拘孫 (阿) … 

拘讎鬱 多羅  

拘利 (村)  

拘律陀 
瞿師多 園 
瞿曇門 

權曇河  

君頭那  

鷄園寺  

鷄頭城  

華 子 城  

徤陀 (村)  

錄  

脏  451 

耕 田 婆 羅豆婆 遮  • …… 

魏  

刼賓那  

お  

m 法  

鼉山怖 林  

續  

金剛 子  -  … 

金毘羅 祌  

金 菩闍國  

サ 

左 伽 多  •  

三十 跋陀羅  

娜  

斯那麵  

賀多  

尸舍婆 (林)  


須跋  170 

須比耶  454 

輸那 452 
輸毘多 -450 

守籠那  449 

世 親 （人）  199，  211 

世羅  16 

制 低 (國）  31 

闡 怒…''  176，  409 

膽波 （國)  28,  30， 168 

膽婆 (村) 148 

仙人 住處  237 

仙人 鹿苑所 74 

仙餘  112 

善 見精舍 ' 31 

善 生  310 

善增 (比丘）  80 

蘇陀那  397 

象 頭 山  50，  84 

孫陀利  94 

タ 

多 子 塔  32 

陀驃 摩羅 子 38,  449 
大 迎 葉 ••••• 10，  37,  302,  303，  386，  448 

大 迦旃延  394，  448 

大 刼賓那  388，  451 

大寺  ： …… 30,  31 

大周那  29 

大 須摩那 40 
大善見 王 '16S 
大名 = 摩 訶那摩 


92,  213,  232,  252-254,  383,  388，  447 

沙摩  4ぉ 

沙摩和 帝 453 
舍衞國 下に 同じ 
舍衞 ぽ 

 27.30,31,43, 102, 110,  252 

im  92 

遮婆羅 (塔) 138， 146 

生 聞  276，  278,  286 

勝 林 (林) お 
淨飯王 11， 9G 
杖 》 86 

释堤桓 因  88, 180 

周那 (ェ師 ）  152 

周那 (比丘）  160 

手絲  29 

修摩 （き）  30 

朱 利槃毒  230，  448 

浸 伽羅 迦 311 
侏儒 拔提 448 
宿舊 1】2 
須闍多 453 

須達多  452 

須 菩提  34,  418 

須波婆 左  454 

須跋陀  30 


4 


2 


羅 •： 崛梨弗 

婆 摩 葉拘利 

尸 差 七奢舍 


提婆達 多  19，  385 

竹林 30， 
31, 90.  91, 92，  93， 120,  136,  256 

長 作  104 

長 爪梵士  384 

重閣 講堂 30 
帝釋  5，  6,  91 

帝 利富沙 （帝 富沙) 46，  452 
天 冠 寺 ]86 
東 園 鹿 子 母堂 …… 27,  28,  30,  46,47 
東 園 鹿 母樓閣 …一 同上 
榻補河 288，  294 

童子 迦葉 = 鳩 摩羅 迦葉 

那倶羅 比 多 216，  453 
那倶羅 摩 多 • 必4 
那陀 (村)…" • …… 128， 129 
那提伽 葉 84 
那羅陀 (村) 92 
那蘭陀 (衬） 30 

南山  26,  30 

難陀  94，  96，  451 

難陀 (優 婆 夷） 452 
難陀 (女） 58 
難陀 （牧牛 人） 306，  307 

難陀母  447,  454 

難提  405 

難陀迦 ……' • 450 
尼 仉律陀 園 30 
連 河  60,  84, 186 

納縛 毘訶羅 40 


波 斯匿王 …" 8，  22，  28， 104, 105， 115 

波 婆 (國)  -152, 158 

波 羅キ奈 (國）  58，  72,  76, 168 

波羅林  82 

波耆舍  27，  38 

波吒迦  29，  375,  447,  453 

婆奇廋  246 

^蹉種 17，  35 
婆羅 (女) 58 

婆 利 婆  • …… 148 

婆頗  

婆 醯耶陀 流利那  450 

巴 陵 弗 城  125 

薄拘羅  258,  259,  450 

跋伽婆  11 

跋迦黎  17，  34,  298,  300，  449 

跋耆  126，  128， 168 

跋耆子  270，  271 

跋耆王 【]4 

跋提  76，  448 

跋利迦 (跋 提耶） 40，  452 

拔陀犟 陀羅拘 夷  452 

拔陀 迦毘離 *452 

半 趣 尸  -368 

縛喝 40 
卑疑 33 
卑盧 276 

畢陵 陀婆蹉 450 
吠舍離  11， 30, 133, 136， 168 

毘提波 (國） • 30 


毘舍怯  452 

毘舍怯 鹿 子 母  30，  453 

毘 婆尸佛  168 

毘富羅 （山）  201 

毘 瑠璃 王  8 

頻婆 娑羅王 8， 11， 30 

賓頭盧  も  18 

不蘭迦 葉  170 

^蘭 那迦葉  5 

富樓 那…'  17，  393,  448 

負彌  M8 

福 貴  158， 160 

佛牙寺  40 

佛足山  40 

分陀羅  30 

文瞵 龍王  64，  66 

瓶沙王  ：  86 

幷餐 (梵 志）  134 

法 ffi  40 

法 la  452 

梵衍那 (國）  40 

梵天王 •  68 

梵摩那  1(36， 】80 

マ 

摩訶 俱稀羅  450 

摩訶波 閣波提  39 も 451 

摩 訶槃毒  448 

摩訶納  7(3 

摩訶那 摩  232，  453 

摩揭陀  7，  8， 11， 15，  31， 88， 114 

靡 頭 ，息; 犍大摩 那婆先  100 


摩偷羅  31， 40 

末 伽 梨 瞿舍利  5， 170 

末利圚  30，  31 

末 利 夫人  34，  232 

満足  80 

彌婁離  104， 114 

彌勒  41 

密跡カ 土  ISO 

面ョ  451 

無 着  199，  211 

目犍連  10， 


15,  23,  92,  93，  223,  252，  447 


羅閱城  86，  98, 114 

羅餱羅 …。， '  10，  II， 94，  96，  449 

羅»梵 志  46 

賴吒應 10,  449 

藍 IS 尼 園  40 

隱  80 

離 難  383,  448 

靈 K 山 • 31， 35 

述華色  34，  447，  451 

鹿野苑  l|  246 

王 寺  31 

王舍 城…] 1， 12,  26,  31, 32,  201， 25G 


7  o 


5 


o 


ャ 


ラ 


舍名踺 

耶邑勇 


め 


漢字 件 


名 索引 


阿吒 那智經 234 

阿 那含果  

阿羅'^!  90, 110,  130,  208 

愛  ， 

愛盡…  66，  208 

安居  26, 138，  414 

優 婆 尼沙土 3，  38， 198 
優 鶴 さ 優 婆 夷 

 102,  122,  158，  i)32，  233 

有  209 

有難 蘭 若 409 

有餘依 涅槃  21" 

有 欲  203 

鬱 多羅 僧  178 

依 身 211 

遺物 祟拜  39，40 

燕 座  46,  246，  258 

應供 僧伽 391 

往來 七生  128 

憶念 毘尼 434 
力 

我 …- - 3 

呵責  40G 

迦締那 衣 416 
可分 別 聚落 ■ 

火燃經  86 

渴愛  203，  204 


甘露 門 70 

監視  406 

月 譬喩 302,  303 

學家  化2 

S に羅種  70， 102- 103 參 

記莂 178 
鋸 譬％ 36G 

行  210，  211 

ネ亍檀 70 

苦  71,  236 

苦行  25，  52-57 

具足 戒  •  25， 172, 176 

拘婁舍  

S 業處 229 

空 三昧…''  250,2o2 

空 性の 住  253 

戯論 19S 
結界 408 以下 
遣 信 得 397 
現前 僧伽 391 
現前 僧 物 42(J 
現前 毘尼 434 
五 陰 盛 苦 74 
五 比丘 得道 得 397 

舉  40G 

香屋 26，  29 
極樂 往生 233 
業處 228 


サ 

三歸得 397 
作法 攝僧界 

差 止  406 

罪 處所毘 尼 435 

 210 

斯陀舍  128， 丄 31 

自言毘 尼 435 
自恣  28，  415 

自誓得 397 
自燈明 自歸依 138，  224 
自然 無師得 397 
死 魔 201 

四方 僧伽  390 

四方 {f 物  429,  430 

四方 人 447 
識 210 

舍利駄 都  39，  40 

^求 ど 非聖求 46-48 

招提僧  390 

聲聞 18 

dfe  209 

生身の 佛  18 

小 苦蕴經  -  201 

小乘  209 

成道偈  62，  63 

淨人  426,  430 

 '  209 

受  198,  209 

受日  415 

受用 物駄都  39，  40 


殊勝 有 欲  203 

衆學法  405,  48G 

心 所  206 

心 念 作法  432 

繊洹  128 

水界  410 

世俗 僧伽  391 

淸 信士  122，  125, 162 

攝衣界  412 

攝食界  412 

攝僧界  411 

說示駄 都  39，  40 

善來得  '  397 

僧伽  24,  30，  98,  99 

僧伽の 意義 及び 使命  390 

僧伽 作法  432 

僧伽 作法 語  436 以下 

僧伽 梨  160， 166 

僧殘  403，  458 

想 受狨定  215 

草 覆 地毘尼  436 

象 跡き  276-287 

觸  •  209 

夕 

多 人語 遝尼  435 

駄都  39 

大會經  234 

大 苦蘊經  200，  203 

大史  30 

提舍尼  405 

對首 作法  432，  433 


地獄  272-275 

持經者  44G 

持俅者 446 

持 法 者  446 

持 目次 者 446 

持 母 者  446 

蛇 咬說^ 234 

邪法  396 

中道  21, 25, 199,  244 

中 論  199 

長 衣  418，  430 

天使 經  272-275 

轉輪鎏 王  7，  28， 168 

兜 率 天  142 

兜 率 上 生  233 

答 問 得  397 

島史  30 

幢頭明 護  234 

獨覺  化 

道行 界  409 

泥洹  74 

內衆  390 

尼薩耆 波逸提 404 
二足 尊  142， 152 

如 其像定  248 

涅槃  66,  213,  219，  220 

涅槃の 異名 213，  214 
/\ 

波逸提  404 

波 提提舍 尼 •••••• 405 


波羅夷  403，  45G 

波 利婆舍  404 

波 旬  140 

八敬冉  397 

畢舍茶  6 

秘密 佛敎  234 

^婆娑  169， 199 

S 婆娑師  168 

白 四 羯磨得  397-401 

白水 蓮の 夜  28 

白羯磨  433 

白 ニ羯磨  433 

白 四 翔 磨  433 

布薩  27,  414,  458 

不淨說 法  304,  305 

不善 根  204 

不共住  405 

不動 三昧  52 

不可分 別 聚落  409 

不痴毘 尼  435 

不 放逸  148 

浮 木の 譬  304，  305 

腐尿藥  425 

復席 （出席) 作法 433 

鉢 刑  407 

拂廑 ……  230 

佛陀の 意義 ひ， 98,  99 
佛陀 の音聲 17， 川 
佛陀の 色 身說法 17 
佛陀の 遊行 26 
佛陀の 葬 法 162 


0 


糞 掃 衣 22，  421 
邊地五 人 得 397 

別 住  28，  404,  406 

菩提樹 41， 60 
法 鏡 ]30 
法 莊嚴經 

法 性 36 
法聚 206 
法身 觀 34，  35 
法 塔 115 
法の 相續、 財の 相續 ……， 362,  372 
法 講堂 116，  H7, 】24 
法幢 60 
法 堂 70 
放逐 刑 …棚 
本願 230 
梵  2,  33 

梵書 1， 23 
梵乘、 梵身 34，  35 
梵檀罸 K6，  406 
マ 

摩那埵  404，  407 

mim  364 

明 護 集  234 

名 色 210 
無 想定 138 
無息定 53 

無難 蘭 若 409 
無明  203，  210 

無 余 涅槃 37，  38，  219 
滅諍法 434 


滅擯  406 

木積喩  ま 

ャ 

夜叉  6,  28 

由 旬  105 

欲 愛  203，  210 

令 謝罪  -406 

翻 6 
龍祌 6，  66 

老死  209 

六 獸の喩  308，  309 

六方 禮經  310-321 
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法 

一の 》 

'想、  229 

配分  229 

子 地  33 

• 切智 33 

'乘道  35 

'日 一座 食 26 

二の 數 
M • 372 
. 大煩惱 地 法 207 

. 求  46-48 

.邊  74 

, 不定  404，  464 

三の 數 

ず  339 

：界  339 

«  化 

： 三昧  250，  252 

： 三昧 ぉ9 

： 示現  260-262 

：睜  339 

： 出離界 339 
： 結 128 

 84 

：轉 十二 行 相  76 

：歸 K ' 80 
： 明  ,  62,  63， 103，  339 


三智  339 

三 毒  143,  204,  208 

華 子城滅 G の 三 因  124-5 

三 不善 根  204，  339 

三 法 印  374 

三種 賞讃  363 

三種 非難  363 

三 稀の 天 昔  371 

四の 數 

四 食  341 

四 暴 流 341 

四 結  341 

四 三昧  341 

四智  341 

四 依  35 

四 依 法 401 

四怨  314 

四 苦  201 

四 結 業 3]0 

四 業 垢  

四 親  316，  317 

四 jjiS  48,  49,  60，  2i5 

四諦  74,  76, 199，  236-247 

四 沙門 果  172，  341 

四重 禁 401 

四 念 住  35, 144,  341，  226，  227 

四 不定  207 

四無畏 22 
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四攝事  217-227 

四靜  405,  434 

四 無量 心  218- 2'2/-229 

四 正 勤  144,  226,  227 

四祌足  138 

四 如意 足  144，  22(3，  227 

四 大敎法  150-152 

四 大王 國  7 

四 深 法  126， 127 

四 增上心  .246  -  250 

四 種 沙門  152-155 

四 無色  /  229 

四 人 應起塔  162-164 

印度の 四姓  47 

四 雙八輩  130 

四 念  147 - 146 

四 處巡拜  同上 

四 提舍尼  405，  494 

四 波羅夷  456 

阿難の 四 奇特 法  174 

轉喻 王の 四 奇特 法  174 

五の 數 

五智  343 

五 解脫所  343 

五法蘊  343 

五蘊  200，  210 

五戒  80 

五 蓋  35，  204,  296,  341 

五功德  124， 125 

五 根  144，  226，  227,  343 

五 下 分 結  204， 128 


五 心 固陋  341 

五 出離界 34:3 
五 勤 支 341 
五 支 具足の 正 三昧 34丄 

五上 分 結  204 

五 純 使  205 

五 利 使  = …… 205 

五 力  144，  226,  227 

五衰耗  124,  125 

難 得の 五寶  134 

五 比丘 …… 14,  21, 72，  74，  75，  78,  79 

天人の 五衰  372 

六の 數 

六 念  343 

六 無上 345 

六 通  345 

六 愛 身  343 

六 阿羅漢  14 

六 憶念 法  •'  343 

六 敬 法 345 
六 出離界 345 

六師  5，  22, 170, 175 

六龜  210 

六 損 財 業 312 

六內處  343 

六煩惱  207 

六お 住處  :讨5 

六 成就  43 

六 返 震動  76 

六 不敬  345 

六 不返法  120 


六 物  139 

放^の 六 失  312，  313 

七の 數 

七覺支  347 

七識住  333,  347 

七 財 347 

七 正 法  347 

七 善人 法 •  ぉ7 

七 想  ぉ7 

七 不正 法 

七 菩提 分 29，  35,  I445  22H.  227 

七隨眠  204，  347,  365 

過去 七佛 23 

七滅諍  405，  494 

七 滅漏カ お 7 
七慢 204 
七 不返法 116-120 

八の 數 
八因緣 •• 349 
八戒 • 27 
八 世 法 3め 

八苦  74，  201 

八 邪  擔 

八 精進 因 351 
八聖道 16，  21, 74 
172.  225.  226,  244-247,  349,  363 

八 勝 所 355 
八 疎懶因 幼 i 
八 不定 地 法 207 

八 解脫.  333 - 33%  353 

八 大人 法 228,  246-250,  355 


八 難  353 

地震の 八 因  

八 衆 

八 未曾有 法 

A 物  

九 の 

正 思惟 九 法 …… …- 
九淸淨 精勤 支 

九 有情 居  

渴 愛生の 九 法  

九 種の 憤怒 因  

九 種の 憤怒 制止 

鳩  

九 個の 異相  

xm  

九 順次 住  

九 顺次滅  

十 の 

 - 



十 作 依歸法  

十 小 煩 惱地法  

十煩惱  • 

ナカ  

+3R  

如 求の 十號  

十 善業 道  • …'， 

十遍處  

十 無學法  

十 不善 業 道  

十不淨 •  ^  


十定, 法 339  | 

十 S 住  361 ； 

十 想 • 361 | 
十 衰滅 因 …… •• 361 ！ 

十一お  144  ； 

十二 因緣  29，  62,  209,  323-335  i 

十三 倌殘  458 

十六 心 垢  204 

十六 大國 7 


十八 不共法  18 


二十 隨煩惱 207 

過去 二十 四佛  23  | 

二十 九 支  225  | 

三十 尼薩耆 波逸提  404,  464 

三十 七道 品" 225 
四十 四業處 • 229 
九十 波逸提 404，  472 
百衆學  405,  486 


字 固有名詞 索 弓 


A 

Aciravati   46,  47 

Abhidhanapadipilra   19 

Addhakasi  398 

Ajakarani   31 

Ajatasattu  8,28,114 

Ajita  17 

Ajitakesakambara    5 

Ajivaka  Upaka   14 

Alara  Karama   11,48,72,73 

Allakappa   ••  9 

Ambapali  30,137 

Ambapalivana  30 

Ambatakarama   30 

Ananda-.-  27,39,114,116,120,122,1 
24,128,138,144,150,175,450 
Anathapindika---  16,30,98,100,452 

Anathapindikarama   27,30,252 

Anga   30,31 

Ancranika  l^haradvaja  224 

Angulimala  19,217 

Anjana  31 

Anila-Kondanfia  76,447 

Anoma  11 

Anupiya    9 

Anuraohapura    41 

Anuruddha  178,180,181,184, 

185,246,247?248,249,250,251;448 


Asoka   4 

Assaji    79,92;93 

Atuma   214 

Avanti   8,29 

Ayodhya  40 

B 

Bahiya  Daruciriya   450 

Bahuputta  ceti  32,141,149 

Bakkula   259,450 

Balkh   40 

Bamian   40 

Baranasi  14 

Bavarl  17 

renares  14,31 41 

Hiadda  •  129 

Bh^dda  KapilanI  452 

Bhadda  Kundalakesa  452 

Bhaddiya  Kaligodhaputta  448 

Bhagga   9,21& 

！ Bhaggava   11 

Bhallika   40,67,452 

Bharadvaja   337 

Bhargava  11 

Bharkacca  9 

Bimbisara   8，11，30 

Bombay  17 

Brahma  Sahampati  60 

Brahmayu  17 
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Buli   9 

C 

Campa  28,30,168 

Candabhaga    30 

Ceti  31 

Ceylon  9.30 

Channa   179,406 

Chapala   141,145,149 

Chunda   152,154 

Chundaka  161 

Citta ••••• •  30,447,452 

Culapanthaka  230,448 

Cunda   160 

D 

Dabba  Mallaputta   38,449 

Dakkhinagiri  26,30 

Dekkan    9 

Devadatta   19 

Dhammadinna  452 

Dhananjani  335 

Dhanapala   19 

Digha-Karayana  105 

Dona   18 

E 

Ekanala   30,293 

G 

Gaggara   28 

Gavampati   80 

Gaya  13,30,41 

Gaya-Kassaya   85 

Gayiislsa  50,84 


Ghosita   30 

Ghositarama   30 

Gijjhakuta  31,35 

Gokulanikavihara   30 

Gosingasala    31 

Gotamaka  ceti  149 

H 

Hatthaka   29,375,447,453 

Icchanangala   31,214 

Indakakuta  32 

lsidatta  33,113 

Isigiri   32,149 

Isipatana   14,31 


J 


Janapadakalyani  • 

Janussoni   

Jatiya   

Jenta   - 


••95 
'277 
••31 
• 17 


Jetavana  anathapindikarama  »--27, 

30,252 

JIva  Komarabhacca  28,377,345 

Jlva  Komarabhacca  ambavana  

 28,149 

K 

Kakuttha   160 

Kalakarama   30 

Kalama  9 

Kalasila  32 

Kali   368 

Kali  Kulala^harika  454 


Kalinga   30,32 

Kaluclayi   。  450 

Kammasadhamma  30 

Kandy  40 

Kankha  Revata   449 

Kanauj  40 

Kannakattha   31 

Kantaki  31 

Kapilavatthu  11,23,29,30, 168 

Kapisa  40 

Kasi  10 

Katiyani    454 

Kembila  31 

Keniya  lb 

Kesaputta  9 

Ketumati  41 

Khema   447,451 

Khemiya  31 

Khujjuttara    447,453 

Kisagotaml   452 

Koliya   3,31 

Kosala   8,30,31,102.104,264 

Kosaladevi   8,33 

Kosambi   29,30,31,40 

Kotigama   126,129 

Kondanna   79 

Kukkutarama  30 

Kumarakassapa  295,297,450 

Kunda  31 

Kundhana  449 

Kuril  2,30 


Kusavati  168,171 

Kusinilra   30,36,140,156,168 

Kutagarasahi   .30 

L 

Lakuntaka    Bhaddiya    44S 

Lonaginvihara   31 

M 

Maddakucchi   31 

Madhura  31，-i0 

Magadha.... ••••• 7，8，11，15，31，(S8，114 

Magandiya  17,25 

Mahacunda  29 

Mahakaccana  364,448 

Mahakappina  16,17,30.451 

Mahakassapa  10,37,303,380.448 

Mahakotthita    450 

Mahtimoggallana   10 

15,23,92,93,223,252,447,148 

Mahanama  233.453 

Mahapanthakca   448 

Mahapajapatx  3DS. lol 

Mahasudassa,na  171 

Mahasumana   ---40 

Mahavihara   30,31 

Mahiivyutpatti   19 

Makkhali-gosala   5 

Mallikarama   30,31 

Merajina   -33 

Metalupa   -- 105 

Migadaya  14,246 

Moo-haraja  17,451 


Moliyapagguna  36(5 

Moranivapa  31 

Moriya   9 

Muchalind  i  67 

Mudita   208 

N 

Nadika   129 

Nadi-Kassapa  85 

N き (林）  31 

Nagaraka   145 

Nakulamata   454 

Nakulapita  216,453 

Nalanda   30 

Nanda  94,96,451 

Nanda   452 

Nandaka   450 

Navavihara  40 

Nicdu  (林）  31 

Nigrodharama    30 

P 

Pacinavamsadaya   

Pajjota  -" 

Palasa  

Panjab   

Paribbajakartima  

Parileyya   


 31 

 8 

 31 

 2 

 31 

 29,31 

Pasanaka  ceti  o2 

Pasenadi  8,22,28,104,105,115 

Patacara   *  4^1 

Pataliputta   30 

Pavalikambavanarama   30 


Peshawar  16 

Pilinda  vacca    450 

Pi'otika  '  277 

Pindola  Bharadvaja  448 

Pingiya    33 

Pipphaliguha   31 

Pokkharaniyavihara   30 

Punnaj  i  83 

Pubbarama  Migaramata-pasada  ••• 

 27,28,30,46,47 

Pukkusa  159,161 

Punria  Mantaniput.a  448 

Purana   1 13 

Purana  Kassapa  5,175 

R 

Radha    451 

Rahula   95,97,208,449 

Raj  a  ra  m  a  31 

Rajagaha,  ... 1 1，1 2,26,39,32,20 1 ,256 

Ramagama   0,11 

Rammaka   

Ratthapala   10,449 

Revata  Khadiravaniya  383,448 

s 

Sagala   552 

Sagata   451 

Saketa  30,31 

Sakka   30 

Sakka  Devendra  5,6  91 

Sakuki   452 

Sama   3C、 


Sama  453 

Samavati   »«453 

Sanjaga    93 

Sankicca    224 

Sappasondika   149 

Sarandada  ceti   141,149 

Sariputta  10， 

15,23,29,213,232,252,254,447 

Sattapanpiguha   32 

Savatthi … 27,30,31,43,102,110,252 

Senaka   223 

Seviya  Bimbisara   80 

Seven  mane-oes  (sattamba)  149 

Siddhartha …  10,54 

Silavati    31 

^imsapa  148 

^»inpralaka   311 

Si'avana  149 

Sivali  449 

Soii'i   452 

Sona  Kolivisa   449 

Sona  Kutikanna  29,449 

Sopaka   218 

Subhadda  30,175 

Subihu  83 

Subhuti  34,448 

Sudassanavihara  31 

Su  datta  =  Anathapiiidika 

Suddhodana   11,43,97 

Sujata   59,453 

Sukarakhata    32 


5 

Sumsumara   9 

Sunidha...  125 

Supparaka  9,17,32,39?, 

Suf  piya  454 

Suppavasii  454 

Sura  Ambattha  453 

Y 

\ajur-veda   2 

Yakkha(Yaksa)   6 

Yebhuyyasika   435 

T 

Takkasila  12 

Tapodarama   31,149,289 

Tapussa(Tapassu)   40,67,425 

Tissa  17 

U 

Uddaki  Ramaputta  11,50,73 

Udena  8 

Udena  ceti  141,14^- 

Udumbarika    21 

Ugga  31,453- 

Uggata   453 

Ujunfla'  31 

Upaka  21,72 

Uppalavanna  34,447,451 

Upa-ena  Vangantaputta   44 ひ： 

Uruvela  5,14 

Uruvela-Kassapa    85,89,450 

Upavana   165 

Utkala  40' 

Uttara   17 
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V 

Vacchagotta  17,35 

Vacchayana   277 

Vajji  126,128,168 

Vajjiputta   271 

Vakkali  17,34,299,449 

Vangisa   27,33 

Vamsa   8 

Vardhamana   3,5 

Vasitthi  208 

Vasuladatta   8 

Vedhara  149 

Vedihika  ••  368 

Veluvana  Kalandanivapa  

…… 30,31,90,91,92,93,120,136,256 
Velukandiya  Nandamata  ...447,454 
Vesall …… 11,30,31,32,133,136,168 

Videha   7,30 

Vidudabbha   。  8 

Vimala  83 

Vipulla  ...201 

Visakha  452 

Visakha    30,453 

Y 

Yama  272-275 

Yasa   ...10,15，79 


歐字 件名 索 引 


A 

Abhidhamma  198 

Agrhya   4 

Akusalamula  204 

Amata  dundubx   14 

Amfilha    vinaya   435 

Animism   1 

Anupadisesa  nibbana    219 

Asanga   4 

Asamvasa  405 

Asirya    4 

Asita   4 

Atanatiya  Sutta  234 

Atman    3 

Atmavidya    3 

Attha  mahapurisadhamma  (八 大人 

法）  228 

Avijja  210 

B 

Bhagavatgita  4 

IMiava    209 

Bhavana    228 

Bhava  tanha   203,210 

Bodhi   14,213 

]3odhivamsa    39 

Brahma  2 

Brahma  G 

Brahma  atma  aikyam  4 


Brahmadanda   '  • … 406 

Brahma-nirvana   4,38,213 

Brahmana   1,2,3 

Brahmanaspati   2，3 

B.ahma - vidya   3 

Brhaspati    2,3 

C 

Cakkavatti  7 

Catusangraha    217 

Cetasika  206 

Cha  Sanilojana  204 

Catu-aparimanacitta  218,229 

Catu-aruppa  229 

D 

Dasa-anussati   229 

Dasa-asubha  22^ 

Dasa-Kasina-Mapdala  228 

Dhamma  Sangani  206 

Dhammacakkapavattana  3,14 

Dhammata   36 

Dharamanaka  18 

Dhajaggaparitta   '  234 

Dhatu   39 

Dlpavamsa  30 

Domauassa    209 

Dukkha  77,209,2：}： 

E 

Ekam-vavatthanam  229 
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Fkaputta  bhumi  29 

Eka  safina  229 

G 

Gandhakuti    26,29 

Indra  G 

Jaramarana   209 

Jaimism  3 

Jataka  39 

Jati  209 

Jhana   13 

E 

Kama  4,19,201.203 

Kama  tanha   203,209,210 

Kamma  203 

Kammatthana   228 

Kamma  vaca   436-440 

Kappiyakaraka  426 

Komudi   23 

L 

Lokayata   5 

M 

Maccu    201 

Magandiya  25 

Magga   •  224 

Mahadukkhakhanda    200 

Mahasamaya  Sutta  234 

Mahavamsa  30 

Manatta   404,407 


N 

Naga  6 

Namarupa  210 

Nibbana   213,219,2^0,222 

Nissagiya   404 

Nissaya  "406 

P 

Pabbajaniya  406 

Pacceka-buddha  10 

Pacittiya    404 

Pancanivarana   204 

Panidhi   230 

Pansukula  25,421 

Papailca  198 

Parajika  403 ク 45(5 

Paramita    230 

Paribbaja   5 

Paribhoga-dhatu  39,40 

Parideva    209 

Parinibbana   115,181 

Pari  vara  ...415 

Pari ま a  28,404,406 

Patimokkha  27 

Patidesaniya  405 

Patinnaya  435 

Patisankhani  228 

Patisararaniya   406 

Pativedha   232 

Phassa   209 

Pisaca    6 

Putimuttam   •  425 


R 

Rajoharam    230 

Raksa    6 

Rig-Veda  2 

s 

Sabbabhutanukampi  217 

Sadcihamma  patirupaka   396 

Salayatana  210 

Sama-Veda   2 

Sammukha-vinaya   '  434 

Sailna-vedayita-nirodha  215 

Sanghadises  a  403,458 

Sankhara   210 

Saiinojana  204 

Santhagara  28 

Sarira-dhatu   39 

Sati  vinaya   434 

Sattasannojana  204 

Savaka  18 

5a-upadhisesa  nibbana    219 

Sekhasammatakula   422 

Sima   408 

Soka   209 

Solasa  cittassa  upakllesa    206 

Sopadhisesa-nirvana    219 

Sunnakammayatana  229 

T 

Tajjaniya   406 

丁 anha   203,2.9,210 

Tanhakhaya  208 

Tassa  Papiyyasika   435 


9 

I  Tinavattharaka  43(5 

Ti 一 visa   204 

u 

I  Uddesika-dhatu    39,41 

Ukkhepaniya    406 

Upadana    209 

Upadhi  211 

Upayasa    209 

Upavasatha   414 

Uposatha   27,414,456 

V 

Vassa  414 

Veda  2 

Vedana   209 

Vedanta-  4 

V.bhajja   198 

ViDhajja-vada   198 

Vibhava-tanha  203 

Vimoksa    4,213 

Vinfiana    210 

Upadhi   209 

Vyakarana    230 


鬮 本書の 發 行に 就て 

本書 は遲く W も 本年 二月 末^ 以て 發 兌の 運びに 至ろ 馕定に 有 之 候 處當時 一 般 印刷^ 

本 向 取 譯幅湊 の爲め 意の 如く 進 渉不致 苒延今 n: に 及び 候 段 深く 大方に 陳謝 仕 候 

本書の 印刷 裝 fg 殊に 本文 原文 漢譯對 照 組 等 は 意外に 印刷 勞作^ 耍 したろ.，， のに 有 之 

相 常 厳密の 注意^ 以て 其 進めた ろ も 尙末だ 不備の 点 不少候 は 遣憾 どす る 次第に 御 

座 候 得 共旣に 本書^ 以て 一 部の 敎科 書に 採用す る 事か諾 された る大 谷大舉 等り 學 年^ 

ま 逼り 忽ち 其 課業に 支障^ 來た すの みならす 一 般讀者 諸彦より，， 遝 々配本の 督促 ぁ受 

け 候 儘茲に 一 先づ 製本 發兌 する 事 さ 致し 候此段 幾重に も 御^お 黎希候 

猶ほ 著者 赤 沼 先生が 本書の 發行^ 微力 小生の 手に 委せられ 完成^ 見ろ 迄 非常なる 苦 

心か拂 ひて 指導 扶掖に 努められ たる 事 さ 我が 大谷 大學が 率先して 本書^ 怫典某 礎學の 

敎科用 書に 認定せられ 多大の 便宜^ 與 ゑら れ たろ 事 並びに 内外 出版 株式 會社須 磨 氏が 

比較的 短時日に 困難な ろ 印行の 業^ 完成せられ^ ろ 事に 對し 厚く 感謝の 意ん 衮し巾 候 

敬 具 

大正 十牟 SI 月 日  丁子 屋 書店 生 西 村 九 郞右衞 門 
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をて 佛し始 華 
知 何 典 く 祖嚴 
る 人中 そど經 
のに 長の な は 
みも篇 藝り釋 
な 初 難 術 、尊 
ら め 解 的 賢が 
す' ての 表 首 成 
我 讀本現 は 道 
思 易鎏に まの 
想き 典した 時 
界も はて 之 、 
もの 茲 親に 內 
亦? ^ に 鸞 基に 
佛な編 やき 燃 
敎っ者 明て へ 
文た の慧 無し 
化 ° 苦の 衋不 
復さ心 謙の 滅 
興れに 倉哲の 
のばよ 佛學靈 
黎 何り 敎を火 
明 人ての 構で 
期 も 谷 大成 あ 
の 之璧革 し る 
今に 歌 命た 。 
や 依 はも 0 龍 
目つ 原 ま而樹 
前て 形た し は 
に 過 其 此て之 
迫 去 まの 近 を 

り に 、糸 至く 育 H 
つ 於に 典我宫 

、 け 新の 奈に 
ある 舊點 良體 
る 我兩火 朝驗 
事 沸譯に 文し 
^敎を か 化て 
察文對 ゝ の大 
知 化 照 る 精乘 
せの し ° 髓佛 
よ 根て 今は敎 

° 底以ゃ 正の 
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料 

金 
A 


正 四 

價 六 
金 版 
貳 洋 
圓 装 


佐 々 木 月 樵 先生 述 (S 本文 化 經典第 一 編 華 嚴經) 

四六判 洋装 

正 價金壹 圓 五拾錢 

送料 金八錢 

f 穩^ は 1、 唯 化經典 也。 そのうち、 「眞」 ど 「美」 どの 表現 は、 「夜 摩 天き 一の 一 篇に究 ま 

る。 舞臺は 「行」 の 審判 者た る閻摩 王國、 寳莊嚴 殿上、 主人公 ど 地が の 人々^ felli^lli^llvj 

f 一！^ ど S 飞ゅ廉 示；^ 取，^ にい 人簡 死後 有無の 大 問題 を 提起す o 場々 展開し 行く 所の 「~ー  の 、%^ は 

「智」 マ 「肩」 V」 相， ち 相亂れ て、 そこに 释 尊の 「昇天」 VJ 共に 何人も 調 高き 「十 林」 の 歌^;^ マ縱琴 

目； t 庸ふ stofs 举さ § 總卷に 接しつ 最後に すべて を 無盡 d の 「&に 解 IV る MM を 見る。 

は の權 i 華嚴經 全部の 內容は 勿 il、 その 綺爛 VJ 芳 醇どぱ 巧みに 本劊^ 說の 上に 縮^して 網^ 

第 一 義の 天地 を 開顯せ bo 敢 て宗敎 者、 思想家、 藝ま 家の 一 靜ト 薦^^ ジ J  ^ 

佐々 木 月 樵 先生 述 (S 本文 化經典 第二 編 華 嚴經) 
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七 九 五 四 京 東 巻お \\)t  \x  m 

〇 九 二 〇 一 阪大 朁お 7 ノ a  1  J  ^ 


送 正 菊 
料 ® 版 
金 金 、 
拾 贰 洋 
錢圓装 


寺 本婉雅 先生 著述 


子 閬國は 印度 文化 東漸の 中央 亞細亞 に 於け る關 門なる VJ 同時に、 又 その 搖籃の 地で ある。 曩に 

はス タイン、 ヘルンレ I 諸氏の 硏究に 依て 『古子 閬史』 の 名著 あれ ざ、 是等 は發掘 物よりの 斷簡零 

墨 を 拾集 綜合せ る ものに て 未だ. 完全な 體系 をな した 于閬 國史 又は 于閬 怫敎史 ではない から、 全體 

の 內容を 捕捉し がたいの が遺慽 である。 今茲に 著者 は それ 等の 缺陷を 補充し 得る 完全なる 新于閬 

國 史を發 見した る 事を發 衮 する の 光榮を 有する。 それ は 西紀 一 一八 三年に 于閬 人が 西 藏に來 り、 

、ゝ、 、、、、、、、、、  、、、/»、、、、、、、、、、、、、  、、、、  、、、、、、、、 

西紀 七 世紀に 印度人 サン グ、 ヴ ルド ハナ 氏が 于閬 に來 りて 著述せ し 「于 閬懸 記」 に 基いて 著 はせ し 

、 ヽ、、 、、、 C-00000  0  0 つ-つ OOOOOC  000000000000 

于 閬國史 である。 阿育 王の 王子 瞿 薩怛 那の于 閬建國 より 迦膩色 迦王第 一 世 第一 一世の 隣國 どの 交渉 

は 安息. 琉勤 .康 居. 西藏- 支那に 及び、 政治 宗敎等 あらゆる 朿洋 文化 發展 の趾 を細述 して 餘蘊 はな 

い。 本 史は玄 驿の 西域 記に 比して 一層 確實 なる 史料 VJ 豊富なる 內容を 有する 東洋史 硏究 者の 看過 

すべから ざる 著書なる V」 共に、 朿洋史 を敎授 せらる 、諸學 校の 敎科書 VJ して 推薦 せらる べき もの 

たる を 疑 はぬ ので ある。 


匪 /|5 1 話 聖の含 阿^ 慈 句 難し ざ》 據出 

.^1111111  ザ， , _ 

る らぜ介 結 (： 世に 的 俗 てめ じ は 


^審 鬚 料資 化敎? 藏盡無 


陀の 

匕 


阿 含 篇里 刊 


■ 


安井 廣度 先生 新著 


『g 含經』 は釋 代の 言行録で ある。 ちゃう ざ 孔子に 於け る 『論 謡』 に 51 翁す る。 從 

來佛教 者の 多くが 『阿 合』 を 離れて 釋尊ど 其 說法を 知らう どした のは大 いなる 誤， じあ 

つた、、 

甞 つて 谷大 硏究院 に 於いて 『阿 合經』 の專攻 者であった 著者 は、 其 後 益 々本經 の 硏究 

を 進め 茲に 極めて 平易なる 原文 一 致 を 以て 其 重複 ど 繰返し を 避け、 阿 含の 根本 敎義を 

基調 どして 最も 須要な 敎 說を譯 出し、 莊重 雄大な 釋 尊の 敎化 振り を 巧みに 此 一 篇に i 

動せ しめた。 

面白い 譬 *、 因緣、 適切なる 訓誡、 說示、 諸 弟子の 修道 ^其敎 化、 又は 其當 時の 外 

道 を 折伏せられ たる 實例、 諷刺、 卽興、 凡そ 世 尊 一 代の 言行 盡く 網羅し 蘊す所 はない 

赤 沼 先生の 『阿 含の 佛敎』 VJ 相俟 ちて 天下の 讀書子 を 驚喜せ しむる であらう。 
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表紙 古代 印度 文字 

背 文 字 

背 カク ト 

扉 文字 

製  本 


奢 者 自筆 

日 下 無 倫 氏 

旭 谷 左右 氏 

東南 精一 氏 

丁子 屋書 店主 

岛 E 辰 五^ 


